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高速自動車道路の整備はアクセスする周辺の自動車道路網の整備を促しま

す。県道前橋長瀞線は関越自動車道藤岡ジャンクションにアクセスする部分が

整備され、さらに、国道254号まで延長され、既に、供用開始されております。

この道路建設に先行して先人の遺産である埋蔵文化財の発掘調査を群馬県埋蔵

文化財調査事業団が、記録保存として行うことになりました。

この地域は緑野の地として、群馬県南部の古代文化の中心地であり、埴輪窯

で知られる本郷埴輪窯遺跡を始めとし遺跡地が数多く存在する地域でありま

す。また、現在、瓦の産業が行われていますが、その起源は埴輪窯遺跡にさか

のぼるものとされています。付近周辺からは国分寺の修理に用いられた瓦も作

製されたようであります。古代からの伝統的な産業が続いている地域といえま

しょう。

調査によりまして、古墳、掘立柱建物遺構を伴う古墳時代以降の集落、中世

の道路遺構、中近世の馬の墓地等の複合する遺跡地であることが判明しました。

営々とした先祖の生活のようすが判明しました。

調査の実施に当たりまして、群馬県教育委員会、群馬県土木部等関係各位に

賜りましたご指導、ご協力に感謝します。また北風吹きすさぶなか調査に当ら

れた、整理事業に携わりました皆様の労を多とします。

本報告書により文字資料に記されることの少ない庶民の歴史解明が進展し、

生涯学習資料としても活用されることを期待して序文とします。

平成元年 1 月 25 日

群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長清水一郎





例ロ

1.本書は、主要地方道前橋・長瀞線道路改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書である。

2. 調査地域は、藤岡市上栗須字白山、岡前、寺東地区、下大塚字三之久保、水入、東原地区

中大塚字市海道、中道、八幡林、薬師堂地区内にあり、遺跡名は大字名を使用した。

3. 事業主体群馬県土木部

4. 調査主体財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

5. 調査期間昭和59年 2 月 1 日～昭和59年 3 月 31 日

昭和60年 4 月 26 日～昭和61年 3 月 31 日

整理期間昭和62年 4 月 6 日～昭和63年 3 月 31 日

6. 調査組織事務担当

昭和59年 5 月 24 日～昭和60年 3 月 31 日

昭和61年 4 月 7 日～昭和62年 3 月 31 日

昭和63年 4 月 18 日～平成元年 3 月 31 日

常務理事小林起久治、白石保三郎 事務局長梅沢重昭、井上唯雄、松本浩一

管理部長大澤秋良、田口紀雄 調査研究部長松本浩一、上原啓巳

庶務課長定方隆史、住谷進 第 3 課長細野雅男、神保侑史、徳江紀、巾隆之

庶務課員 国定均、笠原秀樹、小林昌嗣、須田朋子、吉田有光、柳岡良宏、野島のぶ江、

今井もと子、松井美智子、大澤美佐保、大島敬子、小野沢春美

調査担当

昭和58年度試掘中沢悟、菊池実、斎藤利昭

昭和59年度調査津金澤吉茂、中沢悟、斎藤利昭

（群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

嘱託員新井順二

昭和60年度調査 津金澤吉茂、谷藤保彦、斎藤利昭 （群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

昭和61年度調査石坂茂、坂ロ 一、斎藤利昭 （群馬県埋蔵文化財調査事業団調査研究員）

整理担当斎藤利昭嘱託員保坂雅美 補助員阿部和子、五十嵐由美子、岸 トキ子、関正江、

関口加津枝、立見美代子、田中精子、角田孝子、萩原光枝、細井敏子

遺物写真 佐藤元彦（群馬県埋蔵文化財調査事業団技師） 遺構写真 発掘調査担当者

保存処理関邦ー（群馬県埋蔵文化財調査事業団技師） 嘱託員北爪健二 補助員小材浩一

委託業務遺構・遺物トレース株式会社測研 航空写真青高館、セレック

10. 本報告書の作成にあたっておこなった科学的分析、鑑定は、下記の方々にお願いした。

獣骨鑑定 宮崎重雄（前橋第二高等学校教諭） 胎土分析 花岡紘一（群馬県工業試験場）

石材同定 飯島静雄（群馬地質研究会） 鉱物分析 株式会社パリノ・サーヴェイ

人骨検査 緑川 順（群馬県警察本部刑事部科学捜査研究所）

11. 本書の執筆は以下に掲げる他は、各担当の調査記録をもとに斎藤利昭が行った。

第 I 章第 1 節神保侑史 第 II章第 1 節 4. 土坑、縄文土器観察表石坂茂

第 II章第 1 節 1 ．墓址 3 号古墳上墓坑群出土遺物観察表大西雅広 第V章津金澤吉茂

12. 発掘調査に際しては、藤岡市教育委員会並びに地元関係者の多大なるご支援を戴いた。また、本報告書作

成にあたり、関係各方面の方々のご指導、ご協力を得た。ここに感謝の意を表す次第である。

13. 調査資料は、群馬県埋蔵文化財調査センターに保管してある。



凡例

1.本書の遺構番号は、調査時に各遺跡・各区に独立させ付したものを使用した。また、検討の結果調査時の

遺構名称が適当でないものについては欠番とした。

2. 本書の遺構図版及び遺物図版の縮尺率は、原則的に以下の通りとし、スケールを入れ示した。

遺構 竪穴住居・掘立柱建物 1/60 竪穴住居竃 1/30 土坑 1/40

遺物 坪・小型甕・鉄製品 1/3 甕・埴輪 1/4 紡錘車・土錘 1/2

但し遺構・遺物によってはこの限りではなく、スケールを参照されたい。

遺物写真図版の縮尺は不統一である。

本書に使用した網目は次のことを表す。

遺構焼土…［ここ］ 灰…□□□ 粘土…
遺物 灰釉陶器・・ロロ］

3. 遺物観察は表組を用い、計測単位はcm· gを使用した。但し、鉄製品、古銭、石製品等では計測値の項目

が異なり、長さ、幅、厚み、重さの順で掲載した。出土遺物の＋、ーは床面からの高さを示す。

遺物観察表中の番号は、遺構図版中の遺物出土位置の番局及び遺物写真番号と同一である。

また、表中の土器の色調は、農林省農林水産技術会議事務所•閲日本色彩研究所監修「標準土色帖」を使

用した。

4. 本書における遺構図版中の断面基準線は標高で表し、単位はmを用いた。

5. 遺構図中の北方位記号は、国家座標の北を用いた。

6. 遺構の計測値及び記載事項については以下の通りとした。

竪穴住居跡

位置グリッド位置を示す 方位竃の向きを主軸とし、座標北に対する傾き 規模住居の中

央部の距離を測った。 柱穴 住居内の北東に位置する柱穴を 1 とし、時計回りに 2 • 3 と付けた。

貯蔵穴位置は住居内での位置を表す。 周溝掘り込みの有無 床面踏みならされた土の状

態 掘形荒掘り段階での状態 遺物出土状況と特徴的遺物 竃位置付設される辺での位

置 規模燃焼部と煙道部の計測 煙道部への立ち上がり 燃焼部から煙道部口部分までの高さ

構築竃構築状態

掘立柱建物跡

位置、規模等は住居と同じ。 方位長辺の座標北に対する傾き 柱穴北東隅を 1 とし、時計

回りに番号を付す。 面積 長辺・短辺の計測値を使用し乗じた数値を使用した。柱穴規模につい

ては表組とした。

土坑は表組とした。溝は項目立てをせず記述した。
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第 11 図 1 号方形周溝墓実測図 第 69 図 6 号住居跡出土遺物実測図

第 12 図 1 号方形周溝墓出土遺物実測図 第 70 図 7 号住居跡実測図

第 13 図 1 号方形周溝墓遺物出土状況 第 71 図 7 号住居跡竃実測図

第 14 図 2 号方形周溝墓実測図 第 72 図 8 号住居跡実測図

第 15 図 1 号古墳実測図 第 73 図 8 号住居跡床下実測図

第 16 図 1 号古墳遺物出土状態図 第 74 図 8 号住居跡竃実測図

第 17 図 1 号古墳出土遺物実測図(1) 第 75 図 8 号住居跡出土遺物実測図（1)

第 18 図 1 号古墳出土遺物実測図(2) 第 76 図 8 号住居跡出土遺物実測図(2)

第 19 図 2 号古墳実測図 第 77 図 8 号住居跡出土遺物実測図(3)

第 20 図 2 号古墳実測図 第 78 図 9 号住居跡実測図

第 21 図 2 号古墳出土遺物実測図(1) 第 79 図 9 号住居跡竃実測図

第 22 図 2 号古墳出土遺物実測図(2) 第 80 図 9 号住居跡出土遺物実測図(1)

第 23 図 2 号古墳出土遺物実測図(3) 第 81 図 9 号住居跡出土遺物実測図(2)

第 24 図 3 号古墳実測図 第 82 図 11号住居跡実測図

第 25 図 3 号古墳遺物出土状態図 第 83 図 11号住居跡出土遺物実測図

第 26 図 3 号古墳出土遺物実測図(1) 第 84 図 12号住居跡実測図

第 27 因 3 号古墳出土遺物実測図(2) 第 85 図 12号住居跡出土遺物実測図(1)

第 28 図 3 号古墳出土遺物実測図(3) 第 86 図 12号住居跡出土遺物実測図(2)

第 29 図 3 号古墳出土遺物実測図(4) 第 87 図 13号住居跡実測図

第 30 固 3 号古墳出土遺物実測図(5) 第 88 図 13号住居跡出土遺物実測図

第 31 図 4 号古墳実測図 第 89 図 14号住居跡実測図

第 32 図 4 号古墳出土遺物実測図 第 90 図 14号住居跡出土遺物実測図

第 33 図 5 号古墳実測図 第 91 図 15号住居跡実測図

第 34 因 前庭部遺物出土状況 第 92 図 15号住居跡出土遺物実測図

第 35 図石室礫床残存状況 第 93 図 16号住居跡実測図

第 36 図 5 号古墳出土遺物実測図 第 94 図 16号住居跡竃実測図

第 37 図 6 号古墳実測図 第 95 図 16号住居跡出土遺物実測図

第 38 図 6 号古墳実測図 第 96 図 17号住居跡実測図

第 39 因 6 号古墳出土遺物実測図 第 97 図 17号住居跡竃実測図

第 40 図石榔墓実測図 第 98 図 17号住居跡出土遺物実測図（1)

第 41 図 3 号古墳上墓坑群全体図 第 99 図 17号住居跡出土遺物実測図（2)

第 42 図墓坑群掘形実測図 第100図 17号住居跡出土遺物実測図（3)

第 43 図墓坑群確認状況図 第101図 18号住居跡実測図

第 44 図馬骨出土状況図 第102図 18母住居跡竃実測図

第 45 図馬骨出土状況図 第103図 18号住居跡出土遺物実測図（1)

第 46 図馬骨出土状況図 第104図 18号住居跡出土遺物実測図（2)

第 47 図人骨出土状況図 第105図 19号住居跡実測図

第 48 図墓坑群出上遺物実測図（1) 第106図 19号住居跡竃実測図

第 49 図墓坑群出土遺物実測図(2) 第107図 19号住居跡出土遺物実測図

第 50 図住居配置図 第108図 20号住居跡実測図

第 51 図 1 号住居跡実測図 第109図 20号住居跡窟実測図

第 52 図 l 号住居跡窪実測図 第110図 20号住居跡出土遺物実測図（1)

第 53 図 l 号住居跡出土遺物実測図 第111図 20号住居跡出土遺物実測図（2)

第 54 図 2 号住居跡実測図 第112図 20号住居跡出土遺物実測図(3)

第 55 図 2 号住居跡窟実測図 第113図 21号住居跡実測図

第 56 図 2 号住居跡出土遺物実測図 第114図 21号住居跡窪実測図



第115図 21号住居跡出土遺物実測図(1) 第177図 44号住居跡竜実測図

第116図 21号住居跡出土遺物実測図(2) 第178図 44号住居跡出土遺物実測図(2)

第117図 22号住居跡実測図 第179図 44号住居跡出土遺物実測図(3)

第118図 22号住居跡竜実測図 第180図 44号住居跡出土遺物実測図(4)

第119図 22号住居跡出土遺物実測図 第181図 45号住居跡実測図

第120図 23号住居跡実測図 第182図 45号住居跡竃実測図

第121図 23号住居跡竃実測図 第183図 45号住居跡出土遺物実測図

第122図 23号住居跡出土遺物実測図 第184図 46号住居跡実測図

第123図 25号住居跡実測図 第185図 46号住居跡霞実測図

第124図 25号住居跡竃と出土遺物実測図 第186図 46号住居跡出土遺物実刹図（1)

第125図 26号住居跡実測図 第187因 46号住居跡出土遺物実測図(2)

第126図 26号住居跡竃実測図 第188図 47号住居跡実測図

第127図 26号住居跡出土遺物実測図 第189図 47号住居跡竜実測図

第128図 27号住居跡実測図 第190図 47号住居跡出土遺物実測図

第129図 27号住居跡出土遺物実測図(1) 第191図 48号住居跡実測因

第130図 27号住居跡出土遺物実測図(2) 第192図 48号住居跡出土遺物実測図（1)

第131図 28号住居跡実測図 第193図 48号住居跡出土遺物実測図(2)

第132図 28号住居跡床下実測図 第194因 49号住居跡実測図

第133図 28号住居跡竃実測図 第195図 49号住居跡竃実測図

第134図 28号住居跡出土遺物実測図(1) 第196図 49号住居跡出土遺物実測図（1)

第135図 28号住居跡出土遺物実測図(2) 第197図 49号住居跡出土遺物実測図（2)

第136図 28号住居跡出土遺物実測図（3) 第198図 50号住居跡実測図

第137図 28号住居跡出土遺物実測図(4) 第199図 50号住居跡竃実測図

第138図 29号住居跡実測図 第200図 50号住居跡出土遺物実測図

第139図 29号住居跡竃実測図 第201図 51号住居跡実測図

第140図 29号住居跡出土遺物実測図 第202図 51号住居跡竃実測図

第141図 30号住居跡実測図 第203図 51号住居跡床下実測図

第142図 31号住居跡実測図 第204図 51号住居跡出土遺物実測図

第143図 31号住居跡出土遺物実測図 第205図 52号住居跡実測図

第144図 32号住居跡実測図 第206図 52号住居跡出土遺物実測図

第145図 32号住居跡竃実測図 第207図 53号住居跡実測図

第146図 32号住居跡出土遺物実測図（1) 第208図 53号住居跡竃実測図

第147図 32号住居跡出土遺物実測図(2) 第209図 53号住居跡出土遺物実測図

第148図 33号住居跡実測図 第210図 54号住居跡実測図

第149図 34号住居跡実測図 第211図 54号住居跡出土遺物実測図

第150図 34号住居跡出土遺物実測図 第212図 掘立柱建物跡全体図

第151図 35号住居跡実測図 第213図 1 号掘立柱建物跡実測図

第152図 35号住居跡竃実測図 第214図 2 号掘立柱建物跡実測図

第153図 35号住居跡出土遺物実測図 第215図 3 号掘立柱建物跡実測図

第154図 36号住居跡実測図 第216図 4 号掘立柱建物跡実測図

第155図 36号住居跡床下実測図 第217図 5 号掘立柱建物跡実測図

第156図 36号住居跡竃実測図 第218図 6 号掘立柱建物跡実測図

第157図 36号住居跡出土遺物実測図 第219図 7 号掘立柱建物跡実測図

第158図 37号住居跡実測図 第220図 8 号掘立柱建物跡実測図

第159図 37号住居跡出土遺物実測図 第221図 9 号掘立柱建物跡実測図

第160図 37号住居跡竃実測図 第222図 10号掘立柱建物跡実測図

第161図 40号住居跡実測図 第223図 掘立柱建物跡出土遺物実測図

第162図 40号住居跡竃実測図 第224図土坑実測因

第163図 40号住居跡出土遺物実測図（1) 第225図 土坑出土遺物実測図

第164図 40号住居跡出土遺物実測図(2) 第226図土坑実測図

第165図 41号住居跡実測図 第227図土坑実測図

第166図 41号住居跡竃実測図 第228図土坑実測図

第167因 41号住居跡出土遺物実測因 第229図土坑実測図

第168図 42号住居跡実測図 第230図土坑実測図

第169図 42号住居跡竃実測図 第231因土坑実測図

第170図 42号住居跡出土遺物実測図 第232屁土坑実測図

第171図 43号住居跡実測図 第233図土坑実測図

第172図 43号住居跡竃実測図 第234図土坑実測図

第173図 43号住居跡出土遺物実測図 第235図土坑実測図

第174図 44号住居跡実測図 第236図土坑出土遺物実測図(1)

第175図 44号住居跡床下実測図 第237図 土坑出土遺物実測図(2)

第176図 44号住居跡出土遺物実測図(1) 第238図土坑出土遺物実測図（3)



第239図集石遺構実測図 第299図 14号住居跡出土遺物実測図（1)

第240図 l 号井戸実測図 第300図 14号住居跡出土遺物実測図(2)

第241図 井戸出土遺物実測図 第301図 15号住居跡実測図

第242因 1 号溝実測図 第302図 15号住居跡出土遺物実測図(1)

第243図 2 号溝実測図 第303図 15号住居跡窟実測図

第244図 3 • 15 • 16号溝実測図 第304図 15号住居跡出土遺物実測図（2)

第245図 11号溝実測図 第305図 16号住居跡実測図

第246図溝出土遺物実測図（1) 第306図 16号住居跡宛実測図

第247図溝出土遺物実測閲（2) 第307図 16号住居跡出土遺物実測図

第248図溝実測図 第308図 17号住居跡実測固

第249図 溝出土遺物実測図 第309図 17号住居跡出土遺物実測図(1)

第250図溝実測図 第310図 17号住居跡窟実測函

第251図溝出土遺物実測図 第311図 17号住居跡出土遺物実測図(2)

第252図遺構外出土遺物実測図(1) 第312図 18号住居跡実測図

第253図遺構外出土遺物実測図(2) 第313図 18号住居跡竃実測図

第254図遺構外出土遺物実測図(3) 第314図 18号住居跡出土遺物実測図

第315図 19号住居跡実測図

上栗須遺跡 II 区 第316図 19号住居跡窟実測図

第255図全体図 第317図 19号住居跡出土遺物実測図

第256図住居全体図 第318図 20号住居跡と出土遺物実測図

第257図 1 号住居跡実測図 第319図 21号住居跡実測図

第258図 l 号住居跡賓実測図 第320図 21号住居跡出土遺物実測図

第259図 1 号住居跡出土遺物実測図 第321図 22号住居跡実測図

第260図 2 号住居跡実測図 第322図 22号住居跡出土遺物実測図

第261図 2 号住居跡竃実測図 第323図 22号住居跡竃実測図

第262図 2 号住居跡出土遺物実測図（1) 第324図 23号住居跡実測図

第263図 2 号住居跡出土遺物実測図(2) 第325図 24号住居跡実測図

第264図 3 号住居跡実測図 第326図 24号住居跡竃実測図

第265図 3 号住居跡竃実測図 第327図 25号住居跡実測図

第266図 3 号住居跡出土遺物実測図 第328図 26号住居跡実測図

第267図 4 号住居跡実測図 第329図 上栗須遺跡 II 区・ III 区掘立柱建物跡配置図

第268図 4 号住居跡出土遺物実測図 第330匿 l 号掘立柱建物跡実測図

第269図 4 号住居跡窟実測因 第331図 2 号掘立柱建物跡実測図

第270図 5 号住居跡実測図 第332図 3 号掘立柱建物跡実測図

第271図 5 号住居跡窟実測図 第333図 4 号掘立柱建物跡実測図

第272図 5 号住居跡出土遺物実測図（1) 第334図 5 号掘立柱建物跡実測図

第273図 5 号住居跡出土遺物実測図（2) 第335図 6 号掘立柱建物跡実測図

第274図 6 号住居跡実測図 第336図 7 号掘立柱建物跡実測図

第275図 6 号住居跡竃実測図 第337図 8 号掘立柱建物跡実測因

第276函 6 号住居跡出土遺物実測図 第338図 9 号掘立柱建物跡実測図

第277図 7 号住居跡実測図 第339図 10号掘立柱建物跡実測図

第278図 7 号住居跡竃実測図 第340図 11号掘立柱建物跡実測図

第279図 7 号住居跡床下実測図 第341図 12号掘立柱建物跡実測図

第280図 7 号住居跡出土遺物実測図 第342図 13号掘立柱建物跡実測図

第281図 8 号住居跡実測図 第343図 掘立柱建物跡出土遺物実測図

第282図 8 号住居跡竃実測図 第344図土坑実測図

第283図 8 号住居跡出土遺物実測図 第345図土坑実測図

第284図 9 号住居跡実測図 第346図土坑実測図

第285図 9 号住居跡寅実測図 第347図土坑実測図

第286図 9 号住居跡出土遺物実測図 第348図土坑実測図

第287図 10号住居跡実測図 第349図土坑実測図

第288図 10号住居跡賓実測図 第350図土坑実測図

第289図 10号住居跡出土遺物実測図 第351図土坑実測図

第290図 11号住居跡実測図 第352図 土坑出土遺物実測図

第291図 11号住居跡出土遺物実測図 第353図 l 号溝実測因

第292図 12号住居跡実測図 第354図 6 号溝内路面確認状況図

第293図 12号住居跡賓実測図 第355因 6 号溝実測図

第294図 13号住居跡実測図 第356図 6 号溝出土遺物実測図

第295図 13号住居跡竜実測図 第357図 7 • 8 号溝実測図
第296図 13号住居跡出土遺物実測図 第358図 グリッド出土遺物実測図

第297図 14号住居跡実測図

第298図 14号住居跡竃実測図 上栗須遺跡III 区



第359図 上栗須遺跡III 区の遺構配置図 第421図 18号住居跡実測図

第360図 III 区住居配置図 第422図 18号住居跡出土遺物実測図

第361図 l 号住居跡実測図 第423図 19号住居跡密実測図

第362図 l 号住居跡床下実測図 第424図 20号住居跡実測図

第363図 1 号住居跡実測図 第425図 20号住居跡賓実測図

第364図 1 号住居跡窟実測図 第426図 20号住居跡出土遺物実測図

第365図 l 号住居跡出土遺物実測図（1) 第427図 21号住居跡実測図

第366図 l 号住居跡出土遺物実測図(2) 第428図 21号住居跡窟実測図

第367図 1 号住居跡出土遺物実測図（3) 第429図 21号住居跡出土遺物実測図

第368図 2 号住居跡実測図 第430図 22号住居跡実測図

第369図 2 号住居跡窪実測図 第431図 22号住居跡窟実測図

第370図 2 号住居跡出土遺物実測図 第432図 22号住居跡床下実測図

第371図 3 号住居跡実測図 第433図 22号住居跡出土遺物実測図（1)

第372図 3 号住居跡霞実測図 第434図 22号住居跡出土遺物実測図（2)

第373図 3 号住居跡出土遺物実測図 第435図 22号住居跡出土遺物実測図(3)

第374図 4 号住居跡実測図 第436図 23号住居跡実測図

第375図 4 号住居跡窟実測図 第437図 23号住居跡窟実測図

第376図 4 号住居跡出土遺物実測図 第438図 24号住居跡実測図

第377図 5 号住居跡実測図 第439図 24号住居跡窟実測図

第378図 5 号住居跡寵実測図 第440図 24号住居跡出土遺物実測図

第379図 5 号住居跡出土遺物実測図 第441図 25号住居跡実測図

第380図 6 号住居跡実測図 第442図 25号住居跡鼈実測図

第381図 6 号住居跡床下実測図 第443図 25号住居跡出土遺物実測図

第382図 6 号住居跡竃実測図 第444図 26号住居跡実測図

第383図 6 号住居跡出土遺物実測図 第445図 26号住居跡窟実測図

第384図 7 号住居跡実測図 第446図 26号住居跡出土遺物実測図

第385図 7 号住居跡床下実測図 第447図 27号住居跡実測図

第386図 7 号住居跡出土遺物実測図 第448因 27号住居跡賓実測図

第387図 8 号住居跡実測因 第449図 27号住居跡出土遺物実測図

第388図 8 号住居跡賓実測図 第450図 28号住居跡実測図

第389図 8 号住居跡出土遺物実測図（1) 第451図 28号住居跡出土遺物実測図1)

第390図 8 号住居跡出土遺物実測図(2) 第452図 28号住居跡竃実測図

第391図 9 号住居跡実測図 第453図 28号住居跡出土遺物実測図(2)

第392図 9 号住居跡竃実測図 第454図 28号住居跡出土遺物実測図(3)

第393図 9 号住居跡出土遺物実測図 第455図 29号住居跡実測図

第394図 10号住居跡実測図 第456図 29号住居跡竃実測図

第395図 10号住居跡床下実測図 第457図 29号住居跡床下実測図

第396図 10号住居跡竃実測図 第458図 29号住居跡出土遺物実測図（1)

第397図 10号住居跡出土遺物実測因(1) 第459図 29号住居跡出土遺物実測図（2)

第398図 10号住居跡出土遺物実測図(2) 第460因 30号住居跡実測図

第399図 11号住居跡実測図 第461図 30号住居跡竃実測図

第400図 11号住居跡出土遺物実測図(1) 第462図 30号住居跡出土遺物実測図

第401図 11号住居跡竃実測図 第463図 31号住居跡実測図

第402図 11号住居跡出土遺物実測図(2) 第464図 31号住居跡竃実測図

第403図 11号住居跡出土遺物実測図（3) 第465図 32号住居跡実測図

第404図 11号住居跡出土遺物実測図(4) 第466図 32号住居跡出土遺物実測図（1)

第405図 12号住居跡実測因 第467図 32号住居跡竃実測図

第406図 12号住居跡出土遺物実測図 第468因 32号住居跡出土遺物実測図（2)

第407図 13号住居跡実測図 第469図 33号住居跡出土遺物実測図(1)

第408図 13号住居跡出土遺物実測図 第470図 33号住居跡実測國

第409図 14号住居跡実測図 第471図 33号住居跡出土遺物実測図(2)

第410図 14号住居跡出土遺物実測図 第472図 34号住居跡実測図

第411図 15号住居跡実測図 第473図 34号住居跡竃実測図

第412図 15号住居跡賓実測図 第474図 34号住居跡出土遺物実測図

第413図 15号住居跡出土遺物実測図(1) 第475図 35号住居跡実測図

第414図 15号住居跡出土遺物実測図(2) 第476図 35号住居跡窟実測図

第415図 16号住居跡実測図 第477図 35号住居跡出土遺物実測図（1)

第416図 16号住居跡出土遺物実測図 第478図 35号住居跡出土遺物実測図（2)

第417図 17号住居跡実測図 第479図 36号住居跡実測因

第418図 17号住居跡出土遺物実測図(1) 第480図 36号住居跡窪実測図

第419図 17号住居跡窟実測図 第481因 36号住居跡床下実測図

第420図 17号住居跡出土遺物実測図(2) 第482図 36号住居跡出土遺物実測図（1)



第483図 36号住居跡出土遺物実測図(2) 第545図 9 号掘立柱建物跡実測図

第484図 37号住居跡実測図 第546図 10号掘立柱建物跡実測図

第485図 37号住居跡窟実測図 第547図 11号掘立柱建物跡実測図

第486図 37号住居跡出土遺物実測図（1) 第548図 12号掘立柱建物跡実測図

第487図 37号住居跡出土遺物実測図（2) 第549図 13号掘立柱建物跡実測図

第488図 38号住居跡実測図 第550図 14号掘立柱建物跡実測図

第489図 38号住居跡床下実測固 第551図 15号掘立柱建物跡実測図

第490図 38号住居跡賓実測図 第552図 16号掘立柱建物跡実測図

第491図 38号住居跡出土遺物実測図（1) 第553図 18号掘立柱建物跡実測図

第492図 38号住居跡出土遺物実測図(2) 第554図 17号掘立柱建物跡実測図

第493図 38号住居跡出土遺物実測図（3) 第555図 掘立柱建物跡出土遺物実測固

第494図 39号住居跡実測図 第556図土坑実測図

第495図 39号住居跡窟実測図 第557図土坑実測図

第496図 39号住居跡出上遺物実測図 第558図土坑実測図

第497図 40号住居跡実測図 第559図 1 号墓坑実測図

第498図 40号住居跡竃実測図 第560図土坑出土遺物実測図

第499図 40号住居跡出土遺物実測図 第561図遺構外出土遺物実測図（1)

第500図 41号住居跡実測図 第562図遺構外出土遺物実測図（2)

第501図 41号住居跡賓実測圏

第502図 41号住居跡窟掘形実測図 上栗須遺跡緊急調査区

第503図 41号住居跡出土遺物実測図（1) 第563図 各調査地点の位置と遺構配置図

第504図 41号住居跡出土遺物実測図（2) 第564図 1 号住居跡実測図

第505図 42号住居跡実測図 第565図 1 号住居跡竃実測図

第506図 42号住居跡竃実測図 第566図 1 号住居跡出土遺物実測図

第507図 42号住居跡出土遺物実測図

第508図 43号住居跡実測図 上栗須遺跡第 1 取付道路調査区

第509図 43号住居跡竃実測図 第567図 1 号古墳実測図

第510図 43号住居跡床下実測図 第568図 1 号古墳遺物出土状況図

第511図 43号住居跡出土遺物実測図（1) 第569図 1 号古墳出土遺物実測図

第512図 43号住居跡出土遺物実測屈(2) 第570図 2 号古墳実測図

第513図 44号住居跡実測図 第571図 3 号古墳実測図

第514図 44号住居跡竃実測図 第572図 3 号古墳遺物出土状況図

第515図 44号住居跡出土遺物実測図 第573図 3 号古墳出土遺物実測図

第516図 45号住居跡実測図 第574図土坑実測図

第517図 45号住居跡竃実測図 第575図 3 号土坑実測図

第518図 45号住居跡出土遺物実測図 第576図土坑実測図

第519図 46号住居跡実測図

第520図 46号住居跡出土遺物実測図(1) 上栗須遺跡第 2 取付道路調査区

第521図 46号住居跡出土遺物実測図(2) 第577図 l 号住居跡実測図

第522図 47号住居跡実測図 第578図 1 号住居跡出土遺物実測図

第523図 47号住居跡竃実測図 第579図 2 号住居跡実測因

第524図 47号住居跡出土遺物実測図 第580図 2 号住居跡出土遺物実測図

第525図 48号住居跡実測因 第581図 2 号住居跡竃実測図

第526図 48号住居跡床下実測図 第582図 3 号住居跡実測図

第527図 48号住居跡竃実測図 第583図 3 号住居跡出土遺物実測図

第528因 48号住居跡出土遺物実測図 第584図 4 号住居跡実測図

第529図 49号住居跡実測図 第585図 4 号住居跡竃実測図

第530固 49号住居跡竃実測図 第586図 4 号住居跡出土遺物実測図

第531図 49号住居跡出土遺物実測図 第587図 5 号住居跡実測図

第532因 50号住居跡実測図 第588図 1 号掘立柱建物跡実測図

第533因 50号住居跡竃実測図 第589図 2 号掘立柱建物跡実測図

第534圏 50号住居跡出土遺物実測図（1) 第590図 3 号掘立柱建物跡実測図

第535図 50号住居跡出土遺物実測図(2) 第591図 4 号掘立柱建物跡実測図

第536図掘立柱建物全体図 第592図土坑実測図

第537図 1 号掘立柱建物跡実測図 第593図 土坑出土遺物実測図

第538図 2 号掘立柱建物跡実測図

第539図 3 号掘立柱建物跡実測図 下大塚遺跡

第540図 4 号掘立柱建物跡実測図 第594図 下大塚遺跡の遺構配置図

第541図 5 号掘立柱建物跡実測図 第595図 1 号住居跡実測図

第542図 6 号掘立柱建物跡実測図 第596図 1 号住居跡竃実測図

第543図 7 号掘立柱建物跡実測図 第597図 1 号住居跡出土遺物実測図（1)

第544図 8 号掘立柱建物跡実測図 第598図 1 号住居跡出土遺物実測図(2)



第599図 2 号住居跡実測図 中大塚遺跡 I 区

第600図 2 号住居跡窟実測図 第660図 中大塚遺跡 I 区の遺構配置図

第601図 2 号住居跡出土遺物実測図（1) 第661図 中大塚遺跡 I 区の住居跡配置図

第602図 2 号住居跡出土遺物実測図(2) 第662図 l 号住居跡実測図

第603図 3 号住居跡実測図 第663図 1 号住居跡窟実測図

第604図 3 号住居跡窟実測図 第664図 1 号住居跡出土遺物実測図

第605図 3 号住居跡出土遺物実測図 第665図 2 号住居跡炭化材出土状況実測因

第606図 4 号住居跡実測図 第666因 2 号住居跡実測図

第607図 4 号住居跡竃実測図 第667図 2 号住居跡出土遺物実測図(1)

第608図 4 号住居跡出土遺物実測図（1) 第668図 2 号住居跡竃実測図

第609図 4 号住居跡出土遺物実測図（2) 第669図 2 号住居跡出土遺物実測図(2)

第610図 5 号住居跡実測図 第670図 3 号住居跡実測図

第611図 5 号住居跡出土遺物実測図(1) 第671 図 3 号住居跡窟実測図

第612図 5 号住居跡竃実測図 第672図 3 号住居跡出土遺物実測図

第613図 5 号住居跡出土遺物実測図（2) 第673図 4 号住居跡実測図

第614図 5 号住居跡出土遺物実測図(3) 第674図 4 号住居跡賓実測図

第615図 6 号住居跡実測図 第675図 4 号住居跡実測図

第616図 6 号住居跡竃実測図 第676図 4 号住居跡床下実測図

第617図 6 号住居跡出土遺物実測図 第677図 4 号住居跡出土遺物実測図(1)

第618図 7 号住居跡実測図 第678図 4 号住居跡出土遺物実測図（2)

第619図 7 号住居跡竃実測図 第679図 5 号住居跡実測図

第620図 7 号住居跡出土遺物実測図 第680図 5 号住居跡竃実測図

第621図 8 号住居跡実測図 第681図 5 号住居跡竃掘形実測図

第622図 8 号住居跡竃実測図 第682因 5 号住居跡床下実測図

第623図 8 号住居跡出土遺物実測図 第683因 5 号住居跡出土遺物実測図(1)

第624図 9 号住居跡実測図 第684図 5 号住居跡出土遺物実測図（2)

第625図 9 号住居跡出土遺物実測図(1) 第685図 6 号住居跡実測図

第626図 9 号住居跡竃実測図 第686図 7 号住居跡実測図

第627図 9 号住居跡出土遺物実測図(2) 第687図 7 号住居跡竃実測図

第628図 9 号住居跡出土遺物実測図(3) 第688図 7 号住居跡出土遺物実測図

第629図 10号住居跡実測図 第689図 8 号住居跡実測図

第630図 10号住居跡竃実測図 第690図 8 号住居跡竃実測図

第631図 10号住居跡遺物出土状況図 第691図 8 号住居跡出土遺物実測図

第632図 10号住居跡出土遺物実測図（1) 第692図 9 号住居跡実測図

第633図 10号住居跡出土遺物実測図(2) 第693図 9 号住居跡竃実測図

第634図 l 号掘立柱建物跡実測図(1) 第694図 9 号住居跡出土遺物実測図（1)

第635図 l 号掘立柱建物跡実測図(2) 第695図 9 号住居跡出土遺物実測図(2)

第636図土坑実測図 第696図住居外出土遺物実測図

第637図長方形土坑分布図 第697図道路状遺構実測図

第638図土坑断面図（1) 第698図 道路状遺構と竪穴状遺構

第639図土坑断面図(2) 第699図 l~3 号竪穴状遺構実測図

第640図 土坑出土遺物実測図 第700図 道路遺構出土遺物実測図

第641図土坑実測因 第701図 4~6 号竪穴状遺構実測図

第642図土坑実測図 第702因 竪穴状遺構周辺出土遺物実測図

第643図土坑実測図 第703図 掘立柱建物全体図

第644図土坑実測図 第704因 1 号掘立柱建物跡実測因

第645図土坑実測屈 第705図 2 号掘立柱建物跡実測図

第646因 1~3 号溝実測図 第706図 3 号掘立柱建物跡実測図

第647図 4~6 号溝実測図 第707図 4 • 5 号掘立柱建物跡実測図
第648図 7 号溝実測図 第708図 6 • 19号掘立柱建物跡実測図

第649図 8 号溝実測図 第709図 7 号掘立柱建物跡実測図

第650図 9 号溝出土遺物実測図(1) 第710図 8 号掘立柱建物跡実測図

第651図 9 号溝実測図 第711図 13号掘立柱建物跡実測図

第652図 9 号溝出土遺物実測図(2) 第712図 9 号掘立柱建物跡実測図

第653図 l 号井戸実測図 第713図 掘立柱建物跡実測区l

第654図 1 号井戸出土遺物実測図 第714図 10号掘立柱建物跡実測図

第655図 下大塚 1 号土器集積遺構確詔状態図(1) 第715図 12 • 17号掘立柱建物跡実測図

第656図 下大塚 1 号土器集積遺構確認状態図(2) 第716図 16号掘立柱建物跡実測図

第657図 1 号土器集積遺構実測図 第717図 15号掘立柱建物跡実測図

第658図 下大塚土器集積遺構出土遺物実測図 第718図 20号掘立柱建物跡実測図

第659図遺構外出土遺物実測図 第719図 21号掘立柱建物跡実測図

第720図 22号掘立柱建物跡実測図



第721 図 23号掘立柱建物跡実測図

第722図 26号掘立柱建物跡実測図

第723図 27号掘立柱建物跡実測図

第724図 28号掘立柱建物跡実測図

第725図 28号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第726図土坑実測図

第727図土坑実測図

第728図土坑実測図

第729図土坑実測図

第730図土坑実測図

第731図土坑実測図

第732図土坑実測図

第733図土坑実測図
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第 1 節発掘調査に至る経緯

第 I 章発掘調査と遺跡の概要

第 1 節発掘調査に至る経緯

主要地方道前橋・長瀞線は、群馬県内においては

前橋市と藤岡市を結ぶ重要な道路である。藤岡市に

おける本道路は市街地を通過しているため、常に交

通渋滞を起しており、これを解決することは急務と

されていた。群馬県土木部道路建設課では解決の方

法として、市街地周辺にバイパスを建設する計画を

すすめ、既に完成している関越自動車道藤岡イン

ターチェンジの進入道路とバイパスを直結すべく、

県道上栗須・馬庭停車場線と一般国道254号線藤岡バ

イパスを結ぶ全長2,375m、幅員25mの道路計画を策

定した。そして昭和55年度から現地測量を行い、用

地買収を行った。道路は藤岡市上栗須・下大塚・中

大塚にまたがるものであるが、路線内の文化財の取

り扱いについては、昭和58年度に県教育委員会文化

財保護課職員により分布調査が実施され、ほぼ全域

にわたって埋蔵文化財の分布を確認した。この分布

調査の結果をもとに県教育委員会文化財保護課と県

土木部道路建設課との間で、文化財の取り扱いに関

する協議を行い路線内の埋蔵文化財は記録保存をす

ることとし、その調査は財団法人群馬県埋蔵文化財

調査事業団に委託することで協議が整った。

側群馬県埋蔵文化財調査事業団と県土木部道路建

設課との調査に関する協議は、昭和58年12月から 59

年 1 月にかけて行われ、1.昭和58年度中に路線内

の一部試掘調査を実施する。 2. 調査期間は 5 年間

とし、発掘調査 3 年、整理 2 年とする。 3. 発掘調

査は県道上栗須・馬庭停車場線により順次国道254

号線に向かって行う。等結論が得られ、これらをま

とめて昭和59年 1 月 17 日に「主要地方道前橋・長瀞

線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査に関する

覚書」を締結した。次いで昭和59年 1 月 25 日付けで

昭和58年度の試掘調査の委託契約を締結し、試掘調

査及び発掘調査に着手した。各年度の調査は下記

のとおり行った。

発掘調査は当初計画どおり昭和61年12月 27 日に終

了し、直ちに発掘調査報告書刊行のための整理作業

に入り、以下に記すとおりの報告書をまとめること

ができた。発掘調査・整理作業を通しては常に県土

木部道路建設課、県藤岡土木事務所、藤岡市教育委

員会、地権者会役員等の方々にお世話になった。こ

こに明記しておきたい。

調査年度 調査期間 調査面積 調査遺跡名 調査経費 調 査 の 内 容

昭和58年 昭和59年 上栗須遺跡 12,600,000 試掘調査

2月～3月

昭和59年 昭和59年5月 14,230m' 上栗須遺跡 79,996,000 （縄）土坑13、（古墳）方形周溝募 2 、古墳10、竪穴住居 3 、石榔墓 l

～昭和60年3月 （奈•平）竪穴住居23、掘立柱建物跡13

昭和60年 昭和60年 4 月 14,000m' 上栗須遺跡 63,800,000 （奈•平）竪穴住居43、掘立柱建物27、土坑11、溝 2 、古河川 1 、（中

～昭和61年3月 下大塚遺跡 世）掘立柱建物 5 、竪穴状遺構 6 、（中世）畠、土坑 2 、試掘調査

中大塚遺跡

昭和61年 昭和61年 4 月 14,200m' 上栗須遺跡 63,800,000 （奈•平）竪穴住居15、掘立柱建物 l 、（中世）掘立柱建物17、畠状遺

～昭和62年3月 下大塚遺跡 構、試掘調査、整理（遺構トレース等）

中大塚遺跡

昭和62年 昭和62年4月 上栗須遺跡 22,981,000 土器復元・実測・トレース・写真撮影等

～昭和63年3月 下大塚遺跡

中大塚遺跡

昭和63年 昭和63年4月 上栗須遺跡 36,669,000 トレース・版下作成•原稿執筆等、調査報告書刊行

～平成元年3月 下大塚遺跡

中大塚遺跡

ー



第 1 章発掘調査と遺跡の概要

第 2 節発掘調査の経過と方法

。 500m 

第 1 図遺跡と調査年度（1)

調査の経過

前橋・長瀞線 II期工事における発掘調査は昭和59

年 2 月より試掘調査を開始し、上栗須地区、下大塚

地区、中大塚地区の 3 地区、総延長2,375mを昭和62

年 3 月までの 3 年間本調査を実施した。

試掘調査は、 20m間隔でトレンチをいれ、遺構の確

認と遺構確認面までの深さを探ることを目的として

実施した。結果は、基本土層III層の As-B 混じりの

層より多量の遺物の出土が見られたため、機械掘削

を As-B 混じりの層で止めることに決定した。ま

た、路線内には近年砂利採集により、攪乱を受けて

いる部分が確認でき、この部分を土置き場とし、 3

月より上栗須遺跡 I 区内の発掘現場事務所設置部分

の調査を先行して開始した。

昭和59年 5 月より調査行程上土置き場が確保し易

い、上栗須遺跡II 区から調査に入る。

8 月より上栗須遺跡III 区北側の調査に入る。調査

は II 区の終了部分を土置き場とする関係で、 III区調

査面積の半分の表土剥ぎを行った。

10月 II 区調査終了。 I 区北上栗須交差点南より調

査に入る。上毛古墳総覧掲載の小野村 2 号古墳（遺

跡遺構名称 I 区 3 号古墳。以下 3 号古墳と呼ぶ）を

含め 6 基の古墳と 2 基の方形周溝墓の調査を行っ

た。また、 3 号古墳上からは、近世の馬の墓坑が確

認でき、 20数体の馬骨を検出し、昭和60年 1 月まで

取り上げを行う。

12月前橋・長瀞線の接続道路（第 1 取付道路）の調

査を開始する。また、上栗須遺跡III 区北調査終了。

昭和60年 1 月 I 区全体の調査開始。

1 月 26 • 27 日調査成果を公表するために現場説明

会を行う。（見学者数400名を越える。）

3 月下大塚遺跡に関しては、未買収地があるため、

中大塚遺跡の調査を先行して行う事を決定。中大塚

遺跡の試掘調査を行い、全体に遺構を確認した。

同 3 月 III 区南側の表土剃ぎを行う。 I 区について

は農道部分と一部下層の調査を残し終了。

昭和60年 4 月、 I 区残りの部分と III区の遺構確認

2
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第 2 節発掘調査の経過と方法

を行う。 5 月 III区住居跡の遺物盗難にあう。

6 月 1 区水道本管部分を残し調査終了。

8 月 III区調査終了。中大塚遺跡 I 区に移動し遺構

確認を行い、調査開始。

11月～12月上栗須遺跡 I 区側溝工事に伴い水道本

管部分の調査を行う。また、上栗須遺跡III区の中央

を横断していた農道下の調査を行う。

昭和61年 1 月工事行程との関係で緊急に国道254

号線バイパスとの接続部分の試掘調査を実施し、遺

構無しとの判断により明け渡しを行う。

1 月下大塚遺跡南半分の表土剥ぎを行い、続けて

遺構確認及び本調査を開始した。

3 月 1 • 2 日現場説明会を実施した。（見学者数260

名を数えた。）

3 月中大塚遺跡 I 区調査終了。中大塚遺跡III 区の

試掘調査を行う。結果は近年の砂利採集により攪乱

を受けている部分が、国道254号線にかけて確認でき

たため、 III区南に関しては明け渡しを行った。

昭和61年 4 月下大塚遺跡の調査に入るが、中央部

藤岡北高校脇に水路があり、この水路が雨季には決

壊する恐れがあるため調査はその部分を抜いた北側

と南側の調査を先行して行い、秋以降にこの水路部

分の調査を行うこととした。

6 月緊急調査として、上栗須交差点北側への側溝

延長工事に際し、試掘調査を実施し流末において住

居跡 l 軒確認し調査を行った。

7 月中大塚遺跡II 区の調査に入る。中大塚遺跡 I

区と II 区の境にある同友企業の所有地に関しては未

買収であるため最後まで調査には入れなかった。

8 月中大塚遺跡III区の調査に入る。

10月中大塚遺跡 II • III 区調査終了。下大塚遺跡の

残り部分の調査に入る。

11月接続道路（第 2 取付道路）の調査に入る。

12月下大塚遺跡、接続道路の調査終了し、総ての

調査を終了し、昭和62年 3 月まで残務整理、撤収準

備等を行った。
第 2 図遺跡と調査年度(2)
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第 I 章 発掘調査と遺跡の概要

調査区の設定

調査区は 5m四方を 1 グリッドの単位とした。グ

リッドは、路線の進行方向に対し、平行するライン

を右から左に向かってアルファベト、路線横断方向

の北から南に向かって数字を付し、北東部分の交点

をグリッド名称とした。

上栗須遺跡 I ·II·III区の発掘調査では前橋・長

瀞線工事用センター杭No.25+60の道路幅杭間の中心

と No.26の杭を結んだ線を G ラインとし、左右にアル

ファベットを振り分け、直交するラインを80 ライン

とした。 よって工事用センター杭No.26 を G-80グ

リッドとした。 このグリッドの方向は国家座標に対

し N-10゜55”-Wの傾きとなり、国家座標値は (X=

28892.091 、 Y = -68232.009) の位置となる。

上栗須遺跡III区南端の調査区及び下大塚遺跡、中

大塚遺跡の各地点のグリッド設定には国家座標を用

いた。座標基準点はNo.30の工事用センター杭にA-

0 の基準点を設置し、上栗須遺跡同様 5m四方のグ

リッド設定を行い、西方向にアルファベット、南方

向に数字を振り出した。 No.30の工事用センター杭の

座標値は (X =28537. 625、 Y = -68410. 554) であ

る。 また、 このNo.30の杭の北及び東方向に対して

は、一 A-1 、 -B-2 ……の負の数字を使用した。

また、 アルファベトがZ まで達した場合、 2A- 、

3A ーとした。数字についてはそのまま順次増や
し

ていく。
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第 3 節基本土層

第 3節基本土層

前橋・長瀞線は、藤岡台地の中央部を南北に縦断

する。この藤岡台地は、市の西方を北流する鮎川に

より形成された開析扇状地であり、南西方向から北

東方向に緩い傾斜を持つ。調査時、この扇状地礫層

は浅い所で数十cm、深い所で 2m前後の深さで確認

でき、上面には『藤岡粘土層Jと呼ばれる層がのり、

開析によりできた凹凸面を埋め平坦にならしてい

る。

藤岡台地上の土層堆積状況及び『藤岡粘土層Jに

ついては、付編において中大塚遺跡III 区で実施した

鉱物分析結果を参照されたい。

以下は、調査時に実施した各遺跡の深掘りトレン

チの土層観察成果を中心に、各遺跡の基本的な土層

の堆積状況をあらわしたものである。

第 I 層 灰褐色土浅間A軽石（天明 3 年(1783

年）浅間山の火山噴出物、以下 As-A

と呼称する）を多量に含む。現在の耕

作土。

第 I 層 茶褐色土水田耕作土下の鉄分沈着層

水田耕作地以外では、 As-A の純層を

含む。

灰褐色土 As-A 多量に含む層

暗褐色土浅間B軽石（天仁元年 (1108

年）浅間山の火山噴出物、以下 As-B と

呼称する）を含む。遺物を多量に含む。

褐色土第V層の黄褐色土の漸位層第

III層の As-B が見られなくなる。第III

層との境を遺構確認面とした。

第V層 黄褐色土粘性に富むシルト質土では

第 II 層

第III層

第IV層

あるが、厚さにより粘性の変化が見ら

れる。『藤岡粘土層』に対応する。？

第V2 層黄褐色土細砂を含む砂質シルト層

第V3 層黄褐色粗砂層

第VI層 砂礫層扇状地礫層

第V層以下の層については、河川堆積物である砂

や粘土や礫がラミナ状又は互層に堆積している部分

が見られるためあえて分層を行わず、主体となる土

質を用いた。

V 
> 

耕作土

I' 鉄分沈着及びAs-A純層

II As-A混じり

III 

N 

As-B混じり

遺構確認面

漸位層

黄褐色土（粘質土）

砂礫層

第 5 図土層柱状模式図
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第 4 節遺跡の立地と周辺遺跡

立地

本遺跡の立地する藤岡市は、群馬県南部に位置し、

同市東を流れる神流川を境に埼玉県と接する。

地形は、山間部と平野部とに二分される。山間部

は赤久縄山、御荷鉾山等が連なり、関東山地の一角

を構成している。この山地一帯は、秩父帯や山中地

溝帯、三波川変成帯等の古い地形・地質が入り組ん

で存在する。山地南側を神流川が、北側を鮎川が貫

流し平野部に移行する。この両河川下流域では開析

扇状地形を形成し、扇状地扇端部一帯は利根川に流

れ込む鏑川や烏川等の大河川の集中する地域でもあ

る。鏑川は西から国道254号線沿いを東流し、藤岡市

落合地区において鮎川と合流する。その後北東方向

に流路を変へ高崎市方面より南東流してきた烏川と

森新田地区で合流する。扇端部に位置する小野地区

一帯はこの鏑川、烏川の旧流路にあたり沖積地及び

自然堤防などが見られる。また、市街地の大部分は

鮎川により形成された扇状地上にあり、南西方向か

ら北東方向に緩い傾斜を持つ台地となっている。現

在この台地上を藤岡台地と呼ぶ。前橋・長瀞線はこ

の台地上を南北に縦断する路線を取る。

藤岡市における洪積世の地層は、市街地南に位置

する独立丘陵である庚申山周辺部と鮎川左岸丘陵上

など藤岡台地周辺部において確認されている。

周辺遺跡

藤岡市の遺跡の立地は鮎川流域・神流川流域・扇

状地扇端部の 3 カ所に大別できる。

鮎川流域の遺跡は、左岸の洪積台地上に立地する

緑埜遺跡群において旧石器の遺物が検出されてい

る。縄文時代には薬師原遺跡、滝下、滝前遺跡、敷

石住居跡を検出した中大塚遺跡などが確認されてい

る。弥生時代には後期末の竹沼遺跡のみとなり、古

墳時代に入ると白石稲荷山古墳や七輿山古墳などの

大前方後円墳を中心とした古墳群や大規模な東平井

古墳群等が出現してくる。この時期の集落遺跡は緑

第 4 節遺跡の立地と周辺遺跡

埜遺跡群や薬師原遺跡など古墳群周辺部で確認され

ている。集落はその後奈良•平安時代まで継続され

る。生産遺跡では、鮎川中流域の平野部から山間部

への移行する部分に国分寺瓦を焼いた金井瓦窯跡が

あり、近年藤岡市教育委員会により調査が行われ下

日野・金井地区において須恵器窯跡群が発見され

た。以前からこの地域は県内有数の須恵器生産地と

言われ、藤岡・吉井古窯跡群の一角を占めていたこ

とが明らかになった。

神流川流域左岸の遺跡は庚申山北側斜面部分で旧

石器の遺跡が確認されている。縄文時代の遺跡は、

下流域の田島遺跡や株木遺跡群などで確認されてい

る。古墳時代に入ると小林古墳群の一部にかかる堀

之内遺跡群において、前方後方形の周溝墓が確認さ

れており、上流域の三本木、神田古墳群等を含め全

体に古い様相を示している。また、本郷地区におい

て 6 世紀代の埴輪焼成窯跡が発見されている。集落

は、堀之内遺跡群、本郷山根遺跡、株木遺跡等で確

認され、奈良•平安時代へと継続して営まれる。

扇状地扇端部から沖積地への段丘部に位置する小

野遺跡群内の谷地遺跡や神明北遺跡等において縄文

時代の遺跡を確認している。弥生時代の遺跡は、再

葬墓から条痕文系土器を検出した沖 II 遺跡がある。

沖 II遺跡は、鏑川の旧河道と考えられる小野地区北

側の微高地上に立地している。古墳時代には台地縁

辺部に小規模の古墳群が見られるようになる。上栗

須遺跡 I 区は篠塚古墳群にかかり古墳時代前期の方

形周溝墓をはじめ 5 世紀～ 6 世紀にかけて築造され

た 9 基の古墳の調査を行った。しかし、この時期の

集落は発見されなかった。この時期の遺跡は沖積地

を挟んだ対岸の微高地上にある温井遺跡や森遺跡に

おいて検出されている。奈良•平安時代にはいると

遺跡数の増加が見られ、遺跡は台地内部へ展開する

ようになる。しかし、台地内部に行くに従い下大塚

遺跡や中大塚遺跡などで確認されたように集落規模

は小さくなる傾向がある。また、扇端部の小野地区

の沖積地において As-B の埋没水田が発見されて

いる。
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第 4 節遺跡の立地と周辺遺跡

周辺遺跡一覧表

番号 遺跡名 種 類 時 代 所 在 地 備 考

1 上栗須遺跡 古墳・集落 縄文～近世 上栗須白山、寺東 縄文時代の土坑、方形周溝墓、古墳、奈良•平安時代の集落。

2 下大塚遺跡 集落 奈良•平安 三之久保、東原他 奈良•平安時代の集落

3 中大塚遺跡 集落 奈良～中世 市街道、中道他 奈良•平安時代の集落。中世の道路遺構

4 森 遺 跡 集落址 古墳～平安 森町 上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告書1983

5 中 I 遺跡 集落址 古墳～平安 中町中沖 上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告書1983

6 中 II 遺跡 包蔵地 奈良～近世 中町中西 上越新幹線関係埋蔵文化財発掘調査報告書1983

7 温井遺跡 集落址 古墳 岡之郷字温井 関越自動車道（新潟線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書第 2 集

1981群馬県教育委員会・群馬県埋蔵文化財調査事業団

8 小野地区遺跡群 生産址 平安 小野 小野地区遺跡群藤岡市教育委員会1980

, 滝川遺跡 包蔵地 縄文 森町 小野地区遺跡群藤岡市教育委員会1982

10 下川前遺跡 集落址 奈良•平安 岡之郷 小野地区遺跡群藤岡市教育委員会1982

11 谷地遺跡 包蔵地 縄文 中栗須 小野地区遺跡群藤岡市教育委員会1982

12 神明北遺跡 包蔵地 縄文 中栗須 小野地区遺跡群藤岡市教育委員会1982

13 沖 II 遺跡 集落址 弥生半期 立石字沖407-1 C11 沖 II 藤岡市教育委員会1982

14 篠塚 A 古墳群 古墳墓 古墳 篠塚

15 篠塚 B 古墳群 墳墓 古墳 篠塚

16 平地神社古墳 墳墓 古墳 中大塚字宮前1203 市指定史跡。昭和43年、人骨出土

17 中大塚城 城館址 戦国 中大塚字下郷 複郭城跡。本丸の北・西・南の三方を囲む塀と土居。

18 中大塚敷石住居 集落 縄文 中大塚字鎌倉 県指定史跡

19 天神塚古墳 墳墓 古墳 中大塚字天神882 円墳昭和43年人骨出土

20 稲荷山古墳 墳墓 古墳 上落合町長津474 円墳 gm x12m、高さ 2.5m

21 伊勢塚古墳 墳墓 古墳 上落合町岡318 円墳27X26X5m、横穴式石室胴張プラン模様積。県指定史跡

22 七輿山古墳 墳墓 古墳 上落合七輿甲831 前方後円墳l40m、前方部幅100m、高さ 18m、後円部径80m 、

高さ 17m、二重周濠。国指定史跡。

23 皇子塚古墳 墳墓 古墳 三ッ木町東原247 円墳32.2X27.6X 6m。横穴式複室、奥壁幅2.3m、長さ 5 m 、

前室幅 2m、長さ 2.5m、羨道 5m、奥室切石積、前室自然積。

24 白石猿田古墳群 墳墓 古墳 大字白石字猿田

25 十二天塚古墳 墳墓 古墳 白石町稲荷原1346 方墳。 35m x24m。北側に別の方墳が近接する。

26 白石稲荷山古墳 墳墓 古墳 白石町稲荷原 前方後円墳92 5m、前方部幅41m、後円部52.Sm、高さ 12m、

茸石円筒埴輪列。

多野郡平井村白石稲荷山古墳。後藤守一、相川龍雄

27 白石古墳群 墳墓 古墳 白石、洞 土師器散布地あり。

, 



第 I 章発掘調査と遺跡の概要

番号 遺跡名 種 類 時 代 所 在 地 備 考

28 喜蔵塚古墳 墳墓 古墳 白石、字中郷753 円坑 20X20 7X 6 m。戟石切組両袖型横穴式石室

29 境塚古墳 墳墓 古墳 白石、字根岸 円墳 23 X 22 8 X 4 m。戟石切組積。

30 緑埜古瑣群 墳墓 古墳 緑埜 前方後円墳 南北全長31. 4m、後円部東西15 4m、高さ 2m

31 竹沼遺跡 集落址 先土器～平安 西平井、的場 Fl竹沼遺跡藤岡市教育委員会1978

32 薬師原遺跡 集落址 縄文～中世 緑埜字薬師原 F9 薬師原遺跡1985

33 金井瓦窯跡 生産址 奈良 金井、金山 上野国分寺瓦を生産。

34 東平井古墳群 墳墓 古墳 東平井川破・川端

35 常岡城跡 城館址 戦国 字外の平 菱形の丘城。土居、腰曲輪。

36 堂山古墳かね塚 墳墓 古墳 本郷別所 円墳 29.4 X 18 X 3 m 。

37 本郷埴輪窯跡 生産址 古墳 本郷 埴輪窯跡

38 滝下・滝前遺跡 包蔵地 縄文～平安 中大塚滝下・滝前 方形周溝墓、掘立柱建物跡、道路状遺構。

39 本郷尺地遺跡 生産地 近世～近代 本郷尺地 本郷尺地遺跡闘群馬県埋蔵文化財調査事業団1978

40 本郷山根遺跡 集落址 古墳～ 本郷山根 本郷山根遺跡帥群馬県埋蔵文化財調査事業団］988

41 堀之内遺跡群 墳墓 古墳～平安 大字小林南 塚原遺跡、舞登遺跡、小林古墳群

集落 本郷地区 A. 堀之内遺跡群藤岡市教育委員会1982

42 緑埜地区遺跡 水田址 縄文～平安 白石字沖田大御堂 遺物包含層、畝状遺構。

43 田島遺跡 包蔵地 縄文～平安 下栗須字田島 溝状遺構、土坑、ピット。

44 小林古墳群 墳墓 古墳 小林

45 諏訪神社古墳 墳墓 古墳 藤岡町東裏 前方後円墳。

46 一本松遺跡 集落址 縄文・古墳 外之平2589 南に突出する舌状台地状。土師器・須恵器。

47 藤 岡 城 城館址 江戸 城屋敷 北の据手の虎口、追手に外枡形が構えられいたと推定される。

土居の高さ 4m北西南部に塀、東北角に櫓台残す。

48 奥浅間古墳 墳墓 古墳 高崎道西1152 円墳東西29X南北23 高4 6 南西部の一部欠く。

49 浅間神社古墳 墳墓 古墳 高崎道西1152 円墳東西43X 南北38 高4.5

50 ひょうたん塚 墳墓 古墳 本郷塚原321 円墳東西28.7m 南北20.5 高 3m

51 道上遺跡 住居址 古墳～平安 矢場字道上 古墳時代の住居址11軒、平安時代の住居址。

52 株木遺跡 集落 縄文～平安 上戸塚字株木 B4株木遺跡藤岡市教育委員会1984

53 下日野・金井窯 生産地 奈良～平安 下日野字金戸沢 須恵器窯跡

址窯址群 金井字風呂ヶ谷

54 平井城跡 城館址 中世 西平井 関東管領上杉氏の居城。

10 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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2.5m 

1 号方形周溝墓実測図

1 号方形周溝墓（写真図版 2 • 8) 

N~P-19~21グリッド内

4 号古墳に南側周溝を切られている。西側周

溝は調査区外にかかるため未調査。

N-ff-W  

外周長南北15m、東西不明 台状部南北12.6

周溝

形状

全周する

隅丸方形

北側周溝上端 lm、下端40cm、深さ 33cm、断面形は弧

状を呈す。埋土上層に白色軽石含む黒色土あり。南

側周溝上端1.4m、下端43cm、深さ 40cm、断面形は逆

台形状を呈する。埋土に地山V層塊が混じる。東側

周溝上端1.5m、下端30cm、深さ 75cm、断面形は逆台

形状を呈する。埋土上層に白色軽石含む黒色土あり。

西側周溝上端不明、下端40cm、深さ 75cm、断面形は

逆台形状を呈する。埋土上層に白色軽石含む黒色土

あり。

遺物 東側周溝南よりに台付甕出土。

主体部 台状部中央に長辺4.6mX 短辺1.7mの長方

形を呈する掘り込みを確認した。埋土は黄褐色土を

多量に含む締まりの乏しい土。掘形は、西壁寄りに

25cm前後の小ピットがあるが、全体にはフラットな

面に仕上げられている。 また、掘形床面上に青灰色

の塊を含み、下面には薄い橙色の鉄分沈着見られる。

出土遺物は無い。
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第12図 1 号方形周溝墓出土遺物実測図

O L~80.70m lm 

第13図 1 号方形周溝墓遺物出土状況

1 号方形周溝墓出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 周溝内 1.にぶい褐色 2. 粗砂粒含む 口縁部 S 字状を里する胴上半部斜箆削り、下半縦箆

台付甕 南東隅 ロ縁部欠損 3. 酸化焙良好 削り。底部内面砂粒多く付着。箆撫で。

¥
 

察
血

ロ

> I~VIは基本土層参照
1 黒褐色土砂質土

2 淡褐色土褐色土塊を

含む。

O L =81.10 5 m 

第14図 2 号方形周溝墓実測図

2 号方形周溝墓（写真図版 3)

位置 P • Q -16~18グリッド

重複 東壁と南北両壁の一部のみの調査であり、大

半は調査区外にある。

方位 N-11'-E 

規模外周長（東周溝部分） 12m、台状部長10.8m南

隅は直角に曲がり、北隅は丸みを持つ。

周溝東側周溝上端1.4m、下端40cm、深さ 50cm、断

面形は逆台形を呈する。埋土に地山砂礫混じる。南

側周溝上端1.4m、下端40cm、深さ 40cm、断面形は逆

台形を呈する。埋土に地山砂礫混じる。

北側周溝上端1.5m、下端40cm、深さ 60cm、断面形は

ロート状を呈する。埋土に地山砂礫混じる。

遺物無し

主体部未確認
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第 1 節 1 区検出の遺構と遺物
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1 号古墳（写真図版 3 • 8) 

゜ 5m 

I~llI は基本土層参照

1 暗褐色土 As-B含む

2 褐色土 As-B、小石僅かに含む

3 褐色土 小石多く含む 1 、 3 の遺物出土

4 暗褐色土 埴輪破片多く含む

5 暗褐色土黄色土塊含む

6 褐色土 黄色土塊混じり

7 暗褐色土黄色土塊・小石含む

位置

規模

周堀

北西部周堀のみ検出。上・下端、不明。深さ 1.2m掘

形はレンズ状を呈する。

遺物

K•L-7 グリッド

不明

覆土上層に As-B 薄く堆積している。

周堀底面より円筒埴輪片出土。埋土中位より

遂状須恵器と耳環出土。

d‘ 
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八

久＼
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卜
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第15図 1 号古墳実測図 第16図 1 号古墳遺物出土状態図

ロニ口
〇 I • 2 10cm 5cm 

第17図 1 号古墳出土遺物実測図（1)
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第18図 1 号古墳出土遺物実測因（2)

1 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 調査区壁 10.5 4.0 6. 7 1 ．灰色 2. 粗砂小石含む 肩部周縁、剥離痕巡る。胴上部円孔、中に片岩系小

聰 完形 3. 還元焔硬質 石入る。自然釉上部かかる。

2 土師器 周堀 11.0 3 5 1.橙色 2. 細砂、黒色細粒含 口縁部内湾、横撫で。

坪 ｽ む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

3 耳 環 周堀 3.1 1 6 0 9 21. 99 g 金銅製

4 円筒埴輪 周堀 24.0 1.橙色 2. 粗粒、粘土粒含む 外面縦刷毛。口縁端部横撫で。頂部強い撫で。内面

口縁部のみ 3. 酸化焔、良好 斜方向刷毛。

5 円筒埴輪 周堀 20.9 1.淡橙色 2. 細砂、粘土粒含 外面縦刷毛後縁端部横撫で外反。頂部強い撫で。

む 3. 酸化焔良好 凹面となる。内面斜方向刷毛。

6 円筒埴輪 周堀 23.5 1.橙色 2. 細砂、粘上粒小石 外面縦方向刷毛後、口縁端部横撫で。

端部 含む 3. 酸化焙良好 胴部内面縦方向刷毛。

7 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 細砂、粘土粒小石 外面第 2 突帯、やや崩れた台形、横撫で。

含む 3. 酸化焔良好 外面縦刷毛。透孔、 1 対上部突帯側切り抜く。
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0 L =80.80m 5 m 

I~Ill は基本土層参照

1 暗褐色土上面にAs-B の塊あり

2 褐色土 黄褐色土塊、小石僅かに含む

3 暗褐色土埴輪破片多く出土

4 褐色土 黄褐色土混じり、埴輪破片含む

5 暗黄褐色土 黄褐色土と褐色土との混土

第19図

2 号古墳（写真図版 4 • 8 • 9) 

位置

重複

規模

する。

墳丘

周堀

N~R-7~10グリッド

北半分は調査区外のため、未発掘。

外周長東西23m、墳丘長東西18m 円形を呈

2 局古墳実測図

削平を受けている。

白色軽石僅かに含む褐色土を掘り込む。覆土

上層に As-B の薄い堆積見られる。

東側周堀は粘土採掘により削平され、辛うじて底面

残る。

南側周堀は上端5.6m、下端80cm、深さ 1.3m

は、上部の広がる U字形を呈する。

西側周堀は上端4.2m、下端60cm、深さ lm

は、

遺物

断面形

断面形

レンズ状を呈する。

南側周堀に円筒埴輪片多量に出土。出土状況

から埴輪列として墳丘裾部に立てられていたもの

が、埋没過程で倒れ込んだと考えられる。

堀南東部分には土師器坪と土師器甕出土。

また、周
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第 II章上栗須遺跡

2 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 周堀 13.1 5.1 1.明赤褐色 2. 砂粒粘土粒 口縁部直立し、口唇頂部平坦面。強い横撫で。

坪 % 含む 3. 酸化焔良好 体部稜を持つ。体部～底部手持ち箆削り。

2 須恵器 周堀 9.6 1.灰白色 2. 白色粒含む 口縁部頂部回転箆削り。

蓋 Ys 3. 酸化焙硬質 体部内面カエリを持つ。

3 紡錘車 周堀 4 4 4.4 2.0 60 g 滑石製品

4 円 礫 周堀 8.0 7.0 3.8 280 g 

` 
デイサイト

5 土師器 周堀 16.8 1.橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部外反。端部平坦面外傾。口唇部摘み撫で。

甕 口縁～胴上部 3. 還元焙良好 胴部球形、内外面箆削後撫で。胴下半欠損。

6 土師器 周堀 17. 7 9 0 3 6 1.橙色 2. 粗砂含む 欠損部摩耗。接合部か口縁と意識して作られたもの

甕 底～胴部％ 3. 酸化焔軟質 か不明。盤状底部棒状圧痕あり。

7 土師器 周堀 l ．橙色 2. 砂粒含む 外面横箆削り。箆撫で。

甕 3. 酸化焔良好

8 円筒埴輪 周堀 20,8 15 6 32.6 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 外面縦刷毛。突帯貼付。口縁部横撫で。

ほぼ完形 3. 酸化焔軟質 内面縦指撫で、上部斜刷毛円孔切り抜き。

, 円筒埴輪 周堀 26.1 32.6 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 口縁部僅かに外反。 X字箆記号頂部撫で。

3. 酸化焔良好。 外面縦刷毛。内面斜刷毛。

10 円筒埴輪 周堀 21 1 1.橙色 2. 片岩小石、粘土粒 外面縦刷毛。透孔頂部直線切口横撫で。突帯貼付後、

含む 3. 酸化焔良好 横撫で。内面斜刷毛。

11 円筒埴輪 周堀 24 9 9.6 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 外面縦刷毛、口縁部横撫で外反突帯貼付、断面三角

3. 酸化焔良好 形、内面縦指撫で、上部斜刷毛。

12 円筒埴輪 周堀 24.4 1.橙色 2. 片色小石砂粒含 外面縦刷毛後、口縁部横撫で頂部平坦。内面縦指撫

む。 3. 酸化焙良好 で上部刷毛突帯貼付、横撫で。

13 円筒埴輪 周堀 24 1 1. 明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部表面剥落。僅かに縦刷毛見られる。透孔頂部

Nu 7 同一個体 3. 酸化焔良好 直線切口突帯貼付後撫で。断面三角形。

14 円筒埴輪 周堀 27 6 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 外面縦刷毛。口唇部横撫で。内面斜刷毛。

3. 酸化焔良好 縦方向指撫で。突帯貼付後、撫で。

15 円筒埴輪 周堀 21.2 4.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 外面縦刷毛後、口唇部横撫で。頂部外傾、平坦。

3. 酸化焙良好 内面斜刷毛。 2 条沈線巡る。

16 円筒埴輪 周堀 23.0 5 4 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 外面縦刷毛。口唇部横撫で。頂部外傾、平坦。

3. 酸化焔良好 内面斜刷毛。

17 円筒埴輪 周堀 23 3 1 ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 外面縦刷毛後横撫で。口唇部頂部水平、外傾。

3. 酸化焔良好 内面斜刷毛。

18 円筒埴輪 周堀 23.1 8.4 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 外面縦刷毛後、口唇部横撫で。僅かに外傾。頂部水

3. 酸化 平面。口縁部沈線巡る。内面斜刷毛。

19 円筒埴輪 周堀 24.7 7.0 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 外面縦刷毛後、口縁部外反横撫で。口唇部平坦面。

3. 酸化 内面斜方向刷毛。

20 円筒埴輪 周堀 24.6 9.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口唇部撫で。口縁部横撫で。突帯貼付。

3. 酸化 断面三角形。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

21 円筒埴輪 周堀 15.6 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 基底部から第 1 突帯。胴部縦刷毛。内面縦方向指撫

3. 酸化焔良好 で。突帯貼付。断面三角形。強い横撫で。

22 円筒埴輪 周堀 43.2 12.7 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 口縁部大きく外反。縦刷毛後、口唇部撫で。

朝顔型 3. 酸化焙良好 突帯貼付断面三角形。内面横または斜方向刷毛。

23 円筒埴輪 周堀 40.0 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 外面縦刷毛後、端部横撫で。口唇部平坦面。

朝顔型 3. 酸化焙良好 内面斜刷毛。突帯貼付、断面三角形。

24 円筒埴輪 周堀 38 0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部平坦面。外面縦刷毛。

3. 酸化焔良好 内面斜刷毛。

25 円筒埴輪 周堀 l ．橙色 2. 片岩粗砂粘土粒 外表面摩耗、僅かに縦刷毛、突帯貼付断面台形。内

朝顔型 含む。 3. 酸化焔良好 面斜方向刷毛。

26 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 外面縦刷毛。内面斜方向刷毛。突帯貼付後撫で。断

3. 酸化 面三角形。

27 円筒埴輪 周堀 1. 橙色 2. 砂、粘土粒含む 口縁端部横撫で、外面縦刷毛、内面斜刷毛。

3. 酸化焔良好

28 円筒埴輪 周堀 1.にぶい灰白黄色 2. 細砂粒 口唇部水平撫で。口縁端部横撫で。

含む 3. 酸化焔良好 N(l20 と同一個体？

29 円筒埴輪 周堀 1.にぶい黄灰白色 2. 細砂粒 突帯貼付。断面三角形。透孔、内面に向い、えぐり

含む 3. 酸化焙良好 取られる。 Nu20 と同一個体

30 円筒埴輪 周堀 1. にぶい灰黄色 2. 細砂粒含 突帯貼付、断面三角形。 No20 と同一個体

む 3. 酸化焙良好

31 円筒埴輪 周堀 17. 2 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 基底部、外面縦刷毛。内面縦指撫で。底面棒状圧痕

3. 酸化焔良好

32 円筒埴輪 周堀 13.7 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 基底部。外面縦刷毛。内面撫で。底面棒状圧痕。

3. 酸化焙良好

33 円筒埴輪 周堀 18.0 1. 橙色 2. 砂粘土粒含む 基底部、外面縦刷毛。内面縦指撫で。底面棒状圧痕

3. 酸化焔良好
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第 II章 上栗須遺跡
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3 号古墳（写真図版 5 • 10 • 11) 

位置 L~N-13~20グリッド

重複 1 号溝北側で近接。墳丘上に近世の馬頭観音

石塔が置かれ、墳丘調査時に馬の墓坑多数検出。ま

た、馬の墓坑を堀込み人骨が出土した。東半分は調

査区外であるため、未調査。

規模外周径南北32m、墳丘径22m 円形を呈する

墳丘現況では lm程の高まりとして確認できた。

調査時において As-A を含む募坑上面の遺構確認

状況から 18世紀前半には削平を受ける。

主体部 未検出ではあるが、墓坑群を検出した地点

の状況から、消失したと考えられる。

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

周堀 白色軽石僅かに含む褐色土を掘り込む。

北側周堀上端 5m、下端1.2m、深さ 60cm 断面形

はレンズ状を呈する。

西側周堀上端 3m、下端80cm、深さ 80cm 断面形は

レンズ状を呈する。

南側周堀上端 5m、下端1.2m、深さ lm 断面形

は逆台形状を呈する。

遺物 周堀内全般に埴輪片出土。墳丘上から形象埴

輪片出土。

備考上毛古墳総覧では小野村 2 号の呼称が付され

ている。

\ 

北西周掘

A
 

A' 

\ 
Q L =81.00m 10m 

鉛

鼻

第25図 3 号古墳遺物出土状態図
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第 II章 上栗須遺跡
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

3 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3 ．焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 周堀 15.0 ~ (21.0) 1 ．灰色 2. 粗砂粒小石含む 口縁部外反、端部段を有する。胴外面叩目。
·竺＝ピ 底部欠損 3. 遷元焔硬質 下半同心円当具痕。丸底。上半撫で消し。

2 須恵器 周堀 12.3 8.8 15.0 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部短頸外反。口唇部平な面をもつ。回転撫中央

• 罪 完形 3. 遷元焔やや硬質 やや上に最大径有り、下端回転箆削り。

3 須恵器 周堀 1.灰色 2. 砂粒含む 口縁部外反。胴外面叩目。内面当具痕。

甕 3. 遷元焔硬質

4 円筒埴輪 周堀 (41. 4) - 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部外面縦横に撫で（エ具不明）。口唇部横撫で頂

3. 酸化焔良好 部平坦面外傾。突帯剥離。貼付後撫で。

5 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁端部横撫で。

3. 酸化焔良好 外面横刷毛。黒斑あり。内面撫で。

6 円筒埴輪 周堀 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒含む 外面横刷毛。突帯接合痕あり。内面指撫で。

3. 酸化焔良好

7 円筒埴輪 墳丘部 20 0 1.にぶい橙色 2. 砂粒小石 基底部～第 2 突帯。突帯貼付。断面台形。

含む 3. 酸化焙良好 基底部重圧により膨らむ、調整具（不明）縦横に削

る。

8 円筒埴輪 周堀 1.橙色。 2. 粗砂粘土粒含 外面縦刷毛。断面台形、突帯貼付後、横撫

む 3. 酸化焔良好 内面斜方向縦刷毛、接合痕残る。

, 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む。 突帯貼付。断面台形。頂部湾曲。横撫で。

3. 酸化焙良好 胴部横刷毛。 4 cm大楕円黒斑、赤斑。円孔切り抜く

10 円筒埴輪 周堀 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒含む 胴部外面横刷毛。内面指撫で。

3. 酸化焔良好

11 円筒埴輪 周堀 l . しこぶい橙色 2. 砂粒含む 外面横刷毛。黒斑あり。突帯貼付、

3. 酸化焔良好 断面台形。頂部湾曲、横撫で。円孔。

12 円筒埴輪 周堀 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒含む 外面横刷毛。透孔曲線。突帯貼付。

3. 酸化焔良好 断面台形。頂部やや凹形。内面撫で。

13 円筒埴輪 周堀 1. にぶい橙色 2. 砂粒含む 外面撫で調整。内面箆撫で。突帯貼付。

3. 酸化焔良好 断面方形。頂部湾曲。横撫で。

14 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 外面縦刷毛。内面縦撫で。突帯貼付。

3. 酸化焔良好 断面崩れた台形。横撫で。

15 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 外面横刷毛。楕円形の透孔。

3. 酸化焔良好

16 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 粗砂、粘土 外面横刷毛。突帯貼付、断面台形。横撫で。

粒含む 3. 酸化焔良好 円孔切り抜く。

17 円筒埴輪 周堀 1.にぶい褐色 2. 粗砂粒含む 内外面横刷毛。外面赤斑。貼付突帯。

3. 酸化焙良好 断面台形。頂部内湾、上下横撫で。

18 円筒埴輪 周堀 1. にぶい黄橙色 2. 砂粒含む 突帯貼付。断面台形。頂部凹曲線。外面縦刷毛透孔

3. 酸化焔良好 円形。内面撫で。

19 円筒埴輪 周堀 1. 橙色 2. 砂粒含む 内外面縦刷毛。内面指撫で。

3. 酸化焔良好 箆記号。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 円筒埴輪 墳丘部 1 ．橙色 2. 粗砂粒含む 突帯貼り付け。断面三角形。縦刷毛。

3. 酸化焔良好

21 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横刷毛。透孔。

3. 酸化焔良好

22 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 胴部縦刷毛。箆記号。

3. 酸化焔良好

23 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 胴部横刷毛。線刻。

3. 酸化焙良好

24 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒、小 外面縦刷毛後、横刷毛。内面斜刷毛後、横刷毛

石含む 3. 酸化焙良好

25 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 粗砂、粘土 外面縦刷毛、突帯横撫で。突帯貼付、断面台形内面

粒含む 3. 酸化焔良好 指撫で。

26 円筒埴輪 周堀 1.黄灰白色 2. 粗砂、小石含 外面縦刷毛後、突帯上下横刷毛。内面縦撫で。突帯

む 3. 酸化焔良好 貼付。断面台形。

27 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 外面縦刷毛、突帯上部横刷毛。内面指撫で。

3. 酸化焙良好 突帯貼付。断面台形。

28 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 粗砂粒、小石含む 外面縦刷毛。内面、接合痕明瞭、縦指撫で。

3. 酸化焙良好 突帯貼付。断面台形。

29 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂、粘土粒含む 外面縦刷毛。内面接合痕明瞭、指撫で。

3. 酸化焔良好 突帯貼付。断面台形。

30 円筒埴輪 周堀 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 外面箆撫で、 or磨き。突帯貼付。断面三角形。

3. 酸化焔良好

31 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 砂粒含む 外面箆撫で、突帯部貼付断面方形。

3. 酸化焔良好

32 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 粗砂、粘土粒含む 内面横撫で。突帯貼付。断面方形。

3. 酸化焙良好

33 円筒埴輪 周堀 14 0 1. 橙色 2. 砂、粘土粒含む 基底部、外面縦刷毛。内面縦指撫で。

3. 酸化焔良好

34 円筒埴輪 墳丘部 18.1 1.にぶい赤褐色 2. 粗砂粒含 基底部、外面縦刷毛。内面指撫で。

む 3. 酸化焔良好 指棒状圧痕。

35 円筒埴輪 墳丘部 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 二重突帯貼付、断面台形。胴部横撫で。

3. 酸化焔良好

36 円筒埴輪 周堀 20.0 1.橙色 2. 砂粒含む 基底部、外面箆撫で。内面布撫で。

3. 酸化焙良好

37 円筒埴輪 墳丘部 25.0 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 基底部、外面縦方向撫で。下端部横撫で。

3. 酸化焔良好 底面棒状痕残る。

38 円筒埴輪 周堀 1.にぶい赤褐色 2. 粗砂粒含 外面縦刷毛。内面斜指撫で、粗い横斜刷毛。線刻あ

む 3. 酸化焔良好 り。円孔あり。切抜き。

39 円筒埴輪 周堀 26.0 l ．にぶい橙色 2. 粗砂粒、小 基底部～第 1 突帯。突帯貼付。断面台形、横撫で。

石含む 3. 酸化焔良好 外面縦刷毛。内面縦指撫で。円孔切抜き。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

l ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

40 円筒埴輪 周堀 21.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 基底部、縦刷毛。箆記号。内面横刷毛、接合痕見ら

3. 酸化焙良好 れる。

41 円筒埴輪 周掘 20.1 1.にぶい橙色 2. 砂、粘土粒 基底部～第 1 突帯、突帯貼付、断面台形。横撫で。

含む 3. 酸化焔良好 外面縦刷毛、内面斜方向指撫で。線刻あり。

42 円筒埴輪 周掘 20.0 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 基底部。外面縦方向刷毛。内面横斜方向。

3. 酸化焔良好 指撫で、端部横撫で。

43 円筒埴輪 墳丘部 24.0 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒含む 基底部重圧により、一部変形。縦刷毛。下端横刷毛。

3. 酸化焔良好 内面指撫で。

44 円筒埴輪 周堀 26.0 1.橙色 2. 砂粒含む 基底部～第 1 突帯貼付、横撫で。外面縦刷毛。底部

3. 酸化焔焔良好 内面指撫で。底部ハの字に開く。

45 円筒埴輪 周堀 24.0 1.にぶい橙色。 2. 粗砂粒含 基底部～下端接合部肥厚、内面変形。内外面指撫で。

む。 3. 酸化焙良好 接合痕明瞭。棒状痕見られる。

46 円筒埴輪 周堀 14. 0 1.赤褐色 2. 砂、粘土粒含む 基底部。外面縦刷毛。内面斜指撫で。

3. 酸化焔良好 指押さえ。下端肥厚。

47 円筒埴輪 周堀 36.0 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒、小 華底部～第一突帯、突帯貼付、断面台形。

石含む 3. 酸化焙良好 横撫で。外面縦刷毛。下端横刷毛。内面斜方向指撫

で。接合痕明瞭。底部指圧痕。接合痕明瞭。

48 形象埴輪 周堀 1. にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 基底部。外面縦刷毛後、横または斜刷毛。

家 型 3. 酸化焙良好 庇部貼付け。断面台形。上面横刷毛、下面指厚痕

49 形象埴輪 周堀 1.黄橙色 2. 砂粒含む 突帯貼付け。断面三角形。縦刷毛、指圧痕あり。

3. 酸化焙良好
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4 黄褐色土 褐色土塊多く含む

5 黄褐色土 褐色土塊僅かに含む

①、②は 1 号方形周溝墓覆土
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第31図 4 号古墳実測図
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4 号古墳（写真図版 6 • 12) 

位置 M~P-22~27グリッド 調査区北

重複 1 号方形周溝墓を北周堀で切る。西側半分は

調査区外にあり、未調査。

規模外周径南北28.4m、墳丘径20m、円形を呈す

る。

墳丘 10cm程の盛土が確認できた。

主体部 削平を受けていると考えられる。

周堀 白色軽石を僅かに含む褐色土を掘り込む。

覆土上面には、 As-B の薄い層が堆積している。東

中央北寄りに、上端60cm、下端 2m、北側深さ 84cm·

南側深さ 1.2mの地山を掘り残した土橋がある。土橋

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

を境に断面形が異なり、北側ではレンズ状を呈する

が、南側では斜面が直線的に立ち上がり V字状の断

面形を持つ。周堀掘形は、 3 地点で掘り込みの深い部

分が検出され、エ区割りによる高低差と考えられる。

南側周堀は上端4.4m、下端80cm、深さ lm 断面形

は、上端の広がる U字形を呈する。

東側周堀は上端 4m、下端40cm、深さ 1.3m 断面形

は、 V字形を呈する。

北側周堀上端 6m、下端1.4m、深さ l.lm 断面形

はレンズ状を呈する。

遺物 この古墳に伴う遺物は無い。

ヽ 、

ヽ、三／l：

こ二L----- Hこニミむコ亡コ＝ニ
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備考墳丘下から縄文時代の土坑検出。
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口第32図 4 号古墳出土遺物実測図

6
 ゜ 5cm 

1-ｷ2ｷ510cm 
3 • 6 20cm 

4 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 周堀 6.5 1 ．橙色 2. 砂粒含む 欠損部摩耗、接合部内面箆撫で。底部箆削り。

甕 底部½ 3. 酸化焔良好
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 土師器 周堀 6.0 1.にぶい橙色 2. 粗砂、粘土 胴部箆削り、下端絞り込まれる。

甕 底～体部％ 粒含む 3. 酸化焔良好 平底、箆削り。肥厚。

3 円筒埴輪 周堀 18.0 1. にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 基底部。外面縦刷毛、内面指撫で。

3. 酸化焔良好

4 磨製石鏃 周堀 2.7 2 0.2 1 52 g 頁岩

5 鉄 鏃 周堀 9 2 0.3 0.4 4.48 g 短茎。棘箆被

6 板 碑 周堀 41.4 16.5 2 8 3,890 g 雲母石英片岩
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第34図前庭部遺物出土状況
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第35図石室礫床残存状況

I~III は基本土層参照

1 暗褐色上 僅かに白色軽石含む

2 褐色土 黄褐色土塊含む

3 褐色土 黄褐色土との混土

1 褐色土 黄褐色土塊僅かに含む

2 褐色土 黄褐色土のよごれたもの

3 褐色士黄褐色土塊、小礫混じり
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5 号古墳（写真因版 6 • 12) 

位置 L~N-32~34グリッド 調査区北

重複 26号土坑前庭部の一部を切る。粘土採掘によ

り東側周堀壊される。

規模外周径14.4m、墳丘径10m、円形を呈する。

墳丘削平を受けている。

主体部 12~16cmの礫床部分が攪乱状態で墳丘中央

部に南北 4m、東西 2mの規模で確認できた。

前庭部は25cm大の礫に混じり須恵器甕が出土した。

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

周堀 全周する。前庭部前の周堀は他の地点より浅

く掘られる。白色軽石混じりの褐色土を掘り込む。

南側周堀は上端2.4m、下端 lm、深さ 20cm 断面形

はレンズ状を呈する。

北側周堀は上端4.4m、下端 2m、深さ 45cm 断面形

はレンズ状を呈する。

遺物 前庭部より須恵器甕出土。

備考礫床部分にAs-Aが混じる。

II 
、 I I 

I',’ 

゜ 10cm 
1 • z 20cm 

第36図 5 号古墳出土遺物実測図

5 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 前庭部 18.8 18.5 1.淡黄色 2. 細砂粒含む 口縁部外反。口唇部摘み上げ、胴部叩目。

甕 3. 還元焙良好 内面弧状当具痕。

2 須恵器 前庭部 - (18.7) 1.淡黄色 2. 細砂粒含む 1 と同一個体。底部丸底。

甕 3. 還元焔良好

3 須恵器 前庭部 1.灰色 2. 黒色細粒含む 頸部接合痕見られる。

長頸壺 頸部のみ 3. 還元焔硬質
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第 II章上栗須遺跡

6 号古墳（写真図版 7 • 12) 

位置 K • L-20~23グリッド 調査区北

重複 3 号・ 15号溝に切られ、 72号土坑を切る。

規模外周径16m、墳丘径 9m 東側半分調査区外

であるため、未調査。

I~V層は基本土府参 墳丘 削平を受けている。

照 主体部未確認、前庭部から周堀内に落ち込んでい
1 暗褐色土 白色軽

石含む る礫群から破壊されている状況が伺われる。礫群中
2 暗褐色土黄褐色
土塊含む には lm前後の「牛伏砂岩』見られる。前庭部は確認

3 褐色土黄褐色土 面より 50cm程下がり、長方形の掘形を持ち周堀に移
塊多量に含む

4 褐色土黄褐色土 行する。前庭部を画するハの字状に開いたライン上
塊混じり

5 暗褐色土礫混じ には25cm前後の礫を並べている。

゜ L =80. !Om 

り、しまり乏しい

6 黒褐色土礫混じ

り、黄褐色土含む

褐色土黄褐色土

塊含む、 3 層似る

10m 8 暗褐色土 白色軽
石、礫含む

第37図 6 号古墳実測図

\ 

叫

周堀 全周すると思われる。褐色土を掘り込む。

南側周堀 前庭部前は深く掘り込まれ、上端南北2.

3m、下端 lm、深さ 70cm 断面形はレンズ状を呈する。

西側周堀上端1.4m、下端40cm、深さ 30cm 断面形

は逆台形状を呈する。

北側周堀上端2.4m、下端80cm、深さ 60cm 断面形

はレンズ状を呈する。

遺物前庭部覆土中から鉄製品及び須恵器平瓶出

土。

\ 

B- 旦'「

゜ L=80.90m m 

1 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

黄褐色土塊、白色軽石含む

黄褐色土と褐色土の混土

黄褐色土塊混じり

4 暗褐色土黄褐色土粒含む

5 黒褐色土褐色土塊含む

6 暗褐色土礫混じり

第38図 6 号古墳実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第39図 6 号古墳出土遺物実測図
゜ 1 ~ 8 10cm 

6 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 周堀 10.2 4.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。手持ち箆削り。内面撫で。

坪 3. 酸化焔良好

2 土師器 周堀 4 8 1.橙色 2. 砂粒含む 丸底箆削り。

底部のみ 3. 酸化焙やや軟質

3 須恵器 前庭部 12 3 6.0 5.1 1.灰色 2. 砂粒含む 輔鑢整形。胴部直線的に開く。

椀 ｽ 3. 中性焙軟質 底部回転糸切り、高台貼付け、崩れた台形。

4 須恵器 前庭部 7. 7 16.5 1.灰色 2. 粗砂小石含む 内面中央部粘土板にて口をふさぎ脇に円孔をあけ、

平 瓶 3. 遷元焔硬質 漏斗状口縁接合。頂部粘土 2 ヶ貼付け。

5 鉄 器 前庭部 8.0 0.5 0.3 4.48 g 箭式箆被部から茎部にかけて欠損。鉄鏃。

6 鉄 器 前庭部 5.2 1.0 2.06g 箆被部から茎部にかけて欠損。鉄鏃。

7 鉄 器 前庭部 6.7 0.85 3. 87 g 箭式棘箆被。短茎。鉄鏃。

8 鉄 器 前庭部 7.3 1.0 5.29 g 箭式棘箆被。短茎。鉄鏃。

, 古 銭 前庭部 2 80 g 破損
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第 II章上栗須遺跡

石榔墓（写真図版）

位置は取付道路との接続部、25号住居北側J •K-

35グリッドにおいて検出した。検出状況は As-B 混

じりの基本土層III層を除去したところで、外郭の礫

上面を確認したが、掘り込み面等は確認できなかっ

応礫面はIV層を僅かに掘り込んで構築されている。

外部施設等は確認できなかった。形状は長方形状を

叫

<r:I 

呈し、長さ 30cm大、幅23cm、厚さ 5cmの偏平な礫を両

側に 5 個ずつ並べ、中に 5cm前後の小礫を敷き詰め、

礫床面を作り長方形に組んでいる。長軸方向はほぼ

南北方向に向き N-3 °-E を測る。規模は長辺1. 8

m、短辺0.8m、深さ 3 cm程を測る。掘形は、平底の

長円形を呈し、両側縁部に大礫を並べる。礫床面の

下層は黄色褐色土と暗褐色土の混土を踏み固めてい

る。

[ • 

l 褐色土 黄褐色土塊と褐色土塊の混土、

固く、締まりのある土

I の ~{ ＼斤～ こ I

I) A A' 
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旦［ ] l ¥ )) I I 
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以 n ヽ -ー-------Io 01 

゜
L=80 40m lm 

第40図石榔墓実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

3 号古墳上墓坑群

3 号古墳は、上栗須遺跡 I 区北辺、馬庭停車場線

の上栗須交差点南脇に位置し、地元の人には馬捨て

場と呼ばれている。この古墳中央部より多量の馬骨

が出土し、古墳上を走る農道脇には馬頭観世音の石

像塔が建てられている。石像塔には、宝歴元年の銘

馬骨の状況は、遺構を掘り下げて行くに従い攪乱

の度合いは少なくなり、個体としてまとまりが見ら

れるようになった。墓坑群の範囲も南北5.9m、東西

5.6m前後の楕円形の掘り込み内にまとまっている

ことが確認でき、中心部に比べ周辺部に埋葬された

馬の残り方が良好であった。

埋葬方法について、 8 号・ 10号・ 16号馬では前後

の脚部が交差した状態で検出されている。この状態

は、運搬時に脚部を縛りそのままの投げ入れた状態

と考えられる。

(1751年）が刻まれており、この石像塔建立前後よ

り馬の埋葬所として使用されたと考えられる。また、

墳頂部の覆土中層より天明 3 年 (1783年）浅間山噴

火軽石である As-A の堆積が見られ、この層を挟ん

で上下で墓坑及び馬骨が分けられる。

調査は、全体に散乱している骨片や 1 個体として

まとまりの見られる馬骨を全体図に落とし、写真撮

影のあと保存処理を施し遺物の取り上げを行った。

以下各馬の説明となるが、馬骨番号や平面図は発

掘現場において用いた番号及び作成した図面を使用

した。遺構の説明については以下の通りである。

位置は、墓坑群を含む全体の中の位置を示す。

馬骨の取り上げについては、骨が腐食等により脆

くなっているため、当事業団の関邦ー技師に取り上

げ指導を依頼した。取り上げ方法は、脆くなってい

る部分や頭部などの空洞になっている部分にパラ

フィンを染み込ませ取り上げる方法を採用した。

方位は、背骨から頭にかけての傾きの方向を示す。

規模は、骨の広がり、又は墓坑の確認できる場合は

墓坑の規模を示す。

埋葬状態は、手足の出土状態を示す。

番号 位 置 方 位 規 模 埋 葬 状 態 備 考

1 号馬 墓坑群北 w-35° —S 全長1 Om 幅0.5m 脚部を北に向け、横向きの状態 全体の残りは比較的良好である。

2 号馬 墓坑群北 東西方向 全長08m 幅0.7m 頭部を西側、脚部南向き 攪乱を受け頭部から背骨にかけて残る。

3 号馬 1 号馬南 攪乱を受け不明 覆土中に As-A 混じる。

4 号馬 3 号馬南 攪乱を受け不明 覆土中に As-A 混じる。

5 号馬 4 号馬南 N-20ー -W 全長1.5m 幅0.6m 脚部を西に向け、横向きの状態 下層に 13号馬出土。覆土に As-A 含む。

6 号馬 墓坑群西南 N-35ー -W 全長1.2m 幅0.9m 頭部下向き、脚部が上に折れ重なる 攪乱を受けず残存状態は良好。

8 号馬 墓坑群南 東西方向 全長1. 2m 幅O.Sm 頭部西側、脚部を北に向け交差 胴部を15号馬に切られている。

10号馬 墓坑群北 東西方向 全長1.8m 幅l. lm 脚部斜め上向き、前後の脚部を交差 残存状態は最も良好である。

12号馬 墓坑群北西 N-30ー -E 全長1. 6m 幅1. lm 臀部下向き、脚部と頭部が上向き 20cm前後の円礫出土。 As-A 含む。

13号馬 募坑群中央 N-30ー -W 全長1.0m 幅0.6m 臀部から後脚検出。 2 個体分の頭部出土どちらに伴うか不明

14号馬 墓坑群中央 E-llー -s 全長l.lm 幅0.5m 頭部から前脚部分のみ検出。 覆土上部に小円礫散乱している。

15号馬 墓坑群中央 N-60ー -W 全長1. 2m 幅0.6m 頭部西側に置き、脚部を南に向く 胴部にあたる部分より As-A を検出。

16号馬 墓坑群中央 N-20ー -E 全長2.0m 幅l.Om 頭部北側に置き、脚部を西に向く 後脚に20x 35cm大の礫が置かれている。

17号馬 基坑群中央 N-65ー -E 全長1.0m 幅0.7m 背骨から後脚にかけて出土。

18号馬 墓坑群中央 頭部のみ検出

19号馬 10号馬東隣 E-30° —S 全長1.0m 幅0.7m 頭部東側に置き、脚部西に向く 頭部は、肩の下より出土している。

20号馬 墓坑群中央 N-5 ー-E 全長1 75m 幅l.lm 下顎骨 3 個体、寛骨 2 個体の複数 募坑掘削時の攪乱物が埋葬時に入ったも

のと考えられる。内耳焙炉出土。

21号馬 墓坑群北東 寛骨と脚部の骨を検出した。

22号馬 募坑群東隣 寛骨と脚部の骨を検出した。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第 II章 上栗須遺跡
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灰褐色土小礫、 As-A混じり

暗褐色土小礫含む、軽石少量含む

As-A主体の層僅かに褐色土含む

灰褐色土 小礫混じり、軽石は僅かに含む

灰褐色土 人骨埋葬による掘り込み。 As-A多量に含む

暗褐色土小礫、 As-A含む

灰褐色土 小礫、 As-A含む、 12号馬墓坑の掘り込み

灰褐色土小礫、 As-A含む

灰褐色土小礫混じり

第43図

八しこ90号｀つ
ぐ //0

8 号心

10 灰褐色土小礫、 As-A混じり

11 褐色土 小礫含む

12 褐色土 小礫、黄褐色土塊含む

13 淡褐色土小石含む

14 淡褐色土小石僅かに含む

15 褐色土 黄褐色土塊含む

゜

16 

17 

18 

•► 

黒褐色土小石混じり

褐色土 黄褐色土塊含む

暗灰褐色土 As-A混じり

L=Sl.60 lm 

墓坑群確認状況図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

20号馬

第46図馬骨出土状況図
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第47図人骨出土状況図

位置墓坑中央 方位南西向く。

規模 0.5m前後墓坑未確認。

埋葬状態顔面は南西方向を向き、手足も南西部分

より、出土している。手足は折れ曲がり、助骨内に

頭骨が落ち込むように出土しており、胡座を組んだ

状態で埋葬されたと考えられる。

遺物 周辺には、陶磁器が出土している。

,, 
II 

ロニ
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〇

〇

〇
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第48図 墓坑群出土遺物実測図（1)
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第49図 墓坑群出土遺物実測図(2)

3 号古墳上墓坑群出土遺物観察表

番 器 種
口径

出土
方Eコ 種 別

底径
位置

器形の特徴 釉調・絵付けの特徴 胎 土 備 考

器高

1 灰釉香炉 墳丘部 腰部は屈曲し、体部は直立す 腰部より上に灰釉を施す。内面と腰部以下 灰白色。やや粗 瀬戸・美濃

陶 器 6.2 南 る。断面三角形の高台を貼り 無釉。 い。底部欠損。 系18 C 

付ける。 体部％欠損。

2 灰釉碗 13 墓坑群 体部は直線的に開き口縁部は 内外面に白土で模様を描き、透明に近い灰 鈍い橙色。焼き 瀬戸・美濃

陶 器 5 北 小さく内傾させる。釉下の素 釉を施す。貫入あり。高台脇以下無釉。 締まる。白色鉱 系19 C 、ロ

5 8 地 3 カ所にひびが入る。 物粒、赤褐色粒含む。 物粒含む。 縁部一部欠

3 灰釉皿 16 覆土 高台は幅広く削り出す。口縁 底部内面に鉄で円文（吉か）を描く。内面 黒色粒子少量含 製作地不祥

8 部は下位を上方に屈曲させ、 から体部下位まで、灰釉を施す。露胎部鉄 む。焼締まる。 19 C 

3.3 端部を斜め下方に折り返す。 足状に酸化する。内面に目痕 5 カ所残る。 欠損。

高台内に墨書あり。

4 染付八角 12 人骨 口縁部は外反する。 高台端部無釉。体に崩れた文様を描く。 白色。露胎部は 伊万里系

鉢磁器 6.8 墓坑内 平面形は八角形。 内面は植物文と垣根文を描く。呉須の発色 ガラス質になっ 明治

4.4 は強くコバルトと思われる。 ている。 完存。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番 器 種
口径

出土
方Eコ 種 別

底径
位置

器形の特徴 釉調・絵付けの特徴 胎 土 備 考

器高

5 皿 12.8 覆土 口縁端部外反する。 内外面共に回転を利用し、白土で渦巻文を 淡黄色。焼締ま 製作地不詳
陶 器 8.2 描く。内面は三重、外面は二重の渦巻。 る。赤褐色粒子 18 C 後～19

3.2 明黄褐色の透明釉を施す。高台端部は無釉 含む。 c 口縁％欠

6 銅版染付 6.8 覆土 腰部は八角形を呈する。口縁 高台端部無釉。外面に銅版で植文、唐草、 灰白色 瀬戸・美濃

小 坪 3.3 部の平面形は円形。口縁部端 鳥を染付する。 系明治～大

磁 器 4.8 反りとなる。 正％残存

7 染付そば 6 6 人骨 高台は幅狭く、低く削り出す 高台端部無釉。体部・交叉草文を描く。 白色 伊万里系18

猪 ロ 4 墓坑内 体部、口縁部は直線的に外傾 呉須は黒味を帯びる部分がある。 実存 c 後～19 C 

磁 器 5.7 して延びる。 高台端部無釉。 初

8 銅版染付 6.4 覆土 腰部は八角形を呈する口縁部 高台端部無釉。外面に銅版で流水と植物文 白色 瀬戸・美濃

小 坪 3.2 の平面形は円形。口縁部は、 を染付する。釉は白濁する。 系大正。ロ
磁 器 4.5 端反りとする。 縁一部欠損

9 型紙染付 13.2 覆土 高台脇を水平に近く削り段を 腰部、高台脇無釉。外面は青海波中に扇状 白色 瀬戸・美濃

重、磁器 12 作る。口縁端部内面は面取り の文様を散らす文様を型紙摺で施す。呉須 系明治～大

4.7 する。 の発色は強くコバルトを使用 正％残存。

10 染付碗 覆土 高台端部無釉。釉は白濁する。 白色 瀬戸・美濃

磁 器 4 呉須の発色は濃い。 系19 C 、底

部½欠損。

11 銅版染付 5 覆土 腰部は屈曲し、体部は直線的 高台の連続渦巻文と体部の竹中の虎？は銅 灰白色 瀬戸・美濃

湯 呑 4 M-15 に伸びる。口縁端部は僅かに 版プリントである。高台端部無釉。 系大正％残
磁 器 6 外反する。 存

12 朱泥湯呑 6.4 覆土 体部、口縁部共に直線的に延 外面上半は縄文を施し、下半は丸ノミで削 赤褐色。炉器質 製作地不詳

陶 器 3 びる。 ずる。不透明の黄褐色釉を薄く施す。 大正～昭和

7 体部％欠

13 型紙染付 11 覆土 体部は内湾して立ち上がる。 口縁内面はようらく文、外面は青海波中に 白色 瀬戸・美濃

飯 碗 3.8 扇状の文様を散らしている。内面底部は円 系明治％欠

磁 器 4 7 文。 損

14 銅版染付 11 覆土 高台径は小さい。体部直線的 外面に銅版で蝶と手まり、団扇を染付。 白色 瀬戸・美濃

飯 碗 3 に開く。 系。大正％

磁 器 4.8 欠損

15 青釉土瓶 6 人骨 立ち上がりは、内傾する。 蓋上面から体部下位まで青釉を施す。 灰白色 大掘相馬？

陶 器 7 墓坑内 底部中央は凹み、削り出し高 緻密。焼締まる。 19 C 注ぎ口

10 台は低い。高台脇の 3 カ所に 頸部一部欠

粘土粒を貼り付けている。 最大径13cm

16 染付皿 L-17 体部は内湾する。 高台端部と高台内の一部無釉。内面のみ貫 灰白色 伊万里系17

磁 器 8 入あり。見込みにつる状の文様を描く。透 C ％残存

明釉は水色を帯び、外面には釉垂れがある。

17 焙 炉 35.6 馬ー20 口縁部短い。取手は口縁端部 底部砂底。内面及び口縁部横撫で。 鈍い橙色。小礫 在地製品

軟質陶器 32.4 墓坑内 に貼り付ける。 底部、口縁箆撫で。 含む。 明治以降、

18 内耳焙炉 36.8 覆土 底部平底。口縁部は短く、直 底部内面撫で。口縁部横撫で。口縁部中位 淡黄色 在地製品18

軟質陶器 （団0) 線的に外傾する。内面の取手 に紐造り痕残る。口縁部下半指頭圧痕残る。 C ~19 C 小

2 6 は 3 カ所と考えられる。 腰部箆撫で。口縁外面のみ煤付着。 片。

19 古 銭 2.4 寛永通賓

0.2 

20 古 銭 2 1 寛永通賓

0.15 

21 
石製品 6.2 覆土 丘部全体に平。 海部は黒付着部分あり。 灰色
硯
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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1

2

3

4
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6

7

 

褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

A' 

゜

叫

黄褐色土を多量に含む。

黄褐色土を少量含む。

黄褐色土を多旦に含む。

黄褐色土塊を多鼠に含む。

粘土塊

僅かに褐色土含む

黄褐色土塊含む

L=81.60m 

1 号住居跡（写真図版26 • 62) 

位置

規模

壁高

貯蔵穴

を呈し、深さ 37cm を測る。

柱穴

床面

掘形

遺物

位置

規模

構築

G • H-77グリッド

東西3.2m、南北2.7m、長方形

30cm前後

南東隅にあり、規模は40cm程の隅丸方形状

無し

暗褐色土に黄褐色土塊の混土を薄く貼る。

地山黄褐色土層まで掘り込み全体を平らに仕

上げている。竃下と南壁下に不正円形の窪みを作る。

住居西よりに土器片多く出土。竃周辺・貯蔵

穴内より杯出土。

竃

東壁中央やや南寄り

焚口部幅35cm

深さ 40cm

周溝

方位 N-70'-E 

ほぽ垂直に立ち上がる

無し

燃焼部奥行き 45cm ・幅40cm、

煙道部長さ 60cm ・幅27cm

煙道部への立ち上がり 20cm 鋭角に立ち上がる。

燃焼部は壁内に有り、袖を持つ。袖は壁面に

2m 

第51因 1 号住居跡実測図

地山黄褐色土や褐色土の混土を張り付け構築されて

いる。火床面は床面より僅かに下がる。焼土・灰の

堆積は薄い。煙道部は、緩く立ち上がる。

`
e
 

`
e
 

吋 吋
叫

司

吋

゜ L =81.60m lm 

c
 

C' 

量

鼈

l 暗褐色土

2 II 

3 II 

4 焼土層

5 黄土色土

5' 黄土色粘土

6 暗褐色土

7 暗黄褐色土

第52図

焼土塊を少量含む

焼土塊を含む

焼土僅かに含む

焼土粒．塊含む

鼈袖土層

① 黄土色土

② 褐色土

③ 褐色土

④ 黄色土

⑤ 黄褐色土

⑥ 黄褐色土

僅かに黒色土、焼土を含む

黄土粒含む

砂礫混じり

褐色土塊含む

黄色土粒含む

黄褐色土粒含む。焼土粒含む。

1 号住居跡鼈実測図
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第53図 1 号住居跡出土遺物実測図

1 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 賓左側 10 2 6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り 内面丁寧

坪 掘形 ｽ 3. 酸化焔良好 な撫で

2 土師器 西寄中央 10 6 3 2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り 内面丁寧

坪 +4 5 % 3. 酸化焙良好 な撫で

3 土師器 貯蔵穴内 10 2 3.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り 内面丁寧

坪 % 3. 酸化焔良好 な撫で指頭圧痕有り

4 土師器 貯蔵穴脇 11 4 3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り 口唇部や

坪 掘形 % 3. 酸化焔やや軟質 や内傾

5 土師器 中央 11.2 3 l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り 口唇部や

坪 +22 % 3. 酸化焔やや軟質 や内傾

6 土師器 竜 10.2 3.1 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 掘形 完形 3. 酸化焔やや軟質 口唇部やや内傾

‘ 

B
 

O 妥

IIB' 
も

゜ ヘDO
℃ 

令

゜
凶

゜゜Q 1 。

~I 

B ゞミニ------~ ~. ..:I 

ミ
1 褐色土 白色軽石を多量に含む

2 暗褐色土 )/ 

3 II 粘土粒子を含む

2 号住居跡（写真図版26 • 62) 

位置 H- 70 グリッド 方位 N-73°-E

規模東壁2.8m 西壁2.4m、東西2.4m 各隅は丸

みを持ち、北壁がやや膨らむ台形状を呈する。

壁高 22cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 地山黄褐色土と褐色土の混土を踏みならして

いるが、掘形面が礫層まで達しているため、 15cm~

20cm程の先端の丸い円筒形の片岩系の礫混じる。

掘形礫層が露出し住居壁際が高く掘り残され、中

央部及び竃前は掘り窪む。

遺物 礫が西壁寄りに多く出土し、土器は土師器の

甕や杯の細片が礫に混じり出土しているが、器形復

元出来るものはない。

゜ L ~ 81.50m 2m 

第54図 2 号住居跡実測図
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゜

竃

位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅37cm • 

深さ 35cm、煙道部長さ 10cm

煙道部への立ち上がり 25cm

構築燃焼部を作る際、住居内には20cm程の暗褐色

土を貼り付け袖を作り、壁は20cm程掘り込んで構築

lm している。燃焼部壁には焼土化した粘土が残る。
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第56因 2 号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 14 2 ~ (5 0) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 +3 % 3. 酸化焔良好 口唇部やや内傾

3 号住居跡（写真図版26 • 62) 

位置 G-68 • 69グリッド 方位 E-11°-s 

規模東西 3m、南北 3m 南西隅をはじめとして

各隅丸みを持ち、全体に隅丸方形状を呈す。

壁高 40cm前後垂直に立ち上がるが、上方は若干

広がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土と黄褐色土の混土を床面として貼

る。壁際や住居中央部には礫が露出している。

掘形 2 号住居跡同様掘形面が礫層まで達してお

り、壁際60cm前後の面は礫が露出しているが、住居

中央部は掘り窪めている。

遺物 30cm弱の大礫と 20cm前後の礫が住居中央部に

集中して出土した。これらの礫は、床面から浮いた

状態で出土しており、また覆土の状況から埋没過程

で投げ込まれたと考えられる。土器については竃前

から土師器の甕が出土している。
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ーロ
1 暗褐色土

2 II 焼土粒含む

3 II 

4 II わずかに黄土粒、焼土粒含む

Q L =81.20m 2 rn 

第57図 3 号住居跡実測図
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第 II章上栗須遺跡
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1 灰褐色土焼土粒・小礫含む。

2 灰褐色土焼土粒

3 褐色土 黄褐色塊

"'I 

竃

位置南東隅やや北

規模焚口部幅25cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅20cm

深さ 30cm 煙道部長さ 65cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 13cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は僅かに壁を削り込み、黄褐色土塊の

混じった土を袖として貼り付け構築している。燃焼

部床面は水平であり焼土・灰層等は少ない。煙道部

は緩く立ち上がる。竃壁の焼けは弱く、部分的に焼

土が残る。

゜ L =8!.20m lm 

第58図 3 号住居跡竃実測図
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第59図 3 号住居跡出土遺物実測図
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口
3号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北東 (12 6) 7.4(4 35) 1.灰白色 2. 白色粒含む 底部回転糸切り、未調整。体部下端撫で付け

坪 -4 % 3. 還元焔良好

2 須恵器 北東 1.灰色 2. 白色細砂、粗粒含 肩部鋭角に屈曲 体部下半回転箆削り

長頸壺 + 18.5 胴部％ む 3. 還元焔硬質 内面輛櫨痕明瞭

3 土師器 南東 23 32.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫でクの字状に強く外反

甕 +3 底部欠損 % 3. 酸化焙良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り

4 擦り石 中央 13.8 12 5. 0 1, 055 7 g デイサイト
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4 号住居跡（写真図版27 • 62) 

位置 H-66~67グリッド 方位 N-75°-E

規模東壁 4m 西壁3.2m 東西 4m 西辺の短

い台形状を呈す。

壁高 55cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

柱穴掘形の段階で住居中央部に径25cm ·深さ 30cm

程の小ピットを 1 本検出した。

床面 地山黄褐色土と褐色土との混土を貼り、竃前

では焼土・灰等が踏み固められている。

掘形 この住居では礫層が見られなくなり、住居中

央部で黄褐色土の高まりが残り、周辺部では黄緑色

土まで掘り下げている。

遺物 北西隅において17cm前後の片岩系の先端の丸

‘` 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

い棒状礫が10数点まとまって出土している。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅45cm • 

深さ 50cm 煙道部長さ 90cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 10cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。天井部は、埋没土中に灰白色粘土が火床面直

上に層をなし堆積していることから、この灰白色粘

土が貼られていたと考えられる。火床面には、薄く

灰の堆積見られる。壁面についても焼土化していな

い。煙道部は、天井の焼土が残り、自然埋没の状況

が確認できた。

! 一B' 

-a:I 

゜
L=81 00m 2m 

B' 

l 暗褐色土黄褐色土含む 4 暗褐色土黄褐色土塊含む 7 暗褐色土

2 褐色土 黄褐色土多址に含む 5 褐色土 黄褐色土僅かに含む

3 II 黄褐色土塊含む 6 II 

第60図 4 号住居跡実測図

8 灰黄土色砂質土

9 褐色土
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第 II章 上栗須遺跡
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I~v 基本土層参照

l 灰褐色土 灰色土と黒色土の混合土層

2 焼土 下層が強く焼けている

3 灰色土 少負の黒色土を含む

4 黒色土 少旦の焼土含む

5 灰白色粘土 灰白色粘土層中に焼土を含む

6 黄白色土

7 灰黒色土

第61図

白色粘土、焼土、炭、灰、含む

4 号住居跡竃実測図
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第62図 4 号住居跡出土遺物実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

4 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 10,2 2.9 1 ．橙色 2. 細砂粒含r む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 床直 % 3. 酸化焔良好 弱い稜を持つ

2 土師器 中央 11. 6 3.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 +6 % 3. 酸化焙良好 口唇部僅かに外反 弱い稜を持つ

3 土師器 南東 11 2 4.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 +4 % 3. 酸化焙良好

4 礫 北西床直 15.2 7 3 4 5 56l. 5 g 

5 擦 石 北西床直 14.1 7.1 3 8 599.4 g 

6 礫 北西＋ 2 14.5 6.5 4 1 604.0 g 

7 礫 北西＋ 1 16 3 5.7 3.3 703.0 g 

8 礫 北西＋ 2 15.6 6. 7 4.0 654.0 g 

, 礫 北西＋ 2 13.6 6.4 4.8 748 3g 

10 礫 覆土十 4 17.4 7.1 2. 7 499. 2 g 

5 号住居跡（写真図版27 • 63) 

位置 H-65~66グリッド 方位 N-74°- E 

規模南北4.5m 東西4.8m 北壁から東壁にかけ

て最近の砂利採集により破壊されている。

壁高南壁63cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅にある。口径90X 90cm、底径30X30

cm、深さ 60cmの規模を持つ、中位に段を持つロート

状を呈した隅丸方形の掘形をもつ。

柱穴 3 本検出し、殆どが口径20cm、深さ 30cm前後

の規模を持つ。柱穴Pl-P2の芯々間2.2m、 P2-P

3の芯々間2.5m を測る。

周溝無し

床面 黄褐色土塊を多量に含み、全体に踏み固めら

れている。竃前では灰や焼土が掻き出され、層を成

し踏み固められている。

掘形住居中央部から北東隅寄りにかけてやや高く

黄褐色土が掘り残され、他の部分は黄褐色砂質土ま

で掘り込まれている。

遺物 竃右袖前に、底部欠損の球形胴の甕を乗せた

砂岩

変質玄武岩

緑色片岩

緑岩片岩

砂岩

緑色片岩

緑色片岩

長胴甕が埋設されていた。また、左袖前でも長甕の

口縁部のみが倒置された状態で出土している。この

両者は電構築材として使用されたものである。ピッ

ト 1 脇に長甕が出土している。南東隅では20cm前後

の礫がまとまって出土している。

竃

位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅90cm 燃焼部奥行き 1.5m 幅 lm

深さ 66cm 煙道部は砂利採集により破壊され、僅か

に南壁の一部が残る。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。掘形は長方形を呈する。壁面は垂直に立ち上

がるが、壁下半には粘土を貼り付け、火床面の立ち

上がり部分を曲線に仕上げている。壁上半は、熱を

うけ赤茶色に変色している。火床面は、床面より 8

cm程低く、下層に10cm程の灰層が堆積している。使

用時灰は竃右前から貯蔵穴にかけて掻き出されたこ

とが、貯蔵穴周辺に残る数枚の灰層から確認できた。
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第63図 5 号住居跡実測図
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土器片・焼土粒含む

僅かに炭化物含む
1

2

3

4

5

 

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

鼈土層

1 茶褐色土

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 橙色

5 黒灰色土

6 暗褐色土

6' 焼土塊

7 暗黄褐色土

8 茶褐色土

焼土僅かに含む

焼土粒含む

焼土を多量に含む

灰陪、木炭含む

焼土をわずかに含む

焼土粒含む

砂質

貯蔵穴土層

① 黒褐色土

② 黒褐色土

③ 黒茶褐色土

④ 黒茶褐色土

゜ L =80.80m lm 

黄褐色土含む、焼土粒僅かに含む

黄褐色土塊含む、焼土僅かに含む

黄褐色土塊含む

焼土・炭含む

⑤
⑥
⑦
⑧
 

黄褐色土

黒茶褐色土

黄茶褐色土

黒褐色土

砂質土

砂質土

土器片・木炭含む

砂質土、黄褐色上塊含む

第64 図 5 号住居跡竃実測図

60 



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第65図 5 号住居跡床下実測図

口ロニロ

□□□ 

3
 

l
l
 

I
I
 

' 
\ 
ー

6
 

l / 
i/ 7 

ヽ

万
り
＼

—— 

[

/

 

。 I • 2 10cm 3~7 20cm / / 
ロァロ、、、 5

第66図 5 号住居跡出土遺物実測図
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第 II章上栗須遺跡

5 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 毅土 (10 2) - (2 8) 1. 橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 % 3. 酸化焙良好 口縁部外反 内外面体部との境、稜を持つ

2 土師器 南西 16 - (3 8) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 +17 ｽ 3. 酸化焔軟質

3 土師器 南東 16.5 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で胴上部斜方向箆削り

甕 -17 ｽ む 3. 酸化焔良好 中位～下位縦方向箆削り 内面箆撫で

4 土師器 鼈左袖前 22 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反胴部直線的 口縁部横撫で

甕 床直 % 3. 酸化焙良好 頸部棒状工具にて撫で 斜方向箆削り

5 土師器 南西 (16 5) - 1.橙色 2. 砂粒多く含む 頸部やや直立気味に立ち上がり、口縁部外反

甕 +33 % 3. 酸化焔良好 口縁部～頸部横撫で 内面指頭圧痕有り

6 土師器 窟右袖 17 5 0 25 5 1.灰白色 2. 細砂粒含む 口縁部外反 口唇部やや折り返し 胴部やや卵型

甕 +3 完形底部穿孔 3. 酸化焔 底部丸底 口縁部横撫で頸部付近横箆

7 土師器 南東 19.6 1.明赤褐 2. 細砂小石含む 口縁部外反 頸部～底部直線的 口縁部横撫で

甕 -5 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部縦方向箆削り 口縁部器肉厚い

6 号住居跡（写真図版28 • 63) 

位置 I -66グリッド 方位 E- 1 ー-S 

規模 東壁約3.2mが残っているが、北壁は近年の砂

利採集により破壊されている。また、住居の大半が

調査区外にあり、竃周辺部のみの調査を行う。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面地山黄褐色土塊混じり、粘性・締まりあり。

竃右前では灰の広がりを確認した。

掘形黄褐色土まで掘り抜いている。竃右前から壁

際はやや窪んでいる。

遺物 竃左袖前にて土師器杯出土

竃

位置東壁南寄り

規模 焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 85cm ・幅70cm • 

深さ 50cm 煙道部長さ 55cm ・幅15cm

煙道部への立ち上がり 8 cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は住居外にあり、袖は持たない。掘形

は方形であり、壁は垂直に立ち上がる。壁の立ち上

がり部分は、粘土を貼り付け曲線に仕上げている。

62 
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L ~82.00m 2m 

I~II［は基本土層参照

l 暗褐色土 白色軽石全く含まず

2 暗褐色土 灰褐色土と黄褐色土の混上

3 暗褐色土 黄褐色土塊多輩に含、

4 黄褐色土砂質土

5 茶褐色土 砂質土に黄褐色土塊含む

6 茶褐色土砂質土

第67図 6 号住居跡実測図



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

壁上半部の壁面は熱を受け赤茶色に変色して煉瓦状

になっている。火床面と床面とのレベル差は無く、

薄い灰層の堆積見られる。

b
 

b' 

ò| 

\ Q
 

"'I 

~| 

゜ L=81.00m lm 

III·IV は基本土層参照

1 暗褐色土 黄褐色土塊含む

2 暗褐色土 木炭小粒、焼土小粒を僅かに含む

3 褐色土

4 暗褐色土 焼土僅かに含む

5 暗褐色土 焼土を均ーに含む

6 暗褐色土 黄褐色土塊

7 橙茶褐色土焼土を多量に含む

8 橙褐色土 焼土の塊

9 暗褐色土 焼土、木炭、灰を含む

]: ：：：：土焼土を含む 〖□三三 === 72 
12 茶褐色土 焼土塊・暗褐色塊を含む

第68図 6 号住居跡竃実測図
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第69図 6 号住居跡出土遺物実測図

6 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 砥 石 窟前 8.0 3.8 2.5 砥沢 流紋岩

2 土師器 南東 02.2) - (2.2) 1.明褐色 2. きめ粗い 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 + 1 % 3. 酸化焙良好

3 土師器 窟内 12.8 3.2 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 % 3. 酸化焔良好 体部指頭圧痕有り

63 



第 II章上栗須遺跡

7 号住居跡（写真図版28)

位置 F • G-65グリッド 方位 W-16"-S

規模 北壁から東壁中央にかけて砂利採集により破

壊されている。南壁3.2m 西壁 3m （復元）

壁高南壁53cm ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 半分近く砂利採集により破壊されている。

黒褐色土に黄褐色塊混土を床に貼る。

掘形壁際では黄褐色土まで掘り込んでいるが、住

居中央部は、下層に堆積している黄緑色砂質土まで

掘り込んでいる。凹凸は少ない。

遺物掘形調査時、住居中央部において30cm と 15cm

前後の片岩礫と土器片が出土したが、攪乱部分との

境から出土したため住居に伴うものと断定できな

し）。

備考 この住居は、 2 基の竃を持つ。西壁中央に作

られている竃を第 1 竃。南西隅に作られている竃を

第 2 竃と呼称する。この両者の新・旧関係は、地山

を袖に持つ第 1 竃が古い。

ヽ

A

[

 ゜

い
ァ

/ 
A' ~ 

A
 

A' 

Vs 

竃（西壁構築第 1 竃南西隅構築第 2 竃）

第 1 竃

位置西壁中央

規模焚口部幅20cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅40cm

深さ 60cm 煙道部長さ lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 10cm

構築 燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。煙道部は80cm程水平に掘られ、煙出し部に至

り約40゜角度で50cm立ち上がる。火床面は床面と同レ

ベルであり、焼土や灰の堆積は薄い。

第 2 竃

位置南西隅

規模焚口部幅20cm 燃焼部奥行き 35cm ・幅30cm

深さ 30cm 煙道部長さ 65cm ・幅10cm

煙道部への立ち上がり 20cm

構築 黒褐色粘質土の上に黄褐色土の混土を盛り上

げ富を構築している。

7 号住居平面図

IV~v3 韮本土層参照

l 黒褐色土

2 II 焼土粒子、黒色土を多く含む

第71図第 1 鼈

l 暗褐色土 やや黒味が強い

l' 暗褐色土黄褐色土塊含む

2 暗褐色土 l 層より黒色が強い

3 暗褐色土 黄褐色粘土を含む

4 焼土層 黒褐色粘質土層中に多くの焼土を含む

5 暗褐色土砂質土塊少贔含む

6 黒褐色土砂質土

第71図第 2 鼈

①暗褐色土 黄褐色土、黒色土、焼土の混入土層

② 暗褐色土

③焼土層

④ 黄褐色土 黒色土と黄色土との混入土層、やや砂質

⑤暗褐色上 砂質土をごく少最含む

⑥ 灰黒色土 灰黄色砂質土と灰黒色土の混入土層

⑦ 灰黄色粘質土

⑧灰黄色土黒褐色土塊含む

⑨黒褐色土 黒色土に黄褐色土粘土を含む

( II 

⑪灰黄色土 砂・粘質土塊の混土

゜ L =81.00m 2m 

第70図 7 号住居跡実測図
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第71図 7 号住居跡竃実測図

8 号住居跡（写真図版28 • 63 • 64 • 65) 

位置 E-66グリッド 方位 E-1'-S 

規模東壁3.8m 西壁 3m 東西2.8m やや隅丸

の台形状を呈する。

壁高南壁32cm 北壁40cm 垂直に立ち上がる。

貯蔵穴北東隅径20cm、深さ 41cmの規模を持つ。

中から完形の須恵器皿と砥石が出土している。西脇

に径30cm、深さ 30cmの規模を持つピットを検出した。

また、南東隅では径80cm程の範囲で床面より数cm下

がった部分で須恵器椀類を出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 南から北にかけて約 5 cmの傾斜をもち、僅か

に凹凸面がある。床面は全体に薄く踏み固められ、

地山黄褐色土が部分的に見られる。竃前においては、

焼土・灰等の広がりが僅かに見られる。

掘形地山黄褐色土まで掘り込み水平面を作る。住

居中央と西壁寄りに長軸50~60cm程の楕円形を呈す

る床下土坑を検出した。

遺物 竃内より土師器の甕や須恵器の杯が懸けられ

た状態で出土した。また、煙道部には補強材として

土師器甕が据えられていた。その他に竃前や住居西

寄りから多数の杯・椀類が出土している。
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4 II II 多く含む
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第72図 8 号住居跡実測図

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅50cm深

さ 55cm 煙道部長さ lm ・幅15cm前後

煙道部への立ち上がり 30cm

構築燃焼部は住居外にあり、袖は持たない。天井

部は、黄褐色土を使用しており、前面に崩落した状

態で確認している。煙道部には土師器の甕を横倒し

の状態で使用している。燃焼部内では、支脚が奥壁

に立て掛けられた状態で出土した。火床面は、床面

より 5 cm程低く、竃前面に広がる灰の掻き出し面よ

り若干高い。

竃内遺物出土状況は、胴上半部のみの甕、杯の入っ

ている小型甕、 2 個の杯が重なり逆さに出土してい

゜
2m るもの、甕の口縁部の破片等々の出土が見られた。

第73図 8 号住居跡床下実測図
しかし、これらの出土遺物は殆どが破損している土

器であった。
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黒色土

黒褐色土

焼土層

黄褐色土

灰黒色土層中に As-Bを少屈含む

住居覆土 2 層に同じ

灰黒色土層中に灰黄色土粒子を多く含む

住居覆土 3 層と同じ

焼上を中心とし、黒色土を混入する

5

6

7

8

9

 

黒褐色土

褐色土

黄褐色土

灰褐色土

灰黒色土

焼土・炭多く含む

焼土を少械含む

焼土、炭の混合

少屈の焼土含む

第74図 8 号住居跡鼈実測図
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第75図 8 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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8 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 灰釉陶器 カマド前 6.9 3.3 l ．灰白色 2. 精選 底部内面撫で、高台貼付け、灰釉漬け掛け。

椀 +3 底部％ 3. 還元焔硬質

2 須恵器 南壁中央 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 摘み部リング状、頂部回転箆削り。

蓋 床直 頂部のみ 粒含む。 3. 酸化焔

3 須恵器 南東 14 2 5 5 5.0 1.灰白色 2. 砂粒含む 口唇部、水平方向に屈曲。高台部貼付後撫で。

椀 ほぽ完形 3. 還元焔軟質 表面摩耗

4 土師器 南東 9.3 6 0 2.6 1.赤褐色 2. 細砂粘土粒含 口縁部横撫で後、折り返し

耳 皿 + 13.5 ほぼ完形 む 3. 酸化焔良好 底部雑な撫で

5 須恵器 南東 13.8 6.8 4 0 1.灰白色 2. 砂粒含む 口唇部折り返し、沈線巡る。底部右回転糸切り

坪 +2 ほぽ完形 3. 還元焔良好 底部内面中央盛り上がる。

6 須恵器 貯蔵穴 12.6 5.4 3 4 1.浅黄色 2. 細砂粘土粒含 輔轄整形 底部右回転糸切り、未調整。口唇部外反、

皿 完形 む 3. 酸化焔良好 口唇部内面タール状付着物見られる。

7 須恵器 北西 12.7 6.1 3 5 1 ．にぶい黄橙 2. 細砂粒粘 輛櫨整形底部右回転糸切り、末調整。

坪 床直 完形 土含む 3. 酸化焔 内面中央突起状になる。

8 須恵器 電内 12.0 6.0 3.8 1.灰白色 2. 砂粒混じり 輔轄整形 底部左回転糸切り未調整

坪 % 3. 還元焔良好

, 須恵器 南東壁 12.5 5.8 4.1 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 鞘櫨整形底部左回転糸切り

坪 床直 ほぼ完形 む 3. 酸化焔良好 体部内湾腰部絞り込まれる。

10 須恵器 南東 13.6 6.3 5.0 1.淡黄色 2. 細砂粘土粒含 輔鑢整形底部肥厚、右回転糸切り、腰部絞り込み。

坪 -2 完形 む 3. 酸化焙軟質 口唇部折り返し。

11 須恵器 南東壁 12.3 5.9 3.95 l ．淡黄色全体黒色 2. 砂粒 輔龍整形底部回転糸切り

坪 床直 完形 含む 3. 酸化焔軟質 表面摩耗

12 須恵器 南東 13.6 7.3 5 0 l ．灰白色 2. 砂粒混じり 小 輔轄整形 底部回転糸切り後、高台部貼付後撫で

椀 -4 完形 石僅かに含む 3. 還元焔 良好

13 須恵器 カマド内 13 6 4.9 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 輛轄整形 底部回転糸切り後、高台部貼付痕

椀 床直 完形 3. 還元焙軟質 底部摩耗。

14 須恵器 南東壁 16 4 7 0 7.0 1.灰黄色 2. 砂粘土粒含む 底部回転糸切り。高台貼付け、内外面横撫で、

椀 床直 ％残 3. 還元焙軟質 口唇部外反。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

15 須恵器 笥内 13.2 5.5 4.3 1.灰白色 2. 砂粒含む 輔轄整形底部回転糸切り、未調整。回転糸切り痕

坪 +12 完形 3. 還元焙軟質 摩耗。

16 須恵器 南東 12.7 6 0 4 5 1.灰白色 2. 砂粒含む ロ唇部外反高台貼付底部表面摩耗

椀 床直 完形 3. 還元焔軟質

17 須恵器 窟内 15 4 6.8 6 05 1.灰黄色 2. 砂粒小石粘土 輔櫨整形 底部回転糸切り後、高台部貼付け後撫で

椀 ％残 粒含む 3. 酸化焔軟質 底部摩耗

18 須恵器 南東 13.2 5.2 1.灰黄色 2. 砂粒含む 輔櫨整形口縁部外反底部剥落

椀 +4 完形 3. 酸化焔軟質

19 須恵器 北東 13.9 6.5 5.3 1.明黄褐色 2. 細砂粘土粒 輔櫨整形底部回転糸切り後、高台部貼付撫で

椀 +9 % 含む 3. 酸化焙軟質

20 須恵器 南東 13.5 7 0 5.35 1.浅黄色 2. 細砂粘土粒含 輔櫨整形底部回転糸切り後、高台部貼付撫で。

椀 床直 完形 む 3. 酸化焔軟質

21 土師器 窟内 12 7 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部～頸部横撫で、口唇部強い撫で、内面刷毛目

甕 % 粒含む 3. 酸化焔良好 胴上半横方向箆削り。下半縦方向箆削り

22 土師器 西中央 17 1 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粘 口縁部～頸部横撫で、口唇部強い撫で、沈線巡る。

甕 床直 ｽ 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴上半横方向箆削り。下半縦方向箆削り

23 土師器 竜内 15 5 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粘 口縁部～頸部横撫で、口唇部内傾。内面刷毛目胴上

甕 % 上粒含む 3. 酸化焙 良好 半横方向箆削り。下半縦方向箆削り

24 土師器 竃内 4.1 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 胴下半縦方向箆削り 底部箆削り。内面箆撫で底径

甕 ｽ む 3. 酸化焙良好 小さく不安定。

25 砥 石 貯蔵穴 12 0 4.0 4.0 189 8 g 砥沢流紋岩

26 土師器 竃内 19 6 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部～頸部横撫で、口唇部強い撫で 肩部張る。

甕 ｽ 粒含む 3. 酸化焔良好 胴上半横方向箆削り。内面撫で

27 土師器 電内 20.3 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粘 口縁部～頸部横撫で、頸部箆削り後、強い撫で、

甕 ｽ 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴上半横方向箆削り。下半縦方向箆削り、内面撫で

9 号住居跡（写真図版29 • 65) 

位置 E-73グリッド 方位 N-69'-E

規模試掘時、西半分削平。南北3.2m

壁高 20cm前後、ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 地山に暗褐色土を入れ踏み固める。

掘形 南壁寄りは多少凹凸があるが、全体的に平に

仕上げている。

遺物 10~20cm程の礫が住居中央部床面に散乱して

いる。土器類は、竃内から土師器長甕と杯出土。

70 

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 90cm ・幅57cm煙

道部不明

構築燃焼部は住居内に30cm程の地山を掘り残した

袖を持つが、主体は壁外にある。竃内の状況は、焼

土・灰層の堆積は見られず壁面の焼けも見られない。

長甕の横倒し状態を正位に直すと左寄りに立つ。ま

た、覆土の状況から長甕は埋められていたと考えら

れる。
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第81図 9 号住居跡出土遺物実測図（2)

9 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況

1 土師器 窟内 10 -

坪 床直 % 

2 土師器 窟内 11 

坪 -6 ほぽ完形

3 土師器 南西 13.6 

坪 床直 ほぼ完形。

4 土師器 南東隅 10.8 

坪 床直 ｽ 

5 土師器 窟内 11. 6 

坪 +15 % 

6 土師器 定内 13.5 

坪 床直 完形

7 土師器 中央 11. 4 

坪 床直 % 

8 土師器 南西

坪 床直 ｽ 

, 土師器 定内 15.8 

甕 +8 ½弱

10 土師器 笥 19.8 

甕 -l ½弱

11号住居跡（写真図版29 • 65 • 66) 

位置 F-59グリッド

(cm) 

1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直立、強い横撫で、明瞭な段を有す。

3. 酸化烙良好 底部削り。

3.6 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫でやや直立、体部との境稜有り。

3. 酸化焙やや軟質 体部箆削り。

5 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部内湾気味、口唇部横撫で。

3. 酸化焔やや軟質

3 4 1.明赤褐色 2. 僅かに細砂含 口縁部横撫で、やや直立気味。体部箆削り。

む 3. 酸化焙やや軟質

1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部内湾気味、横撫で、体部～底部手持ち箆削り

3. 酸化焙やや軟質。

4.3 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部内湾、横撫で。底部箆削り。

3. 酸化焙やや軟質

3 2 1.明赤褐色 2. 僅かに細砂含 口縁部横撫で、直立。体部箆削り。

む 3. 酸化焔やや軟質

1 ．橙色 2. 細砂黒色細粒含む 表面摩耗。

3. 酸化焔やや軟質

1.にぶい赤褐色 2. 黒色細粒 口縁部横撫で外反、胴部球形、斜方向箆削り、内面

含む 3. 酸化焔良好 撫で。

1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部クの字に外傾、横撫で、長胴、縦方向箆削

3. 酸化焔良好 り。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土を入れ薄く踏み固める。

規模 西側半分以上、近年の砂利採集により破壊さ

れている。また、東壁も 2 号溝に切られ南・北壁の

一部のみ残り南北3.8m を測る。

掘形南壁寄りに径30cm程のピットが数個あるが、

面的には凹凸は緩い。掘形面北側は礫層まで達して

いるため礫が露出して見られる。

壁高 60cm 垂直に立ち上がる。 遺物 土師器甕が南東隅より出土。
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東壁中央南寄り

焚口部幅50cm

煙道部消失

暗褐色土

JI 

茶褐色土

暗褐色土

黄褐色土

2 号溝に切られる。

燃焼部奥行き 60cm （残存）・幅

火床面が残り、床面より 5 cm程下がる。

As-B を多く含む

土器片、木炭細片含む

暗褐色土塊混じり

L =8!.20m 2m 
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第83図 11号住居跡出土遺物実測図

11号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 賓内 2.6 1.浅黄色 2. 砂、粘土粒含む 鞘轄整形、表面摩耗。高台貼付痕

椀 床直 3. 還元焔軟質

2 土師器 窟内 10 2 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口～頸部肥厚、段有り、胴上半横方

小型甕 床直 3. 酸化焔良好 向箆削り。内面撫で。

3 土師器 窟内 19. 2 1.明赤褐色 2. 砂含む コの字口縁、口唇部横撫で、頸部の変換部強い撫で、

甕 +2 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

4 土師器 昭内 4 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 胴下半縦方向箆削り、内面箆撫で。

甕 +3.5 3. 酸化焔良好 底径小さい。

5 土師器 南東 9.2 1.にぶい赤褐 2. 細砂粒含む 裾端部水平に開く。胴部縦方向箆削り、接合部撫で、

台付甕 +4 台部完 3. 酸化焔良好 台部内外面横撫で胴部内面箆撫で。

6 土師器 南東隅 20.1 1.橙色 2. 細砂粒粘土粒含む コの字口縁、口唇部横撫で、平担面作る。

甕 床直 3. 酸化焔良好 頸部上下端強い撫で、胴部上半横方向箆削り。
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12号住居跡（写真図版29 • 66) 

位置

規模

F-60 • 61 グリッド

11号住居に隣接し、砂利採集と 2 号溝により

住居西半分と北壁・東壁が破壊されている。南北方

向の残存距離は5.8mを測る。

周溝

床面

掘形

遺物

北壁下に幅10数cm· 深さ 3 cmの規模をもつ。

僅かに褐色土を入れ踏み固めている。

全体に水平に掘られ、凹凸は見られない。

南壁直下周溝内より土師器甕と 2 枚組み合わ

さった土師器の杯が出土した。

壁高 60cm前後 垂直に立ち上がる。 竃 東中央南よりに焼土・灰の集中部分あり。

貯蔵穴 無し 柱穴 無し
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As-B を含む

黒褐色土含む

黄褐色土塊含む

土器片を多く含む

灰黄色土粒含む
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褐色土

灰黒色土

暗褐色土

灰黒色土
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ヽ

1 

黄褐色土塊多量に含む

灰色土、礫を含む

黄褐色土塊

黄褐色土塊混じり

2 

り 10cm 

第85図 12号住居跡出土遺物実測図（1)
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第86図 12号住居跡出土遺物実測図(2)

12号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 14.1 3.9 1 ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で、体部～底部手持ち箆削り

坪 N(l 2 中 一部口縁部欠損 3. 酸化焔良好 内面横撫で、 N(l 2 の坪の中に入って出土。

2 土師器 南東 16.1 5.3 1.黄橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部～底部手持ち箆削り

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好 内面撫で、 N(l 1 の坪入っていた。

3 須恵器 南東 12. 7 2.5 1.灰色 2. 小石細砂粒含む 頂部回転箆削り 端部折り返し カエリを持つ摘み

蓋 床直 完形 3. 還元焙硬質 部リング状

4 土師器 中央 13.4 3.65 1. 橙色 2. 細砂粒黒色細粒 口縁部横撫で体部～底部手持ち箆削り

坪 +13 ほぼ完形 含む 3. 酸化焔良好

5 土師器 南壁直下 7.8 1 ．橙色 2. 砂粒含む 3. 酸 中位～下位斜縦位箆削り 底部箆削り 内面箆撫で

塾 -6 胴部下半 化焔良好 下端横方向箆削り

13号住居跡（写真図版29 • 66) 

位置 E-61グリッド

規模北西隅部分のみ調査。

壁高 15cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴不明 周溝不明

床面 暗褐色土を入れ踏み固める。

掘形水平に掘られている。

遺物 土師器杯・甕の破片出土。
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I~v層基本土層参照

1 暗褐色土 黄褐色土塊僅かに含む
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第87図 13号住居跡実測図
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第88図 13号住居跡出土遺物実測図

13号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 12.5 3 4 1.橙色 2. 粗砂含む 口縁部横撫で、内面撫で指頭圧痕有り。

坪 -6 ｽ 3. 酸化焔軟質 底部手持ち箆削り。

2 土師器 北西 14.8 3 3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、底部部手持ち箆削り。

坪 +11 % 3. 酸化焔軟質

3 土師器 北西 16.2 6 7 1 ．にぶい橙色 2. 粘土粒含む 口唇部横撫で。体部横箆削り後横撫で。

坪 +13 % 3. 酸化焔良好 底部平底状、箆削り。
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゜ L =80.40m 2m 

IVｷ V 基本土層参照

l 暗褐色土 As-B を多絨に含む

2 II 焼土、砂粒を含む

3 II 焼土塊を多く含む

4 II 黄褐色土粒を多く含む

14号住居跡（写真図版30 • 66) 

位置 M-29グリッド 方位 E- 2 ー-S 

規模 東半分は砂利採集により破壊されているが、

僅かに貯蔵穴・竃掘形が残る。南北2.8m、東西2.9m

（復元）また、残っている壁外側に、幅80cm ・深さ

4 cm前後のテラス状の掘り込みある。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径40cm程の円形を呈し、深さ 25cm

の規模を持つ。 土師器甕・須恵器杯・石等出土。

柱穴 テラス状の掘り込みの外側に径30~50cm• 深

さは不統一の小円形のピットがある。

周溝南壁下に径10cm ・深さ 3 cm前後の小ピットが

不規則に並ぶ。

床面 暗褐色土の土を入れ薄く踏み固めている。

掘形北壁側を 5 cm前後高くしている。

遺物 貯蔵穴内のほか、北壁中央寄りからは土錘出

土。また、住居外側で「＊平元宝」・「政和通宝」が

出土した。

竃

東中央部に僅かに焼土・灰の堆積が見られた。

5 褐色土 黄褐色土塊を多鼠に含む

6 黄褐色土黄褐色土塊

7 茶褐色土焼土、灰の純層

8 褐色土 炭粒少量含む

第89図 14号住居跡実測図
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第90図 14号住居跡出土遺物実測図

14号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土製品 北壁下 3.35 8 7 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 棒状工具巻き付け。

土 錘 完形 3. 酸化焔

2 須恵器 中央 15 5 5 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 輔櫨整形、観轄目明瞭、口唇部外反、

椀 +ll ｽ 粒含む 3. 酸化焔軟質 底部高台貼付痕。

3 須恵器 貯蔵穴内 14.4 6 3 5.3 1.灰白色 2. 細砂小礫含む 櫨櫨整形、体部内湾、底部肥厚、高台貼付、断面直

椀 -19 % 3. 還元焔軟質 角三角形、外面横撫で。

4 土師器 貯蔵穴内 18 1.橙色 2. 粘土細砂粒含む 口縁部弱いコの字、胴上部横方向箆削り。

甕 +2 % 3. 酸化焔軟質

5 土師器 貯蔵穴内 12 2 1.にぶい赤褐色 2. 精選僅 口縁部～頸部横撫で、口唇部横撫で、直立。

甕 -4 ｽ か細砂含む 3. 酸化焙良好 胴部上半横方向箆削り。
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IVｷ V 基本土層参照

1 暗褐色土 As-B 少量含む。

2 II 焼土粒を多く含む、黄褐色土塊

3 褐色土 暗褐色土と黄褐色土の混土

4 褐色土 粘性が強くかたくしまっている。

C' 

゜ 2m 

第91図 15号住居跡実測図
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15号住居跡（写真図版30 • 66) 

位置 M-31グリッド

規模 東％は砂利採集により破壊されているが、確

認範囲内では南北3.6m•東西2.3m を測り、長方形を

呈する。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅南北90cm ・東西70cm ・深さ 6cmの

規模をもち楕円形を呈する。須恵器杯・土師器杯類

を出土。

柱穴無し 周溝無し

方位 N-86ー -E 

床面 暗褐色土・黄褐色土塊の混土を薄く踏み固め

ている。

掘形北壁中央下に、径60cm ·深さ 28cm程の楕円形

のピットを持つ、長辺90cm ・短辺75cmの土坑を検出

した。また、周囲には20cm前後の小ピットを検出。

遺物 貯蔵穴内のほかに、中央部北と北西隅部にお

いて須恵器杯の完形品が出土した。西壁中央壁際で

鉄製の刀子を出土。

竃

位置 14号住居同様攪乱を受けていたが、焼土・灰

の堆積が残っている部分がある。位置は西壁中央部

と対称する位置にあり、燃焼部火床面と考えられる。

また、貯蔵穴の位置から判断して、燃焼部は壁外に

構築されたと考えられる。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

一
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A 

A 

壁は垂直に立ち上がり上半部は焼けている。燃焼部

奥壁に石が立て掛けられており、支脚として使用さ

れた石と考えられる。焚口上部両壁に須恵器杯が伏

せた状態で出土した。火床面は、床面より 6 cm程下

がり焚口部前方へ灰面が広がる。

A' 

I~III層基本土層参照

1 暗褐色土炭化物、焼土粒含む

2 II 炭化物、焼土粒塊含む

3 II 黄褐色塊を多く含む

4 II 焼土含む

5 黄褐色土焼土塊、炭粒少鼠含む

6 II 黄褐色土の流れこみ

第93図 16号住居跡実測図
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① 暗褐色土
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焼土粒・炭含む。

土器片多く含む。

三
1 暗褐色土

2 // 

2' 暗褐色土

3 II 

4 茶褐色土

5 黄褐色土

焼土、炭粒少鼠含む

1 層に焼土、黄色粒を多く含む

2 層より焼土・岩粒が少ない

2 層と同層であるが灰を含む

焼土と黄色土の混土

黄褐色土塊の崩落

o

l

 

1

1

 

6

7

8

9

 

褐色土

II 

II 

II 

II 

II 

黄褐色土粒を含む

黄色土粒、炭粒少鯖含む

As-B を多く含む

焼土・炭・黄色土粒を少品含む

黄色土粒を多く含む

黄色土塊を多く含む

第94図 16号住居跡竃実測図
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第 II章上栗須遺跡

15号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 貯蔵穴内 6.0 1.灰黄色 2. 粘土粒粗砂含む 体部下端箆調整。底部高台貼付痕。

椀 床直 % 3. 中性焔軟質

2 須恵器 中央 12 9 5.8 3 95 1.浅黄色 2. 粗砂小石混じり 体部やや内湾、底部回転糸切り。

坪 +7 % 3. 酸化焔軟質

3 須恵器 貯蔵穴内 14 6.2 5.7 1.灰褐色 2. 粘土粒粗砂含 輔鑢整形、口縁部強撫で、口唇部外反、体部輛輯目、

椀 床直 ｽ む 3. 酸化焔軟質 底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

4 須恵器 中央 13. 7 7. 2 4 45 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 輛轄整形、口縁部外反。

椀 +12 % 3. 中性焔軟質 底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

5 須恵器 北西 13.6 7 1 4. 75 1.灰黄色 2. 粗砂片岩含む 輛彗整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で、

椀 +4 完 3. 酸化焔軟質 崩れた台形。口縁部強い撫で。

6 須恵器 貯蔵穴内 15.1 6 6 4.5 1.灰黄色 2. 粗砂含む 帷櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 床直 % 3. 還元焔軟質 口縁部強い撫で、口唇部外反、体部内湾。

7 須恵器 北東 15.2 5.9 1.黄灰色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 床直 完 3. 酸化焔軟質 口唇部外反、表面摩耗。

8 須恵器 北東 14 4 6 8 5.85 1.にぶい橙色粗砂粘土粒含 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 -4.5 完 む 3. 酸化焙軟質 体部内湾、口唇部外反。

, 土師器 中央 13.0 1 ．褐灰色 2. 粗砂粘土粒 口縁部横撫で、口唇部強い撫で、頸部指頭圧痕有り。

甕 床直 ｽ 3. 酸化焔良好 胴上部横、下半縦方向箆削り。

10 須恵器 中央 1.にぶい黄橙色 2. 粗砂小 鍔、断面台形貼付け。

羽 釜 +8.5 小片 石含む 3. 酸化焔良好

11 刀 子 西壁 13.3 1. 2 11 83 g 身部途中欠損、関は峰部にある。鈍角をなす。

+20 

12 刀 子 覆上 13.4 1 26 10. 95 g 身先端、茎先端欠損、関は峰部にある。鈍角をなす。

16号住居跡（写真図版31 • 67 • 68) 

位置 N-31グリッド 方位 W-10°- S 

掘形 竃前から南壁にかけて不正円形状の窪みが掘

られ凹凸が激しい。住居中央では径 lm・深さ 30cmほ

どの床下土坑を確認した。土坑内より甕類出土。規模住居西側調査区外。南北3.2m

壁高 20cm前後 東・北壁垂直に立ち上がる。 南壁

緩く立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅、規模は60 X 70cm ・深さ 8 cm を測る。

柱穴貯蔵穴北側に接し径30cm ・深さ 14cmのピット

東壁中央やや南寄りに径40cm ・深さ 47cmのピットが

検出したが、柱穴と断定はできない。

周溝無し

床面 北から南にかけて緩い傾斜を持つ。富前は固

く締まり、焼土や灰の混土が見られる。

80 

遺物 南東隅付近では台付甕の底部出土。竃内には

土師器甕の破片が多く出土。住居中央やや北よりに

羽釜出土。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅40cm

煙道部長さ 40cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 斜めに立ち上がる。

構築 燃焼部は住居外にあり袖は持たない。燃焼部
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第 II章上栗須遺跡

16号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 貯蔵穴 12.2 6.3 3.3 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

皿 -1 3. 酸化焔

2 須恵器 覆土 6.0 5.7 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 3. 酸化焔 腰部丸味もつ。底部切り離し痕不明。

3 須恵器 南東 7.5 6.8 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒粘 輔轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 床直 土粒含む 3. 還元焔 内外面撫で、底部回転糸きり。

4 須恵器 貯蔵穴内 13.8 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部外反、底部欠損。

椀 -3 3. 還元焔軟質

5 須恵器 窟内 13 3 6 5 4.8 1.にぶい橙色粘土粒混じり 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 -8 3. 酸化焔 口縁部僅かに外反、体部直線的に開く。

6 須恵器 貯蔵穴内 12 8 6 5 5.5 1.灰褐色 2. 粘土粒混じり小 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 +4 石含む 3. 還元焔 器形歪む。

7 須恵器 窟袖部 11.9 5.6 4.1 1.にぶい橙色 2 砂粒混じり粘 帷櫨整形、口縁部外反、腰部絞り込まれる。底部回

坪 -8 上粒 3. 酸化焔 転糸切り、内面同心円。

8 須恵器 貯蔵穴内 14 6 6.8 5.4 1.灰褐色 2. 砂粒粘土 鞘櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

椀 -1 3. 還元焔 口唇部外反、断面三角形、器形歪む。

9 土師器 窟煙道部 18 0 1.にぶい赤褐色 2. 砂粘土 コの字口縁の崩れ、口唇部横撫で直立、頸部横撫で

甕 +2 % 粒含む 3. 酸化焔硬質 胴部上半横方向箆削り、下半斜方向箆削り。

10 須恵器 中央 21.0 1.橙色 2. 砂粒含む 最大径を鍔に持つ、口縁部内湾、口唇部内傾横撫で

羽 釜 -5 3. 酸化焔 胴上半回転横撫で、下半縦方向箆削り。

11 円 礫 覆土 3.6 3.3 3 0 49 5 g 粗粒安山岩

12 土師器 中央 18.0 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口唇部横撫で、やや内傾、口縁部直立気味に外反

甕 +12 む 3. 酸化焔硬質 頸部弱く括れ横撫で、胴上半部横方向箆削り。

13 土師器 貯蔵穴内 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 胴下縦方向箆削り、内面横撫で、底部箆撫で。

台付甕 底部のみ 3. 酸化焔硬質

14 土師器 貯蔵穴内 1. にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 胴下半部縦方向箆削り、接合部横撫で、内面箆撫で、

台付甕 底部のみ む 3. 酸化焔 横方向撫で。

15 礫 貯蔵穴 14 3 10.4 5.2 975_9g 粗粒安山岩

16 礫 貯蔵穴 15 5 14 5 4.1 1, 045. 0 g デイサイト
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第96図 17号住居跡実測図

17号住居跡（写真図版31 • 68 • 69) 

位置 L-43 • 44グリッド 方位 N-70"- E 

規模住居西側調査区外。南北5.9m

重複 23号住居を切っている。 20号住居近接。

壁高 58cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅やや西よりに、 1 mX0.9mの上端方

形の掘形を持つ落ち込みがある。内部には、 40X50

cm ・深さ 26cmの規模をもつピットがある。

柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土に黄褐色土塊•砂利を含む。竃前で

は、焼土・灰を含み固く締まる。

掘形南壁下に幅80cm ・深さ 12~15cm程の規模で壁

に沿って溝状に掘り込みがある。

遺物 南壁下では須恵器浅鉢・土師器杯等出土。竃

内や貯蔵穴内では土師器杯・甕類出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 90cm ・幅60cm

煙道部長さ lm ・幅25cm 煙り出し部 一辺20cmの方

形状を呈し、 30cm程垂直に掘り込まれている。

煙道部への立ち上がり 25cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は住居外にあり、袖を持つ。燃焼部内

は長方形に掘られ、壁は垂直に立ち上がる。壁面は、

焚口から煙道に向かい斜方向に焼けている。掘形底

面は、床面より 30cm程深く掘り込まれ、焼土・灰の

堆積が見られ焚口前方60cmまで伸びる。火床面は、

床面より数cm低く灰の堆積見られる。袖は住居内に

作られ、両袖前方部には角礫が埋め込まれている。
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暗褐色土 焼土・炭粒を多く含む

黄褐色土黄褐色土

II 黄褐色土塊と砂粒の混土

褐色土 砂粒を多く含む

暗褐色土

II 

II 

茶褐色土

暗褐色土

黄褐色土

茶褐色土

灰褐色土

暗褐色土

砂粒、焼土粒、炭含む

砂、少量含む

焼土・炭・灰多く含む

焼土・炭・灰の混土

砂質土

焼土層（天井部）

灰層

焼土・炭粒少量含む

第97図 17号住居跡鼈実測図

口

1

2

3

4

5

6

7

8

9

 

こ

"'I 

＼
ー

\ ヽ

I
 

゜ L =80.90m lm 

10 暗褐色土

11 II 

12 11 

13 II 

14 褐色土

15 II 

16 暗褐色土

17 茶褐色土

18 褐色土

砂粒塊

焼土塊、灰を多く含む

焼土・炭粒を多く含む

黄土色粒を多く含む

焼土粒含み、堅くしまる

焼土・炭粒少量含む

灰層

焼土多蘭含む

焼土塊が少ない
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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17号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 11. 4 3.4 1.灰褐色底部黒色 2. 黒色粒 口縁部横撫で、底部箆削り、体部無調整。

坪 -14 完形 含む 3. 酸化焔良好 内面撫で指頭圧痕有り。

2 土師器 貯蔵穴内 12 2 3.2 1.明黄褐色 2. 黒色細砂粒含 口縁部横撫で、底部箆削り、内面撫で、中央部窪む。

坪 +17 完形 む 3. 酸化焔良好

3 土師器 南東 12.4 3.5 1.橙色底部黒色 2. 黒色細 口縁部横撫で、底部箆削り、内面撫で、中央部窪む。

坪 床直 完形 砂粒含む 3. 酸化焔良好

4 土師器 北東隅 12.2 3.4 1.明黄褐色 2. 黒色細砂粒含 口唇部横撫で、底部箆削り、内面撫で、中央部窪む。

坪 -13 ｽ む 3. 酸化焙良好

5 土師器 南東 12.1 3.5 1. 橙色 2. 黒色細砂粒僅に含 口唇部横撫で、体部、指押えによる圧痕あり。

坪 +17 完形 む 3. 酸化焔良好 底部箆削り、内面撫で、底部中央部窪む。

6 土師器 南東 12.0 3. 7 1 ．にぶい褐色 2. 黒色細砂粒 口縁部横撫で、底部箆削り、内面撫で指頭圧痕有り。

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 土師器 貯蔵穴付 14.9 3.3 1.にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部横撫で、体部～底部手持ち箆削り。

坪 近＋5 完形 含む 3. 酸化焔良好 内面撫で。

8 土師器 南壁 11. 4 3.7 1.にぶい橙色底部黒色 口縁部横撫で、底部箆削り、内面撫で。

坪 -5 完形 3. 酸化焔やや軟質

, 土師器 覆土 11. 8 3.3 1.橙色 2. 黒色細砂粘土粒含 口唇部横撫で、体部～底部箆削り、内面撫で。

坪 ｽ む 3. 酸化焔良好

10 土師器 覆土 14.1 3 7 1.にぶい橙色 2 ．黒色細砂粒 口縁部撫で、底部箆削り、一部指頭圧痕未調整。

坪 ｽ 含む 3. 酸化焔良好 内面撫で、指頭圧痕有り、底部窪む。

11 土師器 貯蔵穴内 19.0 1.橙色 2. 黒色細砂粒含む 口縁部横撫で、体部～底部箆削り、内面撫で。

坪 -3 % 3. 酸化焔良好

12 土師器 覆土 9.0 1 ．にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部直立、胴部手づくね。口縁部横撫で。

甕 % 含む 3. 酸化焔、良好 内面撫で。

13 土師器 中央 12.4 12.3 1.橙色 2. 細砂粘土粒 口縁部外反、胴部中位で大きく膨らむ、脚部欠損。

台付甕 床直 ほぼ完 3. 酸化焔 口縁部横撫で、胴上部横箆削り、中～下位斜箆削り。

14 土師器 南壁寄り 19.8 6.5 1.にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部横撫で、体部箆削り、内面撫で。

坪 -4 % 含む 3. 酸化焔良好

15 士~師器 南東 19.0 8.3 1.にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部横撫で、体部～底部箆削り、内面撫で。

坪 床直 完形 含む 3. 酸化焔

16 須恵器 覆土 17.0 2.9 5.8 1. 灰白色 2. 細砂粒含む 鞘櫨使用、環状摘み、中央突起貼付け。頂部回転

蓋 3. 還元焙良好 箆削り、肩部丸味持つ。内面カエリを持つ。

17 須恵器 覆土 15.0 - (2.3) 1 ．灰色 内面白色 2. 白色細 輔櫨使用。口縁部内側に折り、口唇部を外側に折り

蓋 粒黒色細粒 3. 還元焙硬質 返し、段を付ける。頂部回転箆削り。内面ほぼ水平。

18 須恵器 掘形 13 4 8 7 2.1 1.褐灰色 2. 白色粒細砂含 環状摘み、貼付中央部突起あり。回転箆削り、小さ

蓋 ほぽ完形 む 3. 還元焔緻密 な摘み出しのカエリを持つ。

19 須恵器 覆土 19.0 2.1 1.灰色 2. 精選 輛轄使用。頂部回転箆削り、肩部丸味を持つ。

蓋 ほぽ完形 3. 還元焔緻密 内面カエリを持つ。

20 土師器 南東 7.5 1.8 1 ．橙色 2. 黒色細砂粒含む 円柱形

-2.5 3. 酸化焔良好

21 須恵器 南 15.7 10.5 9.2 1.灰色 2. 黒色細粒 白色小 輔櫨整形、底部箆削り

鉢 床直 ほぽ完形 石含む 3. 還元焔良好

22 須恵器 竃付近 14 14.3 1.灰色 2. 細砂 白色粒含む 胴部横撫で、胴下端右下り箆削り、底部折り返し後

甑 床直 % 3. 還元焔硬質 箆削り。内面横撫で、下端箆撫で。

23 土師器 覆土 - (10 0) - 1. 橙色 2. 細砂粒含む 底部箆削り、端部外面に開く、下端縦方向箆削り。

甕 底部 3. 酸化焔良好

24 土師器 竃内 23.2 24.6 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部緩く外反、胴部僅かに膨らむち長胴。

甕 床直 ｽ 3. 酸化焔 頸部付近横箆削り、胴上部斜方向箆削り。

25 土師器 竃内 22 22 1.橙色 2. 黒色細粒細砂粒 口縁部外反、胴部上位で僅かに膨らむ。口縁部横撫

甕 -1 ｽ 含む 3 酸化焔良好 で、頸部横方向箆削り。胴上部斜方向箆削り。

26 鉄 器 覆土 3.0 3 0 0.4 11_53g 鍬形状を呈する。
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第 II章上栗須遺跡
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18号住居跡（写真図版32 • 69 • 70) 
m̀ |ド

位置 K • L-41グリッド 方位 N-78°-E 

規模東西3.4m 南北3.lm 東西に長い長方形
淫 l

壁高 30cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる。

蔵穴 南東隅に70X60cm・深さ 6cmの長：

~1\11 込みがあるが、 貯蔵穴と断定できない。

柱穴無し 周溝無し

床面 掘形により掘り込まれた壁際や四隅に暗褐色

N I// 土を入れ踏み固めている。住居中央部では薄く暗褐

色土を貼り踏み固めている。

掘形住居中央部は小石混じりの黄褐色土まで掘り

込み平らに仕上げているが、壁際周

礫土まで掘り込んでいる。

遺物 南東隅に須恵器椀類出土。南壁中央下では、

こ0 L=80.90m 

第101図 18号住居跡実測図

20cm前後の円柱状片岩礫が数個と須恵器椀類出土。

住居中央部に表面が平らな40cm程の大礫出土。

竃

2m 位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

`
E
 

`
E
 

b
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c
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□ ①
 て

101図 102図

18号住居平面図

l 暗褐色土小石、炭、焼土粒含む

1' )) 小石多旦に含む

2 褐色土 小石、焼土粒、炭、暗黄土塊含む

3 暗褐色土焼土粒、炭僅かに含む

4 暗褐色土焼土、炭粒少量含む

5 II 礫混じり

竃土層

1 褐色土 As~B 含む

2 II 小石含む

3 黄茶色土 小石・黄色土塊多く含む

4 赤茶色土焼土、カマド天井部崩落

"'I I 
5 暗褐色土焼土、炭、含む、灰混じり

6 II 焼土塊を含む

7 茶褐色土 黄土色土と焼土を多く含む

8 灰褐色土焼土粒と灰を多最に含む

9 赤茶色土焼土塊混じり、炭少量含む

Q L =80.90m 

貯蔵穴

①灰褐色土 焼土粒・小石僅かに含む

② II 焼土粒・小石・炭含む

lm ③ )) 焼土粒・小石僅かに含む

第102図 18号住居跡鼈実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

深さ 40cm 煙道部長さ 35cm ・幅18cm は、燃焼部埋没土の状況から黄褐色土に暗褐色土を

煙道部への立ち上がり 18cm

構築

垂直に立ち上がる。

燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。掘形は

長方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。壁面は、焚

口から煙道部にかけて斜方向に焼けている。天井部

混ぜ構築したと考えられる。火床面は、床面より僅

かに低い。遺物は土師器甕や須恵器の椀等出土して

いる。
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第103因 18号住居跡出土遺物実測因（1)
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第 II 章 上栗須遺跡
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第104図 18号住居跡出土遺物実測図（2)

18号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 13.0 6.8 3.6 l ．浅黄色 2. 砂粒含む 輛轄整形、底部回転糸切り後撫で。口唇部外反。

坪 % 3. 酸化焔

2 須恵器 南西 13.5 6.5 4.4 1.灰白色 2. 砂粒小石含む 鞘櫨整形、底部右回転糸切り、肥厚。口縁部撫で。

坪 床直 % 3. 中性焔軟質

3 須恵器 竃内 15.4 6 5 1.灰白色 2. 砂粒粘土粒含 輔轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け

椀 +2 % む 3. 還元焙良質 口縁部僅かに外反。

4 須恵器 南東覆土 14.5 6 8 4.9 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 輔轄整形、底部右回転糸切り後、高台部貼り付け撫

椀 ｽ む 3. 中性焔軟質 で

5 須恵器 貯蔵穴内 14.8 6.6 5.2 1.灰白色 2. 細砂粒小石、 鞘櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

椀 床直 ほぼ完形 粘土粒含む 3. 中性焙軟質 表面摩耗。

6 須恵器 覆土 14.0 6 9 4 5 1.浅黄色 2. 砂粒含む。 輔轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で。

椀 ｽ 3. 中性焔軟質 表面摩耗。

7 須恵器 北東 15.1 6.0 4.8 l. iこぶい黄橙色 2. 砂粒粘 輔轄整形、底部右回転糸切り、中央盛り上がる。

坪 +ll % 土粒含む 3. 中性焔軟質 ロ縁部～体部直線的に開く。

8 須恵器 南東 12.9 6.5 3.8 l. iこぶい黄橙色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り。内面同心円状に中央窪

坪 +3 % 3. 中性焔軟質 む。

, 須恵器 南西 13.7 7.3 3 1.灰白色 2. 砂粒僅かに含む 鞘櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

皿 床直 % 3. 還元焙良質 口縁部外反。

10 須恵器 貯蔵穴内 13.7 6.9 5 2 1.灰色 2. 砂粒含む 輛櫨整形、底部左転糸切り後、高台部貼り付け雑

椀 +2 ｽ 3. 還元焔良質 口唇部僅かに外反。

11 須恵器 貯蔵穴内 14.0 6 6 5 7 1.灰黒、上部赤褐色 2. 砂粒 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

椀 -7 完形 小石僅か含む 3. 中性焔 内面同心円。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

12 須恵器 貯蔵穴内 15.0 7.8 6.0 1.灰白色 2. 砂粒含む

椀 -10 % 3. 還元焔

13 須恵器 貯蔵穴内 13 0 6.8 5.8 1 ．褐灰色 2. 砂粒粘土粒小

枕 -7 % 石含む 3. 還元烙良好

14 須恵器 南東 15.0 6 7 5.5 1.褐灰色 2. 細砂粒粘土粒

椀 +2 ｽ 含む 3. 還元焔軟質

15 須恵器 中央 7.0 1.灰白色 2. 砂粒粘土粒含

坪 +19 ｽ む 3. 還元焔

16 土師器 窟内 21.8 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む

甕 +5 破片 3. 酸化焔良好

17 土師器 覆土 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む

甕 破片 3. 酸化焔良好

18 土師器 鼈内 3 0 1.明褐灰色 2. 細砂粒、粘土

甕 -1 % 粒含む 3. 酸化焔良好

19 土師器 覆土 1 ．橙色 2. 砂粒混じり

台付甕 脚部％ 3. 酸化焔良好

20 砥 石 南東 11.2 7.0 6.5 555.3 g 

21 鉄 滓 覆土 260 g 

22 礫 南東 17.6 6.5 6.0 1,083.0 g 

19号住居跡（写真図版32 • 70) 

位置 L-41グリッド 方位 N-81°― E

規模住居西側調査区外。南北方向2.8m

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土に黄色土粒の混土を平らに踏み固め

ている。

掘形 竃前から中央にかけて不正円形に掘り込みが

見られる。全体に南に傾斜している。

遺物 南壁際中央で須恵器のカエリを持つ蓋が逆位

で出土している。

I~III層基本土層参照

1 暗褐色土 砂粒、黄上色粒を含む

2 褐色土 黄褐色土多量に含む

3 

4 暗褐色土 黄褐色土粒少星含む

5 褐色土 砂粒を全体に多く含む

6 II 黄褐色土塊を含む

7 II 暗褐色土に黄色土粒含む

ヽ

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

整形 調整の特徴

輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

内面同心円。

鞘轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

口唇部外反、ハの字に開き、接地部平坦やや上方

輔櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

鞘櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

コの字状口縁、内外面横撫で、体部横方向箆削り、

指頭圧痕有り。

胴部斜方向箆削り、器壁極薄。

胴下半縦方向箆削り、内面箆撫で、器壁極薄、

底部箆削り、内面突底。

横撫で。

砂岩。

粗粒安山岩。

゜ 叫

A' 

3 7 
0 L=80.90m 2m 

第105図 19号住居跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

竃

位置東壁中央南より

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 60cm 煙道部長さ 40cm ・幅 7 cm 

煙道部への立ち上がり 40cm 垂直方向より僅かに傾

いて立ち上がる。

構築燃焼部は壁を掘り込み、中心は壁の延長線上

にある。袖はない。壁面は垂直に立ち上がる。火床

面は床面と同レベルである。焚口部前には灰の掻き

出しにより、床面より 10cm程低く窪み灰層の堆積が

見られる。

` o I ｀吋

"'I 叫

b b' 

゜
L =80 90m 

1 褐色土

2 II 

3 暗黄褐色土

4 黄土色土
4 ／ヽ—-＝ネ10

第106図 19号住居跡竃実測図
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第107図 19号住居跡出土遺物実測図
小石混じり、僅かに焼土粒含む 7 暗褐色土 焼土、灰混じり

黄土色粘土粒多く含む 8 黒褐色土 黄土色塊混じり

黄褐色土塊主体、褐色土混じる 9 黄土色粘質土

黄土色土主体 10 黒灰色土 灰層

5 赤茶色土 焼土 11 黄土色土 黄土色土塊、砂の混合

6 暗黄土色土黄土色の小石含む 12 灰褐色土 灰、焼土、炭粒の混土

19号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 12.6 7 3 9 1. 褐灰色 2 砂粒含む 輔轄整形、底部回転糸切り。

坪 3. 還元焔軟質

2 須恵器 南西 17.3 5 3.3 1.灰白色 2. 砂粒含む リング状摘み、頂部回転箆削り。

蓋 -6 ほぽ完形 3. 還元焔硬質 内面カエリを持つ。

3 土師器 覆土 6.9 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。肩部が張り、体部箆削り。

宰— 烙 3. 酸化焔

4 軽 石 南西 6.4 6.8 4. 0 126 4 g 角閃石安山岩
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20号住居跡（写真図版33 • 71 • 72) 

位置 K • L-42グリッド 方位 N-77°- E 

重複 21号住居を切る

規模北壁3.2m 南壁3.8m 東西4.2m

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅長軸80cm ・深さ 40cmの規模をもつ

楕円形を呈する。

柱穴 無し 周溝無し

床面砂礫混じりの暗褐色土を踏み固めている。

掘形黄褐色の砂礫層が露出している。南壁下に 1

mX60cm・深さ 4 cm程の長方形の掘り込みがある。ま

た、住居北東Xが深さ 10cm程の三角形に掘り込まれ

ている。

遺物 貯蔵穴内から土師器の坪・甕片出土。北壁中

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

央下などから須恵器坪出土。

竃

位置東壁中央やや南より

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 90cm ・幅60cm • 

深さ 60cm 煙道部長さ lm ・幅25cm 斜めに伸びる。

煙道部への立ち上がり 20cm

構築燃焼部は壁の延長線上にあり、 30cm程の袖を

持つ。掘形は長方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。

火床面は、床面より数cm下がりレンズ状に掘られ、

10cm程の灰の堆積が見られる。煙道部から煙り出し

部にかけて、土師器甕の胴部破片が横位に並べられ

上に瓦が伏せられて出土した。また、煙り出し部の

脇に30cm大の石がおかれていた。

ヽ

21号住居

心14

4
 

3
 

3 応 10

G 

゜

沿
◇

1 暗褐色土小石多量に含む

2 暗褐色土 II 

2' 暗褐色土小石・炭・土器片

含む。

3 暗褐色土小石・土器片を含

む。

4 暗褐色土焼土粒含む。

5 暗褐色土小石・炭・焼土粒

含む。

6 赤茶色土焼土塊・灰混じり。

7 赤茶色土焼土・灰の混土。

8 暗褐色土焼土・炭含む。

9 暗褐色上小石炭焼土含

む、灰混じり

10 暗褐色土焼土塊を多鼠に

含む。

11 暗褐色土小石を含む。

<i:I 

B
 

B
 

/ 

ロニロニニ口 〇 L =81.00m 2m 

第108図 20号住居跡実測図
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I 
こ／

/ 

日

23 

24 

゜ 24 10cm 
23 20cm 

第112図 20号住居跡出土遺物実測図（3)

20号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 掘形 1.にぶい橙色 2. 細砂粒粘 口縁部横撫で折り返し。体部内面撫で。

坪 破片 土粒含む 3. 酸化焔 鋭利な物による線刻。外面箆削り。

2 須恵器 掘形 13 6 7 2.6 3. にぶい黄橙色 2. 砂粒粘 輔櫨整形、高台部貼り付け、積ね焼きの痕跡見られ

皿 ｽ 土粒含む 3. 中性焔軟好 る。

3 須恵器 北西 12. 8 5.6 3.9 l ．浅黄色 2. 砂粒粘土小石 輔輯整形、底部切り離し不明。表面摩耗。

坪 +14 ほぽ完形 含む 3. 中性焔軟質

4 須恵器 竃内 12 6 5.6 2.4 1.浅黄色 2. 砂粒混じり 小石 輛轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

坪 床直 % 僅かに含む 3. 中性焔軟質

5 須恵器 貯蔵穴内 13 1.にぶい赤褐色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り、高台部貼り付け撫で、

椀 +2 % 3. 酸化焔硬質 内面同心円。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

6 須恵器 貯蔵穴内 13.2 6 3.9 1.褐灰色 2. 砂粒小石含む 輔轄整形、底部回転糸切り。

坪 +2 % 3. 還元焔硬質

7 須恵器 北西 14 8 8 4.4 1. 浅黄色 2. 砂粒含む 輔轄整形、切り離し技法不明、高台部貼り付け痕見

椀 +14 ｽ 3. 中性焔軟質 れる。

8 須恵器 貯蔵穴内 14 5 6.8 5 1.灰褐色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形、底部回転糸切り、高台部貼り付け撫で

椀 床直 完形 3. 中性焔良質 鋭角に開く。

, 須恵器 北西 14.6 6.5 5.1 1.灰褐色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り、高台部貼り付け撫で

椀 床直 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 墨書「氏」

10 須恵器 北西 12.8 5.4 3.81 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 輔轄整形、底部回転糸切り、紐巻き上げ痕見られる

坪 床直 ｽ 3. 中性焙軟質

11 須恵器 窪内 13.0 6.5 4 1.黒色 2. 砂粒小石含む 輔轄整形、底部回転糸切り。

坪 床直 完形 3. 還元焙硬質

12 須恵器 北東 12.5 6 4 1.褐灰色 2. 砂粒含む 睦轄整形、底部右回転糸切り。口縁部外反させ、

坪 床直 ｽ 3. 還元焔硬質 口唇部内傾。

13 須恵器 北西 13.8 7.0 5 1 1.にぶい褐色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

椀 +3 ほぼ完形 3. 中性焙良質 内面中央窪み、平坦面作る。

14 須恵器 窟内 18 7 8.2 7.2 1. 灰褐色 2. 砂粒混じり 輔轄整形、底部回転糸切り後、高台部貼り付け撫で

椀 +2 ほぼ完形 3. 中性焔良質 内外面強い撫で、接地部分も撫でによる。

15 土師器 貯蔵穴内 9 4 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、肥厚。頸部下端段有り。

甕 床直 % 3. 酸化焔やや軟質

16 土師器 貯蔵穴内 11.8 l ．にぶい赤褐色 2 ．細砂粒粘 口縁短く外反、頸部指頭圧痕有り、頸部との境段を

甕 +5 % 土粒含む 3. 酸化焙良好 持つ。胴部上半横方向、下半斜方向箆削り。

17 土師器 窟内 14 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒僅 コの字口縁、口唇部横撫で直立、頸部上下強い横撫

甕 床直 % かに含む 3. 酸化焔良好 で、区画明瞭。胴部上半横方向箆削り。内面撫で

18 土師器 煙道部 19 8 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘土 コの字口縁。口唇部撫で沈線持つ。頸部との境強い

甕 +2 % 粒含む 3. 酸化焔良好 横撫で。下端も強い撫でにより段有す。

19 土師器 北西 18 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅か含 コの字口縁やや崩れる。横撫で。胴上半横斜方向箆

甕 床直 む 3. 酸化焔やや軟質 削り。

20 土師器 煙道部 20.2 1.にぶい橙色 2. 粘土粒、粗 口縁部外反。口唇部外傾。頸部直立、弱いコの字胴

坪 +12 % 砂含む 3. 酸化焔 部上半横斜方向箆削り。下半縦方向箆削り。

21 宇 瓦 煙道部 5 3 1.褐灰色 2. 雲母 白色粒含 押引き、五重弧文（簾状文）段顎形式

+6 中位破片 む 3. 還元焔硬質

22 女 瓦 煙道部 1.明赤褐色 2. 雲母 白色粒 凸面撫で整形と考えられる。凹面布目。

床直 含む 3. 還元焙

23 女 瓦 寛内 1.8 1.明灰褐色 2. 雲母 白色粒 凸面撫で幣形と考えられるが風化著しく不明模骨痕

含む 3. 還元焙 8 条を認める。 1 枚作りか？

24 鎌 北西＋ 5 22.0 3.9 0.3 101.7g 先端部欠損。基端部折り返される。

97 



第 II章上栗須遺跡

21号住居跡（写真図版33 • 72 • 73) 

位置 K-41 • 42グリッド 方位 N-73°- E 

重複 20号住居に北壁を残し、西半分を切られる。

規模南北4.4m 東壁竃南側から南隅まで40cm程

掘り残されている。

壁高 40cm前後緩く立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径90cm・深さ 15cm程の円形を呈す。

柱穴無し 周溝無し

床面 中央部が盛り上がる。暗褐色土混じりの黄褐

色土を踏み固めている。

掘形各隅寄りが掘り込まれ、中央部が盛り上がる。

竃左袖前に径80cm程の土坑を検出した。

遺物貯蔵穴内から土師器甕・須恵器坪出土。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き60cm ・幅50cm • 

深さ 55cm 煙道部長さ 1.2m ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 30cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は壁を僅かに掘り込み、掘り残しの袖

を持つ。掘形は長方形を呈し、壁は垂直に立ち上が

る。火床面は、床面より 20cm程下がり、レンズ状に

数cmの灰層の堆積が見られる。また、灰層の下に灰・

焼土・黄褐色塊の混土層が堆積している。遺物は、

土師器甕片を主体に小型甕や須恵器坪出土。

ヽ

20号住居

A 
叫 A' 叫

4 3 

1 灰褐色土小石を多く含む。

2 II 小石・焼土粒・炭僅かに含む。

3 暗褐色土黄色土粒少量含む。

4 黄褐色土焼土粒を含む。

第113図 21号住居跡実測図

叫

゜ L =80.90m 2m 
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21号住居竃

l 灰褐色土小石・焼土粒含む

2 // 

3 1/ 小石混じり、焼土・炭含む。

3' 暗褐色土焼土粒・小石僅かに含む。

4 暗褐色土黄土色・粘土塊混じり。

5 黒褐色土焼土・炭混じりの灰層。

5' 黒褐色土焼土・炭混じりの灰層。黄土色塊含む。

6 灰茶色土焼土粒。

゜ L =80.90m lm 

21号住貯蔵穴

①暗褐色土小石を多く含む

②暗黄色土 黄土色土塊、小石混じり

③ 灰褐色土 炭・焼土粒僅かに含む

④暗褐色土 黄土色土粒僅かに含む

第114図 21号住居跡鼈実測図

□ - 1 ロロニ
\ \ 

4
 

ニ—-
三 ;(5

ロ

10cm 

第115図 21号住居跡出土遺物実測図（1)
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第116図 21号住居跡出土遺物実測図（2)
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21号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃内 13.4 4.1 6. 7 1.灰白色 2. 砂粒含む 鞘轄整形、底部糸切り。

坪 床直 % 3. 還元焔硬質 内面重ね焼痕見られる。

2 須恵器 竃内 12. 7 7.1 3. 7 l ．灰黄色 2. 精選 輛轄整形、底部回転糸切り。

坪 床直 ほぽ完形 3. 還元焔硬質

3 須恵器 貯蔵穴内 12 5.5 3.6 1.黒色 2. 細砂粒含む 漉櫨整形、底部回転糸切り。口縁部横撫で、口唇部

坪 +16 完形 3. 還元焙硬質 内面折り返し。

4 須恵器 掘形 7.0 5 1 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、底部回転糸切り、高台部貼り付け。

椀 +3 % 3. 酸化焙良好 高台部横撫で。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 須恵器 南東 13.4 7.2 5.7 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、高台部貼付け、横撫で。

椀 床直 ｽ 3. 還元焙硬質

6 土師器 竃内 11. 3 1 5. 4 1.橙色 2. 細砂粒含む コの字口縁、口縁部～頸部横撫で。

台付甕 +3 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 肩部持つ、内面下位箆撫で。

7 土師器 貯蔵穴内 15. 9 8.5 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘土粒 コの字口縁、胴上半部斜方向箆削り。

甕 +17 ｽ 含む 3. 酸化焔良好 内面撫で。

8 土師器 掘形 14.2 9 0 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む コの字口縁、口唇部横撫で、直立気味。

甕 % 3. 酸化焔良好 頸部～胴上部段あり、胴上部斜方向箆削り。

, 土師器 窟内 22.0 6.8 1.明赤褐色 2. 砂粒含む コの字口縁、胴部開く、口唇部横撫で。

甕 +3 % 3. 酸化焙良好 頸部上・下端やや強い横撫で、胴部横方向。

10 土師器 竃内 4.6 5.8 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 胴上部縦方向箆削り、内面箆撫で。

甕 +20 煤付着％ む 3. 酸化焙良好 底部箆削り。

11 土師器 竃内 18.9 15.8 1 ．橙色 2. 細砂粒含む コの字口縁、頸部下端強い撫で。

甕 +13 % 3. 還元焔硬質 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り。

12 土師器 貯蔵穴内 19 5 20.9 1 ．橙色 2. 細砂粒含む コの字口縁、やや崩れる、胴上部斜方向箆削り。

甕 +16 底部欠損 3. 酸化焙良好 頸部両端やや強い撫で、肩部見られる。

13 土師器 竃内 5.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 胴部下半部、縦箆削り、底部小さく不安定箆削り。

甕 +3 ｽ 3. 酸化焔良好

14 砥 石 北東 9.7 5.0 2.0 194.rn 流紋岩砥沢？

15 砥 石 覆土 2.9 3.0 2.s 44 og 流紋岩砥沢？

22号住居跡（写真図版34 • 73) 竃

位置 K-38グリッド 方位 N-76°-E 位置東壁中央やや南より

重複 5 号溝に切られている。

規模東西2.9m 南北3.4m長方形を呈す

壁高 14cm前後

貯蔵穴南東隅 70X70cmの方形を呈す。

柱穴無し

周溝上端 6 cm ・深さ 4 cmの掘形を持ち、溝に切ら

れた壁以外は各壁下に巡る。

床面 掘形面の黄褐色土を踏み固めている。

掘形 全体に平。住居西側に径 lmの土坑を検出。

遺物須恵器坪出土。

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅50cm • 

深さ 10cm 煙道部長さ 8cm ・幅10cm

煙道部への立ち上がり 緩い傾斜を持ち移行する。

構築燃焼部は僅かに壁を掘り込み、地山掘り残し

の袖を持つ。壁は垂直に立ち上がる。火床面は、床

面より 5 cm程低く、焼土・灰の堆積見られる。
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暗褐色土

II 

黄褐色土

暗褐色土

黒褐色土

ul 

叫

As-B を多量に含む。 5 号溝覆土。
黄色土粒・塊と焼土・炭粒を含む。

黄褐色土塊を多量に含む。

黄褐色塊含む。
゜ L =80. 70m 2m 

第117図 22号住居跡実測図
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口
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a, 

①
 

..ol 

1 暗褐色土

2 黄褐色土

3 茶褐色土

4 II 

5 暗褐色土

貯蔵穴土層

① 黄褐色土塊

② 暗褐色土・黄褐色土粒含む。

③ 褐色土

黄褐色土粒・炭粒を少鼠含む。

焼土・灰の混土。

II ・炭・灰を多く含む。

リが少ない。

゜ L =80.70m lm 

第118図 22号住居跡竃実測図

：ロニロ ニ: -3  

゜ 10cm 

第119図 22号住居跡出土遺物実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

22号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北西 13.2 5.6 2.6 1.黄橙色 2. 砂粘土粒含む 輔轄整形、表面摩耗、高台部貼付け、横撫で。

皿 床直 完形 3. 酸化焔良好 接地部平坦、底部回転糸切り。

2 須恵器 北西 12. 0 5 4 3.0 1.浅黄色 2. 砂粒含む 漉櫨整形、表面摩耗。

皿 +0.5 完形 3. 酸化焔良好 高台部貼付け、撫で。

3 須恵器 北西 14 6 6. 7 5.2 1.灰色 内面灰黒色 2. 砂粒 鞘櫨整形、高台部貼付け。

椀 -1 完形 小石含む 3. 中性焔軟質

23号住居跡（写真図版34 • 73) 

位置 K • L-43グリッド 方位 N-70°-E

重複 17号住居に西側半分を切られている。

規模南北3.6m

壁高 45cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 砂礫混じりの暗褐色土を踏み固めている。

掘形灰色の地山砂利層まで掘り込む。

遺物 土師器甕・須恵器蓋出土。

竃

位置東壁南寄り 右袖は17号住居に壊されいる。

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 45cm ・幅45cm • 

深さ 52cm 煙道部長さ 55cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 40cm 小さな段をもつ。

構築燃焼部は住居内にあり、暗褐色土の袖を持つ。

燃焼部掘形は箱形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。

壁面は赤茶色に焼けている。火床面は、床面より僅

かに高く、灰層の堆積は見られない。

A
、

B
 

10 

ヽ

1 黄土色土黄土色土塊混じり。

2 灰褐色土小石を多量に含む。

3 褐色土 小石を含む。

I~ \ ［＼蘊）11
4 II 小石・黄土色土を含む。

5 黄土色粘質土

6 暗褐色粘質土

B' 7 II 土、黄土色土塊・小石混じり。

8 灰褐色土砂利層。

7 8 

13 2 13 12 11 

8 
17号住居

竃

9 黄土色土 黄土色土と砂利の混合層。

10 灰色砂利層。

11 灰褐色土砂利混じり。

12 褐色土 小石混じり。

13 II 砂利混じり。

゜ L =81.00m 2m 

第120図 23号住居跡実測図
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— 第121図 23号住居跡竃実測図
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゜ L =80.90m lm 
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暗褐色土 小石混じり。

II 砂利混じり。

灰褐色土 小石・黄土色土塊・焼土粒混じり。

II 砂利層。

黄土色土 焼土粒・塊混じり。

暗褐色粘質土焼土粒・炭僅かに含む。

赤茶色土 焼土層。

灰黄土色土小石混じり。

ーご二＝＝／／ 口

二
¥_==, 

// 

二

＼皇／ \ \ 

1 ~5 10cm 

I I I 1 6 

() 
20cm 

第122図 23号住居跡出土遺物実測図

23号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 13.3 3.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口唇部横撫で、内面内傾撫で。

坪 +2 % 3. 酸化焔良好 平底気味。

2 須恵器 北西 10 4 5.0 3.9 1. 灰白色 2. 砂粒含む 輔轄整形、腰部箆削り、底部箆切り離し。

坪 +11 完形 3. 還元焔硬質
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

3 須恵器 南東 20.9 2 8 4.1 1.灰色 2. 砂粒含む ボタン状摘み貼り付け。

蓋 +5 完形 3. 還元焔硬質 頂部回転糸切り。内面摘まみ出しのカエリもつ。

4 須恵器 北西 18.2 3 5 1. 灰色 2. 砂粒 白色含む 難櫨整形、浅く腰部丸味もつ。

盤 +8 ｽ 3. 還元焔硬質

5 土師器 竃内 - (1.3) 5.7 1.橙色 2. 砂粒含む 手づくね痕明瞭に見られる。

甕 -1 底部のみ 3. 酸化焔良好 外面横方向箆削り、底部箆削り。内面箆撫で。

6 土師器 南東隅 22.5 19.0 1.橙色 2. 砂粒含む 表面摩耗、調整痕不明。

甕 -1 % 3. 酸化焔良好

25号住居跡（写真図版35 • 73 • 74) 

位置J • K-35グリッド 方位N-70°- E 

重複 26号住居に南西隅を切られている。

規模東西3.lm 南北3.5m

壁高 20cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 北東隅 1 mX0.8m ・深さ 24cmの長方形を

した土坑を検出した。また、電左袖前径50cm程の円

形土坑検出。

柱穴 掘形確認時に、住居中央部に径35cm ・深さ 25

cm程のピットを検出した。

周溝無し

床面 暗褐色土と黄褐色土の混土を踏み固める。

掘形 全体にフラットな面に仕上げられている。北

壁下に10cm程の小ピットを検出した。

遺物 北東隅・貯蔵穴内須恵器椀出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅55cm

深さ 28cm 煙道部は削平され不明。

煙道部への立ち上がり 22cm

構築燃焼部は住居外にあり、袖を持たない。壁面

は垂直に立ち上がる。壁面は赤茶色に焼けている。

火床面は、床面と同レベルであるが、火床面より 6

cm程低く灰の堆積がみらる。土師器片多く出土。

\ 

c
 

C' 

\ 
貯蔵穴土層

①暗褐色土暗褐色土に

地山の黄色土粒を含む

②褐色土 黄色土粒．

塊を多員に含む

③暗褐色土暗褐色土に

地山の黄色土粒を含む

゜ L =80.50m 

A
 

叫

A' 

A' 

ー云←一ニーニ：［号住居

叫

叫

1 暗褐色土 AS-B と黄褐色粒を含

む。

2 II 黄褐色土・炭粒を多く

含む。

3 II 焼土塊を多く含む。

4 II 黄色土粒を多く含む。

5 II 黄色塊を多く含む。

6 茶褐色土 黄褐色土に焼土塊を含

む。

第123図 25号住居跡実測図
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II 
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茶褐色土

暗褐色土

明褐色土

黄褐色土

灰褐色土

灰黄褐色土

As-B を多量に含む。

黄色土粒・焼土・炭粒少量含む。

黄色土・焼土・炭化物を多く含む。

焼土塊。

焼土・炭粒少量。

焼土少なく炭粒を多く含む。

焼土含む。

灰・炭・焼土粒の混土。

焼土・灰・炭粒を少量含む。
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第124図 25号住居跡竃と出土遺物実測図

25号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 掘形 13 9 2.5 1.灰色 2. 砂粒含む 端部折り返し。

蓋 % 3. 還元焔硬質

2 須恵器 南東隅 12 8 5 7 3.9 1.灰黄色 2. 砂粒含む 輔輯整形。

坪 +6 ｽ 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り。

3 須恵器 南東隅 14 2 6 8 5 0 1.灰色 2. 砂粒粘土含む 輔櫨整形、高台部貼付け、ハの字に開き横撫で。

椀 +4 ｽ 3. 還元焙軟質 底部右回転糸切り、表面摩耗。

4 須恵器 掘形 13.2 7 5 2 6 1.黄橙色 2. 細砂粒含む 輔轄整形、高台部貼付け。

皿 ほぼ完形 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り。

5 須恵器 南東隅 12 2 5.7 4.0 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。

坪 +4 完形 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り。

6 刀 子 床直 11.6 1.4 6 52 g 関部は峰部のみある。木質部が遺存する。完形

7 鉄 鏃 床直 8.6 4.3 28. 82 g 短径箆被腸扶両丸造三角形式。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

--= ~I 、~I
26号住居跡（写真図版35 • 7 4) 

戸

B
 

B' 

B' 

10 

ロ一二三ーコ□竺巳545号住居
4 

黄色土粒•砂粒を多く含む。

黄色土粒・炭粒少量含む。

黄色土粒・小塊を多く含む。

炭化物を多く含む。

砂粒・焼土・炭粒を含む。

砂粒を少量含む。固く踏み固められている。

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

位置

重複

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

竃

位置

規模

構築

J • K-35 • 36グリッド

25号住居 •45号住居を切っている。

東西3.5m

25cm前後

無し

深さ 25cm

南北2.9m

ほぽ垂直に立ち上がる。

柱穴

暗褐色土に黄褐色土塊を含む土を踏み固めて

いる。

北西・南東両隅は、砂礫層が露出しており、

住居中央部では黄褐色土が露出している。住居中央

部が若干窪むが、全体的にはフラットな面に仕上げ

られている。

竃周辺に須恵器坪・椀、土師器甕片出土。

東壁中央やや南

焚口部幅40cm

無し

方位N-75°- E 

東西に長い長方形。

周溝 無し

燃焼部奥行き 40cm ・幅35cm • 

煙道部は削平され不明。

煙道部への立ち上がり 18cm

燃焼部は住居外にあり、焚口部に地山を掘り

残した袖を使用している。火床面は焚口部より奥壁

に向い徐々に上がる。
゜ L =80.40m 2m 

第125図 26号住居跡実測図
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明黄色土

灰黄色土

灰黄色土

灰褐色土

暗褐色土

砂粒及び粘質土。

焼土塊・灰・炭粒を多拭に含む。

焼上・炭粒が少ない。

焼土・炭粒少贔含む。

砂粒を少量含む。

第126図 26号住居跡鼈実測図
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第127図 26号住居跡出土遺物実測図

26号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北東 12.9 5.0 3 0 1.灰色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部外反、輔櫨整形、表面摩耗。

坪 +14 完形 3. 還元焙軟質 回転糸切り、未調整。

2 須恵器 北東 14 1 5.9 4 7 1.灰色 2. 砂粒粘土粒含む 輔轄整形、高台部貼り付け、表面摩耗。

椀 +3 完形 3. 中性焔軟質 底部回転糸切り。

3 須恵器 窟前 12.5 5.6 3.6 1 ．明黄褐色 2. 粘土粒含む 輔櫨整形、腰部丸味もつ。

坪 +7 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

4 須恵器 北東 13 6 6.2 5.2 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、高台部貼り付け後撫で

椀 +9 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

5 土師器 北東 19.5 7.8 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口唇部横撫で、口縁部～頸部横撫で。

甕 +14 % 3, 霰化焔良好 頸部指頭圧痕有り、胴部上半横方向箆削り。

6 土師器 掘形 19.8 7 3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む コの字口縁、指頭圧痕頸部に見られる。

甕 +2 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 胴部上半横方向箆削り。

7 須恵器 北東 32.6 8 3 1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁端部外反。

甕 +25 口縁部のみ 3. 還元焔硬質 口唇部横撫で、直立。

8 土師器 窟内 20.3 8. 7 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む コの字口縁。

甕 +2 % 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。
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27号住居跡（写真図版36 • 7 4 • 75) 

I • J -49グリッド

第128図 27号住居跡実測図

口
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゜

位置

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

出土状況から廃棄された遺物と考えられる。
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第130図 27号住居跡出土遺物実測図(2)

27号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径·底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 11. 8 6.0 3.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土粒 ロ縁部横撫で、体部指頭圧痕有り。

坪 +5 完形 含む 3. 酸化焙良好 底部平底、手持ち箆削り。

2 土師器 北西隅 12.8 6.0 3.8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部内傾、底部平坦箆削り。

坪 +14 % 3. 酸化焔良好 指頭圧痕有り、内面撫で。

3 須恵器 北西 14.0 4.7 1.紫黒色 2. 細砂粒含む 高台部貼り付け。

坪 +8 % 3. 還元焔良好 底部回転糸切り。

4 須恵器 北東 13.1 3.5 5.5 1. 灰色 2. 細砂粘土粒含む 輔櫨整形、鞘櫨目、口縁部外反。

坪 +9 % 3. 還元焔軟質 底部右糸切り。

5 須恵器 中央東 14.8 4.4 1.にぶい褐色 2 ．細砂粒含む 漉櫨整形、口唇部横撫で、高台部貼り付け痕。

椀 + 1 ｽ 3. 酸化焙軟質 底部回転糸切り。

6 須恵器 北西 13.1 5.8 4.0 1. 灰色 2. 砂粒含む 輔龍整形。

坪 +9 完形 3. 還元焔軟質 底部表面摩耗。

7 須恵器 南東 14.2 4 9 1. 黄橙色 2. 細砂粒含む 輛轄整形、高台部貼り付け痕。

椀 +6 % 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

8 須恵器 北西 14.4 6.2 3.3 1 ．灰黄色 2. 小石含む 難櫨整形、高台部貼り付け、撫で。

皿 +6 % 3. 還元焔硬質 漉龍目、底部回転糸切り。

, 須恵器 西壁中央 12.7 5.2 3.8 1.灰色 2. 砂粒小石含む 輔櫨整形。

坪 +6 ｽ 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、未調整、内面同心円。

10 須恵器 南東 14.4 7 1 5.3 1. 黄灰色 2. 細砂粒含む 輌櫨整形、高台部貼り付け撫で。

椀 +8 % 3. 還元焔硬質 ハの字に開く、底部回転糸切り。

11 灰釉陶器 北西 1 ．灰白色 2. 精選 輔櫨整形、口唇部僅かに外反。

椀 -2 破片 3. 還元焔硬質 灰釉漬け掛け。

12 灰釉陶器 北東 7.2 3.5 1 ．灰白色 2. 精選 重ね焼き痕、内面と接合部に見られる。

椀 +3 底部～下部の％ 3. 還元焔硬質 高台貼り付け、内面横撫で、灰釉漬け掛け。

13 須恵器 北東隅 1.灰色 2. 細砂粒含む 底部内外面 X の線見られる。

椀 底部のみ 3. 還元焙硬質

110 



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

14 須恵器 北東 16 9 1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。
甕 +10 口縁部％ 3. 還元焔硬質

15 土製品 東壁際 3 0 1.8 1.灰褐色 2. 砂粒含む 棒状工具、粘土巻き付け。

土 錘 一部欠損 3. 酸化焔良好

16 土製品 中央 3.0 1.6 1. にぶい褐色 2. 砂粒含む 棒状工具、粘土巻き付け。

土 錘 + 1 完形 3. 酸化焙良好 円筒型。

17 土製品 覆土 4 1.4 1.にぶい褐色 2. 砂粒含む 棒状工具、巻き付け。

土 錘 完形 3. 酸化焙良好

18 刀 子 中央 9.0 1.0 0 3 7 13 g 身先端欠損。関は峰部にあり、直角をなす。

19 刀 子 南壁際 6.6 1.0 0.3 4.13g 関部前後が残る。関は峰部にあり、直角をなす。

20 須恵器 南東 27.4 8.0 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部水平に開く。

甕 -2 口縁部％ 3. 還元焔硬質

28号住居跡（写真図版36 • 75 • 76 • 77 • 78) 

位置 H • I -51グリッド 方位 N-73'-E

重複南壁を44号住居に切られている。

規模東西5.5m 南北3.8m 東西に長い長方形。

壁高 75cm前後壁上半は開き気味になるが、下半

は垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面黄褐色土塊を含んだ褐色土を踏み固めてい

る。竃前は灰・焼土の混土見られ、堅く踏み固めら

れている。

掘形 lm以上の不定形の土坑が多数検出された。

また、その他にも不規則な小ピットが検出された。

遺物 各壁よりに須恵器坪・椀類が、多数出土した。

特に西壁両隅寄りに多く出土した。

竃

位置東壁中央やや南より

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 30cm ・幅32cm • 

深さ 80cm 煙道部長さ l.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 40cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は、住居外にあり袖を持たない。掘形

は箱形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼

土は、焚口部から煙道部に向い斜方向に焼けている。

火床面は、床面より 10cm程下がり、灰の堆積見られ

る。焚口部南壁には、 35cm程の板状礫が立て掛けら

れた状態で出土しており、支脚または竃袖石補強材

と考えられる。煙道部は地山を方形に繰り抜き作ら

れ、煙出し部は垂直に立ち上がる。燃焼部側壁上は

やや掘り込まれ、傾斜を持って緩く立ち上がる。そ

こから須恵器坪出土。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

28号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 10.8 3.0 (2.4) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部指頭圧痕有り。

坪 % 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。内面図形に凹凸あり。

2 土師器 南東 12 3 3.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部内傾に折り曲げ。

坪 +5 % 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、内面撫で、底部平底箆削り。

3 土師器 覆土 11 5 2.8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部無調整。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り。内面撫で。

4 土師器 覆上 12.4 2.9 1.橙色 2. 砂粒含む 底部平底、口縁部横撫で、口唇部折り曲げ。
坪 % 3. 酸化焔良好 内面沈線持つ、体部指頭圧痕有り。

5 土師器 中央 12.1 3.3 1 ．橙色 2. 細砂粒黒色細砂粒 口縁部横撫で、体部指押さえ、底部平底。

坪 + 14 ｽ 含む 3. 酸化焔軟質 箆削り、内面紐造り痕凹凸あり。

6 土師器 覆土 12.3 - (2.9) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部内湾、沈線見られる。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部手づくね、底部箆削り。

7 土師器 南西隅 11.2 2 9 1.橙色 2. 砂粒含む。 口縁部横撫で、底部平底箆削り。

坪 +15 % 3. 酸化焙良好 内面撫で。

8 土師器 南西隅 12. 9 3.1 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部、口唇部撫でによりゆるい段あり。

坪 +6 3. 酸化焔良好 口唇部僅かに内傾、体部指押さえ。

9 土師器 覆土 12.5 - (3 3) 1.橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で、口唇部僅かに内傾。内面沈線巡る。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部無調整、底部平底手持ち箆削り。

10 土師器 北西 11. 9 2.9 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部僅かに内傾、底部平底。

坪 +7 % 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、無調整、内面指頭圧痕有り。

11 土師器 南西 9.6 - (2.8) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部無調整。

坪 +31 % 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り。

12 土師器 覆土 14.7 3.8 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部内傾し沈線巡る。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部一部未調整、平底気味、箆削り。

13 土師器 南西 11. 2 3 3 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で、体部指押さえ。

坪 +29 % 3. 酸化焔良好 底部平底気味、内面撫で。

14 土師器 覆土 14 1 - (3.3) l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内面撫で、放射状暗紋

坪 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

15 土師器 北西 13.3 - (4.2) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部折り曲げ、内面沈線巡る。

坪 +26 ｽ 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。放射状暗紋。

16 土師器 覆土 10.6 3.0 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、体部指押さえ、底部箆削り。

坪 % 3. 酸化焔良好 内面撫で、平滑。

17 土師器 覆土 11.5 - (3.4) 1.にぶい褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で、体部外面指押さえ、内面横撫で。

坪 % 3. 酸化焔、良好 底部平底、外面箆削り、内面紐造り痕の凹凸あり。

18 土師器 覆土 11 0 - (5 1) 1.にぶい褐色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で、胴部無調製部分、下半分箆削り。

坪 % に含む 3. 酸化焔良好 内面放射状暗紋、底部箆削り。

19 土師器 南西 11 3 8 0 3 2 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部指押さえ、底部平底箆削り。

坪 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 内面紐造り痕凹凸あり。

117 



第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 土師器 北東 11. 9 - (3 6) 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、口唇部僅かに折り曲げ。

坪 +12 ｽ 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、内面撫で、底部手持ち箆削り。

21 土師器 南東 11. 3 - (2 9) 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、体部無調製、底部箆削り。

坪 +28 ％片口をもつ 3. 酸化焔良好 片口は、棒状工具で押し出す。

22 土師器 南東 12 2 3.4 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、口唇部内傾、体部指押さえ。

坪 +9 完形 3. 酸化焔良好 内面撫で、底部平底箆削り、内面僅かに紐造り痕

23 土師器 南東隅 12.6 3.1 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、一部内面煤付着、体部指押さえ。

坪 +18 完形 3. 酸化焙良好 底部平底、箆削り。

24 須恵器 南西 11.1 (2 7)(3.2) 1. 灰色 2. 精選 輔櫨整形、器肉厚い。

坪 +4 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

25 須恵器 南東 10.8 3.2 1.灰色 2. 細砂粒含む 轍櫨整形、

坪 +15 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

26 須恵器 湮土 12.5 5.6 4.0 1.黄灰色 2. 砂粒含む 輔鑢整形。

坪 % 3. 中性焔やや軟質 底部回転糸切り、ゆるい回転？

27 須恵器 北西隅 12.4 6 9 3.5 1.灰白色 2. 精選 輔轄整形、口縁部外反。

坪 +10 % 3. 還元焔良質 底部右回転糸切り。

28 須恵器 南西 12.2 6 0 4 0 1. 灰色 2. 細砂粒含む 轍櫨整形。

坪 -49 ｽ 3. 還元焔硬質 底部糸切り。

29 須恵器 窟前 11. 7 6 5 3.5 1 ．灰白色 2. 精選 鞘櫨整形、内面墨状付着物あり。

坪 -1 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、内面渦巻き。

30 須恵器 寃内 12.9 6.4 3.9 1.浅黄色 2. 砂粒含む 鞘櫨整形。

坪 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

31 須恵器 北東 11. 7 6 4 3 4 1.灰白色 2. 精選 鞘櫨整形。

坪 +14 完形 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り、内面渦巻き痕。

32 須恵器 覆土 10.0 6 0 3 5 1. 暗緑灰色 2. 精選 輛轄整形。

坪 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

33 須恵器 覆土 11.0 (6 2) (3.2) 1 ．明赤褐色 2. 砂粒・片岩を 轍櫨整形、

坪 ｽ 含む 3. 酸化焔、良好 底部回転糸切り。

34 須恵器 北西 12.0 (7.2) (4.0) 1.灰色 2. 細砂粒僅かに含む 輔櫨整形、輔鑢目、体部と底部境段あり。

坪 +28 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

35 須恵器 北西 12.8 (3.6) 3.3 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔輯整形、底部回転糸切り、未調整。器壁。

坪 +28 ｽ 3. 還元焙硬質 薄い、同心円文。

36 須恵器 中央 11 7 7.4 3.4 1.灰色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形。

坪 +54 ｽ 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

37 須恵器 覆土 11. 6 6.3 3.2 1.灰白色 2. 砂粒含む 鞘櫨整形。

坪 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

38 須恵器 南東 11. 8 7.2 3.6 1 ．緑灰色 2. 砂粒含む。 漉櫨整形。

坪 -17 % 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

39 須恵器 竃前 12.1 6.8 3.1 1 ．灰白色 2. 細砂粒含む。 匪轄整形。

坪 +2 ほぽ完形 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、内面同心円。

40 須恵器 北東 12. 2 7.1 3.7 1.浅黄色 2. 砂粒含む 輔轄整形。

坪 +24 ほぼ完形 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り。

41 須恵器 南西 13.2 (3.5) (4.5) 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。

坪 -2 ｽ 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

42 須恵器 北東 13.9 (4.5) (3.4) 1 ．灰色 2. 砂粒含む 輔轄整形、口縁部外反、

坪 +9 % 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り。

43 須恵器 窟内 15.3 8.3 6.5 1.オリープ 2. 細砂粒含む 輔轄整形、高台部貼付け、撫で、底部回転糸切りハ

椀 +45 % 3. 還元焔硬質 の字に開き内面内湾、接地部平坦。

44 須恵器 北東 7.4 (3.1) 1.暗緑灰色 2. 細砂粒含む 鞘櫨幣形、高台部貼付け、ハの字に開き内面内湾端

椀 +6 % 3. 還元焔硬質 部平坦面。

45 須恵器 覆土 9 4 (5.2) 1.灰オリープ 2. 精選 輌轄整形、高台部貼付け、内外面接地部撫で。

椀 % 3. 還元焔硬質 底部箆撫で。

46 須恵器 南西隅 8.9 7.0 1 ．灰色 2. 砂粒僅かに含む 輔轄整形、高台部貼り付け、横撫で、接地部平坦。

椀 +17 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、内面渦巻き痕。

47 須恵器 南東 12.5 ~ (2 2) 1 ．灰色 2. 細砂粒小石含む 頂部回転糸切り。

蓋 % 3. 還元焔硬質 端部折り返し、直立。

48 土師器 覆土 14.0 5.8 1. にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口縁部～頸部にかけ横撫で、内面撫で。

甕 ｽ 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

49 土師器 北東 22.2 - (5.3) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、頸部横方向撫で。

甕 +20 % 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り、内面箆撫で。

50 土師器 南東 (5.0) - 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土含 胴上部縦方向箆削り。

甕 +2 % む 3. 酸化焔良好 底部箆削り、内面箆撫で。

51 土師器 北西隅 - (6 3) 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部外反、頸部平坦面横撫で。

甕 +22 % 含む 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

52 土師器 覆土 26.0 6.7 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、口縁部～頸部二段の横撫で。

甕 % 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

53 土師器 覆土 4.1 1.明赤褐色 2. 砂粒粘土含む 胴上部縦方向箆削り。

甕 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り、内面箆撫で。

54 土師器 南西 24.0 - (8.5) 1.明褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 +23 % 3. 酸化烙良好 胴上部横～斜方向箆削り。

55 土師器 南東 21.8 l ．にぶい橙色 2. 細砂粘土粒 口縁部横撫で。

甕 + 2 % 僅かに含む 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。内面撫で。

56 土師器 北東 20.0 18.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反、コの字口縁、頸部横撫で直立。

甕 +10 底部破損 3. 酸化焔良好 指頭圧痕有り、胴上部横方向箆削り。

57 紡錘車 北西＋ 19 4.4 3 0 1.3 333 g 蛇紋岩

58 須恵器 北西 17.9 3.9 1.灰色 2. 精選 摘まみ部貼り付け、側縁部回転箆削り。

蓋 床直 完形 3. 還元焙硬質 天井部外面回転糸切り痕。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

59 須恵器 宦前 17.0 - (3. 7) 1.灰色 2. 砂粒含む 天井部摘まみ接地部、糸切り痕残る。

蓋 +7 % 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り、端部曲り返し。

60 須恵器 中央西 14. 7 4.9 1.オリープ 2. 細砂粒僅かに ボタン状摘み、天井部肥厚。

蓋 床直 % 含む 3. 還元焔硬質 内面渦巻き文様、頂側縁部回転箆削り。

61 須恵器 南西 8.8 4.6 1.灰色 2. 砂粒含む 横撫で、内面摩耗、底部箆削り。

鉢 +19 % 3. 還元焔硬質 側面箆削り。

62 磨り石 覆土 20.7 5.5 33.6 687,gg 砂岩

63 石 鼈内 32.2 11 0 6.2 3,640g 粗粒安山岩

29号住居跡（写真図版37 • 79) 

位置 H • I -44グリッド 方位 N-65°-E

重複 79号土坑• 9 号溝に切られている。

規模東西3.2m 南北4.2m 南北に長い長方形

壁高 10cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面褐色土と黄褐色土との混土を踏み固めてい

る。

\ 

A' 

A A' 

掘形各壁際が掘り窪められている。

遺物須恵器坪．椀類の破片出土。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅50cm • 

深さ 25cm 煙道部削平され不明。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部に地山褐色土の

掘り残し袖を持つ。火床面は床面と同レベルである。

焚口部には、灰の掻き出しによる 10cm程の窪みがあ

る。

゜ L =80.90m 2m 

1 暗褐色土 砂粒・黄褐色土粒・炭粒少量含む。

2 褐色土 黄褐色土塊・焼上・炭粒を多く含む。

3 灰白色礫層 小石主体。

3' 灰白色砂礫層 小石・砂混じり。

4 暗黄土色土 小石·砂混じり。黄褐色土塊・褐色土塊混じ

り。

第138図 29号住居跡実測因
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

` ~ 1 ` ~ 1 ＼＼二三ク：

＼＼~二」＝ニニこゾ：

"'I 
乙

ヽ
゜ L =80.90m lm 

b
 

b' 

三
l 暗褐色土

2 II 

2'II  

3 II 

砂粒多量、炭粒少量含む。

砂粒・焼土・炭粒を含む。

焼土粒をやや多く含む。

焼土・炭粒を含む。

ヽヽ

4 II 小石僅かに含む。

5 灰白色砂礫層 石を含む。

第139図 29号住居跡鼈実測図

29号住居出土遺物観察表

() 10cm 

第140図 29号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 灰釉陶器 覆土 6.4 l ．灰色 2. 精選 高台部貼り付け。

椀 底部高台½ 3. 緻密

2 須恵器 北西 7 8 1.灰色 2. 白色砂粒含む 底部中央極薄、右回転糸切り。

坪 +3 底部のみ 3. 還元焔硬質

3 土師器 南東 20.0 1.にぶい橙色 2. 細砂含む 口縁部横撫で、口唇部折り返し。

坪 床直 % 3. 酸化焙良好 内面撫で。

30号住居跡（写真図版37)

位置 J • K-48グリッド 方位 N-71°- E 

規模東西2.Sm 南北3.Sm 南北に長い長方形

壁高 10cm 壁面には褐色土の堆積見られる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面黄褐色土・褐色土の塊混じる。

掘形緩い凹凸あり。

遺物土師器の小片出土。

竃無し

A· — 

゜ L =81.00m 

A
 

mヽ
 

2
1
A
 1 暗褐色土 黄褐色土塊・木炭粒含む。

2 // // 粘土塊含む。 = l
- ←-----イ

第141図 30号住居跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

B
 

B
 

31号住居跡（写真図版37 • 79) 

位置 J • K-47グリッド

規模東西2.9m 南北2.9m 隅丸方形

壁高 10cm前後

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 地山黄褐色土を踏み固めている。

掘形住居東側で径30数cm、深さ 3 cm程のピット検

2 1 

□: 
<̀| 

゜
c 

゜゚
7 6 

4 • 4 
, 釦9..•\\B' 

O’ ゜

@ こ＞

5 

ヽ

ヽ 2 ̀  
゜
王

B' 

5 

0 L =81.00m 

出した。

遺物 須恵器坪．椀・蓋、土師器坪の破片出土。

竃無し

1 暗褐色土焼土塊・木炭粒を多旦に含む。

2 II 黄褐色土塊含む。

Zm 3 II 黄褐色土塊多く含む。

4 II 土器片・焼土粒を含む。

第142図 31号住居跡実測図

ロニロ三口 ーー／ 口
4
 `‘ 

／三三、ヽ 7
゜ 10cm 

第143図 31号住居跡出土遺物実測図

31号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 13.1 2.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土粒 口縁部外反、口唇部内傾、内面撫で。

坪 栢 含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り、平底気味。

2 土師器 覆土 13. 7 2 8 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粘土 口縁部横撫で、体部指押さえ、底部平底気味。

坪 ｽ 粒僅かに含む 3. 還元焔硬質 底部箆削り。

3 須恵器 北東 13. 4 7.5 4 0 1.黄灰色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形、口縁部外反。

坪 +45 ｽ 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り無調整。

4 須恵器 中央 14.4 6.8 5.3 1.灰白色 2. 細砂粒僅かに含 輔輯整形、高台部貼り付け、横撫で。

椀 床直 % む 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り無調整。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 須恵器 南西 12 8 3.0 6 2 1.肌色 2. 細砂粘土粒僅かに 帷轄整形、口縁部外反、端部水平に開く。

皿 +5 % 含む 3. 酸化焔良好 輛轄目明瞭、高台張り付け、横撫で。

6 須恵器 北東 13 8 7 2 3 5 1.黒褐色 2. 砂粒含む 輔櫨整形、高台張り付け、横撫で。

皿 +9 ｽ 3. 酸化焔軟質 底部回転糸切り無調製。

7 須恵器 中央東 1 ．黄灰色 2. 細砂粒含む 宝珠状摘み、頂部箆削り。

蓋 床直 摘まみ部小片 3. 還元焔硬質

゜多 4

t
 ~2 

(l 8 

8
』1

A' 

< 
10 

゜
。

゜ l(¥ 9 

A
 

A' 

ロニニ二0 L=80.90m 2m 

第144因

1

2

3

4

5

6

 

32号住居跡実測図

土器片多い。

黄褐色塊含む。

黄褐色塊多量に含む。

叫

叫

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

黄褐色土 黄褐色土塊．踏み固められている。

黄土色土塊主体

32号住居跡（写真図版37 • 79 • 80) 

位置

重複

規模

壁高

貯蔵穴

周溝

I • J -47 • 48グリッド

2 号掘立柱建物・ 71号土坑に切られる。

東西3.7m

50cm前後

無し

南北3.3m

柱穴

方位N-72°-E

東西に長い長方形。

ほぼ垂直に立ち上がる。

無し

北東壁下と西壁下に上端 6 cm、深さ 3 cmの周

溝巡る。

床面

掘形

遺物

置
模

竃
位
規

構築

暗黄褐色土に黄褐色土・褐色土の混土を踏み

固められている。

多少の凹凸は有るが、全体的にフラットな面

に仕上げられている。南壁中央下に50cmX60cm ·深

さ 9 cm程のピットを検出した。

須恵器坪・椀、土師器坪、北壁西に鉄器出土。

住居中央南より

焚口部幅50cm

深さ 45cm

燃焼部奥行き 60cm ・幅60cm • 

煙道部長さ l.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 17cm 垂直気味に立ち上が

る。

燃焼部は住居内に有り、地山掘り残しの袖を

もつ。袖内壁はほぼ垂直に立ち上がり、赤茶色に焼

土化している。燃焼部内に暗黄褐色土や焼土塊等が

多量に含まれ、竃の破壊を伺わせる。火床面は床面

よりやや高く作られている。
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叶

゜ L =80.90m lm 

竃

1 暗褐色土黄褐色土含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊含む。

3 暗褐色土 炭・焼土僅かに含む。

□二

4 灰褐色土 黄褐色土塊・焼土塊混じり。

4' 灰褐色土 黄褐色土塊・焼土塊含む。

5 黄褐色土

6 暗褐色土灰色砂粒混じり。

第145図 32号住居跡鼈実測図
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ロ

71号土坑土層

a 暗褐色土黄褐色土塊混じり。

b 暗褐色土黄褐色土僅かに含む。

4 

ミ
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、 1

: ヽ
} ｀滋ふ占汲吃ぷ鴫 r,"‘ 9 
;~ 

゜ 10cm 

第146図 32号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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8~1110cm 

32号住居出土遺物観察表
32号住居跡出土遺物実洞図（2)

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 10.3 2.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部箆調整。

坪 +6 % 3. 酸化焔軟質 底部平底箆削り。

2 土師器 中央 13.0 3.6 1.橙色 2. 細砂黒色粒僅かに 口縁部内湾気味に直立、横撫で。

坪 含む 3. 酸化焔軟質 体部～底部箆削り

3 須恵器 覆土 12.0 6.1 3.3 1.灰白色 2. 僅かに白色細砂 体部直線で開く、輛櫨整形。

坪 ほぼ完形 粒含む 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り無調整。

4 須恵器 中央西 12.9 7.9 3 8 1.灰白色 2. 精選 観櫨整形。

坪 ｽ 3. 還元焙硬質 底部回転箆切り離し。

5 須恵器 覆土 12.4 3.9 7.0 1. 灰白色 2. 細砂粒含む 観轄整形、底部上部箆調整。

坪 ｽ 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り無調整。

6 須恵器 南西 10 8 6 4 5.3 1.黒褐色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、体部直線的に開く、高台部貼り付け。

椀 +3 % 3. 酸化焔、良好 内湾気味に僅かに開く、底部箆調整。

7 須恵器 覆土 12.5 5 3 2.7 1.灰白色 2. 黒色細砂粒含む 体部僅かに内湾、口唇部外反、高台部貼り付け。

皿 底部、口縁部僅か 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り無調整。

8 須恵器 中央 1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で後波状文、口唇部内傾。

甕 +26 口縁部破片 3. 還元焔硬質 端部折り返し、断面三角形、突帯張り付け。

, 須恵器 西中央 10.5 6.6 1.灰色 2. 白色細砂粒僅かに 轄轄整形、高台部貼り付け、ハの字に開き端部肥厚。

椀 +39 ｽ 含む． 3. 還元焔硬質 接地部平担撫で、底部回転箆切り無調整。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

10 須恵器 北西 1.灰色 2. 白色細砂粒含む 口縁部外反、口唇部突帯摘まみ出し？断面三角形。

甕 口縁部破片 3. 還元焔硬質 内面自然釉、波状文全面施文後、横撫で。

11 礫 南東 10 1 7 1 3.7 角閃石

12 鎌？ 覆土 5 5 2.4 0 3 6.46 g 刀部直線、峰部湾曲。

13 鎌 覆土 5.4 3 1 0 3 20.55 g 先端部を欠き、基端部は折り返される。

14 鉄 器 北西 7.1 5 6 1.0 69.68 g 棒状止め金具。円形の紐通し。

床直

15 釘 覆土 6.6 15. 25 g 棒状鉄製品。両端欠損。螺旋状。

16 釘 覆土 5.3 0.8 0. 7 69.68 g 頭部平担、断面方形。

17 釘 北西 12.0 0. 7 o.6 60.sgg 2 本密着、完存。頭部ほぽ円形。打ち潰し。

+3.5 

18 釘 北西 12.1 0. 7 0.6 30.60 g 完存。頭部隅丸方形。打ち潰し。身断面方形。

床直

33号住居跡（写真図版38)

位置 J -48グリッド

規模東西1.9m 南北1.8m 隅丸方形

壁高 5cm前後

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面堀形面を踏みならしている。

掘形 中央部に達磨状にピット 2 個検出。

遺物須恵器・土師器の小片 6 点出土。

竃無し

＼、~I

G
 

B
 ゜

゜

<i:I 

B
 

B' 

゜ L =81.00m 

T
'ー
ー
ー
ー
ー

`
V
 

34号住居跡（写真図版38 • 80) 

位置 J • K-49グリッド

規模東西1.2m 南北1.2m 方形を呈する。

壁高 8cm前後

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面地山を踏みならしている。

掘形 フラットな面に仕上げられている。

遺物 土師器甕・台付甕・坪等の破片出土。

竃無し

｀ヽく l

B
 

~` 
/
j
 

ー

-< I 
旦'

2 

そ

2m ゜ L =81.00m 2m 

1 黒褐色土僅かに白色軽石含む。

2 褐色土 焼土粒含む。

3 褐色土 焼土粒混土層。

第148図 33号住居跡実測図

1 黒褐色土 As-B含む。

2 褐色土 As-B 含む。

3 暗褐色土黄土色土塊．粒・褐色土塊含む。

第149図 34号住居跡実測図
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第 1 節 1 区検出の遺構と遺物
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゜ 10cm I • 2 20cm 

第150図 34号住居跡出土遺物実測図

34号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃掘形 12.0 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 ロ縁部横撫で。

甕 小破片 む 3. 酸化焙良好 胴上部横方向箆削り。

2 土師器 南西壁 11 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 接合部横撫で（棒状工具？）

台付甕 +4 脚部ほぼ完形 3. 酸化焙良好 裾部縦方向箆削り、内面箆撫で。

3 灰釉陶器 掘形 1 ．灰白色 2. 精選 輛轄整形

破片 3. 還元焙硬質

迅
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暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

暗褐色土

第151図

祠

叫

L =81.00m 2m 

黄褐色土・焼土・炭粒を含む。

黄褐色土・焼土・炭粒を含む。

黄褐色土塊を多屈に含む。

黄色土粒・焼土・炭・灰を含む。

やや焼土粒を多く含む。

灰白粘質土を多最に含む。

黄褐色土を含む。

35号住居跡実測図

35号住居跡（写真図版38 • 80 • 81) 

位置

重複

号土坑に切られている。

規模

壁高

貯蔵穴

床面

トな面に仕上げている。

掘形

掘り込まれず高く残る。

遺物

寄りに、土師器坪・甕出土。

置
模

竃
位
規

J -46グリッド

36号住居に、東壁及び竃を切られている。 53

東西3.5m

53cm前後

地山褐色土・黄褐色土の塊を踏み固め、フラッ

各壁際は掘り込まれ低くなっており、竃前は

西壁寄りに、須恵器坪．椀、鉄器出土。東壁

東壁中央僅かに南より

焚口部幅50cm

深さ 45cm

無し

南北2.9m

ほぼ垂直に立ち上がる。

柱穴 無し

燃焼部奥行き 50cm ・幅40cm • 

煙道部は36号住居により切られ不明

煙道部への立ち上がり 23cm

構築

方位 N-69二 E

東西に長い長方形。

周溝 無し

やや斜めに立ち上が

る。

燃焼部は住居外にあり、袖をもつ。袖は地山

を僅かに掘り残し使用している。壁面は赤茶色に焼

けている。火床面は床面よりやや高い。掘形は隅丸

方形を呈し、壁面は緩く立ち上がる。 また火床面の
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第152図 35号住居跡鼈実測図
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地山がやや焼けている。

灰・焼土・炭粒の混土。

黄褐色土に焼土・炭粒を含む。

灰褐色砂粒を多く含む。

焼土・炭粒を含む。
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第153図 35号住居跡出土遺物実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

35号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調幣の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 11.8 3.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部横撫で、体部指頭圧痕有り、内面撫で。

坪 -1 ｽ 含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

2 土師器 中央 13.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で、体部箆削り。

坪 -3 口縁部½ に含む 3. 酸化焙良好 内面撫で。

3 土師器 覆土 12 8 1.にぶい赤褐色 2. 内面煤付 口縁部横撫で、体部指頭圧痕有り。

坪 ｽ 着黒色 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

4 須恵器 中央西 12.0 6.2 4 1. にぶい褐色 2. 細砂粒僅か 鞘轄整形。

坪 % に含む 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り。

5 須恵器 南西 9.0 1.明褐灰色 2. 細砂粒含む 底部二重底。

椀 +10 底部のみ 3. 還元焔硬質 肥厚高台部貼り付け。

6 土師器 北東隅 11 8 7.0 3.3 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、体部指押さえ、内面横撫で。

坪 +11 ｽ 3. 酸化焔良好 底部、不定方向、箆削り。

7 須恵器 南西 12.2 7.4 3.6 1.灰色 2. 精選 3. 還元焙 輔轄整形。

坪 -1 底部残、口縁部½ 硬質 底部回転糸切り。

8 須恵器 南西 ~ (6 6) 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 轄櫨整形、高台部貼り付け。

椀 床直 % 3. 還元焔硬質 横撫で、接地部撫で、端部鋭い。

, 土師器 南東隅 19.8 1. 褐灰色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 +2 口縁部～頸部破片 3. 酸化焔軟質 胴部横方向箆削り。

10 須恵器 南東 17.5 2.8 3.2 1.褐灰色 2. 砂粒僅かに含む 輛轄整形、頂部回転箆削り、摘まみ部宝珠状。

蓋 -11 ｽ 3. 還元焔硬質 端部折り返し。

11 土師器 南東隅 5.3 1.褐色 2. 細砂粒含む 体部箆削り、内面箆撫で。

甕 底部のみ 3. 酸化焙良好 底部不定方向箆削り。

12 土師器 覆土 - (10、 0) - 1.橙色 2. 砂粒含む 撫で。

台付甕 % 3. 酸化焙良好 裾部内湾。

13 須恵器 南東 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 鍔張り付け、横撫で。

羽 釜 +41 鍔一部 3. 酸化焔良好

14A 刀 子 床直 8.8 0.4 0.9 5.lH 刀子、切先部B と同一個体？

14B 刀 子 床直 7.9 0.5 1.1 7.82 g 両関の茎を持つ刀子、切先部欠失。

15 鉄 鎌 床直 3.0 0.2 3.8 9.3m 基端部、折り返し。

16 鉄 鎌 覆土 8.8 4.6 45 97 g 基端部、折り返し。刃部直線。
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36号住居跡（写真図版38 • 39 • 81) 

位置

重複

る。

規模

壁高

柱穴

床面

I • J -46グリッド

東西2.8m

17cm前後

貯蔵穴

南北3.4m

方位 N-6忙 E

35号住居を切り水道本管埋設により切られ

南北に長い長方形

ほぽ垂直に立ち上がる。

北西隅に80X 120cm・深さ 30cmの不正円形の

土坑があり、多量の土器が出土している。

いる。

1

2

 

暗褐色土

II 

黄褐色土粒・焼土・炭粒少黛含む。

II 多量・焼土・炭粒少量含む。

置
模

竃
位
規

無し 周溝

地山褐色土・黄褐色土塊の混土を踏み固めて

住居中央部に土坑状の掘り込みが見られる。

竃周辺及び貯蔵穴周辺から土師器・須恵器出

東壁中央南より

焚口部幅60cm

無し

深さ 25cm

燃焼部奥行き不明・幅50cm • 

煙道部掘削

構築 燃焼部は壁外に作られ、袖をもたない。焚口

第154因 36号住居跡実測図 部には25cm程の河原石を利用し袖石としている。
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鼈土層

暗褐色土

II 

暗黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄茶色土

茶褐色土

暗 II

As-B を含む。

炭・焼土粒含む。

黄褐色土混じり。

炭・焼土粒・灰わずかに含む。

黄褐色土主体。

II 粒・塊を含む。焼土粒・炭あり。

焼土粒を多く含む。炭混じり。

黄褐色上含む。

<i:I 

゜ L =81.00m 2m 

第155図 36号住居跡床下実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第 II章上栗須遺跡

36号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 貯蔵穴 13 7 6.0 3.3 1. 黄灰色 2. 粗砂含む 輔轄整形、底部回転糸切り。

皿 -1 完形 3. 酸化焙軟質 高台部貼付け横撫で。

2 須恵器 貯蔵穴内 13. 7 6.8 4.9 1.黄灰色 2. 粘土粒粗砂含む 口縁部強い横撫で、口唇部外反。

椀 +17 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部直線開く、高台部貼付け横撫で。

3 須恵器 中央 13.6 6.2 3.5 1.黄灰色 2. 粘土粒小石塊 輛櫨整形、口唇部外反。

坪 -2 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好

4 須恵器 鼈右袖前 14.2 6.0 5.2 1.黄灰色 2. 粘土粒粗砂含む 口唇部外反、底部雑高台部貼付け横撫で。

椀 +12 口縁部～底部½ 3. （酸化焔良好）

5 須恵器 南西 18.0 5.3 1. 黒色 2. 粘土粒粗砂含む 口縁部強い横撫で。口唇部外反、体部やや湾曲。

椀 +2 口縁部～体部％ 3. 酸化焔良好 底部高台部貼付け横撫で。

6 須恵器 貯蔵穴内 14.2 6.2 4.2 1.灰黄色 2. 粘土粒含む 鞘轄整形、体部内湾、口唇部外反。

坪 +6 ｽ 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切未調整。

7 土製品 貯蔵穴内 4 1.9 1.にぶい橙色 2. 粗砂含む 棒状工具巻き付け。両端摩擦痕。

土 錘 3. 酸化焔

8 石 鼈内 25.6 15.8 5.8 2,160g 

37号住居跡（写真図版39 • 81 • 82) 

位置 S • K-44 • 45グリッド 方位N-79'- E 

重複 41号住居・ 1 号掘立柱建物に切られ、 40号住

居を切っている。

規模東西4.8m 南北4.lm 東西に長い長方形。

壁高 40cm前後、垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土・黄褐色土の混土を堅く踏み固めて

いる。竃前は灰・焼土・炭の広がり見られ、灰の掻

き出しによる窪みも見られる。

掘形礫混じりの黄褐色土まで掘り込み、フラット

な面に仕上げている。

遺物 東壁寄りに土師器坪・甕類出土。

132 

砂岩火熱を受け脆くなる。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅80cm、燃焼部奥行き 50cm ・幅cm· 深

さ 49cm 煙道部長さ 80cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 12cm垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は、壁外に作られ袖は無かったと考え

られたが、奥行きや火床面の状況から地山掘り残し

でない袖の存在が考えられる。掘形は方形を呈し壁

は垂直に立ち上がる。側壁は、焚口部から煙道部に

向かい斜方向に焼土化しており、奥壁では煙道口周

辺が特に焼けている。煙道部は天井部分が残り、掘

形方形で水平方向に掘られていたことが確認でき

た。また、煙り出しも方形で垂直に掘られていたこ

とが確認できた。



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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茶褐色土

灰褐色土
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II 
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II 

II 

茶褐色土

砂粒・黄色土粒・炭粒を含む。

黄色土小塊を多く含む。

焼土塊・炭粒を含む。

灰・炭粒を多く含む。

焼土塊．灰を含む。

灰層。焼土・炭粒少量含む。

砂粒・黄色土粒・炭・焼土塊を

含む。

砂粒・黄色土粒・炭・焼土塊を

灰を含む。

焼土・炭・灰を含む。

灰・焼土粒・炭粒の混土。

焼土・炭粒多量に含む。

11層が焼けている。

第160図 37考住居跡鼈実測図

37号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調幣の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 10.6 2.9 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部未調整。

坪 +21 % 3. 酸化焙良好 底部箆削り。

2 土師器 宛内 12.3 2 1 1.橙色 2. 細砂粒黒色細砂粒 口縁部直立横撫で、体部未調整。

坪 -1 % 僅かに含む 3. 酸化焙良好 底部平底状箆削り。

3 土師器 中央北 13.5 4 4 1. 橙色 2. 細砂粒、黒色細粒 口縁部直立横撫で。

坪 % 含む 3. 酸化焔、良好 底部箆削り。

4 土師器 覆土 16.5 2.8 1 ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反、横撫で、境界に僅かに稜をもつ。

坪 ｽ 3. 酸化焔、良好 底部箆削り。

5 土師器 覆土 11.0 4.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部内湾。

坪 ｼ 3. 酸化焔良好 表面摩耗。

6 土師器 覆土 17. 4 3.2 1.橙色 2. 細砂粒、黒色細粒 口縁部横撫で、底部箆削り。

坪 % 含む 3. 酸化焔良好 体部無調整。

7 須恵器 覆土 16.8 16 3 3.3 1.暗青灰色 2. 細砂粒含む 環状摘み、頂部回転箆削り、湾曲。

蓋 % 3. 還元焔硬質 端部直角に曲げ、先端部やや丸味、僅かに外反。

8 須恵器 覆土 17. 0 3.0 1 ．暗青灰色 2. 細砂粒含む 環状摘み、頂部回転箆削り。

蓋 % 3. 還元焔硬質 端部直角に折り曲げられ、先端鋭く僅かに外反。

, 須恵器 覆土 1.灰色 2. 細砂粘土粒含む 輛轄整形、底部内面撫で。

高 坪 台付のみ 3. 還元焔硬質 台部ハの字に開き、横撫で。

10 土師器 北東 23.8 l ．灰黄色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部外反。胴部箆削り。

甑 +2 口縁部～胴½ 3. 酸化焔良好
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40号住居跡（写真図版39 • 40 • 82 • 83) 

位置 J • K-43 • 44 グリッド 方位N-76°-E 

重複 37号・ 41号住居・水道管に切られている。

規模東西方向不明南北方向6.8m

壁高 45cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径70cm ·深さ 30cmの円形を呈す。

柱穴南壁側に 2 本検出した。東側をピット 1 、西

側をピット 2 とする。ピット 1 、径60cm ・深さ 20cm

中から土師器坪の完形出土。ピット 2 、径60cm •深

さ 30cm。ピット 1 ・ピット 2 の芯心間距離 2m

周溝無し

床面 暗褐色土に黄褐色土塊混じり堅く踏み固めて

いる。竃前から貯蔵穴方向に灰・焼土・炭化物の広

がり見られ、堅く締まる。

掘形全体にフラットな面に仕上げられており、礫

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

混じりの黄褐色土露出。

遺物 竃周辺に土師器甕の破片多量に出土。竃袖材

として土師器甕を倒立させ使用している。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅50cm • 

深さ 50cm 煙道部長さ lm ・幅23cm

煙道部への立ち上がり 25cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は、壁を僅かに掘り込んで作られ50cm

程の袖を貼り付けている。袖は地山粘土を混ぜて作

り、右袖先端部に土師器甕を倒立させ使用している。

掘形は長方形を呈し、壁は垂直に立ち上がる。焚口

部から煙道部にかけて斜方向に赤茶色の焼土が見ら

れる。煙道部は水平方向に伸びる。
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I~III 基本土層参照

1 暗褐色土黄色土塊・焼土粒含む。

2 暗褐色土 黄色土塊・土器片多く、焼土粒含む。

3 暗褐色土黄色土塊含む。

4 暗褐色土 黄色土塊・焼土粒・塊含む。
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鼈 11 暗褐色土焼土・炭粒を含む。

l 暗褐色土 焼土・炭粒を含む。 11' 褐色土 焼土・炭粒を含む。

1' 暗褐色土 12 褐色土

2 暗褐色土 焼土塊多く含む。

3 暗灰黄色土焼土・灰の混土。 鼈袖土層

4 茶褐色土 焼土塊。 ①暗褐色土 小石・細粒・焼土粒

b' 5 暗褐色土 焼土・炭粒を含む。 含む。

6 暗褐色土 焼土粒・白色軽石見られる。 ② 暗褐色土 小石・細粒僅かに含

7 暗褐色土 焼土粒含む。 む。

8 暗黄茶色土 黄土粒・小石等混じり。 ③黄土色粘土細砂混じり。

9 暗黄土色土黄色土粒 ④ 灰黄土色細粒石層。

10 暗褐色土 焼土・炭粒を含む。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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40号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 12.8 3 1.橙色 2. 砂粒、粘土粒含む 口縁部横撫で、やや丸味をもち立ち上がる。

坪 破片 3. 酸化焔良好

2 土師器 覆土 13. 2 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、ほぼ垂直に立ち上がる。

坪 口縁部½ 3. 酸化焔良好 体部箆削り。

3 土師器 南東 12.0 3.3 1.橙色 2. 砂粒含む＇ 口縁部横撫で、内湾気味に立ち上がる。

坪 -4 ほぼ完形 3. 酸化焙良好 内面撫で、外箆削り。

4 土師器 南東 12.8 3.6 1. 明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -2 ％・ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り。

5 土師器 覆土 12. 4 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 破片 3. 酸化焔良好

6 土師器 南東 14 2 - (3 5) 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口唇部僅かに内傾、沈線見られる。体部及び底部箆

坪 +4 % 3. 酸化烙良好 削り後、箆撫で。内面放射状暗文あり。

7 土師器 竃内 15.0 8.4 4.5 1.橙色 2. 精選 ロ縁部横撫で、体部直線的に開き、箆削り後磨き。

坪 -3 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り、内面放射状、底部螺旋状暗文

8 土師器 南東 12.6 1.暗褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で、底部箆削り。

坪 +17 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部箆削り、 X 字の線刻あり。

, 土師器 南東 16.6 3 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反、体部箆削り、緩い稜をもつ

坪 +15 口縁部破片 3. 酸化焔やや軟質

10 土師器 竃前 16.8 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、やや外反、体部箆削り、弱い稜をも

坪 破片 3. 酸化焔良好 つ。

11 須恵器 竃右袖 13 6 1.褐灰色 2. 白色細粒黒色 ロ縁部折り返し。
互·ギ +2 口縁部％ 細粒痕含む 3. 還元焙硬質 頸部内面、紐造り痕見られる。

12 土師器 覆土 19.4 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、体部との境、僅かに稜あり。

坪 % 3. 酸化焔やや軟質 体部箆削り。

13 須恵器 竃内 17.8 4.8 4.0 1.灰色 2. 精選 摘まみ部ボタン状、頂部回転箆切り。

蓋 + 1 % 3. 還元焙硬質 内面胴心円の文様、カエリをもつ。

14 土師器 覆土 17 4 12.0 (3 5) 1. にぶい橙色 2. 砂粒粘土粒 ロ縁部横撫で、内湾気味、底部との境、僅かに稜を

坪 % 含む 3. 酸化焔良好 有し、体部～底部手持ち箆削り。

15 土師器 竃前 23 2 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部大きく外反、横撫で。胴部は長胴と思われ、

甕 +3 口縁部％ む 3. 酸化焔やや軟質 頸部に斜方向の削り見られる。

16 土師器 北東 23 5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部大きく開き、口唇部外反、肥厚。

甕 +17 % 3. 酸化焙良好 頸部強い横撫で、胴部との境、段をもつ。

17 土師器 南東 24 8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部立ち上がり。

甕 +29 口縁部％ 3. 還元焔硬質 胴上部横方向箆削り。

18 土師器 窟左袖 25 6 1.にぶい橙色 2. 砂粒、粘土 口縁部横撫で、外反し、端部厚みあり

甕 +3 口縁部～胴烙 粒含む 3. 酸化焔良好 内面端部沈線状の溝あり、頸部横方向の箆削り。

19 土師器 竜右袖 21.8 1.明赤褐色 2. 粘土粒、粗砂 口縁部外反、くの字状呈す。

甕 底部欠損 含む 3. 酸化焔、良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 石 覆土 17.5 12.1 4.9 1,430.6 g 砂岩

21 土師器 竃前 1.にぶい橙色 2. 黒色砂粒含 胴上半、横方向箆削り。下半斜方向箆削り。

甕 +3 胴部％ む 3. 酸化焔良好 内面撫で。

41号住居跡（写真図版40 • 83) 

位置 K • L-44グリッド 方位 N-77°-E

重複 37号・ 40号住居を切る。西半分は調査区外

規模南北4.2m

壁高 50cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土に黄褐色塊・小礫等が混じり、堅く

踏み固められている。

掘形砂礫混じりの黄褐色土露出しているが、フ

ラットな面に仕上げられている。

遺物竃右側より須恵器蓋の完形品と土師器坪出

土。

ヽ

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅65cm • 

深さ 47cm 煙道部長さ lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 15cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は、壁外にあり袖を持たない。側壁は

円みを持って立ち上がる。壁面は焚口部から奥壁に

向かい斜方向に焼き締まっている。奥壁下部は焼土

化しておらず地山黄褐色土見られる。火床面は床面

と同レベルである。火床面を挟み上に天井部崩落に

よる焼土が 3 cm堆積し、下に 5 cmの灰層の堆積見ら

れる。焚口部前面には、灰の掻き出しによる楕円形

の窪みがある。煙道部は、 20cmの厚みを持って水平

方向に天井が残り、天井部下面は全面焼土化してい

る。煙道部下面及び覆土中には焼土粒が僅かに見ら

れるのみである。煙出し部分は垂直に立ち上がり、

土師器甕口縁部や胴部の破片の出土状態から煙出し

37号住居 部分に利用されていたものが流れ込んだものと考え

られる。

©心
"'1 

I~III は基本土層参照

1 暗黄褐色土小石含む。

2 褐色土 小石・炭・焼土粒僅かに含む。

3 暗褐色土 小石・砂質塊多量に含む。

4 II 小石・砂質塊含む。

5 褐色土 黄土色砂質土小塊含む。

6 暗褐色土 黄土色砂質土塊含む。

7 暗黄褐色土 黄土色土塊・小石混じり。

8 褐色土 黄土色土粒・小石混じり。

゜ L =80.90m 2m 

第165図 41号住居跡実測図
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1 暗褐色土 砂粒・焼土・炭粒少量含む。

2 // 黄褐色土・焼土・炭粒を含む。

3 /) 焼土多く含む。

4 茶褐色土焼土・灰の混土。

5 灰褐色土 灰層に焼土塊・炭粒を含む。

6 暗褐色土焼土・炭粒少量含む。

7 暗褐色土 黄褐色土・焼土・炭少量含む

8 黄褐色土焼土・炭粒少量含む

9 黄褐色土砂礫層に焼土・炭少量含む

10 暗褐色土 白色軽石・焼土含む

黄褐色土焼土少量含む

暗褐色土 砂礫・焼土・灰含む

叫 ~1 
I I 'I  

゜
L =80 90m lm 

第166図 41号住居跡竃実測図
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第167図 41号住居跡出土遺物実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

41号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 11.3 2.9 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直立、横撫で。底部箆削り。

坪 % 3. 酸化焙良好

2 土師器 南東 12 9 3.4 1.橙色 2. 細砂小石含む 口縁部横撫で。底部箆削り、やや平底。

坪 床直 ほぽ完形 3. 酸化焙良好 口唇端部内面僅かに折り返し。撫で。

3 土師器 南東隅 13 7 3.6 1.明黄褐色 2. 細砂粒含む 口縁部～体部湾曲。底部平底？

坪 床直 底部欠損 3. 酸化焔良好

4 須恵器 掘形 6.1 1.0 1.灰色 2. 精選 底部右回転糸切り、未調整。

坪 -3 底部完形 3. 還元焔緻密 意図的に打ち欠き、底部のみ残す。

5 須恵器 南東隅 3 7 14. 0 2 35 1.灰白色 2. 細砂粒含む 頂部回転箆削り。摘部横面棒状工具による撫で。

蓋 床直 完形 3. 還元焔硬質 内面平坦面、かえり内側段と有し、端部鋭角。

6 土師器 定前 14.4 3.3 1. 橙色 2. 黒色細砂粒含む 口縁部外傾、口唇部外反体部との境、稜見られる横

坪 -2 ほぽ完形 3. 酸化烙良好 撫で、体部箆削り。

7 土師器 掘形 24.0 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部くの字外反、平坦面見られる。

甕 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 指頭圧痕有り。頸部撫で。表面摩耗。

8 土師器 煙出 21.9 1 ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部弱いくの字、指頭圧痕有り。横撫で。

甕 3. 酸化焔良好 頸部横箆削り。胴部球形？

, 土師器 煙出 7.0 1.にぶい褐色 2. 細砂粘土 やや球形の胴、斜方向箆削り。底径小さく不安定

甕 粒含む 3. 酸化焔良好

10 土師器 竃内 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 砲弾形、縦方向箆削り。底径小さく不安定。

甕 -4 胴部下半 3. 酸化烙良好

11 鉄製品 覆土 5.0 0.9 15.50 g 棒状鉄器。断面方形。

42号住居跡（写真図版40 • 83 • 84) 

位置 L-45グリッド 方位 N-68°-E

重複 43号住居を切っている。

規模 竃燃焼部から東南隅にかけてのみ調査。

壁高 30cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 東南隅にあり、東半分を検出した。 1 辺 1

m· 深さ 10cmの方形状を呈すると思われる。

柱穴不明 周溝不明

床面 小礫含む暗褐色土を踏み固めている。

掘形礫混じりの灰黄色土みられ、凹凸少ない。

遺物 竃南側より土師器坪・甕出土。

一
A
 

A' 

I~II［は基本土層参照

1 暗黄土色土焼土粒・炭・黄土色土含む

2 暗褐色土 黄土色土含む

3 暗褐色土 黄色土粒・焼土粒塊含む

4 暗赤茶色土焼土塊多量に含む

4' 焼土層

5 黒褐色土 焼土塊・灰混合層

6 暗黄土色土 黄土色土

A' 

゜ L =80.80m 2m 

第168図 42号住居跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

竃

位置東壁

規模焚口部幅不明燃焼部幅60cm ・深さ 45cm 煙

道部長さ 70cm ・幅30cm

煙道部への立ち上がり 15cm 緩く立ち上がる。

構築 燃焼部は壁を僅かに掘り込み、地山黄褐色土

を利用した袖を貼り付けている。掘形は方形を呈し、

壁は垂直に立ち上がる。壁面は堅く焼き締まってい

る。火床面は奥壁部分のみの調査であるが、天井部

の崩落と思われる焼土塊の堆積や灰層の堆積見られ

る。煙道部は緩く立ち上がり、側壁は熱を受け焼き

締まっているが、底面は焼けていない。

＼ぶ 、~ 1 

b
 

b
 

b' 

~1 

1~3 は住居と同じ

7 黄褐色土塊

゜ L =80.80m lm 

第169図 42号住居跡竃実測図

□三三 □三□／
ロー ／／二王三、、ミ

3 

ロロ／／
。 10cm 

6
 第170図 42号住居跡出土遺物実測図

42号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 11 4 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直線に開く、口縁上部横撫で、下半箆調整

坪 +7 % 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り。内面屈曲部撫で。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 土師器 南東 11 0 3.4 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、直線的に開く。

坪 +8 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 体部箆削り、内面やや湾曲。底部平底状、箆削り

3 土師器 南東 13. 7 4.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部直立、体部未調整。

坪 +8 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

4 須恵器 覆土 1. 灰白色 2. 砂粒含む 頂部回転箆削り。内面平坦。

蓋 摘まみ部完形 3. 還元焙硬質 環状摘まみ。

5 土師器 覆土 19.2 4 0 1.橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部外反、横撫で、僅かに稜見られる。

坪 % 3. 酸化焔やや軟質 体部箆削り。

6 土師器 南東 13.1 10.0 16.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。内面頸部下端強い段。

台付甕 +3 ロ縁部のみ％欠損 3. 酸化焔良好 胴部球形、上半横方向箆削り、下半斜方向箆削り。

43号住居跡（写真図版40 • 41 • 84) 

位置 K • L-45グリッド

重複 41号・ 42号住居に住居北側と中央部を切られ

ている。また、西側は調査区外となっている。

規模不明

壁高 46cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し

周溝竃部分を除き全周する。規模は、上端20cm • 

下端 6 cm ・深さ 2 cm をはかる。

゜

第171図 43号住居跡実測図

床面 黄褐色粘質土塊・焼土含む暗褐色土を堅く踏

み固めている。

掘形 フラットな面に仕上げている。

遺物 須恵器蓋・土師器坪が竃左に出土。土師器甕

が竃右袖先端部出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅35cm • 

深さ 50cm 煙道部煙出し部分は37号住居と重複して

いるため不明・幅20cm、煙道部への立

ち上がり 15cm、垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、 60cmの

袖を持つ。袖は、黄褐色土や褐色土を

利用し、壁面に貼り付けている。また、

右袖先端部には、底部欠損の土師器甕

が倒立した状態で粘土で巻かれて出

土し、袖材として利用されていた。火

床面は床面から奥壁に向い徐々に高く

なり、奥壁部分では10cm程床面より高

くなる。掘形は長方形を呈し、壁面は

垂直に立ち上がる。壁面は、煙道部に

向かい斜方向に焼けている。

A' 
I~IVは基本土層参照

1 暗褐色土黄土色土含む

l' 暗褐色土 黄土色土塊多く含む

2 暗褐色土 黄土色土・焼土粒含む

3 褐色土 黄土色土塊・焼土粒含む
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暗褐色土 黄色土粒・焼土・炭を含む。

黄色土 黄色粘質土。

茶褐色土 2 層に焼土塊を含む。

II 焼土・灰・炭粒を多量に含む。

褐色土 焼土粒少量・炭少量含む。

11 黄褐色土と焼土の混土。

II II II 含む。

暗黄褐色土焼土粒含む、粘性強い。

褐色土 焼土粒・小石・黄褐色土含む。

第172図 43号住居跡竃実測図
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第173図 43号住居跡出土遺物実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

43号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 幣形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃内 11. 5 3.5 1. くすん橙色 2. 細砂粒僅か ロ縁部直立横撫で。丸底箆削り。

坪 +3 完形 に含む 3. 酸化焔良好 内面撫で。

2 土師器 北東 12.8 4.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内傾。

坪 +10 口縁部～底部％ 3. 酸化焔やや軟質 丸底箆削り。

3 土師器 南東 11. 4 3.3 l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、直立。底部平底気、箆削り。

坪 + 1 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 内面撫で。

4 土師器 竃内 (12.1) - (3.1) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、直立気味。

坪 + 1 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

5 土師器 竃内 13.2 2 8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。外傾。

坪 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 底部箆削り。器高浅い。

6 土師器 南東 12.0 2.8 1. にぶい橙色 2. 黒色細細 口縁部横撫で。底部～体部直線的、箆削り。

坪 +2 口縁部～底部％ 砂僅かに含む 3. 酸化焔 良好

7 須恵器 北東 19.4 3 5 1.灰白色 2. 小石含む 紐造り、頂部箆削り。端部横撫で。内面輛轄目。

蓋 +ll 完形 3. 還元焔硬質 カエリ、断面三角。ボタン状摘まみ。

8 土師器 南東 14.5 6.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

甕 +29 口縁部破片 3. 酸化焙良好

, 土師器 竃右袖 21.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、口唇端部僅かに内傾、肥厚。

甕 +14 口縁部～頸部完形 3. 酸化焔良好 頸部横撫で。胴部上横箆削り。

10 土師器 南東 22.0 1.にぶい褐色 2. 細砂粘土 口縁部弱いくの字に外反、横撫で。

甕 -4 口縁部～胴部下½ 粒含む 3. 酸化焙良好 長胴縦方向、箆削り。

44号住居跡（写真図版41 • 84 • 85 • 86) 

位置 H • I -51 • 52 グリッド 方位 N-73°- E 

重複 28号住居を切る。

遺物 住居北側覆土中に流れ込みと思われる多量の

土器出土。竃内や貯蔵穴周辺から土師器甕・須恵器

坪・蓋等出土。また、竃上端周辺より棚状の掘り込

みがあり、須恵器坪出土。規模東西 4m 南北3.5m 長方形

壁高 55cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅東西1.2X南北0.8m深さ 20cmの楕

円形を呈す。覆土に焼土・灰等を多く含む。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土中に暗褐色土塊を混ぜ踏み固めてい

る。竃前では焼土・灰等の広がり見られ、床面は特

に堅く踏み固められている。

掘形北東隅に1.6X 1. 4m、深さ 20cmの土坑と中央

に径1.2m、深さ 10cmのレンズ状土坑を検出。また、

西壁から南北壁にかけて幅50~60cm、深さ 10cm程の

掘り込みがある。南壁際中央部に径50cm、深さ 15cm

のピットがあり、土師器坪出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅40cm • 

深さ 70cm 煙道部長さ 1.3m ・幅15cm

煙出し部径25cm 深さ 15cm ほぼ垂直に立ち上が

る。煙道部への立ち上がり 45cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。覆土中には天井部が崩落したものと考えられ

る。赤茶色の焼土層が見られる。最終火床面は床面

と同レベルであるが、その下層に10~15cmの灰の堆

積見られる。掘形は長方形を呈し、側壁上面はロー

ト状に立ち上がる。壁面の焼けは、焚口部から煙道
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部にかけて斜めに焼けている。煙道部は水平方向に

伸び、天井部が残る。天井部は地山を掘り抜いて作っ

たものでなく、焼土・炭化物を含む褐色土を貼る。

また、側壁及び天井は赤茶色に焼土化しているが底

面は焼けていない。
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暗褐色土 炭粒を極少含む。堅く踏み固められている。
黄褐色土塊

==/ 
ロニ／
ロ
ロニニ／

ロ ニ＝二乙

口
ー

／
り
s

\ 
r̀

 ̀

/—-

。
10cm 

第176図 44号住居跡出土遺物実測図

146 



:5 

b' 

ふ C' 塊少量含む。

IV層に似た層、黄褐色

土僅かに含む。

3 暗黄褐色土 黄褐色土塊多く含む。

4 暗褐色土 土器片・焼土・炭を多

く含む。

5 黄暗褐色土 黄褐色土を多く含む。
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貯蔵穴土層
① 暗褐色土

焼土・灰含む

①’暗褐色土

①に黄褐色土

多量に含む

② 暗褐色土

黄褐色土含む

③ 黒褐色土

焼土・灰多量

に含む

上叶

゜ L =80.80m lm 

木炭粒・土器片・焼土 6 暗褐色土 木炭粒・焼土やや多目

に含む。

7 暗灰褐色土焼土・炭・灰・黄褐色

土塊含む。

8 黄褐色土 焼土塊・炭含む。

9 暗褐色土 焼土·灰含む。堅く踏
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ミ、 一ーニ
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= 15 
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44号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴 12.0 5 3.2 1.橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部横撫で。口唇部折り返し。内面撫で。

坪 -9 % む 3. 酸化焔やや軟質 外面手づくね。底部平底、箆削り。

2 土師器 覆土 13 6 9 4 3.3 1. にぶい橙色 2 ．細砂黒色 ロ縁部横撫で、下半無調整。内面指頭圧痕有り。

坪 % 細粒僅かに含む 3. 酸化焙 底部平底箆削り、口唇部僅かに内湾。内面撫で。

3 土師器 掘形 15.4 2.6 l ．橙色。 2. 細砂粒含む 口縁部上半横撫で、下半底部手づくね。底部平底。

坪 % 3. 酸化焔良好 内面横撫で。底部への移項部肥厚、手持ち箆削り

4 土師器 貯蔵穴 11. 7 5 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直線的に開く、上半は横撫で。

坪 ほぼ完形 3. 酸化焔やや軟質 下半指頭圧痕有り。底部箆削り、平底状。

5 土師器 南東 11. 6 8.5 3.0 1 ．橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部外上半横撫で、下半無調整。内面撫で。

坪 +6 完形 む 3. 酸化焔良好 口唇部やや内湾。内面指頭圧痕有り。底部平底。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

6 土師器 貯蔵穴 13 0 6.0 3 6 1.にぶい橙色 2. 細砂僅かに 口縁部上半横撫で、下半手づくね、内面撫で。

坪 +2 ｽ 含む 3. 酸化焔良好 底部外縁手づくね。内面撫で。指頭圧痕有り。

7 土師器 覆土 12.2 8 0 3.0 1 ．橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部上半横撫で、下半手づくね、指頭圧痕有り。

坪 ｽ む 3. 酸化焔やや軟質 底部手持ち箆削り、平底。

8 須恵器 貯蔵穴 12.1 6 3.5 1.オリーブ灰 2. 精選 輔櫨整形

坪 +10 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

, 須恵器 南東隅 11.8 6.5 3 3 1. 灰白色 2. 細砂、黒色細粒 輔櫨整形

坪 +2 % 含む 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

10 須恵器 覆土 13 7 8.3 3 6 1 ．灰色 2. 細砂粒含む 輛轄整形

坪 口縁部～胴部 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、底部肥厚。

11 須恵器 覆土 11.0 6.0 2.9 1.浅黄色 2. 砂礫含む 轍櫨整形

坪 % 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り未調整。

12 須恵器 北西隅 12 3 5.9 4.2 1.灰白色 2. 黒色細粒僅かに 輔櫨整形

坪 +2 % 含む 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

13 須恵器 北東 11 3 6.0 3. 7 1.灰黄色 2. 砂礫含む 輔櫨整形

坪 +45 % 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

14 須恵器 北東 12.3 6.0 3.4 1 ．明赤褐色 2. 砂、粘土粒含 鞘轄整形。体部内湾、下端丸味もつ

坪 +33 % む 3. 中性焔軟質 底部右回転糸切り無調整。

15 須恵器 貯蔵穴脇 13 0 6.0 4.1 1.にぶい橙色 2. 砂粘土粒 輛櫨整形

坪 % 含む 3. 酸化焔硬質 底部左回転糸切り無調幣、底部肥厚。

16 須恵器 北東 13.5 8 1 (6.1) 1.灰褐色 2. 白色細粒砂粒 漉櫨整形、底部回転糸切り。縁辺部箆削り。

坪 +22 底部やや破損 含む 3. 還元焔硬質 体部急角度、内面湾曲しながら立ち上がる。

17 須恵器 覆土 13.0 6.7 4.1 1.灰白色 2. 細砂僅かに含む 輔輔整形、直線的に開く。

坪 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

18 須恵器 覆土 11. 7 6 0 3.5 1.灰白色 2. 精選 輛轄整形

坪 ｽ 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、底部肥厚。

19 須恵器 貯蔵穴 12.2 6.2 3.8 1.灰白色 2. 細砂小石含む 漉轄幣形

坪 +10 完形 3. 還元焙硬質 底部左回転糸切り。

20 須恵器 北西 13.0 6.2 4.4 1 ．灰白色 2. 精選 輔轄整形

坪 + 1 % 3. 還元焔良好 底部左回転糸切り。

21 須恵器 覆土 12 2 7.0 3.5 1 ．灰白色 2. 精選 輛轄整形、口縁部内湾。口唇端部外反。

坪 % 3. 還元焔硬質 体部肥厚。底部右回転糸切り。

22 須恵器 北西 12 6 6.4 3 5 1.灰色 2. 砂粒含む 輔櫨幣形、直線的体部。

坪 +42 % 3. 還元焔軟質 底部右回転糸切り。

23 須恵器 北東 13.2 7.0 4.0 1 ．灰白色 2. 精選 輔櫨整形

坪 +33 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、緩い回転、底部肥厚。

24 須恵器 中央 12.4 6 0 4.0 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔轄整形、体部内湾。口唇部外反。

坪 +11 ｽ 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り。

25 須恵器 北東 12.5 7 0 3.9 1.灰白色 2. 精選僅かに黒 輔櫨整形

坪 % 色細粒 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

26 須恵器 覆土 12.5 7.0 3.2 1.灰白色 2. 精選 鞘櫨整形、体部下半丸味をもち、口縁部外反。

坪 完形 3. 還元焔良好 底部左回転糸切り。内面渦巻痕。

27 須恵器 覆土 12 6 6.2 3.6 1.灰白色 2. 細砂僅かに含む 輔櫨整形、体部内湾。

坪 % 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

28 須恵器 覆土 13 3 6 8 3.7 1.灰色 2. 砂粒小石含む 輔輯整形、腰に丸味をもち、口縁部僅かに外反。

坪 完形 3. 還元焔硬質 底部静止に近い回転糸切り。

29 土師器 南東隅 6 4 2 2 1.灰色 2. 細砂僅かに含む 鞘轄整形、接地部やや開く。

椀 +5 底部～胴部 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り、高台部貼付け、横撫で。

30 土師器 北東 7.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒多く含 輛櫨整形、体部直線的に開く。

坪 +12 底部～胴部 む小石あり 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り。

31 紡錘車 南西 4.6 4.6 1.5 51.3g 滑石

-l 

32 須恵器 北西 14 6 8.5 7.1 1.灰色 2. 砂粒小石含む 輔櫨整形、体部腰が張り、口縁部まで直線で開く

椀 床直 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、高台部貼り付け、ハの字に開く。

33 須恵器 窟内 7.9 1.灰色 2. 砂粒小石含む 観轄整形、底部全面を残し打ち欠き。内面渦巻痕

椀 底部完形 3. 還元焔硬質 底部高台部貼り付け、内湾気味。横撫で。

34 土師器 貯蔵穴 10.8 1.橙色 2. 細粒含む コの字口縁部、強い横撫で。肩を有する。

甕 口縁部Ys 3. 酸化焔、良好 肩部箆削り。内面撫で。

35 須恵器 貯蔵穴 1.灰色 2. 砂粒含む 環状摘まみ。頂部回転箆削り。

蓋 -2 3. 還元烙硬質 内面平坦面渦巻痕見られる。

36 土師器 中央 9.6 2.9 1.橙色 2. 細砂粒含む 内外全面横撫で。

台付甕 +40 脚部のみ 3. 酸化焔良好 裾部、ハの字状に開き、指頭圧痕有り。

37 須恵器 覆土 16 8 15.6 2.7 1. 灰黄褐色 2. 砂粒粘土粒 輛轄整形、頂部右回転糸切り痕見られ、周辺回転箆

蓋 ｽ 含む 3. 還元焙硬質 削り。端部水平面折り返し、沈線施す。

38 須恵器 覆土 1.灰色 2. 白色細粒含む 口縁部突帯摘まみ出し、文様、波状文。

甕 壺口縁部破片 3. 還元焔硬質 32号住同一個体と、思われる破片あり。

39 土師器 南東 21.6 1.橙色 2. 砂粒小石粘土 口縁部外反、口唇部直立先細り、頸部横撫で。

甕 口縁部の％ 粒含む 3. 酸化烙良好 胴部横方向、箆削り。

40 土師器 貯蔵穴 20.8 1. 橙色 2. 砂粒粘土含む 口縁部外反横撫で。頸部内傾横撫で。内面撫で。

甕 -4 口縁部～上体部％ 3. 酸化焔良好 胴部、やや球形、上部横箆削り。中央縦箆削り。

41 須恵器 覆土 15.3 1.灰色 2. 細砂僅かに含む 頂部回転箆削り。

蓋 摘み部欠損 3. 還元焔硬質 端部、折り返し、やや開く。

42 須恵器 覆土 16.7 5.1 1.灰色 2. 小石含む 環状摘みで、内面は凸状になる。

蓋 % 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。端部折り返し、横撫で、先細り

43 刀 子 覆土 4.5 2.1 0. 6 6. 9 g 刀部曲線。峰部直線

44 石 北西 16. 7 9.4 6.5 432 9 g 凝灰岩質

45 砥 石 床直 8.6 6.2 6.7 515 3g 流紋岩（砥沢？）
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45号住居跡（写真図版41 • 42 • 86 • 87) 
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須恵器碗や土師器坪、甕等の破片出土。
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り煙出し部に至る。側壁は垂直に立ち上がる。

1

2

3

4

5

6

 

明褐色土

暗褐色土

暗褐色上

暗褐色土

褐色土

褐色土

黄色土粒・炭粒少鼠含む。

黄色土・焼土・炭少量含む。

2 層に似るが、炭多く含む。

黄色土塊・焼土・炭含む

黄色土塊多く含む。

砂粒・焼土・炭少量含む。

゜ L =80.30m 

竃土層

1 褐色土

2 明褐色土

3 茶褐色土

4 青灰））

5 灰褐））

6))  

黄褐色土粒・焼土・炭粒少絨含む。

明褐色細砂粒に焼土・炭粒少鼠含む。

2 層に焼土塊を多く含む。

灰の純層。焼土・炭粒少量含む。

灰褐色細砂粒に焼土・炭化物を含む。

細砂粒。

lm 

第182図 45号住居跡竃実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第183図 45号住居跡出土遺物実測図

45号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃内 23.0 6.0 3.5 1,にぶい黄橙色 2. 細砂粒、 輔轄整形。

坪 ほぽ完形 粘土粒含む 3. 酸化焔軟質 底部右回転糸切り、未調整。

2 土師器 鼈前 14 0 5 5 5.5 1.灰色 2. 細砂粒含む 輌櫨整形。口唇部内側折り返し。

坪 +4 % 3. 還元焔良好 輔轄目明瞭。底部右糸切り。

3 須恵器 南東 7.5 (4.8) 1.灰オリープ 2. 砂粒含む 輛轄整形。鞘轄目明瞭。口唇部外反。

椀 +12 % 3. 還元焙やや軟質 高台貼り付け、紐状、丸味をもつ、雑な造り。

4 須恵器 鼈前 11. 7 5.2 3.5 1.明黄褐色 2. 砂粒含む 輔轄整形、横撫で。口唇部外反。体部湾曲底部右回

坪 +7 烙 3. 中性焔軟質 転糸切り、未調整。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 須恵器 南西 13. 7 6 7 4 7 1.浅黄色 2. 砂、粘土粒含む 観轄整形、鞘鑢目明瞭。口唇部外反。

椀 +11 % 3. 中性焔軟質 高台部貼り付け、内外面横撫で。

6 須恵器 南西 16.8 8 4 5 3 1.浅黄色 2. 砂、粘土粒含む 輛櫨整形、表面摩耗。内部内湾。

椀 床直 % 3. 中性焔軟質 高台部貼り付け、ハの字に開き、断面台形。

7 須恵器 南壁 14.4 7.4 5 1 1,灰オリープ 2. 砂、粗粒含 輔鑢整形、表面摩耗。高台部やや内傾、横撫で。

椀 +4 % む 3. 中性焔軟質

8 土師器 鼈内 18.0 9.3 7.2 1.橙色 2. 細砂、粘土粒含む 輔輯整形、僅かに外反。体部内面平担。

椀 +3 % 3. 酸化焔良好 高台部貼り付け、ハの字状に開き、内外面横撫で。

, 須恵器 北東隅 12.2 (5 0) (4.4) 1.浅黄色 2. 細砂、粘土粒含 輔轄整形。

坪 + 1 % む 3. 中性焔軟質 底部高台部貼り付け。

10 須恵器 鼈内 12.0 5 0 3 0 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形、外反。高台部貼り付け。

椀 +4 完形 3. 酸化焙良好 内外面、横撫で雑。底部回転糸切り、肥厚。

11 土師器 鼈前 18. 9 7. 7 1 ．橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部コの字状。胴上位横箆削り。

甕 +7 % 3. 酸化焔良好

12 土師器 鼈内 18.8 5.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反。頸部直立、横撫で。口唇部撫で胴

甕 +5 % 3. 酸化焔良好 上位横方向箆削り、内面横刷毛。

13 土師器 西壁 22 0 6.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部コの字状の崩れた形、屈曲。

甕 床直 口縁～胴部 3. 酸化焔やや軟質 粘土紐の粘土異なり、斜方向に縞模様見られる。

14 土師器 鼈内 10.3 1,にぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部コの字状口縁～頸部横撫で。頸部上、下端体

甕 床直 % 3. 酸化焙良好 部横方向箆削り。内面箆撫で、強い撫で。

l 暗褐色土 黄褐色土粒少量含む。

2 暗褐色土 黄褐色土粒多旦と炭粒少星含む。

3 褐色土 黄色土塊。

ヽ

45号住居

‘° 
4 o⑥ 4 炒炉

`‘ 炉袋
14 

゜ L =80.40m 

A' 

2m~口三□五五丁
第184図 46号住居跡実測図

46号住居跡（写真図版42 • 87 • 88) 

位置J -36グリッド 方位 N-80°-E 

重複 45号住居に北側半分を切られる。 47号住居と

は南壁で重複しているが、 47号住居は46局住居の建

て替え前の痕跡とも考えられる。

規模東西 3m

壁高 25cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面褐色土に黄褐色土塊を混ぜ踏み固めている

が、地山の砂礫が部分的に露出している。竃前は焼

土・灰面の広がり見られる。

掘形僅かな凹凸見られる。

遺物須恵器椀多量に出土。

竃

位置東壁

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 45cm ・幅40cm • 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

深さ 34cm 煙道部長さ 85cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 5 cm 

る。

構築

僅かに傾き立ち上が

燃焼部は壁外に構築され、僅かに地山掘り残

しの袖を持つ。掘形は方形状を呈し、側壁は垂直に

立ち上がる。壁面は赤茶色に焼土化し、堅く締まる。

火床面の掘形は床面より数cm下がるが、灰層の堆積

により最終火床面は床面と同レベルになる。煙道部

は緩く立ち上がる。天井部は下面が赤茶色に焼土化

している。 また、煙出し部に土師器甕を使用してい

る。 47号住居からの立て替えとした場合、竃袖の共

用が考えられる。

、
P `べ|

第185図

叫

46号住居跡鼈実測図

1

2

3

4

5

6

7

 

褐色土

茶褐色土

暗褐色土

青灰色土

灰褐色土

黄褐色土

褐色土

焼土粒・炭粒少鼠含む。

焼土・炭粒を多く含む。

焼土．炭・灰を多量に含む。

灰の純層。

灰層に焼土粒含む。

黄褐色土・焼土粒少量含む。

IV層に似る。
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第186図 46号住居跡出土遺物実測図（1)
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第187図 46号住居跡出土遺物実測図（2)
10 • 12 • 13 • 15 

46号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西 14 8 7 0 5 2 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、高台部貼り付け。内外面横撫で。

椀 +21 % 3. 中性焙軟質 体部直線的に開く。全体に磨滅。

2 須恵器 南西 14.8 6.3 5.1 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒含む 轄轄整形、底部回転糸切り。撫で。

椀 + 1 ｽ 3. 酸化焔良好 体部湾曲して立ち上がる。口唇部外反。

3 須恵器 窟内 13 9 6 2 4.9 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 体部僅かに丸味をもつ。口唇部やや外反。

椀 +5 ％黒斑あり 3. 酸化焙良好軟質 底部回転糸切り。

4 須恵器 南東 13.5 6.3 5.0 1.灰白色 2. 細砂粒 白色粒 輔櫨整形

椀 +2 ほぼ完形 含む 3. 中性焔 やや軟質 高台部貼り付け。

5 須恵器 南東壁 13.7 2.4 6.6 1 ．にぶい橙 2. 細砂粒粘土 体部直線的、口縁部水平に開く。口唇部器肉厚い

皿 +7 ほぽ完形 粒含む 3. 酸化焔良好 輔櫨整形、端部丸味をもつ。底部回転糸切り無調整

6 須恵器 南東 7.2 2 3 1.浅黄色 2. 精選 輔櫨整形、底部回転糸切り。肥厚の高台を貼り付け

椀 +1 底部のみ内黒土器 3. 酸化焔良好 高台内外面撫で。内面磨き後、給炭させ黒色処理

7 須恵器 南東 7.0 3.3 1.浅黄色 2. 細砂粒粘土含 輌轄整形。底部回転糸切り痕。

椀 +9 胴部～底部完形 む 3. 酸化焔良好 高台部貼り付け。

8 土師器 中央 22 0 6 4 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 頸部～口縁部にかけ丸味をもち外反。部分的に弱い

甕 -2 口縁部½ に含む 3. 酸化焔良好 コの字を呈す。口唇部分僅かに折り返し。

, 土師器 寛内 19 3 6.7 1. 橙色 2. 粘土粒僅かに含む 弱いコの字状を呈する。口唇部僅かに内傾。

甕 +13 口片 3. 酸化焔やや良好 口縁部、頸部横撫で。頸部直下横箆削り。

10 土師器 北西壁 18.1 17.5 1.橙色 2. 微細砂粒含む 口縁部僅かに外反。頸部上・下端強い撫で。

甕 % 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。下半縦方向箆削り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

11 土師器 南東 12.8 10.1 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部外反。頸部酉立コの字口縁意識。球形胴。

台付甕 +l 口縁部～胴部％ 含む 3. 酸化焔良好 口縁部～頸部横撫で。頸部下横箆削り。内面撫で

12 土師器 竃煙道 19 5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴上部膨らみ肩部を有し、最大径をもつ。

甕 底部破損 3. 酸化焙良好 頸部やや直立気味。口縁部外反。

13 土師器 南東隅 3.5 11.9 1. 橙色 2. 細砂粒僅かに含む 胴部砲弾形。小さな平底、縦方向箆削り。

甕 +4 胴部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部箆撫で、全体撫で。器肉薄い。

14 土師器 南西壁 8.8 2.5 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 大きいハの字に開き、先端は尖る。

台付甕 +3 % 3. 酸化焔良好 接合部は、水平。

15 土師器 竜内 4 2 5. 7 1 ．にぶい橙色 2. 粘土粒細 縦方向箆削り。底径小さく平底。箆削り。

甕 +13 底部％ 砂僅かに含む 3. 酸化焔 良好 器肉薄い。内面撫で。

47号住居跡（写真図版43 • 88) 

位置J -36グリッド 方位 N-80°- E 

重複 46号住居• 7 局溝に切られている。 46号住居

とは同一住居の可能性も考えられる。

規模東西2.7m 西壁に46号住居との境界として

段を有する。

壁高 20cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 褐色土の地山が見られ、掘形をそのまま使用

していたと思われる。

遺物 竃内及び竃前に須恵器杯出土。

竃

位置東壁

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅48cm • 

深さ 27cm 煙道部長さ 70cm ・幅20cm

煙道部へは緩く立ち上がる。

構築 燃焼部は壁外に構築され、袖は持たない。 掘

形は方形を呈し、側壁は垂直に立ち上がる。火床面

は床面とする南壁際より 10cm程低く、焼土・灰の広

がり見られる。煙道部は褐色土の天井部が残り、天

井下面は赤茶色に焼き締まっている。

A
 

A
 

46号住居

ヽ

A' 

三
0 L=80.40m 2m 

l 暗褐色土黄褐色含む

2 褐色土 黄褐色土塊混じり

第188図 47号住居跡実測図
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茶褐色土

灰褐色土

褐色土

暗褐色土

焼土粒少旦含む。

焼土粒多く含む。

焼土塊。

灰・焼土・炭を多く含む。

粘質土・下面熱を受けている。

焼土粒．塊含む。
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第190図 47号住居跡出土遺物実測図

47号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃内 11 8 6.2 3.3 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 輔櫨整形、口縁部横撫で、外湾。体部内湾。

坪 +15 完形 粒含む 3. 酸化焔軟質 底部回転糸切り。

2 須恵器 竃付近 11 4 5.8 4.8 l ．褐灰色 2. 細砂粘土粒含 輔櫨整形、口縁部横撫で。口唇部外反。体部内湾

椀 +2 完形 む 3. 酸化焔粗質 底部高台部貼り付け後横撫で。接地部めくれ上がる。

3 須恵器 南西 14 6 7 0 5.3 l ．にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 輔轄整形、口唇部外反。体部内湾。

椀 +10 % む 3. 酸化焔良好軟質 底部回転糸切り。高台部貼り付け。横撫で。

4 須恵器 竃付近 7 0 1.褐灰色 2. 細砂小石含む 底部回転糸切り未調整。高台部貼り付け後撫で。

椀 +5 胴部～底部 3. 酸化焔良好軟質 輔櫨整形
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

48号住居跡（写真図版43 • 88 • 89) 

位置 G-45 • 46グリッド

規模住居東側は路線外、南側は水道本管埋設によ

る攪乱を受け、北西部分のみ調査。

壁高 32cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴不明 周溝無し
Ql7 

D cJ ` 4 0 
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床面 褐色土に焼土・炭化物を含み、踏み固められ

ている。

掘形北から南にかけて傾斜を持ち、特に西壁際は

深く掘り込まれている。

遺物 土師器・須恵器の破片多量に出土。

竃不明

I~IVは基本土阻参照

1 暗褐色土僅かに白色軽石・黄褐色土塊含む

2 暗褐色土黄褐色土塊含む

3 暗褐色土炭・焼土粒・黄褐色土含む

4 灰褐色土小石・黄褐色土塊・褐色土塊含む

5 灰褐色土黄褐色土と褐色土の混土

6 暗褐色土黄褐色土塊多械に含む

= 
尺

□＾ □□ 

¥¥/:8/  ヽ、三／3／/9//

＼二/1110

4
 

一
三

ー\ I
 

ー
ーー

｀極＼
-,,,.""'I匹
`,_ ン＾▲

ロ
() 10cm 

第192図 48号住居跡出土遺物実測図（1)
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第193図 48号住居跡出土遺物実測図(2)

48号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北西 13.1 6 0 2.8 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形。口唇部水平に開く。

皿 +17 ほぼ完形 3. 酸化焔軟質 高台部貼り付け、雑。底部回転糸切り。

2 土師器 北西 10.6 6.3 3 8 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +3 % 3. 酸化焔軟質 底部未調整。

3 土師器 北西隅 12. 2 6.3 3 6 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部箆削り。

坪 +1.5 % 3. 酸化焙良好 内面立ち上がり部分肥厚。底部手持ち箆削り。

4 須恵器 北西 12.8 6 2 3.7 1.灰白色 2. 砂粒含む 輛轄整形。口縁部撫で。

坪 +15 % 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 須恵器 北西壁 13. 7 4.3 1 ．灰色 2 ．砂粒僅かに含み粘 輛轄整形。高台部貼り付け痕。

椀 +9 % 土粒含む 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り。

6 須恵器 中央 11 2 5 2 4.1 1.灰色 2. 黒色微粒 白色細 轄轄整形。

坪 +32 ｽ 粒含む 3. 還元焔 やや軟質 底部回転糸切り。

7 須恵器 北西 6.9 3.0 1.灰白色 2. 砂粒含む 輛輯整形。高台部貼り付け、後撫で。外側に開く。

椀 +22 % 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

8 須恵器 中央 5.9 1.灰色 2. 砂粒含む 輔輯整形。高台部貼り付け痕、撫であり。

坪 +15 底部½ 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。内面同心円。

, 灰釉陶器 覆土 6. 7 2.9 1 ．灰白色 2. 精選 高台部貼り付け。底部飢薄い。

椀 底部％ 3. 還元焔硬質 釉漬け掛け。

10 須恵器 覆土 7.1 2.7 1.灰白色 2. 精選 漉櫨整形。高台部貼り付け。撫で。

長頸壺 ％底部のみ 3. 還元焔硬質 回転箆削り。

11 灰釉陶器 覆土 10 3 3 6 1.灰白色 2. 精選 体部内湾、口唇部外反。

椀 3. 還元焔硬質

12 須恵器 覆土 8.0 3.2 1.灰白色 2. 砂粒含む 輛轄整形。

坪 底部½ 3. 還元焔良好 底部回転箆削り。

13 灰釉陶器 覆土 1.灰白色 2. 精選 肩部丸味を持つ。
ギg 肩～底部％ 3. 還元焔硬質

14 須恵器 北西 6 1 10 1 1.灰色 2. 砂粒含む 卵形。内面紐造り痕。外面回転撫で。底部肥厚。

長頸壺 +15 ｽ 3. 還元焔硬質 底部～胴下端にかけ、細砂粒貼り付け。

15 土師器 北西 20.6 1.明赤褐色 2. 砂粒粘土粒 口縁部コの字口縁崩れる。口唇部僅かな沈線巡る。

甕 + 12 % 含む 3. 酸化烙良好 頸部両端強い横撫で。胴上部横方向箆削り。

16 土師器 掘形 18.8 5.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む コの字口縁部。口唇部僅かに立ち上がる。

甕 口片 3. 酸化焔良好 頸部指頭圧痕有り。胴上部横方向箆削り。

17 土師器 北西 18 3 6.2 1.橙色 2. 細砂粒粘土粒含 口縁部横撫で。頸部ハケ目。口唇部撫で。

甕 +4 % む 3. 酸化焙軟質 やや立ち上がる。胴上部横方向箆削り。

18 土師器 覆土 16.8 8.7 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 コの字□縁崩れたもの、頸部下端屈曲弱い。

甕 % む 3. 酸化焙良好 内面撫で。胴部平面摩耗。

19 土師器 北西 16.8 8.6 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

甕 +15 % 3. 酸化焔良好 胴上位外反、横方向箆削り。

20 土師器 北西 19.1 5.8 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む コの字□縁、口縁部の外反。肩部の張り強い。

甕 +8 口片 3. 酸化焔良好 頸部撫で弱く、指頭圧痕有り。

21 土師器 西壁中央 17. 7 7.9 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む コの字口縁。

甕 口片 3. 酸化焙良好 胴上部横方向箆削り。

22 I 土：器 1 覆土 17.8 7.4 1.にぶい赤褐色 2. 砂粒含む コの字口縁崩れたもの。頸部両端強い横撫でにより、

% 3. 酸化焔良好 境界を作るが、口縁部側不明瞭。指頭圧痕

23 土師器 北西壁 19.5 7.1 1.にぶい橙色 2. 砂粒、粘土 口縁部コの字口縁崩れた形、横撫で。

甕 +10 % 粒含む 3. 酸化焔やや軟質 胴上部横方向箆削り。

24 須恵器 中央 30.6 11.3 1.灰色 2. 細砂粒含む 紐造り。回転撫で。口縁部直線的に立ち上がる。

甑 +4 弱 3. 還元焔硬質 唇部平坦面。鍔上面水平。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

25 須恵器 掘形 15 6 15 5 l ．灰白色 2. 細砂粒含む 紐造り、回転撫で。外面指押さえ痕有り。

甕 +3 破片 3. 還元焙硬質 高台部貼り付け。撫で外に開く。

26 刀 子 北西床直 7.0 1. 9 o.3 11 og 欠損。関部から茎部残存。関箆被。

27 鉄製品 覆土 1 4 1. 2 0.8 7 6g 塊

28 土製品 覆土 3.0 1 9 1. 7 1.橙色 2. 砂粒含む 棒状工具に粘上巻き付け。

土 錘 底部％ 3. 酸化焙良好

49号住居跡（写真図版43 • 89 • 90) 

位置 J -52グリッド 方位 N-73ー -E 

重複西壁中央を135号土坑に切られている。

規模東西3.6m 南北3.8m 方形を呈す。

壁高 80cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し

柱穴 南北両壁下中央に径50cm ・深さ 10cmのピット

があり、 2 本柱の柱穴と考えられる。

周溝 南壁及び東壁竃南を除き各壁下に、上端16cm

前後・深さ 5 cm前後で巡る。
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叫

床面 掘形面に暗褐色土を僅かに入れ、踏み固めて

いる。富前には灰の広がり見られる。

掘形 凹凸少なく平らな面に仕上げられている。

遺物 土師器坪や20cm前後の片岩系の礫が住居北西

寄りに出土。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅35cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅35cm • 

深さ 80cm 煙道部長さ 1.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 30cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は住居内に構築され、 60cm

程の袖を持つ。袖は地山黄褐色土を貼り

付け作り出している。火床面は床面より

5cm程低く灰層の堆積見られる。覆土中

には黄褐色土を主体とする層があり、そ

の下面は焼土化していることから、天井

の崩落土と考えられる。煙道部は天井が

残り、水平方向に80cm伸びて垂直に立ち

上がる煙り出し部にいたる。天井部下面

は赤茶色に焼土化している。煙道部内は

縦13cmX 横15cmの方形を呈し、壁面には

A
 

A' 

第194図 49号住居跡実測図
L =81.00m 2m 

四角形のエ具による削痕残る。

1 暗褐色土 焼土・炭僅かに含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊多星に含む

3 暗褐色土 黄褐色土塊少量含む

4 暗褐色土 黄褐色土塊多く含む

5 暗褐色土 黄褐色土と黒褐色土の混土

6 暗茶褐色土 暗褐色土を少鼠含む

7 暗茶褐色土 黄褐色土を多く含む

8 暗褐色土 黄褐色土粒僅かに含む

9 黒褐色士

10 // 

11 暗茶褐色土

① 暗茶褐色土

② 暗茶褐色土

僅かに黄褐色土粒含む

6 層に似る

焼土・炭僅かに含む

黄褐色土粒僅かに含む
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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1 暗褐色土 黄褐色土を斑点状に含む。 7 暗黄褐色土焼土

a ' l' 暗褐色土 大豆大の黄褐色土を含む 塊含む。

2 暗褐色土 黄褐色土・粘土を斑点状に含む。 8 褐色土黄土粒．

2' 暗褐色土 黄褐色粘土塊より焼土粒塊の割合 焼土粒混じり。

が多い。 9 暗黄褐色土焼土

3 黄褐色土大豆大の焼土含む。 黄褐色塊混じり

3' 黄褐色土 鼈袖土層

4 暗褐色土焼土粒・黄褐色土粒含む ①暗黄褐色土焼土

5 灰褐色土焼土塊含む 粒・褐色土塊含む

6 褐色土 焼土塊混じり

第195図 49号住居跡鼈実測図
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ニ—゜ 10cm 

第196図 49号住居跡出土遺物実測図（1)
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゜第197図 49号住居跡出土遺物実測図（2)

49号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西壁際 11. 2 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む。 口縁部内傾、横撫で。

坪 + 1 ほぼ完形 3. 酸化焔砂っぼい 体部～底部箆削り。

2 土師器 北東 12.6 3.7 1 ．橙色 2. 細砂黒色粒含む 口縁部内湾、横撫で。

坪 +1 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

3 土師器 中央 (12.6) - 3.7 1.にぶい橙色 2. 粘土粒含む 口縁部内湾。横撫で。

坪 +4 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

4 土師器 覆土 11. 0 3.4 1 ．底部外面黒色 2. 細砂粒 口縁部直立横撫で、底部～体部箆削り。

坪 % 黒色細粒含む 3. 酸化焔 良好 内面撫で。

5 土師器 北西 11. 5 3.4 1.明赤褐色 2. 細粒黒色細 口縁部横撫で、やや内傾、体部～底部箆削り。

坪 +l ほぼ完形 粒含む 3. 酸化焔良好 内面撫で。

6 土師器 北西 13.2 4.1 1.にぶい橙色 2. 細砂黒色 口縁部内傾、横撫で。

坪 床直 ほぼ完形 細砂粒含む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

7 土師器 北西 13.4 3.4 1.にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部内湾、横撫で。体部～底部削り。

坪 +2 ほぽ完形 細砂粒含む 3. 酸化焔軟質

8 土師器 南東 18.0 3.8 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 盤状坪、口縁部僅かに屈曲。

坪 +2 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 内面撫で。

, 土師器 北西隅 (21 0) - (3.7) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反横撫で。弱い稜を持つ。

坪 +2 % 3. 酸化焔良好 体部～底部削り。

164 



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

10 須恵器 覆土 10.6 (6.0) 4.2 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 底部回転糸切り未調整。

坪 ｼ 3. 還元焔硬質 輛櫨整形。

11 須恵器 覆土 11.8 7.5 3.7 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 底部糸切り未調整。

坪 % 3. 還元焔硬質

12 須恵器 覆土 13.2 7.0 4.0 1.灰白色 2. 黒色細粒含む 口縁部外反。底部回転糸切り未調整。

坪 x 3. 還元焔硬質

13 須恵器 中央 6.0 1. 褐灰色 2. 白色小石含む 底部左回転糸切り未調整。

坪 +14 底部のみ残 3. 還元焙良質 高台貼り付け痕。

14 土師器 北西隅 8.8 1.にぶい橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。

壺 +14 口縁部～胴部½ 3. 酸化焔良好 頸部箆削り。

15 土師器 覆土 25.0 1.灰褐色 2. 黒色細粒含む 口縁部肥厚、外反、横撫で。

甕 口縁部％ 3. 酸化焔良好 頸部箆削り。

16 土師器 北西隅 24.5 1.橙色。 2. 黒色細粒、粘土粒 球形胴部、横方向箆削り。頸部飽目。横撫で。

甕 +4 ｽ 含む 3. 酸化焙良好 口縁部外反横撫で。内面頸部くの字に屈曲。

17 礫 北西床直 16.0 10.4 7.2 l,970.3g 粗粒安山岩
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第198図 50号住居跡実測図

灰褐色土

褐色土

灰褐色土

褐色土

褐色土

As-B を多く含む。

黄土色土塊含む。

灰白色粘質土混じり。

黄上粒・焼土粒混じり。

黄土塊多量に含む。

゜ L =80.80m 2m 
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第 II章 上栗須遺跡

50号住居跡（写真図版44 • 90 • 91) 貯蔵穴 無し 柱穴 無し 周溝 無し

位置

重複

居の可能性もある。西壁を 2 号溝、西半分を140局土

坑、中央を26号溝に切られ、

られている。

規模

壁高

ｩ 

G-49 • 50グリッド

51号住居を切る格好になっているが、拡張住

東西4.lm

20cm前後

南北 4m

⑤
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◇
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床面 暗褐色土に黄褐色土塊・焼土・灰混じりの、

混土を踏み固めている。

掘形

遺物

51号住居との重複があるため不明。

竃前に竃からの土師器甕・坪片の崩落見られ

る。北東隅に鉄斧出土。

置
模

竃
位
規

構築

東壁南

焚口部幅55cm

深さ 40cm

灰色土

黄褐色土

灰褐色土

灰褐色土

灰褐色土

褐色土

暗黄土色土

燃焼部奥行き 65cm ・幅50cm • 

煙道部は調査区外

煙道部への立ち上がり部分路線外のため不明。

燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。掘形は

方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。火床面は、

床面より 5 cm程低く、 10数cmの灰層の堆積見られる。

火床面上面には焼土の堆積見られ、天井部の崩落に

よるものと思われる。竃内及び周辺出土遺物は、土

師器甕片を中心に南東から北西にかけて崩れ落ちて

いるような出土状況を呈する。

lm 

黄土粒・焼土粒僅かに含む。

黄土粒・塊主体。

黄土粒・焼土粒僅かに含む。

焼土・黄土塊含む。

黄土塊・焼土粒僅かに含む。

焼土粒やや多く含む。

焼土粒・灰多鼠に含む。

L =80.SOm lm 

第199図 50号住居跡竃実測因
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第 II章上栗須遺跡

50号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 10.9 2.4 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。体部指頭圧痕有り。

坪 -2 口縁部％ 3. 酸化焔良好 底部箆削り、平底。

2 土師器 南東 10.7 3.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部折り返し。内面撫で。

坪 +3 口縁部％底部残 3. 酸化焔良好 体部指頭圧痕有り。底部中央箆削り。

3 須恵器 北東 13 8 1.暗灰色 2. 細砂 白色粒含 輛轄整形。口縁部横撫で。口唇部外反。

椀 +3 底部欠損 む 3. 還元焔硬質 体部内湾。

4 須恵器 南東 14 6 5 8 2.4 1.浅黄色 2. 砂粒粘土粒含 輔轄整形。ほぼ直線で開く。表面摩耗。

皿 +11 ｽ む 3. 酸化焙良好軟質 底部高台部貼り付け痕。

5 須恵器 南東 15.6 6. 7 2.8 1.灰色 2. 細砂 白色粗砂含 輔轄整形。口縁端部僅かに水平に外反。

皿 床直 完形 む 3. 還元焔硬質 体部直線的に開き、底部右回転糸切り。

6 須恵器 北西 11. 8 5.5 4.2 1 ．灰白色 2. 黒色細砂粒僅か 輔轄整形。口唇部撫で、外反。

坪 +14 口縁部％ に含む 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り。

7 須恵器 南東 6.5 1. 7 1 ．底部黒色 2. 細砂小石含 底部回転糸切り。周辺部撫で。

坪 +7 底部残 む 3. 還元焔良好

8 須恵器 南東 6.0 2.8 1.灰白色 2. 粘土粒細粒含 輔櫨整形。

杯 +13 胴部～底部½ む 3. 還元焙良好 底部右回転糸切り。

, 須恵器 南東 18.4 9.4 7.2 1.黒褐色 2. 砂粒含む 輔轄整形。口縁部僅かに外反。体部僅かに内湾。

椀 +16 口縁部～底部％ 3. 還元焔良好 高台部貼り付け、台形。回転糸切り。

10 須恵器 北東 18.5 8.2 7. 7 l ．黒褐色 2. 細砂粘土粒含 輛轄整形。口唇部外反。体部内湾。高台部貼り付け

椀 +12 口縁部～底部％ む 3. 還元焔良好 台形状を呈し、内外面撫で付け。底部撫で調整。

11 土師器 南東 17.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 頸部～口縁部コの字状、横撫で。頸部強い横撫で。

甕 +12 % 3. 酸化焔やや軟質 胴上部横方向箆削り。口唇部撫で端部。

12 土師器 南東 3 8 1.橙色 2. 細砂粒含む 底部小さく箆削り。

甕 +3 底部残 3. 酸化焔やや軟質 胴下半縦方向箆削り。

13 土製品 北西 3.7 1.4 7.7g 1. くすんだ褐色 2. 細砂粒含 棒状工具に粘土を巻き付け整形。

土 錘 床直 む 3. 酸化焔良好

14 鉄 斧 北西隅 19.7 4.1 2.5 168.72g ソケット状の差し込み口を持ち、肉厚。

15 土師器 南東 19.0 1. くすんだ褐色 2. 僅かに砂 口縁部～頸部コの字意識。口唇部撫で。

甕 +10 % 粒含む 3. 酸化焔良好 頸部両端強い横撫で。内面箆撫で。

16 土師器 南西 18.2 1 ．くすんだ橙色 2. 細粒粘 口唇部横撫で。直方向横撫で。爪形の痕跡有り。

甕 -1 ロ縁部％ 土粒含む 3. 酸化焔良好 頸部横撫で。胴上半部横方向の箆削り。

17 土師器 南西 18.6 1.橙色 2. 細砂粘土粒多く 口縁部横撫で。指頭圧痕有り。頸部横撫で。

甕 -2 口縁部％ 含む 3. 酸化焙軟質 胴上部横方向箆削り。

18 土師器 南西隅 18.8 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口唇部～頸部横撫で。内面撫で。

甕 +6 ％口縁部ー肩部 3. 酸化焔良好 胴部やや球形、上部横方向箆削り。

19 土師器 竃内 17.8 1.にぶい褐色。 2. 細砂、粘土 ロ縁部～頸部コの字意識、横撫で、口縁部肥厚。

甕 +14 口縁部片 粒僅かに含む 3. 酸化焔良好 内面横撫で。胴部箆撫で。胴上部横方向撫で。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 土師器 窟内 16.4 1.にぶい赤褐色 2. 粘土粒含 口縁部コの字状呈す。口唇部やや肥厚、外反。

甕 口縁部½ む 3. 酸化焙良好 指頭圧痕有り。頸部横撫で、指頭圧痕有り。

21 土師器 南東 12.2 5.7 1. 橙色。 2. 細砂粒含む。 口縁部～頸部コの字状、頸部肥厚。

甕 +3 口縁部破片 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

22 砥 石 南西隅 8.2 5.2 320 g 円柱状を呈する。擦面に線刻あり。

-1 

51号住居跡（写真図版44 • 45 • 91) 

位置

重複

G-49 • 50グリッド

50号住居同様140号土坑、

れている。 50号住居とは北壁・西壁が一致する。

規模

壁高

東西3.6m

30cm前後

況は不明。

貯蔵穴

南北3.2m

2 号・ 26号溝に切ら

ほぽ方形を呈する。

50号住居内に入るため、壁面の状

住居南東隅、 70cm程壁外に飛び出し、1. 2

mX l. 4mの隅丸長方形。掘形はレンズ状を呈す。覆

土上面に灰の堆積見られる。出土遺物は台付甕や須

恵器坪などがある。

柱穴

周溝

また、掘形面精査中東壁北寄り

に同規模の土坑を検出、刀子や土師器甕・坪類の出

土あり。

無し

東壁を除き、上端15cm前後、深さ 10cm前後の

規模を持ち全周する。

床面 褐色粘質土に灰白色粘質土、黄褐色粘質土塊

を混ぜ踏み固めている。竃前から左右貯蔵穴にかけ

ては焼土・灰の広がりみられる。

q

Q

 

勺

4
0

C

)

 

心

゜C
 

2 号溝
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第201図

50号住居

1

2
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掘形

cm程の円形土坑検出した。掘形面

は小さな凹凸は見られる。

遺物

住居中央に径 lm、深さ 10

貯蔵穴内や竃内から土師器

甕・坪、須恵器坪等出土。 また、

土錘・鉄鎌なども出土している。

26号溝

灰褐色土

黒褐色土

暗黄褐色土

灰褐色土

灰褐色土

゜

焼土粒・炭混じり

灰混じり

焼土・炭含む

焼土・炭含む

堅く踏み固められている

L =80.80m 2m 

4 2 

51号住居跡実測図
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第 II 章 上栗須遺跡

置
模

竃
位
規 東壁中央南より

焚口部幅60cm

深さ 50cm

構築

燃焼部奥行き 60cm ・幅70cm • 

煙道部長さ 80cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に立ち上がる。

燃焼部は壁外にあるが、地山黄褐色土を掘り

火床面は床面より 10cm程低く、下層に10cm程の灰層、

また、上層には天井部の崩落と思われる 5 cm程の焼

土層の堆積見られる。煙道部は水平方向に伸びる。

掘形は方形で壁面は垂直に立ち上がり、赤茶色に焼

けている。覆土中には天井部の崩落土である焼土の

堆積が多く見られる。

残した袖を芯に持つ。燃焼部壁面は削平され不明。

`
E
 

吋

第202図 51号住居跡竃実測図
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第203図

ò::i| 

貯蔵穴土層

① 黒灰色

② 暗黄褐色土

③ 灰褐色土

灰層。焼土混じり。

灰褐色・黄褐色混じり。

黄土粒・焼土粒・炭僅か

に含む。

鼈

l 褐色土 黄土粒・焼土粒僅かに含む。

2 II 焼土・多贔に含む。

3 暗黄土色土黄土粒・塊混じり。

3' 灰色土 黄色土塊含む。

4 暗灰褐色土焼土・灰含む。

5 灰褐色土 黄土塊含む。

6 黄色粘質土塊

叫

51号住居跡床下実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第204図 51号住居跡出土遺物実測図

51号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 11 7 8.0 3.3 1.橙色 2. 黒色細粒細砂 口縁部横撫で、底部平底、箆削り。

坪 +3 ほぽ完形 粘土粒含む 3. 酸化焙軟質

2 須恵器 貯蔵穴内 11.6 6.0 3.9 1.褐灰色 2. 粘土粒含む 輛櫨整形。口縁部強い横撫で。口唇部外反。

坪 +8 % 3. 還元焙軟質 回転右糸切り未調整。

3 土師器 貯蔵穴内 8.3 1.にぶい橙色 2. 細砂、粘土 体部箆削り。内面箆撫で。脚部ハの字に開く。

台坪甕 +7 胴部～脚部％ 粒含む 3. 酸化焙良好 先端内傾。体部との接合部横撫で。

4 土師器 竃内 18.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 頸部弱いコの字呈す。口縁部外反、横撫で。

甕 掘形 口縁部破片 3. 酸化焔良好 内面平坦面。胴部横方向箆削り。

5 土師器 床下土坑 17 6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 弱いコの字状口縁、口縁部横撫で。口唇部僅かに内

甕 口縁部破片 3. 酸化焔良好 傾。頸部平坦面横撫で。下端強い横撫で。

6 土師器 南東 1.褐色 2. 細砂粘土粒含む 底部小さく不安定、箆削り。

甕 胴下部～底部 3. 酸化焔良好 胸部縦方向箆削り、直線。

7 鉄 器 床下土坑 15.6 3.9 0 3 67. 9 g 刀子先端部欠損。関部鈍角をなし茎に至る。

8 土製品 掘形 3.5 1.8 1.にぶい橙色 2. 粘土粒粗 棒状工具巻き付け。両端摩擦痕有り。

土 錘 砂含む 3. 酸化焔良好

, 土製品 覆土 3. 7 1.8 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 棒状工具巻き付け。両端摩擦痕有り。

土 錘 粒含む 3. 酸化焙良好

52号住居跡（写真図版45 • 91) 

位置 G-47 • 48グリッド

重複 53 • 54号住居を切り、 18号溝・小ピットに切

られている。東半分は調査区外であるため未調査。

規模西壁3.8m

壁高 20cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴不明

の土坑を検出。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊、褐色土塊の混上

掘形住居中央部及び北寄りに、深さ 20cmの長方形

竃不明
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52号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 鉄製品 覆土 7.0 0 3 16.8 g 円盤状鉄製品。完存。中央部円形突起である。

2 土師器 覆土 14.1 1.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部折り返し。

坪 3. 酸化焔良好 胴部箆削り。

3 須恵器 掘形 13.5 2.6 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 輔輔整形。口唇部外側に折り返し。

椀 +9 % 3. 中性焔軟質 高台部貼り付け痕。

4 須恵器 覆土 13.0 (8.2) 2.8 1.灰黄色 2. 細砂粘土粒含 鞘轄整形。口縁部僅かに外反。

皿 % む 3. 中性焔軟質 体部僅かに内湾。底部高台部貼り付け。

5 須恵器 北西 13.8 5.4 2.7 1.灰色 2. 砂粒含む 口縁部僅かに外反。

坪 +8 % 3. 還元焔軟質 体部直線的に開く。

6 須恵器 北西 6 6 (2.8) 1 ．灰黄色 2. 砂粒含む 底部回転糸切り。高台部貼り付け。僅かにハの字に

椀 +6 % 3. 還元焔硬質 開き、全面横撫で。漉櫨整形。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第207因 53号住居跡実測図
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A
、 1

2
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4
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53号住居跡（写真図版45 • 91 • 92) 

位置

重複

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

G-47グリッド

50cm前後

不明 柱穴

方位 N-6T-W 

52号住居に切られ、 54号住居を切っている。

南東半分は調査区外であるため未調査。

西壁部2.5m

垂直に立ち上がる。

無し 周溝 無し

暗褐色土に黄褐色土塊を含み踏み固められて

いる。窟前は焼土・灰の広がり僅かに見られる。

54号住居と重複しているため、確認出来ない。

南隅寄りに、上半分の欠けた長頸壺が出土し

中に土師器坪が入って出土。

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

灰褐色土

焼土粒・炭僅かに含む

1 層に黄褐色土含む

黄褐色土塊多く含む

黄褐色土塊混じり

黄褐色土塊多量に含む

司 司 ロニロ//

a' 

.o I 

゜ L =80.70m 

a
 

a ’ 

①
 

第208図 53号住居跡鼈測図

①
②
③
 

灰褐色土 黄褐色土・焼土

僅かに含む

暗黄褐色土

暗黄褐色土 褐色土塊含む

④
⑤
 

褐色土

褐色土

第209図

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

褐色土

暗黄褐色土

灰茶褐色土

黄褐色土塊含む

僅かに黄褐色土

粒含む

Jm 

白色軽石・焼土粒含む

黄褐色土塊・焼土粒含む

黄褐色土塊多旦に含む

熱を受け焼ている

黄褐色土塊多く含む

黄褐色土塊・焼土塊含む

53号住居跡出土遺物実測図 ゜

•• 91...,_ 

./’：:--;，．りか．
, ^．ぷ； 9・・' •t ’｀忍•,J.嗜

t tf (•五;.:西‘足
．9'.シ9：書＇

・マ，ヽ• • :, • •ン： ”:' rァ·` 菟忍三：99‘く年．亥”ク~i ＼＼‘\．、百．，・ニ乙
こ．こ
•し▼ ~·，拿~ •,..,· ~ •し

I 10cm 20cm 
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第 II章 上栗須遺跡

置
模

竃
位
規 北壁西コーナー寄り

焚口部幅55cm

深さ 40m

燃焼部奥行き 95cm ・幅65cm • 

煙道部長さ 70cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 18cm 緩く立ち上がる。

垂直に立ち上がり、赤茶色に焼き締まる。火床面は

床面より僅かに高く、焼土・灰・炭化物が散乱して

いる。煙道部は水平方向に伸び、煙出し部で緩く立

ち上がる。掘形は横15X 縦10cmのやや長方形を呈し、

側壁から天井にかけて焼土化している。

構築 燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。壁面は

53号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南西 12 5 3 3 1.橙色 2. 細砂粒 白色細砂 口縁部横撫で。底部箆削り。やや平底気味。

坪 +2 完形 粒含む 3. 酸化焔良好 内面撫で。 2 の壺内より出土。

2 須恵器 南西 15 0(13.2) 1 ．灰白色 2. 粗砂小石含む 口縁部欠損。肩部張り、台部との接合部絞り混まれ

長頸壺 -2 4 体部上～底部％ 3. 還元焔硬質 る。横撫で。台部直線的に開くが、裾部は外傾。

54号住居跡（写真図版45 • 92) 

I ► 

5
3
E
H田洞

L..... 
1 ► 

52

i}fi:~ 

長
I~IVは基本土層参照

1 暗褐色土褐色土塊混じり。

2 暗黄褐色土

3 暗褐色土 黄褐色土塊多量に含む

0 L =81.30m 2m 

位置

重複

区外であるため未調査。

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

竃

G-47グリッド

52 • 53号住居に切られている。東半分は調査

西壁4.lm

40cm前後

不明

不明

垂直に立ち上がる。

柱穴 不明 周溝

暗褐色上に黄褐色土塊含み、踏み固めている。

径1.2mの円形土坑を検出した。

無し

口

無し

10cm 

第210図 54号住居跡実測図 第211図 54号住居跡出土遺物実測図

54号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 ロ径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 12. 4 8.3 3.1 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘士 口縁部横撫で。体部指押さえ。

坪 ほぽ完形 粒含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

3 掘立柱建物跡

1 号掘立柱建物跡（写真図版47 • 92) K I 

I I 
位置 J • K -45グリッド 方位 N-29°-E

重複 37号住居南壁を切る。 P 6 • 7 が52 • 51土坑
--43 D と重複する。

\ 
10号掘立

規模 2 佑~ (2. 7m) X 3 惜］（3.9m) 日ミ

面積 10.53m' 形状長方形

柱穴掘形円形を呈する。棟方向に 2 本の柱穴が見

られ、規模や柱間などが異なる事から、束柱と考え
---4-5 --ｷ 

口塁られる。 I 」

2 号掘立柱建物跡（写真図版47)

位置 I • J -47 • 48グリッド
---4-7 ---

方位 N-0ー  
l 立

重複 32号住居が中に収まる恰好となり、住居の東

西両壁を柱穴が切っている。

規模 2 『月 (4 m) X 3 『月（5.8m)
~--4-9 ---

必：： I 
面積 23.2m' 形状長方形 ~ 49 
柱穴 隅丸方形に近い掘形を持ち、底面は平底を呈

する。西列では、各柱穴が 2 本分の掘形を持ち、 40

cmの間隔で平行に並ぶ。また、桁行き両辺の中 1 間
---5-1 ---

の柱間は、外側の柱間に比べ短い。 -6翁郷ジ ｀ぃ咤やグ
---S-J --

3 号掘立柱建物跡（写真図版47 • 92) 

位置 H • I -48 • 49グリッド 方位 N-28°-E I I 
I G 

重複 2 号溝に切られている。 () 20m 

規模 2 『月 (3.9m) X 3 間 (5.2m)
第212図掘立柱建物跡全体図

面積 20.3m' 形状長方形

柱穴 掘形は長方形を呈し、柱間と同じ走行に掘ら

れる。底面には柱の当たっていた部分があり、青緑

色に変色している
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第 II章上栗須遺跡
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三

゜
L =80 90m 2m 

1 暗褐色土 黄色土粒・焼土・炭粒少景含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・塊やや多く含む。

3 褐色土 黄色塊を多く含む。

第213図 1 号掘立柱建物跡実測図

1 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 48 46 22 2 64 46 30 3 44 40 28 4 46 44 36 5 38 40 22 

6 40 40 40 7 54 50 30 8 84 44 26 , 32 34 22 10 30 20 40 

11 40 32 26 12 32 32 28 

2 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 48 40 30 2 62 50 40 3 65 50 54 4 76 50 28 5 48 46 30 

6 60 44 24 7 90 40 52 8 104 55 32 , llO 40 25 10 44 38 29 

3 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 70 64 32 2 64 40 30 3 64 46 16 4 66 40 42 5 94 52 60 

6 68 58 54 7 68 56 58 8 74 66 60 , 74 56 50 10 64 50 50 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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32号住居
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1
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暗褐色土

暗黄土色土

暗褐色土

暗黄土色土

暗褐色土

黄土色塊含む。

黄土色塊主体。

黄土色塊含む。

黄土色塊主体。

黄土色粒．塊僅かに含む。

6 暗黄土色塊

7 暗褐色土

7' 暗褐色土

8 暗褐色土

焼土・炭混じり。

焼土。

第214図 2 号掘立柱建物跡実測図

177 



第 II章上栗須遺跡
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l 暗褐色土 黄褐色土粒・塊・木炭粒少量含む。

2 黄褐色土 黄褐色粒土塊を斑点状に・木炭僅かに含む。

3 暗褐色土 黄褐色粘土塊を斑点状に含む。

4 暗褐色土

5 黄褐色土

6 暗褐色土 黄褐色小塊を多目に含む。

7 暗褐色土 やや灰褐色気味。

第215医 3 号掘立柱建物跡実測図

4 号掘立柱建物跡（写真図版49)

位置 I • J -49~51グリッド

方位 N-ff-W  

重複 28号住居と庇部分で切り会う、 7 • 8 号掘立

柱建物と重なり合う。新旧関係は不明。

規模 2 間（3.6m) X 3 間 (5.6m) 庇を持つ。

面積 20.2m' 形状長方形

柱穴 掘形は、柱間と同方向に掘られ隅丸長方形を

呈する。また、柱穴底面には、柱の当たっていた部

分は重圧により窪み、何本かは青緑色に変色してい

る。柱を打ち込んだ痕跡は見られない。

備考庇部分は lm程張り出す。

4 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱： I 了::I::I :: I 柱：I :: I:: I:: I 柱：I:: I:: I::I 柱：I:: I:: I :: I::I:: I::I て：
11 I 46 50 I 12 I 58 42 I 13 I 50 48 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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l 茶褐色土焼土粒極少含む。 D 立
2 茶褐色土焼土粒極少含む。

3 茶褐色土

4 茶褐色土

5 茶褐色土

6 紅褐色土焼土粒極少含む。
E E' 

7 紅褐色土

8 紅褐色土

9 茶褐色土

10 茶褐色土

。 L =80.90m 2m 

第216図 4 号掘立柱建物跡実測図
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第 II章 上栗須遺跡

5 号掘立柱建物跡（写真図版47 • 92) 

位置

重複

区外。

J • K -50 • 51グリッド 方位 N-20°-W

6 号掘立柱建物と重なり合う。北東隅は調査

規模

面積

柱穴

2 『月 (3.7m) X 3 「日ij (5.4m) 

16.7m' 形状 長方形

掘形は円形を呈し、柱痕未確認。

5 号掘立柱建物跡 柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1

6

 

60 

62 

50 

60 

58 

54 
2

7

 

44 

60 54 

56 

54 
3

8

 

44 

42 

40 

30 

48 

48 

68 60 50 5
 

70 50 52 

6 号掘立柱建物跡 柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1

6

 

44 

46 

40 

38 

40 

40 
2

7

 

44 

50 

42 42 

26 
3
 

66 40 44 40 34 5
 

50 34 28 

|ご

D
、

A□ 
や、

勺
I
 こ

p8 

coi
ｩ

P

l

 

｀叫

◎
0
巳

ー

。
巳

□
P
s
 

〇
｀

叫

／勺 A A' 

E
、

1

2

3

4

5

6

 

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

地山塊

焼土粒・木炭粒。

焼土粒。

焼土粒少量。

7

8

9

 

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色土

10 

11 

第217図

10 

茶褐色土

茶褐色土

゜ L =80.90m 2m 

焼土粒極少。

5 号掘立柱建物跡実測図
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6 号掘立柱建物跡（写真図版48)

位置 J • K-50 • 51 グリッド 方位 N-20°-W

重複 5 号掘立柱建物と重なり合う。

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

規模 2 間 (4 m) X 2 間 (4 m) 東辺 (4.3m)

面積 16.4m' 形状東辺の長い台形。

柱穴 東南柱穴p 3が外に飛び出す形となる。

、 3 3 

|こ /I 己J ¥'-.I./ 

◇ぅ m̀| 

I P1 

• I • 
p2 p6 

゜|0 A□汀 □◎ 口冒A m| 

A' A 

゜ L =80.90m 2m 

第218図 6 号掘立柱建物跡実測図

7 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

2

0

 

4

4

 

6
 

3
 

0

0

 

4

4

 

1

6

 

2 I 56 I 48 I 50 
7 I 48 50 

6
2
5
6
 

4
 

4
 

5
2
5
6
 

3

8

 

4 I 72 I 56 I 62 5 I 60 I 56 I 44 

8 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

4
6
5
8
 

4
8
5
4
 

5
2
6
2
 

1

6

 

2 I 70 I 50 I 46 
7 I 40 22 

6
0
4
8
 

4
2
3
8
 

6
2
4
2
 

3

8

 

4 I 62 I 54 I 60 5 I 50 I 40 I 52 

9 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 l 深さ l 柱穴 l 長径 I 短径 l 深さ l 柱穴 l 長径 I 短径 I 深さ

1 I 40 30 I 2 I 26 30 I 3 I 30 24 I 4 I 40 I 24 I 20 I 5 I 26 I 24 I 16 

181 



第 II章上栗須遺跡

7 号掘立柱建物跡（写真図版49)

位置 I • J -49 • 50グリッド 方位 N-14°-W

重複 27号住居、 4 • 8 局掘立柱建物と重なり合う。

規模 2 間 (4.2m) X 2 間 (4.2m)

面積 17.6面 形状正方形

柱穴 掘形円形。底面に青緑色の変色部分見られる。

9 号掘立柱建物跡（写真図版48)

位置 K-45グリッド 方位 N-26°-W

重複 42 • 43号住居を囲む形で確認されたが、北・

西辺部分が調査区外であり、また住居との重複があ

るため全形は不明。

規模 2 間 (3.9m) X 2 間 (2.8m)

面積不明 形状不明

柱穴 円形又は楕円形を呈する。

8 号掘立柱建物跡（写真図版48)

位置 I • J -49 • 50グリッド 方位 N-21°-W

重複 27号住居、 4 • 7 号掘立柱建物と重なり合う。

規模 2 間 (4 m) X 2 間 (4 m) 

面積 16面 形状正方形

柱穴 掘形円形又は楕円形状を呈する。南・北辺中

央柱穴は外に出ている。

10号掘立柱建物跡（写真図版48)

位置 H-42グリッド 方位 N-0°

重複無し

規模 2 間 (2.8m) X 2 間 (3.2m)

面積 8.9対 形状正方形

柱穴 掘形正方形又は円形を呈する。覆土中には、

As-B が混じる。
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第219図 7 号掘立柱建物跡実測図
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第221図 9 号掘立柱建物跡実測図 第222図 10号掘立柱建物跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

10号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

l | 28 | | 20 
6 I 50 I 42 

2 I 48 I 34 I 18 

7 I 32 34 

3 I 26 10 

s I 40 I 32 I 1s 
4 I 30 28 5 I 32 18 

ロ＝＝ー／ロニー
＼ロロロニ二

\ 
\ \ 

0
 

1 ~3 • 5. • 6 lOcm 4 • 7 20cm 

第223図 掘立柱建物跡出土遺物実測図
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掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

l ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 3 号掘立 14.2 3. 7 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部下半箆撫で。

坪 p6 口縁～底部1/s 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

2 須恵器 3 号掘立 12.1 7.5 3.5 1.灰白色 2. 砂粒含む 輔鑢整形。底部との境界撫で。

坪 p6 口縁～底部％ 3. 還元焙硬質 底部、回転糸切り痕。

3 土師器 4 号掘立 12.8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。指頭圧痕有り。

坪 P1 % 3. 酸化焔良好 内面撫で。底部手持ち箆削り。

4 土師器 4 号掘立 (5.0) - 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部欠損。体部下端横箆削り。

甕 ｽ む 3. 酸化焔軟質 底部箆削り。

5 須恵器 5 号掘立 12. 7 6 4.8 1.灰色 2. 粗砂小石含む 輔轄整形。底部回転糸切り。

坪 完形 3. 還元焙硬質

6 須恵器 5 号掘立 9.3 4 5 l ．灰色 2. 粗砂 白色粒含む 口縁部欠損。体部直線的に立ち上がる。内面摩滅

坪 完形 3. 酸化焔やや軟質 高台部貼り付け。回転糸切り痕。

7 土師器 1 号掘立 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 胴部斜方向箆削り。

甕 P, 胴～底部％ 3. 酸化焔良好

4 土坑

16号土坑（写真図版50)

位置 L • M-20グリッド 方位 N-90°- E 

規模長辺2.98m、短辺1.5m、深さ 0.14m

重複無し 形状長方形 遺物無し

備考縄文時代陥穴、法面に段をもつ、底面平底。

17号土坑（写真図版50)

位置 L -22グリッド 方位 N-66ー -W 

規模長辺2.96m、短辺1.52m、深さ 0.27m

重複無し 形状長方形 遺物無し

備考 縄文時代陥穴、法面に段をもつ
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1 暗褐色土 黄色土粒含む。

2 黒褐色土 黄色土粒、僅かに含む。

3 黄褐色土を含む。

4 暗黄褐色土 黄色土粒塊主体、微砂質。

17号 16号土坑と同じ

18号土坑

口
19号土坑

人「―-
-一¥ 

¥$  lfl' 
¥ / ,  OO 

A' 

＼こ勿6 I \ 

吋
A' 

A L=8050m A' A L =80 40m 

<’‘ 

一
1 暗褐色土粒子の細かい砂粒に黄色粒少撮含む。 1 淡褐色土焼土粒・小土器片・僅かに含む。

2 暗褐色上 1 層に黄色粒をやや多く含む。 2 淡褐色土 焼土粒・小土器片を含む。

3 明褐色土 1 層に黄色粒塊を多量に含み炭粒少量含む。
0 2m 

第224図土坑実測図
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第 II章上栗須遺跡

18号土坑（写真図版51)

位置 N-23グリッド 4 号古墳墳丘下

規模長辺lm、深さ 0.29m

遺物縄文土器、石斧出土。

ヽヽ

形状円形

。 2 ~ 8 10cm 

ー
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/

20cm 

19号土坑（写真図版）

位置 M-20 • 22 グリッド 方位 N-82°- E 

規模長辺0.9m、短辺0.9m、深さ 0.16m

重複無し 形状円形
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第225図 土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

器形 (cm) 残存状況 (cm) 
1.色調 2. 胎土 3. 焼成 文様 と器形の特徴

1 深 鉢 19号土坑 22 1.橙色 2. 石英・チャートの
1 は縄文以外の文様をもたない深鉢形土器である

+15 礫・粗砂粒含む 3. 良好
が、口唇外縁には縄文が胴部とは異方向の横位に施

文されている。 2 は口縁部に隆帯による枠状の区画

2 深 鉢 18号土坑 1.鈍い赤褐色 2. 絹雲母片岩
文を施し、その上面に縄文を施文している。 3 は円

包含層 粗砂粒含む 3. 良好
形竹管状工具により横位および弧状の沈線区画文を

施し、それらの接する部位に三角形状刻文を施文し

3 深 鉢 18号土坑 1.鈍い赤褐色 2. 片岩•石英
ている。 4 は頸部のくびれ部に隆帯と円形竹管状工

包含層 礫を含む 3. 良好
具による沈線を巡らせ、その下位に複数本の懸垂線

を施した後に、縄文を縦位に施文している。 5 は隆

4 深 鉢 18号土坑 1 ．鈍い赤褐色 2. 絹雲母片岩
帯を縦位に施した後に縄文を施文している。 6 は深

包含層 粗砂粒含む 3. 良好
鉢形土器の底部破片であるが無文である。箆状工具

による斜位の整形痕が認められる。各土器の縄文原

5 深 鉢 18号土坑 1.鈍い赤褐色 2. 絹雲母片岩
体はともに LR である。

包含層 粗砂粒含む 3. 良好
1 • 2 の口縁部はともに短く外折し、 1 の口唇部

はわずかに折り返されて肥厚している。 1 • 6 は二

6 深 鉢 18号土坑 1.鈍い赤褐色 2. 絹雲母片岩
次焼成により器面が風化し、 1 の胴部の内外面には

包含層 粗砂粒含む 3. 良好
わずかに煤状の炭化物が付着している。

各土器ともに五領ケ台 II 式に比定される。

7 打製石斧 18号土坑 長さ（9.8) 幅6 0 厚さ 4 0 菫さ（720) 石材硬質泥岩 偏平な河原石を素材として、その周縁に調整加工を

包含層 施す。表裏両面に礫面を残し、刃部を欠損。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

上栗須遺跡 l 区土坑表

規 模

遺構名 位 置 方 位 形 状 備 考

長辺 短辺 深さ

1 号土坑 H-78 N-82ー -E 1.30m 0 44m 0 llm 長方形

2 号土坑 H-74 1.06m 0 15m 円形

3 号土坑 H-73 • 74 N-5ー -E 2.52m 1 34m 0 32m 隅丸長方形 風倒木痕と絡む

4 号土坑 H~73 N-2 ー-E 1.96m 1.16m 0.06m 隅丸長方形

5 号土坑 F-70 N-30ー -W 0.70m 0.52m 0.07m 隅丸長方形 木炭あり

6 号土坑 G-70 N-5ー -W 1.24m 0.82m 0.03m 隅丸長方形

7 号土坑 H-68 N-7ー -W 1.02m 0.78m 0.05m 長方形

8 号土坑 G-66 N-40ー -E 1.00m 0.50m 0.19m 長方形

9 号土坑 P ~13 N-65"-W 2.60m 1.20m 0 36m 長方形

10号土坑 M • N-12 N-80ー -E 1.20m 0.91m 0 27m 長方形 炭を多く含み焼土は見られない

11号土坑 M-9 N-75"-W 1.20m 0.80m 0.25m 長方形 焼土炭出土底面に多鼠の炭を含む。壁面は赤茶色に

焼土化しており炭等混じり火葬墓と考えられる。

12号土坑 M-9 N-85"-E l.OOm 0.70m 0.13m 長方形

13号土坑 0-10 N-75ー -E 1.90m 1.00m 0.37m 長方形

14号土坑 L-12 N-5 "-E 2.00m l.OOm 0.20m 隅丸長方形 土師器甕小片

15号土坑 0-18 N-66ー -E 1. 40m 1.10m 0.16m 楕円形

20号土坑 M-28 N-5ー -E 1.20m 0.90m 0.12m 楕円形

21号土坑 M-28 • 29 N-28ー -W 1. 40m 1.00m 0 12m 隅丸方形

22号土坑 M-26 N-10ｷ-w 1.08m 0.60m 0.04m 楕円形

23号土坑 M-31 0.92m 0.35m 円形

24号土坑 M-31 N-10ー -E 0.52m 0.64m 0.12m 半円形 西半分路線外

25号土坑 M-31 0.84m 0.06m 円形

26号土坑 M-34 N-5ー -W 1.36m 0.72m O.llm 長方形 5 号古墳前庭部

27号土坑 I -42 • 43 N-10'-E 3.52m 1.28m 0.72m 長方形・箱形

28号土坑 I ~42 N-85ー -W 1 28m 0.06m 0.13m 隅丸方形

29号土坑 I -41 N-30"-E 1.00m 1.04m 0.28m 楕円形 底面に 5 cm大の小礫（河原石）を敷いている

30号土坑 I -41 1.08m 0.13m 円形

31号土坑 I • T-43 N-5"-W 1. 20m 0.80m 0.09m 隅丸方形

32号土坑 I • J ~39 N -10ー-E 1.92m 1.20m 0.47m 隅丸方形

33号土坑 I • J -38 N-10ー -E 2.32m 1.60m 0.40m 長方形・箱形

34号土坑 L-40 N -65ー-E 0.92m 0.80m 0.37m 隅丸方形

35号土坑 L-40 N-57"-E 1.10m 0.96m 0.37m 隅丸方形

36号土坑 K-41 N-73ー -W 0.84m 0.64m 0.27m 長方形

37号土坑 L-42 0.52m 0.20m 円形 17号住居と接する。

38号土坑 I -44 N-3ー -W 1.38m 0.52m 0.32m 長方形

39号土坑 I ~44 N-2ー -W 2.28m 1.04m 0.30m 長方形・箱形

40号土坑 I -44 N-3'-W 2.64m 1.04m 0.30m 長方形 片岩礫出土

41号土坑 I -42 • 43 N -20ー-E 2.60m 1.68m 0.50m 半月状 須恵器磐状高坪出土

42号土坑 K-42 N -30ー-E 1.28m 0.96m 0.40m 楕円形 底面ややレンズ状。竃に似た形態の張り出し部をも

つ。先端底面に炭出土。張り出し部分の壁面は焼土化

43号土坑 I -34 0.88m 0.30m 円形 礫出土

44号土坑 I -53 N-80"-E 1.56m 0.88m 0.20m 長方形・箱形

45号土坑 I -52 0.96m 0 18m 円形 壁面垂直からやや内傾に立ち上がる。

46号土坑 J -53 N-30"-E 1.60m 0.92m 0.10m 長方形

48号土坑 I-46ｷ47 N-40ー -E 2.40m 1.24m 0.20m 長方形・箱形 骨片出土

49号土坑 H • I ~47 N -10ー-E 2.24m 1.00m 0.45m 長方形・箱形

50号土坑 G-48 N-10ー -W 1.80m 0.88m 0.17m 長楕円形

51号土坑 K-45 N-70ー -E 1. 20m 1.24m 0.50m 楕円形 1 号掘立柱建物のNo 7 柱穴。円礫出土。

52号土坑 J • K~46 N-30ー -W 1.08m 0.96m 0.18m 楕円形 1 号掘立柱建物のNu 6 柱穴。

53号土坑 K-46 N-83"-W 0.96m 0. 72m 0.30m 楕円形

54号土坑 M-22 N-65ー -W 1 30m 1 OOm 0.28m 楕円形 縄文土器片（表面摩耗）と石器出土。

55号土坑 M-22 0 90m 0.16m 円形 底面レンズ状。縄文土器片•石器剥片出土。縄文時代。

56号土坑 N-19 N-50"-E 0.90m 0 80m 0.09m 楕円形 1 号方形周溝墓盛り土下。

57号土坑 N-19 0 60m 0.14m 円形 同上盛り土下。底面レンズ状。剥片出土。縄文時代。

58号土坑 N-19 0 50m O.llm 円形 同上盛り土下。

59号土坑 J -50 N-5ー-E 0.68m 0.72m 0.21m 隅丸方形 4 号掘立柱建物内。須恵器高台椀の底部出土。

61号土坑 I -50 N-80ー -W l.OOm 0 78m 0.16m 隅丸方形 7 号掘立柱建物内。

63号土坑 I -50 N-35ー -W 1.02m 0.84m 0.16m 楕円形

64号土坑 I -50 N-36ー -W 1.06m 0.80m O.llm 隅丸長方形 7 号掘立柱建物内。

66号土坑 I -46 N-85ー -W 2.16m 0.64m 0 28m 隅丸方形 36号住居を切る。
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規 模

遺構名 位 置 方 位 形 状 備 考

長辺 短辺 深さ

67号土坑 K-46 N-70"-E 1.28m 0.80m 0.16m 隅丸方形

68号土坑 J -47 N -67ー-E 2.00m 0.84m 0.16rn 長楕円形 先端部には焼土・灰の堆積があり、竪穴住居の竃構

造と同様の形態をもつ。

69号土坑 I • J -45 N-60"-E 2.38m 2 42m O.llm 楕円形 土師器坪をはじめ多量の土器を出土。

70号土坑 I -46 N-10'-E 1.40m 1 OOm 0 08m 長楕円形

71号土坑 I -48 N -77ー-E 1.40m 0 88m 0.29m 隅丸方形 32号住居を切る。須恵器坪完形出土。

72号土坑 K-21 N-69'-W 1.48m 1.00m 0.21m 隅丸長方形 6 号古墳の周掘に切られている。 16号土坑と似てお

り縄文時代の陥穴？

73号土坑 H-48 0.88m 0.34m 円形

74号土坑 H-48 1 20m 0.22m 円形 3 号掘立のNu柱穴。

75号土坑 J • K-36 1.64m 0.22m 円形 45号住居 7 号溝

76号土坑 H • I -39 N-40"-W  2.16m 1.24m 0.37m 長方形

77号土坑 I ~36 0.80m 0.24m 円形

78号土坑 K-34 N-8ー -W 1.20m 0.72m 0.13m 長方形

79号土坑 H-44 N -0 ー -E 1.76m 1.28m 0.58m 長方形 29号住居を切っている。

81号土坑 L-20 N-67ー -E 2.40m 1.00m 0.32m 楕円形

82号土坑 L~20 1.16m 0.09m 円形

83号土坑 L-20 1.32m 0.24m 円形

84号土坑 I -36 N-10"-E 1.24m l.OOm 0.15m 隅丸方形

85号土坑 H-40 N-70ー -E 1. 40m 0.60m 0.09m 隅丸方形

86号土坑 H • I -41 N -60ー-E 1.04m 0.60m 0.13m 長方形・箱形 焼土・炭混じる。壁面は熱を受け赤茶色に変色。

87号土坑 H • I -40 N-62"-E 3.20m 1.24m 0.30m 不定形

88号土坑 J -49 N-66ー -E 1.02m 0.51m 0.26m 楕円形 土師器坪・須恵器完形で出土。

89号土坑 I -36 • 37 N-75ー -W 0.80m 0.64m 0.06m 楕円形

90号土坑 J • K-50 N-75ー -E 0. 76m 0.21m 楕円形

94号土坑 J -50 N-45ー -W 0.52m 0.52m 0.37m 楕円形

100号土坑 J -53 N -2 o _ E 1.54m 1.22m 0.24m 楕円形

101号土坑 I • J -52 0.88m 0.28m 円形 102号土坑と重複。須恵器坪・高台坪出土。

103号土坑 H-48 N-75ー -W 0.72m 0.64m 0.31m 

104号土坑 H-49 0.56m 0.30m 円形

106号土坑 J ~52 • 53 0.72m 0.24m 円形

107号土坑 J -53 0.40m 0.35m 円形

108号土坑 H-53 N-70'-E 0.80m 0.60m 0.25m 楕円形

109号土坑 H-53 0.44m 0.43m 小円形

110号土坑 K-51 N-25"-W 0.45m 0.32m 0.35m 楕円形

112号土坑 I -50 0.44m 0.26m 小円形 4 • 7 • 8 号掘立建物部分重複する。
113号土坑 H-52 • 53 0.56m 0.22m 円形

114号土坑 H-52 N-86"-E 0.60m 0.40m 0.17m 楕円形

115号土坑 H-52 0.40m 0.27m 小円形

116号土坑 H-52 0.32m 0.29m 小円形

118号土坑 H-49 0.92m 0.34rn 小円形

121号土坑 J -53 N -45ー-E 0.60m 0.44m 0.24m 楕円形

124号土坑 H-48 N-73ー -E 0.80m 0.56m 0.31m 楕円形 125号土坑と重複。

125号土坑 N -59ー-E 0.68m 0.52m 0.18m 楕円形 125号土坑と 3 号掘立柱建物No10柱穴重複。

129号土坑 H-53 N-70ー -E 0.72m 0 56m 0.14m 楕円形

130号土坑 H-52 N-80ー -E 0.60m 0.44m 0 54m 楕円形

131号土坑 L-52 0.32m 0.31m 円形

132号土坑 H-52 N-10ー -E 0.64m 0.36m 0.08m 半円形 2 号溝。

133号土坑 I -53 • 54 N-15"-W 0.52m 0.48m 0.12m 隅丸方形
134号土坑 H-51 0.44m 0 17m 円形

135号土坑 I -52 N-16ー -W 2 OOm 0 88m 0.12m 楕長円形

136号土坑 I -52 N-40'-E 0 88m 0.52m 0 10m 楕円形

137号土坑 J • K-50 N-25'-W 1 48m 1 08m 0 13m 楕円形 6 号掘立柱建物Nu 7 柱穴と 90号土坑と重複。

140号土坑 G-48•50 N-10"-W  4 OOm 1.80m 0.24m 長方形 50 • 51号住居を切り、 26号溝に切られている。坪類

をはじめ多量の土器片を出土。

141号土坑 I -44 N-44ー -E 1 20m 1 20m 0.55m 長円形 土師器坪出土。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

~AC=:□》A A\ — 

A L=81.60m A' 

L =81.60m 

—\- -

ー
、
―ぎ

A

ロ
A
L
A

坑

A
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土這
／
~

A
 

A' 

--1 暗褐色土層ー粘土塊．粒土を含む。

-1/^---

む゚含粒土黄. 物

A
、
ヒ
ヽ
ー

ー
炭
こ, `

2
 
カ僅土色

A
'
L
1
1
8
1.
4

0

m

 

~
.
褐

l

1
 

A
 L
1
1
s
1.
2
o
m
 
A

、

(\ 

I 
_文----9_

3 号土坑と同じ

l 暗褐色土炭化物

黄土粒含む。

A' 

ー A A L ~8 1.60m A' 

1 暗褐色土 炭化物・焼土粒含む。

\--上--]―

ー
、
―

A
 

~ L=8l.60m A' 

¥ m, 9 

人口IA

1 暗褐色土

粘土塊を含む。

2 暗褐色土

粘土塊を多量に含む。

叫
col 

A L=80.40m 

¥
 

9 号土坑

5 号土坑と同じ

A' 

~ L=80.70m 
A' 

ー□こ」
_--、―

l 

A' 

l 暗褐色土 炭黄色粒僅かに含む。

2 黒褐色土炭黄色粒僅かに含む。

3 淡褐色土黄色微砂混じり。

4 黄褐色土 黄色微砂塊含む。淡褐色土

A□三□／ i A 

~ L=80.70m 
A' 

下｀ロニコー
1 粒子の細い炭を多く含む。

2 暗褐色土

3 多旦の細い炭を含む。

心
3 

l 茶褐色土木炭を僅かに含む。

2 茶褐色土 ローム塊を含まない粘質土

3 黄褐色土に含まれるローム塊に類似する。

A — L =80.50m 
A' 

゜

丈
l 炭含み黄色粒

2 炭を多く含む、

黄色微砂塊含む。 2m 

第226図土坑実測図
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第 II章上栗須遺跡

'-A 『 I

A L =80 40m A' 

A L =80 30m 

\ てエフ］

l 茶褐色土焼土塊粒含む。

2 褐色土 黄色土塊含む。

A' 

• 

A' 

A' A L=80.40m A' 

A L =80.80m A' 

1 暗褐色土 黄土色砂塊・小石を含む。

2 灰黄色土黄緑色、細砂塊主体。

口
A L =80.60m A' 

芍

1 褐色土黄色土塊含む。

2 褐色土黄色土塊僅かに含む。

3 褐色土黄色土混じり。

4 黄色土。

l 暗褐色土 黄色土粒僅かに含む。

2 暗褐色土黄色土塊を含む。

仝 L =80.50m 

ーミ＝＝ーしづ2
20号・ 21号土坑

1 暗褐色土 黄色土粒・炭・焼土粒少量含む。

2 暗褐色土 黄色土粒及び塊を多く含む。

A L=80.50m 

23号土坑と同じ

A' 

□ 

才

1 暗褐色土

黄色土塊少量含む。

2 褐色土

黄色土塊を多量含む。

3 黄褐色土

黄色粘質塊。

□□: 
A
 

L =80.SOm A' 

A' 

~ L=80.50m A' 

こ三三

□A12 
立 L =80.30m A' 

暗褐色土

黄褐色塊を含む。
A 

暗褐色土 一
黄褐色塊を多絋

に含む。

A L =80.50m 

□三／

＼引／ ＼八 A

A'¥ • L=80 80m •’ 

A' 

第227図土坑実測図

口ーニ
1 暗褐色土炭粒少量含む。

l 暗褐色土 As-B を少量含む。

2 暗褐色土黄色土の混土。

゜
2m 
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

¥
 

27号土坑
A' 

A' 

¥
 

29号土坑

A L =80.80m A' 

I~ 

1 暗褐色土 As-B と黄色土粒少量含む。

2 暗褐色土 As-B を含む。

3 暗褐色土と黄色土塊の混土。

4 暗褐色土に黄色土粒少量含む。

A L =81.00m 
A' 

一ー＼ _ ご

l 暗褐色土 小石・砂礫・黄色土塊の混土。

2 暗褐色土 1 層と同じであるが砂礫を多く含む。 1 暗褐色土

A L =80.80m A' 

A' 

1 暗褐色土黄色土粒を少量含む。

口
~ L=80.80m A' 

口
34~37号土坑

l 暗褐色土

2 暗褐色土黄褐色土塊含む。i : ：こでごに含む。

三］A し］
f2_ L=80;;;;--~. -6_ L=80.90m -6_' 

A L=80.70m A' 

1 暗褐色土 As-A 、黄色塊多量含む。

2 暗褐色土 黄色大塊多呈に含む。

<| 

息
予
• 

迎
~I 

口 口
第228図土坑実測図

1 暗褐色土 黄色土塊を多最に含む。

゜ 2m 
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-l / --—-
-1 / ----

A' 

38号土坑
A' 

A L=80.90m A' 
A L=Sl.OOm 

A' 

III 

I~II] は基本土層参照

1 灰褐色土 As-B 含む。

2 暗褐色土焼土粒・黄色土塊・砂礫を含む。

3 暗褐色土 黄色土塊と砂礫を多量に含む。

□---

_
 

-< l 叫

¥
 

E

0

0

 

O
O
I
I
T
 

~ i ←つ

1 暗褐色土 黄色土塊・砂礫を多品に含む。

2 黄褐色土

3 礫層

43号土坑

企 L=80.90m _!:__ 
A' 

てさ三□□プ―

l 暗褐色土 黄色土塊・砂礫を多量に含む。

2 暗褐色土焼土・炭粒・砂礫を少鼠含む。

3 暗褐色土 1 層と同層。

_
 1 暗褐色土 黄色土粒・小塊少量含む。

2 暗褐色土 黄色塊多量と炭粒少最含む。

A L=80.90m A' 

℃二二ニニニ／
2 

1 暗褐色土 As-B を主体とする。

破片及び木炭を含む。

2 茶褐色土 木炭細粒をわずかに含む

41号土坑

A L=80.80m A' 

1 暗褐色土

As-B 多量に含む。

A' 2 暗褐色土
焼土塊・土器小破片

を含む。

3 茶褐色土

\A{三
\ / 
A L=S0.90m 

4 5 ー 4 3 

l 暗褐色土土器片・焼土粒． As-

B を含む。

2 暗褐色土僅かにAs-B 含む。

3 黄色粒土。

4 黄土色粘質土。

5 黄土色粘質土細砂層
A' 

A L =80.90m A' 

I 

マ
3 

てニニニ丁
1 暗褐色土 As-B に黄褐色土塊を含む。

第229図土坑実測図
゜ 2m 
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→イ=―-

~ L=80.90m 

A' 

A' 

A
 

L =80.90m • A' 

< 2

ー

l 暗褐色土にAs-B を含む。

2 暗褐色土第 1 陪に同じ

1 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状に含む。

2 暗褐色土 含有物 l 陪よりやや少ない。

A
 

A' 
A' 

L =80.90m A' 

~ L=8!.00m A' 

50号 •51号・ 52号

1 暗褐色土 As-B 含む、焼土・炭粒を含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・炭粒少黛含む。

3 暗褐色土 黄色土塊を多飛に含む。

2
V
3
 

j
 

ー

坑土号4
 

5
 

l
。

A_ 

ー
、
―

A L=80.40m 

A' 

A' 

こl 褐色土砂質土。

2 褐色土炭化物含む。

3 暗黄褐色土砂質。

A L =80.90m A' 

58号土坑

\`>A A' 

L =80. 70m 

へ

二

1 暗褐色土

As-B 炭粒・焼土塊

を多黛に含む。

2 暗褐色土

黄色粒を含む。

3 暗褐色土

黄色粒塊を多量に含む。

4 暗褐色土

炭粒・黄色粒・小塊を

＼口土坑
!:._ L =80.30m ~-

゜

多量に含む。

5 4 層に黄色塊を多く含む。 1 褐色土

微砂質、土器片含む。

2 暗黄褐色土微砂質。

＼三し口坑＼口△号土坑
A L =80.90m A' 

A L=80.70m A' 

ー：
2 

l 淡褐色土 黄茶色を僅かに含む。

2 暗黄緑色砂質土 淡褐色土。
2m 

~ L=80.70m ~, 

1 暗褐色土小石混じり。

2 淡褐色土黄色細砂混じり。

文

第230図土坑実測図

こ
1 黄褐色土黄色塊混じり。

2 褐色土 黄色粒塊。

3 褐色土 黄色粒塊僅か

に含む。
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L =80.90m 』2-. 1 

こ文

＼三A
A L =80.90m A' 

ロコロ

61号 •63号 •64号 •66号· 67号

l 暗黄褐色土黄色粒混じり。

2 褐色土 黄色粒を含む。

3 褐色土 黄色粒を僅かに含む。

71号土坑

1 暗黄土色土 黄土色粒塊多く含む。

2 暗褐色土 黄土色粒僅かに含む粘質土。

叫
A L~80.90m A' 

A
 

32号住居

ヽ

A い80.90m A' 

32号住居

ロ
2 

72号土坑

I~IVは基本土層参照

1 黒褐色土 しまり粘性あり。

2 暗褐色土黄色微砂粒塊含む。

<̀| 

\ 
、<1 <̀| 

E0~ 

O
O
I
I
T
 

E
0
0
 

oo111 

9 : t • 9 A: t 

A L =80.80m A' 

2 1 

下
68号土坑

1 褐色土 炭・焼土粒含む。

2 茶褐色土焼土粒塊混じり、炭含む。

3 褐色土 黄土粒・小石含む。

4 黄土色土

叫

70号土坑

l 暗褐色土 白色軽石含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊含む。

叫
-O:I 

Al: • 

~ L=80.90m ~ 

口
1 暗褐色土

2 暗褐色土黄褐色土塊を多く

含む

2m 

第231図土坑実測図
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69号土坑

e 
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心
Q
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尋
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ヘ

。
＇
姿
長
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會
勾0

唸

01•0160 

や
0

ぷ
d
o

ぉ
g
嘉

1
5

0

1

7

0

 

1 暗褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

As-B 、焼土・土器片多く含む。

As-B 、焼土、黄褐色土の混土。

焼土粒多く含む。

A
 

A — L =80.40m 

L =80.SOm 
A' 

A
 

<̀| 

E
00'l
8
=
1
 

-:cl 

ー

口／ニロ｀｀ご質土塊混土。i - 3 褐色土

A' 

¥ 

2
 

l

l

o

 

A
 

A' 

A
 

L =81.00m A' 

2

3

4

 

暗黄褐色土

黄褐色塊・木炭粒・焼土塊を僅かに含む。

暗褐色土 黄褐色塊少量、焼土塊を含む。

暗褐色土 木炭・焼土塊を含む。

暗褐色土 木炭粒を含む。

77号土坑

A
 

A
 

m
 

。
5
 

。
8
 

=
 

L
 

A

A

-¥ー
 
土
。
混
む
塊
含
土
土
色
色

土
黄
土
褐

色
・
色
・

疇
紐
畔
紐

L =80.50m 

81号土坑

1 褐色土小石僅かに含む。

2 褐色土（やや淡黄色）

3 黄緑色細砂

1

2

3

4

 

三
79号土坑

A' 

A
 

L =80.80m 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

A' 

砂粒・焼土・炭粒少量含む。

暗褐色土を多く含む。

砂粒•砂利を多且に含む。

砂礫層。

A' 

第232図

82号土坑

1 褐色土小石僅かに含む。

2 褐色土（やや淡黄色）

土坑実測図
゜

戸
21.1 
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~ L=80.50m A' 

1 

ミニ三
1 褐色土僅かに小石含む。

2 褐色土黄緑細砂混じる。

3 黄緑色細砂

i ̀m1 

1 暗黄土色土

2 黄褐色土

叫にのI—三、 'ーI 

ロノノI ! 
責 I-1 4 4 
予:. IJ"' 1 褐色土炭・焼土粒混じる。

-< I 
I 

炭・焼土粒を僅かに含む。

炭・焼土粒含む。

I

A

 ロ叫叫
A' 

A L=80.60m A' 
86号土坑

□三□1 暗褐色土 やや砂質の炭粒少し含む。

2 暗褐色土 炭粒多く含む。

3 暗褐色土 炭粒少し含む。

4 暗茶褐色土焼土粒少し含む。

5 黒褐色土 炭多量に含む。

89号土坑

疇〗A ＼〔三］△
~ L=80.90m五~ L=80.90m A' 

一下ニニ：ニニニ／
暗褐色土軽石・焼土粒・炭極少含む。 4

2 暗褐色土

3 暗褐色土 黄色土粒・炭僅かに含む。

100号土坑

暗褐色土 黄色土粒塊を僅かに含む

5 暗黄土色土

ロ坑土坑
— -L=80.80m A' 

I

A

 

88号土坑

A L=80.80m 

1 暗褐色土 木炭・焼土塊を多量、完形の土器を含む。

暗褐色土 木炭・焼土塊の小粒を少量含む。

黄暗褐色土 黄褐色・焼土塊を含んでいる。

A L =80.SOm A' l 暗：：｀］］「黄褐色塊・木炭粒・焼土を含む。

2 暗褐色土
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含む。
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む。

〖三三三□72
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~ L=80.90m A' 

一ーエ三三戸三ジ
1 暗褐色土焼土・土器片含む。

2 褐色土 焼土・土器片含む。

第233図土坑実測図
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136号土坑
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＼ー ーニエフー

L =80.SOm 

1 暗褐色土 白色軽石含む。

2 暗褐色土 白色軽石僅かに含む。

3 褐色土 黄色土塊含む。
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土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

，．ト

1 須恵器 20土坑 12.5 5.0 4.2 l ．明赤褐色 2. 砂粘土粒含 口縁部外反、鞘輔整形。底部回転糸切り。

坪 % む 3. 酸化焙良好

2 刀 子 49号土坑 1.35 0.3 4. 78 g 板状鉄製品。刀子の茎部分か？

3 須恵器 49号土坑 6.0 1 ．灰白色 2. 精選 輔轄整形。体部高台部貼り付け、断面台形。

椀 北西＋ 18 底部のみ 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。

4 土師器 52号土坑 13.5 3.2 1.橙色 2. 細粒黒色細粒 口縁部横撫で。体部指頭圧痕有り。底部手持ち箆削

坪 覆土 完形 3. 酸化焔やや軟質 り。

5 須恵器 41号土坑 27.0 1. 灰色 2. 白色細粒含む 口縁部直線的に開き端部沈線巡る。内面螺旋状刷毛

高 坪 覆土 3. 還元焔硬質 目。周縁部回転撫で。回転箆削り。

6 須恵器 59号土坑 8.5 3.5 1.灰白色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。高台貼り付け、やや開き断面長方形

坪 中央＋ 18 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り。内面摩耗。

7 須恵器 66号土坑 12. 7 6. 7 3.6 1. 灰オリーブ 2. 粗砂 鞘櫨整形。底部回転糸切り。

坪 覆土 口～底％ 3. 還元焙硬質

8 土師器 69母土坑 13.0 3.1 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部手持ち箆削り。

坪 中央十 9 3. 酸化焔良好

, 土師器 69号土坑 12. 9 3.3 1.にぶい橙色 2. 砂粒黒色 口縁部横撫で。体部指押さえ。底部手持ち箆削り。

坪 北東＋ 12 口～底部％ 細粒含む 3. 酸化焙良好

10 土師器 69号土坑 15.2 3. 7 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 中央＋ 14 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好

11 土師器 69号土坑 13. 2 3.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部撫で。底部手持ち箆削り。

坪 中央十 4 口縁～底部½ 3. 酸化焔良好

12 土師器 69号土坑 13.6 3.1 1.にぶい褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ。底部箆削り。

坪 南西十 10 ｽ 3. 酸化焔良好
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

13 須恵器 69号土坑 19.0 1 ．灰色 2. 砂粒小石含む 口縁部紐造り、頂部回転箆削り。輔輯整形。

蓋 中央十 6 端～摘下部％ 3. 還元焔硬質 端部折り曲げ、カエリ。

14 須恵器 69号土坑 1.灰オリーブ 2. 砂粒含む 口縁部紐造り。摘み部、宝珠状。

蓋 中央床直 摘部のみ 3. 還元焔硬質良好 自然釉。

15 土師器 69号土坑 5.0 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 胴部内、外斜方向箆削り。底部箆削り。

甕 南西十 8 底部 む 3. 酸化焙良好

16 土師器 71号土坑 (18.0) - 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部外反、横撫で。胴上部横方向箆削り

甕 南＋ 14 口縁部％ む 3. 酸化焙良好

17 土師器 71号土坑 16 4 9.8 5.0 l ．褐灰色 2. 粗砂小石含む 輔櫨整形。僅かに外反。体部回転撫で。

坪 ほぼ完形 3. 還元焙硬質 底部回転箆削り。

18 砥 石 85号土坑 3 7 3 5 0.8 20 g 砥沢

19 砥 石 85号土坑 4.5 2.9 2.4 60 g 砥沢

20 須恵器 89号土坑 1.褐灰色 2. 砂粒含む 頂部、リング状摘み。回転箆削り。

蓋 3. 還元焔やや軟質

21 土師器 88号土坑 11. 5 7.7 3.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、箆削り。

坪 中央十 6 完形 3. 酸化焙やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

22 須恵器 88号土坑 13.3 6.0 3.6 1.灰黄色 2. 粗砂粒小石含 口縁部僅かに外反、輔轄幣形。底部右回転糸切り。

坪 北東十 9 完形 む 3. 還元焔硬質

23 須恵器 88号土坑 12.2 6.5 4.5 1.明褐灰色 2. 細砂粒含む 輔輔整形。底部右回転糸切り。

坪 3. 酸化焔良好

24 土師器 88号土坑 11 4 6.0 3 3 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、下端箆削り。

坪 北東＋ 18 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

25 須恵器 88号土坑 12 2 6.5 3 8 1. 灰黄色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形。底部回転糸切り。

坪 西南十 5 % 3. 還元焙やや軟質

26 須恵器 88号土坑 7.6 1. 灰色 2. 精選小石含む 体部欠損。底部細かく打ち欠く。

椀 南西＋ 10 高台完形 3. 還元焔硬質

27 須恵器 88号土坑 13.2 5.5 5.0 1.褐灰色 2. 砂粘土粒含む 輛轄整形。底部左回転糸切り。

坪 中央＋ 14 3. 還元焔硬質

28 土師器 140土坑 12.3 3.4 1.橙色 2. 砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。やや内湾。体部指押さえ。

坪 北西十 4 3. 酸化焙良好 底部手持ち箆削り。

29 須恵器 140土坑 13.7 7.4 3.2 1.灰白色 2. 細砂粒含む 漉轄整形。底部回転糸切り痕。

坪 掘形 % 3. 還元焙硬質

30 須恵器 140土坑 14.0 6.9 6.1 1.灰白色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反。体部湾曲、条線入る。

椀 北東床直 % 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け。

31 須恵器 140土坑 12.0 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔龍整形。底部高台貼り付け痕。

皿 北西十 4 % 3. 還元焙硬質

32 須恵器 140土坑 12.4 2.6 1.灰白色 2. 砂粘土粒含む 口縁部外反。水平気味。輔櫨整形。底部高台貼付。

皿 北東床直 ｽ 3. 還元焙軟質

33 須恵器 140土坑 8.6 1.灰白色 2. 精選 底部高台。断面内椀、内湾。外面くの字形屈曲。
椀 3. 還元烙硬質
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

34 土師器 140土坑 19.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部短く外反。頸部横撫で。指頭圧痕有り。

甕 掘形 口縁部のみ 3. 酸化焔良好 胴上部横箆削り。

35 土製品 140土坑 3.0 1.6 1.橙色 2. 砂粒含む。 口縁部棒状工具、粘土巻き付け。

土 錘 北西床直 3. 酸化焙良好

36 土師器 140土坑 18.4 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部緩く外反。頸部強い撫で。胴上部横箆削り

甕 北東床直 口縁部％ 3. 酸化焔良好

37 須恵器 140土坑 24.8 1.灰白色 2. 細砂粒僅かに含 口縁部短く立ち上がる。回転横撫で。輔轄整形。

甕 む 3. 還元焔硬質 胴部球形。

38 土師器 140土坑 11.0 1. 灰色 2. 細砂粒含む 口縁部外反。口唇部撫で。胴部球形。

小型甕 口縁部％ 3. 還元焔硬質

39 須恵器 140土坑 15.8 1.灰色 2. 白色黒色粒含む 胴部削り痕・棒または枝のような条痕が不規則につ

甕 南西床直 3. 還元焔硬質 ＜底部指頭圧、接合痕有り。

40 土師器 141土坑 12.8 3.5 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒僅か 口縁部横撫で。体部手持ち箆削り。

坪 中央＋ 13 % に含む 3. 酸化焔軟質

41 土師器 141土坑 10.3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ。底部手持ち箆削り。

坪 北西床直 3. 酸化焔良好

42 土師器 141土坑 20.2 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。僅かに弱い稜を持つ。

坪 中央南＋ 12 % 3. 還元焔硬質 体部手持ち箆削り。

43 土師器 141土坑 10.9 1. にぶい赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部手づくね。内面撫で。

坪 南西床直 3. 還元焔硬質

44 土師器 141土坑 12.6 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で、直立。体部手持ち箆削り。

坪 中央＋ 12 破片 む 3. 酸化焔良好

45 砥 石 103土坑 4.6 2.7 2. 6 27 g 砥沢。

46 土師器 141土坑 8 3 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 胴部内面箆撫で。脚部との接合部縦方向箆削り、

台坪甕 脚部％ 3. 酸化焔良好 回転横撫で。垂直に立つ。

47 須恵器 101土坑 14.4 5.2 4.5 1.灰色 2. 砂粒混じり 鞘櫨整形。底部うっすらと回転糸切り。

坪 中央 3. 還元焔硬質

48 土師器 141土坑 21.8 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部大きく外反し、ほぼ水平に屈曲。胴上部縦箆

甕 南西＋ 5 3. 酸化焔良好 削り。

5 集礫遺構 6 井戸遺構

遺跡中央部 2 号溝東側、 50号住居南において、 10

~20cmの大礫が詰められた円形の土坑を検出した。

位置 G-52グリッド

位置 H-45 • 46 水道本管に切られる。

規模径1.7m、深さ 2m やや漏斗状を呈する。

構築埋没土中には地山V層の黄褐色土の混土を一

時期に埋め込んだ状況が見られ、地山VI層の礫層を

やや掘り込んだ所で掘削を中止していると考えられ

る。同様の井戸は下大塚遺跡において検出され、井

戸遺構は長瀞線内にこの 2 基のみであった。覆土上

面で土師器坪やカエリを持つ須恵器坪が出土。

規模掘形外周径、長辺1.4m、短辺1.25m、深さ 0.

62m 集石部、径長辺 lm

構造掘形は径1.4mの円形を呈し、黄褐色も塊混じ

りの暗褐色を裏込め状に詰め、 20cm大の河原石を円

形に組み上げている。中にはやや小振りの河原石が

詰められていた。用途は不明である。
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第 II章 上栗須遺跡
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L = 80.80m 
A' B

 
L = 80.80m 

B' c
 

L=80.70m B' 

1

2

3

4

5

 

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

黄褐色土

黒褐色土塊含む。

黄褐色土塊含む。

白色軽石含む。

細砂粒含む。

暗褐色土塊含む。

第239図 集石遺構実測図

A' 

A
 

A' 

l-

I~III基本土陪参照

1 暗褐色土 As-B、焼土、炭粒少皇含む。

2 暗褐色土 黄色土塊を含む。

3 暗褐色土暗褐色土、黄色塊を含む。

4 暗褐色土黄色土粒を全体に含む。

5 褐色土 黄色土、砂粒塊を多く含む。

6 褐色土 暗褐色土塊、黄色土塊の混土。

7 褐色土 暗褐色土塊を多輩に含む。

8 褐色土 暗褐色土塊、黄色土塊の混土。

゜ L =80. 70m 2m 

第240図 1 号井戸実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第241図 井戸出土遺物実測図

1 号井戸出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 3.8 11.2 2.4 1. 緑灰色 2. 白色細粒含む 輔輯整形、天井部回転箆削り、内面カエリを持つ。

蓋 完形 3. 還元焔硬質 端部欠損。リング状摘まみ。

2 須恵器 覆土 14 2 2.8 1.灰色 2. 砂粒含む 口縁端部折り曲げ、輔轄整形。頂部回転箆削り。

蓋 % 3. 還元焔硬質

3 須恵器 覆土 4.4 1.3 1. 灰色 2. 粗砂 白色粒含む 輔櫨整形、リング状摘まみ。断面三角形。天井部肥

蓋 3. 還元焔硬質 厚。内外面段を持つ。

4 須恵器 覆土 15.6 1.5 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。天井部回転箆削り。内面不規則な撫で。

坪 ｽ 3. 酸化焔やや軟質 摘み出しのシャープなカエリを持つ。

5 土師器 覆土 10.6 3 0 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部箆削り。

坪 % 3. 酸化焙軟質

6 土師器 覆土 12.0 3.4 1 ．にぶい橙色 2. 細砂黒色 口縁部横撫で。体部箆削り。内面撫で。

坪 % 細粒含む 3. 酸化焙良好

7 土師器 覆土 13.1 4.0 1.橙色 2. 砂粒黒色細粒含 口縁部横撫で。体部箆削り。

坪 x む 3. 酸化焙やや軟質

8 土師器 覆土 14.1 4.7 1 ．橙色 2. 砂黒色細粒含む 口縁部横撫で。体部箆削り。

坪 Ys 3. 酸化焔やや軟質

, 土師器 覆土 21. 0 6.0 1.橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部横撫で。内外面、吸炭。

坪 む 3. 酸化焙良質 体部箆削り。

10 土師器 覆土 20.2 7.0 1.橙色 2. 砂粒黒色細粒 口縁部横撫で、口唇部外反。体部器壁厚い。

坪 % 3. 酸化焔良好 底部平底気味。

11 土師器 覆土 21.0 10.6 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部くの字形に外反。胴部球形、軟質のため、調

甕 3. 酸化焔軟質 整痕不明瞭。
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第 II章上栗須遺跡

7 溝

A 

/ 

1 号溝（写真図版59)

遺跡北端L~Q -13 • 14グリッドに位置し、 3 号古

墳北側で近接する。走行は東西方向を向き、路線を

横断する格好になる。

確認全長26. 7m、最大幅2.4m、高低差0.3m。

東に向かい緩い傾斜を持つ。掘形は、断面台形状を

呈し、 IV層を掘り込む。

L ~8 1.20m 

----—-A A' 
- I -lI 

口
£— L=8 1.20m C' 

\ 
1~V は基本土層参照

1 褐色土 白色軽石含む。

2 暗褐色土 褐色塊含む、白色軽石僅かに含む。

3 褐色土 黄褐色塊含む、しまり強くなる。

4 褐色土 黄褐色塊多量に含む。

5 暗黄褐色土褐色塊混じり。

D いs1. 2om D' 

\ 
B L =81.20m B' 

P'--
゜ 5m 

第242図 1 号溝実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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こ第243図 2 号溝実測図

1 黒褐色土僅かに白色軽石含む、粘性強い。

1' 黒褐色土 少量の細砂塊見られる。

2 号溝（写真図版60 • 95) 

上栗須遺跡 I 区中央部から南東部にかけて位置し、

走行は南北方向に向く。確認全長82m、最大幅 4m、

高低差0.54m、南に向かい緩い傾斜を持つ。 11 ・ 12·

50号住居及び 7 号掘立柱建物を切る。掘形はレンズ

状を呈し、 I 区中央部で終結する。

現在の農道下にあり、埋没過程で地境としての利用

がなされ、現在に至ったと考えられる。また、中程

に T字形の変更部があり、底面には石敷が組まれた

痕跡がある。上部には若年の馬歯が出土している。

覆土上層には As-B が含まれる。

2 暗褐色土 灰褐色土塊僅かに含む。

3 褐色土 灰褐色土塊多く含む。

3 号溝（写真図版59 • 95) 

遺跡北側の古墳群の中に位置し、 4 号古墳東数mの

所から始まり、 6 号古墳中央部を掘り抜いている。

走行は東西方向に向き、確認全長llm、最大幅0.8m、

高低差0.3mで、西側に緩い傾斜をもつ。

15号溝と 6 号古墳の周堀西側部分で重複し、 3 号溝

が切り込んでいる。溝の掘形は断面台形状を呈する。

覆土上層に若年の馬歯の部分が出土している。掘り

込みは As-B の混土上から見られる。
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第 II章

5 号溝

上栗須遺跡

遺跡中央部に位置し、走行は南北方向に向く。確認

全長40m、最大幅 2m、高低差0.4mで、北に向かい

緩い傾斜を持つ。中央部で22号住居を切る。

掘形は浅く、底面は平底を呈する。覆土中に As-B

を多量に含む。 8 号溝と平行に走る。

在の農道下に位置する。

2 号溝同様現

6 号溝（写真図版59)

K-35グリッドに位置し、走行は東西方向に向く。

確認全長2.5m、最大幅0.3m、高低差O.lm、 10号溝

に切られる。

［
、
一
—

3 号溝 < 

+ 
7 号溝（写真図版59)

I -37グリッドに位置し、走行は、北西方向から南

東方向に向く。確認全長13m、最大幅0.4m、高低差

2cmで、南東部に緩く傾く。 45 • 46 • 47号住居を切

る。掘形は丸底を呈し、河原石が出土している。

ざ． L =80.50m 

冨

A
 

I 

-

B `B  

l~IVは基本土層参照

1 黒褐色土 As-B混じり、しまりに乏しい。

2 暗褐色土 As-B を含む。

3 暗褐色土 黄褐色塊を含む、僅かに軽石見られる。

4 褐色土 黄褐色塊を多量に含む。

5 暗黄褐色土褐色土を含む。

L =80.50m 

C

)

 

+ 

_f L=80.60m C' 
1 5 言

1
2
3
4
5
①
 

褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

D
 

L =80.90m 

黄褐色塊、白色軽石含む。

黄褐色土と褐色土の混土。

黄褐色土塊混じり。 ② 

黄褐色土粒含む。 ③ 

褐色土塊含む。 ④ 

僅かに白色軽石含む。 ⑤ 

lJJ ①
 

D' 

暗褐色土 褐色塊斑点状に含む。

褐色土 黄褐色土塊混じり。

褐色土 黄褐色土と褐色土混土。

暗黄褐色土褐色塊含む。 ゜ 5m 

第244図 3 • 15 • 16号溝実測図
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8 号溝（写真図版60)

J -41~43グリッドに位置し、走行は、南北方向に

向く。確認全長 8m、最大幅30~50cm、高低差16cmで

北側に緩く傾く。掘形は丸底を呈する。 5 号溝と平

行する格好となっている。

10号溝（写真図版59)

k-34~36グリッドに位置し、走行は南北方向に向

く。確認全長llm、最大幅 2m、高低差は殆ど見られ

ない。 25 • 26号住居を切る。掘形は底面広く、やや

丸底を呈する。

11号溝（写真図版60 • 95) 

G-54グリッドに位置し、走行は、東西方向に向く。

確認全長13m、最大幅2.5m、高低差20cmで、東側に

緩く傾く。 2 号溝に切られ、掘形は丸底状を呈する。

覆土中より土師器、須恵器破片多量に出土。溝とい

うより落ち込みに近く、土器捨て場とも考えられる。

12号溝（写真図版60)

G~J -53 • 54グリッドに位置し、走行は、東西方

向に向く。確認全長18m、最大幅0.4m、高低差殆ど

見られない。 13 • 24号溝と同一と考えられる。

第 1 節 l 区検出の遺構と遺物

15号溝（写真図版61)

遺跡北側に位置し、 6 号古墳と重複する。走行は、

南北方向に向く。確認全長16m、最大幅1.5m、高低

差は殆ど見られない。 6 号墳周堀と重なり、消息不

明となる。南端は攪乱により消失。掘形は、断面台

形状を呈する。

16号溝

遺跡北側に位置し、 15号溝に近接する。調査部分は

僅かである。確認部分の最大深さは86cmをはかり、

掘形壁面は垂直気味に立ち上がる。古墳周掘か。

18号溝

G-48グリッドに位置し、走行は南北方向に向く。

最大幅0.3m、 52号住居南壁を切る。

20号溝

J -53 • 54グリッドに位置し、走行は南北方向に向

く。確認全長3.5m、最大幅0.5mをはかる。

21号溝

J -53 • 54グリッドに位置し、走行は南北方向に向

く。確認全長 2m、最大幅0.5mをはかる。

l 灰褐色土微細砂混じり、粘性強い。

2 暗褐色土 暗茶褐色の鉄分沈着あり

土器が多量に出土。

3 暗褐色土黄褐色塊を含む。

4 暗褐色土 3 層に似る。

A
-

A' 

,!! I 2 5 ~' 

二6 

C C' _ 5 -

ー

6 ゜
L =80.90m 5m 

第245図 11号溝実測図
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第 II章上栗須遺跡

22号溝

H • I -53グリッドに位置し、走行は南北方向に向

く。最大幅0.8m、 12号溝と重複する。

24号溝（写真図版61)

F • J -52~54グリッドに位置し、走行は東西方向

に向く。確認全長25m、最大幅0.5m、高低差0.2m、

東側に向かい緩く傾く。 12号住居と接し 2 号溝を横

断し、 26号溝を切る。

25号溝（写真図版61)

F-53グリッドに位置し、走行は東西方向に向く。

確認全長21m、最大幅0.5m、高低差O.lm、東西方向

に緩く傾く。 2 • ll号溝を切る。

26号溝（写真図版61)

G-48~52グリッドに位置し、走行は南北方向に向

く。確認全長21m、最大幅45m、高低差はあまりない。

50 • 51号住居・ 140号土坑を切る。北端では90゜東に傾

き路線外に伸びる。小ピットと重複している。片岩

大礫出土している。

27号溝（写真図版61)

F • G-50~52グリッドに位置し、走行は南北方向

に向く。確認全長12m、最大幅0.3m、高低差O.lm、

北側に緩く傾く。 50号住居を切り、路線外に伸びる。

28号溝（写真図版61)

G-49グリッドに位置し、走行は北西方向に傾く。

確認全長 3m、最大幅0.3m。 26号溝と重複し消失。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第247図溝出土遺物実測図(2)

溝遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 2 号溝 10.1 6.0 5 2 1. 灰色 2. 砂粒混じり 口縁部僅かに外反。体部直線的に開く。

椀 3. 還元軟質 底部絞り混み、高台部貼り付け、外反回転糸切り。

2 土製品 2 号溝 3 7 1.5 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部棒状工具に巻き付け。

土 錘 3. 酸化焔良好

3 陶 器 2 号溝 1.灰白色 2. 精選 口縁部欠損。体部球形、表面釉がかかり、

3. 還元焙硬質 内面撫で。

4 須恵器 2 号溝 -- (11.0) - 1.褐灰色 2. 砂粒小石含む 口縁部欠損。 7 本 l 単位の櫛歯状工具による溝あり。

摺 鉢 ｽ 3. 還元焔硬質 底部外回転糸切り。内面撫で。

5 土師器 2 号溝 36.0 1.灰黄褐色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で。胴部直に立ち上がる。

甕 3. 酸化焔 縦箆削り。

6 鉄製品 3 号溝 4 7 0.3 0. 3 2. g g 先端部がつぼまり、鏃先状になる。中央にコプあり

7 鉄製品 3 号溝 4.5 0.5 0.3 2_5g 棒状鉄製品。断面方形。

8 鉄製品 3 号溝 4.8 0.3 0. 3 2. 8 g 棒状鉄製品。断面方形。

, 鉄製品 3 号溝 2.7 0.3 0.4 1.4& 鏃。棘箆被。

10 土師器 11号溝 11.3 4.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で。体部指押さえ。底部手持ち箆削り

坪 % 粒含む 3. 酸化焔良好

11 須恵器 11号溝 15.2 8 6 4.0 1. 灰白色 2. 粗砂粘土粒小 輔轄整形、僅かに外反。底部回転糸切り。

坪 % 石含む 3. 酸化気味軟質
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

12 須恵器 11号溝 14.4 6.8 4.0 1.灰白色 2. 砂粘土粒含む 輛轄整形。体部直線的に開く。

坪 ほぼ完形 3. 還元気味硬質 底部回転糸切り、薄く見られる。

13 須恵器 11号溝 12.2 7.2 3.9 1.黒色 2. 粗砂多く含む 轄櫨整形。体部直線的に開く。

坪 ほぼ完形 3. 還元焙軟質 底部右回転糸切り。肥厚。内面中央リング状窪む

14 須恵器 11号溝 15.0 6.0 5.3 1 ．灰白色 2. 粗砂粘土粒含 輔櫨整形、僅かに外反。回転糸切り。

坪 % む 3. 中性軟質 底部高台貼り付け、断面頂点の丸い三角形。

15 灰釉陶器 11号溝 7.2 1. 7 1.灰白色 2. 精選 底部高台貼り付け。切り離し不明。

椀 底部の％ 3. 還元焔硬質

16 土師器 11号溝 20.6 5.9 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部コの字外反。頸部下緩く、胴部へ移動する

甕 3. 酸化焔良好 上部箆削り。内面箆撫で。

17 土師器 11号溝 26.0 6.1 1.灰白色 2. 白色細粒砂粒 口縁部外反、端部やや内傾気味に平坦面つくる。

甕 含む 3. 還元焔硬質 胴部肩部持つ。

18 須恵器 11号溝 9.9 1 ．灰白色 2. 白色粒粗砂小 口縁部紐造り。横撫で後、波状文。

甕 石含む 3. 還元焔硬質 肩部垂平に出る。木口状当て具使用。

19 須恵器 11号溝 46.6 10.8 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 口縁部外反。口唇部粘土、紐貼り付け。 T字型。

甕 3. 還元焔硬質 胴部内外面回転撫で。

20 石 11号溝 12.0 7.5 2.4 730 g 

21 石 11号溝 10.6 9.0 4.8 920g 

22 須恵器 26号溝 11.2 6.0 3.5 1.灰色 2. 細砂粒含む 漉轄整形。僅かに外反。

坪 口縁～底部％ 底部回転糸切り。

23 釘 26号溝 7.3 g 全体は角柱状、頭部は広く板状に延ばされている

24 土師器 26号溝 12.5 6.2 3.4 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 輔轍整形。底部高台貼り付け。

皿 ｽ 3. 還元焔硬質 回転糸切り痕。

25 須恵器 9 号溝 14.0 3 8 1.黄褐色 2. 白色細粒小石 輔櫨整形、横撫で。底部回転糸切り。

坪 含む 3. 酸化焙硬質

26 板 碑 9 号溝 18 21.8 2 4 1,790 g 

27 砥 石 9 号溝 7.4 4 4 2.3 140g 
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8 遺構外出土の遺物

遺構外出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 E-73G 12.2 3.4 

坪 % 

2 土師器 J-50G 12.0 

坪 ｽ 

3 土師器 J-47G 12.0 3.35 

坪 % 

4 土師器 l-48G 17.4 

坪 % 

5 土師器 J-54G 18.0 

坪

6 土師器 K-47G 14.0 

坪 % 

7 須恵器 H-52 10 0 5 2 3 9 

坪 ｽ 

8 須恵器 J-50G (4.0) 4.0 

坪 % 

, 須恵器 J-50G 12.0 (5.5) 4.25 

坪 % 

10 須恵器 N-18G 10.0 6.4 3.4 

坪 口縁～底部％

11 須恵器 F-72G 9.2 

坪

12 須恵器 H-52G 12.0 5.4 2.9 

杯 ｽ 

13 灰釉陶器 H-48G 14.0 

椀 小片

14 須恵器 H-53G 12 0 5 6 3.9 

坪 口縁～底部％

15 須恵器 I-49G 13.3 6.5 2.3 

皿 口～底部％

16 須恵器 K-46G 12.3 7.0 4.0 

坪 ｽ 

17 須恵器 J-52G 12.4 8.0 4.0 

坪 ｽ 

18 須恵器 J-50G 12.0 6. 2 4.15 

坪 完形

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴

1.橙色 2. 砂粒黒色細粒含 口縁部横撫で、やや内傾。

む 3. 酸化焔軟質 体部箆削り。

1. くすんだ赤褐色 2. 砂粒含 口縁部横撫で。底部箆削り。

む 3. 酸化焔良好

1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反。口唇部内傾。体部指頭痕。

3. 酸化焔良好 内面横撫で。底部箆削り、平底。

l ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、垂直気味に立ち上がる。

3. 酸化焔軟質 底部箆削り。平底気味。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部緩く外反、横撫で。体部箆削り。

3. 酸化焔軟質

1.明赤褐色 2. 細砂粘土粒 口縁部横撫で、外反。口唇部内傾。体部指頭痕。

含む 3. 酸化焔軟質 内面丁寧な撫で。底部箆削り。

1. 灰白色 2. 砂粒含む 輔輔整形。

3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、やや肥厚。

1.青灰色 2. 砂粒小石含む 轄轄整形。僅かに絞り込みあり。

3. 還元焔硬質 底部糸切り痕。（回転or静止）

1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形。底部絞り込み、回転糸きり。

3. 還元焔硬質

1.灰色 2. 砂粒含む 輔轄整形、直線的に開く。底部切り離し技法は不明。

3. 還元焔硬質 平滑、磨き。

1. 灰色 2. 砂粒含む 輔轄整形。体部下端の沈線は小石の流れ。

3. 還元焙硬質 底部回転箆削り。

1.灰黄色 2. 砂粒含む 輛轄整形。体部輔轄目あり。底部高台貼付。

3. 還元焔硬質 底部回転糸切り痕。

1.明オリープ灰色 2. 精選。 口唇部水平に外傾。

3. 還元焙硬質

1.灰色 2. 砂粒 白色小石含 輔櫨整形。内面底部から緩い曲線で、口縁部に達す

む 3. 還元焙硬質 る。底部回転糸切り。

1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、水平に口唇部開く、輔櫨整形。

3. 還元焔硬質

1.暗緑灰 2. 粗砂粒 白色小 輛櫨整形。口唇部水平に開く。

石含む 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

1.灰色 2. 粗砂 白色小石含 輔轄整形。底部絞り込み、回転糸切り。

む 3. 還元焙硬質

1.灰色 2. 砂粒含む 轄輯整形。底部右回転糸切り痕、えぐれる。

3. 還元焔硬質
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

19 須恵器 J-49G 11. 2 7.2 3.5 1.灰白色 2. 精選 轍櫨整形。底部回転糸切り後、周辺部箆削り。

坪 % 3. 還元焔硬質

20 須恵器 J-52G 12. 7 5.8 4.2 1.灰色 2. 砂粒含む 輔轄整形。底部左回転糸切り、肥厚。

坪 % 3. 還元焙硬質

21 須恵器 J-50G 11.6 7.2 4.1 1 ．灰色 2. 白色細粒含む 輛櫨整形。底部絞り込み後、右回転糸切り

坪 ｽ 3. 還元焔硬質

22 須恵器 G-42G 11.0 6 8 5 0 1.灰色 2. 砂粒含む 鞘櫨幣形、口唇部押さえ。体部直線的に開く。底部

椀 口縁～底部％ 3. 還元焔硬質 絞り込み、高台貼付、外反、回転糸切り

23 須恵器 J-50G 11. 7 7.9 4 9 1. 灰色 2. 砂粒 白色小石含 鞘轄整形。体部下端絞り込み、底部高台貼付。内湾

椀 ほぽ完形 む 3. 還元焔硬質 気味に開く。接地部は平坦。沈線巡る

24 須恵器 J-50G 15.0 6.7 5.1 1.灰色 2. 細砂粒含む 輛轄整形。体部直線的に開く。底部高台貼付。底部

椀 3. 還元焔硬質 回転糸切り。断面台形、撫で。

25 須恵器 I-49G 16 4 9.1 5.5 1.灰色 2. 砂白色粒含む。 輔櫨整形。体部内湾。底部肥厚、高台貼付回転箆削

椀 ｽ 3. 還元焔硬質 り。

26 須恵器 K-50G 13.0 1. 7 1.灰色 2. 精選 ロ縁端部垂直に折り曲げ、体部水平、外面回転箆削

蓋 完形 3. 還元焔硬質 り。摘み部リング状。内面平滑で摩耗。

27 須恵器 J-47G 12.0 2.85 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部カエリ、内傾、摘み出し。頂部回転撫で。

蓋 % 3. 還元焔硬質 摘み部貼り付け痕。

28 須恵器 K-48G 9.8 1.灰色 2. 精選 口縁部垂直に折り曲げ、端部僅かに外反。

蓋 3. 還元焔硬質 体部水平。

29 須恵器 J-50G 25.0 - (2.5) 1.灰色 2. 粗砂白色小石含む 口縁部端部折り曲げ、鞘櫨整形。体部肥厚。内面水

蓋 H-52 3. 還元焔硬質 平頂部回転箆削り。摘み部リング状。

30 須恵器 J-52G - (12 2) - 1.灰色 2. 砂粒含む 緩やかに外反後、水平に開き、口唇部垂直に折り曲

脚 部 3. 還元焔硬質 げ。

31 須恵器 J-51G 17.6 6.0 1 ．灰色 2. 砂白色黒色粒 輔轄整形。端部折り返し。体部輛轄目。頂部平坦、

蓋 含む 3. 還元焔硬質 摘み部、擬宝珠。

32 須恵器 J-50G 15.6 3 8 1. 灰色 2. 砂粒小石含む 口縁部端部折り返し後、沈線持つ、輔輔整形。

蓋 ｽ 3. 還元焔硬質 頂部平坦、回転箆削り。摘み部、擬宝珠。

33 須恵器 J-50G 15.6 14 8 4 0 1. 灰白色 2. 砂粒含む 口縁部折り曲げ、輔轄整形。頂部回転箆削り。

蓋 % 3. 還元焔軟質 摘み部ボタン状。

34 須恵器 H-42G 14.0 1.白色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、口唇部内傾の平坦面。

脚 部 脚部のみ 3. 遷元 体部貼り付け痕。

35 須恵器 H-41G 10.0 1.灰色 2. 精選 体部回転箆撫で。底部箆削り、水平に開き、端部平

鉢 3. 還元焙硬質良好 坦。

36 須恵器 H-40G 1.灰色 2. 細砂粒含む 坪部欠損。鞘櫨整形。脚部 2 条の沈線。

高 坪 台部 3. 還元焔硬質良好 回転撫で。

37 須恵器 F-52G 17.0 1.灰色 2. 砂粒含む 胴下端部回転箆削り、撫で。底部無調整。

甕 底～下部 3. 還元烙硬質良好

38 弥生土器 L-16G 6.0 - 1.にぶい橙色 2. 細粒含む 底部綱代痕

甕 3. 酸化焙
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

l ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調幣の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

39 鉄製品 I-52G 3 5 3 5 128.62 g 隅丸立方体。頂部僅かに三角形。胴部摘み持つ。

40 鉄 鏃 J-49G 13. 87 g 茎部及び、鏃の片方欠損。関箆被。雁股

41 土製品 J-49G 4 0 2.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 棒状工具、巻きつけ。

土 錘 3. 酸化焔

42 土製品 J-49G 3.8 1. 7 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 棒状工具、巻きつけ。

土 錘 3. 酸化焔

43 鎌 H-49G 3.3 0.3 29 7g 先端部欠損、基端部折り返し。

44 古 銭 表採 2.5 1.9 2. 27g 咸平元宝。 998年。

45 古 銭 表採 2.4 2.1 2 16g 政和通宝。 1111年。

46 古 銭 表採 2.8 2.2 3. 73g 寛永通宝。

47 古 銭 3 号古墳 2.2 1. 7 1.98g 寛永通宝。

48 石 北東 14.5 6.0 1. 4 129. 8 g 

49 凹 石 覆土 12. 7 9.3 4. 7 820 g 

50 磨製石斧 F-68G 9.1 6.2 3.35 350 g 粗粒安山岩、緑泥片岩。叩き痕あり。

51 石 0-23G 490 g 緑泥片岩、多孔石。

52 石 M-15G 17 6 11.8 6.8 2,210g 泥紋岩、擦り岩。

53 石 K-40G 10 0 8.8 4.8 550 g 粗粒安山岩、擦り石。

54 石 0-29G 12.0 8.0 3.6 530 g 変質安山岩、擦石
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第 2 節
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1 号住居跡（写真図版99 • 120) 

A
、

を

I>-

゜

II 区検出の遺構と遺物

2m 

位置

規模

壁高

南北2.9m

25cm前後

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

5
 

K-101グリッド

無し

方位 E-29ー -S 

西半分は調査区外のため未調査。

垂直に立ち上がる。

柱穴 無し 周溝 無し

黄色土砂質土塊混じりの褐色土を踏み固めて

いる。僅かに焼土・炭化物含む。

竃前に径1.8m程の楕円形が掘られている。

竃前に土師器甕出土。

I~V は基本土層参照

1 暗褐色土 As-B と炭粒を少量含む。やや粘性をもつ。

2 暗褐色土 黄色砂質土塊を含む。

3 褐色土 黄色砂質土塊を多量、焼土粒を少量含む。

4 褐色土 チョコレート色を成し、全体に粒子が細かく粘性が

強い。

軽石と黒色土の混土。灰褐色土

第257図

"'1 

゜ L =82.50m 

第258図

1 号住居跡実測図
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1 号住居跡竃実測図

ー\ 

万
い

1

m
 

c
 

゜
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置
模

竃
位
規 東壁南寄り

焚口部幅60cm

深さ 10cm

構築

1

2

3

4

5

 

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

燃焼部奥行き 40cm ・幅55cm

煙道部長さ 50cm ・幅30cm

燃焼部から煙道部へは緩く立ち上がる。

燃焼部は壁を掘り込み構築され、焚口部に地

山掘り残しの袖を持つ。火床面は灰や焼土の堆積見

られず、焼土や灰がに広がる。煙道部は焼土や炭化

物の広がりで確認したため不定形になった。

焼土・炭粒と黄色粘質土塊を多く含む。

焼土・炭粒少最と黄色粘質土塊を含む。

粘質土。

粘質土塊。

焼土・炭粒・粘土の混土。

第259図 1 号住居跡出土遺物実測図

1 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 霞前 22.2 1.明褐色 2. 粗砂片岩小石 口縁部横撫で。胴部上位縦方向箆削り。

甕 +6 口縁部～頸部 含む 3. 酸化焔良好
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第 II章上栗須遺跡

2 号住居跡（写真図版99 • 120) 

位置J -96グリッド 方位 E -4 ー - s 

規模南北3.6m 南壁長さ 5.lm 北壁長さ 3.6m

西壁は調査区外のため、未調査。東西方向に長い長

方形ではあるが、竃右袖から南隅にかけて掘り残し

が見られ東壁はクランク状になる。

壁高 58cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅 1 mX70cmの楕円形呈し、深さ 30

cmを側る。覆土上面に灰層の堆積見られる。

柱穴壁外に径30cm前後、深さ 10~20cmのピットを

検出した。これらのピットは並びは不規則ではある

が、壁に沿うように掘られていることから、壁外柱

穴の可能性も考えられる。

周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。住居中央部は特に堅く締まる。電前は灰層の広

がり見られる。

掘形住居中央南寄りに不正円形の掘り込み見られ

るが、全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物 住居中央部及び南壁際に土師器甕、貯蔵穴内

に板状礫や土師器坪や須恵器坪等が出土している。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅55cm • 

深さ 60cm 煙道部長さ 85cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 28cm やや傾いて立ち上が

る。

構築燃焼部は壁内にあり、竃構築用に地山を掘り

残している。右袖から南隅まで地山が掘り残され、

10cm程下がりテラス状になっている。壁面は垂直に

立ち上がり、赤茶色に焼土化し焼き締まっている。

火床面は床面より 6 cm程下がり、下層に10cmの灰の

堆積見られる。煙道部は斜方向に伸び側壁は赤茶色

に焼土化している。

一 m̀| 

叫

Ill-IV 

4.  

゜ L =82.40m 2m 

第260図 2 号住居跡実測図

I~IVは基本土層参照

1 褐色土 焼土・炭粒を含む。

2 黄褐色土 粘質土及び、砂粒の塊・焼土・岩粒を含む。

3 茶褐色土焼土塊を多く含む。

4 褐色土 黄褐色小塊・焼土・炭粒を多く含む。

5 暗褐色土 粒子の細かい粘質土。

6 黄色土 黄色砂質土塊。

7 褐色土

8 褐色土 黄色土塊含む。竪＜踏み固められている。
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祠

le.忙

く

d
、

1 暗褐色土 白色軽石・焼土粒

黄土色粒・塊を含

む。しまり強い。

2 暗黄土色土 黄褐色、砂質塊主

体、炭化物・焼土

粒わずかに含む。

3 赤茶色土 焼土塊。

4 暗黄土色土焼土粒を含む。や

5 褐色土

6 褐色土

a
 

a' 

7 褐色土

8 褐色土

9 赤茶色土

や粘性のある土。

焼土・灰を含む。

黄土粒をわずかに

含む。しまり、粘

性ある土。

焼土粒・黄土粒・炭を含む、さらさらした土。

黄土粒、しまりあり。

焼土主体、炭を含む。

c
 

c ’ 

下
Q L=80.30m lm 

第261図
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—
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\ \ I/ 3 

10cm 3 • 4 20cm 

① 暗褐色土 焼土粒・炭化物・黄褐色土を含む。

②暗褐色土焼土粒・炭化物・黄褐色土を含む。

③暗褐色土焼土粒塊・炭化物を含む。

④黄土色土 黄土色・砂質土。

2 号住居跡鼈実測図

ニニ／

゜ I • 2 \ ヽ I/ 
I/ 4 

第262図 2 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第263図 2 号住居跡出土遺物実測図（2)

2 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 窟内 15.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部内湾、横撫で。

坪 口縁部～体部％ 3. 酸化焔良好 体部横方向箆削り。

2 須恵器 南東 9 2 1.灰色 2. 白色細砂粒含む 轍轄整形

椀 +7 小片 3. 還元焙硬質 底部高台貼り付け、撫で。

3 土師器 中央 20 0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、頸部にかけ横撫で、コの字□縁。

甕 床直 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 頸部指頭圧痕有り。胴上部斜、下部縦方向箆削り。

4 土師器 南壁中央 19.6 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、頸部上下端強い横撫で。

甕 +8 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り。

5 須恵器 南西隅 8.1 1.灰色 2. 白色細粒含む 口縁部外反。

長頸壺 +13 頸部～口縁部 3. 還元焔硬質

6 土師器 南西隅 21.8 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、指頭圧痕有り。口唇部外側沈

甕 +4 口縁部％ 3. 酸化焙良好

3 号住居跡（写真図版99 • 120) 

位置 M•N-116·117グリッド方位 E-20°-S

重複 l 号掘立柱建物と主軸は直交し中に納まる。

規模東西 4m 南北 4m 方形を呈する。

壁高 55cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅長軸l.2X短軸0.9m、深さ 30cm程

の楕円形を呈する。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土と灰褐色粘質土の塊を混ぜ踏み固め

ている。住居中央部は特に堅く踏み固められている。

竃前は灰の広がり見られる。また、南西部分に炭化

物の集合が見られる。

掘形 黄緑色砂質土層まで掘り込み、全体は、フラッ

トな面に仕上げられている。

遺物 中央部から南東隅にかけて土師器甕や台付甕

等出土。また、北西隅よりに12~15cm程の緑泥片岩

228 

線巡る。胴上部横箆削り、内面箆撫で。

系の棒状礫がまとまって出土。

竃

位置東壁北寄り

規模焚口部幅65cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅50cm • 

深さ 70cm 煙道部長さ 55cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 35cm 斜方向に立ち上がる。

構築燃焼部は、壁を掘り込み構築されている。壁

面は垂直に立ち上がり、赤茶色に焼土化している。

袖部分は、上面は暗褐色土と黄褐色土の混土が貼ら

れているが、芯の部分は地山を掘り残している。火

床面は、床面より僅かに低く上面に焼土層、下面に

灰層の堆積見られる。煙道部は斜方向に伸び、側壁

が赤茶色に焼土化している。
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I~V は基本土層参照

l 褐色土 土器片・焼土粒．

小礫等を含む。

2 褐色土 黄褐色粘土粒・焼

土粒•土器片、わ

ずかに小礫を含む。

3 褐色土 黄褐色粘土粒、わ

ずかに小礫を含む。

4 暗褐色土 灰・炭化物・黄褐

色土塊を含む。

5 暗褐色土褐色粘土塊・焼土

粒•土器片を含む。

6 褐色土 焼土粒、土器片を

含む。粘性強い。

7 暗茶褐色土焼土多旦に含む。

8 灰黄褐色土灰褐色粘質土が

1 cm弱の帯状に入

る。上面しまり強

い。貼床。

9 黄褐色土黄褐色土粒塊を含

む。

10 黄褐色土

11 褐色粘質土

゜ L=84.00m 2m 

第264図 3 号住居跡実剃図

0 L =83.30m 

|(') 

= 

a
 

a, 鼈土陪は、住居実測図と同じ

袖土層説明

①暗褐色土 黄土色粒・焼土粒・小石を含む。

②黄土色土 炭化物・褐色粘土塊を含む。

③灰黄色土粘質土。

④灰黄色土砂礫層。

⑤ 灰黄色土 （やや灰色）シルト質土層。

第265図 3 号住居跡鼈実測図
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第266図 3 号住居跡出土遺物実測図

3 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 12.8 3.7 1.橙色 2. 白色細粒僅かに 口縁部横撫で。

坪 口縁部～底部％ 含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 北東隅 12.9 3.5 1.橙色 2. 細砂粒粘土細粒 口縁部横撫で。表面摩耗。

坪 +6 % 含む 3. 酸化烙 やや軟質 体部～底部箆削り。平底気味。

3 須恵器 覆土 14. 2 9.1 4.2 1.灰白色 2. 黒色 白色細粒 輔櫨整形、体部直線的に開く。

坪 % 含む 3. 還元焙硬質 底部箆切り離し。

4 土師器 南東隅 12.1 1.橙色 2. 細砂粘土細粒含 口縁部横撫で。体部指撫で。

坪 +23 % む 3. 酸化焔良好 底部平底。

5 須恵器 北東 9.8 1.灰白色 2. 精選 鞘櫨整形、底部高台貼り付け。

椀 +15 底部の½ 3. 還元焔硬質 底部切り離し技法、回転撫でにより消失。

6 土師器 窟内 20.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴上部横方向箆削り。

甕 十 7 口縁部～上体部％ 3. 酸化焔良好 内面箆撫で。

7 土師器 中央 1.橙色 2. 細砂粒含む 胴部下半表面摩耗、内面凹凸見られる。

台付甕 +3 底部～台部 3. 酸化焔良好

8 土師器 南西 19.6 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 +3 口縁部～胴部½ 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り 中位～下位斜方向箆削り。

230 



第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

4 号住居跡（写真図版100 • 121) 

位置

重複

規模

壁高 垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 周溝

床面

H-81グリッド，

25号土坑に南西隅を切られる。

東西3.2m

40cm前後

無し

南北3.2m

柱穴

方位 N-80ー -E 

正方形を呈する。

無し 無し

黄褐色土塊と灰黄色砂質土塊混じりの褐色土

を踏み固めている。竃前は特に堅く締まり、焼土や

灰の広がり見られる。

置
模

竃
位
規

構築

東壁南寄り

焚口部幅35cm

深さ 45cm

燃焼部奥行き 55cm ・幅30cm • 

煙道部長さ 1.3m ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm

天井部残る。

緩い傾斜をもつ。

燃焼部は壁内にあり、若干壁を掘り込む。袖

掘形

遺物

凹凸激しく、住居中央部周辺が掘り込み深い。

竃前に土師器坪出土。

は、黄褐色土と灰褐色粘質土を混ぜたものを壁に貼

り付け燃焼部を構築している。火床面は床面と同レ

ベルであり、奥壁よりに灰の堆積見られる。煙道部

は水平方向に伸び、煙出し部で緩く立ち上がる。天

井部及び側壁は、赤茶色に焼土化し焼き締まる。煙

道部底面は焼土は無い。

ヽ

B' 

B
 

B' 

口
第267図
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4 号住居跡実測図

口̀ 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

黒褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土粒・小礫・白色軽石を含む

黄褐色土粒・わずかに小礫・白色軽石

あり。

黄褐色土粒・塊多量に含む。

黄褐色土粒・暗褐色粘質土塊を含む。

黄褐色土粒・細砂混じり。

黄色土粒・炭を含み、しまりあり。

黄色土粒・塊・灰黄色細砂塊の混じり。

黄褐色土と細砂の混合。

゜ L=81 60m 2m 

口
( J 10cm 

第268図 4 号住居跡出土遺物実測図
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b
 

b' 

① 黄色粘土

② 灰黄色

③ 赤茶色

④ 褐色土

④’褐色土

⑤ 黄土色土

IV~v2は基本上層参照

C C' 

こ

• 、
P

可

Q I L =81 80m lm 
I I I 

1 褐色土 黄褐色土粒・暗褐色粘質土塊含む。

2 暗茶色土 黄褐色土粒・暗褐色粘質土塊含む。

3 黄土色土黄褐色塊主体。

4 赤茶色土焼土塊・褐色粒塊の混じり。

5 黄土色土

6 褐色土 黄褐土粒・焼土粒しまり弱い。

7 黒灰色土灰層。

8 茶色土 焼土粒多量に含み、ふかふかした層。

9 黄褐色土 黄褐色土塊の混合層。褐色土多い。

10 黄色土 黄褐色土塊の混合層。

11 褐色土 地山IV層に似る。

第269図 4 号住居跡竃実測図

4 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 12.0 4.2 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部僅かに内湾、横撫で。

坪 床直 完形 3. 酸化焔軟質 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 南西 9. 7 3.0 1.橙色 2. 粗砂僅かに含む 口縁部横撫で、内傾気味に立ち上がる。

坪 +5 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

3 土師器 西壁 11. 0 2.9 1.橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で、内湾気味に立ち上がる。

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好 体胴部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 南西 9.5 6 4 4.1 1.橙色 2. 粗砂粘土粒含む 口縁部器肉厚い、手づくね。

坪 +5 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部平底、中央極薄。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

5 号住居跡（写真囮版100 • 121) 

位置

規模

壁高

I -83グリッド

東西2.5m

15cm前後
`5 

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

1
2
3
4
5
6
7

竃
1
2
3

無し

暗褐色土

暗褐色土

灰黒色土

灰褐色土

灰褐色土

褐色土

灰黒色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

南北 3m

垂直に立ち上がる。

柱穴 無し

黒色土に灰褐色砂質土混じりの灰黒色土。締

まり弱くサクサクしている。

方位 N-72ー -E 

やや長方形ぎみ

周溝 無し

置
模

竃
位
規

構築

中央部に径90cm、深さ 30cm程の土坑を検出し

た。他の面はフラットに仕上げられている。

須恵器坪・椀・皿や土師器台付甕等出土。

黄褐色土粒・小礫を含む。ざらついている。

黄褐色土粒・塊•細砂を含む。

灰褐色砂層と黒色土の混入土層。

灰褐色砂層に少獄の黒色土の混入土層ほぽ地山。

灰褐色土層中に固い褐色土が塊状に混入。

灰褐色砂質土の混じり。

3 層に近い。

ヽ

小礫を含むざらついたもの。

焼土小塊を多く含む。

暗褐色土と黄褐色土の混入土層。

東壁南寄り

焚口部幅30cm

深さ 15cm 煙道部は削平される。

煙道部への立ち上がり 12cm

焼土層。

燃焼部奥行き 50cm ・幅30cm • 

緩い傾斜を持つ。

燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。壁面は、

緩い傾斜で立ち上がり、余り焼けていない。火床面

も焼土や灰の広がり見られずはっきりしない。遺物

は土師器甕出土。
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第273図 5 号住居跡出土遺物実測図（2)

5 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 15.0 1. 橙色 2. 細砂粒粘土粒含 体部内面放射状暗文。底部丸底。

坪 ｽ む 3. 酸化焔良好

2 須恵器 南西 15.0 7.1 5.7 1.浅黄色 内面黒色 2. 砂粒 口縁部黒色。口唇部僅かに外反、内面撫で。

椀 床直 完形 含む 3. 酸化焔やや軟 外面「井」状の墨書見られる。底部回転糸切り。

3 須恵器 南西 14 3 7.0 3.0 1.灰色 2. 細砂粒含む 輔轄整形、表面摩耗。

皿 床直 % 3. 還元焔軟質 底部回転糸切り。高台貼り付け。

4 須恵器 南西 13 4 6.3 3.9 1.灰黄色 2. 砂粒含む 鞘櫨整形、輔櫨目。

坪 床直 % 3. 酸化烙良好 底部右回転糸切り、未調整。

5 須恵器 南東 15.0 1.浅黄色 2. 細砂粒粘土粒 口唇部外反。体部表面摩耗。

椀 + 14 % 含む 3. 中性焔軟質

6 須恵器 北東 6 5 1.灰白色 2. 粗砂粘土粒含 体部表面摩耗。

椀 床直 ｽ む 3. 還元烙表面剥離 底部高台貼り付け。

7 須恵器 中央 12.6 6 2 4.3 1. 灰白色 2. 砂粒小石白 轍櫨整形、口唇部やや肥厚。

坪 床直 完形 色粒含む 3. 中性焔軟質 底部回転糸切り。腰部しぼり込む。

8 須恵器 南西壁 6 6 1.灰黄色 2. 小石粘土粒含 鞘櫨整形

坪 床直 ｽ む 3. 中性焔軟質 底部右回転糸切り。

, 土師器 北東 19.3 1.橙色 2. 粘土粒含む 口縁部～頸部横撫で、コの字状口縁。

甕 床直 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

10 土師器 中央 11.6 14.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内面横刷毛。胴上部横方向箆削り

台付甕 床直 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 胴下半縦方向箆削り。底部台接合部横撫で。

11 土師器 窟内 3.0 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒粘 口縁部欠損。

甕 胴部～底部％ 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。器肉薄い。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

6 号住居跡（写真図版101 • 121) 

位置 H-84グリッド 方位 N-81°- E 

規模東西 2m 南北1.8m 方形を呈する。

壁高 20cm前後緩く立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

柱穴 中央の南北軸延長線上に径30cm、深さ数cmの

小ピットを検出した。

床面 灰黄色砂質土混じりの暗褐色土。サクサクし

ており締まり弱い。

掘形 中央西側に長軸1.2mの楕円形の土坑ある。

遺物 竃右袖前より土師器坪出土。

竃

位置東壁

規模焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅25cm • 

深さ 20cm 煙道部は削平。

煙道部への立ち上がり 15cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は壁を掘り込み構築している。地山掘

り残しによる袖を持つ。火床面は床面と同レベルで

あり焼土、灰等の粒子が僅かに見られる程度である。
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第275図 6 号住居跡鼈実測図

v～兄は基本土層参照

1 暗褐色土黄土色土塊．粒をわずかに含む。

2 暗褐色土黄褐色土粒•砂をわずかに含む。

3 暗褐色土黄土色塊・焼土粒含む。

4 暗褐色土灰褐色砂層と暗褐色土の混入土層、焼土粒子を多く含む。

5 暗褐色土焼土粒子・灰褐色砂質土の混入土層。

6 暗褐色土

゜ 10cm 

第276図 6 号住居跡出土遺物実測図

6 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 賓右脇 11 0 3.6 1.橙色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で、直立。

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好 体部、底部手持ち箆削り。
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第 II章上栗須遺跡

7 号住居跡（写真図版101 • 121 • 122) 

位置 H • I -85 • 86グリッド方位 E-2ー -S 

重複北壁で 8 号住居を切る。

規模東西4.lm 南北 4m 方形を呈する。

壁高 55cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅に径35cm、深さ 50cmのピット

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊を含む褐色土を踏み固めている。

竃前には焼土、灰の広がり見られる。

掘形掘形面全体に凹凸見られ、その他に土坑等を

検出した。竃前方に長軸 lmの不定型の上坑を検出

し、深さは15cm程で土坑内及び上端周辺より 17cm程

の棒状礫 3 個出土。また、北壁中央内寄りに長軸75

cm程の楕円形状の土坑検出し、深さは20cmを測る。

中から 20cmの角礫出土。

遺物 竃周辺及び南壁際に土師器坪等出土。西壁中

央際に20cm前後の片岩系の棒状礫まとまって出土。

B' 

B
 

8 号住居

C
>
 

゜

oー9 

少

g
 

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅30cm • 

深さ 35cm 煙道部長さ lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 15cm ほぽ垂直に立ち上が

る。

構築燃焼部は住居内にあり、袖を持つ。袖は、黄

褐色粘質土を主体に褐色粘質土、焼土塊を混ぜ壁に

貼り付けている。掘形は方形を呈し、袖壁面は垂直

に立ち上がる。壁面は赤茶色に焼けている。火床面

は床面と同レベルであり、灰層の堆積はみられない。

僅かに焼土や灰の広がりが見られる。煙道部は水平

方向に伸び、煙り出し部にかけて緩く立ち上がる。

側壁は湾曲して立ち上がり、赤茶色に焼けており、

煙道部確認時に焼土のラインが確認できた。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

`~1 ` u 1 | 、~1 ¥ 住居土層

1 暗褐色土 白色軽石を含む。

2 暗褐色土 土器片多い。

3 暗褐色土 さらさらした土。

4 暗黄褐色土 黄褐色土粒塊、粒多く含む

5 暗黄褐色土 黄褐色土を多絋に含む。

6 褐色土 褐色土塊混じり。

7 褐色土 粘性強いわずかに黄土粒含

む。

8 暗褐色土 壁の崩落。

9 暗褐色土 黄土色土粒含む。

10 褐色土 黄土色土粒塊・焼土を含む。

11 暗黄土色土 黄土色土塊多く含む。

12 褐色土 しまり固い。

13 黄褐色土 黄色粘土粒塊主体。

14 褐色土 12府より黄色土粒少ない。

15 褐色土 12層より黄色土粒を多く含

む。

叶 n 鼈土層1 暗褐色土

2 褐色土 焼土・黄土粒・炭等含む。

3 黄褐色土 やや焼けている。

4 暗黄褐色土 黄色粘土・焼土を含む。

b b' 5 黄土色土 焼土粒・黄色塊混じり。

鼈袖土層

① 暗黄褐色土 黄色土粒塊・焼土粒混じり。

゜
L =81.80m lm ② 黄褐色土 黄色土塊主体、焼土粒・褐

色土粒含む。

③ 黄茶色土 黄色土塊、焼土粒混合層。

④ 黄土色土 黄色土塊含む、ざらつく。

第278図 7 号住居跡竃実測図 ⑤ 黄色粘土

- / l 

゜ 2m 

第279図 7 号住居跡床下実測図
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第280図 7 号住居跡出土遺物実測図

7 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 10.0 3.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、内湾。

坪 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 覆土 11. 0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、直立。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面指頭圧痕有り。

3 土師器 覆土 10.2 3.2 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、直立。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 竃内 11 9 3.1 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、直立。

坪 -ll 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 南壁 10.6 3.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内湾。

坪 +2 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部表面剥落。

6 土師器 西壁 11. 6 ~ (3. 7) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、稜を持つ。

坪 +10.0 ｽ 3. 酸化焔良好 胴部、底部箆削り。

238 



第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 土師器 鼈前 10.6 - 3. 9 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部僅かに内湾。

杯 +1 % 3. 酸化焔軟質 体部～底部手持ち箆削り。

8 土師器 覆土 11.0 - 3.8 l ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部内傾。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

, 土師器 竃左 12.8 - 4.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。口唇部僅かに内傾。

坪 -5 口縁部～底部％ 3. 酸化焙軟質 体部～底部手持ち箆削り。

10 土師器 南壁 12.1 - 3 8 1. 橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部横撫で、僅かに内傾。

坪 +3 ほぼ完形 む 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

11 土師器 覆土 12. 9 - 4.1 1.橙色 2. 粗砂多量に含む 口縁部直線的に開く、横撫で、稜を持つ、器肉厚い

坪 口縁部～底部％ 片岩小石含む 3. 酸化焔 良好 体部～底部箆削り。

12 土師器 覆土 12.6 5.5 1.橙色 2. 砂粒小石粘土 口縁部横撫で。

坪 % 含む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。（深い）

13 土師器 覆土 15.4 l ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で、直線的に開く。稜を持つ。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 口唇部撫で。体部～底部手持ち箆削り。

14 土師器 中央 11.0 1 ．橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部短かく外反、横撫でにより頸部。器肉厚い。

坪 +8 % 3. 酸化焔良好 体部球形箆削り、内面箆撫で。

15 須恵器 竃左 10.5 3.3 1.灰色 2. 白色微粒含む 断面三角形のカエリを持つ、頂部回転箆削り。

蓋 +5 % 3. 還元焙硬質 体部丸味もつ。

16 土師器 南壁 6 0 1.褐灰色 2. 粗砂小石多量 胴部斜方向箆削り。

甕 -4 胴部下～底部 に含む 3. 酸化焔良好 底部箆撫で。

17 土師器 中央 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 底部丸底箆削り。

甕 -1 底部のみ 3. 酸化焔良好

8 号住居跡（写真図版101 • 122) 竃

位置 H • I -85グリッド 方位 N-75°- E 位置西壁

重複 7 号住居に南半分を切られる。

規模東西3.5m

壁高 26cm前後垂直に立ちあがる。

貯蔵穴無し 柱穴無し

周溝北西隅壁下に上端 8cm、下端 6 cm、深さ 2 、

3 cmの周溝を検出した。周溝内に径 6 cm程の小ピッ

トが20cm間隔で掘られている。

床面 褐色土に黄褐色土塊を混ぜ踏み固めている。

掘形住居中央に不定型の凹凸見られ、中に径40cm、

深さ 20cmのピットを検出した。このピットは柱穴の

可能性も考えられる。

遺物竃前に土師器甕の破片出土。

規模左袖部分は 7 号住居により切られ、僅かに痕

跡が残る。焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅30

cm ・深さ 26cm 煙道部長さ lm ・幅30cm

煙道部への立ち上がり 10cm 緩く立ち上がる。

構築確認当初、焼土の広がりが見られ、土師器甕

の出土があり、また右袖部分に褐色土混じりの黄褐

色土のカマボコ状を呈する高まりを検出したことか

ら竃と認定した。燃焼部は住居内にあり、黄褐色土

に褐色土混じりの袖を持つ。火床面は、奥壁に向か

い床面より徐々に高くなり、薄く焼土や灰の広がり

見られる。
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• 

7 号住居

B

[

 

B
 

B' 

ーロニ三二三
0 L=81.90m 2m 

第281図 8 号住居跡実測図

口

第282図 8 号住居跡鼈実測図

l 暗黄土色土

2 褐色土

3 暗黄土色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗黄褐色上

7 暗黄褐色土

¥ \□\ 
」＼

\ 

、
e

"'I 
L=81.90m lm 

黄褐色土粒・小礫を含む。ざらついた層。

2~3 mm程の黄褐色土粒を含む。

黄褐色土塊を多星に含む。

黄褐色土塊を含む。

黄褐色小礫をわずかに含む。

黄色土塊粒を多量に含む。

黄色土粒を含む。粘性あり。

鼈土層

II 1 暗褐色土 黄色土粒、小礫をわ
II 

ずかに含む。

2 黄褐色土 黄色土と褐色土混合

層。

3 暗黄褐色土黄色粒塊を含む。し

まり強い。

4 暗黄褐色土 黄色土粒を多く含む。

パサついた層。

5 暗黄褐色土 黄色土粒を多く含む。

6 暗褐色土 わずかに黄色土粒．

焼土粒を含む。

() 10cm2 
20cm 

第283図 8 号住居跡出土遺物実測図

8 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃内 12.6 8.0 4.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で、内面撫で。底部箆削り。

坪 床直 ほぽ完形 粒含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り、平底。内面撫で中央部盛り上がる。

2 土師器 窟内 - (4 0) 1.明黄褐色 2. 砂粒小石 胴上部縦方向箆削り。

甕 +6.0 胴部～底部％ 粘土粒含む 3. 酸化焔良好
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9 号住居跡（写真図版102 • 122) 

位置 G-84 • 85グリッド 方位 N-74°- E 

規模東西3.5m 南北3.9m 方形を呈する。

壁高 55cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径60cmの円形を呈し、深さ 45cmを

測る。中から小礫出土。

柱穴無し

周溝 住居北半分の各壁下に上端10cm、下端 5 cm、

深さ 4 cm前後の規模で巡る。

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く貼り踏み

固めている。

掘形全体的にはフラットな面に仕上げられている

が、壁寄りに土坑状の掘り込みや小ピット見られる。

遺物 床面直上からの出土遺物は無い。また、覆土

中に含まれる遺物も少ない。

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

竃

位置東壁中央やや南より

規模焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅40cm • 

深さ 65cm 煙道部長さ 85cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がりは30cmあるが、僅かに黄褐色

土の地山掘り残しにより中段を持つ。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しによる

袖を持つ。側壁は垂直に立ち上がり、僅かに焼けて

いる。覆土中に焼土層とその上面に灰黄褐色土の天

井部の崩落土を確認した。火床面は床面より 10cm程

下がる。灰層の堆積は見られない。掘形は長方形を

呈し、燃焼部下及び竃前は深く掘り込まれている。

煙道部は、焼土塊の確認状況から天井部が残り、水

平方向に伸びる。煙出し部は緩く立ち上がる。側壁

の焼けは弱い。

C C' 
1 暗褐色土 焼土粒・炭化物・黄褐色

曇
土粒僅かに含む。

‘` ft /j 
2 褐色土 黄褐色塊含む、土器片多

m̀| m̀I I し＼。

3 暗黄土色土 黄褐色土塊多く含む。

4 褐色土 わずかに黄褐色土粒を含

む、粘性あり。

5 褐色土 黄褐色土を含む。

6 褐色土 黄褐色土塊混じり。

7 暗褐色土 黄褐色土粒を含む、しま

り強い。

①暗褐色土黄色粒含む。

②暗黄褐色土 黄色粒．灰黄細砂混じ

り。

③灰黄褐色土 黄色粒・灰黄細砂多黛
I に含む。

④黄褐色土 黄色粒塊．灰黄色細砂混

じり。

⑤ 褐色土 黄色粒塊・灰黄細砂含む。

⑥ 黄色土塊

I/ ん）［

m1 
叫

A A' 

゜ L=81.90m 2m 

第284図 9 号住居跡実測図
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第 II章 上栗須遺跡

゜ L=81.80m lm 

l 黄褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

2' 暗褐色土

3 暗灰黄色土

4 灰黄色土

4' 灰黄色土

黄褐色土塊を多く含む。

黄褐色土塊・焼土粒を含む。

黄褐色土塊をわずかに含む。

黄褐色粘土・褐色土混合層、焼土粒を含む。

天井部崩落。下面は焼けた部分。

5
6
7
8
①
②
③
 

暗灰褐色土 焼土粒・黄褐色土粒、わずかに灰らしきものあり。

暗黄土色土焼けた部分がみられる。袖の一部か？

暗黄褐色砂礫

黄土色粘質土

黄色土 黄色土塊。

褐色土 黄色土塊を含む。砂が多少混じる。

褐色土 粘性あり。わずかに砂が混じる。

第285図 9 号住居跡鼈実測図

□□] ーニ］ こ2 ゜ 10cm 

第286図 9 号住居跡出土遺物実測図

9 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 12.2 1.橙色 2. 細砂粒粘土粒含 口縁部横撫で、直立。

坪 % む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

2 土師器 覆土 11. 6 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部箆削り、稜を持つ。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

10号住居跡（写真図版102 • 122) 

位置

重複

る。

規模

壁高

周溝

F • G-82 • 83グリッド

11 • 12号住居を切り、 39号土坑に切られてい

東西4.6m

20cm前後

貯蔵穴 無し

南北5.4m

柱穴

方位 N-71ー -E 

南北に長い長方形。

垂直に立ち上がる。

無し

南壁中央東から東壁窟南以外の各壁下に、上

端10cm、下端 5cm、深さ 5 cmの規模で巡る。

床面 黄褐色土混じりの暗褐色土を薄く貼り、踏み

固めている。竃前に焼土塊、炭化物、灰混じりの高

まり見られる。

掘形 南壁よりに僅かに掘り込み見られる程度で、

全体的にはフラットな面に仕上げられている。

遺物 南東隅やや西寄りに、暗文を施された土師器

坪が出土している。

置
模

竃
位
規

深さ 30cm

構築

り残しの袖を検出した。火床面は、床面より 15cm程

下がり、灰層の堆積や焼土塊見られる。

には黄褐色土主体の竃天井部崩落土の堆積見られ

る。掘形は長方形を呈し、側壁は垂直に立ち上がる。

土師器甕を出土した。

1

2

3

4

5

 

東壁南寄り

焚口部幅60cm

褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄土色土

燃焼部奥行き 70cm ・幅55cm • 

煙道部は削平され不明。

燃焼部は壁外にあり、僅かに焚口部に地山掘

また、上面

黄色土粒・焼土粒・炭化物・白色軽石を含む。

黄色土粒・焼土粒は 1 層より少ない。

黄色土粒をわずかに含む。粘性あり。

黄色土粒を多塁に含む。

砂質気味。

ヽ

゜11号住

A
 

A' 

11号住 圧――上------ --= テ-- /ーロニニニ琴／
3 

゜

叫

L=81.70m 2m 

第287図 10号住居跡実測固
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I~ 
1 黄色粘土 焼土塊混じり。

` o | 1' 黄褐色土 黄色粘土。焼土混じ

り。

2 黒褐色土 灰層。ふかふかした

層。

3 灰褐色土 焼上塊。

4 暗黄褐色土 黄色土塊・焼土塊含

む。しまり弱い。

5 黄色粘土

6 黄茶色粘土焼土含む。

7 褐色土 黄褐色土塊・焼土含

む。

叶 "'I 
b b' 

゜
L =81 70m lm 

2 

第288図 10号住居跡鼈実測図

ヽヽ

゜
10cm2 20cm 

第289図

IIIII” 
10号住居跡出土遺物実測図

10号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 東南 15.8 11 0 1 ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部内面放射状暗文。

坪 +6 ほぼ完形 3. 酸化焙軟質 底部箆削り、平底呈す。体部～底部手持ち箆削り

2 上師器 窟内 22.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、外反、コの字状口縁。

甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好 頸部下横方向箆削り上半斜方向箆削り。

11号住居跡（写真図版102 • 123) 

位置 G-82グリッド 方位 N-72ー -E 

重複 10号住居に切られている。

規模東西3.3m 南北2.6m 長方形を呈する。

壁高 22cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊、焼土塊混じりの暗褐色土を薄く

貼り、踏み回めている。

掘形各隅寄りに、長軸80cm~lm前後の不正円形

の土坑状掘り込み見られる。

遺物 土師器甕・坪類住居中央部から北東隅よりに

出土。
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、三

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

竃焼土の広がりは見られるが、痕跡は見当たらず、

竃を持たない可能性も考えられる。

Q
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召
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4

4
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10号住居

A' 

L =81. 70m 2m 

A
 

A' 

,

7

 

ヘ

7
1
1
7
7ロ

一

1 暗褐色土小礫あり、ざらついた層。

2 褐色土 焼土粒多く含む。

3 暗褐色土小礫含む、ざらっく。

4 暗褐色土小礫含む。

5 黄褐色土小礫・黄色砂混じり。

第290図 11号住居跡実測図

ロ ＼へ\

こ

\ ヽ
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I
 
ーI

 

,' 
ー
＼

。 1 ~3 10cm 
4 • 5 20cm 

第291図 11号住居跡出土遺物実測図
11号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 12.2 4.3 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内湾口唇部僅かに外方に摘まみ出し。

坪 +2 ほぽ完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 南西 1.にぶい橙色 2. 細砂僅かに 頸部横撫で、直立。

小型甕 +20 小破片 含む 3. 酸化焔良好 胴上部横箆削り。内面平滑。

3 須恵器 北東隅 24.4 1.黄白色 2. 砂粒粘土粒含 口縁部横撫で、頂部僅かに凹面つくる。

盤 +17 % む 3. 還元焙硬質 体部下位箆削り。

4 土師器 北東隅 17.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。胴部上部横箆削り。

甕 +12 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部下位縦箆削り、内面横箆撫で。

5 土師器 南西 22.2 1.にぶい褐色 2. 粗砂粘土 口縁部外反横撫で、器肉厚い。

甕 -1 口縁部～胴部 粒含む 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り。内面斜横撫で。
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第 II章 上栗須遺跡

ヽ 12号住居跡（写真図版102)

:ci:1 、<I

B
 

B' 

位置

重複

規模

壁高

方位 N-81ー -E 

貯蔵穴

さ 23cmの円形上坑を検出した。

柱穴

床面

G-82 • 83グリッド

10号住居に切られている。

東西2.4m

37cm前後

東壁中央部、

無し

南北2.4m

周溝

正方形を呈する。

垂直に立ち上がる。

または窟左袖脇に径30cm、深

無し

黄褐色土塊混じりの褐色土を薄く踏み固めて

゜ L =81. 70m 2m 

いる。各壁立ち上がり手前では、黄褐色土の地山露

出している。

掘形 僅かに凹凸見られるが、全体的にはフラット

1

2

3

4

5

6

 

黄土色土

褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

黄白色粘土塊を含む。

黄白色土粒・小礫・白色軽石を含む。

黄白色土粒・小礫をわずかに含む。

黄白色土粒をわずかに含む。

粘性、しまりあり。

黄色土粒・小礫をわずかに含む。

第292図

゜

I'" 

a
、

12号住居跡実測図

L =81.40m 

第293図

13号住居跡（写真図版103 • 123) 

位置

規模

壁高

東西4.lm

40cm前後

貯蔵穴

周溝

床面

掘形

F•G-80·81グリッド

無し

im 

12号住居跡鼈実測図

南北4.3m

柱穴

正方形を呈する。

ほぼ垂直に立ち上がる。

無し

I"' 

方位 N-89C-E 

富両脇と南壁西半分を除き各壁下に巡る。上

端 8cm、下端 5cm、深さ 4 cmの規模を持つ。

黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。竃前は堅く踏み固められ、灰の広がり見られる。

小さな凹凸見られるが、全体的にはフラット

な面に仕上げられている。

竃

位置

規模

深さ 12cm

構築

置
模

竃
位
規

構築

東壁南寄り

焚口部幅15cm 燃焼部奥行き 30cm ・幅15cm • 

煙道部削平を受け消失。

燃焼部は住居内にあり、黄褐色土に褐色土塊

混じりの袖を貼り付けている。火床面は床面と同レ

ベルである。

鼈土層

1 黄色土

2 褐色土

3 褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

地山の黄色砂質土塊・炭粒を若干含む。

黄色粒・焼土塊・炭粒の混土。

2 層に黄色粘質土塊を多く含む。

黄色粘質土塊・焼土・炭粒を多く含む。

4 層に黄色粘質土を多く含む。

東壁中央

焚口部幅45cm

深さ 50cm

燃焼部奥行き 65cm ・幅50cm • 

煙道部口部分の底面が僅かに残る。

煙道部への立ち上がり 38cm

化した黄褐色土が見られる。

垂直に立ち上がる。

燃焼部は、壁の延長線上に中心を持ち、黄褐

色土に褐色土混じりの袖を貼り付けている。火床面

は床面と同レベルであり、灰層の堆積と上面に焼土

この黄褐色土は、天井

な面に仕上げられている。

部崩落土の一部と考えられる。竃前には灰の掻き出

しによる 10cm程の掘り込みがある。燃焼部掘形は、

遺物 須恵器椀、甕出土。 方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。 しかし、使
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用時は奥壁に黄褐色土を貼り、丸みをもたせアーチ

状に立ち上がらせている。壁面の焼けは煙道部に向

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

かい斜方向に焼けている。遺物は竃右袖上に土師器

甕の胴部破片と土師器坪出土。

--J/  1 

I 四

B
、

勺
。 C 充

朽

匂『

Q
3
 

で

B
、

l 褐色土 黄色土塊少見と

焼土・炭粒若千

含む。

2 褐色土 1 層に黄色土塊

を多く含む。

3 暗褐色土黄色土粒を少鼠

含む。

4 黄褐色土黄色粘質土の流

れこみ。

5 灰褐色粘土黄土色塊混じ

り。

5' 暗褐色土 黄土色塊を含む。

6 黄土色粘土地山

7 灰褐色土黄土色塊粒含む。

A
 

A' 

`o  

L =8!.60m 2m 

第294図 13号住居跡実測図

司

い
v~v2は基本土層参照

①黄褐色土褐色土粒、焼土粒

わずかに含む。

-.., I 
l 暗褐色土黄褐色土を含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊を少量

含む。

3 黄褐色土焼土塊を若干含む

暗褐色土焼土塊を若干含む

叶 締った粘質土。

叫 叫 y 5 黄褐色土焼土を均ーに含む

6 橙褐色土 焼土塊。

a, 6' 橙褐色土 焼土粒、炭を含む。
a 

7 暗灰褐色土木炭、灰、焼土塊。

7' 黄褐色土 黄褐色粘土塊・焼土粒・褐

色土粒混合層。

8 褐色土 黄色粘質土塊を多く含む。

9 黄褐色土 焼土・炭・灰を多く含む。

第295図 13号住居跡鼈実測図
゜ L =81.50m lm 
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第 II章上栗須遺跡
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第296図 13号住居跡出土遺物実測図

13号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東隅 12.2 3.3 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、直立。体部指押さえ、内面僅かに指

坪 床直 ほぼ完形 3. 酸化焙軟質 頭圧痕有り。底部箆削り、平底気味。

2 須恵器 覆土 8.0 1.黒色 2. 粗砂片岩小石含 底部回転糸切り端部箆削り。

坪 底部 む 3. 還元焔軟質

3 須恵器 北西 15.2 1.灰白色 2. 精選 底部高台貼り付け、糸切り。

盤 床直 高台部％（小片） 3. 還元焙硬質

4 土師器 寵袖 l ．橙色 2. 細砂粒含む 頸部撫で。

甕 +10 頸部～胴部％ 3. 酸化焙軟質 頸部下端横方向箆削り。それ以下斜方向箆削り。

14号住居跡（写真図版103 • 104 • 123) 

位置 F-81 • 82グリッド 方位 N-72'- E 

重複 15号住居を切っている。

規模東西3.Sm 南北3.Sm 方形を呈する。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊を含む暗褐色土を堅く踏み固めて

いる。竃前はやや窪んでいる。

掘形住居中央部に高まりが見られ、竃右前に短辺

lm、長辺1.5m、深さ 10cm程の楕円形の掘り込み見

られる。その他、幾つかの円形状の浅い掘り込み見

られる。

遺物 土師器甕・坪、須恵器蓋等が南寄りに出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅60cm • 

深さ 65cm 煙道部長さ 40cm ・幅35cm

煙道部への立ち上がり 35cm 緩い傾斜をもつ。

構築燃焼部は、壁の延長線上に中心を持ち、袖を

持つ。袖は地山を掘り残し、暗褐色土に黄褐色土を

混ぜたものをかぶせ補強している。掘形は方形を呈

し、壁面は垂直に立ち上がる。火床面は床面より 15

cm程下がる。掘形はカマボコを逆にした形をしてお

り、深さ 15cmを測る。また、竃前では床面下30cmの

深さを測り、焼土、黄褐色土塊混じりの暗灰褐色土

を覆上としている。煙道部確認面には土師器甕の小

破片が円形状に多数置かれており、出土状況から煙

出し部の可能性も考えられる。その他の遺物として、

壊れながら落ち込んだと思われる土師器甕を検出し

た。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物
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A
 

G7 

゜『13

15号住居

。I'グ

08 

O 

i:q' 

A
 

A' 

A' 

叫

叫

` 
第297図 14号住居跡実測図

1 褐色土 黄色粘質土を多く含む。

灰色粘土・焼土・炭粒を若干

含む。

2 褐色土 黄色粘質土を多く含む。

3 黄褐色土 黄色粘質土及び砂質土の混土。

4 暗褐色土 黄色粘質土・炭粒を少量含む。

5 灰褐色土 灰褐色粘質土・黄色粘質土を

少量含む。

6 褐色土 黄色細砂土・粘質土を多量に

含む。

7 灰褐色土 灰色粘土に黄色小塊を含む。

8 暗褐色土粘性が強く、固くしまってい

る。

9 明黄色土地山の粘質土塊。

10 明黄色土 黄色粘質土に褐色土粒を少量

含む。

11 褐色土 黄色土塊を多く含む。

12 褐色土 黄色土塊が少ない。

゜ L =81.60m 2m 

-l -
"I o | 

b' 

--」ジ
b 

` 9 | 

`
e
 

叶

第298図 14号住居跡鼈実測図

v. V2 は基本土層参照
1 暗褐色土黄色粘質土塊。

2 明褐色土黄色粘質土塊と焼

土・炭粒の混土。

3 黄褐色土部分的に熱を受け

焼けている。

4 褐色土 砂粒や小礫を含む。

5 暗褐色土

6 褐色土 焼土・炭・灰の混

土。

7 黄色土 焼土・灰を多く含

む。

8 赤褐色土

9 赤褐色土

10 褐色土

11 暗褐色土

12 褐色土

゜

焼土化。

小砂利を含む。

黄色粘質土を多く

含む。

13 暗灰褐色土灰の純層。

14 灰褐色土黄色粘質塊・焼土

塊を多く含む。

15 暗褐色土粒子が細かく、よ

くしまっている。

16 明黄色土黄色粘質土塊。

17 褐色土

18 暗褐色土砂粒を多く含む。

19 茶褐色土 全体に焼土粒を含む。

20 褐色土 焼土粒が少ない。

L =81.60m lm 
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第299図 14号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物
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。 20cm 第300図 14号住居跡出土遺物実測図（2)

14号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 11 0 2.3 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で、外湾しながら立ち上がる。

坪 % 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り、平底状。

2 土師器 覆土 12.0 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外湾しながら立ち上がる。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部指頭圧痕有り。底部箆削り。

3 土師器 覆土 11. 6 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内湾。

坪 小破 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

4 土師器 南東 14.0 1.にぶい橙色 2. 細砂、黒色 口縁部横撫で。口唇部内湾。

坪 +19 ｽ 細粒含む 3. 酸化焔軟質 体部～底部表面剥離。

5 土師器 覆土 13.4 3.3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で。口唇部僅かに内傾。

坪 完形 に含む 3. 酸化焙良好 体部指頭圧痕有り。底部不定方向箆削り。

6 土師器 覆土 13.0 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部、底部箆削り。

7 土師器 中央 13.2 8.0 4.1 1.明赤褐色 2. 粗砂粘土粒 口縁部、体部直線的に開き、表面摩耗。

坪 +5 ほぼ完形 含む 3. 酸化焔軟質 底部平底箆削り。

8 須恵器 南西 13 2 4 9 1.灰色 2. 黒色細粒含む 頂部僅かに回転箆削り。端部垂直に曲げ後撫で。摘

蓋 +8 完形 3. 還元焔硬質 み部リング状。

, 須恵器 覆土 1.灰色 2. 黒色細粒 白色砂 頸部 2 条沈線巡る。

長頸壺 頸部小片 粒含む 3. 還元焔硬質

10 土師器 掘形 18.0 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反、直線的に開く。

甕 口縁部～肩部％ 3. 酸化焔良好

11 土師器 窟掘形 24.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘土 口縁部短く外反、横撫で。胴部球形と思われる。

甕 -12 口縁部～肩部½ 粒含む 3. 酸化焙良好 上位横箆削り、内面横箆撫で。

12 土師器 窪内 20.0 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

甕 +29 口縁部～肩部％ 3. 酸化焔良好 胴部表面摩耗。

13 刀 子 北西＋ 2.5 0.9 0.5 5_9g 身先端部～茎部分残存。断面三角形。

14 土師器 覆土 21.0 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

甕 口縁部～頸部％ 3. 酸化焙良好
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

15 土師器 竃内 21.0 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反。頸部僅かに指頭圧痕有り。

甕 +12.0 口縁部～胴部½ 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り 中位～下位斜方向箆削り。

16 土師器 竃内 20.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で、直線的に開く。

甕 +3 口縁部～胴部X 3. 酸化焙良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り。

17 土師器 覆土 10.5 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り。内面箆撫で。

18 土師器 鼈内 1.褐灰色 2. 砂粒含む 口縁部欠損。頸部横撫で。

甕 +14 頸部～胴部 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り 中位～下位斜方向箆削り。

19 土師器 寛内 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘土 口縁部横撫で。

甕 +29 % 粒含む 3. 酸化焔やや軟質 胴部表面剥離。内面撫で。

20 土師器 竃内 21.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外傾中ほどに接合痕。

甕 +27 口縁部～肩部％ 3. 酸化焙良好 胴上部斜方向箆削り、内面撫で。

21 土師器 竃内 5.8 1.明赤褐色 2. 細砂粒粘土 胴上部斜方向箆削り、内面箆撫で。

甕 +3 % 粒含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

15号住居跡（写真図版104 • 124 • 125) 

位置 E • F-81 • 82グリッド方位 N-73°- E 

重複北壁から西壁にかけて14号住居に切られる。

規模東西4.8m 南北5.4m 隅丸方形状を呈す

る。壁高 40cm前後僅かに傾き立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅寄りに長軸60cm、短軸40cmの長円形

を呈する。

柱穴 4 本検出。柱間2.2mを測り、正方形に組まれ

ている。p 1 一径50cm、深さ 45cm。 P2 一径40cm、

深さ 45cm。 P3 一径50cm、深さ 57cm。 P 4 -1 4 号

住居に切られ底面残る。深さ 60cm。掘形平面形は円

形を呈し、断面形は逆台形を呈する。

周溝 掘形面の調査時に南壁やや内側に径10cmの小

ピットを 3 個検出した。各ヒ°ットは浅い溝でつなが

れており、壁面補強材の痕跡と考えられる。

床面黄褐色土塊混じりの褐色土を踏み固めてい

る。竃右袖前ヒ゜ット 2 周辺に灰褐色土の広がり見ら

れる。各壁手前は多少高くなっている。

掘形住居中央部がやや低く掘り込まれ、壁際は高

まりとして残る。各ピット周辺もレンズ状に掘り込

まれている。 P2 と P3 の間に径1.2mの円形土坑が

252 

あり、覆土は、灰色粘質土と黄褐色土の混土に鉄分

沈着の見られる灰褐色土である。

遺物 竃前に土師器甕・坪出土。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 45cm 煙道部長さ 85cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 30cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、袖を持つ。袖は黄褐

色土を主体に褐色土を加え、袖材として貼り付けて

いる。袖内には赤茶色に焼土化している部分や焼土

塊を含む層がある。掘形は方形を呈し、底面はカマ

ボコ状を呈するが、壁面は垂直に立ち上がる。壁面

の焼けは、煙道部に向かい斜方向に焼けている。火

床面は床面より僅かに下がり灰層の堆積見られる。

灰層上面には焼土塊や黄褐色土が乗り天井部の崩落

を表している。煙道部は僅かに傾き外に伸びる。煙

道部確認時に煙道部移行部分は黄褐色土表面が熱を

受け焼土化している状況が確認できた。



第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

¥ 

’ 
C
.
 

O
D冨゚。ー

123 C

)

 

A
 ` 

14号住居

A
 

A' 

2 / 3 lt-4 
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V 
Q L=81.60m 2m 

1 褐色土

2 褐色土

3 黒色土

4 褐色土

黄色粘質土粒を全体に多く含む。

黄色粘質土塊を多く含む。焼土・炭粒を少輩含む。

黒色土・黄色粘質土を若干含む。

黄色粘質土と褐色土の混土。

5 灰褐色土 鉄分沈着を多く含む。粘性が強くかたくしまっている。

6 褐色土 黄色粘質土塊を多く含む。

7 暗褐色土 黄色粘質土・黒色土塊を多く含む。

第301図 15号住居跡実測図
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口
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第302図 15号住居跡出土遺物実測図（1)
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1 暗褐色土黄色土多く含む。

2 暗褐色土焼土・炭粒を少量含む。

3 明褐色土粘質土。

4 明褐色土焼土・炭粒を多く含む。

5 赤褐色土焼土塊。

6 暗褐色土焼土・炭・灰の混土。

7 暗褐色土 黄色粒・焼土少量含む。

8 赤褐色土焼土。

第303図 15号住居跡鼈実測図
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9 赤褐色土焼土塊。

10 黄褐色土部分的に焼土塊を含む。

11 褐色土 黄色粘土・砂粒の塊と

焼土・炭粒を多く含む。

12 明褐色土黄色粘土が主。

13 茶褐色土焼土塊を多く含む。

14 明褐色土黄色粘土が主体。

ーーI
I
 

ー
／

\ ,' 

¥
 

20cm 

ヽヽ

第304図 15号住居跡出土遺物実測図（2)

15号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 l ．灰色 2. 黒色細粒 白色細 頂部回転箆削り。

蓋 粒含む 3. 還元焔硬質
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 須恵器 覆土 9.2 3.2 3.0 l ．灰褐色 2. 白色透明細粒僅 轄轄整形、端部折り曲げ。

蓋 ｽ かに含む 3. 還元焔硬質 体部平坦面、体部上位回転箆削り。

3 土師器 竃内 11.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内傾。

坪 口縁部％ 3. 酸化焙普通 体部～底部箆削り。

4 土師器 窟前 11.0 3.2 1 ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部内傾横撫で。

坪 +8 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部横方向箆削り。

5 土師器 覆土 11. 0 3.0 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内傾。

坪 ｽ 3. 酸化焔軟質 体部～底部箆削り。

6 土師器 覆土 11 4 - 3.2 1 ．橙色 2. 砂粒僅かに粗砂 口縁部横撫で、直立気味。

坪 % 含む 3. 酸化烙軟質 体部～底部表面摩滅。

7 土師器 掘形 11.0 2 8 1, 橙色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で、僅かに含む。

坪 +14 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

8 土師器 覆土 13.0 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 底部欠損 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部表面摩滅。

, 土師器 北東隅 12.6 3.5 1.明赤褐色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で、内湾。

坪 床直 ｽ 3. 酸化焔軟質 体部～底部表面摩耗。

10 土師器 竃袖 23.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部水平方向外反、横撫で。

甕 +2 底部欠損 3. 酸化焙良好 胴部直線的、長胴、縦方向箆削り。

11 土師器 覆土 22.2 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒含む 口縁部短く外傾横撫で。

甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部直線的、斜方向箆削り。

12 土師器 竃前 17. 9 5.9 21.0 1.浅黄色 2. 砂粒含む 口縁部外反、強い横撫で、沈線巡る。底部箆削り。

甕 床直 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 胴上部横方向箆削り 中位～下位斜方向箆削り。

16号住居跡（写真図版105 • 125) 竃

位置 E-79グリッド 方位 E- 3ー -S 位置東壁中央

重複 17号住居を切る。

規模東西3.8m 南北3.lm 東西にやや長い長方

形を呈する。

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し

周溝東壁を除き各壁際下に、上端 6 cm、下端 4 cm、

深さ 5 cmの規模で巡る。

床面 暗褐色土を薄く貼り踏み固めている。

掘形小ピットが部分的に見られるが、全体的にフ

ラットな面に仕上げられている。

遺物 竃右前に須恵器長頸壺・坪、土師器坪の完形

で出土。

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 65cm ・幅45cm • 

深さ 48cm 煙道部は17号住居内に伸び、煙出し部の

痕跡確認出来なかった。残存長 lm ・幅23cm

煙道部への立ち上がり 25cm垂直に立ちあがる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。掘形は長方形の箱形を呈し、側壁は垂直に立

ち上がる。壁面は赤茶色に焼土化し堅く焼き締まっ

ている。覆土中には、天井部崩落土と思われる黄褐

色土塊の混土が見られる。火床面は、床面より 5 cm 

程下がり灰や焼土の堆積見られる。底面はカマボコ

状を呈する。煙道部は水平方向に、方形に掘られ、

天井部や側壁は赤茶色に焼土化している。
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一 17号住居

。
1
1

A A' 

1 

2 ーニ
5 0 L =81.60m 

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

竃土層

1 暗褐色土 土器片・焼土粒を僅かながら含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を均ーに含む。

2' 暗褐色土 2 層の地山の黄色土層。 1 層にちかい。

3 黄褐色土 黄褐色土層を基本としたやや粘性の土。

4 暗褐色土焼土塊を含む。

5 橙褐色土焼土・黄褐色土塊混じり。木炭も含む。

6 暗灰褐色土 灰を主としたパサパサした土。

6' 暗灰褐色土灰が混じる。

7 黄褐色土 黄褐色土塊。

8 暗褐色土焼土塊を多く含む。

9 褐色土 焼土・炭・灰の混土。

9' 褐色土 僅かに炭・灰を含む。

10 褐色土 焼土粒・小塊を含む。

11 褐色土 焼土粒・小塊を僅かに含む。

12 灰褐色土 炭化物を含む。やや灰質。

13 褐色土 黄色土粒を僅かに含む。

14 暗黄褐色土

15 褐色土 僅かに小礫・焼土粒を含む。

砂粒・炭粒を少量含む。

黄色粘質土塊を含む。

灰褐色粘質土・黄色粘質土塊を多く含む。

黄色粘質土粒を少最含む。

黄色粘質土粒を含む。固く締まる。

第305図 16号住居跡実測図
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①暗褐色土 黄色土粒・小礫を含む。

①'暗褐色土

2m ② 黄色土（やや暗い） やや砂質。

③黄色土 粘土層。

④ 暗褐色土

⑤ 17号住居覆土

• 
• 

叶

吋 叫

a a' 

d 旦

言
゜

L =81 60m lm 

第306図 16号住居跡竃実測図
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第307図 16号住居跡出土遺物実測図

16号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 1.灰白色 2. 砂粒含む 頂部回転箆削り、内面平坦器肉厚い。

蓋 頂部のみ 3. 還元焙硬質 摘み部リング状。

2 須恵器 覆土 10.5 1.灰色 2. 砂粒含む 端部折り返し後、カエリ摘み出し。

蓋 摘まみ部欠損 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

3 土師器 南東隅 12 1 9.9 3 3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好 体部未調整。底部手持ち箆削り、平底状呈す。

4 土師器 覆土 12 0 6.0 3 0 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部内面撫で。

坪 % 3. 酸化焙良好 底部平底状呈し、不定方向箆削り。

5 土師器 南東 11 3 9.0 3 2 1.橙色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で。体部指頭圧痕有り。

坪 床直 完形 3. 酸化焔良好 底部不定方向箆削り。

6 土師器 窟内 14.3 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、開く。体部指頭圧痕有り。

坪 % 3. 酸化焔良好 底部不定方向箆削り、平底状呈す。

7 須恵器 覆土 12 0 (6.1) (3.5) 1. 灰色 2. 粗砂粒僅かに含 輔轄整形、僅かに口唇部外反。

坪 % む 3. 還元焙硬質 底部絞り込み、右回転糸切り。

8 須恵器 南東隅 10.8 7.2 3.2 1 ．灰白色 2. 砂粒含む ロ縁部直線的に開く、輔櫨、器肉厚い。

坪 +9 完形 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り。

, 須恵器 南西 15 0 10.0 4.4 i.灰白色 2. 砂粒、白色細粒 輔轄整形、底部内面擦痕有り。

盤 +6 % 含む 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り後、高台貼り付け、撫で。

10 須恵器 南東 11 2 6.8 3.2 1.灰白色 2. 砂粒含む 輛轄整形

坪 +10 % 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

11 須恵器 南東 11.4 4.2 2.9 1.灰色 2. 精選僅かに白色 輔櫨整形、器肉厚い。

坪 +3 完形 粒含む 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

12 須恵器 窟前 6.2 7 2 14 3 1.暗紫灰色 2. 自然釉全面付 底部高台貼り付け。切り離し技法、撫で消し。

長頸壺 +6 完形 着 3. 還元焔硬質

13 土師器 竃煙道 5.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 胴部斜方向箆削り。

甕 +5 底部～胴下部 3. 酸化焔良好 底部箆削り、やや平底気味、内面箆撫で。

14 礫 竃前ー 2 15. 7 9.3 2.7 730g 粗粒安山岩

17号住居跡（写真図版105 • 125 • 126) 

位置 D • E-79 • 80グリッド

方位 N-47'-E 

重複 北壁中央を 16号住居に切られている。また、

26号住居を重複する。

規模東西4.2m 南北3.4m 東西に長い長方形を

呈する。

壁高 60cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土を薄く踏み固めている。竃前は焼土、

灰の広がり見られ、僅かに窪んでいる。

掘形右袖前に径70cm、深さ 14cmの円形土坑があり、

土師器甕が出土している。住居西部分に高まりがあ

る。また、各壁寄り部分は掘り込まれている。

258 

遺物竃前から住居中央にかけ土師器甕の破片出

土。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 45cm ・幅40cm • 

深さ 70cm 煙道部長さ l.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 23cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、袖を持つ。袖は、黄

褐色土を主体に褐色土塊含む土を袖材として使用

し、壁に貼り付け燃焼部を構築している。袖内面は

アーチ状に立ち上がり、赤茶色に焼土化している。

火床面は、床面より低く掘り込まれ、焼土塊、灰の

堆積見られる。掘形は、竃前が灰の掻き出しにより
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窪んでいる。煙道部は、天井部や煙出し部が使用時

の状態で検出できた。煙道部は一辺20cmの方形の断

面を持ち水平方向に伸びる。内壁面は底面を除き、

赤茶色に焼土化している。掘形面には、方形のエ具

痕が残り、地山を掘り抜いて煙道部を作ったことが

確認出来る。煙出し部は垂直に立ち上がり、方形に

全面焼土化している。
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

黒色土

褐色土

暗褐色土

褐色土

黄色粘質土粒を全体に多く含む。

黄色粘質土塊を多く含む。

焼土・炭粒を多く含む。

黄色粘質粒•黒色粘質土を含む。

焼土・炭・灰を多く含む。

粒子が細かく粘性が強い。

粘性の強い塊。

黄色粘質土・褐色土の混土。

黄色粘質土を主とし、褐色土・灰

色土を少蘊含む。

゜ L =81.70m 2m 

第308図 17号住居跡実測図
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第309図 17号住居跡出土遺物実測因（1)
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I~v3は基本土層参照

1 褐色土 黄色土粒含む。

2 褐色土 黄色土粒・焼土粒含む。

3 黒色土塊。

4 黄土色粘土塊。

5 褐色土 粘性強い。黄色土粒僅かに含む。

6 黒褐色土焼土・灰混じる。

第310図 17号住居跡鼈実測因

7 灰褐色土黄色土粒・焼土

含む。

8 黄土色塊焼土粒含む。し

まりは強い。

①黄土色土焼土粒が僅かに

混じる。

②黄土色土黄色土混じる。
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第311図 17号住居跡出土遺物実測図(2)
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

17号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 幣形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 上師器 窪内 11.6 l ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で。

坪 床直 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 須恵器 中央 26.4 1.オリープ黒色 2. 白色粒含 口縁部横撫で。口唇部水平面、頂部撫でU状に窪む。

高 坪 +29 % む 3. 還元焙硬質 体部～底部側縁部箆削り。

3 土師器 竃内 24.0 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反、横撫で。

甕 床直 口縁部～胴部上半 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り。

4 土師器 竃内 6 0 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 胴部表面摩滅。

甕 床直 胴部下半～底部 3. 酸化焔軟質 底部平底撫で。

5 土師器 中央 24 2 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒粘 口縁部外反、横撫で。

甕 床直 口縁部～胴部上半 土粒含む 3. 酸化焔軟質 胴部、底部表面摩滅。

6 土師器 寛内 4.0 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 胴下位斜方向箆削り。

甕 床直 口縁部～底部％ 3. 酸化烙軟質 底部箆削り。

7 土師器 寵内 22.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

甕 床直 底部欠損 3. 酸化焔良好 長胴部斜方向箆削り、内面箆撫で。

12.!.2 

゜｀゜ .e,7 
08 

ｰ • も3

令
ぃ

叫

叫

18号住居跡（写真図版106 • 126) 

位置

方位

重複

規模

丸台形を呈する。

壁高

D • E -82 • 83グリッド

w-11ー -S 

南東隅で25号住居と重複している。

北辺 3m、南辺3.6m、南北3.2m、隅

48cm前後

貯蔵穴

周溝

床面

掘形

無し

垂直に立ち上がる。

柱穴 無し

無し

黄褐色土塊、焼土粒子、灰等が混じ

る暗褐色土を踏み固めている。

住居西寄りが若干窪み、南壁寄りに

A
 

A' 高まりがある。

遺物 覆土上層から土師器甕・坪が出土し、

6 

1 灰褐色土

1' 灰褐色土

2 灰褐色土

2' 灰褐色土

゜第312図

5 

7 9 

黄色土粒を多く含む。

1 層より黄色土粒を多く含む。

焼土粒多く含む。

塊なし。

L =81. 70m 2m 

18号住居跡実測図

床面からの出土遺物は無い。

3

4

5

6

7

8

9

 

褐色土

褐色土

褐色土

黄色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄色土粒・炭僅かに含む。

黄色土粒を含む。

黄色土粒を僅かに含む。

黄色粘質土塊。

粘性が強くしまっている。

黄色粘質土を多鼠に含む。

粘性の強い褐色土・炭粒を若干含む。
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第 II章 上栗須遺跡

置
模

竃
位
規

深さ 45cm

煙道部への立ち上がり 35cm

構築

南壁東寄り

焚口部幅35cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅30cm • 

煙道部長さ 65cm ・幅10cm

斜めに立ち上がる。

燃焼部は住居内にあり、黄褐色土塊混じりの

、;.;1

゜

褐色土を壁に貼り付けた袖を持つ。袖内面は内湾気

味に立ち上がり赤茶色に焼土化している。火床面は

床面より 5cm程下がり、焼土、炭化物等を僅かに含

む。煙道部は削平を受けていたが、側壁下部が残り、

水平方向に伸びていたことが分かった。

` ~ | 

"'I 

lm 

司

.ol 

っ3
)
1
2
3
4
5
6
7
8

v～出は基本土層参照

①褐色土黄色土を多く含む。

②褐色土黄色土・黄白色土塊

焼土粒を多量に含む

暗黄褐色土黄色土多く含む

褐色土 黄色土粒を含む。

褐色土 黄色土粒僅かに含む。

茶褐色土焼土主体。粘質。

褐色土 焼土・黄色土混じり。

灰褐色土焼土粒・黄色土粒含む。

暗黄褐色土黄色土を含む。

灰褐色土黄灰色微細砂混り

褐色土 黄土色土粒・焼土

粒を含む。

第313図 18号住居跡鼈実測図
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第314図 18号住居跡出土遺物実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

18号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 幣形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 11 0 - (2.5) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部内傾、横撫で。

坪 % 3. 酸化焙軟質 体部表面剥離。

2 土師器 覆土 12.0 - (3.0) 1 ．橙色 2. 細砂粒僅かに含 口縁部横撫で。

坪 小破片 む 3. 酸化焔良好 体部摩滅。

3 土師器 中央 13 2 1.にぶい橙色 2. 細砂黒色 口縁部横撫で、僅かに内湾。

坪 +2 口縁部％ 細砂含む 3. 酸化焙普通 体部手持ち箆削り。

4 土師器 覆土 11. 2 1.橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焙軟質 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 覆土 12.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに直立気味に立ち上がる。

坪 小片 3. 酸化焔普通 体部箆削り。

6 土師器 覆土 16.8 1.にぶい黄橙色 2. 砂粒粘 口唇部横撫で。

坪 小片 上粒含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

7 土師器 中央 11.4 3.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部強い横撫で、直立、稜を持つ。

坪 +27 口縁部～底部烙 粒含む 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。手持ち箆削り。

8 土師器 中央 11.1 3.3 1.にぶい橙色 2. 細砂黒色 ロ縁部横撫で。

坪 +27 完形 細粒含む 3. 酸化焔 やや軟質 体部～底部表面摩滅、内面撫で。

, 土師器 覆土 11.4 3.0 1. 橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で、直立。

坪 % 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部表面摩滅。

10 土師器 覆土 10 8 2.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内湾。

坪 口縁部～底部½ 3. 酸化焔軟質 体部～底部箆削り。

11 土師器 覆土 14 4 1.明赤褐色 2. 粗粒片岩小 口縁部横撫で。頸部強い撫で、段有り。

小型甕 口縁部～胴部½ 石含む 3. 酸化焔硬質 胴部表面剥離、内面撫で。

12 土師器 中央 19 0 1.浅黄色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で。外反。

甕 +36 口縁部～（小片）％ 3. 酸化焔普通 胴部斜方向箆削り。

13 土師器 覆土 17 6 1 ．にぶい黄橙色 2 ．細砂粒粘 口縁部横撫で、外反。

甕 口縁部～頸部％ 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。

19号住居跡（写真図版106 • 127) 

位置 F • G -87 • 88グリッド 方位 N-77°- E 

重複 36局土坑に竃左上端を切られている。覆土中

に土坑状の掘り込み見られ須恵器出土。

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。竃前は堅く踏み締められている。

掘形住居中央は掘り込みによる凹凸は大きい。

遺物 覆土上面より須恵器蓋出土。床面中央部に土

師器甕が出土している。規模北辺4.2m 南辺3.4m 南北4.lm 南東隅

は丸味をもち外に角張らず平面形は台形状に見え

る。

壁高 60cm前後 やや傾斜を持って立ち上がる。

貯蔵穴無し一 柱穴無し

周溝上端12cm、下端 4 cm、深さ 4 cmの規模で南壁

を除き、各壁下やや内側を巡る。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅35cm • 

深さ 55cm 煙道部長さ 90cm ・幅15cm

煙道部への立ち上がり 20cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、袖を持つ。袖材は、
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第315図 19号住居跡実測図

黄褐色土塊混じりの暗褐色土を使用し

ている。内壁は垂直に立ち上がり、赤

茶色に焼土化している。火床面は床面

と同レベルであり、煙道部は水平方向

に伸び、側壁は赤茶色に焼土化してい

る。

l 褐色土

2 褐色土

2' 褐色土

3 暗褐色土

4 暗黄褐色土

5 暗黄褐色土

6 褐色土

7 暗黄褐色土

8 暗褐色土

9 褐色土

10 褐色土

11 褐色土

12 褐色土

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 褐色土

16 黒褐色土

゜

土器出土多い。

僅かに焼土粒あり。

僅かに焼土粒あり。

黄褐色土粒塊を含む。

黄褐色土粒を多量に含む。

黄褐色土主体。

黄褐色土粒含む。

褐色土混じり。

黄褐色土を含む。

粘性が強い。

茶褐色土土粒。

黄褐色土粒・黄土色土塊を

含む。

粘質。

良く締った粘質の強い土。

焼土粒を均ーに多く含む。

黄色土塊多塁に含む。

塊

L =81.90m 2 m 

`
e
 

｀べ l

①暗褐色土黄色粘土塊を

均ーに含む。

②暗褐色土焼土・木炭粒

を含む。

③黄褐色土黄色粘土塊を

含む。

` u I 

"'I 
叶, 

゜
L=81 50m lm 

1 暗褐色土 黄色土粒・小礫を僅 6 褐色土 灰黄色土細砂を含む。

b b' かに含む。 7 黄褐色土褐色粒土塊を含む。

2 暗褐色土黄色土粒を含む。 8 褐色土 黄色粘土粒・焼土粒

3 黄茶色土焼土・黄褐色土を含 を僅かに含む。

む。 9 褐色土 黄色粘土粒・焼土粒

4 褐色土 焼土粒・灰が混じる。 を僅かに含む。

5 黒褐色土黄色土粒・焼土粒を 10 黄褐色土黄色粘土塊を含む。

僅かに含む。

第316図 19号住居跡竃実測図
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第317図
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19号住居跡出土遺物実測図
li/ 9 

19号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 21.6 - (3.9) 1.橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部横撫で、内湾。口唇部内屈。

坪 +14 % む 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。

2 土師器 掘形 13.1 2.9 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +10 % 3. 酸化焔軟質 体部～底部表面摩滅。

3 土師器 南西 13 8 - (4 3) 1.灰黄褐色 2. 白色細粒粘 口縁部撫で。

坪 +2 % 土粒含む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り、内面暗文。

4 土師器 覆土 16.8 1. にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 底部欠損 3. 酸化焔軟質 体部箆削り。

5 須恵器 北西 13.6 3.2 1. オリープ灰色 2. 白色細粒 口縁部カエリ、宝珠状摘まみ。

蓋 +55 % 小石含む 3. 還元焔硬質 体部回転箆削り。

6 須恵器 中央 1.灰白色 2. 砂粒粘土含む 頸部下絞り込み痕。胴部上位回転撫で。

甕 +56 胴部½ 3. 還元焔硬質 内面撫で。底部下位箆。

7 須恵器 北 1.淡黄色 2. 粗砂 白色透明 底部回転箆削り、内面X印線刻。

盤 +53 底部のみ 粒含む 3. 還元焔硬質

8 土師器 北西 23.3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅 ロ縁部横撫で、くの字状外反。

甕 +2 口縁部～胴部％ かに含む 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。

, 土師器 北西 24.0 1 ．浅黄色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で、くの字状外反、中央窪む。

甕 +14 口縁部～嗣部上半 3. 酸化焔良好 胴部縦方向及び斜箆削り、内面箆撫で。
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第 II章上栗須遺跡

20号住居跡（写真図版106 • 127) 

位置 G-89グリッド 方位 N- 7"-E 

規模東西2.9m 南北2.6m やや東西に長い長方

形を呈する。

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

¥
 

゜

叫

叫

柱穴 南壁中央底面70X50cmの台形状の掘り残し部

分があり、その北脇に径50cm、深さ 60cmのピットが

ある。また、北壁中央にも上端 lm、深さ 60cmの半円

形のピットを検出した。

床面 平坦であり、掘形面を利用している。

遺物南両隅に角礫出土。

竃無し

L =82.00m 

III~V は基本土層参照

1 褐色土 黄色土粒を多く含む。小礫を含む。

2 褐色土 黄色土粒・白色軽石含む。

3 褐色土黄色土粒を含む。

ロコニエ 1
゜ 5cm 

2m 

第318図 20号住居跡と出土遺物実測図

20号住居出土遺物観察表

番号 器種 出土位置 長さ 幅 厚さ I 重

1 刀 子 東壁 6.1 1.8 0.4 10.rn 

｀巳3l

叫

\ 

e 

•jJ 

叫

A A' 

し\—-― 3 ミュー――- I ~3 コ一

゜
L =82 OOm 2m 

1 褐色土焼土粒・炭化物を含む。

2 褐色土焼土粒・炭化物を僅かに含む。
3 暗黄褐色土

第319図 21号住居跡実測図

266 

量 特 徴

身、茎共に欠損。関は刃部、峰部両方にある。

21号住居跡（写真図版106 • 127) 

位置 H • I -89グリッド 方位 N-85°-E

規模東西 3m 南北2.8m やや長方形気味

壁高 15cm。（掘形面）

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 焼土粒子、炭化物を僅かに含んだ褐色土を踏

み固めている。土器片多量に出土している。

掘形 50~60cm前後の円形土坑が住居中央部に集中

して見られる。

遺物 須恵器高台付椀の底部多く出土。また、羽釜、

土師器甕出土。

竃は、残存状況が不明確なため、焼土、灰、炭化物

等の濃淡により、東壁北寄りに位置決定をした。電

袖位置に地山褐色土が残り、構築方法としては地山

掘り残しにより袖を作る。焚口部として30cm測れる。
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第320図 21号住居跡出土遺物実測図

＇

1
1日
3

1 • 2 • 5 • 6 ゜ 10cm 
3 • 4 20cm 

21号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南東 13.0 6.5 4.3 1.黄灰色 2. 砂粒粘土粒含 輔櫨整形、外反。全体に摩滅。底部回転糸切り

椀 +5 ｽ む 3. 酸化焔軟質 高台部変形、貼り付け後、横撫で。

2 須恵器 南西 15.0 3 3 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 輔轄整形。

皿 +5 完形 粒含む 3. 酸化焔軟質 体部、底部高台貼り付け、表面摩滅。

3 須恵器 北東 18.5 1.にぶい橙色 2. 粗砂無色 口縁部短く内湾。口唇部（平縁）平坦面僅かに内傾。

羽 釜 +6 ロ縁部～胴部上位 透明小石含む 3. 還元焔硬質 胴部回転撫で、鍔断面台形張り付け。

4 土師器 南西 23.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で、短く外反し口唇部直立、沈線巡る。

甕 +8 口縁部～胴部上位 粒含む 3. 酸化焔良好 胴上部横箆削り、中位斜方向箆削り。

5 砥 石 北東十 6 7.8 4.8 3.4 150g 砥沢

6 砥 石 北東＋ 3 8 5.6 4.5 200 g 砥沢

22号住居跡（写真図版107 • 127 • 128) 

位置 H • I -89 • 90グリッド方位 N-83"-E 

規模東西3.4m 東辺4.2m 西辺3.6m やや西

辺の短い台形状を呈する。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南西隅寄りに径 lm、深さ 16cm程の円形土

坑を検出した。その他に竃右前に径40cm、深さ 10cm

程の円形の掘り込みがあり、石と土器が出土してい

るが、住居ピットとも考えられる。

柱穴貯蔵穴とも考えられる掘り込みを含め 4 本検

出したが、南壁寄りの 2 本に規則制は認められない。

北壁に平行する 2 本のピットは径40cm、深さ（最深

部） 60cmの規模を持ち、ピット 3 は径30cm、深さ 30

cmの規模を持つ。

周溝竃部分を除き、上端 8 cm、下端 6 cm、深さ 4

cmの規模で全周する。

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。北壁寄り中央部に棒状炭化物と焼土の広がり検

出したが、外の部分には炭化物等見られず、焼失家

屋ではない。

掘形各ピット周辺と各隅寄りの部分が掘り込まれ

ている。

遺物 覆土中に須恵器坪の完形品や蓋出土。床面か

らは土師器小型台付甕や盤が出土した。
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ヽ

P'.ll l 1 黒色土 1 mm以下の白色

軽石を多く含む。

2 黒褐色土黄色砂質粘土を

J ＼ノ
少し塊状に含む。

三
3 黒褐色土黄色砂質粘土塊

名

゜
を多く含む。

4 黒色土 黄色砂質粘土少

量含む。

4' 黒色土 黄色砂質粘土少

用。。
A' • N °“ 量含む。炭を多~I ¥¥¥ o 

く含む。

賃〇 ゜ 5 黒褐色土黒褐色土と粘質

土の混合土層。

。 9 "' 6 灰黄色土灰黄色粘質土。

6' 灰黄色土灰黄色粘質土が

゜ 塊状に浮いたも

i:AI 叫 の。

A A' 

口゚
L =81.90m 2m 

第321図 22号住居跡実測図
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第322図 22号住居跡出土遺物実測図
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竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き80cm ・幅55cm • 

深さ 60cm 煙道部長さ 95cm •口径25 X 20cmの方形

煙道部への立ち上がり 25cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部にのみ袖を持た

せる。掘形は箱形に掘られ、壁面は垂直に立ち上が

り、煙道口部分に向かい赤茶色に焼き締まっている。

火床面は床面より僅かに下がり、灰・炭化物の混土

司 司

□
》

c
 

戸—-、、

\ 

ヽ＼二

\ 

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

の堆積見られる。覆土中に黄褐色土の底面が赤茶色

に焼土化している天井部崩落土が見られる。煙道部

は使用時のまま検出できた。煙道部は、方形の掘形

を持ち水平方向に掘られ、煙出し部へ緩く立ち上が

る。煙出し部は垂直に立ち上がる。天井部及び側壁

は赤茶色に焼き締まるが、底面は全く焼けない。煙

道部掘形面を観察すると方形の平らな削痕が見ら

れ、煙道部構築方法として板状工具により掘り抜か

れたことが確認できた。

叫 ,,, I 
a
 

a' 

゜ L=81.90m lm 

14 

c
 

c ヽ

IV~v3 は基本土層参照

l 暗褐色土 灰黄色粘土粒子を含む。

2 暗褐色土 灰黄色粘土塊を含む。

3 暗褐色土焼土塊を含む。

4 灰黄色砂質粘土 地山の土が竃内に落ちこんだもの。

5 暗褐色土全体が焼けている。

6 暗褐色土 灰黄色粒子を多く含む。

7 暗褐色土 灰黄色粒をほとんど含まない。

8 暗褐色土 やや焼土化している。

9 焼土

10 黄褐色粘土

11 黒色土 炭・灰等の混入土層。

12 暗褐色土 灰黄色粘土・焼土混入土層。

12' 暗褐色土 固くしまっている。

13 暗褐色土 灰黄色粘土・黒色土の混入土層。

14 暗褐色土 灰黄色粘土を少量含み、焼土・炭を少量含む。

第323図 22号住居跡竃実測図
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22号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 15.8 4.3 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、内湾。

坪 +2 % 3. 酸化焙軟質 体部表面摩擦。

2 土師器 覆土 19.1 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部横撫で。

盤 底部欠損 3. 酸化焔軟質 胴部、底部表面摩滅。

3 土師器 竃前 19.0 4.5 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反、稜を持つ。

坪 +23 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り、表面摩耗。

4 土師器 覆土 18.0 4.3 1 ．橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部横撫で、僅かに外反、弱い稜を持つ。

坪 完形 3. 酸化焔良好 体部表面摩耗。

5 須恵器 南西 9 8 1.灰色 2. 砂粒含む 体部腰部内湾。底部高台部貼り付け。

椀 +22 胴部～底部 3. 還元焔硬質 内面箆撫で、切り離し技法不明。

6 土師器 中央 10.0 9.7 10.5 1. にぶい褐色 2. 砂粒粘土 口縁部内湾、手づくね。

小型甕 床直 % 粒含む 3. 酸化焙良好

7 土師器 南西隅 5.5 l ．黒褐色 2. 砂粒含む 胴部斜方向箆削り。

甑 +7 底部～胴部下 3. 酸化焔良好 焼成前底部穿孔内面箆撫で、器肉厚い。

8 須恵器 南西 12.0 5.6 3.9 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 輔櫨整形。

坪 +31 完形 3. 中性焔軟質 体部表面摩耗。底部左回転糸切り。

, 須恵器 覆土 1.灰色 2. 砂粒 白色細砂含 頂部回転箆削り。

蓋 む 3. 還元焔硬質

23号住居跡（写真図版108)

位置 F • G -89 • 90グリッド方位 N-86ー -E 

規模東西2.6m 南北2.lm 東西の長方形

壁高 17cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

柱穴 東壁中央部下に扶りこまれるように径80cm、

深さ 50cmのピットを検出した。また、西壁には下端

80 X 70cmの方形を呈した掘り残し部分の北脇に径70

cm、深さ 40cmの半円形のピットを同様に検出した。

床面 掘形平坦面の黄褐色土を利用している。

遺物無し

竃無し

叫

-cx::I 

m̀| 

叫

l 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。

黄白色軽石粒、土器破片を含む。

2 茶褐色土 黄褐色土を斑点状に含む。白

色軽石粒を含む。

3 暗褐色土 黄褐色土を僅かに含む。

4 暗褐色土 黄褐色土を僅かに含む。

゜ L =82.00m 2m 

第324図 23号住居跡実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

24号住居跡（写真図版108)

位置 F-84 • 85グリッド 方位 N-72ー -E 

重複 周辺部は中世の土坑群があり、削平を受けて

いる。また、 81号土坑に北壁切られている。

規模東壁 3m 西壁2.4m 東西2.5m 台形状を

呈する。

壁高 15cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊を含む褐色土を踏み固めている。

竃前は僅かに窪み焼土、灰の広がり見られる。

掘形各壁寄りは奇形に掘り込まれ、竃前から中央

部にかけて平らに掘られ、床面として利用された。

遺物 器形の復元できる遺物は出土しなかった。

1 暗褐色土

゜ L =81.80m 2m 

第325図 24号住居跡実測図
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竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅45cm • 

深さ 30cm 煙道部長さ 80cm ・幅12cm

煙道部への立ち上がり 22cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。掘形は方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上が

り、赤茶色に焼き締まる。火床面は床面より僅かに

下がり、薄く灰の堆積見られる。灰面の上に灰黄褐

色土と焼土塊を含む天井部崩落土が見られる。煙道

部は水平方向に伸び、天井部からの崩落と思われる

焼土を確認した。側壁は垂直に立ち上がる。

゜ L =81.50m lm 

1 灰褐色土 灰黄色粒を多く含む。

2 灰褐色土 灰黄色土塊を多く含む。

2' 灰褐色土 灰黄色土塊を多く含む。

3 灰黄色砂灰黄色砂層に近い。

4 焼土

4' 暗茶色土焼土塊を多く含む。

5 黒褐色土 灰黄色粒を少量含む。

6 暗褐色土 黄色粘質土粒・焼土・炭粒を少星含む。

7 明黄色土 粘質土の塊・部分的に焼土粒を含む。

8 暗褐色土 褐色土・焼土・炭・灰の混土。

9 黄色土焼土。

10 黄色土砂質土。

11 褐色土焼土・炭粒を少龍含む。

第326図 24号住居跡竃実測図
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18号住居

゜ L =81.50m 2m 
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第327図 25号住居跡実測図

\ 

三

l7号住居

゜ L =81.SOm 

= 
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25号住居跡（写真図版108)

北西隅周辺のみ検出。他の部分は調査区外のため未

調査。

位置 D-83グリッド

重複 18号住居を切る。

壁高 80cm前後斜方向に立ち上がる。

床面 黄褐色土塊混じりの褐色土を踏み固める。

掘形全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物無し 竃不明

I~IVは基本土層参照

1 暗褐色土 黄色粘質土粒・焼土・炭粒少量含む。

2 暗褐色土 黄色粘質土粒•黒色粘質土塊を多量に含む。

3 褐色土 黄色粘質土粒を多く含む。

4 褐色土 褐色土と黄土粘質塊の混土。よく締っている。

26号住居跡（写真図版108)

17号住居南壁部分で重複し、北西隅周辺部のみ確認

でき、大部分は調査区外にあるため未調査。

位置 D-79 • 80グリッド

壁高 50cm前後斜方向に立ち上がる。

周溝 西壁部分に見られる。上端10cm、下端 4 cm、

深さ 2 cmの規模で巡る。

床面黄褐色土塊を含む暗褐色土を踏み固めてい

る。

掘形 凹凸見られず、全体的にフラットな面に仕上

げられている。

遺物なし 竃不明

I~Ill は基本土層参照

l 褐色土 黄色粘質土粒・小塊少量・炭粒・焼土粒少鼠を含む。

2 明褐色土 黄色粘質土粒・小塊を多量に含む。

第328図 26号住居跡実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

1 号掘立柱建物跡（写真図版109) 2 号掘立柱建物跡（写真図版109)

位置

重複

規模

は短い

面積

柱穴

M • N-116 • 117グリッド方位

3 号住居を囲む形に建てられている。柱穴 3

は22号土坑に、柱穴11 は23 • 24号土坑に切られる。

3 間 (5 m) X 4 間 (8. 7m) 梁部分中央 1 間分

43.5m' 形状 長方形

N-12ー -E 

隅丸長方形の掘形を持つ。柱穴底面には、青

緑色に変色してレンズ状に堅く締まった層が確認さ

れた。柱穴10には土師器甕が出土している。

2

3

4

5

6

7

8

9

 

位置

重複

規模

面積

K-113 • 114グリッド

5.06m' 

柱穴 隅丸方形の掘形を持つ。

330図 (1 号掘立）

1 暗褐色土 黄色砂質・粘質土粒少量と灰白軽石及び小石粒少量を

含む。

黄色砂質・粘質土塊を多量に含む。

黄色砂質・粘質土と褐色土の混土。

黄色砂質・粘質土小塊の混土。

地山砂質と暗褐色土の混じりザラザラしている。

地山砂質土と暗褐色土塊の混合、ザラザラしている。

4 層に似るが黄粘土塊の大きい塊を含む。

黄粘土塊を僅かに含む。

8 層に似るが、やや明るい。

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

3 • 4 号掘立柱建物と重なり合う。

l 『月 (2.3m) X l 間 (2.2m)

形状

方位 N-3 ー-E 

方形

1 号掘立柱建物跡 柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1

6

1
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62 

84 

50 

56 

74 

76 

62 

50 

2

7

2

 

ー

70 

70 

88 

60 

60 

70 
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3

8

3

 

ー

80 

70 

80 

60 
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2 号掘立柱建物跡 柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ
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暗褐色土

褐色土

褐色土

明黄色土

暗褐色土

黄色砂質土・粘質土小塊

を少量含む。

黄色砂質・粘質土塊を多

量に含む。

褐色土と黄色粘質土塊の

混土。

砂質土に黄色粘質土塊を

少量含む。

褐色土に黄色砂質・粘質

土小塊と灰白色軽石を少

量含む。

2m 

第331図 2 号掘立柱建物跡実測図
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1 暗褐色土 黄褐色土塊を僅かに含む。 , L ~83 20m 2m 
2 暗褐色土 黄褐色土塊を多く含む。

3 暗褐色土 黄褐色土塊を極僅かに含む。

第332図 3 号掘立柱建物跡実測図

q 

図ド
、a

1n 
p6 p7 <t:I <̀ | 、P幻◎ • ｮ • a 

pl 

¥
 置忙

•
C] 

B

-

P

 

□
》p3 

B
 u 

1 暗褐色土 黄褐色土塊を僅かに含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を多塁に含む。

3 暗褐色土 黄褐色土塊を僅かに含む。
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第333図 4 号掘立柱建物跡実測図
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第334図 5 号掘立柱建物跡実測図

1 暗褐色土 白色軽石を含む、やや粘質で良く締まった土

2 暗褐色土 1 層に似るが白色軽石を含まない。

3 暗褐色土 1 層に似るが黄白色軽石を含む。

4 暗褐色土 粘質の良く締まる土。

3 号掘立柱建物跡（写真図版109)

位置 K • L -113 • 114グリッド方位 N-7ー -E 

重複 2 • 4 号掘立柱建物と重なり合う。

規模東辺 2 間 (2.6m) 、西辺 1 間 (2.5m) X 2 間

(4.8m) 

面積 12.5吋 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。桁行き中央柱穴は東より

に位置している。柱穴 4 において径10cmの柱痕を確

認した。

3 号掘立柱建物跡柱穴規模

4 号掘立柱建物跡（写真固版109)

位置 J • K-113 • 114グリッド方位 N-9ー -E 

重複 2 • 3 号掘立柱建物と重なり合う。

規模 1 間 (3.6m) X 北辺 3 間 (6.2m) 、南辺 2 間

(6.2m) 

面積 22.3m' 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 28 40 2 46 32 20 3 42 24 26 4 24 28 5 24 38 

6 30 14 7 26 18 

4 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 28 20 10 2 30 16 3 30 36 4 40 28 20 5 30 20 

6 40 28 24 7 30 18 

5 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ I 柱穴 1 長径 I 短径 I 深さ 1 柱穴 1 長径 I 短径 1 深さ
1 32 22 32 2 30 30 3 38 26 40 I 4 I 30 I I 10 I s I 38 I 32 I 28 
6 30 24 30 7 38 24 8 34 32 26 l l l l I I l l 
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1 暗褐色土 地山の黄色砂質・粘質土粒と炭・焼土粒少量含む。

全体に粘質土で粒子が細かく粘性が強い。

2 褐色土 1 層に黄色砂質・粒質土塊を多く含む。

3 青灰色土 粘土の塊・炭粒・焼土粒を若干含み、レンズ状に

第335図 6 号掘立柱建物跡実測図

堆積しかた＜締まっている。

4 暗褐色土 褐色土に黄色砂質・粘質土小塊を含む。

5 黄色土 地山の砂質土と褐色粘質土の混土。

5 号掘立柱建物跡（写真図版110)

位置 L-114グリッド 方位 N- 9ー -E 

重複 10 • 11土坑と重なり合う。

規模 2 間 (2.5m) X 2 間 (4.3m)

面積 10.8m2 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。幾つかの柱穴

に径10cm前後の柱痕を確認した。
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6 号掘立柱建物跡（写真因版110 • 128) 

位置 K • L -115 • 116グリッド方位 N-9ー -E 

重複 20号土坑と重なり合う。

規模 2 間 (4.2m) X 3 間 (6.4m)

面積 26.8m' 形状長方形

柱穴 隅丸方形の掘形を持ち、径20cm前後の柱痕を

確認した。
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7 号掘立柱建物跡（写真図版110 • 128) 

位置 I• J -113·114グリッド方位 N-10ー-E 

重複多数のピットが絡む。

規模北辺 2 間（4.2m) 、南辺 3 間 (4.2m) X 3 間

(6.4m) この建物は北側を 2 間 X 2 間、南側を 1

間 X 3 間の間取りとし、南 1 間 X 3 間の内側には 2

本の束柱がある。北辺には80cmの間隔で平行して 2

間の庇がつく。

面積 26.8面 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。北側柱穴覆土

中には焼土・灰が多く含まれていた。

8 号掘立柱建物跡（写真図版llO)

位置 G • H-83グリッド 方位 N-12°- E 

重複無し

規模 2 間 (3.8m) X 2 間 (3.9m) 

面積 14.8面 形状ほぽ方形

柱穴 上端は円形であるが、底面は隅丸方形の掘形

を持つ。 10cm前後の柱痕を持つ。

9 号掘立柱建物跡（写真図版110)

位置 G • H-81グリッド 方位 N-20"-W

重複 4 号住居と 13号掘立柱建物と重なり合う。

規模 2 間 (3.4m) X 2 間 (4. lm) 

面積 13.9m' 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持ち、径15cm程の柱痕を確認し

た。柱痕の当たっていた底面は窪んでいる。

10号掘立柱建物跡（写真図版111)

位置 F • G-80グリッド 方位 N-28°-W

重複 13 • 14号住居と重なり合い、西辺と南辺の柱

穴は調査時に見落とし、切り合い関係は未確認。

規模 2 間 (3.Sm) X 3 間 (6. lm) 

面積 23.1面 形状長方形

柱穴 平面では長円形又は円形の掘形を持ち、断面

はロート状になる。径15cm程の柱痕を確認した。柱

痕の当たっていた底面は窪んでいる。

6 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ
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7 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 40 40 2 66 48 38 3 70 60 40 4 50 35 5 45 26 

6 60 48 22 7 70 60 48 8 70 55 , 50 43 10 60 50 32 

11 60 50 29 12 60 48 13 70 50 14 50 42 15 48 31 

16 80 55 55 17 75 50 18 34 46 

8 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 40 26 2 35 20 3 40 31 4 45 20 5 50 40 28 

6 35 22 7 35 43 8 35 24 

9 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 34 24 2 34 34 3 30 24 12 4 22 20 6 5 36 36 

6 40 36 7 38 32 48 8 36 8 
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1 暗褐色土黄褐色土を塊状

/ [ 
に僅かに含み木

炭粒を含む。

2 暗褐色土黄褐色土をやや

〇)p2 多目に含む。

p60  3 暗褐色土 1 層に似る土。

4 暗褐色土 l 層に近い土。
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第337図 8 号掘立柱建物跡実測図

,V V 

p—l • ；ご p2 (mIPv 3 m̀| 
|ご ⑤ 「 1 暗褐色土僅かに小石・黄、V

色土粒を含む白

色軽石がみられ

る。

2 暗褐色土黄色粒土粒を含
み粘性あり。

⑬ Op4 [ 3 暗褐色土僅かに黄色土粒

を含む（やや粒

P, 

\ 
大きい）。

゜
4 暗褐色土ややざらつく、

細砂混じり。

cpo 7' ロ • •m, p_f,s ' 叫
p6 

C C' 

, L =81 80m 2m 

第338図 9 号掘立柱建物跡実測図

281 



第 II章上栗須遺跡

10号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 60 40 34 2 50 22 30 3 48 44 50 I 4 30 40 5 44 

6 50 34 32 

11号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径短径深さ

1 48 44 40 2 40 44 3 40 40 4 36 42 5 40 34 

6 38 24 

z 四
旦

G 、q

In I の
p6 

以 ~Ip5 • 

゜
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I13号住居
p2 

◎
巳

1 褐色土

僅かに黄色土粒含む。

2 褐色土

黄色土粒を含む。

3 褐色土

黄褐色土混じり。

4 褐色土

lN"' 

B 

• -B' 
|(")、 1 つ

叫<r:'P, 

B' B 

゜ L =81. 70m 2m 

第339図 10号掘立柱建物跡実測固

282 



第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

z ｣ ヘZ斤

摩.I 

、 G a 

で）

p6 冨
⇔にこ／ In 、厚》巳

゜
、~I

wl俎 p4 0  I 16引埠 I 

1'2 B(p 3 宣
＜＼旦＇／／ -:i:I 

r) 

B / B' 

゜ L =81. 70m 2m 

第340図 11号掘立柱建物跡実測図

1 暗褐色土粘質土。

l' 褐色土 黄色粘質土塊を含む。

11号掘立柱建物跡（写真図版llO)

位置 E • F-79 • 80グリッド方位 N-52ー -W 

重複 16号住居と重なり合い、東辺の柱穴は調査時

に見落とし、切り合い関係は未確認。

規模 2 間 (3.5m) X 2 間 (4 m) 

面積 14面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。径15cm程の柱痕を確認し

た。底面は部分的に窪んでいる。

12号掘立柱建物跡（写真図版111)

位置 D • E-78 • 79グリッド方位 N-53ー -E 

重複 周辺に多数のピット有り。南東部分は調査区

外のため未調査。

規模 2 間 (3.9m) X 2 間 (4.8m)

2 暗褐色土細砂混じり。

3 暗褐色土僅かに黄色土粒を含む粘質土。

寄った所にピットがあり、このピットを含めると総

柱の掘立柱建物となる。

13号掘立柱建物跡（写真図版11 1)

位置 G • H -80 • 81 グリッド 方位 N-8°-W

重複 4 号住居と 6 号溝と切り合い、また、北半分

は調査区外のため未調査。

規模 2 間 (3.6m) X 不明

面積不明 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。

面積 18.6m' 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。中央部分から僅かに南に

283 



第 II章上栗須遺跡

、G

`:l  
p7 

• 、pq6〇iの) 

゜
" / In 

゜ ゜ `p2 

゜ ゜ I <r:1/ <t:I 

p5 • ご8

゜: ゜
|0 ℃ P• ,'n 
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第341図 12号掘立柱建物跡実測図
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1 暗褐色土 小礫・黄色土を僅かに含む。

2 褐色土 小礫・黄色土をやや多く含む。

3 褐色土 小礫・黄色土塊を含む。

゜
L =81 80m 2m 

第342図 13号掘立柱建物跡実測図
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12号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ
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28 

35 I 8 I 36 
22 I 4 I 40 I 32 I 24 I s I 34 I 30 I 24 
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13号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径短径深さ柱穴長径短径深さ柱穴長径 I 短径 1 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

1 70 42 2 79 60 30 3 58 50 44 4 54 I | 40 | 5 | 52 | 38 | 8 

6 42 34 21 
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>- ` 2 

ニーニ：：ミ 1
I 

I 

゜
10cm 

第343図 掘立柱建物跡出土遺物実測図

掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 7 号掘立 12.0 1. 灰白色 2. 黒色細粒含む 内面カエリ。頂部回転糸切り。

蓋 % 3. 遷元良好

2 土師器 7 号掘立 12.1 l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。胴上部箆削り。

甕 口縁～頸部小片 3. 酸化焔軟質

3 土坑

上栗須遺跡 II 区土坑

規 模
遺構名 位 置 方 位 形 状 備 考

長辺 短辺 深さ

1 号土坑 I -99 N-25"-W 1.70m 0 80m O.llm 長方形

2 号土坑 K-102 1.30m 0.05m 方形

3 号土坑 I -94 N-64ー -W 1.00m 0.60m 0 14m 長方形

4 号土坑 M-94 1 05m 0.10m 方形

5 号土坑 M-112 N-31ー -W 1.90m 1.05m O.llm 長方形・箱形 6 号土坑を切っている。

5 号七坑 M-112 N-31"-W  1.20m 0.90m 0.07m 隅丸方形 5 号土坑に切られている

8 号土坑 M-113 N-6ー -W 1. 76m 0.80m 0.19m 長方形

9 号土坑 L-113 N-7"-W  1.70m 0.90m 0.06m 長方形

10号土坑 L-114 N-74ー -W 2.25m 1.20m O.OOm 長方形 11号土坑を切っている。

11号土坑 L-113 N-15"-E 1.35m 0.80m 0.22m 長方形 10号土坑に切られる。

12号土坑 k-113 N-87"-W  1.20m 0.80m 0.05m 隅丸方形

13号土坑 L-114 N-7 "-E 1.50m 0 95m 0.08m 楕円形 小ピット

14号土坑 L-115 N-64"-W 1.80m 1.20m 0 04m 隅丸方形 A•B の 2 基確認でき、 B がA を切る。

15号土坑 L-115 N-88ー -W 1.10m 0 70m 0.27m ひょうたん形

16号土坑 K-115 N -13ー-E 1.30m 0 60m 0.46m ひょうたん形
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第 II章上栗須遺跡

規 模
遺構名 位 置 方 位 形 状 備 考

長辺 短辺 深さ

17号土坑 M-115 2.96m 2.12m 0.15m 不定形

18号土坑 M-116 N-77ー -W 2.30m 1.10m 0.53m 長方形 1 号掘立柱建物内

19号土坑 L-116 N-2'-W 2.25m 0.90m 0.28m 長方形・箱形 6 号掘立柱建物内

20号土坑 L-116 N-79ー -W 1.40m 1.00m 0.36m 長方形・箱形

21号土坑 M-116 N-68"-E 1.30m 0 95m 0.04m 隅丸長方形

25号土坑 H-81 N-9ー -W 1.72m 1.00m 0.08m 隅丸方形 4 号住居南区隅部を切っている。

27号土坑 I -85 N-9ー -E 0.95m 0 58m 0.08m 隅丸長方形

28号土坑 H-86 N-1'-E 1.50m 0 55m 0.10m 隅丸長方形 7 号住居を切る。

29号土坑 I ~86 N-9ー-E 1.65m 0.85m 0.09m 隅丸長方形 7 号住居を切る

30号土坑 H-87 N-80"-W 1.16m 1.00m 0.09m 隅丸長方形 31 • 32号土坑と切り合っている。
31号土坑 I -87 N-8T-W 32.5m 2 03m 0.16m 長方形 30 • 32号土坑と切り合っている。
32号土坑 I -87 N-3ー-E 1 95m 1 05m 0.26m 長方形 31土坑を切っている。

36号土坑 G-87 N-66"-W 3 93m 0 83m O.llm 長方形 19号住居を切っている。

37号土坑 F-87 N-77o_W 2.57m 1.10m 0 28m 長方形 19号住居を切っている？

38号土坑 F-83 1.33m 0.24m 円形 10号住居を切っている。壁面垂直又は内傾気味に立

ち上がる。

39号土坑 F-83 1.17m 0.32m 円形

40号土坑 F-83 1.22m 0.08m 円形

41号土坑 F-83 1.10m 0.13m 円形 10号住居を切っている。

42号土坑 E-83 1.50m 0 21m 円形

43号土坑 E-84 N-80ー -W 1.70m 0.95m 0.84m 長方形箱形

44号土坑 E-84 N-83"-W 1 75m 1.10m 0.36m 長方形

45号土坑 F-83 N-93ー _W 1 95m 1.55m 0.08m 長方形 小ピットと切り合う。

46号土坑 G-92 N-23"-E 1.97m 1.15m 0.07m 長方形

47号土坑 E-88 N-53ー -E 2 55m 1.85m 0.08m 長方形 底面中央部が窪む。

48号土坑 G-89 N-2 "-E 1.05m 0 62m 0 22m 長方形

49号土坑 I -88 N-72ー -E 0 93m 0.53m 0.10m 楕円形

50号土坑 G-83 N-9'-W 0.97m 0.90m 0 16m 楕円形 54号土坑に切られている。

51号土坑 D-84 N-85ー -W 1.08m 0.90m 0.20m 長方形 小ピットと切り合う。

52号土坑 0-85 N-7'-E 1.60m 1.05m 0 76m 長方形・箱形 53 • 54号土坑と切り合う。
53号土坑 E-85 N-80ー -W 1 60m 1.05m 0 76m 長方形 52 • 54号土坑
54号土坑 D-85 1.05m 0.28m 不明 52 • 53号土坑。路線外に伸びる。
56号土坑 E-85 N-24ー -W 0.82m 0.64m 0.19m 長方形 小ピット

57号土坑 D-85 0.44m 0.05m 不明 58 • 59号土坑。
58号土坑 E-85 N-35ー -W 0.95m 0.57m 0.05m 隅丸長方形 57 • 59号土坑。
59号土坑 E-84 N -8 ー  -E 0 75m 0.65m 0.13m 方形 57 • 58号土坑。
61号土坑 F-85 N-10-W 2.35m 1 32m 0 28m 長方形 小ピット

62号土坑 E-85 1.15m 0.21m 不明 63~65号土坑。

63号土坑 E-85 1.10m 0.23m 不明 62 • 64 • 65号土坑。
64号土坑 E-85 0 85m 0.27m 不明 62 • 63 • 65号土坑。
65号土坑 E-85 N-85'-E 1.40m 0 60m 0 40m 長方形 62~64号土坑。

66号土坑 E-85 N-6"-E 1.40m 0.60m 0.16m 長方形 小ピット

67号土坑 F-85 N-87ー -W 1.75m 1.10m 0 50m 長方形・箱形

68号土坑 F-85 1.40m 0.20m 方形 小ピット

69号土坑 F-87 0.50m 0 18m 円形 70号土坑

71号土坑 F-86 N-90"-E 1.23m 0 90m 0.50m 長方形

72号土坑 F-86 N-8 "-E 1.15m 0.60m 0.38m 長方形・箱形

73号土坑 E-86 N-2'-E 1.45m 0 92m 0 21m 長方形 小ビット

74号土坑 E-87 N-81ー -E 1 03m 0. 70m 0.12m 長方形

75号土坑 E-87 1 05m 0.15m 方形

76号土坑 G-85 N-80"-E 1.00m 0 75m 0 68m 隅丸方形

77号土坑 F-87 N-10ー -W 1 OOm 0.55m 0.36m 長方形・箱形 小銭出土。

78号土坑 F-87 N-57'-W  2.60m 0. 74m 0 30m 長方形 小ピット

80号土坑 I -81 N-5T-W 1 80m 1 05m 0 13m 隅丸方形

81号土坑 F-84 N-5"-W 3.60m 1.60m 0 35m 瓜形 24号土坑を切る。大礫出土。
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II 区検出の遺構と遺物
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3 褐色土 黄色粘質土・砂粒塊の混土。
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色軽石・多量の灰

黄色土粒を含む。

3 灰黄色砂黒褐色

土粒を少量含む。

4 黒色土小石・少

量の白色軽石を含

4, 黒色土小石・少

星の白色軽石・灰ーゎ,,..____

黄色砂を含む。

A L =81. 70m A' 

A' 

A L =8!.70m A' 

口
1 暗褐色土 灰白色砂粒を多く含む。

2 暗褐色土 黄色砂質土・粘質土粒．

小石・炭粒を含む。

3 褐色土 2 層に黄色粘質土・砂粒

塊を多く含む。

下＝二こ

゜ 2m 

i AI ヽ／ ＼ヽ A 9 

小礫・黄色細砂混じる。

黄色微砂・小礫混じる。

黄色微砂粒、細砂。

黄色微砂。

焼土・炭化物・小礫・黄色粒

<̀| 

<I 

A
 

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 褐色土

的
＼
Ai

 

E
O
O
O
 
O
O
I
I
T
 

叫

1 暗褐色土砂粒と炭粒を含む。

2 褐色土 黄色砂質土。

L=81.70m 

口
砂粒と黄色粘土小塊を少量含む。

1 層に小石・黄色粘質土砂粒塊を

多く含む。

2 層に似る。黄色土粒少。

黄色土粒・焼土粒少量含む。

4 層に黄色粘質土塊を多く含む。

下一

l 暗褐色土

に黄色土塊・小石

含む。

第349図土坑実測図

L =81.80m 

L =81. 70m 
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褐色土

灰黄色土

褐色土

灰黄褐色土

灰色砂質土

\ 

B L =81.SOm ,,:¥ 

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

黄色土粒。

黄土色粘土塊多量に含む。小礫混。｀

黄土色粒土塊粒含む。小礫混じり。<i: I
黄土色塊多斌に含む。

B' 

B' 

l l <| 

／三王：云：口：：こ：石・黄色土粒含む。
► 2 褐色土 1 mm程の白色軽石・黄色土粒塊混じり。小礫含む。

3 黄褐色上 小礫・黄色粘土・黄灰色細砂混じり。
了
＼

f~ 

一三
し

B
 

B' 

81号土坑

ー
ー
ー
、
‘
一
ー

□]L =81.80m 

A' 

A' 

24号住

I► 

P L=81.80 -

三居
B' 

1 灰褐色土 白色小軽石を多く含む。

1' 灰褐色土 白色小軽石を少量・黄色砂質粘土塊を少し、黄色

砂質粘土粒子を多く含む。

- 1” 灰褐色土 黒色が強い。

2 灰黄色砂層 灰褐色土。

3 灰黄色砂層 黒色土を少量含む。

4 灰褐色土 灰黄色砂の小粒子と小塊を多く含む。
゜ 2m 

第350図土坑実測図
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第 II章上栗須遺跡

\ 22号土坑

A' 

1 褐色土黄褐色粘土塊。

22号土坑（写真図版113)

位置 M-117グリッド 方位 N-90°- E 

AL  =83.40m A' 

マ

¥ 24三 23号土坑

Al I 11 I し I IA' 

A L =83.40m A' 

口

［二土坑 ~I

\ 69号土坑

70号土坑

E
0
9
.
I
8
1
1
T
 

<l <| 

1 暗褐色土

黄褐色土粒塊・小礫

含む。

l' 暗褐色土

黄褐色土粒塊。

2 暗褐色土

黄褐色土粒塊含み、

僅かに焼土粒含む。

3 暗褐色土

焼土粒わずかに含む。

骨片あり。

1 明褐色土 黄色土及び砂質土塊を多量に含む。

2 褐色土 粘性が強い。

3 褐色土 黄色塊を多く含む。

4 暗褐色土 黄色砂質土粒を含む。

＼疇^~I

叫

規模長辺0.8m、短辺0.6m、深さ 0.22m

重複 3号住居竃部分及び、 1号掘立柱建物のp 3 柱

穴を切っている 形状隅丸長方形

遺物無し

備考 多量の炭化と風化した焼骨出土

23号土坑（写真図版113)

位置 N-116グリッド 方位 N-17°-E

規模長辺l.lm、短辺0.45m、深さ 0.31m

重複 1号掘立柱建物の柱穴を挟み、 24号土坑と接す

る 形状隅丸長方形 遺物人骨出土

24号土坑（写真図版113)

位置 N-116グリッド

重複 81号土坑を切る。

遺物小銭・骨片出土

方位 N-17ー -E 

規模長辺l.0m、短辺0.55m、深さ 0.32m

重複 23号土坑と 1号掘立柱建物を挟む。

形状隅丸長方形 遺物人骨出土

60号土坑（写真図版117)

位置 F-84グリッド 方位 N-5°-W

規模長辺1.15m、短辺0.72m、深さ 0.47m

形状長方形、箱型

70号土坑（写真図版117 • 128) 

位置 F-86グリッド 方位 N-10°- E 

規模長辺1.05m、短辺0.6m、深さ 0.26m

重複 69号土坑 形状長方形、箱型

遺物小銭、焼骨出土 備考焼土・炭含む

A A' —L= 

二三
l 灰褐色土

炭・焼土粒含む。

2 灰褐色土

焼土粒塊多量に含む。

3 黒灰色土焼土・炭多董 vこ含む。

゜ 2m 

第351図土坑実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

70号土坑 70号土坑

\ \ 

゜ 1 ~5 2.5cm 
20cm 

6 第352図土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 ロ径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 古 銭 66号土坑 2.4 1. 9 1.98 g 元豊通賓。 1078年。宋銭。

2 古 銭 70号土坑 2 4 1.8 2.30 g 紹聖元宝。 1094年。宋銭。

3 古 銭 70号土坑 2.4 1.9 4.51 g 不明

4 古 銭 70号土坑 2.4 1 8 2 30 g 燕寧元賓。 1068年。宋銭。

5 古 銭 70号土坑 2.3 1. 9 1.59 g 景祐元賓。 1034年。宋銭。

6 軟質陶器 78号土坑 11.0 1.灰黄色 2. 細砂、粘土粒含 胴部撫で。底部撫で。

鉢 む 3. 酸化焔良好
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第 II章上栗須遺跡

4 溝

一
A
 

A---

1 号溝（写真図版119)

遺跡南よりの G~k-101~103 グリッドに位置し、

走行は東西方向に向く。確認全長27m、最大幅2.3m、

高低差0.7mで東側に向かい緩く傾く。 掘形底面は

丸底を呈する。覆土中に As-B を含む。

+wlOl 

一
A
 

A' 

三

士ー103

B
 

B' 

c
 

I~IV層は基本土層

1 暗褐色土 As-B 含む、しまり弱い。

2 淡褐色土 黄褐色土混じり。

3 黄褐色土褐色土との混土。

C' 

C' 

゜ L =83.00m 5m 

第353図 l 号溝実測図

296 



2 節 II 区検出の遺構と遺物

6 号溝（写真図版119 • 128) 

遺跡北端部E~I -77~81グリッドに位置し、走行

は東北方向から南西方向に傾く。確認全長28m、最大

上幅5.2m、下幅3.7mをはかる。比高差あまり見られ

ない。掘形は、断面台形状を呈する。

南側には竪穴住居群や掘立柱建物群が展開し、更に

中世の墓坑群や竪穴状遺構が検出されている。溝底

面北側に、台形状の高まりを確認した。この高まりの

覆土中には、 3 枚の砂混じりの堅い面が確認でき、

最終面は上端0.80m、下端1.2m、高さ 0.6mの規模を

持つ。また、その北脇には上端0.6m、深さ 0.3mの

側溝状の溝が付く。こうした状況から、この高まり

の堅い面は道路面であったと考えられる。最初の路

面は、溝の掘形面より僅かに高い部分に見られ、そ

の後同じ部分を盛り上げて行きながら道として使用

したと考えられる。また、構築当初の溝部分は覆土

の様子から、この道路遺構が埋没するまで残り側溝

として機能し、北側にも浅い側溝が付けられていた

ことがわかる。

溝内の西壁南法面下には、河原石を敷いたような

石敷部分が見られ、この部分より遺物が出土してい

る。覆土上面には、 As-A の堆積が見られ、 As-A 降

下以前には、埋没していたことが伺われる。

現在、この溝の上を通る農道は「金井道」と呼ば

れ、遺跡南西数kmに位置する鮎川沿いの日野金井地

区に通じる道であったと言われている。この道の東

25mの部分には水路があり、上栗須 I 区 2 号溝とト

レースする農道とほぼ直交し、両道の延長部分は現

在水路として利用されている。

A
 

A' 

A
 

B
 

＼へ

3

X

 

ゃ

。

X
心

゜ L ~8 1.90m 5m 

B
 

B' 

第354図 6 号溝内路面確認状況図
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A
 

E
0
c
 

U
I
O
N
.
0
8
ー
ー
ー
し

E
O
I
.
 

E
o
o
ｷ
 r
s
 

E
0
6
'
 

A-
A' 

Wo g• 18 

Wo g• I8 

I~V は基本土層参照 6 褐色土 砂粒・小石・灰白粘質土

l 褐色土 砂粒を多く含む。 を含み、固くしまってい

2 褐色土 砂粒・小石を含み、よく る。

しまっている。 7 褐色土 砂粒・小石・灰白粘質土

4 褐色土 砂粒・小石・黄色土塊を を含み、固くしまってい

少量含み、よくしまって る。

いる。 8 褐色土 褐色土と灰色粘質土の混

5 褐色土 黄色土塊を多く含む。 土。

9 明褐色土褐色土と黄色土の混土粘

性が強い。

山OS'!8

c
 

D' 

I~V 基本土層参照 み固くしまり、互層を成

1 褐色土 砂粒・小石を含む。 す。

2 褐色土 砂粒・小石・黄色土小塊 5 褐色土 褐色土と灰色粘質土の混

を少量含む。 土。

3 褐色土 黄色土小塊を多く含み、 6 褐色土 褐色土と灰色粘質土の混 E 
やや柔らかい。 土。

4 褐色土 砂粒・小石・粘土粒を含 7 明褐色土褐色土と黄色土の混土。

8 褐色土 灰色軽石・砂粒を含む。

『 11¥ ¥ l ：~!Ill/!!)) 受`‘F 互

¥ 
E E' 

D
 

D' 

＼へ

c
 

C' 
゜ L =81.90m 5m 

第355図 6 号溝実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

ニこ二ご

、、口［／I 

三—ロロニー

＼ニーー／：／／

\\\ ー

ーI
I
I
I
I

ー
/ 

/ ー／］
0 1 • 2 • 6 10cm3~5 20cm 

第356図 6 号溝出土遺物実測図

6 号溝出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 灰釉陶器 集礫部 13.0 1.灰オリーブ色 2. 精選 輔櫨整形。腰部回転箆削り。底部高台貼り付け灰釉、

皿 口縁～底部小片 3. 還元焙良好 漬け掛け

2 須恵器 集礫部 27.5 1. 灰白色 2. 精選 口縁部短く立ち上がる。底部回転糸切り痕か撫で見

盤 口縁～底部％ 3. 還元焔硬質 られる。高台貼り付け。 2 段に伸ばす。

3 軟質陶器 集礫部 (8.8) - 1.灰白色 2. 細砂粒、小石僅 胴部下端撫で、内面円孤状に卸目 6 条。

すり鉢 小片 かに含む 3. 中性焔 やや軟質 底部回転糸切り。

4 軟質陶器 集礫部 - (11.8) - 1.灰褐色 2. 細砂、粘土粒含 胴部下端撫で、内面円孤状に卸目 5 条。

すり鉢 む 3. 中性焙 やや軟質 底部撫で。

5 軟質陶器 集礫部 1. 橙色 2. 砂粒含む 内面孤状に卸目 7 条。

すり鉢 小片 3. 中性焙やや軟質

6 石 臼 集礫部 205g 小片。内面炭化物付着。安山岩
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第 II章上栗須遺跡

7 号溝（写真図版119)

15号住居南E • F-82グリッドに位

置し、走行は東西方向に向く。確認

全長3.6m、幅0.2m、高低差は殆ど見

られない。

゜
0
口
0

8 号溝

中世の墓坑群を画するような形で検

出した。

F-85~87グリッドに位置し、走行

は南北方向に向く。確認全長13m、幅

lm、高低差は殆ど見られない。幾つ

かの墓坑と重複し、 19号住居の竃部

分を切る。片岩礫を出土する。

七-86

口

\ 

口
口

口
第357図 7 • 8 号溝実測図

7 号溝 A A' L=B!.BOm 

— 
B B' 

一8号溝 c 
L ;82.00m 

C' 

□/—-
D D' 

一゜ 5m 
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

□□／ □三- 1 

`` ̀̀  

4
 

\ 、 I / 5 

ロ ニこロニニニ／／

＼二＝＝《ク ロロロ］J, ¥ I // 

I I 
/ / 

7
 

= 

0 I~3 • 6~16 10cm 
4 • 5 20cm 

第358図 グリッド出土遺物実測図
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第 II章上栗須遺跡

遺構外出土遺物観察表i

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 E-84G 12.4 4.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む

坪 ｽ 3. 酸化焔良好

2 土師器 E-87G 16.2 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒粘土

坪 小破片 粒僅かに含む 3. 酸化焔

3 須恵器 F-83G 13.0 1.浅黄色 2. 細砂粒含む

短頸壺 口縁～胴部½ 3. 還元焙硬質

4 軟質陶器 F~83G 33.2 14.0 12.8 1.灰色 2. 微砂粒含む

すり鉢 口縁～底部％ 3. 還元焔良好

5 軟質陶器 F-83G 24.0 1.黒色 2. 砂粒含む

内耳鍋 口縁～胴部％ 3. 中性焔

6 須恵器 E-87G 28.8 1.灰白色 2. 砂粒含む

盤 % 3. 還元焙硬質

7 須恵器 F-84G 5 2 l ．灰黄褐色 2. 精選

椀 胴～底部½ 3. 還元良好

8 土師器 N-136G 12 0 2.8 l ．明赤褐色 2. 砂粒含む

坪 口縁～底部小片 3. 酸化焔、良好

, 土師器 U-136G 11. 0 3.5 1. 橙色 2. 細砂粒含む

坪 % 3. 酸化焔良好

10 須恵器 U-135G 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土

蓋 小破片 粒含む 3. 中性焙軟質

11 須恵器 V-137G 1.浅黄色 2. 細砂粘土粒含

羽 釜 む。 3. 中性焔軟質

12 刀 子 I -93G 5 4 0.9 0.25 3.H 

13 須恵器 U-136 1.にぶい赤褐色 2. 白色細粒

長頸壺 G 頸～肩迄 粘土粒含む 3. 還元焔良好

14 打製石斧 I ~90G 8 8 4.4 1. 8 70. o g。

15 砥 石 F-83G 7 9 4.4 2 s 120.o g。

16 打製石斧 H-82G 11 7 9 3 3 1 310.o g。

302 

整形 調整の特徴

口縁部横撫で、内傾。体部～底部箆削り。

口縁部直線的に開く。内外面箆磨き。

口縁部短く外反。刷毛目。肩部強く張り、回転箆削

り胴部縦方向、平行多き目。

口縁部片口あり、指押え。却目 6 本 4 単位。

内外面横撫で。中央外面未調整。下位横撫で。

口縁部横撫で。僅かに外反。平縁。

口縁部直線的に短く立ち上がる。口唇部内傾。

カエリ状。底部撫で。

体部下位回転箆削り。内面胎土目痕。

底部回転糸切り後、高台貼り付け。

ロ縁、体部直線的に開く。

底部平底。

口縁部内湾、横撫で。

体部、底部箆削り。

口縁部大きく外反。口唇部垂直に折り返し。

鍔貼り付け、横撫で。

身先端部分。

頸部接合部分水平方向に開く。

黒色頁岩。

流紋岩。

黒色頁岩。



第 3 節 III区検出の遺構と遺物

第 3 節 III 区検出の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

174 

゜ 50m 

l48 

2D 

150 

第359図 上栗須遺跡III区の遺構配置図

303 



第 II章上栗須遺跡

＼し 一、
＼ゞ ゞ

沙

＼パ]2号住
\ 

浚□呻 ー 。99し＼ニl9号住 い1号住 \ I~ 

O]沙
40号住 / \‘ 

沙

曼 L
＼ゞ沙

I^ ―曼

沙戸ノ 16号住 号住 I 渉
翌/卜”‘‘ \ 

◇碍住
t 
\ 6 号住^ (I 咳
珍

彦

8 号住 / ¥ I 44号住/ / l 沙
゜＼＼ダ、 “‘3シ 珍 ^ 
9 号住

/ / 

o7(0  ¥ 

沙／冨韮 9ツ 9-) I~ 
17 号゜住 0 20号住

21号住 • 
22号住 • 24号住

\ :o¥ ¥ / い砂

曼 10
25号住 33号住 翌

ゞ

26号住望C9〗?9号92住号
゜

沙 住 渉
~Ir 

ゞ口 t ¥ 

゜虚 I
曼

況 ＼ジ
47号住

望，サ仕
翌

惨 I I 沙
◇34号住

、ジ

言 ＼べ

第360図 III区住居配置図

304 



1 号住居跡（写真図版132 • 156 • 157) 

位置 L •M-120~122グリッド方位 E-10°-S

重複 2 号掘立柱建物跡に西壁を切られている。

規模東西7.9m 南北7.8m 僅かに西壁の短い方

形を呈する。

壁高 50cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴南東隅、上端はピットと重なり、長辺1. 4

m、短辺1.2mの長方形を呈する。また、内形は長辺

lm、短辺70cm、深さ 47cmの長方形を呈する。

柱穴各隅寄りに 4 本検出した。柱穴規模は上端

70~80cm、下端30cm前後、深さは床面より 60~80cm

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

を測り、円形の掘形を持つ。

周溝無し

床面 暗褐色土に黄褐色土・砂質土を混ぜ踏み固め

られ、フラットな面に仕上げられている。竃前では

焼土、炭化物などの広がり見られる。

掘形住居中央部に上端 lm前後、下端0.6m、深さ

10cmの規模を持つ溝が3/4程巡り、長辺4.7m、短辺

3.5mの長方形を呈する区画が確認された。西壁と東

壁下は若干掘り込まれている。その他に径30cm~1

mのピットが壁周辺に確認できた。

遺物 住居北東隅寄りと南西隅寄りに遺物の集中す
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第361図 1 号住居跡実測図
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る部分が見られ、住居中央部からの遺物の出土は少

ない。

l'TI 一¥'"Il 
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上＇．

第362図 1 号住居跡床下実測図
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第363図 1 号住居跡実測図

` 1

2

3

4

5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

置
模

竃
位
規

深さ 50cm

全体に焼土・炭粒を少量含む。

暗褐色塊と黄色土塊を多く含む。

暗褐色土に黄色土小塊少量含む。

黄色土塊を多星と焼土・炭粒を含む。

黄色土粒•砂粒の混土、全体に粒子が細かく密である。

暗褐色土塊と褐色土の混土。

東壁南より

焚口部幅80cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅60cm • 

煙道部長さ 1.5m ・幅30cm

煙道部への立ち上がり 25cm

構築

斜めに立ち上がる。

燃焼部は住居内にあり、暗褐色土と黄褐色土

の混土を壁に貼り付け袖を構築している。火床面は

床面より 15cm程低く、灰・焼土の堆積見られる。掘

形は方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。煙道

部は水平に1.5m伸びる。天井部崩落による焼土塊を

多景に含む。掘形は方形を呈する。

7

8

9

 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

明褐色土

茶褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

焼土・炭化物を多く含み、遺物も含む。

褐色土を主として、かたくよくしまっている。

暗褐色土を主として、黄色土粒•砂粒と焼土・炭粒少

量含む。

黄色土塊•砂粒・小石を多量に含み層を残す。

暗褐色土に黄色土塊•砂粒を多く含む。

暗褐色土塊・黄色土塊・砂粒・焼土・炭粒の混土。

黄色土塊・砂粒の混土。

暗褐色土に黄色土塊・砂粒・焼土・炭粒を含む。

暗褐色土に黄色土塊•砂粒を含む。（周溝）

15層に焼土・炭粒を多く含む。（床面下土坑）

15層に砂粒塊を多く含む。

明褐色砂質土。

黄色土に焼土塊を多く含む。

暗褐色土と黄色粘土の互層。焼土・炭粒を少量含む。

20層に砂粒を多く含む。

暗褐色土・黄色粘質土塊•砂粒・焼土・炭粒の混土。

細粒の暗褐色土に焼土・炭粒を少量含む。

鼈土層注記（図は次頁）

1 暗褐色土 黄色粘土多旦と焼土粒を少量含む。

2 褐色土 黄色土塊と黒色土塊を多く含む。

3 褐色土 焼土・炭を多く含む。

4 茶褐色土 黄色土・黒色土塊に焼土塊を混じる。

5 茶褐色土 灰・炭を部分的に含む。

6 褐色土 黄色粘土塊・焼土塊・灰の混土。
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第364図 1 号住居跡鼈実測図

7 褐色土 焼土塊を多く含む。

8 茶褐色土焼土塊を多く含む。

9 茶褐色土焼土・黄色土塊を含む。

10 茶褐色土焼土塊を多量に含む。

11 暗灰茶褐色土 青灰色灰を多量に含む。②

12 暗茶褐色土 熱を受けて焼けている。 ③ 

13 淡黄色土焼土・炭粒を多く含む。 土小塊を含む。

14 淡黄色土 褐色粘質土・黄色粘土塊 ④黄褐色土黄色粘土

焼土・炭の混土。 と褐色土

15 淡黄色土 砂粒と焼土塊多く含む。

16 暗褐色土灰・焼土小塊・炭の混土。

17 暗黄色土焼土・炭・灰を多く含む。

18 茶褐色土 黄色粘質土が焼けている。

19 黄褐色土灰を多く

含む。

①褐色土黄色粘土・

焼土を含む。

暗褐色土粘質

黄色土暗褐色粘質

の混土。

焼土・炭

を含む。

□1 
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2
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第365図 1 号住居跡出土遺物実測区（1)
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第367図 1 号住居跡出土遺物実測図（3)

1 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南西 9.0 - (4.4) 1.にぶい橙色 2. 白、黒色細 口縁部横撫で。

坪 +35 口縁部～底部％ 粒含む 3. 酸化焔良好 体部箆削り、撫で。底部平底、箆削り。

2 土師器 北東 11.4 4.0 1 ．橙色 2. 黒色細粒細砂含 口縁部内傾、横撫で。

坪 +17 % む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

3 土師器 北西壁 12. 9 3.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +35 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

4 土師器 南西壁 11. 4 3.6 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +13 ほぼ完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 覆土 12.0 - (3.3) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。表面摩耗。

6 土師器 北東隅 14.0 4.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -5 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

7 土師器 北西壁 11 0 3.4 1.橙色 2. 白 黒色透明細粒 口縁部横撫で。

坪 +11 口縁部～底部％ 含む 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。

8 土師器 北東 12.0 - (3.5) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +5 % 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

, 土師器 覆土 13.8 1. にぶい橙色 2. 黒色細粒含 口縁部横撫で。

坪 ｽ む 3. 酸化焔やや良好 体部～底部箆削り、表面摩耗。

10 土師器 北東 12.0 3.5 1 ．橙色 2. 白黒色透明細粒 口縁部横撫で。

坪 +8 口縁部～底部％ 灰雑 3. 酸化焔やや良好 体部～底部箆削り。

11 土師器 北東 16 0 4.8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +5 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

12 土師器 北西 16.0 1.橙色 2. 白 黒色細砂粒含 口縁部表面摩耗。

坪 +35 口縁部～％ む 3. 酸化焙良好
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

13 土師器 北東 17 2 ~ (3.8) 1.橙色 2. 白色透明細粒含む ロ縁部横撫で。

坪 +27 完形 3. 酸化烙良好 体部～底部箆削り、表面やや摩滅。

14 土師器 覆土 25.0 - (4.0) 1.橙色 2. 白色透明細粒含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部～底部 l 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。弱い稜を持つ。

15 土師器 覆土 20 0 7.7 1.にぶい橙色 2. 僅かに細砂 口縁部横撫で。弱い稜を持つ。

鉢 口縁部～底部½ 含む 3. 酸化烙良好 体部手持ち箆削り。

16 須恵器 覆土 10.8 7 0 3.3 1.灰白色 2. 白色細粒含む 輔櫨整形

坪 口縁部～底部％ 3. 還元焔硬質 底部箆切り、周辺部箆調整。

17 須恵器 北東 17.0 1.灰褐色 2. 白色粒僅かに含 口縁部～体部直線的に開く。

坪 +10 底部欠損％ む 3. 還元焙硬質 底部箆削り。

18 須恵器 掘形 1.灰白色 2. 白 黒色細粒含 胴部撫で。

薬
— g 

小片 む 3. 還元焔硬質

19 須恵器 覆土 12.6 3. 7 6.5 1.灰白色 2. 精選 轍櫨整形、輛櫨目。

坪 ロ縁部～底部％ 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り。

20 須恵器 覆土 14.1 11.6 (4.5) 1.灰白色 2. 白色細粒含む 口唇部折り返し、内面段あり。

坪 口縁部～底部％ 3. 還元焙良好 体部中央肥厚。底部回転箆削り。

21 須恵器 掘形 17.0 - (4 0) 1.褐灰色 2. 白色粒多く含む 口縁部回転。

坪 % 3. 還元焔硬質 底部丸底気味、回転箆削り、内面撫で。

22 須恵器 掘形 1.褐灰色 2. 白色細粒含む カエリを持つ、端部内湾。

蓋 +7 ｽ 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

23 須恵器 覆土 13.3 - (1.9) 1.灰白色 2. 白色細粒爽雑 頂部回転箆削り。

蓋 小片 物 3. 還元焔硬質 体部鋭角なカエリをもつ。

24 須恵器 覆土 19.3 - (1.9) 1.灰白色 2. 白色粒透明粒 口縁部折り返し、カエリ内傾に傾く。

蓋 端部％ 小石含む 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り、丸味もつ。

25 須恵器 北東 16.3 - (3.3) 1.灰色 2. 白色粒爽雑物含 口縁部折り返し。

蓋 +19 % む 3. 還元焙良好 頂部回転箆削り、横撫で。

26 須恵器 北東 (10.0) - 1.灰褐色 2. 白色粒含む 口縁部表面自然釉、端部折り曲げ。

蓋 +27 % 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

27 須恵器 覆土 20.6 - (3.0) 1 ．灰やや小豆色 2. 白色透 頂部回転箆削り。

蓋 端部～摘まみ部％ 明粒多量含む 3. 還元焔硬質 体部折り返し、強い撫で。

28 須恵器 覆土 20 6 ~ (3.0) 1 ．灰白色 2. 白色粒含む 口縁部内傾撫で。端部内傾。

蓋 小片％ 3. 還元焔良好 頂部回転箆削り。

29 土製品 中央 1.橙色 2. 白黒色細粒含む ロ縁部棒状工具に巻き付け。

土 錘 +25 ほぼ完形 3. 酸化焙良好

30 須恵器 竃左袖 4.9 7.6 9.1 1. 灰白色 2. 白 黒色細粒含 口縁部回転撫で、紐造り。

平 瓶 完形 む 3. 還元焔良好 底部箆削り。

31 土師器 北西隅 14.0 1.にぶい橙色 2. 白 黒色粒 口縁部横撫で。

小型甕 +27 口縁部～胴部½ 含む 3. 酸化焔良好 胴部横箆削り。表面剥離。

32 土師器 北東 23.0 1 ．明赤褐色 2. 細砂粘土粒 口縁部横撫で。口唇部強い撫で。

甕 +26 口縁部小片 含む 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。

33 土師器 竃内 24.0 1. 橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。口唇部強い撫で。

甕 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

34 土師器 掘形 4 0 1.橙色 2. 白 黒色細粒含む 底部横箆削り、斜方向箆削り。

甕 +16 底部小片 3. 酸化焙良好 平底、箆削り、内面丸底、箆撫で。

35 土師器 覆土 - (11 0) - 1.にぶい赤褐色 2. 白色細粒 脚端部内屈。

台付甕 ｽ 含む 3. 酸化焙良好 体部箆撫で。

36 紡錘車 掘形 4.2 2.2 2.2 70 g 蛇紋岩

2 号住居跡（写真図版133 • 159) 

位置 N • 0-ll8•ll9グリッド 方位 N- 9 ー - s 
規模南壁4.2m、北壁3.6m、南北3.2m、台形状を

呈する。

壁高 50cm前後上端は僅かに広がるが、下方は垂

直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土に地山砂利塊が混じり、堅く踏み固

められている。また、竃前には焼土、灰の広がりが

見られ、堅く踏み固められている。

掘形砂利混じりの灰褐色土まで掘り込まれ、竃前

と南壁寄りに楕円形の掘り込み見られるが、全体的

にフラットな面に仕上げられている。

遺物 土師器坪片が数点出土したのみである。

竃

位置東壁南隅寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅40cm • 

深さ 50cm 煙道部長さ lm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 30cm ほぼ垂直に立ち上が

る。

<I O 

一

構築燃焼部は壁外に構築され、袖を持たない。火

床面は床面より 15cm程下がり灰層の堆積見られ、ま

た下層にも灰や焼土の堆積見られる。掘形は箱形に

掘られる。燃焼部内壁面は垂直に立ち上がり、煙道

部に向かい斜方向に壁面が焼けている。煙道部は天

井が崩落せずに残り、構築状況が確認出来た。

煙道部は、水平方向よりやや上方に傾き、煙出

し部に至り垂直に立ち上がる。掘形は25X30cm

の方形の筒状を呈する。壁面は底面を除き赤茶

1>-l 色に焼土化している。煙出し部も壁面が方形に

焼けている。

•< IN  

I~V は基本土層参照

1 褐色土 砂粒・小石を多く含む。

2 明褐色土 黄色土塊と焼土・炭粒を多く含む

3 暗褐色土 暗褐色土塊・黄色土塊•砂利混土

4 灰褐色土灰褐色砂礫層。

5 暗褐色土砂粒・小砂利を多く含む。

6 灰褐色土砂利及び小砂利。

゜ L =83.40m 2m 

第368図 2 局住居跡実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

1 暗褐色土砂利・黄色土粒を多く
` m | 旦 d 

含む。

口 l' 焼土

2 暗褐色土黒色土塊を多く含む。

` 
4 暗褐色土 暗褐色土塊を多く含む

5 暗褐色土焼土塊混じり。

6 褐色土 黄色土粒•砂粒・焼土

炭粒を多く含む。

—\\,l:s\ r .... 
7 暗褐色土焼土小塊多量と炭・灰

立 d 
少量含む。（煙道部）

8 茶褐色土 灰の純層・焼土・炭粒

少星含む。

9 暗褐色土焼土塊僅かに含む。

10 褐色土 砂質土・焼土・炭粒を

含む。

11 褐色土 砂粒・小砂利を多く含

む。焼土・炭粒を若干

含む。

12 明褐色土砂礫層。

"'I 

゜ L =83.50m lm 

第369図 2 号住居跡竃実測固

こ口］口／1

ロニニ三3
こロニ／5

こニ：：：：乙ノ2

` \ ヽ

/I□□□\\7 

6
 ゜ / 

1 ~6 
¥¥ 8 

10cm 
7ｷ8 20cm 

第370図 2 号住居跡出士遺物実測図

2 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃横 11. 2 2.9 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +3 % 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 土師器 窟覆土 12.4 2.8 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。内面暗文。

3 土師器 中央 12.8 2.8 1. 橙色 2. 白黒色細粒含む 口縁部横撫で。

坪 +5 % 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

4 土師器 北東 11.8 3.5 1.橙色 2. 黒色細粒細砂含 口縁部横撫で。

坪 床直 ｽ む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

5 土師器 寵内 11. 4 3.2 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含 口縁部横撫で。

坪 +2 % む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

6 須恵器 覆土 5.6 3.3 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 底部回転糸切り、高台貼り付け。

椀 3. 酸化焔良好

7 土師器 覆土 16.2 5.5 1.明赤褐色 2. 細粒含む 口唇部立ち上がる、横撫で。

甕 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。

8 土師器 北東隅 18.2 8.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部大きく外反。

甕 +12 口縁部～頸部 3. 酸化烙良好 胴部横箆削り。

..........,.,, I 

\\ \ \ 

\ ／三□＼ば』口
'ー̀ I 

ぐ ` ̀  
8>4 • ℃ 

I~III は基本土層参照

1 暗褐色土 黄色土粒を少星含む。

2 暗褐色土 黄色土粒及び塊と黒色土塊を

含む。

3 暗褐色土 黄色土粒と黒色土を含む。

4 暗褐色土焼土塊を少鼠含む。

⑤
 
叫 叫

「-_.

゜ L =83.50m 2m 

_A' A
 

第371図 3 号住居跡実測図
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3 号住居跡（写真図版133 • 158) 

位置 P-122 • 123グリッド 方位 N-80ー -E 

規模住居北西側が調査区外に伸びる。東西4.2m、

南北4.5m、方形を呈する。

壁高 50cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅長辺65cm、深さ 10cmの楕円形を呈

する。

柱穴 3 本確認。柱穴 1 と柱穴 2 の芯々間2.lm、柱

穴 2 と柱穴 3 の芯々間1.8m測る。各柱穴は径30cmの

円形状を呈し、深さ 20cm前後を測る

周溝無し

床面 暗褐色土に黄褐色土を混ぜ踏み固めている。

掘形南壁寄りに径50~60cmの円形の土坑状の掘り

込みが見られるが、全体的にはフラットな面に仕上

げられている。

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

遺物 南壁寄りに土師器の小型甕が出土し、中央部

に土師器坪が出土している。また竃右袖上に底部欠

損の土師器甕が 2 個体横倒しの状態で出土してお

り、電焚口部の天井部分に利用されたものと考えら

れる。

竃

位置東壁中央やや南より

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き lm・幅40cm•深

さ 52cm 煙道部先端は 3 号掘立柱建物に切られ全長

は不明である。残存長1.2m ・幅40cm

煙道部への立ち上がり部分は緩く立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの lm

の袖を持つ。火床面は床面よりやや高く、焼土、灰

の堆積見られる。燃焼部から煙道部へは緩やかに移

行し、明確な区分けはできない。

1 暗褐色土 黄色土粒及び塊と炭粒少量含む。

2 暗褐色土 黄色土塊多量に含む。

3 茶褐色土 黄色粘質土が熱を受けて焼けて

いる。

4 茶褐色土焼土・炭・灰・黄色粘質土塊の

混土。

5 暗褐色土黄色土粒を含む。

6 黄色土

7 青灰色土灰の純層。

8 褐色土 黄色土塊と焼土塊を含む。

9 暗褐色土焼土粒を多量に含む。

10 黄色土 暗褐色土塊を含む。

C • L=83.00m c' 

`
e
 

六

① 褐色土 地山の褐色

` 
粘質土。

口
`c  ロC, 

黄褐色土地山の黄褐. ② 色粘質及ぴ
砂質土。

~| 

③ 褐色土 1 層に黄色

ミ
粒・焼土・

炭粒を少鼠

含む。

口
止

④ 黄色土 地山の黄色

b' 
d 

粘質土塊。
b 土 1 層・ 2 層⑤暗褐色 の混土に暗

褐色粘質土

塊を多く含

む。

暗褐色土 1 層に暗褐

L =83 40m lm 

⑥日 色塊を多く

゜
含む。

3 号住居跡竃実測図

⑦ 茶褐色土 粘熱土を部受分け焼が

第372図
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第 II章上栗須遺跡

\ \ 

\ \ 

。 1 • 2 10cm 3~6 20cm 

第373因 3 号住居跡出土遺物実測図

3 号住居出土遺物観察表

口
\ 4 I I 

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 幣形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 10.5 3.3 1.明赤褐色 2. 細砂 白色細 口縁部直線的に開く、横撫で、僅かに稜を持つ。

坪 +6 完形 粒僅かに含む 3. 酸化焔軟質 体部～底部手持ち箆削り？表面摩耗。

2 土師器 南東 11. 0 1.橙色 2. 小石 白色細粒か 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +6 底部欠損 に含む 3. 酸化焔 やや軟質 体部表面摩耗。

3 土師器 南東隅 10.9 1. 明赤褐色 2. 細砂粒僅か 口縁部直立気味、僅かに外反、横撫で。

小型甕 +3 口縁部～胴部上半 に含む 3. 酸化焔 やや軟質 胴部上位横方向、上半斜方向箆削り。

4 土師器 北東 17.0 1 ．褐色 2. 砂粒含む 口縁部僅かに外反、頸部、指頭圧痕有り。

甕 +22 口縁部～胴部上半 3. 酸化焔良好 胴部球形、表面剥離面多く僅かに箆削り調整有り

5 土師器 窟右袖 20.3 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。頸部箆削り後、横撫で。

甕 -5 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部縦方向箆削り。

6 土師器 定右袖 20 2 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で、指頭圧痕有り。

甕 -5 底部欠損 3. 酸化焔良好 長胴、縦方向箆削り。

4 号住居跡（写真図版134 • 158) 

位置 0 • P -124 • 125グリッド方位 N-1l°-s 
重複 5 号住居を切り、 12号掘立柱建物に切られる。

規模東西3.4m 南北2.6m 東西方向に長い。

壁高 32cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

竃前には黄褐色土の高まりと焼土、灰の広がり見ら

れる。

掘形竃左前に径1.2m、深さ 6 cmの円形の掘り込み

が見られる。また、南壁中央下に長辺1.2mの浅い楕

円形の掘り込みが見られる。

遺物 竃左に須恵器長頸壺の胴部のみ完形品出土。

床面 砂質土混じりの暗褐色土を踏み固めている。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

一

A
 

A' 

5 号住居

A
 

A' 

—ー一 三

置
模

竃
位
規

iol 
深さ 43cm、煙道部長さ 65cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 10cm、垂直に立ち上がる。

構築

東壁中央やや南

焚口部幅50cm、燃焼部奥行き 80cm ・幅45cm • 

1

2

3

4

5

6

 

燃焼部は壁外にあり、僅かに暗褐色土の袖を

もつ。火床面は床面より 12cm程下がり、灰の堆積見

られる。灰の上面には天井部崩落土の黄褐色土の堆

積があり、下面は赤茶色に焼土化している。掘形は

方形に掘られ、壁面は垂直に立ち上がる。煙道部は

水平方向に伸び、僅かに焼土が見られる。

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色上

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

砂粒・小石を少量含む。

黄色土粒と暗褐色粘質土塊を含む。

灰褐色砂粒を主とし、暗褐色粘質土塊を含む。

黄色土粒•砂粒を少最含む。

砂粒を多く含む。

灰色砂層と黄色上粒と炭粒を少量含む。

゜ L =83.50m 2m 

第374図 4 号住居跡実測図

a
 

a, 

第375図

司

叫

叫

叫

4 号住居跡鼈実測図

3
 

8

9

 

10 

11 

①
②
 

灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

3' 暗褐色土

明黄褐色土

4' 褐色土

5 茶褐色土

6 茶褐色土

7 茶褐色土

褐色土

黄色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土

暗褐色土

明黄色土

゜

砂粒を多く含む。

黄色土粒・焼土・炭粒

を少麓含む。

暗褐色の粘質土を多く

含む。

黄色粘土粒及び塊を多

く含む。

黄色粘土塊と暗褐色土

の混土。

黄色粘土が熱を受けた。

焼土・炭粒と灰の混土。

黄色粘土塊・焼土・炭

粒・灰の混土。

砂質土を多く含む。

黄色粘土質土に焼土・

炭粒を少贔含む。

砂質と黄色塊・焼土・

炭粒を少鼠含む。

黄色小塊・焼土小塊

炭粒・灰を多く含む。

黄色土に暗褐色土小塊

を少鼠含む。

焼土塊を多く含む。

黄色土塊・暗褐色土・砂

粒・焼土塊の混土。

明黄色砂質土。

L =83.40m lm 
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゜ 1 ~5 10cm 6. 7 20cm 

第376図 4 号住居跡出土遺物実測図

4 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃中 13.0 3.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部横撫で。

坪 -4 ｽ 粒僅かに含む 3. 酸化焔 良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 竃中 13.0 1. くすんだ橙色 2. 細砂粒僅 口縁部横撫で。

坪 口縁部小片 かに含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

3 土師器 南東隅 14.0 1.橙色 2. 砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。

坪 -3 口縁部小片 3. 酸化焔良好 体部外方に開く、表面摩耗。底部平底気味。

4 須恵器 掘形 6.6 1.灰褐色 2. 白色粒含む 頂部回転箆削り。

蓋 3. 還元焔硬質 体部摘まみ部円盤状を呈し、貼り付け。

5 須恵器 竃内 18 6 1.灰色 2. 白色粗粒含む 輛轄整形、口縁部僅かに内傾。

蓋 +2 3. 還元焔硬質

6 土師器 覆土 22.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。口唇部摘まみ出し。

甕 口縁部片％ 3. 酸化焔良好

7 須恵器 竃右脇 - (12.4) - 1.灰色 2. 白色小石含む 肩部張り、周辺部櫛歯状工具による刺突痕巡る。先

長頸壺 -3 胴部～底部 3. 還元焔硬質 端部強い撫で。底部上げ底、回転撫で、台部貼り付け。

5 号住居跡（写真図版134 • 159) 自然崩落ではなく破壊によるものと考えられる。

位置

重複

規模

壁高

貯蔵穴

床面

O • P -125グリッド

れている。

東西2.7m

32cm前後

無し

南北不明

垂直に立ち上がる。

柱穴 無し

方位

褐色土と焼土の塊の攪乱が見られる。

E -10ー -s 

4 号住居に切られ、 12母掘立柱建物にも切ら

周溝 無し

暗褐色土を堅く踏み固めている。竃前には黄

これは、竃の

掘形

遺物

置
模

竃
位
規

西壁寄りに不正円形の掘り込み見られる。

土師器甕片が少数出土している。

東壁南隅寄り

焚口部幅45cm、燃焼部奥行き 80cm ・幅50cm • 

深さ 40cm、煙道部長さ 30cm ・幅30cm

煙道部への立ち上がり 30cm、垂直に立ち上がる。
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一
構築 燃焼部は壁を掘り込み構築しているが、中心

<̀| 

B
 

B' 
4

号
住
居

旦互

4号一］三ここニニニここ口O L=83.50m 2m 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 

①
②
②
 

第377図

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

黄色土

茶褐色土

暗茶褐色土

暗茶褐色土

暗褐色土

茶褐色土

暗褐色土

褐色土

明褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄色土

茶褐色土

③
④
⑤
 

5 号住居跡実測図

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

⑥
 

灰黄色土

b
 

三
第378図

-;,,1 

叶

は壁の延長線上に有り、焚口部には地山黄褐色土と

暗褐色土の混土を貼り付け袖を作る。火床面は床面

より低く、灰の堆積見られる。掘形は方形に掘られ、

壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼けは弱い。煙道

部は底面が残り、焼土粒子が僅かに見られた。

1

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

b' 

砂粒・黄色土塊を少輩含む。

黄色土塊多量と炭粒少鼠を含む。

炭粒を多く含む。

黄色土粒を少量含む。

明黄色砂粒を全体に多く含む。

黄色土粒．塊を多量に含む。

b' 

5 号住居跡鼈実測図
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第379図 5 号住居跡出土遺物実測図
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5 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1,色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃内 12.1 3. 7 1.にぶい橙色 2. 黒色細粒僅 口縁部横撫で。

坪 +6 口縁部～底部％ かに含む 3. 酸化焔 やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 南西 20.7 l. iこぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直立、横撫で。

甕 -1 口縁部 3. 酸化焔良好 胴部上位斜方向箆削り。

3 土師器 竃内 5.0 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒僅か 胴下位斜方向箆削り。底部箆削り。

甕 +6 胴部～底部 に含む 3. 酸化焔良好

6 号住居跡（写真図版134 • 159) 

位置 N -127 • 128グリッド

方位 E-14ー -s 

規模東西2.6m 南北3.Sm 南北方向に長い

壁高西半分は削平を受け不明。

東壁残存高 8 cm 

貯蔵穴 南東隅に張り出して作られている。長

辺70cm、深さ 15cmの楕円形を呈する。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄色砂質土混じりの暗褐色土を堅く踏み

固めている。

掘形住居中央北よりに、長辺90cm、深さ 14cm

の長円形の土坑を検出した。覆土中には焼土、

炭化物を多く含み、土師器甕が出土した。南壁

下と北東隅に掘り込み見られる。

遺物貯蔵穴内と竃内から左前にかけ土師器甕出

土。

竃

位置東壁南

規模焚口部幅55cm、燃焼部奥行き 50cm ・幅35cm • 

深さ 15cm、煙道部長さ不明。

構築 削平を受け火床面のみが残り、全容は不明で

ある。燃焼部は壁外にあり、袖は持たない。火床面

は床面より 10cm程下がり、焼土塊、炭化物粒子の堆

積見られる。壁面は僅かに焼けている。

一 `~I ` 
匁
守4

 

<' 
B' 

4巧三三2
゜

<I 
B 

L=83 60m 2m 

l 暗褐色土 砂粒・黄色砂粒を少量含む。

2 褐色土 黄色粘質土塊を多量に含む。

3 暗褐色土 焼土・炭粒を多く含む。

4 褐色土 黄色土塊を多く含む。

第380図 6 号住居跡実測図

一乙

ロ

゜ 2m 

第381図 6 号住居跡床下実測図
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叫

上上

口第382図

゜ L =83.60m 
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6 号住居跡竃実測図
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暗褐色土

褐色土

暗褐色土

茶褐色土

褐色土

暗褐色土

焼土・炭粒を少最含む。

焼土粒を多く含む。

焼土・炭粒を多く含む。

焼土塊を多量に含む。

黄色粘質土及び砂粒を含む。

砂質土と焼土・炭粒土を少量含む。
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6 号住居跡出土遺物実測函

6 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴 22.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反。頸部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 +7 胴部下位～底部欠 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向、上半斜箆削り。

損

2 土師器 竃内 19.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で、崩れたコの字状口縁。

甕 +7 胴部下位～底部欠 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り。

損

3 土師器 北東 (3.8) - 1.黒褐色 2. 細砂粒含む 胴部下位縦方向箆削り。

甕 +4 底部 3. 酸化焔良好 底部小さく、箆削り。内面箆撫で。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

4 土師器 北東 (4.0) ~ 1.明赤褐色 2. 細砂粘土粒 胴部下位縦方向箆削り。

甕 +6 胴部下位～底部 含む 3. 酸化焙良好 底部小さく、箆削り。

5 土師器 竃内 (4.5) - 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下位斜方向箆削り。底部小さく、箆削り。

甕 +6 胴部下位～底部 3. 酸化焔良好

6 土師器 貯蔵穴 19.6 - (14.4) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、コの字状口縁。

甕 +4 口縁部～頸部％ 3. 酸化焔良好 胴上位横方向、中位縦方向箆削り。

7 土師器 窟内 20.9 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、コの字状

甕 +5 胴部下位～底部欠 3. 酸化焙良好 頸部指頭圧痕有り。胴上位横、上半斜方向箆削り。

損

8 土師器 貯蔵穴 20.0 l ．明黄褐色 2. 砂粒含む 口縁部僅かに外反、横撫で。

甕 +7 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴上位横方向箆削り、中央斜箆削り。

7 号住居跡（写真図版134 • 159 • 160) 

位置 M•N-127グリッド 方位 E-10°- S 

規模 北東隅から南壁中央にかけての東側は調査区

外のため未調査。南北4.4m。

壁高確認面を下げ過ぎ、壁は数cmだけ残った。調

査区壁面観察では約40cmの壁面が垂直に立ち上がっ

ている状況が確認できた。

貯蔵穴不明

柱穴 掘形調査時に西壁に沿い 2 個のピットを検出

した。両ピットとも底面に礫が置かれていた。

周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く踏み固め

ている。

掘形壁際を60cmの幅で壁に沿って溝状に掘り込ま

れている。また、中央北寄りに50cm と 70cmの土坑を

検出し、中から土師器甕片が出土した。

遺物 南壁よりに須恵器椀、蓋や土師器甕出土。ま

た中央西寄りに土師器坪、須恵器椀出土。

竃不明

> \ 

¥ 7 

5('91 も＇

も

> 

B
 

互「
I~IVは基本土層参照

1 褐色土 砂粒・炭粒・焼土粒を少星含む。

2 褐色土 黄色粘質土粒・小塊と焼土・炭粒を多く含む。

3 暗褐色土黄色粘質塊多量含む。

゜ L =83.90m 2m 

第384図 7 号住居跡実測図
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第386図 7 号住居跡出土遺物実測図

7 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 12 2 3.2 1.橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。内面指頭痕あり。

坪 -3 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部表面摩耗。底部平底。

2 須恵器 北東 8.3 (3.3) 1. iこぶい黄橙色 2. 爽雑物多 鞘櫨整形

椀 -4 体部下～高台部 い 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台貼り付け。

3 須恵器 南西 16.1 (6.0) 2.6 1.灰色 2. 白色粒片岩小石 口縁部折り返し、直立。

蓋 +10 ｽ 黒色円粒含む 3. 還元焔硬質 頂部右回転糸切り。局辺回転箆削り。

4 須恵器 南西 12. 4 6 1 3 1 1.灰白色 2. 僅かに片岩粒含 輔櫨整形

坪 +5 完形 む 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

5 須恵器 北西 12.6 6.0 3.7 1.灰白色 2. 片岩小礫含む 輔轄整形

坪 -4 口縁部～底部％ 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り。

6 土師器 南西 19.6 - (19.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反。頸部横撫で上下、強い撫で。

甕 +8 口縁部～胴部下 3. 酸化焔良好 胴部上半横方向箆削り、下半縦方向箆削り。

7 角 釘 中央北十 4 0.7 45 H 頭部泥付着、形状不明。先端部欠損。
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8 号住居跡（写真図版135 • 160 • 161 • 162) 

位置 O· P-128·129グリッド方位 E -11ー-s 
規模東西3.8m 南北3.9m、全体は方形を呈する

が、南東隅は貯蔵穴部分が外に30cm、幅80cm程の貼

り出し部となっている。

壁高 15cm前後、緩く立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径 lm、深さ 15cmの規模を持ち円

形を呈する。覆土中には焼土、炭化物僅かに含む。

土師器甕、須恵器椀が出土している。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄色砂質土と僅かに焼土、炭化物を含む褐色

土を踏み固めている。

掘形住居中央部やや西寄りに長辺1.4m、深さ 10cm

の楕円形の床下土坑を検出した。また、南壁寄りに

も同様の土坑を検出した。その他に竃前と北東隅に

径90cm、深さ 10cmの土坑が並んだ状態で検出された。

遺物 竃前から貯蔵穴にかけて、須恵器椀、土師器

甕等が出土している。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅50cm • 

深さ 36cm 煙道部不明。

構築 燃焼部は壁外にある。焚口部には片岩系の角

柱礫25cm大を両側に設置している。火床面は床面よ

り 15cm程低く灰層の堆積見られる。壁面の焼け弱い。
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゜ L =83. 70m 2m 

l 暗褐色土 砂粒と小石を上面に多く含む。黄色粘質及び砂粒塊と焼土・炭粒を含む。

2 褐色土 黄色粘質及び砂粒を多量に含む。

3 褐色土 褐色土を主として、黄色砂質土と焼土・炭粒を含む。

第387図 8 号住居跡実測図
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第388図 8 号住居跡鼈実測図
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①暗褐色土 黄色土塊・炭・焼土粒を少量含む。

② 暗褐色土 黄色土砂粒を多く含む。

暗褐色土 黄色土砂粒を少量含み、焼土・炭粒を多く含む。

暗褐色土焼土・炭粒を多く含む。

暗褐色土粘土・焼土塊を多旦に含む。

褐色土 焼上・炭化物・黄色粘土塊の混土。

青灰色土 灰の純層に焼土・炭粒を含む。

茶褐色土 灰・焼土·灰と黄色粘質土の混土。

明黄色土 粘土が、部分的に熱を受けて焼けている。
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第389図 8 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

8 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 貯蔵穴内 14.0 6.8 5.1 1.灰白色 2. 白色細粒片岩 体部表面摩耗。

椀 完形 小石僅かに含む 3. 還元焔 底部高台貼り付け。

2 須恵器 北東 14.5 6.5 4.5 1 ．灰白色 2 ．央雑物多斌に含 輔櫨整形。

椀 +7 完形 む 3. 酸化焙良好 体部表面摩耗。底部高台貼り付け痕有り。

3 須恵器 北東 14. 2 7.1 5.1 1 ．灰白色 2. 黒色粘土粒含 輛輯整形

椀 +2 ほぽ完形 む 3. 還元焔やや軟質 底部回転糸切り、高台貼り付け。

4 須恵器 北西 14.0 6 0 4.8 1.灰白色 2. 白色黒色粒含 輔轄整形

椀 +14 口縁部～底部％ む 3. 還元焔やや軟質 底部高台貼り付け痕あり。

5 須恵器 窟内 14.0 6.0 4.9 1.にぶい橙色 2. 片岩小石含 輌櫨整形、表面摩耗。

椀 +3 口縁部～底部％ む 3. 酸化焔良好 底部高台貼り付け。

6 須恵器 貯蔵穴内 14 5 6 6 5.3 1.灰白色 2. 細砂粒粘土粒 鞘櫨整形

椀 +6 完形 含む 3. 還元焙 やや硬質 体部表面摩耗。底部高台貼り付け。

7 須恵器 窟前 14 5 7 1 5.1 1.灰白色 2. 白色片岩粒含 漉轄整形

椀 口縁部～底部％ む 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、高台貼り付け。

8 須恵器 賓前 13.2 6.6 5.0 1.灰白色 2. 白色片岩粒含 口縁部、体部表面摩耗。

椀 +4 口縁部～底部％ む 3. 還元焙軟質 底部高台貼り付け。

, 須恵器 南東 13 7 5 6 5.2 1.黒色 2. 白色粒含む 輔輯整形

椀 +2 ほぼ完形 3. 還元焙硬質 底部高台貼り付け。

10 須恵器 寵内 15.8 6.7 5.9 1. 褐色 2. 粘土砂粒含む 輛轄整形、表面摩耗。

椀 +7 口縁部～底部％ 3. 酸化焙軟質 底部高台貼り付け、撫で。

11 須恵器 南西 14.0 5 8 5 5 1.にぶい橙色 2. 白色粘土 輔轄整形

椀 +6 口縁部～底部％ 粒僅かに含む 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台貼り付け。

12 須恵器 北西 14 4 6 5 5 2 1 ．灰白色 2 ．突雑物多く含む 輔轄整形

椀 +9 口縁部～底部％ 3. 還元烙やや軟質 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

13 須恵器 竃内 13.4 6.7 3.9 1.灰白色 2. 爽雑物多く含む 輛櫨整形、表面摩耗。

坪 +4 口縁部～底部％ 3. 還元焔軟質

14 須恵器 貯蔵穴内 12.3 4.5 1.黄灰色 2. 細砂粒含む 轍櫨整形

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り。

15 須恵器 掘形 13 1 6 8 4 0 1.灰白色 2. 白色細粒含む 鞘轄整形

坪 口縁部～底部％ 3. 還元焔やや軟質 底部回転糸切り。

16 須恵器 寝前 12.2 5 8 4 2 1.灰白色 2. 白色細粒含む 口縁部表面摩耗。

坪 +l 口縁部～底部Ys 3. 還元焔軟質 底部内面タール状炭化物あり。

17 須恵器 竃内 14.0 7.6 4.7 1.灰白色 2 ．央雑物含む 輔轄整形

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り。

18 須恵器 竃内 13.8 5.6 3.1 1 ．にぶい橙色 2 ．爽雑物含む 輛轄整形、底部回転糸切り、高台貼り付け。

皿 +8 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好

19 須恵器 竃内 14. 7 6.8 4.6 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形

椀 +14 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 須恵器 窟前 12 0 5. 7 3. 7 1.灰白色 2. 白色粒含む 輛櫨整形、底部回転糸切り、未調整。

坪 口縁部～底部％ 3. 還元焔硬質

21 須恵器 窟内 13.1 7.4 3.0 1.灰白色 2. 白色粒含む 輔鑢整形

皿 +12 % 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台貼り付け。

22 須恵器 貯蔵穴内 14 0 6.8 3.8 1.黄灰色 2. 粘土黒色粒含 観轄整形

坪 +4 口縁部～底部％ む 3. 酸化焙良好 底部右回転糸切り、肥厚。

23 須恵器 窟内 (7.8) (3.8) 1.灰白色 2. 白色片岩粒含 輔轄整形

椀 +12 体部下～底部 む 3. 中性焔軟質 底部左回転糸切り、高台貼り付け痕あり。

24 須恵器 貯蔵穴内 14.5 7 1 4.7 1. 黄灰色 2. 粘土粒含む 輛轄整形

椀 口縁部～底部Ys 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り、高台貼り付け。

25 須恵器 覆土 11. 0 7 5 3 5 1,灰白色 2. 白色小石あり 輛櫨整形

坪 口縁部～底部％ 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り。

26 土師器 竃内 20.0 3 1 27 5 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部短く外反、頸部横撫で。胴部上位横

甕 +10 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 中位斜方向下半縦方向箆削り、内面箆撫で。

27 土師器 賓前 20.0 - (5.5) 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部短く外反。口唇部沈線巡る。頸部横撫で。

甕 +11 口縁部～頸部％ 3. 酸化焔、良好 指頭圧痕有り。胴部表面摩耗。

28 土師器 定内 20.0 - (9.5) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反。口唇部直立。頸部上下端強い撫で。

甕 + 12 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好 胴部横方向箆削り、内面箆撫で。

29 灰釉陶器 南西 1.灰白淡黄緑色 2. 白色細粒 頸部回転撫で、釉塗る。

長頸壺 +5 頸部 含む 3. 還元焙硬質

30 土師器 北東 3.8 (9.6) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下半斜方向箆削り、内面箆撫で。

甕 +8 胴部下～底部 3. 酸化焔良好 底部箆削り、底径小さく不安定。

31 上師器 窟内 19 2 - (15 8) 1.にぶい橙色 2. 微粒含む 口縁部短く外反、指頭圧痕有り。口唇部沈線巡る。

甕 +5 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 頸部横撫で。胴部斜方向箆削り。

9 号住居跡（写真図版135 • 162) 竃

位置 Q -128 • 129グリッド方位 E -11ー-s 
規模東西2.8m 南北3.4m やや南北に長い

壁高 40cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

位置西壁南より

規模燃焼部の位置から、焚口部には袖があったと

考えられるが、地山利用の袖でなかったため除去し

てしまった。よって焚口部は不明。 燃焼部奥行き

lm ・幅50cm ・深さ 40cm煙道部不明

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊と砂質土に褐色土を混ぜ踏み固め

ている。

掘形南東・北東隅寄りの凹凸大きい。

遺物 南よりに20~30cm大の礫がまとまって出土。
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構築燃焼部の中心は壁の延長線上にある。掘形は

長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の

焼けは弱い。
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1 暗褐色土 砂粒・小石を多く含む。

2 暗褐色土 黄色粘質土塊を多く含む。

3 明黄褐色土黄色粘質土塊。

4 褐色土 砂粒と黄色粘質土塊の混土。

鼈

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗茶褐色土

4 暗黄褐色土

5 黄褐色土

6 灰褐色土

7 黄茶色土

8 褐色土

9 茶褐色土

10 茶褐色土

わずかに焼土粒・小石・黄土色粒を含む。

わずかに焼土粒・小石・黄土色粒を含む。

焼土粒塊を多く含む。

黄土色粘土混じる。

焼土粒・黄色粘土塊混じる。

焼土粒・黄色粘土粒・黄土色粒含む。

焼土粒塊。

焼土粒・黄色粘土・灰・炭混じる。

黄色粘質土粒及び塊と焼土塊の混土。

黄色土を主として焼土・炭粒少量含む。

゜ L=83.70m 2m 
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第392図 9 号住居跡竃実測図

9 号住居出土遺物観察表

第393図 9 号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 竃前 8.6 1.紫灰色 2. 白色粒含む 漉轄整形

坪 +5 底部％ 3. 還元焔硬質 底部左回転箆削り。

2 土師器 竃内 13. 9 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +13 % 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り、体部中位未調整。

3 土師器 南東 20.3 1.橙色 2. 微細砂含む ロ縁部外反、横撫で。

甕 +2 口縁部の％ 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。
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10号住居跡（写真図版135 • 162 • 163) 

位置 N•0-129グリッド 方位 E -13ー-S 

重複 14号住居に竃煙道部を切られ、 1 号溝にも切

られている。

規模東西3.6m ·南北4.2m、南北方向に長い

壁高確認面からは 2~5 cmの深さであったが、土

層観察では40cmを測り、緩く立ち上がる。

貯蔵穴南東隅 1 辺90cm、深さ 40cmの隅丸方形を

呈する。遺物は、 20cm前後の棒状礫がまとまって出

土している。覆土上面には焼土、炭化物、灰等が混

じる。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊を含む褐色土を薄く踏み固めてい

る。

掘形東壁寄りから南壁にかけて円形土坑を多数確

一I~Vは基本土層参照

1 褐色土 As-B ·炭わずかに含

む。

2 褐色土焼土・炭粒を多く含む。

3 褐色土地山の黄褐色土塊を多く

含む。

4 褐色土炭粒を少量含む。

5 褐色土黄褐色土を多量に含む。

゜ L =84.40m 2m 

認。土坑内より須恵器椀、土師器甕の破片が出土。

遺物全面に散布している。

竃

位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅65cm • 

深さ 25cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 25cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。焚口部

右には片岩系の角礫が立てられていた。また、同様

な礫が中央やや奥壁よりに立てられ、支脚として利

用されている。火床面は床面と同レベルであり、僅

かに焼土、灰の広がりが見られる。遺物は須恵器椀

の完形品が 3 個体出土している。
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第394図 10号住居跡実測図 <l 

゜

①暗褐色土 黄色粘土塊・木炭粒・焼土

塊・小礫を含む。

②暗褐色土 黄色粘土塊・木炭粒・焼土

2m 塊·上器片・小礫含む。
③褐色土 暗褐色土と黄砂質の混り。

④褐色土 暗褐色土と黄砂質・小礫混

A
 

A' 

筐
り。

⑤褐色土 黄色砂質土を主とする。小

礫含む。

⑥暗褐色土 黄色粘土と暗褐色土の混土。

⑦黄褐色土 黄色砂質土を主とする。

第395図 10号住居跡床下実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

10号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西 12.7 4.5 3.8 1 ．灰色 2. 細砂粘土粒含む 轍櫨整形

坪 +22 ｽ 3. 酸化焙良好 底部右回転糸切り、未調整。

2 須恵器 南西 12.7 5.3 4.2 1.暗灰色 2. 細砂粒含む 轄櫨整形、腰部しぼり込まれる。

坪 +13 ｽ 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り。

3 須恵器 鼈内 14.1 5.6 5.4 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 輔輯整形、回転糸切り後

椀 % 粒含む 3. 酸化気味良好 底部高台貼り付け。

4 須恵器 南東隅 14.6 5.1 1.灰白色 2. 砂粒含む 輔輯整形、撫で。回転糸切後、高台貼付け。

椀 床直 完形 3. 還元焙軟質

5 須恵器 窟内 12.4 6.4 3 0 1.灰白色 2. 白色細粒含む 輔轄整形、歪む。底部左回転糸切り、

皿 完形 3. 還元焙硬質 高台貼り付け、変形。茎繊維圧痕有り。

6 須恵器 窟内 13.8 5.0 1. にぶい橙色 2. 細砂粘土 輔轄整形

椀 % 粒含む 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

7 須恵器 南東隅 14.1 6.2 4. 7 1. 灰褐色 2 ．細砂粒含む 輔輯整形

椀 +12 ｽ 3. 還元焔 やや軟質 底部右回転糸切り、高台貼り付け、変形。

8 須恵器 窟内 12.9 4.8 3.0 l ．灰白色 2. 細砂粒含む 輔輯整形

皿 +6 ｽ 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

, 須恵器 掘形 13.4 6.0 2.7 1.浅黄色 2. 粘土粒含む 輔鑢整形

皿 +5 ｽ 3. 酸化焔良好 底部高台貼り付け、表面摩耗。

10 須恵器 南東 12 7 3.0 3 8 1.にぶい橙色 2. 白色粒含む 輔櫨整形

坪 +2 ｽ 3. 還元焔軟質 底部右回転糸切り、未調整。

11 須恵器 中央 14.1 6.7 5.1 1.灰白色 2. 砂粒含む 轍櫨整形

椀 +16 完形 3. 還元焔やや軟質 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

12 須恵器 南東 14.1 4.6 5.5 1.灰白色 2. 砂粒粘土粒含 輔櫨整形

椀 -1 ｽ む 3. 還元焙やや軟質 底部高台貼り付け、撫で。

13 須恵器 南西 17.0 6.0 7.0 1.にぶい橙色 2. 粗砂、粘土 輔轄整形

椀 -1 高台部欠損 粒含む 3. 酸化焙 やや軟質 底部高台貼り付け、表面剥離。

14 須恵器 窟前 16.6 l ．灰褐色 2. 砂粒小石僅か 鞘櫨整形

椀 ｽ に含む 3. 還元焔良質 底部左回転糸切り、高台貼り付け痕。

15 須恵器 南東 10.2 1 ．灰色 2. 白色粒含む 胴部粘土紐造り、肩部丸く張る。

長頸壺 +4 胴体部％ 3. 還元焔硬質

16 土師器 窟前 17.8 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。

甕 +7 口縁部％ 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り。内面箆撫で。

17 土師器 南西 17 8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部短く外反。口唇部直立沈線あり。

甕 +10 口縁部％ に含む 3. 酸化焔良好 頸部上下境強い撫で。胴部上位横方向箆削り。

18 土師器 南西隅 23.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 +21 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

19 土師器 窺内 21.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反、下部強い横撫で、体部上位横箆削

甕 口縁部～胴部½ 3. 酸化焔良好 り。頸部指頭圧痕有り、横撫で。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 須恵器 覆土 19.2 1 ．灰褐色 2. 砂粒含む 口縁部内傾。口唇部頂部撫で、内傾。

羽 釜 口縁部の％ 3. 還元焔やや軟質 胴部鍔貼り付け、回転撫で。

21 須恵器 覆土 19.8 1.明赤褐灰色 2. 砂粒含む 口縁部内傾、回転撫で。

羽 釜 口縁部の％ 3. 還元焔硬質 胴部回転撫で、鍔貼り付け。

22 土師器 中央 2 6 1.灰褐色 2. 砂粒含む 胴部下端縦方向。

甕 床直 下体部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部平底小さく安定性悪い。内面箆撫で。

23 土師器 南西 2 6 1.灰褐色 2. 砂粒粘土粒含 胴部下位斜方向箆削り。内面箆撫で。

甕 +12 底部％ む 3. 酸化焙良好 底部平底、小さく安定性あり。

24 鉄製品 掘形 4.9 2 0 3 0 6. o g 板を重ねて打ち延ばしている。

25 鉄製品 掘形 4.1 0 8 4 5 4_3g 刀子茎部分？断面台形。

26 鉄製品 掘形 9.3 1 7 17 0 g 刀子峰部分に関があり、鈍角をなす。

27 須恵器 覆土 18.5 1.橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で。口唇頂部内傾、平坦。

羽 釜 底部欠損 3. 酸化焔硬質 胴部回転撫で、下半縦方向箆削り、鍔貼り付け。

28 土師器 南西 10.1 1.灰赤色 2. 粗砂粒含む 胴部下端横及び斜方向箆削り。

甕 +23 胴下部％ 3. 酸化焔硬質

11号住居跡（写真図版136 • 163 • 164 • 165 • 166) 

位置 K•L-ll8·ll9グリッド方位 N-90ー -E 

規模 北壁やや内側を水道管埋設により攪乱を受け

ている。東西6.2m 南北5.8m 方形を呈する。

壁高 55cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径 lm、深さ 35cmの円に近い隅丸

方形状を呈する。

柱穴南壁に径50cmのピットが 2 本かかって検出さ

れた。また、住居内でも同様なピットが数箇所確認

できたが、 1 辺 3mの方形に組むことができる 4 本

を主柱穴と考える。

周溝無し

床面 地山黄褐色土や砂質土や小石混じりの混土を

いれ、暗褐色土を混ぜ踏み固め貼床を作る。竃前で

は焼土、灰等の広がり見られ、他の面より堅く踏み

締められている。

掘形床面よりも 30~40cmの深さで掘り込まれてい

る。西壁やや内側よりに南壁際を通り、中央やや東

よりを南北に回る溝状の掘り込みがある。

遺物 西壁から南壁にかけて土師器坪、須恵器坪、

蓋等がまとまって出土している。
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底部平底箆削り。

竃

位置東壁中央南より

規模焚口部幅65cm、燃焼部奥行き 90cm ・幅50cm • 

深さ 75cm、煙道部長さ 70cm ・幅25cm、

煙道部への立ち上がり 25cm、斜めに立ち上がる。

構築燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、地山塊

の混土を貼り付けた袖をもつ。右袖前には30cm大の

礫を据え焚口部の補強材として利用している。火床

面は床面より 15cm程低く灰層や焼土の堆積見られ

る。火床面の下層は25cmの掘り込み見られ、焼土塊

や炭化物を含む。掘形は長方形に掘られ、内壁は垂

直に立ち上がる。壁面は焚口部から煙道部に向かい

斜方向に焼土化し焼き締まっている。煙道部は方形

の掘形をもち、側壁は垂直に立ち上がり赤茶色に焼

けている。
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第404図 11号住居跡出土遺物実測図(4)

11号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 10.2 5.0 2.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で。体部指撫で。

坪 +13 ｽ に含む 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り。

2 土師器 貯蔵穴内 11. 6 5.5 3.2 1.にぶい橙色 2. 白、黒色細 口縁部横撫で。

坪 + 1 完形 粒含む 3. 酸化焔 やや軟質 体部～底部手持ち箆削り、表面摩耗。内面窪む。

3 土師器 北西 10.5 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +6 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 貯蔵穴内 12.7 4.0 4 1 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +23 完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、内面指頭圧痕有り。
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番号
器種 出上位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 土師器 窟内 11. 7 3.0 1.橙色 2. 白黒色透明粒含 口縁部横撫で。

坪 +15 ｽ む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

6 土師器 南西 11. 9 - (3.8) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -1 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、指頭圧痕有り。

7 土師器 北西 13. 2 3.9 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で。体部指押さえ、指頭圧痕有り。

坪 +40 ｽ に含む 3. 酸化焔良好 底部やや平底、手持ち箆削り。

8 土師器 北西 13.0 3.6 1.にぶい橙色 2. 黒色細砂粒 口縁部横撫で。

坪 -2 ｽ 含む 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

, 土師器 覆土 12.5 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

10 土師器 掘形 12.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で。

坪 ｽ に含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

11 土師器 南西 10.8 3.2 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。

坪 +7 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

12 土師器 覆土 12.7 1. にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で。

坪 % に含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

13 土師器 覆土 11.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。表面摩耗。

坪 % 3. 酸化焔良好

14 土師器 覆土 13.2 1.橙色 2. 白色小石片岩粒 口縁部横撫で。体部指頭圧痕有り。弱い稜を持つ。

坪 % 多量に含む 3 ．酸化焔良好 底部平底気味、箆削り。

15 土師器 南西 13.4 4.4 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で、下方指撫で。

坪 -1 % に含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

16 土師器 南西 14 5 8.0 3.3 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒僅か 口縁部横撫で。

坪 +10 % に含む 3. 酸化焙良好 体部、底部表面摩耗、内面横撫で。

17 土師器 南西 15 6 6.0 3.0 1.橙色 2. 白 黒色細砂粒含 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +11 完形 む 3. 酸化焙良好 体部表面摩耗。

18 土師器 掘形 14.9 4 0 3 3 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。弱い稜を持つ。

坪 % 3. 酸化焙良好軟質 体部箆削り、表面摩耗。

19 須恵器 北西 15.0 3 6 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +8 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

20 土師器 北西 15 5 6 0 3 8 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。弱い稜を持つ。

坪 +6 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

21 土師器 南西 12.8 6.0 3.2 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指撫で、内面指頭圧痕有り。

坪 +26 % 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り、内面「千」線刻。

22 土師器 北西 10.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 体部下位横箆削り。

甕 +41 底部のみ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り、螺祉状暗文。

23 土師器 南東 13.0 4.0 3.9 1.明赤褐色 2. 精選 口縁部内湾、横撫で。

坪 +19 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面煤付着。

24 土師器 南西 13.2 6.0 4.1 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +13 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

25 土師器 北西 15 5 8 0 5 2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口唇部横撫で。

坪 覆土 ｽ 3. 酸化焙良好 体部箆撫で。底部手持ち箆削り。

26 土師器 南西 26 2 11. 5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

鉢 +12 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

27 須恵器 南壁 11. 4 8.0 3.0 1 ．灰色 2. 精選 輔櫨整形。体部僅かに内湾。

坪 % 3. 還元焔硬質 底部周縁部箆削り。

28 須恵器 覆土 12. 4 8.3 3.1 1.灰色 2. 白色細粒含む 鞘轄整形。体部高台との境、断面V字形の沈線巡る。

坪 % 3. 還元焙硬質 底部削り出し高台、回転箆削り。

29 須恵器 南中央 8.6 1.灰白色 2. 白色粒含む 体部箆撫で。

坪 +24 底部 3. 還元焙硬質 底部回転箆削り。

30 須恵器 北西 12 7 10.2 2.9 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部外反後、端部僅かに内湾、カエリ内屈。

蓋 +17 % 3. 還元焙良好 頂部回転箆削り。底部リング状摘まみ。

31 須恵器 覆土 12.5 10.2 2.3 1.灰白色 2. 白色透明粒含む カエリ持ち、端部折り返し。頂部回転箆削り。

蓋 完形 3. 還元焔硬質 ボタン状摘まみ。

32 須恵器 北西 18.0 15.0 3. 7 1.灰白色 2. 白色粒含む 口縁部外反、内面鋭角のカエリ持つ。体部丸味。

蓋 +7 完形 3. 還元焔良好 頂部回転箆削り。頂部ボタン状摘まみ。

33 須恵器 南西 17.2 3.2 1 ．灰白色 2. 白色透明粒含む 口縁部折り返し、端部内屈、断面三角形。

蓋 +23 % 3. 還元焔良好 体部緩く丸味。頂部回転箆削り。ボタン状摘まみ。

34 須恵器 西壁下 16 6 14.0 1 ．灰白色 2. 灰雑物含む カエリを持ち内傾。

蓋 % 3. 還元焔良好 頂部回転箆削り。

35 須恵器 北西 14 8 12.0 1.灰白色 2. 白色粒含む 端部僅かに外反、カエリ持つ。

蓋 +7 % 3. 還元焙良好 頂部回転箆削り。

36 土師器 北西 10.0 5.0 9.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、肥厚。球形胴部、横方向箆削り、

小型甕 + 1 ｽ 3. 酸化焔良好 内面箆撫で。丸底。

37 土師器 覆土 1 ．橙色 2. 微細砂粒含む 胴部横方向箆削り、下半左下りの箆削り。

台坪甕 底部～下体部½ 3. 酸化焔良好 底部脚部回転撫で。

38 土師器 北東 23.8 1.にぶい橙色 2. 微細砂含む 口縁部横撫で。

甕 -1 口縁部～上体部％ 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り、内面剥離。

39 土師器 覆土 9.0 2.9 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 底部指頭圧痕有り、横撫で、内面箆撫で。

台付甕 % 3. 酸化焔良好

40 土師器 西壁下 21 5 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。

甕 口縁部の％ 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。

41 土師器 北西 21.1 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 +8 口縁部の％ 3. 酸化焙良好 胴部上位斜方向箆削り、内面箆撫で。

42 土師器 掘形 22.7 l ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、大きく外反。

甕 +14 口縁上体部の％ 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り。

43 土師器 北西 25.8 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で、歪み顕著。

甕 +7 口縁上体部の％ 粒含む 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り、内面箆撫で。

44 ガラス玉 南西床直 0.6 1.1 1.5 1. 36g 算盤玉状を呈し、上・下 6 面カット。
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第 3 節 III 区検出の遺構と遺物

12号住居跡（写真図版137 • 166) 

位置

重複 北壁で13号住居を切る。 また住居中央から北

西隅のみの調査で残りは調査区外のため未調査。

規模

壁高 60cm前後 垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 不明 柱穴 不明 周溝

床面 掘形面に地山混土塊を入れ、上面に褐色土を

貼り踏み固めている。

掘形 床面より 30cm深く掘り込まれ、中央に向かい

徐々に深くなる。

遺物

J • K -118 • 119グリッド

南北約3.6m その他不明

土師器坪、甕が出土している。

竃

無し

不明

I~IVは基本土層参照

1 褐色土 黄色粘質土及び砂粒を含む。

2 褐色土 粘質土及び砂質土を多く含む。

3 褐色土 黄色粘質土・砂粒及び暗褐色粘質土塊を含む。
4 暗褐色土 黄色粘質土塊と砂粒を含む。

5 褐色土 黄色砂粒を多量に含む。貼り床。

6 暗褐色土 5 層に暗褐色粘質土を多鼠に含む。

7 暗褐色土 暗褐色土と黄色粘質土の混土。

8 暗褐色土 黄色粘質土・砂粒塊を多量に含む。
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12号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 15.0 3 5 

坪 % 

2 土師器 覆土 12.0 ~ (3 3) 

坪 口縁部～底部％

3 土師器 覆土 12 4 

坪 % 

4 土師器 北西 22 0 - (3 5) 

坪 +3 口縁部～肩部％

5 土師器 覆土 13.0 - (3.5) 

坪 口縁部～底部小片

6 土師器 北西 12.4 - (3.5) 

坪 +20 % 

7 土師器 覆土 12.4 3 5 

坪 口縁部～底部％

8 土師器 南西 14.0 4 5 

坪 +14 % 

, 土師器 掘形 12.0 - (2.9) 

坪 % 

10 土師器 覆土 10 0 - (5 0) 

坪 % 

11 土師器 覆土 12 0 - (3.1) 

杯 % 

12 土師器 南西 (4.2) ~ 

甕 +35 底部％

13 土師器 北西 22.0 

甕 +9 口縁部～胴部上位

14 土師器 覆土 22.0 

甕

13号住居跡（写真図版137 • 166 • 167) 

位置 K-119グリッド

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴

1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内面撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部内傾、横撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

1.明赤褐色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焙良好 体部～底部クレーター状に小さな窪み多数ある。

1. 橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

1.橙色 2. 細砂黒色細粒含 口縁部横撫で。

む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

1 ．橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

1.橙色 2. 細砂粒黒色細粒 口縁部横撫で。

含む 3. 酸化焔良好 体部～底部表面かなり摩滅。

1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

1.橙色 2. 黒色細粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

1.黒褐色 2. 微細砂含む 胴部下端斜方向箆削り。

3. 酸化焔良好 底部平底、小さい箆削り。

1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好 胴部上半斜方向箆削り。

1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

貯蔵穴不明 柱穴無し 周溝無し

重複 12号住居に南壁を切られている。また東半分

は調査区外のため未調査。

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。また北西隅寄り床面直上に焼土、灰、炭化物の

まとまりがある。

規模不明

壁高 60cm前後壁面は崩落しており、段を持ち斜

めに立ち上がる。
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掘形 北壁よりが不定型に掘り込まれている。

遺物土師器甕片出土。
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I • II は基本土層参照

1 暗褐色土 黄色土塊・小石・砂質土塊を含む。

2 褐色土 炭・焼土粒を少量含む。やや粘質。

3 黄褐色土 黄色土塊と砂質を多籠に含む。

3' 黄土色土 3 層に比べ黄色粘土塊多く含む。

4 褐色土 暗褐色土塊を多く含む。

5 褐色土 黄色粘質土塊と炭粒を全体に多輩に含む。

5' 黄土色土 5 層と含有物は同じであるが、炭粒を多量

に含む。
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13号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 6 4 1.灰色 2. 白色細粒含む 輔輔整形。体部腰部丸味もつ。

椀 胴部～底部 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、高台張り付け後横撫で。

2 土師器 北西 9.0 - (2.7) 1 ．橙色 2. やや白 黒色細粒 口縁部横撫で。

坪 +10 口縁部小片 含む 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

3 土師器 掘形 - (10.6) - 1.灰褐色 2 ．精選 口縁部回転撫で。

台付甕 脚小片 3. 還元焔良好

4 土師器 覆土 11 0 1.橙色 2. 細砂含む 口唇部横撫で。

坪 口縁部片 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り、表面摩耗。

5 土師器 中央 12.0 2.5 l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内面撫で。

坪 +3 口縁部小片 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り。

6 土師器 北西 12.4 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +10 口縁部小片 3. 酸化焔良好 体部～底部箆削り、表面摩耗。

7 土師器 覆土 12.0 1.橙色 2. 白 黒色透明細粒 口縁部横撫で。

坪 口縁部小片 含む 3. 酸化焙良好 体部～底部箆削り。
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•'-

第409図

II ► 
14号住居跡（写真図版167)

位置

重複

査を行い％は調査区外のため末調査。

規模

壁高

N-129グリッド

10号住居の竃煙道部を切る。北西隅のみの調

不明

壁高 5 cmを残すのみであるが、壁面では45cm

前後の壁高が確認できる。

貯蔵穴 不明 柱穴 不明 周溝

床面

掘形

黄褐色砂質土に暗褐色土混じりの土。

全体的にはフラットな面であるが、幾つか浅

口
い小ピットがある。

II 乏

L =83.90m 

遺物

竃

灰釉陶器椀と羽釜出土。

不明

゜ 2m 

14号住居跡実測図

I~V は基本土層参照

1 褐色土 砂粒・焼土・炭粒．少量含む。

2 褐色土 黄色土塊を多く含む。

3 暗褐色土黄色土塊混じり。

4 黄褐色土褐色土塊含む。

三］三／ ／／＝ニニロで竺ニニュここ 2

口 ¥, 1 3 

—— 

二 :1 4 

゜ I • 2 • 4 10cm 
20cm 

第410図 14号住居跡出土遺物実測図

14号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 表土 13 2 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、内面指頭圧痕有り

坪 % 3. 酸化焙良好 底部箆削り。

2 須恵器 表土 1.褐灰色 2. 白色粒含む 頂部回転箆削り。

蓋 摘まみ部～肩片 3. 還元焙硬質 摘まみ円盤貼り付け。

3 須恵器 南西 22.2 1. 褐灰色 2. 砂粒粘土粒含 口唇部平坦面、鍔貼り付け。

羽 釜 +l 口縁部％ む 3. 酸化焙良好 胴部回転撫で、燻焼成。

4 灰釉陶器 西壁 17.6 1.灰白色 2. 白色粒含む 観櫨整形、漬け掛け。

椀 -1 ｽ 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り、高台貼り付け撫で。
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15号住居跡（写真図版137 • 167) 

位置 N-129グリッド 方位 E-15°- S 

重複南西部分で17号住居を切っている。また、北

西隅は調査区外のため未調査。

規模東西2.6m 南北3.4m やや南北に長い。

壁高 20cm前後

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊含む褐色土、締まり弱い。

掘形 中央北寄りに径90cm、深さ 18cmの規模を持つ

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

円形の土坑を検出した。

遺物 竃前より羽釜が出土している。

竃

位置東壁南より

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅20cm • 

深さ 15cm 煙道部不明

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部に地山掘り残し

の袖をもつ。火床面は床面と同レベルであり、僅か

に焼土、灰の広がりが見られる。

一
祠

゜ L =83.90m 

A' 

2 :  一手＝＝—

叫

叫

1 褐色土小石・細砂混じり。

2 褐色土黄色細砂混じり。

3 褐色土黄土色粒含む。

竃

l 褐色土 炭・焼土粒混じり、黄色細砂混じり。

2 褐色土炭・焼土粒を僅かに含む。

3 褐色土黄色細砂混じり。

4 暗褐色土焼土粒僅かに含む。

第411図 15号住居跡実測図
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第412図 15号住居跡鼈実測図
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゜
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20cm 

第413図 15号住居跡出土遺物実測図（1)
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第414図 15号住居跡出土遺物実測図（2)

15号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 鼈前 11.0 l ．橙色 2. 白色透明粒小石 口縁部短く、頂部撫で、平坦面。

羽 釜 +4 % 含む 3. 還元焔良好 胴部鍔貼り付け、上位回転撫で。

2 須恵器 鼈内 22.0 l ．にぶい橙色 2. 白色透明細 口縁部撫で、頂部撫で、内傾、内面煤付着。

羽 釜 +10 口縁部小片 粒僅かに含む 3. 還元焔硬質 胴部上位回転撫で、鍔貼り付け。

3 須恵器 鼈前 12.0 1. にぶい橙色 2. 精選 頂部撫で、内傾。

羽 釜 +4 % 3. 還元焔良好 胴部回転撫で、鍔貼り付け。

4 須恵器 鼈内 (7.6) - 1 ．にぶい黄橙色 2. 白色透 胴部下位斜方向箆削り。

羽 釜 +2 ｽ 明細粒小石含む 3. 還元焔 底部平底無調整。

2
 

ー

3
 

A
-7. 

A' 

L ~83.60m 

第415図 16号住居跡実測図

l 暗褐色土 地山の黄色土粒と炭粒を少量含む。 // 

2 暗褐色土 黄色上塊を多く含む。

3 暗褐色土 地山の黄色土小塊と炭粒を少最含む。

16号住居跡（写真図版138 • 167) 

位置 P • Q -123グリッド

重複住居西半分を風倒木により壊されている。

規模南北3.2m 隅丸方形状を呈する。

壁高 15cm前後緩く立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面黄褐色土塊混じりの褐色土を踏み固めてい

る。

掘形 レンズ状に掘り込まれている。

遺物 須恵器長頸壺の頸部や土師器甕破片出土。
2m 
竃不明

‘‘、 3 (1/3) 
ヽ

汀
汀
日
1
1

ヽヽ

゜ 1 • 2 20cm 

第416図 16号住居跡出土遺物実測図
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16号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 (21.0) - 1.黒褐色 2. 粗砂含む 口縁部短く立つ。口唇部平坦、鍔貼り付け。

羽 釜 口縁部片 3. 酸化焙良好 胴部回転撫で、燻焼成、内面煤付着。

2 須恵器 覆土 (9.0) - 1.褐灰色 2. 白色粒含む 胴部下端箆撫で。

甕 底部％ 3. 還元焙硬質 底部未調整。

3 須恵器 北西 (10.0) - 1.褐灰色 2. 白色粒含む 口唇部受け口状を呈し、沈線巡る。

長頸壺 口縁部～頸部まで 3. 還元焔硬質

—/ 1 

3"' 

A' 

` 
7A  

17号住居跡（写真図版138 • 167) 

位置 S -129 • 130グリッド

重複 15号住居により切られている。北西部分は調

査区外のため未調査。

規模東西2.6m 南北3.4m 南北方向に長い。

壁高 50cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色砂質土を堅く踏み固めている。

掘形全体的にはフラットな面に仕上げられてい

る。

L=83.80m 2m 

第417図 17号住居跡実測図

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅40cm • 

深さ 25cm 煙道部長さ l.lm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 20cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。火床面は床面と同レベルであり焼土、灰の堆

積見られる。掘形は長方形を呈し、側壁は垂直に立

ち上がる。壁面の焼けは弱い。煙道部は水平方向に

伸び、壁面は垂直に立ち上がる。

遺物 竃周辺に土師器坪、甕出土。

I~III基本土層参照

1 暗褐色土 黄粘土塊をまばらに含む。

2 暗褐色土 黄粘土塊がまばらに混る。土師器破片も含まれる。

3 暗褐色土 黄粘土塊がまばらに混る。

4 暗褐色土黄粘土塊を含む。

5 暗褐色土黄粘土塊を含む。

ニニ□三 1

゜ 10cm 
20cm 

第418図 17号住居跡出土遺物実測因（1)
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b

一
b' 

8 5 

゜

ー／三
L =83.60m lm 

第419図 17号住居跡鼈実測図

□□3 ー／4

1 暗褐色土 黄色土粒少誠含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・小塊を多く含む。

3 黄褐色土 熱を受けて焼けている。

4 黄褐色土焼土塊・炭粒・灰を多最に

含む。

黄色土塊。

焼土塊を多量に含む。

黄色土塊。

焼土・炭・灰を多量に含む。

黄色土粒・塊を多星に含む。

黄色土塊と褐色土の混土。

砂質土を含む。

明黄色砂質土。

5 黄色土

6 茶褐色土

7 黄色土

8 茶褐色土

9 褐色土

10 暗褐色土

11 暗褐色土

12 明黄色土

□5 

第420図 17号住居跡出土遺物実測図(2)

17号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 14.0 1. 褐灰色 2. 粗砂含む 輔櫨整形。

蓋 % 3. 還元焙良好 頂部回転箆削り。頂部丸みをもつ。

2 土師器 窪内 (15.0) 6 0 15.5 1.にぶい赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。頸部くの字屈曲撫で。胴部上

甕 -5 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 半斜方向箆削り、下半横に近い斜方向箆削り。

3 土師器 南西 11. 4 1. 橙色 2. 粗砂僅かに含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 床直 ｽ 3. 酸化焔良好 体部箆削り。

4 土師器 南東 18.0 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部撫で、稜を持つ。

坪 -3 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部表面摩耗。

5 土師器 南西 12.2 4.0 1.橙色 2. 微細砂含む 口縁部横撫で、僅かに稜を持つ。

坪 +l ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部箆削り。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

18号住居跡（写真図版138 • 167 • 168) 

位置 K-120 • 121グリッド

規模 北西隅のみ調査。他は調査区外のため未調査。

壁高 60cm前後斜めに立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴不明 周溝無し

床面 暗褐色土、黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏

み固めている。

掘形床面より 20cm低く、レンズ状に掘り込まれる。

遺物 土師器坪が浮いた状態で出土。

竃不明

I~IVは基本土層参照

1 褐色土 遺物を含む。

2 黄褐色土 黄色土及び砂質土を多量に含む。

3 暗褐色土 暗褐色土塊をやや多く含む。

4 暗褐色土 黄色土小塊•砂粒・暗褐色土小塊を少量含む。

5 暗褐色土 暗褐色土塊を多械に含む。

6 褐色土 褐色土を多量と黄色土小塊と砂粒を含む。

7 暗褐色土 暗褐色土塊・黄色土小塊の混土。

8 黄褐色土 黄色土塊・砂質土を多量に含む。
/ 

/ 

‘‘ 、

゜ L =83.40m 2m 

第421図 18号住居跡実測図 ペ
こl
こ4

---]6  

゜ l ~6 10cm 
7 

□□□/2 

ーー： 5

7
 

/\‘ 
言3

20cm 

第422図 18号住居跡出土遺物実測図

18号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 10.0 3.6 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +48 ｽ 3. 酸化焔良好 底部内面平坦に仕上げる。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 土師器 覆土 12.0 3.2 1.にぶい橙色 2. 微細砂粒含 口縁部横撫で。

坪 ｽ む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り

3 土師器 北西 11.8 3.5 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で。口唇部内屈。

坪 +34 ほぼ完形 粒含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面X線刻。

4 土師器 北西 11. 0 - (3.0) 1.橙色 2. 白色黒色細粒含 口縁部横撫で。

坪 +49 % む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り

5 土師器 覆土 11. 0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。

小型甕 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

6 土師器 覆土 10.0 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部～頸部横撫で。

小型甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横箆削り。

7 土師器 北西 24.0 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 口縁部横撫で、接合痕、指頭圧痕有り。

甕 +56 口縁部～肩部X 3. 酸化焔良好 胸部移行部分、縦方向箆削り後横方向箆削り。

19号住居跡

調査時点では竃のみの調査と考えていたが、他の住

居と比較して、竃煙出し部内からの炭化物の出土や

焼土の確認状況など異なる点が多く、住居とは認定

できないが、検出状況は以下の通りである。

位置

重複

K-120グリッド

7 号土坑を切る。

ぶ＼
て

18号住居

ふ

規模 竃の煙道部のみの調査。他の部分は調査区外

のため未調査。

竃状部分の規模は確認長1.3m ・幅50cm、煙出し部

25 X 30cmの長方形を呈し、深さ 15cmを測り、垂直に

立ち上がる。壁面は赤茶色に焼土化している。内面

には焼土塊のレンズ状堆積が見られ、底面には炭化

物の堆積見られる。

、
e

叫

I
 ゜ L =83.30m lm 

b_ 
b' 

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

茶褐色土

暗褐色土

砂粒を少鼠含む。

焼土・炭少量含む。

焼土・炭を多く含。

炭粒少腿含む。

焼土の塊。

焼土・炭粒を多く

含む。

7

8

 

0

1

 

l

1

 

, 
茶褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黒色土

褐色土

焼土塊多く含む。

黄色土粒•砂粒少

鼠含む。

炭粒を多く含む。

炭化物の純層

褐色土に焼土・炭

粒を多量に含む。

第423図 19号住居跡鼈実測図
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20号住居跡（写真図版139 • 168) 

位置

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

0 • P -130 • 131グリッド方位

東西2.9m

45cm前後

無し

南北2.2m

ほぼ垂直に立ち上がる。

柱穴 無し

N-88ー -E 

東西方向に長い

周溝 無し

黄褐色土塊混じりの褐色土を踏み固めてい

る。

南西隅部に浅い掘り込み見られる程度で、全

体的にはフラットな面に仕上げられている。

円礫や棒状礫出土。北壁中央に土師器坪出土。

第424図

L =83.80m 2m 

20号住居跡実測図

1

2

3

4

5

 

淡暗褐色土

淡暗褐色土

淡黄褐色土

淡黄褐色土

淡褐色土

置
模

竃
位
規

小円礫をまばらに含む。

黄褐色の塊を少量含む。

淡黄褐色の含有旦が多い。

淡黄褐色土粒含む。

地山淡褐色の塊を含む。

東壁中央南より

焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅45cm • 

深さ 50cm 煙道部長さ lm ・幅15cm

｀べ 1
è 

b
 

垂直方向よりやや開い

叶

煙道部への立ち上がり 35cm

て立ち上がる。

構築 燃焼部は壁外にあり、僅かに焚口部に地山掘

り残した部分がある。火床面は床面より僅かに低く、

灰層の堆積見られる。 また、覆土中には地山黄褐色

土主体の層があり、天井部分の崩落土と考えられる。

掘形は長方形に掘られ、壁面は垂直に立ち上

がる。壁面の焼けは、奥壁煙道口部分の焼け

が強く、淡い赤茶色に変色している。煙道部

は水平方向に伸び、煙出し部は垂直に立ち上

がる。掘形は方形に掘られ、壁面は垂直に立

ち上がる。壁面の焼けは弱い。

゜ L =83.80m lm 

IV~V は基本土層参照

1~3 は住居覆土参照

4 淡黄褐色土 黄褐色砂質土の塊。

4' 淡黄褐色土黒褐色気味。

5 黒褐色土 炭化物・灰・焼土

粒が混在する。

黄褐色土中に焼

土・灰が混在する。

暗褐色土と黄褐色

土と混合層。

小礫を含む。

6
 
黄褐色土

暗褐色土

7' 暗黄褐色土

第425図 20号住居跡鼈実測図
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7
 第426図 20局住居跡出土遺物実測図

20号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 12.0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +22 % 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

2 土師器 北西 12.0 3.0 1.橙色 2. 微細粒含む 口縁部横撫で。

坪 +2 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り

3 土師器 北西 14.0 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +2 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

4 土師器 北西 16.0 3.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +6 % 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で、 X字線刻。

5 土師器 北東 15 4 3 5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 口縁部横撫で、稜を持つ。

坪 +20 % に含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

6 土師器 中央 12.2 - (3.6) 1,にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +22 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

7 須恵器 北東 7 0 1.黒褐色 2. 砂粒含む 底部高台部貼り付け、撫で。

椀 +18 底部のみ 3. 還元焙良好

21号住居跡（写真図版139 • 168) 

位置Q -130 • 131グリッド 方位 N- 9ー -E 

規模東西3.2m 南北3.2m 方形を呈する。

壁高 70cm前後緩く立ち上がる。部分的に壁面の

崩落見られる。
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貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 掘形面に暗褐色土を薄く踏み固めている。

掘形全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物土師器坪、甕の破片出土。
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規 西壁南より

焚口部幅40cm

cm ・深さ 90cm

構築

燃焼部奥行き 60cm ・幅50

2m 

煙道部長さ 90cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 28cm 垂直に立ち上がる。

燃焼部中心は壁の延長線上にある。住居

内には地山粘質土の混土を貼付けた袖もつ。火

床面は床面より 18cm程低く、灰層の堆積見られ

る。灰層上には下面が赤茶色に焼けた黄褐色土

が堆積しており、天井部の崩落したものである。

掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上が

る。壁面の焼けは、煙道部に向かい赤茶色に焼

けている。煙道部は水平方向に伸び、煙出し部

で垂直に立ち上がる。掘形は方形を呈し、天井

部には焼土が残り使用当時のままで検出した。

壁面の焼けは底面を除き全面淡い赤茶色に変色

している。

第427図 21号住居跡実測図
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暗褐色土
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暗褐色土

暗褐色土
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円礫を均ーに含んでいる。

黄褐色土塊・小円礫を含む。

暗褐色土塊を含む。

淡黄褐色土主体。

小礫を含んでいる。

粘性強い。

黄褐色土・焼土混入。
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第428図

l~3 は住居覆土と同層

4 暗褐色土黄色土塊混じり。

5 暗褐色土黄色土塊を含む。

5' 暗褐色土

6 赤橙褐色土

7 黒褐色

8 暗褐色土

9 暗褐色土

焼土。

地山？

10 黄褐色土粘質土。

10' 淡黄褐色土粘質土。

11 赤褐色土焼土。

12 暗褐色土

13 暗褐色土

14 暗褐色土

15 暗褐色土

16 暗褐色土

8 層に似る。

②
 

鼈袖土層

① 黄白色土

混じり。

淡褐色土黄白色微

砂塊・焼土粒を含む。

黄白色土粘土層。③
 

暗褐色土

焼土塊混じり。

21号住居跡鼈実測図
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第429図 21号住居跡出土遺物実測図

21号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 10.0 1 ．灰褐色 2. 白色細粒含む 頂部回転箆削り。

蓋 % 3. 還元焔硬質 内面カエリやや丸味。

2 土師器 覆土 9.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 ロ縁部小片 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り

3 土師器 南西 11.2 3.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部内傾、横撫で。

坪 床直 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り

4 土師器 南西 12.6 - (4 0) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部内湾、横撫で。

坪 床直 % 3. 酸化烙良好 体部～底部手持ち箆削り

5 土師器 中央 14. 4 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -3 ロ縁部小片 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り

6 土師器 竃内 13.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部％ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、表面摩耗。

7 土師器 竃内 15 0 - (3.5) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

8 土師器 竃内 16.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 ~15 口縁部小片 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

22号住居跡（写真図版139 • 168 • 169 • 170) る。壁際は部分的に地山黄褐色土露出している。竃

前には焼土と黄白色土の混土の広がりが見られる。

これらは竃崩落による構築材の残骸である。

位置 R-130 • 131 グリッド 方位 N-90°-E 

規模東西3.6m 南北3.2m 方形状を呈する。

壁高 25cm前後僅かに傾き立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径60cm、深さ 30cmの規模を持ち、

円形を呈する。また、竃左袖脇に壁を掘り込む径40

cm、深さ（壁面） 50cmの規模を持ち、楕円形を呈す

る。

柱穴無し 周溝無し

床面黄褐色土塊を含む暗褐色土を踏み固めてい

354 

掘形 中央部に長辺1.4m、短辺0.8m、深さ 27cmの隅

丸長方形の土坑に、径70cm前後の楕円形の土坑が絡

む。各土坑内からは、羽釜や土師器甕片出土。また、

覆土中には炭化物が混じる。

遺物 全体に土器破片散乱している。特に羽釜の破

片が多く出土している。
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暗褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土
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模

竃
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規

深さ 30cm

構築

第432図 22号住居跡床下実測医

東壁南より

焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅40cm • 

煙道部長さ 45cm ・幅18cm

2m 煙道部への立ち上がりは緩やかに立ち上がる。

燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、焚口部

に僅かに地山を掘り残した袖を持つ。左袖部分には、

補強材として偏平礫が立てられている。 また、奥に

22号住居跡実測図

は大礫が立てられ、板状礫が横倒しの状態で設置さ

れている。燃焼部火床面は床面と同レベルであり、

灰層の堆積見られる。
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暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗茶褐色土

灰黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

焼土含む。

焼土含む。
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叫
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d_ 
旦

細砂含む。

゜

焼土多鼠―万：三三［
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第 1 貯蔵穴

1 黄褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

第 2 貯蔵穴

① 暗褐色土

② 暗褐色土

③ 暗褐色土

④ 暗褐色土

焼土・小礫含む。

木炭・焼土粒含む。

黄褐色土含む。

⑤
⑥
⑦
⑧
 

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土を多祉に含む。

焼土・灰を多旦に含む。

砂質土混じり。

褐色土混じり。

第431図 22号住居跡鼈実測図
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 11 5 3.7 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指押さえ、内面指頭圧痕有り。

坪 +24 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

2 土師器 中央 10 5 3.3 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。内面撫で。

坪 +19 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

3 須恵器 南西隅 10 8 4.2 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部外反、輔櫨整形。

坪 +9 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

4 土師器 北東 12.8 4.4 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輔輯整形。

坪 口縁部の％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

5 須恵器 中央 13.5 8.4 4.9 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。

椀 -10 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

6 須恵器 南東隅 12.6 6.0 4.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 鞘輯整形。全体に歪みあり。

椀 +14 ほぽ完形 3. 酸化焙良好 底部高台部貼り付け、撫で雑、内面渦巻き状突起。

7 須恵器 中央 12 7 5.3 4.6 1.にぶい褐色 2. 細砂粘土 轍櫨整形。

椀 +5 口縁部～底部％ 粒含む 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

8 須恵器 南東隅 12 5 6.2 (5 2) 1. 灰白色 2. 小石 白色細粒 輔櫨整形。

椀 -6 % 含む 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、高台部貼り付け？撫で、歪み有り。

, 須恵器 窟袖 12.3 6.0 4.2 1.浅黄橙色 2. 砂粒含む 輔轄整形、器肉厚い。

坪 -30 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

10 須恵器 覆土 13.8 6.0 4.2 1.黒褐色 2. 砂粒含む 輔櫨整形。

坪 ほぽ完形 3. 酸化焙良好 底部右回転糸切り。

11 須恵器 北西 10.3 5.0 4.0 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 轄轄整形。

坪 +7 完形 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り痕、粘土瘤内面にあり。

12 須恵器 笥前 12 8 6.2 4.4 1.橙色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形。

椀 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り高台部貼り付け、丸味をもち雑。

13 須恵器 南東隅 13.0 6.1 4.0 1.灰褐色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。口唇部指押さえによる、片口状窪み有り。

椀 + 1 完形 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で雑

14 須恵器 貯蔵穴内 13 1 6 0 4.6 1.灰白色 2. 細砂粒含む 難櫨整形、タール状付着物。底部回転糸切り、

椀 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 高台部貼り付け、高台部偏平に崩れる。

15 土師器 南西 10.5 (6.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下半斜方向箆削り。

甕 +5 底部～胴部下％ 3. 酸化焔良好 底部箆撫で、高台部貼り付け、撫で。

16 土師器 南東 11.4 - (4 4) 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。頸部指押さえ。

甕 +7 口縁部～頸部小片 3. 酸化烙良好 胴部上位横箆削り。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

17 土師器 北東 14.0 - (5.6) 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部～頸部横撫で。口唇部直立し、沈線巡る。

甕 +17 口縁部～頸部下小 む 3. 酸化焙良好 頸部指頭圧痕有り。胴部上位横方向箆削り。

片

18 灰釉陶器 北東 6.3 (2.5) 1.灰白色 2. 精選緻密 底部高台貼り付け、端部内湾、切り離し後撫で消し

椀 +8 底部のみ 3. 還元焔硬質

19 土師器 中央 2.8 (8.0) 1.にぶい橙色 2. 微細砂含む 胴部下半斜～縦方向箆削り。

甕 -31 胴部下～底部 3. 酸化焔良好 底部尖底状の平底。

20 土師器 貯蔵穴 (2. 9)(6 0) 1 ．褐灰色 2. 細砂粒含む 胴部斜方向箆削り。

甕 +21 胴部下～底部 3. 酸化焔良好 小さな底部。

21 須恵器 南東 21.0 - (1 7. 7) 1.暗灰黄色 2. 細砂粒含む 頂部平坦面、内傾。

羽 釜 +19 口縁部～胴部％ 3. 還元焔硬質 鍔部貼り付け、回転撫で、口縁部内湾。

22 須恵器 中央 10.2 - (6.5) 1.灰黄褐色 2. 細砂粒含む 口唇頂部平坦面やや内傾。

羽 釜 +2 口縁部～胴部小片 3. 還元焔硬質 鍔部貼り付け、回転、口縁部内湾。

23 須恵器 北西 20.0 - (6.5) 1.黄灰色 2. 粗砂含む 口唇頂部内傾、横撫で。

羽 釜 +20 口縁部～鍔下部 3. 還元焔硬質 胴部貼り付け、口縁部内湾。

24 須恵器 中央 23.0 - (10.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口唇頂部平坦面。

羽 釜 +3 口縁部～胴部小片 3. 酸化焔良好 鍔部貼り付け、回転撫で、口縁部内湾。

25 須恵器 南西隅 25.0 ~ (9.5) 1. くすんだ灰白色 2. 細砂粒 口唇頂部撫で、僅かに凹面。口縁部内湾

羽 釜 +27 ロ縁部～胴部小片 含む 3. 還元焔硬質 鍔部貼り付け、回転撫で。

26 須恵器 中央 20.0 - (12.4) 1.灰白色 2. 白色粗砂含む 口唇頂部平坦面僅かに内傾。

羽 釜 +15 口縁部～胴部小片 3. 還元焔硬質 鍔部貼り付け、回転撫で。

27 須恵器 中央 22.0 ~ (2.4) 1.浅黄色 2. 白色粗粒含む 口唇頂部平坦内傾、口縁部内湾。鍔部貼り付け。

羽 釜 +50 口縁部～胴部％ 3. 還元焙硬質 胴部下位縦及び、箆削り又は箆撫で。

28 須恵器 南西 20.0 ~ (12.8) 1. にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口唇頂部平坦面。

羽 釜 +56 口縁部～胴部上半 3. 酸化焔良好 胴部鍔貼り付け、回転撫で、下半縦箆削り。

29 須恵器 中央 22.8 - (10.5) 1.灰白色 2. 細砂粘土粒含 口唇頂部平坦面内傾。

羽 釜 +2 口縁部～鍔部下½ む 3. 還元焔硬質 鍔部貼り付け、回転撫で、内湾。

30 須恵器 中央 1 ．褐灰色 2. 細砂粒含む 胴部回転横撫で、下半縦方向箆削り。

羽 釜 +ll 胴部％ 3. 酸化焔良好

31 須恵器 中央 (6.0) (9. 7) 1.灰白 2. 粗砂粒含む 外面箆撫で、内面紐造り痕。

羽 釜 +48 胴部～底部小片 3. 酸化焔良好 底部未調整。

32 須恵器 中央 6.8 (5 4) 1.灰色 2. 細砂粒含む 胴部下位箆撫で。

羽 釜 +56 底部 3. 還元焙硬質 底部未調整。

33 須恵器 南西 6.0 (5.8) 1. 灰褐色 2. 砂粒含む 胴部回転撫で、紐造り。

羽 釜 床直 胴部～底部 3. 酸化焔良好 底部平底未調整。

34 須恵器 南壁隅 14.3 - (4.5) 1. にぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反、頸部撫で。

甕 +20 口縁部～頸部½ 3. 酸化焙硬質 胴部回転撫で。器肉厚い。
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、ミ ~`I

~1 
I~IVは基本土層参照

1 暗褐色土 黄粘土塊・土器片も含む。

2 暗褐色土 黄粘土塊を多く含む。

3 黄褐色土 黄粘土塊と暗褐色の混土。

4 黒褐色土 第 5 層に似るがやや黒色が強い。

5 黄褐色土 黄粘土塊を主とし暗褐色土を少量含む。
6 黄褐色土黄粘土。

゜
.,:I 

゜ L =84.00m 2m 

第436図 23号住居跡実測図

暗褐色土 黄褐色粘土塊を少量含む。
2 暗褐色土 黄褐色粘土塊を含む。

3 暗褐色土焼土塊ほんの少量含む。

4 暗褐色土焼土塊・木炭粒少量含む。

5 暗褐色土 黄褐色粘土塊・木炭の粒含む。

23号住居跡（写真図版140)

位置 S •T-130•131グリッド方位 N-84ー -E 

規模 北西半分は調査区外にあるため、未調査。

南壁確認長3.6m 東壁確認長3.3m

壁高 35cm前後僅かに傾き立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面暗褐色土を薄く踏み固めている。

掘形 円形や不正円形の浅い掘り混み見られる。

遺物 小礫が数点見られる程度であった。

、
e `

B
 

"'I 
b_ b' 

゜ L ~83.90m lm 

竃

位置東壁南

規模焚口部幅60cm 燃焼部奥行き 60cm • 

幅40cm ・深さ 45cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 35cm 垂直に立ち上

がる。

構築燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、

焚口部に地山掘り残しの袖を持つ。火床面

は床面より僅かに低い。焼土や灰層は粒子

状に見られる程度である。掘形は方形状を

呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼

けは弱い。

第437図 23号住居跡竃実測図
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位置 O• P-131 ・ 132グリッド方位 E -llー-s 
規模東西2.7m 南北3.9m 南北方向に長い

壁高 10cm前後僅かに傾き立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 小礫を含む暗褐色土を堅く踏み固めている。

掘形 中央部に長辺1.6m、短辺0.9m、深さ 10cmの規

その他にも不定

型の掘り込み見られる。
~ 
遺物羽釜破片が散乱している。

<r:lr"' 
1 淡暗褐色土 少星の淡黄褐色弱粘性砂質塊・円礫を含む。

2 淡暗褐色土 第 1 層に似るが、地山淡黄褐色弱粘性砂質塊

の量がやや多い。

3 淡暗褐色土小礫を多量に含む。

4 淡暗褐色土 淡黄褐色細砂質塊を含む。

゜ L =83.BOm 2m 

第438図 24号住居跡実測図

一

`
E
 

b_ 

b' 

二 L =83.80m 

` ~ 1 

"'I 

竃

位置東壁南隅寄り

規模 焚口部幅50cm 燃焼部奥行き Im・幅35cm• 深

さ 15cm 煙道部不明

構築燃焼部は壁外にあり、僅かに地山掘り残しの

袖を持つ。火床面は床面より僅かに低く、焼土塊僅

かに見られる。
lm 

1 住居跡の覆土

2 住居跡の覆土

3 暗褐色土 淡黄褐色砂質土・焼土の小塊を多く含む。

4 淡褐色土 淡黄褐色土粒子を多量に含む。

第439図

\\」di/
゜

三］3-一
ヽI • 3 20cm // 3 

第440図 24号住居跡出土遺物実測図

361 



第 II章上栗須遺跡

24号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 (6.0) - 1 ．にぶい橙色 2. 透明粘土 胴部下位撫で。

羽 釜 破片 粒含む 3. 酸化焔良好 底部平底。

2 須恵器 中央 1.にぶい橙色 2 ．央雑物含む 口縁部直立、頂部平坦横撫で。

羽 釜 床直 口縁部小片 3. 酸化焔良好 鍔部貼り付け。

3 須恵器 中央 16.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部短く立ち上がり、頂部撫で内傾、平坦。

羽 釜 床直 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好

25号住居跡（写真図版140 • 171) 

位置Q -132グリッド 方位 E-11°- s 

規模東西4.2m、南北3.7m、やや東西に長い。

壁高 45cm前後斜めに立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土を薄く入れ踏み固めている。

掘形北東と南東両隅に不定型の浅い掘り込み見ら

れる程度である。

遺物 土師器の破片が僅かに出土している。

一ーJ/ | 

叫

゜ 0月

゜ jA A(! 

ｰl J I 

胴部横撫で、下半縦方向、箆削り、鍔貼り付け。

竃

位置東壁南隅寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅40cm • 

深さ 55cm 煙道部長さ 65cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 緩く立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面よりやや低く、焼土、灰を含む。掘形は長方

形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼けは、

煙道部に向かい斜めに焼けている。煙道部は水平方

向やや上向きに伸びる。壁面は垂直に立ち上がり、

薄く焼けている。

言

r-叫

I ~ 
1 暗褐色土小礫を多く混入。

2 暗褐色土小礫を多く混入。

I l!j uっ
3 暗褐色土 黒色粘質土・淡黄色小塊を多量に

混在。

4 暗褐色土淡黄色土塊主体。

5 暗褐色土小礫を少輩含む。

叫 叫f 6 淡褐色土 淡黄色砂質土粒子多く含む。

7 暗褐色土 混入物が少なく、パサパサしてい

A A' る。

` o  L =84 OOm 2m 

第441図 25号住居跡実測因
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司 司

吋 吋

3
 

住居跡覆土

暗褐色砂質土

暗褐色砂質土

淡黄褐色砂質土粒子を多量に

混在。

淡黄褐色砂質塊・焼土・炭含

む。

4
5
6
7

①
 

住居跡覆土

淡黄褐色砂質土 炭化物・焼土塊含む。

暗褐色土 焼土粒含む。

暗赤褐色土 淡黄色土粒・焼土粒を含む。

暗褐色土 やや粘質で焼土粒を若干含む。

a
 

a' 
゜ L =83.90m lm 

第442図 25号住居跡竃実測図 口
'

¥

l

l

l

l

 

゜

II 
11 3 

10cm 2. 3 20cm 

第443図 25母住居跡出土遺物実測図

25号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西 16.0 (9.0) (5.5) 1.灰褐色 2. 粗砂小石含む 漉櫨整形。

坪 +22.5 口縁部～底部 3. 還元焔良好 体部下端、回転箆削り。底部回転箆削り。

2 土師器 南西 12.0 - (7.3) 1.にぶい橙色 2. 微砂含む 口縁部横撫で。

甕 +14.5 口縁部～肩部小片 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。

3 土師器 覆土 21.0 - (11.5) 1 ．明赤褐色 2. 微砂含む 口縁部横撫で。

甕 口縁部～胴部上半 3. 酸化焔良好 胴部斜方向箆削り。
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第444図 26号住居跡実測図

ro1 

、i:o l

叫

C, 

26号住居跡（写真図版140 • 141 • 171) 

位置 S-132グリッド 方位 E -11ー -S 

規模東西2.8m 南北3.2m 南北方向に長い。

壁高 30cm前後緩く傾いて立ち上がる。

貯蔵穴南東隅長径90cm、短径60cm、深さ 16cmの

長円形を呈する。覆土中に焼土、炭化物含む。中か

ら羽釜破片出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めてい

る。

掘形 中央北東寄りに径l.lm、深さ 15cmの円形の床

下土坑を検出した。

遺物 羽釜破片や須恵器椀等が出土している。

竃

位置東壁南寄り

｀内 l

"'I 

b b' 

C 
C , 

d d' \ 

l 淡暗褐色土 円礫•土器の小破片

を含む。

2 淡暗褐色土 淡黄褐色土をわずか

に含む。

3 淡暗褐色土小円礫少ない。

4 淡暗褐色土

5 暗褐色土 砂混じり。

鼈

1~4 平面図参照

6 暗褐色土 淡黄砂質土混在。

7 黒褐色土 暗褐色土に炭化物・

黒灰を多麓に含む。

8 赤褐色砂質土 淡黄褐色砂質土が

焼土化し混入。

9 淡黄褐色土焼土塊少量含む。

10 淡暗褐色土焼土塊わずかに含む

11 暗褐色土 焼土小塊粒子混入。

12 暗褐色土

貯蔵穴

①暗褐色土 炭化物・焼土を多く

含む。

②暗褐色土 淡黄色砂質土小塊を

多く混在。

e
 

e' 

二゚
L =84.00m lm 口
第445図 26号住居跡鼈実測図
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規模焚口部幅35cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅30cm • 

深さ 35cm 煙道部長さ 35cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部には礫を袖の芯

として利用し、黄褐色土を周囲に貼り付けた袖を検

出した。また、前方から出土した角礫も焚口部に使

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

用されたものと考えられる。火床面は床面と殆ど同

レベルであり、灰の堆積見られる。火床面直上には

天井部崩落土とみられる焼土層と黄褐色土の堆積見

られる。燃焼部奥左寄りに支脚として角柱礫が立て

られた状態で埋設されている。掘形壁面は内湾し、

弱く焼けている。

□ □----:/ 
口

\ \ 

口
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□
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一 口 ー ー 7 

＼いこ／ク//8

10 

゜
l ~4 • 10 10cm 5~9 20cm 

第446図 26号住居跡出土遺物実測図

26号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北西 11. 8 4.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 輛轄整形。

椀 +13 % 粒含む 3. 酸化焔やや軟質 底部高台貼り付け、撫で。

2 須恵器 北東 13.6 - (5 0) 1.黒褐色 2. 細砂粒含む 鞘轍整形。

椀 +12 口縁部～底部小片 3. 酸化焔良好

3 須恵器 南西 11.2 - (4.2) 1.灰褐色 2. 白色透明小礫含 鞘櫨整形。底部右回転糸切り、

坪 +5 % む 3. 還元焔良好 内面渦巻き痕。中央盛り上がる。

4 灰釉陶器 中央 11. 0 - (3 5) 1 ．灰色 2. 黒色粒僅かに含む 口唇部僅かに外反。

坪 +12 口縁部破片 3. 還元焔硬質
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 須恵器 窟内 18.0 - (15.8) 1. 浅黄色 2. 白色透明粒含む 口縁部回転撫で、内湾。口唇部内傾平坦面。

羽 釜 +20 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部鍔貼り付け。

6 須恵器 竃内 23.4 - (6.5) 1 ．浅黄色 2. 白色細粒含む 口縁部回転撫で。口唇頂部平坦面。

羽 釜 +3 口縁部～鍔小片 3. 還元焔硬質 胴部鍔貼り付け、内傾。

7 須恵器 貯蔵穴 20.4 ~ (17.0) 1.にぶい橙色 2. 白色粒含む 口縁部回転撫で、直立気味。胴部鍔貼り付け雑、

羽 釜 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 上部回転撫で、下半縦方向箆削り。

8 須恵器 寵内 (7.2) (3.0) 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒含む 胴上部回転撫で、下半縦方向箆削り。胴部下端撫で、

羽 釜 底部％ 3. 酸化焔良好 縦方向箆削り、内面指撫で。底部箆削り。

, 須恵器 竃内 (7.8) (8.0) 1 ．黄灰色 2. 細砂粒含む 胴部下位箆撫で。

羽 釜 -3 底部％ 3. 還元焔硬質 底部箆撫で。

10 砥 石 南西＋ 5 6.7 2.1 120 g 砥沢
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

淡褐色土

円礫をわずかに含む。

焼土塊・木炭粒を含む。

円礫を含む。

黄褐色粘土塊を含む。

黄褐色粘土塊を多量に含む。

黄褐色微砂塊・粒混じり。

27号住居跡（写真図版141 ・ 17 1)

位置

重複 重複はしていないが、 30 • 32号住居に近接し

ている。

規模

壁高

東西2.4m

35cm前後

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

S -134 • 135グリッド E -12ー-s 

る。

置
模

竃
位
規

無し

南北2.5m

垂直に立ち上がる。

柱穴

方位

方形を呈する。

無し 周溝 無し

黄色砂質土混じりの褐色土を踏み固めてい

北東隅と西半分がやや掘り込みが見られる程

度である。

南西隅に20cm前後の片岩系の棒状礫がまと

2m まって出土している。

東壁南寄り

焚口部幅45cm

深さ 35cm

燃焼部奥行き 55cm ・幅40cm • 

煙道部長さ 20cm ・幅15cm

煙道部への立ち上がり 17cm 斜めに立ち上がる。

第447図 27号住居跡実測図 構築 燃焼部は壁外にあり、袖をもたない。火床面

は床面よりやや低く、焼土粒子、炭化物僅かに含む。

掘形は長方形状に掘られ、壁面は垂直に立ち上がる。

壁面の焼けは弱い。煙道部は焼けている面が弱く、

規模、形状は不明な点が多い。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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第449図 27号住居跡出土遺物実測図
゜

3 

10cm 

第448図 27号住居跡竃実測図

1 暗褐色土小石を含む。 5 暗黄褐色土細砂質塊混じり。

2 暗褐色土小石をわずかに含む。 6 灰褐色土 黄褐色粒・焼土粒わずかに含む。

3 暗褐色土小石・焼土粒多く含む。 7 暗黄褐色土 黄褐色微細塊・粒主体。

4 暗褐色土 黄褐色粒・焼土粒わずかに含む。

27号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 中央 - (3 2) 1.褐灰色 2. 片岩小礫含む 口縁部回転箆削り。

蓋 +10 摘み部～肩部 3. 還元焔良好 摘み部、擬宝珠状頂部箆削り。

2 須恵器 中央 16.0 - (5.7) 1. 褐灰色 2. 白色微粒粘土 口縁部外反、輛櫨整形。

椀 +1.5 口縁部～胴部小片 粒含む 3. 酸化焙良好 体部上半強い回転撫で。

3 須恵器 南西 9.0 (4.5) 1.橙色 2. 僅かに片岩礫含む 体部輛櫨整形。左回転糸切り、

椀 +26 胴部～底部 3. 酸化焔良好 底部高台部貼り付け、撫で。

28号住居跡（写真図版141 • 171 • 172 • 173) 

位置 T-134グリッド 方位 E-11°-s 
規模東西3.5m 南北3.8m 方形を呈する。

壁高 65cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅をやや掘り込み、長径85cm、短径60

cm、深さ 8 cmの長円形を呈する。覆土中には焼土、

．炭化物含む。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く踏み固め

ている。竃前には焼土、灰等の広がりみられ、特に

堅く踏み固められている。

掘形 全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物 住居中央覆土中に多量の土器破片出土。

竃

位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 90cm ・幅50cm • 

深さ 75cm 煙道部長さ lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 30cm 斜に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面と同レベルであるが、焚口部に長円形の深さ

15cm程の灰の掻き出し穴を検出した。覆土中には、

天井部崩落土である底面が赤茶色に焼土化した黄褐

色土が確認されている。壁面は垂直に立ち上がる。

壁面は煙道部に向かい焼土が伸びる。煙道部は斜方

向に伸び、方形の煙出し部に至り垂直に立ち上がる。
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第450図 28号住居跡実測図

1 暗褐色土 土器破片を多く含み円礫

を含む。

<̀| I 2 暗褐色土 淡黄褐色塊を斑点状に含

む。

3 暗褐色土 淡黄褐色塊もわずかに斑

点状に含んでいる。

4 暗褐色土黄褐色塊を (1~0.5cm大）

を斑点状に含んでいる。

5 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状に含ん

でいる。
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第451図 28号住居跡出土遺物実測因（1)
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第452図 28号住居跡鼈実測図
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l~4 住居覆土と同じ。

5 暗褐色土 淡黄色土塊を多く含み、

焼土を混入。

5' 暗褐色土 淡黄色土塊を多く含む。

6 暗褐色土 淡黄色土粒子を多量に

含み、焼土・炭化物を

多く混入する。

7 淡黄褐色土 竃天井部の崩落土で、

下部が良く焼け赤褐色

化している。

8 暗褐色土 淡黄砂質土塊・炭化

物・焼土を多く含む。

9 暗褐色土 淡黄色土塊を含む。

゜ L =84.00m lm 

＼口

`` 
、

゜

12~21 

\ \ // 
22 

第453図 28号住居跡出土遺物実測図(2)
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第454図 28号住居跡出土遺物実測図（3)

} l 

28号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 ロ径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴内 12.3 3.4 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +19 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 竃内 12.2 ~ (3 6) 1. iこぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指押さえ。口唇部内傾気味。

坪 -17 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面撫で。

3 土師器 南東 1 1. 1 - 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部内傾。

坪 +43 % 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、指頭圧痕有り。

4 土師器 北東 13.3 - (3.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。指押さえ。

坪 +50 ｽ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 覆土 14.6 5.7 3 5 l ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、口唇部内屈内傾窪む。

坪 ½（口縁部一底部） 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面撫で。

6 土師器 覆土 11.5 - (3.0) 1. にぶい橙色 2. 微細砂含む 口縁部強い横撫でにより、弱い稜を持つ。

坪 口縁部の％ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り、器肉厚い。

7 土師器 覆土 11.3 3.2 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、内傾。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り。

8 土師器 北西 11.2 3.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +61 底部欠損 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、指頭圧痕有り。

, 土師器 覆土 13.9 - (3.8) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部強い横撫でにより僅かに稜を持つ。

坪 % 3. 酸化焙良好 体部手持ち箆削り、内面放射状暗文有り。

10 土師器 竃内 11. 0 4.0 2 8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部手持ち箆削り、内面横撫で、

坪 -4 完形 3. 酸化焔良好 指頭圧痕有り。

11 土師器 南西 13.4 - (7.4) 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに内屈。

坪 -6 完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、全面撫で指頭圧痕有り

12 土師器 南東 13.6 - (3.5) 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +49 底部欠損 3. 酸化焙良好 体部指押さえ、底部手持ち箆削り。

13 土師器 覆上 13 6 - (2.8) 1.橙色 2. 細砂粒僅かに含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部～上体部％ 3. 酸化焙良好 体部手持ち箆削り。

14 土師器 覆土 14 7 - (2 9) 1.橙色 2. 微細砂含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部～上体部％ 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、手持ち箆削り。

15 土師器 南西 19.6 - (4.8) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +40 口縁部～上体部％ 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、内面撫で。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

16 土師器 窟内 16.2 ~ (3. 7) 1.橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +65 口縁部％ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り。

17 土師器 北東 19.8 3.8 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、稜を持つ。

坪 +61 ｽ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り。

18 土師器 南西 19.9 - (3.2) 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、稜を持つ。

坪 +56 ｽ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

19 須恵器 南西 - (2.5) 1.灰色 2. 白色粗粒含む ボタン状摘み、貼り付け、頂部回転箆削り。

蓋 +42 上端～中体部½ 3. 還元焔硬質

20 須恵器 南西 20 1 18.0 (2 7) 1.灰色 2. 白色細砂粒含む 頂部回転箆削り、屈曲部箆削り。

蓋 +47 端～上体部の％ 3. 還元焙硬質 体部僅かにカエリをもつ。

21 須恵器 北西 17 2 4.9 1. 灰白色 2. 白色粒片岩小 鞘櫨整形。

坪 +47 完形 岩含む 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り。

22 土師器 南東 22.6 - (8.5) 1.にぶい橙色。 2. 細砂粘土 口縁部横撫で

甕 +54 口縁部～上体部％ 粒含む 3. 酸化烙良好 胴部縦方向箆削り。

23 土師器 南東 21.4 - (9.0) 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部横撫で、口唇部外屈、頸部横撫で後箆削り

甕 +37 口縁部～胴上部％ 粒含む 3. 酸化焙良好 胴上部強い斜方向箆削り、器肉厚い。

24 土師器 貯蔵穴 11.1 - (10.9) 1. 橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部欠損、 23番と同一個体と考えられる。

甕 +29 口縁部～上体部％ 3. 酸化焙良好 胴部縦方向箆削り。底部先端部三角形。

29号住居跡（写真図版142 • 173) 

位置 S -133 • 134グリッド 方位 E -11ー-S 

重複 31号住居を切り、 30 • 32号住居と近接する。

規模東辺 4m 西壁3.4m 東西3.2mの台形状を

呈する。

壁高 35cm前後やや斜めに立ち上がる。

貯蔵穴竃右脇南東隅径90cm、深さ 15cmの長円形

を呈する。

柱穴無し 周溝無し
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第455図 29号住居跡実測図

床面 暗褐色土を薄く踏み固めている。

部分的に地山が露出している。

掘形径60~90cm、深さ 15cm程の円形

土坑が各壁寄りに検出された。竃前に

も同様の土坑が検出でき、羽釜の破片

が出土している。

遺物 竃前から右寄りに礫や羽釜破片

等が浮いた状態で散乱している。

l 暗褐色土 小礫を多量に含む。

2 暗褐色土 小礫を少最含み、淡黄色土塊

3 淡暗褐色土 淡黄色砂質土塊を多く含む。

3' 淡暗褐色土 3 層と同じ。小礫を含む。

4 淡黄色砂質土 淡黄色砂質土塊である。

゜ L =84.00m 2m 
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置
模

竃
位
規 東壁南東隅寄り

焚口部幅50cm

深さ 35cm

燃焼部奥行き 50cm ・幅50cm • 

煙道部長さ 70cm、幅20cm

煙道部への立ち上がり 15cm

豆 I

構築 燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、地山掘

` ◇

□
 

Q 

b
 

b' 

゜ L =84.00m lm 

1

2

3

4

5

 

叶

暗褐色土

暗褐色土

淡黄褐色土

赤褐色土

黒褐色土

第456図

斜めに立ち上がる。

` ~ | 

m| 

小礫を含む。

淡黄褐色塊をわずかに含む。

淡黄褐色塊。

天井の崩落土を主とする土。

灰・木炭・焼土塊を含む土。

29号住居跡鼈実測図

三

口

\ \ I I 5 

り残しの袖を持つ。焚口部には礫を用い補強してい

る。火床面は床面よりやや低く、灰、焼土粒子見ら

れる。壁面の焼けは弱い。煙道部は斜方向に伸びる。

壁面の焼けは弱い。

第457図

---/  1 -

A-

1

2

3

4

 

淡褐色土 わずかに小石・黄白色粒含む。

黄白色微砂土

黄褐色土 小石・黄白色塊・淡褐色土粒混じり。

灰黄褐色土 黄白色上粒多く含む。

29号住居跡床下実測図
゜

A' 

L =84.00m 

32号住居

30号住居

2m 

｀
ー
／
＼
り
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\ 
\ 

゜ 1 • 2 10cm 3 20cm 

第458図 29号住居跡出土遺物実測図(1)
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第459図 29号住居跡出土遺物実測図(2)

29号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 灰釉陶器 南西 13.0 7.0 3 0 1.口唇部沈線巡る 2. 精選 口唇部沈線巡る。釉漬け掛け。

椀 +9 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 底部高台部貼り付け、切り離し不明、撫で消し。

2 須恵器 中央 13.0 2.8 4.4 1.にぶい褐色 2. 白色粒含む 轍櫨整形。底部回転糸切り。

坪 +2 ％弱 3. 還元焔良好

3 須恵器 南東 22.0 - (8.0) 1 ．褐灰色 2. 白色粒含む 頂部平坦面僅かに内傾。

羽 釜 +4 口縁部～胴上部％ 3. 酸化焔良好 胴部回転撫で、鍔貼り付け。

4 須恵器 南東 21.5 - (6.8) 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口唇部僅かに外反。

羽 釜 床直 口縁部片 3. 酸化焔良好 胴部回転撫で、鍔貼り付け。

5 須恵器 富内 19.6 - (12.2) 1.にぶい橙色 2. 白色小石透 頂部内傾撫で、平坦。

羽 釜 +5 口縁部～胴部％ 石粒含む 3. 還元焔硬質 胴部回転撫で、鍔貼り付け。

6 須恵器 竃内 21.0 - (10 7) 1.橙色 2. 透明粒含む 口縁部短い。頂部内傾、撫で、平坦部

羽 釜 +7 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部横撫で、鍔貼り付け。

7 須恵器 中央 20.0 - (24.3) 1 ．褐色 2. 細砂粒含む 口唇部平坦面、鍔貼り付け。

羽 釜 +2 3. 還元焔硬質 胴部下半縦方向箆削り、上半横。

8 須恵器 窟内 20 0 - (19.0) 1.橙色 2. 白色粘土粒含む 口縁部短く立つ。頂部撫で、平坦面内傾。

羽 釜 +6 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好 胴部中位まで回転撫で、下半斜方向箆削り。

, 須恵器 覆土 (6.4) (6 4) l ．にぶい橙色 2 ．爽雑物多い 底部無調整。

羽 釜 底部％ 3. 酸化焔良好

10 須恵器 覆土 1. にぶい橙色 2. 精選 口縁部長い、回転撫で。頂部平坦。

羽 釜 口縁部片 3. 還元焔良好
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第 II章上栗須遺跡

30号住居跡（写真図版142 • 173) 

位置 S -134グリッド 方位 E-22°-s 
重複 31 • 32号住居を切っている。

規模東西2.5m 南北3.2m 南北方向に長い

壁高 13cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄色細砂塊、小石混じりの褐色土を薄く踏み

固めている。

掘形全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物 土師器甕の破片竃前から南壁にかけて出土。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 20cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 20cm垂直に立ち上がる。

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあり、焚口部に

暗褐色土の袖を持つ。火床面は床面と同レベルであ

り、焼土、灰、炭化物を含む。掘形は方形で、壁面

は垂直に立ち上がる。壁面の焼けは弱い。

- m̀| 叫
32号住

A
-
2
9
号
住

立 己
ぎ

1 

--/—戸／3

Q L=84.00m 

叫

2m 

第460図 30号住居跡実測図

` o | 、~1

b b' 

蒟

1 暗褐色土 混入物少ない。

2 暗褐色上 小礫を含む。

3 明暗褐色土 小礫を多量に含む。

4 明暗褐色土 小礫を含まずやや粘質。

住居跡覆土ー］ここ:]―-0 L=83.90m 

2 淡暗褐色土 天井部崩落土の淡黄砂質土を多量に混在する。

3 暗褐色土 崩落焼土塊を混在。 5 淡黄色砂質塊。

4 暗褐色土 炭化物・焼土粒．灰を含む。

第461図 30号住居跡竃実測図
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第462図 30号住居跡出土遺物実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

30号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南西 12.0 - (2.1) 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -6 小片 3. 酸化焔良好 体部箆削り。

2 須恵器 南西 12 6 6.3 4.5 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 輔櫨整形。底部回転糸切り。

椀 -4 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 高台部貼り付け後撫で。接地部雑。

3 須恵器 竃内 20.5 - (7.2) 1.にぶい橙色 2. 小石僅かに 口縁部直立、回転撫で。口唇部平坦面内傾。

羽 釜 -10 口縁部～鍔下小片 含む 3. 酸化焔良好 胴部鍔貼り付け、断面三角形。

4 須恵器 竃内 - (14.5) 1.黄灰色 2. 白色粒含む 口縁部欠損。

羽 釜 -9 胴部上～胴部下 3. 還元焔硬質

31号住居跡（写真図版142) 一ーゴ叶ー

位置 T-138グリッド 方位 E-19'- S 

規模東西2.8m、南北3.6m、南北方向に長い。

壁高 15cm前後 やや傾いて立ち上がる

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 小石混じりの黄褐色砂質土の地山露出。

掘形床面と同様

遺物礫 3 点出土。

1 暗褐色土礫を含んでいる。

2 暗褐色土 異質物をあまり含まない。

3 暗褐色土 やや砂質気味。

竃

位置 竃として機能した状況を証明する壁面の

焼けや火床面の灰や焼土の広がり等見られない。

しかし、東壁中央部に僅かに焼土粒子が集中す

る部分があり、この地点を竃とした。

規模焚口部幅80cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅70

cm ・深さ 17cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 10cm 緩やかに立ち上が

る。

構築燃焼部を壁外に持つ。

1 暗褐色土径 1~2 cm大の礫を含む。

2 暗褐色土礫はふくまない。

3 暗褐色土 やや黄色味を帯びている。
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第464図 31号住居跡竃実測図
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第 II章 上栗須遺跡

32号住居跡（写真図版143 • 173 • 174) 

位置

重複

R-134グリッド

30号住居に切られている。 27 • 29号住居に近

接している。

規模

壁高

柱穴

周溝

床面

東西 3m

60cm前後

貯蔵穴

南北3.3m

竃右袖前

方位 N-77ー -E 

方形を呈する。

ほぼ垂直に立ち上がる。

径70cm、深さ 26cmの規模を持ち

円形を呈する。覆土中に焼土、灰を僅かに含む。

無し

各壁下を巡る。上端16cm、下端 4 cm、深さ 3

cmの規模を持つ。

黄褐色土混じりの暗褐色土を薄く踏み固めて

置
模

竃
位
規 東壁南寄り

焚口部幅45cm

深さ 62cm

構築

燃焼部奥行き 85cm ・幅43cm • 

煙道部長さ 50cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 40cm 斜方向に上がる。

燃焼部は住居内にあり、黄褐色土主体に貼り

付けた袖を持つ。火床面は床面より 10cm程低く、前

方には灰の掻き出しによる 30cm程掘り込まれた穴が

あいている。 また、覆土中には天井部崩落土の暗褐

いるが、締まりは弱い。

色土塊混じりの18cm程の厚みを持つ黄褐色土の堆積

見られる。掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立

ち上がる。壁面は煙道部に向かい焼けている。煙道

部は斜めに立ち上がる。壁面の焼けは弱い。

掘形 貯蔵穴周辺は大きく掘り込まれ、 また北西隅

に径75cm、深さ 17cm程の円形土坑検出した。

遺物 竃前面に土師器甕、坪の破片出土。

\ 

29号住
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②
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④
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• 

明褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土 淡黄色土大塊を多く含む。

暗褐色土 淡黄色土粒・小塊を多く含む。

黒褐色土 粘性の強い黒色系の土。

暗褐色土 淡黄色土小塊を含まない。

明暗褐色土 淡黄色土粒をかなり多く混在す

る。

淡黄色土塊が主として堆積。

淡黄色土粒の混在がまばらである。

3 層と同様。

暗褐色土

灰黄色土

灰黄色土

褐色土

暗褐色土

黄褐色土

わずかに黄土色粒混じり。

細砂質土・淡黄緑砂質塊の混じり。

細砂質土・淡黄緑砂質土粒の混じ

り。

わずかに小石を含む。

わずかに黄褐色土粒を含む。

さくさくした層。

、

`` 
゜ L =84.00m 2m ゜ 10cm 

第465図 32号住居跡実測図 第466図 32号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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1 暗黄土色土微砂混じる。 2 褐

色土微砂粒含む。 3 暗黄土色土

粘質塊・焼土粒混じる。 4 暗黄土色

土焼土炭混じる。 5 黄褐色土焼

土。暗褐色土を塊状に含む。 5' 暗黄

土色土微砂混じる。 6 淡褐色土

焼土粒含む。 6' 淡褐色土焼土含む。

7 赤色土焼土層。 7' 赤茶色土

焼土層。 8 焼土の混じりやや少ない。
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①黄土色粘質土焼土粒わずかに含む。

②淡褐色土 黄土粒・暗褐色土粒含む。

③淡褐色土 わずかに焼土粒・炭を含む。

④淡褐色土細砂層。
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第 II章上栗須遺跡

32号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 17 0 - (12.2) 1.にぶい橙色 2. 細砂茶褐 口縁部横撫で。頸部箆削り痕明瞭に残る。

甕 +23.0 口縁部～胴部％ 色粘土粒含む 3. 酸化焙 良好 内面強い撫でにより、沈線に窪む。球形胴。

2 土師器 覆土 (12.0) - (3.0) 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部強い横撫で、外反。

坪 口縁部片％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面撫で後、放射状暗文

3 土師器 覆土 11. 3 - (3.2) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 士師器 南東隅 11. 4 - (3.3) 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、内湾。

坪 +5 % 3. 酸化焙良好 体部箆削り、表面摩耗。底部中央窪む。

5 土師器 覆土 12.0 - (3.1) 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。内屈。体部指押さえ。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

6 土師器 竃下 13.2 3 8 1. 橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。内面撫で、平滑

坪 ほぼ完形 3. 酸化焙良好 口唇部僅かに内屈。体部～底部手持ち箆削り。

7 土師器 南東 11. 5 3 3 1 ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +3 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、撫で。

8 土師器 北東 15.6 - (4.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部内湾、上位押さえ。

坪 +20 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

, 須恵器 覆土 ~ (5.0) 1 ．灰白色 2. 白色細粒含む 口縁部坪底面、平坦撫で。

高 坪 脚部小片 3. 還元焔硬質 脚部横撫で。

10 土師器 貯蔵穴内 24.2 - (10 2) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。頸部くの字

甕 +4 口縁部～頸部小片 3. 酸化焔良好 胴部上位斜方向箆削り。

11 土師器 南東 21. 2 - (6 2) 1.明赤褐色 2. 微細砂粒含む ロ縁部外反、撫で、中位強い撫で、頸部箆削り後胴

甕 床直 口縁部片 3. 酸化焔良好 部斜方向箆削り。

12 土師器 南東隅 - (3.5) 1 ．にぶい橙色 2. 微細砂粒含 胴部下端斜方向箆削り。

甕 +35 底部のみ む 3. 酸化焔良好 底部やや丸底、箆削り。

33号住居跡（写真図版143 • 174) 

位置 0 • P -132 • 133グリッド方位 E-10ー-S 

規模住居北西半分のみ調査。南東半分は調査区外

のため未調査。

壁高 60cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色砂質土塊を含む暗褐色土を踏み固めて

いる。

掘形 中央部に向かい深く掘り込まれる。

遺物 土師器甕、坪破片、礫等散乱して出土。

竃不明

ロ□□ ニニー／／

口／
三／

。 10cm 

第469図 33号住居跡出土遺物実測図（1)
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I~III は基本土層参照 6 暗黒褐色土 混入物がなく粘質である。

1 淡暗褐色土淡黄色粘土塊。 7 暗褐色土 混入物がない。

2 暗茶褐色土焼土粒を多く混在。 8 淡暗褐色土 淡黄色粘土の塊を含む。

3 暗褐色土 淡黄色粘土の混在が少ない。 9 暗褐色土 淡黄色砂質土塊・焼土塊を含む。

4 暗褐色土 淡黄色粘土の大塊。 10 暗黒褐色土小礫を多く含む。
4 • 5 10cm 6 ｷ 7 

5 淡暗褐色土 淡黄色土粒を多く含む。 11 暗褐色土 淡黄色砂質塊・粒含む。 ゜ 20cm 

第470図 33号住居跡実測図 第471図 33号住居跡出土遺物実測図（2)

33号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 14.8 - (2.7) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +27 小片 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り。

2 土師器 中央 16.0 - (4.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +45 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部手持ち箆削り、内面平滑。

3 土師器 中央 20.5 - (4 5) 1.にぶい橙色 2. 微細砂含む 口縁部横撫で、内面沈線巡る、撫で。

坪 +41 口縁部～底部½ 3. 酸化焔硬質 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 中央 12.2 - (3.4) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +20 小片 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 須恵器 北壁 12.2 - (4.2) 1.灰白色 2. 白色細粒含む ロ縁部回転。

坪 +l 口縁部～底部小片 3. 還元焙硬質 底部回箆削り。

6 土師器 中央 23.4 - (9.5) 1. にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外湾。

甕 +39 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好 胴部上位斜方向箆削り。

Iー·- 7 

土師器 南西 - (9.0) 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 胴部下半斜方向箆削り、内面撫で。

甕 +6 胴部～底部½ 3. 酸化焔良好 丸底箆削り、摩耗。
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第 II章 上栗須遺跡

34号住居跡（写真図版143 • 174 • 175) 形のピットがある。

位置

規模

壁高

東西2.6m

30cm前後

貯蔵穴

U • V -138 • 139グリッド方位 E -10ー-S 

南北2.8m

やや傾いて立ち上がる。

南東隅に長辺70cm、短辺40cm、深さ 17cmの

長円形の掘り込み見られる。

柱穴

方形を呈する。

電右袖前に貯蔵穴と上端を共有して径90cmの

円形の掘り込みがあり、中に径30cm、深さ 13cmの円

——＝プ勺—

B
 

<̀| 

-<I 

周溝

床面

無し

黄褐色砂質土を含む暗黄褐色土を踏み固めて

いる。竃前に灰の広がり見られる。

掘形 南東隅部分以外はフラットな面に仕上げられ

ている。

遺物

器坪出土。

置
模

竃
位
規

深さ 32cm

構築

中央部に須恵器短頸壺の完形品と窟前に土師

東壁南寄り

焚口部幅35cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅30cm • 

煙道部不明

煙道部への立ち上がり 25cm 斜めに立ち上がる。

燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面と同レベルであり、灰の堆積見られる。灰層

直上には天井部崩落土の黄褐色土が見られる。掘形

は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼

けは全体に弱い。

旦旦'

ご二二二二三
゜ L =84.30m 2m 

第472図 34号住居跡実測図

｀べ 1 ｀べ l

"'I 

1

2

3

4

5

 

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

小石を含む。

小石を含む。

小石・黄緑色細砂塊・粒混じる。

口第473図 34号住居跡鼈実測図

゜ L =84.20m lm 

鼈土層

1 暗褐色土 小石混じり。

2 暗褐色土 焼土粒・炭含む。

3 淡黄褐色土 焼土・炭やや多く含む。

4 暗黄褐色土黄褐色塊混じり。

5 灰褐色土 炭・焼土粒混じり。

6 灰褐色土 炭・焼土粒混じり。

7 焼土塊・黄褐色粘土塊を含む。

8 黄褐色粘質土塊。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

尺1

口

ロ］：：：：j3

口 口

〇 1~6 10cm 
7 20cm 

第474図 34号住居跡出土遺物実測因

¥

7

1

1

 

[
 

34号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 窮前 12.0 9.2 3.1 1.にぶい橙色 2. 微細砂僅か 口縁部横撫で、沈線巡る。口唇部内屈。

坪 床直 ほぽ完形 に含む 3. 酸化烙良好 体部指押さえ、内面指頭圧痕有り。底部箆削り。

2 土師器 窟内 12.0 3.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +6 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 体部指押さえ、底部平底気味、手持ち箆削り。

3 土師器 竃内 11. 2 - (3.1) 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +10 ロ縁部～底部小片 3. 酸化焔良好 体部指押さえ。底部平底。

4 土師器 窟内 12.0 3.4 1. 褐色 2. 微砂僅かに含む 口縁部横撫で。

坪 +10 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 体部指押さえ。底部手持ち箆削り、平底。

5 土師器 窪内 12 6 3.5 1.褐灰色 2. 細砂粒含む 口唇部直下、強い撫で。体部指押さえ。

坪 +10 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り、内面紐造り痕凹凸あり

6 須恵器 中央 8.5 7 0 8 0 l ．灰色 2. 精選 口縁部直立、横撫で。胴部下半箆撫で、肩部張る。

小型壺 床直 完形 3. 還元焙硬質 底部箆削り、削り出し高台状の突起縁辺部にある。

7 土師器 窮内 19.0 - (9.3) 1.にぶい橙色 2. 微細砂含む 口縁部横撫で。

甕 +ll ロ縁部～頸部 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り。

35号住居跡（写真図版144 • 175) 

位置 2 D-159 • 160グリッド 方位 E-11ー -s 
規模東西2.9m 南北3.lm 方形を呈する。

壁高 20cm前後斜めに立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅に僅かに張り出す形で、径30cm、深

さ 16cmの楕円形状を呈する。上部に羽釜出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 地山黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固め

ている。竃前は黄褐色土の地山面露出しており堅く

踏み固められている。

掘形竃前は高く掘り残され、北壁寄りから西壁寄

りにかけて掘り込み面の凹凸大きい。
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—---/ 1 -
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A
 

<J ゜ 令 6JJ A'
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゜

A A' 

L =85. 70m 

叫

2m 

第475因 35号住居跡実測図

遺物 南西隅礫及び土師器甕出土。

a a' 

〖言
第476図 35号住居跡鼈実測図

ロ＝＝ぺ／
゜ 10cm 

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 35cm 煙道部長さ 15cm ・幅10cm

煙道部への立ち上がり 15cm 斜方向に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面よりやや低く、灰の堆積見られる。灰層直上

には、天井部崩落土である底面が焼けた黄褐色土の

堆積が見られる。掘形は長方形状を呈し、壁面は垂

直に立ち上がる。壁面は赤茶色に焼けている。竃内

出土遺物には、羽釜、土師器甕、その他破片が多く

出土している。

司
I¥ 

l 暗褐色土 焼土粒・炭化物を若干混入。

2 暗褐色土 淡褐色土塊を多く含む。

3 暗褐色土 淡褐色土の小塊を多く含む。

4 明暗褐色土塊を多く混在する。

5 淡暗褐色土混入物は少ない。

5' 暗褐色土塊植物痕跡。

6 暗褐色土

7 暗褐色土 黄色土小塊を多量に含む。

竃土層

1 暗褐色土 炭化物・焼土粒を多く含む。

2 暗褐色土 淡黄色土塊を多量に含む。

..cl 2' 暗褐色土 淡黄色土塊を主とする。

3 暗褐色土 炭化物粒・焼土粒を多く含む。

゜
L =85 70m lm 4 赤焼土 赤色焼土塊。

5 黒褐色土 炭化物・黒灰を多量に混在。

ヽヽ /I 
II 

ロ 3
 

第477図 35号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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第478図 35号住居跡出土遺物実測図(2)

35号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃前 14.4 7.8 5.2 1. 黒褐色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形。

椀 + 5 完形 3. 酸化焙良好 底部高台貼り付け。

2 須恵器 竃内 -. 6 9 3 5 1. 橙色 2. 細砂粒僅かに含む 輔轄整形。

椀 +3 底部 3. 酸化焙良好 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

3 土師器 北西 9.3 3.5 3.5 1.赤橙色 2. 砂粒粘土粒含 口縁部横撫で。体部口縁部に向かい縦箆削り。

耳 皿 -2 ほぼ完形 む 3. 酸化焔良好 底部未調整、細砂付着。

4 土師器 竃内 14 0 4.7 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 輛轄整形。

椀 -5 完形 粒含む 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

5 須恵器 寅前 14.1 5.8 4.6 1. 黒褐色 2. 細砂粒含む 口縁部表面摩耗。

椀 床直 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 底部高台貼り付け、雑。

6 須恵器 南壁 13.5 6.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輔輯整形。

椀 +5 完形 3. 酸化焙良好 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。
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番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

l ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 須恵器 掘形 12 0 5.9 5.4 1.灰黄色 2. 砂粒含む 輛轄整形。

椀 +19 口縁部～底部％ 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

8 須恵器 南西隅 13.6 6.1 5.6 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形。

椀 +2 口縁部～底部％ 3. 還元焙やや硬質 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

, 土師器 南西隅 23.0 - (14.1) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部僅かに外反。口唇部直立沈線巡る。

台付甕 + 1 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向、その他縦方向箆削り、内面刷毛目

10 土師器 南西隅 - (3 8) 1.橙色 2. 砂粒含む 胴部との接合部横撫で、斜方向箆削り。

台付甕 +8 胴部下 3. 酸化焔良好 底部内面刷目。

11 上師器 南西隅 15.8 - (7 4) l ．明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部僅かに外反、横撫で、指頭圧痕有り。

甕 -5 口縁部～胴部上 含む 3. 酸化焔良好 胴部表面摩耗。横方向箆削り。

12 須恵器 貯蔵穴内 21.0 - (27.2) 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部短く内湾、回転撫で。

羽 釜 +6 底部欠損 3. 還元焔硬質 鍔貼り付け、回転撫で、下位縦方向箆削り。

--= 

」
]
口

|
I

匂
叫

, 
。
ぶ
。
星

炉
0
8
0

cu 

Q
ー1

〖

36号住居跡（写真図版144 • 175 • 176) 

位置

方位

規模

呈する。

,, 4 

゜

E
 

ら

8
12 14 悶
Q筈の

壁高

2 E ・ 2 F-160·161グリッド

N-88ー-E 

貯蔵穴

東壁3.8m 西壁 3m

北壁及び西壁は20cm、東壁及び南壁は30cm を

測り、斜めに立ち上がる。

北西隅を除き、各隅に遺物を多量に出土す

る径70cmの円形土坑がある。

東西2.8m 台形状を

また、中央やや西寄り

。
一
g

に 50 X 38cm、深さ 18cmの長方形の土坑がある。

△互

二ニニニニニ
O L=85.70m 2m 

柱穴

周溝

床面

無し

北壁下のみ上端12cm、深さ 3 cmの規模を持つ。

南に傾き、掘形により掘り窪められた部分の

1

2

3

4

 

暗褐色土焼土小塊を含む。

暗褐色土 淡黄色土粒を少混

暗褐色土淡黄色土粒を含む

明暗褐色土 淡黄色土塊を含む

4' 明暗褐色土 淡黄色土粒含む

5 暗褐色土 淡黄色土粒を少混

6 暗褐色土 淡黄色土粒を少混

7 暗褐色土 淡黄色土粒混在。

みに暗褐色土を入れ踏み固めている。地山露出部分

は、踏まれて堅く締まり暗黄褐色土に変色している。

また、竃前は灰の広がり見られる。

掘形 住居中央から北西部分を除き、大部分は円形

第479図 36号住居跡実測図

や楕円形の土坑状の掘り込みにより、掘形面の凹凸

が激しく床面にも影響を与えている。

遺物 南半分の覆土中に羽釜破片、須恵器椀、甕破

片多量に出土。
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竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 40cm ・幅50cm • 

深さ 30cm 煙道部長さ 65cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 13cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあるが、焚口部

には袖は見られず、左壁面に礫を設置し補強材とし

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

て利用している。火床面は床面と同レベルであるが、

前方には灰の掻き出しによる穴があき、灰の堆積が

見られる。掘形は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上

がり、煙道部に向かい焼けている。煙道部やや斜め

に伸びる。天井部は崩落せず残り、掘形は方形を呈

する。煙出し部には土釜と呼ばれる土器や土師器、

須恵器の甕の破片を利用している。

è 
、~1

"'I 
L =85. 70m 

ヽ

B' 

ｫ:I 
ｮ 

B
 

B' 

゜ L=85.70m 2m 

lm 
第481図 36号住居跡床下実測図

口 1 暗褐色土

2 暗褐色上

3 暗褐色土

焼土塊・黄褐色粘土塊を含んでいる。 ① 暗褐色土 黄褐色粘土粒の大小

焼土塊の含有巖が少なくなる。 を含んでいる。

暗褐色土中にわずかに焼土粒を含ん ② 暗褐色土 黄褐色粘土の騒は少

でいる。 ない。

4 黄褐色土 黄褐色粘土と焼土塊、灰の混合層。 6 暗褐色土 焼土は含まない。

5 黒灰褐色土 灰・木炭・焼土塊の混合層

第480図 36号住居跡竃実測図

二―□
l 三 l 2 

、：：：：：：／ ＼＼三///15/

こロニ／6

\ \ 

\ ヽ

7
 

。 1 ~6 10cm 
7 • 8 

8 

20cm 

第482図 36号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

36号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西隅 13.6 6 5 4.5 1.灰白色 2. 小石粘土粒含 鞘櫨整形、外反。

坪 -3.5 口縁部～底部％ む 3. 還元焔軟質 胴部表面摩耗。底部貼り付け高台痕跡残る。

2 須恵器 南西隅 13.0 7.2 5.1 1.にぶい橙色 2. 白色細粒粘 輔輯整形、外反、表面摩耗。

椀 -1 ほぽ完形 土粒含む 3. 還元焔軟質 底部高台貼り付け。

3 土師器 南東竃前 14.6 5.4 6.0 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒多 口縁部横撫で、胴部手づくね様に指頭圧痕有り。

椀 +6 ほぽ完形 星に含む 3. 酸化焔良好 底部砂粒多量に含む。高台接合痕有り。

4 灰釉陶器 北西 14.1 - (3.0) 1.灰黄色 2. 精選 輔轄整形。

椀 ? +2 破片 3. 還元焙硬質 口唇部わずかに外反。

5 灰釉陶器 南東 6 4 (1.8) 1. 灰白色 2. 精選 体部灰釉漬け掛け。

皿 底部の½ 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け、撫で。

6 灰釉陶器 南西隅 13.2 7.0 3.3 1.灰白色 2. 精選 口縁部僅かに外反。

皿 +9 口縁部～底部の％ 3.' 還元焔硬質 体部釉漬け掛け。底部高台部貼り付け、撫で。

7 土師器 南西 4.9 (5.0) 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒含む 胴部下位斜方向箆削り。

甕 +26 底部～体部下の½ 3. 酸化焔良好 底部平底やや小ぶり、内面箆撫で、砂粒付着。

8 土師器 北東 4.0 (4.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下位斜方向箆削り。

甕 + 1 底部～体部下の％ 3. 酸化焔良好 底部平底やや小さい。内面尖底気味、砂粒付着。

, 土師器 南西 19.8 ~ (13.0) 1.灰赤色 2. 細砂粒僅かに含 口縁部短く外反。頸部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 口縁部～体部上 む 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り、上半斜方向箆削り。

10 土師器 南東 20.4 - (7.0) 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。口唇部直立し沈線巡る。

甕 +8 口縁部～体部上％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

11 土師器 南西隅 17.4 ~ (10.0) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部緩く外反、横撫で、指頭圧痕有り。

甕 -2 口縁部～体部上％ 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り、内面横方向刷毛目。

12 須恵器 北西 18.4 - (17.0) 1. にぶい橙色 2. 砂粒小石 口縁部回転撫で、頸部平坦面内傾。鍔貼り付け。

羽 釜 +13 口縁部～胴中部％ 粘土粒含む 3. 還元焔良好 胴部上下端強い撫で、上半回転撫で。

13 須恵器 掘形 19.6 1. にぶい橙色 2. 細砂粘土 頂部肥厚、内傾。鍔貼り付け、下面綸れる。

羽 釜 +2 口縁部～胴部下％ 粒含む 3. 酸化焙良好 胴上半回転撫で。底部下半縦方向箆削り。

14 須恵器 南東 17.0 5.3 29.8 1.にぶい橙色 2. 粗砂粒含む ロ縁部短い。頂部平坦、内傾。

羽 釜 +12 口縁部～底部の％ 3. 中性焔軟質 胴部上半縦方向箆削り、鍔貼り付け。底部箆削り。

15 須恵器 北東 19.5 - (11 4) 1.灰白色 2. 小石粘土粒僅 口縁部外反、端部折り返し後撫で。頸部絞り込まれ、

甕 +27 口縁部～体部上½ かに含む 3. 還元焔 良好 回転撫で、鞘櫨整形、球形胴。

16 須恵器 竃煙道 14.0 ~ (7.0) 1.灰黄色 2. 粘土粒僅かに含 口縁部外反、端部折り返し後撫で。

甕 +l 口縁部～体部上 む 3. 還元焔良好 頸部絞り込まれる。球形胴。

17 須恵器 覆土 10.6 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 胴部、下位箆撫で。

甕 底部の％ 含む 3. 還元焔軟質

18 須恵器 南東 6.0 (6.4) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 輔轄整形、表面摩耗。

椀 -14 底部～胴部下 3. 酸化焔軟質 底部高台貼り付け。

19 砥 石 北西 7.2 3.8 3 I 140 g 砥沢

+3 
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第 II章 上栗須遺跡
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37号住居跡（写真図版145 • 176 • 177) 

位置

規模

2 G-162グリッド

東西3.3m 西壁2.5m

方位 N-82ー-E 

東壁3.2m 南壁中

央部東部分が迫り出す形になる。

8
0
 ゜

壁高 50cm前後

貯蔵穴

ほぽ垂直に立ち上がる。

北壁中央下に長辺1.3m、短辺75cm、深さ 15

cmの隅丸長方形の土坑があり、土師器甕や須恵器椀

等が出土している。

柱穴

床面

無し 周溝 無し

黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く踏み固め

ている。竃前には焼土、灰の広がり見られる。
゜ L =85.80m 2m 

掘形 北壁や南壁下部分に円形土坑などの掘り込み

第484図

置
模

竃
位
規

6 

37号住居跡実測図

I~IVは基本土層参照

1 暗褐色土 黄色土小塊を若干含む。

2 暗褐色土 黄色土塊が大きい。

3

4

5

6

 

が見られ、

央部は高く掘り残されたように見える。

遺物

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

その周辺は起伏が大きく、結果として中

竃前から南東隅にかけて多量に出土。

焼土・炭化物粒を含む。黄色土塊は混入しない。

黒灰を主とした土層。

黄色土塊をかなり多量に混在。

灰・木炭・焼士粒を含む。

東壁中央

焚口部幅48cm

深さ 48cm

燃焼部奥行き 45cm ・幅45cm • 

煙道部長さ 30cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に立ち上がる。

訃

構築 燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。火床面は床面より 8cm程低く、灰層の堆積見

られる。掘形面は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上

がり、赤茶色に焼き締まっている。煙道部には土師

器甕口縁部が倒立の状態で出土。
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゜ L ~s5.80m lm 

1

2

3

4

5

6

7

 

明褐色土

明褐色土

明褐色土

黄褐色土

赤褐色土

暗褐色土

暗褐色土

焼土・炭化物を若干含む。

淡黄色砂質土の小塊を含む

焼土・炭化物の塊を多く含む。

淡黄色砂質土を主とした土。

焼土塊を主としている。

黄褐色粘土塊を含む。

ー゚

8

9

 

淡黄褐色粘土。

淡黄褐色砂質土

暗黄褐色土灰・焼

土粒を

含む。

11 暗褐色土

第485図 37号住居跡鼈実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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第 II章上栗須遺跡
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第487図 37号住居跡出土遺物実測図(2) ‘ 
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37号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃前 15 0 6.4 5.2 1.黄灰色 2. 砂粒含む 難轄整形。

椀 +6 口縁部～底部％ 3. 還元焔軟質 底部右回転糸切り痕、高台部貼り付け、撫で。

2 須恵器 北東 14.1 7.0 5.1 1.にぶい黄色 2. 砂粒粘土 輔櫨整形。

椀 ~4 口縁部～底部 粒含む 3. 還元焔軟質 底部右回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

3 須恵器 鼈内 14.0 7.0 1. にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 鞘櫨整形、底部剥落。高台部貼付け痕

坪 +3 % む 3. 還元焙軟質

4 須恵器 北東 15.3 (5 4) (5 4) 1.褐灰色 2. 微砂粒含む 鞘櫨整形。

椀 -14 口縁部～底部％ 3. 還元焔軟質 底部全面剥離。

5 須恵器 南西隅 13.4 6.4 5.2 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 輔櫨整形。

椀 -1 口縁部～底部％ む 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台部貼り付け、内面刻書。

6 土師器 竃前 19.3 - (10.4) 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部短く外反、横撫で。頸部箆削り後横撫で、

甕 -1 口縁部～胴部上 3. 酸化焔硬質 指頭圧痕有り。上位横箆削り、中位縦方向箆削り

7 土師器 窪煙道 19.4 - (16.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒粘 頸外箆削り後横撫で、接合痕あり。

甕 +7 口縁部～胴部 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴部上位横箆削り、下半縦方向箆削り、内面撫で

8 土師器 窪前 ~ (17.0) 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 胴部縦方向箆削り、上半斜方向箆削り、

甕 +l 胴部上～胴部下 粒含む 3. 酸化焙良好 内面下半斜方向箆削り、中位横撫で。

, 土師器 窟内 19.0 - (7.2) 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反横撫で。頸部箆削り後横撫で。

甕 -8 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。内面撫で。

10 土師器 南東隅 ~ (13.5) 1. にぶい橙色 2. 粘土粒含む 胴部上半斜方向箆削り、下半縦方向箆削り。

甕 +9 頸部～胴部小片 3. 酸化焙良好

11 土師器 南東 19.6 - (9.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部外反、横撫で。頸部指頭圧痕、接合痕あり。

甕 -4 口縁部～頸部 粒含む 3. 酸化焔やや軟質 胴部上位横方向箆削り。

12 土師器 北東 21.0 ~ (13.4) 1.橙色 2. 粘土粒含む 口縁部外反、横撫で。

甕 +23 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 胴部表面摩耗。

13 土師器 北東 21.2 l ．にぶい橙色 2 ．白色細粒粘 口縁部外反、横撫で。頸部箆削り後横撫で。

甕 +l 口縁部～頸部小片 土粒含む 3. 酸化焔良好 胴部上位横箆削り、内面刷毛目。
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第 3 節 III 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (an) 残存状況 (cm) 

14 土師器 竃内 23.0 - (10 5) 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指頭圧痕、接合痕あり。

甕 -11 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り、中位斜方向箆削り。

15 土師器 南西隅 9.4 (3.8) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 脚部横撫で。

台付甕 -1 脚部のみ 3. 酸化焔良好

16 鉄 鎌 西壁床直 14.8 4. 8 0.15 66 70 g ほぽ完存。基端部僅かに折り返し、全体に湾曲。

17 土師器 南西隅 20.0 1 ．にぶい褐色 2. 粘土粒含む 口頸部指頭圧痕有り、横撫で。胴部上位横方向箆削

甕 -8 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 り、中位斜方向箆削り。肩部張る。

18 土師器 北東 20.0 - (23.8) 1.にぶい橙色 2. 粘土粒含む 口縁部外反、横撫で。頸部指頭圧痕有り、横撫で

甕 -1 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向、上半斜方向、下半縦方向箆削り

38号住居跡（写真図版145 • 177 • 178 • 179) 

位置 W-140 • 141 グリッド 方位 N-7T-E

規模東西4.lm 南北2.8m 長方形を呈する。

壁高 42cm前後垂直に立ち上がる。壁面は地山が

砂礫層であるため脆く、部分的に崩れている。
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貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 地山黄褐色砂質土と黄褐色土塊混じりの覆土

上に、小礫混じりの暗褐色土を入れ踏み固め貼床を

作る。竃前には焼土、灰が薄く広がる。

掘形 中央やや東よりに長辺 2m、深さ 20cmの達磨

型をした土坑を検出した。

遺物 南壁際に須恵器坪、椀、蓋、甕等の完形品が

まとまって出土し、西壁よりにも須恵器坪出土。

1 暗褐色土小石・小礫‘‘‘文1、
の混り。

暗褐色土小礫の混り。

暗褐色土小礫．灰黄

色細砂塊を

含む。

暗褐色土小礫を多く

含む。

青褐色土青緑色砂質

土を多量に

混在する。

6 明褐色土小礫を若干

含み、黄色

土塊を多量

に混在する。

7 明褐色土小礫を若干

含み、灰を

混在する。

8 暗褐色土砂礫層。

c
 

B
 

B' 
゜ L =84.60m 

ーー

2m 

0 L=84.60m 2m 

第488図 38号住居跡実測区 第489図 38号住居跡床下実測図
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第 II章上栗須遺跡

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅45cm • 

深さ 45cm 煙道部長さ 45cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 25cm 斜方向に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面より僅かに低く、灰の堆積見られる。直上に

は天井部崩落土の黄褐色土と焼土の堆積見られる。

`
e
 

芦

b
 

O 喜
b' 

第490図 38号住居跡竃実測図

掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。

壁面の焼けは、煙道部に向かい赤茶色に焼けている。

燃焼部内には、土師器甕が天井部崩落土の上より 3

個体と須恵器坪が横倒しまたは倒立の状態で出土し

ており、住居廃棄時鼈にかけられたままで放置され

たものである。煙道部は斜方向に立ち上がり、壁面

は僅かに焼けている。

`
8
 

"'I u | 

゜
L =84 50m lm 

1 暗褐色土小石が混る。 7 赤褐色土天井部に伴う焼

2 暗褐色土小石が混る。 土。

3 淡褐色土黄土色粘土が混 8 暗褐色土灰を混在する。

じる。 8' 暗褐色土焼土・炭化物を

3' 淡褐色土焼土粒・黄土色 若干含む。

粘土の混り。 9 灰黄色土焼土粒・黄色土

4 赤茶色土焼土塊を多量に 粒を含む。

含む。 10 灰褐色土焼土粒．灰色土

5 暗褐色土砂礫を含む。 の混り。

6 黄褐色粘土鼈天井部崩落。 11 住居土層 6

ロニニ1 ロニ2 □3 

゜ 10cm ロニ／4
第491図 38号住居跡出土遺物実測図(1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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第493図 38号住居跡出土遺物実測図（3)

38号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 12.0 3 3 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部内屈。体部指押さえ、

坪 完形 3. 酸化焔良好 内面撫で。底部平底気味、手持ち箆削り。

2 須恵器 北西 11.9 7.3 4.0 1.灰黄褐色 2. 白色粒含む 漉櫨整形。胴部回転箆削り、自然釉付着。

坪 床直 完形 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り後箆撫でにより、糸切り痕を消す

3 須恵器 南西 12 2 6.0 4.1 1.灰色 2. 小石含む 輛櫨整形。

坪 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り。

4 須恵器 南西隅 12.5 6.5 4.4 1.灰色 2. 白色片岩小石含む 輔櫨整形。底部高台貼り付け、撫で、

椀 +4 完形 3. 還元焔硬質 回転糸切り、撫でにより消失。

5 須恵器 南東 12. 4 6.0 4.2 1.灰色 2. 白色小石含む 輛轄整形。

坪 +l 完形 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り、末調整。

6 須恵器 南東 11 2 6.3 4.8 1.褐灰色 2. 精選緻密 輛轄整形。

坪 +9 完形 3. 還元焙硬質 底部回転箆撫で。

7 須恵器 南西 11.5 4.1 6.6 1.灰色 2. 白色黒色粒含む 輔櫨整形。

坪 床直 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、末調整。

8 須恵器 南西 10.5 6.2 4.0 1.灰色 2. 白色小石含む 輔轄整形。

坪 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、未調整。

, 須恵器 覆土 12 2 7.2 4.2 1.灰白色 2. 白色粒透明粒 輛龍整形。

坪 完形 含む 3. 還元焔硬質 底部糸切り痕。

10 須恵器 南東隅 13.1 6.9 4 1 1. 灰黄色 2. 小石含む 輛輯整形。

坪 +4 完形 3. 還元焙硬質 底部右回転糸切り。

11 須恵器 南西 11. 9 6.3 4.0 1.灰白色 2. 白色粒黒色細 輔櫨整形。

坪 +7 完形 粒含む 3. 還元焔硬質 底部左回転糸切り、未調整。

12 須恵器 南西 11 4 6.3 4.2 1.灰黄色 2. 白色砂粒含む 口縁部表面摩耗、輛轄整形。

坪 +6 完形 3. 還元焔やや軟質 底部右回転糸切り。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

13 須恵器 南東 18.5 4.4 1.灰白色 2. 白色粒片岩粒 口縁端部折り曲げ、撫で。頂部回転箆削り。

蓋 +2 完形 含む 3. 還元焔硬質 摘み部ボタン状張り付け。渦巻き痕あり。

14 須恵器 南東 18.3 4.1 1.灰白色 2. 白色粒小石含 ロ縁端部、折り曲げ、回転撫で。頂部回転箆削り

蓋 +3 完形 む 3. 還元焙硬質 摘み部リング状、貼り付け、内面輔轄目あり。

15 須恵器 北東 25. 7 8.0 1 ．灰色 2. 白色黒色細粒含 口縁部外反。口唇部回転撫で。

甕 -4 口縁部 む 3. 還元焔硬質

16 須恵器 北東 25 7 7.5 1.灰色 2. 白色黒色細粒含 口縁部外反。口唇部回転撫で。

甕 +5 口縁部 む 3. 還元焔硬質

17 土師器 窟内 19.0 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上半横方向箆削り。

18 土師器 窮内 14.8 - (21.0) 1.灰褐色 2. 微細砂粒含む 口縁部緩く外反、指頭圧痕有り、横撫で、

甕 脚部欠損 3. 酸化焔良好 頸部横撫で。胴部上半横方向、下半縦方向箆削り

19 土師器 寵内 24.1 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部小さく外反、指押さえ痕あり、横撫で。

甕 口縁部～胴部 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り、下半斜方向箆削り。

20 土師器 寵内 19.9 26.0 1 ．明褐色 2. 細砂粒含む 口縁部緩く外反、横撫で、指押さえ痕。

甕 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り、下半斜方向箆削り。

21 須恵器 北東 1.灰色 2. 白色細粒含む 胴部叩目、撫で消し、肩部上回転撫で。内面頸部

甕 -4 胴部 3. 還元焙硬質 指押さえ、肩部横撫で、下半部縦及び斜方向指撫で

ヽ

r.: 
l」 A' 

() 

゜

゜゜ヽ°
ヽ

゜ 内ふI
叫

b' 
I 

b 

0 L=84.70m 

' 土
2m 

A' 
3̀ 

I
-
L』
4

3 

3 ' 4  
/ ｀戸号住居

1 暗褐色土小石混じり。
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3 暗褐色土小石・黄土粒混じり。

3' 暗褐色土小石を多量に含む。

4 暗褐色土小石をわずかに含む。
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1 暗褐色土小石・焼土粒を

わずかに混じる。

2 暗褐色土小石わずかに含。

3 暗褐色土 2 層に似るが、

焼土粒・黄土粒

゜ L =84.60m 

を含む。

¥ 4 暗褐色土ご。・焼土
5 暗褐色土焼土塊をわずか

に含む。

6 暗褐色土焼土の量は減少

lm している。

第495図 39号住居跡竃実測図
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第 II章上栗須遺跡

39号住居跡（写真図版146 • 179) 

位置 X-142グリッド

重複 40号住居を切っている。

規模東西2.2m 南北2.8m ほぼ方形状を呈す

る。

壁高 18cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅部分に須恵器及び土師器の坪の出土

が見られこの部分にあったと思われる。

柱穴無し 周溝無し

方位 E-2ー -S 

床面 小礫、黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固

めている。北側地山露出している。

掘形北西部分に楕円形の浅い掘り込み見られる。

遺物 南西隅に 2 個体土師器甕が倒立された状態で

出土。竃内に須恵器坪、椀出土。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅43cm • 

深さ 22cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 17cm 斜方向に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部右側は壁面掘り

残しの部分があり、左は地山掘り残しによる高まり

が見られ、袖状のものがあったと思われる。火床面

は床面より僅かに低くなり、焼土塊を含む。燃焼部

中央左奥に支脚として利用されていたと考えられる

礫が、立てられた状態で出土しており、周辺には須

恵器坪の破片出土している。竃掘形は方形を呈し、

壁面は垂直に立ち上がる。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

39号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北東 12 6 6.8 (4 3) 1.灰白色 2. 粘土粒含む 輔轄整形。

椀 床直 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

2 須恵器 貯蔵穴内 12 9 6.0 (3.9) 1.灰白色 2. 細砂粒僅かに含 輛轄整形。

椀 口縁部～底部％ む 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り。

3 須恵器 貯蔵穴内 13.1 5.6 (3. 7) 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形。

椀 + 1 完形 3. 還元焔やや軟質 底部右回転糸切り、高台貼り付け痕有り。

4 須恵器 貯蔵穴内 14.5 6.8 4.7 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輛轄整形。

椀 口縁部～底部½ 3. 酸化焔良好 底部高台貼り付け、撫で消し、雑。

5 須恵器 霞手前 14.8 (5.5) 5 0 1.灰褐色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。

椀 +20 完形 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け、撫で消し。

6 須恵器 窟内 14.2 5 7 5.0 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輛輯整形。

椀 床直 完形 3. 還元焔軟質 底部右回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

7 須恵器 貯蔵穴内 14. 2 6 7 5.2 1.灰白色 2. 精選 輔輯整形、表面摩耗。

椀 3. 酸化焔良好 底部高台貼り付け。

8 須恵器 賓手前 14.6 4.0 1 ．黄灰色 2. 粘土粒含む 輛轄整形。

椀 -1 底部欠損 3. 酸化焔良好

, 須恵器 窟覆土 15.0 4.3 1.黒色 2. 央雑物多く含む 輔櫨整形。

椀 -2 底部欠損 3. 酸化焔良好

10 須恵器 窟内 5 7 (3.4) 1.灰白色 2. 粘土粒含む 輔轄整形。

椀 床直 口縁部欠損 3. 還元焙やや軟質 底部回転糸切り、高台貼り付け。

11 須恵器 賓覆土 6. 7 (4.8) 1. 灰白色 2. 細砂粒含む 輛轍整形。

椀 口縁部欠損 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

12 土師器 北東 18.6 1.にぶい橙色 2. 粘土砂粒 口縁部短く僅かに外反。頸部上下端強い撫で、

甕 -5 胴部下～底部欠損 含む 3. 酸化焔良好 指頭圧痕有り。胴部上位横、中位斜縦方向箆削り

13 土師器 南西 16. 7 1.赤褐色 2. 粗砂粒含む 口縁部短く外反、頸部強い撫で、コの字明瞭。

甕 +3 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部上位斜方向箆削り、下半縦方向箆削り。

40号住居跡（写真図版146 • 179 • 180) ている。

位置 X-142 • 143グリッド 方位 N-75°- E 

重複 39号住居に北東部分を切られ、南壁中央で18

号土坑を切っている。

掘形全体にフラットな面に仕上げられている。

遺物 竃右土師器坪、住居中央に土師器甕出土。

規模東西2.7m 南北3.5m 長方形を呈する。

壁高 35cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴南東隅 1 辺45cm、深さ 20cmの方形状を呈

する。土師器坪出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く踏み固め

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅56cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅55cm • 

深さ 44cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 40cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部に地山掘り残し
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第 II章 上栗須遺跡

の袖が僅かに見られる。火床面は床面よりやや低く、

黄褐色土粒子や焼土塊見られる。直上には天井部崩

落土である、焼土層や黄褐色土の堆積見られる。掘

形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁

面の焼けは斜方向に上がる

\ 

39号住居
<:o 3 

,<:> 4 

• 5 
袋 7

c 

゜ L =84. 70m 2m 

B
 

39号住居
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暗褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

3
 
暗褐色土

4
 

5
 

6

7

 

白色軽石・小石少

ない。

小礫を含まない。

小石・黄土粒混じ

り・炭・白色軽石

をわずかに含む。

黄土粒塊を多鼠に

含む。

暗褐色土 l'層に似るが白

色軽石を含まない。

暗黄褐色土 黄色粘土の大形

塊を多輩に含む。

混入物少ない。

黄色粘土の小塊を

含む。

暗褐色土

暗褐色土

貯蔵穴

① 灰黄色土

② 黄褐色土

゜ L =84.60m lm 

黄土粒混じり。

黄褐色塊・黄緑色

細砂混じり。
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40号住居跡竃実測図
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄土色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

赤茶色土

小石混じり。

小石をわずかに含む。

小石をわずかに含む。

黄土色粘土主体。

黄土色土塊・粒を多く含む

黄土色土塊を含む。

焼土粒・黄土粒を含む。

黄土粒・焼土粒混じり。

焼土・天井部崩落部分。
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40号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴内 12.2 3.4 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。胴部指頭圧痕有り、撫で、

坪 ほぽ完形 3. 酸化焙良好 胴部上位未調整。底部手持ち箆削り。

2 土師器 南東壁 11.8 3.5 1 ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、直立、下位末調整。

坪 +19 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

3 土師器 中央 12.4 3 9 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 + 1 底部欠損 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 中央 14.6 3.5 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +18 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 須恵器 北西中央 13.5 5.8 2.9 1.橙色 2. 砂粒粘土粒含む 輛櫨整形。

皿 +16 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で。

6 土師器 南東 3.4 1.橙色 2. 細砂粒含む 胴部上位横箆削り、下半斜方向箆削り。

小型甕 口縁部欠損 3. 酸化焔良好 底部箆削り。

7 土師器 中央 20.4 8.2 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、下端弱い稜を持つ。

甕 +35 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

8 土師器 覆土 26.7 5 2 1.明褐色 2. 精選 口縁部短く外反、横撫で。

甕 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位縦方向箆削り。

, 砥 石 覆土 3.5 3.6 0.9 30 g 砥沢
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第 II章 上栗須遺跡

第500図

°‘ 守吋
(70 () p 
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゜
ク

L =84. 70m 2m 

41号住居跡（写真図版147 • 180 • 181) 

位置

規模

X-140 • 141グリッド

南東半分のみの調査

ため未調査。

壁高 35cm前後

貯蔵穴 南東隅

垂直に立ち上がる。

径70cm、深さ 25cmの規模を持ち、

覆土中には焼土や灰を含む。貯蔵穴内から 30cm程の

割れた大礫と須恵器椀、土師器坪、小型台付甕等が

出土している。

柱穴

床面

掘形

遺物

無し 周溝

方位 N-86ー -E 

他の部分は調査区外の

無し

小礫混じりの暗褐色土を踏み固めている。竃

前は焼土、灰の広がり見られる。

竃前に高まり見られ、他の部分は凹凸大きい。

貯蔵穴周辺に遺物が集中して出土している。

41局住居跡実測図
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"I 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄土色土

暗褐色土

止

I~III 基本土層を参照

1 暗褐色土 小石が混じる。

2 暗褐色土 黄褐色土を多く含む。

3 暗褐色土 黄褐色土・小石を含む。

4 灰黄土色土 黄土色粘土塊が混じる。

5 灰黄土色土 黄土色塊を多く含む。

6 暗褐色土 小石をわずかに含む。

7 暗黄緑色粗砂層。

L =84.50m lm 

小石が混じる。

小石を微量含む。

黄褐色塊が混じる。

焼土粒が混入。

混入物が少ない。

焼土を多量に混在する。

焼土・炭・灰が混じる。

黄色塊を主体とする。

黄土粒・焼土粒を含む。

暗褐色土小石が混じる。

灰黄緑色土砂礫が混じる。

灰黄緑色土細砂が混じる。

黄緑色微細砂層

黄緑色粘質土

第501図 41号住居跡竃実測図
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竃

位置東壁

規模焚口部幅65cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅50cm • 

深さ 55cm 煙道部長さ 35cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 43cm 斜方向に立ち上がる。

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあり、焚口部に

地山掘り残しの袖を持つ。火床面は床面より 5 cm程

下がり、灰の堆積見られる。覆土中層に暗黄褐色土

の天井部崩落土の堆積見られる。掘形は長方形状に

掘られ、壁面は垂直に立ち上がる。燃焼部右内壁に

30cm程の板状礫が立て掛けられていた。煙道部は斜

めに外に伸びる。遺物は須恵器坪、土師器甕出土。

訊 司

喜
苫
l l 
...., 

.ni r "'I 
゜ L ~s4.50m lm 

第502図 41号住居跡鼈掘形実測図
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第503図 41号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 II章上栗須遺跡

口ニニ＝二／
、三／三〖

¥¥ 
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\ ヽ
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゜

16 
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// 
I/ 13 
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I I 14 

17 

第504図 41号住居跡出土遺物実測図（2)

41号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴内 12.1 1 ．明褐色 2. 細砂粒含む 口縁部、体部直線的に開く。

坪 完形 3. 酸化焔良好 底部平底、表面摩耗。

2 須恵器 竃内 13 2 6.1 3.9 1.灰黄褐色 2. 砂粒粘土粒 輔轄整形。

坪 +4 完形 含む 3. 酸化焙 やや軟質 底部回転糸切り、未調整。

3 須恵器 貯蔵穴内 12 9 6 0 3 7 1.灰黄褐色 2. 細砂粒含む 漉轄整形。

坪 +7 完形 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、未調整。

4 須恵器 貯蔵穴内 13. 7 6.8 4 1 1 ．黄灰色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形。

椀 -35 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部糸切り、高台部貼り付け、撫で。

5 須恵器 竃内 14.2 7.1 4.8 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 輔轄整形。

椀 +4 完形 3. 還元焙やや軟質 底部高台部雑、貼り付け、撫で。

6 須恵器 貯蔵穴内 13.1 6.4 3.9 1.灰白色 2. 白色砂粒含む 底部右回転糸切り、未調整。

坪 +23 口縁部～底部％ 3. 還元焔硬質

7 須恵器 竃内 13.4 5.6 4.3 1.黄褐色 2 ．細砂粒含む 鞘櫨整形。

坪 +7 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、未調整。

8 須恵器 貯蔵穴内 14.0 6.5 5 3 1.橙色 2. 粘土粒含む 輛櫨整形。

椀 +20 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

, 須恵器 貯蔵穴内 15.0 7.1 5.0 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒 白色 輔鑢整形。

椀 +o 口縁部～底部％ 小石含む 3. 還元焔 やや軟質 底部左回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

10 須恵器 貯蔵穴内 14.7 6.2 5.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒片岩 輛轄整形。

椀 +4 完形 粒含む 3. 酸化焔気味 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

l 

11 須恵器 竃前 15.3 7.0 5.3 1 ．にぶい橙色 2. 砂粒粘土 輔櫨整形。

椀 -5 完形 粒含む 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

12 須恵器 南東 15 6 10.6 3.6 1 ．灰黄色 2. 白色粒含む 口縁部輛櫨整形。

坪 +6 口縁部～底部％ 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り後周縁部回転箆削り。

13 土師器 貯蔵穴内 13.0 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部短く外反。口唇部撫で。頸部横撫で、

小型甕 +10 口縁部～胴部上 含む 3. 酸化焔良好 コの字状。胴部横方向箆削り、内面指頭圧痕有り

14 須恵器 南東 17.0 1.暗灰色 2. 精選 口縁部折り返し、回転撫で。

長頸壺 +20 口縁部～頸部 3. 還元焔硬質 自然釉付着。

15 土師器 電内 20.4 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反。頸部箆削り後横撫で。

甕 +3 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り、内面箆撫で。

16 土師器 貯蔵穴内 9.7 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 脚部回転撫で、裾部水平方向に開く、指頭圧痕有り

台付甕 +10 脚部 3. 酸化焙良好

17 砥 石 南壁 9 0 3.2 5.0 170g 砥沢

42号住居跡（写真図版147 • 181) 

位置

規模

壁高

床面

2 C -153グリッド

東西2.5m

貯蔵穴 無し

ヽ

南北2.6m

柱穴

口

方位 E-12'-S 

方形を呈する。

15~20cmの間、斜めに立ち上がる。

無し 周溝

黄褐色土塊混じりの暗褐色土を踏み固めなら

-<I 

無し

しているが、掘形面の影響を受け大きな凹凸見られ

る。

掘形 中央やや北西寄りに径1.4m、深さ 10cm程の円

形の掘り込みがあり、全体がこれに向かい掘られて

いる。

遺物 須恵器坪が 2 点出土。

'rol ` ~ 1 

叶

゜
"'I 

b
 

b' 

B' 

]□三□8520m 2m ` o  L =85.ZOm lm 

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

3' 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

第505図

黄褐色粘土塊含む。

黄褐色粘土塊含。

黄褐色粘土少量。

木炭粒を含む。

黄褐色土はほとんど含まれない。

黄褐色粘土を含む。

黄褐色粘土を多く含む。

黄色土塊を多く含む。

42号住居跡実測図

1

2

3

4

5

6

 

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

赤橙褐色七

暗灰褐色土

暗褐色土

第506図

黄褐色土粒を含む。

黄褐色粘土が少し含む。

天井部の崩落土。

天井部の崩落土。

灰・木炭・焼土。

黄色土塊を多量に含む。

42号住居跡鼈実測図
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第 II章 上栗須遺跡

置
模

竃
位
規 東壁中央南より

焚口部幅55cm

深さ 43cm

燃焼部奥行き 90cm ・幅50cm • 

煙道部不明

煙道部への立ち上がり 25cm 斜めに立ち上がる。

□□1 

構築 燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面よりやや低く、灰の堆積見られる。直上には

黄褐色土の天井部崩落土が堆積している。掘形は長

方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。
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第507図

42号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西 12.6 6.3 3.8 1.黒色 2. 細砂粒含む 輛櫨整形。

坪 +11 完形 3. 還元焙良好 底部右回転糸切り、未調整。

2 須恵器 窪左 14.3 8.0 6.0 1.灰色 2. 粗砂粒含む 轍轄整形、ややいびつ。

椀 -4 % 3. 還元焔硬質 底部高台部貼付、撫で、右回転糸切り痕、未調整

43号住居跡（写真図版148 • 181 • 182) 

位置

規模

2 C • 2 D-154グリッド

東西 3m

ため末調査。

壁高

柱穴

床面

掘形

遺物

15cm前後

貯蔵穴

無し

南北3.2m

方位E-12'- S 

北西隅部調査区外の

垂直に立ち上がる。

南東隅部で張り出す形に掘られる。形状は

楕円形を呈し、深さ 25cmを測る。

周溝 無し

黄褐色土塊混じりの暗褐色土を薄く踏み固め

ている。部分的に地山露出している。

中央部から北東隅にかけて、長辺1.8m、短辺

1.lm、深さ 20cmの隅丸長方形状を呈する土坑検出し

た。他の部分はフラットな面に掘られる。

竃前、中央、北西の各部分に遺物の集中する

ヽ

゜ L =85.30m 2m 

部分がある。

1

2

3

4

5

 

暗黒褐色土 梨根による攪乱土。

黒褐色土黄色土の小塊を含む。

暗褐色土焼土粒を多く混入。

暗褐色土 黄色土塊多く混入。

暗褐色土 黄色土塊ほとんど含まれない。

第508図 43号住居跡実測図
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第 3 節 III 区検出の遺構と遺物

置
模

竃
位
規 東壁南寄り

焚口部幅50cm

深さ 21cm

燃焼部奥行き 70cm ・幅47cm • 

煙道部不明

煙道部への立ち上がり 15cm 斜方向に立ち上がる。

構築 燃焼部は壁外にあり、焚口部に地山掘り残し

` o | -,,I 

の袖を持つ。火床面は床面よりやや低く、灰の堆積

見られる。直上には黄褐色土を多量に含み焼土混じ

りの、天井部崩落土を検出した。奥壁は円みを持つ

が、側壁面は垂直に立ち上がる。
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7 A'.  A' 

三B B' 
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暗黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

第509図

攪乱土。

焼土粒・黄色土塊を若干含む。

焼土粒・黄色土塊を多く混入する。

黄色土の大塊・焼土の混在土。

43号住居跡竃実測図

4' 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

焼土塊を多く含む。

炭化物等を含み、灰を混在させた。

黄色粘性塊を多量に含む。

゜第510図

L =85.30m 2m 

43号住居跡床下実測図
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第511図 43号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 II章上栗須遺跡
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第512図 43号住居跡出土遺物実測図（2)

43号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北東壁 12.9 5.9 3.7 1.橙色 2. 粗砂白色粘土 輔輯整形。

坪 -1 完形 粒含む 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り、未調整。

2 須恵器 北貯蔵穴 12.9 4.1 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 輔轄整形。

椀 +4 粒含む。 3. 酸化焙良好 底部剥離

3 須恵器 竃内 13.4 5.9 4.6 1.浅黄色 2. 細砂粘土粒含 輔櫨整形。

椀 % む 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台部貼り付け。

4 須恵器 中央 13.3 5.3 5.0 1.明黄褐色 2. 砂粒含む 輛櫨整形、摩耗。

椀 床直 ｽ 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台部貼り付け。

5 須恵器 北貯蔵穴 5.5 4.0 1 ．灰黄色 2. 砂粒粘土粒含 口縁部表面摩耗。

椀 % む 3. 酸化焔良好 底部高台部貼り付け。

6 須恵器 北貯蔵穴 14.6 7.6 6 6 l ．灰色 2. 黒色 白色細粒含 輔鑢整形。

椀 +9 % む 3. 還元焔軟質 底部高台部貼り付け、内面指によるえぐり込みあり。

7 須恵器 北貯蔵 14.0 5 9 5.0 1. 黒色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形。

椀 穴＋ 1 % 3. 酸化焙良好 底部回転糸切り、高台部貼り付け、撫で。

8 須恵器 竃内 12 6 5 6 3 7 1 ．にぶい黄橙色 2 ．粘土粒 片 鞘櫨整形。

坪 +2 ｽ 岩小礫含む 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、未調整。

, 土師器 覆土 11.6 4. 7 1.浅黄色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で、短く外反。

甕 3. 酸化焔良好 胴部上位箆削り後撫で。

10 土師器 北東 12.3 7.3 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。頸部段をもつ。

甕 +9 3. 酸化焙、良好 胴部横箆削り、内面撫で。

11 土師器 南東 22 3 10.3 l ．明赤褐色 2. 砂粒粘土含 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り、強い撫で。

甕 +8 む 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り。

12 土師器 中央 7 7 8.0 l ．橙色 2. 粗砂粘土粒含む 胴部縦方向箆削り、下端横箆削り。

甕 +7 口縁部欠損 3. 酸化焔良好軟質 底部平底。

13 土師器 北東 4.8 9.0 1.赤褐色 2. 砂粒粘土粒含 嗣部下位斜方向箆削り。

甕 +12 む 3. 酸イヤ焔 良好 底部平底箆削り、砂粒付着。

14 鋲 滓 十犬十 7 290 g 
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44号住居跡（写真図版148 • 182) 

位置 2 E-158グリッド 方位 E-12°- S 

重複 46号住居に南半分を切られ、西壁を18号土坑

に切られる。

規模東西2.4m

壁高 35cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊含む暗褐色土をいれ踏み固める。

掘形 フラットな面に仕上げられている。

遺物 須恵器椀、甕の破片出土。

-/  l -

第 3 節 Ill区検出の遺構と遺物

竃

位置東壁にあり、 46号住居に焚口部を切られる。

規模焚口部不明燃焼部奥行き60cm ・幅50cm• 深

さ 37cm 煙道部長さ 20cm ・幅15cm

煙道部への立ち上がり 20cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部中心は壁の延長線上にある。袖部分は

削平を受けて不明。火床面は床面より 10数cm低く、

灰の堆積見られる。掘形壁面はやや袋状を呈する。

、rol

~ | 
゜ L ~85.40m lm 

l 暗褐色土炭・焼土塊を含む。 4 暗褐色土黄褐色土塊含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊少量含む。 5 暗褐色土灰を若干含む。

3 暗褐色土黄褐色土含む。 6 暗褐色土灰．多く含む。

第514図 44号住居跡竃実測図

A •’ 

亡O L =85.60m 2 m 
’’’ 

1 褐色土 炭・焼土粒あり。

2 褐色土 炭・焼土粒わずかに含む。

3 暗黄土色土焼土粒わずかに含む。

4 暗褐色土 黄色土塊を含む。

第513図 44号住居跡実測図

44号住居出土遺物観察表

ヽヽ I
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゜ 10cm 

第515図 44号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 北西 6.8 3.5 1.黒色 2. 白色透明細粒含 輛櫨整形。

椀 +l 口縁部欠損 む 3. 還元焔良好 底部高台貼り付け、回転糸切り。

2 須恵器 北東 14.2 4.6 1.暗灰黄色 2. 白色黒色細 輔櫨整形。

椀 +27 % 粒含む 3. 還元焔軟質 底部高台貼り付け痕あり。

3 須恵器 北西 14.4 6.1 5.1 1.橙色 2. 白色透明粘土 漉櫨整形。

椀 -1 % 粒含む 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、高台貼り付け、撫で、雑。

4 須恵器 中央 15.2 7.2 6.6 1. 灰白色 2. 粘土粒含む 報櫨堅形．

椀 +16 % 3. 還元焔軟質 底部裔台貼り付け。
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第 II章 上栗須遺跡

45号住居跡（写真図版148 • 182) 叫 C̀A I 
位置

重複

規模

壁高

貯蔵穴

床面

る。

掘形

遺物

置
模

竃
位
規

深さ 28cm

構築

T • U-137グリッド

14号土坑により西壁を切られている。

東西2.2m

28cm前後

無し

考えられる。

1

2

3

4

5

6

 

南北3.2m

ほぼ垂直に立ち上がる。

柱穴

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

灰褐色土

褐色土

暗褐色土

焚口部幅50cm

煙道部不明

無し

方位 E -21ー-S 

長方形を呈する。

周溝 無し

小礫混じりの暗褐色土を薄く踏み固めてい

地山礫面を僅かに掘り込む。

電前に30cm立方の大礫が 2 個出土。用途不明。

小石・黄土粒。

小石・黄土粒多く含む。

小礫わずかに含む。

黄褐色微砂わずかに混ざる小石含む。

小石混じり。

黄褐色微砂塊・小石混じり。

東壁中央やや南より

燃焼部奥行き 65cm ・幅42cm • 

煙道部への立ち上がり 20cm 垂直に立ち上がる。

本住居の竃は石組竃である。燃焼部内に片岩

系の角礫と棒状礫を壁面に立て、周囲に暗褐色土混

じりの黄褐色土を詰め石を組んでいる。石組は燃焼

部内出土礫の状況から、側壁全面に貼られていたと

また、奥壁には土器が貼られている。

燃焼部内右奥には、支脚として利用されていたと考

えられる 25cmの棒状礫が立てられている。燃焼部は

壁外にあり、焚口部に僅かに地山掘り残しの袖を持

つ。火床面は床面より僅かに低く、焼土の堆積見ら

れる。

A
 

一

c
 

第516図

叫

゜ L =84.20m 

叫

A
 

A' 

□三ニー
2m 

45号住居跡実測図

` o | 

b
 

b' 

三
C' 

口
5
 

6
 

` o | 

叫

暗褐色土

暗褐色土

2' 暗褐色土

3 暗灰褐色土

4 暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

゜ L =84.20m 

小石混じる。

黄色・小石少

量。

小石少量含む。

混土粒混じり。

黄土粒わずか

に含む。

わずかに小石

含。炭わずか

に含。

小石含む。

lm 

第517図 45号住居跡竃実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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45号住居出土遺物観察表
第518図 45号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃内 11.9 5.5 3.8 1.灰色 2. 白色黒色細粒含 口縁部輔轄。

坪 + % む 3. 還元焙発泡あり 底部左回転糸切り。

2 土師器 北東 20.2 1 ．褐色。 2. 砂粒含む 口唇部折り返し、沈線巡る。頸部撫で。

甕 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位箆削り。

3 須恵器 竃内 6 8 4.3 1.黄橙色 2. 白色透明細粒 胴部撫で、紐造り。

羽 釜 含む 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

46号住居跡（写真図版148 • 182 • 183) 

位置 2 E-158グリッド 方位 E-22°- S 

重複 44号住居を切り、 18号土坑に切られる。

規模東西2.3m 南半分は調査区外のため未調査。

壁高 43cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴不明

-/  | 

A
 

゜

柱穴不明 周溝無し

L =85.60m 2m 

臼

床面 黄褐色土塊を多量に含む暗褐色土を踏み固め

ている。

掘形北西寄りの部分に向け掘り込まれている。

遺物 土師器甕が北東隅に浮いた状態で出土。また、

周辺に須恵器椀、甕等が出土している。

竃不明

I と III は基本土層参照

l 褐色土 わずかに炭・焼土粒あり。

2 黄土色土黄土色粒塊主体。

3 暗褐色土 黄色土塊を多量に混在。

4 黄褐色粘質土。

5 褐色土 褐色塊・黄土色土粒含む。

6 褐色土 褐色塊・黄土色土塊を多く含む。

7 褐色土 黄土色粘土塊主体。 ゜

2
 

-_ 
—_-— ]

-
\ \ 

A
 

A' 
III 

こ戸□］ I□□\ 
1 ~3 10cm 

4 20cm 

第519図 46号住居跡実測図 第520図 46号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 II章上栗須遺跡
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゜ 10cm 
5 • 6 20cm 

第521図 46号住居跡出土遺物実測図（2)

46号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北西 (14 4) - (4. 9) 1.明赤褐色 2 ．爽雑物多い 口縁部横撫で、胴部上位指頭圧痕有り、下部箆削り

坪 +15 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部箆削り、平底。

2 須恵器 北東 (14 4) 6.6 5.4 1.にぶい橙色 2. 粘土粒含む 口縁部輛櫨整形。

椀 +7 ほぼ完形 3. 酸化焙やや軟質 底部高台部貼り付け、切り離し、撫で消し。

3 須恵器 北西 7.0 1.にぶい橙色 2. 粘土粒含む 底部右回転糸切り、高台部貼り付け。

椀 +6 ｽ 3. 酸化焙良好

4 土師器 北東 (21.0) - 1.にぶい橙色 2 ．央雑物含む 口縁部短く外反。口唇部垂直に立ち上がる、沈線巡

甕 +15 口縁部％ 3. 酸化焔良好 る。胴部上位横方向箆削り。

5 土師器 北東 (21.0) - 1.明赤褐色 2 ．央雑物含む 口縁部短く外反。口唇部平坦、沈線巡る。胴部上位

甕 +3 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 横方向箆削り、下位縦方向箆削り、内面箆撫で。

6 土師器 北東 1. にぶい橙 2. 央雑物含む 胴部上位横方向箆削り、下半縦方向箆削り。

甕 +15 胴部½ 3. 酸化焙良好

7 鉄 鎌 覆土 5.6 4.0 0.1 36.3g 錆付着

47号住居跡（写真図版149 • 183) 

位置 R • S -136·137グリッド 方位 N-90°-E 

規模東西2.7m 南北3.lm 長方形状を呈する。

壁高 25cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 小石混じりの暗褐色土を踏み固めている。

掘形浅い小ピット状の掘り込みが幾つか見られる

程度であり、フラットな面に仕上げられている。

遺物 竃前に須恵器椀と板状礫出土している。

竃

位置東壁南

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 25cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 20cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。焚口部

は、礫を鳥居状に組んで補強していた。火床面は床

面よりやや低い。また、中央部には支脚として礫を

立てて利用している。
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

---/  1 -

叫 叫

A A' 
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゜ 3 
L ~84.00m 2m 

第522図 47号住居跡実測図

A' 

叫
1

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

小石が混じり、白色軽石を多く含む。

小石・白色軽石を含む。

砂礫を多量に含む。

小石 (0.5~2 cm) が混じる。

黄土色塊．粒を含む。

白色軽石・黄土色粒を含む。

やや粘性の土。

`
E
 

~̀| 

: 
~-i 多

~1 ~ 1 

b
 

b' 
゜ L =83.90m lm 

\ 
c
 

c , 

口
l~3 住居覆土

2' 暗褐色土焼土粒を含む。

4 暗褐色土焼土塊・灰を含む。

5 暗褐色土黄色土粒を含む。

6 褐色土 やや粘性あり。

゜口10cm 

第524図 47号住居跡出土遺物実測図 第523図 47号住居跡竃実測図

47号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃前 1.橙色 2. 白色透明細粒含む 口縁頂部撫で。鍔貼り付け。

羽 釜 -2 破片 3. 酸化焔良好

2 須恵器 南東 5 2 1.にぶい橙色 2. 白色透明細 口縁部輔龍整形。

椀 +11 % 粒含む 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り、高台部貼り付け。

3 須恵器 竃前 11 5 5 4 4 8 1.にぶい橙色 2. 白色、黒色 口縁部輌轄整形。

椀 +13 % 細粒僅かに含む 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り、高台部貼り付け。
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第 II章上栗須遺跡

゜ L ~86.00m 

I~II［は基本土層参照

1 暗褐色土 焼土・炭化物を若干含む。

2 暗褐色土 黄色土塊を若干含む。

3 暗褐色土 黄色粘土の小塊を含む。

4 暗褐色土 黄色粘土塊を多く含む。

第525図 48号住居跡実測図

<̀I 

O L =85.60m 2 m 

1 暗褐色土 黄色土焼土を多く含む。

2 暗褐色土 黄色土を多呈に含む。

3 暗褐色土粘土塊を含む。

4 暗褐色土 3 層に類似する。

第526図 48号住居跡床下実測図

48号住居跡（写真図版149 • 183) 

位置 2 C • 2 D-154グリッド方位 N-80°-E

規模 北半分は道路のため未調査。東西2.7m

壁高 25cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径65cm、深さ 26cmの規模を持つ。

土師器甕が出土している。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊を含む暗褐色土を堅く踏み固めて

いる。電前には焼土、灰の広がりみられる。

掘形 円形又は楕円形の土坑状の掘り込みがあり、

南西隅寄りの楕円形の掘り込みは、覆土中に焼土、

炭化物を含み、須恵器が出土している。

遺物 電内と貯蔵穴内から土師器甕が出土している

だけである。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き 55cm ・幅50cm • 

m | 

` o | 

~ | 

貯蔵穴土層

①暗褐色土 黄色粘土小塊を若干含む。

② 暗褐色土焼土粒・炭化物を若干含む。

③ 暗褐色土 黄色土粘土を多鑓に混在する。

l 暗褐色土 白色軽石を含む。

2 暗褐色土焼土粒・白色軽石・黄土粒含む。

3 暗褐色土

4 暗褐色土 黄土粒塊多く含む。

5 黄褐色土黄色粘土主体。

6 灰黄色土黄色土多量に含む。

7 暗褐色土黄土粒混じり。

8 暗褐色土灰を混在する。

9 暗褐色土 炭化物・焼土を若干混在させる。

10 暗褐色土焼土粒・黄土粒をわずかに含む。

7
 ロ

C, 
L =85.50m c

 

：ニ
゜ L =85. 70m lm 

第527図 48号住居跡窟実測図
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深さ 35cm 煙道部長さ 35cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、焚口部

に地山掘り残しの袖を持つ。火床面は床面より僅か

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

に低く、灰の堆積見られる。直上には天井部崩落土

の黄褐色土の堆積がある。掘形は長方形状を呈し、

壁面は垂直に立ち上がる。壁面は、煙道部に向かい

焼けている。

\ ¥ 

□/ 

I
 

/ 

ヽヽ

i l 4 

5
 

ー
ー

8
m

c
 

゜
2
 

8
 

~ 
4
 

m
 

c
 

ー゚

3
 

2
 

[
 

ー

＼
戸
卜
。

(
_
1
 

I/ 
II 7 

第528図 48号住居跡出土遺物実測図

48号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 鼈内 6.2 4.7 1.黒色 2. 白色細粒粘土粒 輛櫨整形。胴部直線的に開く。

椀 +8 % 含む 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り後高台張り付け、内外面撫で。

2 須恵器 術内 13.3 5.2 5. 7 1. にぶい黄橙色 2. 白色細粒 帷櫨整形。一部舌状にせり出す。

椀 +8 % 小石含む 3. 酸化焔軟質 底部回転糸切り痕薄く見える、高台張り付け。

3 土師器 貯蔵穴 10.9 9.8 1.明赤褐色 2. 細砂粘土粒 口縁部横撫で。口唇部沈線巡る。胴上部斜方向箆削

台付甕 +4.5 台部欠損 含む 3. 酸化焔良好 り、中位～下位縦方向箆削り

4 土師器 竜内 13.1 1.赤褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。口唇部沈線巡る。

甕 +3 口縁部～胴上半 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り。

5 土師器 貯蔵穴 4.0 1.橙色 2. 僅かに細砂粒含む 下位縦方向箆削り。底部平底内面突起あり。

甕 +4.5 底部のみ 3. 酸化焔良好

6 土師器 貯蔵穴 17.2 1. 赤褐色 2. 粗細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で

甕 +7 口縁部～胴中 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り

7 土師器 竃内 18.4 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。口唇部沈線巡る。

甕 +10.5 口縁部～胴中 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り

8 土師器 貯蔵穴 20 5 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。口唇部沈線巡る。

甕 +6 口縁部～胴上部％ 3. 酸化焔良好 頸部指頭痕見られる。胴上部斜方向箆削。
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第 II章上栗須遺跡

49号住居跡（写真図版150 • 183 • 184) 

位置 2 F • 2 G-169グリッド方位 E-21° —S 

規模東西3.3m 南北3.6m 方形に近い長方形。

壁高 40cm前後僅かに傾いて立ち上がる。

貯蔵穴 土坑状の掘り込みはないが、南東隅に頸部

から口縁部にかけて完形の須恵器甕が設置されてい

柱穴無し 周溝無し

床面礫混じりの暗褐色土を薄く踏み固めている。

掘形礫層まで掘られ、全体にフラットな面に仕上

げられている。

遺物 床面上には礫が多量に出土している。また遺

物は須恵器甕、坪の破片が出土している。

た。

+ 
D o 
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邑。
違9
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゜

゜

0

0

0

0

 

C)  

叫
1 暗褐色土 小石含む。

2 暗褐色土 小礫含む。

~ 3 暗褐色土 わずかに小石・黄土粒・焼土粒含む。

4 灰褐色土 わずかに小石含む。灰黄土色粘質土混。

5 暗褐色礫混じり土。

6 暗黄土色土礫混じり。

7 暗褐色土 黄土色粘質土混じり。

叫

A' 
A
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第529図 49号住居跡実測図
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司
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叫

゜ L ~s6.20m lm 

l 褐色土

2 褐色土

3 黄土色土

4 赤茶色土

4' 赤茶色土

小石含む。

わずかに黄土粒あり。

粘質土、天井部？

焼土塊粒多く含む。

焼土塊粒多く含む。

5 灰褐色土

① 褐色土

② 黄褐色土

②’黄土色土

③ 灰褐色土

焼土粒わずかに含む。

黄土粒・小石混じり。

わずかに礫含む。

2 層より礫多く含む。

1 層に似る。焼土含む。

第530図 49号住居跡竃実測図
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竃

位置東壁中央やや南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅38cm • 

深さ 45cm 煙道部不明

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に立ち上がる。

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

構築燃焼部は住居内にあり、袖部分は黄褐色土と

暗褐色土の混土を壁に貼り付けて構築している。火

床面は床面と同レベルであるが、前面に灰の掻き出

しによる窪みがある。掘形は長方形状を呈し、壁面

は垂直に立ち上がり、赤茶色に焼けている。
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第531図 49号住居跡出土遺物実測図

49号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 14.1 4.2 8.4 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。指頭圧痕有り。体部下半箆削り。

坪 +10 完形 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り。

2 土師器 覆土 12.6 ~ (3.3) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り

坪 % 3. 酸化焙良好

3 土師器 覆土 13 5 - (2.5) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り

坪 % 3. 酸化焔良好
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

4 須恵器 覆土 ｷ 12. 3 4 7 1.黒色 2. 白色細砂粒含む 輛櫨整形、底部回転糸切り後、高台部貼付け横撫で。

坪 % 3. 還元焙良好

5 須恵器 貯蔵穴 24 4 1. 灰色 2. 白色細砂粒混じ 折り返し口縁。観櫨整形。

甕 口縁部のみ 3. 還元焔硬質

6 土師器 北東 22.4 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で。指頭圧痕有り

甕 +9 口縁部～胴上部 3. 酸化焔良好 胴上部斜方向箆削り。

7 土師器 北東 4.4 1.橙色 2. 細砂粒混じり 胴下位縦方向箆削り。平底。

甕 +9 底部のみ 3. 酸化焙良好

8 須恵器 竃前 1.灰色 2. 砂粒含む 胴部外面叩目。内面中位に円形当て具痕見られる

甕 +5 % 3. 還元焔硬質

50号住居跡（写真図版150 • 184) 

位置 2 H-168 • 169グリッド方位 E-10ー-S 

規模東西4.6m 南北4.5m 方形を呈する。

深さ 30cmの規模を持つ円形の掘り込みを検出した。

周溝北壁上端20cm、深さ 3 cmの規模を持つ。

床面 小石混じりの暗褐色土を入れ薄く踏み固めて

いる。部分的に礫面が露出している。壁高 30cm前後斜めに立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径1.lm、深さ 15cmの規模を持つ。

土師器甕の胴部から口縁部にかけてと坪の完形品が

出土している。

柱穴 中央部と西寄り中央と貯蔵穴に接し、径35cm、

一乙 ／ム＼ 叫
ヘ

掘形 中央部に径1.3m、深さ 20cmの円形土坑と長辺

1.2m、短辺0.8mの浅い長円形土坑を検出した。

遺物 南壁中央と北東隅に土師器坪出土。中央北に

滑石製紡錘車出土。

ò:il I 1 暗褐色土小石を含む。
2 暗褐色土小石・黄土粒・焼土粒わずか

に混じり。
u¥ 2' 暗褐色土 ②層より混入物やや多し。

3 暗褐色土 黄土粒わずかに含む。

4 暗褐色土焼土粒・黄土粒．多く含む。
D 

こ］A ] ぐ 4' 暗褐色土
゜゚ 5 暗黄土色土

08  ゜ く）

゜
3 

J □ l 
¥1 ¥ -I tマ

/ /jJ I 

A 
o:l I 

A' 叫
2m 

▽—ジ--> 2 戸 ゜
L =86 20m 

4' 4 第532図 50号住居跡実測図
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竃

位置東壁中央

規模焚口部幅57cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅67cm • 

深さ 52cm 煙道部長さ 50cm ・幅18cm

煙道部への立ち上がり 19cm 斜めに立ち上がる。

構築 燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、地山掘

り残しの袖を持つ。火床面は、灰の掻き出しによる

第 3 節 III区検出の遺構と遺物

窪みを含め床面より 18cm程深く掘り込まれ、灰の堆

積見られる。直上には、暗黄褐色土と暗赤茶色の堆

積見られ、天井部崩落土と考えられる。掘形は長方

形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼け

は煙道部に向かい焼けている。煙道部は斜めに立ち

上がる。焼けは弱い。
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④ 
1 2 は住居覆土と同じ。

d d' 3 灰黄褐色土 黄土色粘土主体。

3' 灰黄褐色土 黄土色粘土主体。

4 赤褐色土 黄土色粘土・焼土化したもの。

5 赤褐色土 灰焼土塊混じり。

6 灰褐色土 黄土粒・焼土粒混じり。

7 暗褐色土 焼土・灰混じり。

貯蔵穴

① 褐色土 黄土粒僅かに含む。

②灰褐色土黄白色粒塊を含む。

③暗褐色土僅かに礫を含む。

④暗褐色土 黄白色土塊・粒を含む。

第533図 50号住居跡竃実測図

゜ 10cm 

三ご＝＝

\ 
第534図 50号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

50号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 貯蔵穴 12.9 3.5 1. 褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 % 3. 酸化焔良好

2 須恵器 貯蔵穴 12.0 4.0 3.3 1.灰白色 2. 白色細粒含む 輔櫨整形。底部箆撫で。底面中央部窪む。

坪 完形 3. 還元焔硬質

3 須恵器 南東 14.4 2.0 1.灰色 2. 白色黒色粒含む 口縁部折り返し。

蓋 +7 3. 還元焙良好 胴部回転箆削り。

4 須恵器 南壁下 13.1 9.6 3.8 1.黒褐色 2. 白色細粒混じり 輔櫨整形。底面箆撫で。

坪 +4.5 完形 3. 還元焔硬質

5 土師器 南壁下 12.8 3.4 1. 褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 +5 % 3. 酸化焙良好

6 土師器 貯蔵穴 13.1 3.5 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り

坪 完形 3. 酸化焔良好 体部指頭圧痕有り。

7 土師器 北東隅 12.6 3 4 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 -1 完形 3. 酸化焔良好

8 土師器 竃掘形 13.1 3.4 1.灰褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。外面指頭圧痕有り。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面＃マーク見られる

, 土師器 南壁下 13.2 3.2 1. 褐色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で。口唇部僅かに内傾。内面指頭圧痕あ

坪 +4 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 り。体部～底部手持ち箆削り。平底状を呈する

10 土師器 竃内 12 9 3 4 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。内面指頭圧痕有り。

坪 ｽ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

11 須恵器 貯蔵穴 9.0 1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁部折り返し。頸部波状文。

甕 +l 3. 酸化焙良好

12 土師器 竃内 11. 7 1.明赤褐色 2. 細砂粘土粒 胴部下半斜方向箆削り。

甕 +28 含む 3. 酸化焔良好 底部平底。

13 土師器 北東 (19.5) - 7.5 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部～頸部横撫で、外反。

甕 +45 ロ縁部～頸部 3. 酸化焙良好 胴部横箆削り、内面撫で。

14 土師器 貯蔵穴 20.0 11 5 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部外反するが、やや受け口横撫で。

甕 + 1 胴部下半欠損 3. 酸化焙良好 頸部指頭圧痕。胴部上半横箆削り、内面箆撫で

15 土師器 貯蔵穴 5.5 12.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 胴部下半斜縦方向箆削り、撫で。

甕 +4 3. 酸化焙良好 底部平底。

16 紡錘車 中央北 5 4 0.8 50 g 蛇紋岩上面に使用によるリング状の摩耗痕。
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第 II章上栗須遺跡

2 掘立柱建物跡
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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1 暗褐色土黄褐色塊を含む。

2 暗褐色土 大粒を含む粘性の土。

3 暗褐色土黄褐色塊を含む。

4 暗褐色土 黄褐色塊を含む。締りのない土。

第537図 1 号掘立柱建物跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

上栗須遺跡III 区掘立柱建物跡柱穴規模計測表

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 号掘立柱建物跡 1 56 44 2 60 20 3 70 56 24 4 54 42 

5 58 50 6 76 50 38 7 60 40 8 50 32 , 50 32 10 40 10 11 40 20 12 37 36 18 

2 号掘立柱建物跡 1 62 52 70 2 60 48 60 3 70 40 58 4 60 50 78 

5 58 44 6 54 46 84 7 58 30 56 8 80 50 76 , 94 60 68 10 60 52 48 

3 号掘立柱建物跡 1 60 34 2 54 50 3 60 51 44 4 54 28 

5 58 52 30 6 60 54 32 7 78 54 28 8 72 54 53 , 70 58 20 10 54 50 30 

4 号掘立柱建物跡 1 70 50 24 2 46 40 28 3 100 50 32 4 55 30 

5 64 30 40 6 70 47 28 

5 号掘立柱建物跡 1 66 64 52 2 50 40 40 3 60 50 49 4 64 42 30 

5 60 54 6 66 54 40 7 56 50 60 8 70 66 30 , 66 62 53 10 84 50 29 11 32 20 12 34 27 

13 40 18 14 40 37 16 15 30 10 16 36 32 16 

6 号掘立柱建物跡 1 70 32 2 70 44 40 3 64 47 24 4 44 40 

5 52 26 6 66 53 40 7 60 32 8 80 53 34 , 60 44 32 10 64 52 30 11 38 12 12 30 26 

13 36 26 14 40 30 14 15 30 24 10 16 44 20 

7 号掘立柱建物跡 1 56 50 38 2 40 34 38 3 56 50 30 4 46 40 36 

5 50 46 48 6 50 43 45 7 60 22 8 40 30 36 

8 号掘立柱建物跡 1 36 70 2 34 30 50 3 40 34 50 4 62 44 60 

5 40 32 52 6 32 50 7 36 30 52 8 36 32 62 

9 号掘立柱建物跡 1 36 40 2 30 36 3 56 38 40 4 60 40 80 

5 24 20 12 6 38 60 7 32 26 50 8 36 32 62 

10号掘立柱建物跡 1 46 36 20 2 50 46 12 3 46 38 26 4 50 40 14 

5 40 26 40 6 46 42 70 7 40 34 36 8 64 30 54 

11 号掘立柱建物跡 1 59 44 28 2 62 50 100 3 96 50 54 4 88 54 40 

5 60 54 64 

12号掘立柱建物跡 1 60 48 2 54 20 3 60 56 22 4 60 50 56 

5 64 56 48 6 62 48 44 7 70 51 50 8 60 52 38 

13号掘立柱建物跡 1 38 12 2 60 56 52 3 70 60 52 4 64 50 102 

14号掘立柱建物跡 1 60 44 2 50 46 48 3 48 42 16 4 52 52 44 

5 64 54 16 6 34 30 10 7 60 42 24 

15号掘立柱建物跡 1 38 32 2 40 34 36 3 34 28 32 4 30 30 

5 33 30 30 6 30 12 7 36 12 

16 号掘立柱建物跡 1 30 22 2 25 11 3 28 , 4 21 13 

5 20 15 6 35 30 15 7 35 30 23 8 15 4 , 20 5 

17号掘立柱建物跡 1 18 8 2 20 3 3 45 30 24 4 20 3 

5 20 5 6 18 8 7 30 17 , 
30 ̀' 

22 8 18 6 

18 母掘立柱建物跡 1 38 32 24 2 38 34 34 3 34 30 28 4 36 32 24 
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物

1 号掘立柱建物跡（写真図版152 • 185) 

位置

重複

規模

面積

柱穴

0-119~121グリッド 方位

10 • 11号掘立柱建物と重なり合っている。

2 廿訂 (3.9m) X 3 廿月 (5.8m) 

N-2ー -W 

南辺から lm

離れ 2 間の庇がつく。庇部分の柱穴はやや小さい。

22.6m' 形状 長方形

方形に近い円形。径15~20cm程の柱痕を確認

した。柱痕部分は他の覆土に比べ締まりがやや弱い。

柱穴 5 では土師器甕の胴下半部が出土している。

2 号掘立柱建物跡（写真図版152)

位置

重複

いる。

規模

面積

柱穴

M•N-120·121グリッド

1 号土坑に切られ、東辺で 1 号住居を切って

2 柘~ (3.9m) X 3 廿月 (4.6m) 

17.9m' 形状

方位 N-3 ー-E 

長方形

掘形は方形気味に掘られ、断面はロート状に

なる。径20cm前後の柱痕を確認した。柱痕覆土は、

他の覆土に比べ締まり弱い。
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

|ご

` 
1 号土坑

c
 

黄褐色土粒を多く含む。砂質。

黄褐色塊を含む。

暗褐色粘質土塊を含む。

黄色粘質土塊・暗褐色塊の混土。

黄色土粒を少量含む。

灰色砂粒を多く含む。

第538図

0p。
` 

□Pこ

叫

p`  
(p 2 \ 

3
 

p
 

I

`

l

 

ｩ

P

s

 叫

C' 

゜ L =83.50m 2m 

2 号掘立柱建物跡実測図
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第 II章 上栗須遺跡

3 号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置

重複

規模

0 • P -122 • 123グリッド方位

3 号住居の煙道部近接する。

2 間 (3 m) X 3 間 (4 m) 

の柱穴の柱間は短い。

面積

柱穴

位置

12m' 形状 長方形

西辺中央の 2 本

方形気味の掘形を持ち、径20cm程の柱痕を確

認した。柱痕部分の覆土は締まり弱い。

4 号掘立柱建物跡（写真図版153)

L • M -124 • 125グリッド方位

N-5ー -E 

N-2ー -W 

重複

規模

面積

柱穴

位置

重複

規模

南東部分は調査区外のため未調査。

2 間 (3.4m) X 間 (6m)

20.4m' 形状 長方形

方形気味の掘形を持ち、径20cm前後の柱痕を

確認した。

5 号掘立柱建物跡（写真図版152 • 185) 

M • N-124~126グリッド方位

無し

2"日］ ( 4 m) X 3 間 (5.8m)

N-4 ー-W 

南・北両辺に、

2 間の庇が付く。
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色塊を均ーに含む。粘質で良く締る。

1 層よりやや黒色を呈す。粘質で締り良い。

1 層と同色、同質。

黄褐色塊を含まない。粘性に富むが、締りに欠ける。

黄褐色塊を均ーに層状に含む。粘性に富む。やや締り気味。

黄褐色土を主体とする土。粘性に欠けるが良く締っている。

第539図 3 号掘立柱建物跡実測図
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暗褐色土

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

砂質土。

砂粒・黄色土粒を少量含む。

黄色粒を多量に含む。

砂粒を多く含む。

粘質土を主として、砂粒・炭粒を少量含む。

第540図 4 号掘立柱建物跡実測図

面積

柱穴

位置

重複

規模

23.2m' 

ら土師器破片、

形状 長方形

方形気味の掘形を持ち、径20cm前後の柱痕が

見られる。柱痕は底面にに密着しておらず、間層を

挟む。柱穴 l から土師器坪。 2 から土師器甕、 4 か

8 から土師器坪が出土している。庇

部分の柱穴は、やや規模が小さい。

6 号掘立柱建物跡（写真図版152)

0 • P-126~128グリッド

無し

2 眉］（3.8m) X 3 晶8 (6.lm) 

方位 N -0 ー 

南・北両辺に

2 間の庇を持つ。庇を入れた距離は9.2m を測る。

柱穴 掘形は、長方形を意識して掘られている。径

20cm前後の柱痕が確認されているが、 40~50cmに広

がっているものも確認でき、抜き取り痕とも考えら

れる。庇部分の柱穴は、規模は小さい。

7 号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置

重複

規模

面積

柱穴

Q -125グリッド

無し

2 『月 (3.5m) X 2 間 (4 m) 

1 4m2 形状

方位 E -5 ー  -s 

長方形

円形又は楕円形の掘形を持つ。径15cm前後の

面積 23. lm'(35rriり 形状 長方形

柱痕を確認した。柱痕覆土は締まり弱い。南・北辺

の柱穴は、外に若干張り出している。
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第541図 5 号掘立柱建物跡実測図
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第 II章上栗須遺跡

541図 (5 号掘立柱）

1 暗褐色土砂粒・黄色粒を少量含む。

2 暗褐色土 黄色砂粒を多く含む。

3 褐色土 暗褐色粘質土塊・黄色砂粒塊の混土。

4 黄色砂粒。

542図 (6 号掘立柱）

1 暗褐色土 小礫・黄褐色塊・小粒を斑点状に含む。粘性に欠くが締りは良い。

2 暗褐色土 黄褐色砂質塊を多く含む。粘性に欠ける。良く締っている。

3 黄褐色土 黄褐色砂質を主体とする。粘性・締りとも欠ける。

4 暗褐色土 黄褐色砂質。木炭微細砂を含む。

5 暗褐色土 木炭微細砂を含む。締りに欠ける。

543図 (7 号掘立柱）

1 暗褐色土 黄褐色小塊を少量含む。やや粘性で締りのある土。

2 暗褐色土 黄褐色塊を多く含む。粘性に欠けるが締りのある土。

3 黄褐色土 黄褐色塊を主体とする。粘性に欠くが締りのある土。

4 暗褐色土 焼土塊・木炭微細砂を含む。粘性、締りとも弱い土。

544図 (8 号掘立柱）

1 暗褐色土黄褐色塊を含む粘性の土。

2 暗褐色土 黄褐色塊を多く含む。木炭微細粒を含む粘性の土。

3 黄褐色土 黄褐色土を主体とする土。 1 層に近い粘性を有す。

4 暗褐色土 2 層に似るが粘性に欠ける。
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第543図 7 号掘立柱建物跡実測図
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第 3 節 III区検出の遺構と遺物
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第544図 8 号掘立柱建物跡実測図

8 号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置 0 • P -121 • 122グリッド方位 N- 5 ー - E 

重複 9 号掘立柱建物と重なり合い、西辺を共有し

ているか、又は 9 号掘立柱建物と同一の建物であり

建替の可能性も考えられる。

規模 2 間 (3.3m) X 2 間 (3. 7m) 西辺は 3 間の柱

間を持つ。

面積 12.2面 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持ち、断面はロート

状を呈し深く掘り込まれている。

9 号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置 0 • P -121 • 122グリッド方位 N-5'-E 

重複 8 号掘立柱建物と重なり合っている。また、

北西部分が調査区外のため全容は不明。

規模 2 間 (4 m) X 3 間 (4.7m) 

面積 18.8面 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持ち、断面はロート

状を呈し深く掘り込まれている。
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1 暗褐色土 黄褐色塊小粒・木炭微細粒を含む。粘性の強い締りあり。

2 暗褐色土 l 層より黄褐色塊多い。粘性、締りあり。

3 暗褐色土 1 層に似る。木炭なし。粘性、締りあり。

4 暗褐色土 1 層に似る。粘性で締りなし。

第545図 9 号掘立柱建物跡実測図

10号掘立柱建物跡

位置 0 • P -119 • 120グリッド方位 N-4 ー-E 

重複 1 • 11号掘立柱建物と重なり合い、 11号掘立

柱建物の東辺の柱列を挟む形で建てられている。

規模 1 間(1. 4m) X 3 間 (5.4m)

面積 7.6吋 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。径20cm程の柱

痕を確認した。

430 

11号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置 0 • P -119 • 120グリッド方位 N-4 ー-E 

重複 1 • 10号掘立柱建物と重なり合い、東・南辺

の一部のみ調査を行い、他の部分は調査区外に伸び

るため全容は不明。

規模 3 間 (5.4m) X 1 間(1 .9m)

面積不明 形状不明

柱穴 長円形又は楕円形の掘形を持ち、段を有する。



第 3 節 III区検出の遺構と遺物

—|o _J 

0

:

 

叫

゜

D
、

,,eo言

o ¥ 
p6 0口P3

口□o口~I
l~ K 

ロ
L=83.50m 2m 

第546図

c
 

C' 

\ 

10号掘立柱建物跡実測図
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色塊・焼土粒を含む。粘性の土。

1 層より多目に黄褐色塊を含む。

木炭微細粒・小礫をわずかに含む土。

1 層に似る土。
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暗褐色土

黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色塊をわずかに含む。

黄褐色塊を主体とする。

黄褐色塊をわずかに含む。

黄褐色塊を含む。

黄褐色砂質土に暗褐色混りの土。
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第547図 11号掘立柱建物跡実測固
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第548図 12号掘立柱建物跡実測図 2
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暗褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

灰褐色土

砂粒・黄色粘質土小塊を

少量含む。

黄色粘質土小塊少量と粒

子の細かい砂粒を多く含

む。

黄色粘土塊を多く含む。

灰褐色砂粒を少量含む。

砂質土。
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

暗褐色土

砂粒・黄色土粒少量含み、緻密。

砂粒を多く含み、かた＜締っている。

黄色土小塊・炭粒を少量含む。

暗褐色土と黄色砂粒の混土。

黒色塊を含む。
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第549図 13号掘立柱建物跡実測図
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12号掘立柱建物跡 14号掘立柱建物跡（写真図版153)

位置

重複

規模

面積

柱穴

位置

重複

規模

面積

柱穴

0 • P -124 • 125グリッド方位

4 • 5 号住居を切っている。

2 『月 (3 m) X 2 『月（3.9m)

11.7m2 形状 長方形

E-4 ー-S 

円形又は方形気味に掘られ、底面は平らに掘

られている。柱痕は、径15cm前後で確認されている。

13号掘立柱建物跡

0 • P-125グリッド

5 号住居を切っている。

1 柘~ (2.5m) X 1 「』 (2.5m)

6.25m' 形状 方形

円形の掘形を持ち、径17cm前後の柱痕を持つ。

位置

重複

規模

面積

柱穴

N • 0 -130 • 131 グリッド

20号住居を切っている。

2 間 (4 m) X 2 間 (4 m) 

16m2 形状

方位 N-0  ー

方形

円形の掘形を持ち、断面ロート状を呈する。

15号掘立柱建物跡

位置

重複

規模

面積

柱穴

2 F • 2 G -168 • 169グリッド

南東部分は調査区外のため未調査。

2 什り ( 4m) X 2 眉］ (4.4m) 

17.6m' 形状 長方形

円形の掘形を持つ。柱痕は柱穴 5 にて検出し

たが他のピットについては不明。
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暗褐色土

褐色土

褐色土

暗黄褐色土

淡褐色土

暗黄白色土

わずかに小石白色粒

を含む。

黄白色粒混じり。

黄白色塊を多く含む。

小石混じり。

第550図 14号掘立柱建物跡実測図
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第551図 15号掘立柱建物跡実測図

551屈(15号掘立柱）

1 暗褐色土 砂質の土をわずかに含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含んでいる。

3 暗褐色土黄褐色塊を含む。

552図 (16号掘立柱）

1 暗褐色土 黄褐色塊と白色軽石をわずかに含む。

2 暗褐色土黄褐色塊を含む。

3 褐色土 黄褐色土の混合陪。

554図(17号掘立柱）

l 暗褐色土 黄褐色粘土塊を含む。砂質。

2 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状に含む。

3 褐色土 黄褐色土の混合層。

553図 (18号掘立柱）

1 暗褐色土黄褐色粘土塊を含む。

2 暗褐色土 黄褐色粘土塊を多く含む。

3 暗褐色土 黄褐色粘土塊を多く混入している。

4 暗褐色土土器片を含む。

5 褐色土 黄褐色粘土と暗褐色土の混合層。

、V
> 

三，心〇 • C3 、

◎心I CQ I 

B
 2

 

3

け
心
戸
訂
3

4
 

口

p8 •p 2 < ◎巳
• 

\ \ 
97 •p 3 ［。 閾 h P1 

A_•p 2 

• 
ロ3

もC_@ p. 髯 ~1 じ ~ L=86 !Om A' 「
◎巳 3~ー2ゃ、ロ 2疇2

5 3 

丘 L=86 !Om C' 4 

せ 2m 
舌l lご2 

第552図 16号掘立柱建物跡実測図 第553図 18号掘立柱建物跡実測図
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第554図 17号掘立柱建物跡実測図

16号掘立柱建物跡

~I マ

C

一
万

ヽ

10cm 
1 20cm 

位置 2 G • 2 H -166ｷ 167グリッド方位N-10°-W

規模南辺 2 間 (2.7m) 北辺 1 間 X3 間 (4m) 側

柱の北 1 間目の柱穴は外に飛び出す恰好になる。

面積 10.8面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。

17号掘立柱建物跡

位置 2 H-166 • 167グリッド 方位 N-10° —E 

重複 周辺には多数の小ピット有り。

第555図 掘立柱建物出土遺物実測図

規模北辺 2 間 (3.4m) 、南辺 3 間 (3.7m) X 東辺 1

間 (4. 7m) 、西辺 (5m) 面積 17.9m' 

形状やや台形気味。 柱穴 円形の掘形を持つ。

18号掘立柱建物跡

位置 2 G-166 • 167グリッド

重複 南西隅部以外調査区外のため、末調査。

規模 l 間(1. 6m) X 2 間 (3.5m) 面積不明

柱穴 円形の掘形を持つ。

掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 1号掘立 5.8(10.0) 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 胴下位斜方向箆削り。内面丁寧な撫で。

甕 ,p 3 底部 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

2 土師器 5号掘立 (12.1) (10.0) 3.3 1.褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部指頭押さえ、内面指頭痕有り

坪 p 8 % 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。内面 2 重の凹状の窪みあり。
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3
 
土 坑

上栗須遺跡III 区土坑表

遺構名 位 置 方 位
規 模

形 状 備 考
長辺 短辺 深さ

1 号土坑 M-121 N-12ー -E 3.00m 1.40m I I O 54mI 長方形・箱形 2 号土坑を切っている。

2 号土坑 R ~128 N-75"-W 0 90m 0.60m 0 17m 長方形

3 号土坑 R-129 N-93ー -E 1.10m 0.72m 0.35m 不明 3 号住居を切る。土師器甕片出土。

4 号土坑 0~125 N-4'-W 1 50m 1.10m 0.54m 楕円形

5 号土坑 L-125 N-90ー -E 1.62m 0.65m 0 42m 長方形、箱形

6 号土坑 P ~122 0.64m 0.15m 半円形

7 号土坑 K-120 N-59"-W 1.30m O.llm 長方形 19号住居竃とした部分に切られている。土師器坪出土

8 号土坑 N-122 N-25"-E 0.82m 0. 64m 0.08m 長方形

9 号土坑 Q-132 0.85m 0.70m 円形 焼土・灰が見られる。

12号土坑 R-134 0.85m 0.25m 方形 32号住居を切っている。

13号土坑 T-137 N-15ー -E 2.85m 1.05m 0.27m 隅丸長方形 礫出土。

14号土坑 U-137 N -17ー-E 2.87m 1.25m 0.30m 長方形、箱形 小礫出土。

15号土坑 S -136 N-10"-E 2.70m 1 15m 0.17m 長方形

16号土坑 R-135 N -13ー-E 2.30m 1.40m 0.13m 隅丸長方形

18号土坑 X-142 1 02m 0.92m 0.60m 楕円形 40号住居に切られる薬壺出土。

19号土坑 X-142 1.08m 0 15m 長円形 40号住居西壁

20号土坑 S-134 1 30m 1.03m 0.15m 楕円形

23号土坑 T-132 1.10m 0.16m 路線外に伸びる。

24号土坑 S-130 0.86m 0.20m 路線外に伸びる。

25号土坑 F-12 0.95m 0.13m 方形
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暗黄褐色土黄色土・

砂質土塊を多く含む。

明黄褐色土灰褐色土

塊を含む。

暗褐色土黄色土塊を

少量含む。

暗褐色土 As-A 黄

色土を多く含む。

灰褐色上灰褐色土塊

に黄色土塊を少量含む。

褐色土褐色土と黄色

土塊の混土。
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第556図
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 ニ3
暗褐色土黄土色塊含む。

暗褐色土黄土色・小礫

白色軽石を含。

暗黄褐色土黄色塊含む。

暗褐色土 3 層に似る。

ー
、
―

1 

2 

3 

土坑実測図
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A' 

1

2

3

4

5

 

ロ褐色土小石・黄色土粒を多く含む。暗黄褐色土 小石・黄色土粒多く含む。

暗黄褐色土 黄色土と褐色土の混土。

暗黄褐色土 黄色土をわずかに含む。

褐色土 根痕。
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<I 
暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

叫
I 

白色軽石多く含む。焼土・炭粒少量含む。

砂粒を少量含む。

黄色土塊を含む。
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三A---—ニニ～一―- -=— A' 

I~V は基本土層参照

1 暗褐色土 As-A 多屋に含む。

2 暗褐色土黄色土塊を含む

A 6 号土坑 A 

ーロフ―
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II 
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3``胃
I~III は基本土層参照
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1 暗褐色土 黄色土塊を少量含む。

2 黄色土 黄色土塊を含む。

：言：巨言量に含む。 [ ¥ 12号土坑
詈/ A0-A □〉;

下
l 暗褐色土 暗褐色土塊・黄色土塊．

炭粒を含む。
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1 暗褐色土 As-B 多量に含む。白色粘土塊

を斑点状に含む。

2 暗褐色土

3 暗褐色土 1 層に似る。白色粘土塊を僅か

に含む。
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したサラサ

ラした土。

2 暗褐色土 As-B ・粘

土塊含む。
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1 暗褐色土 As-B 、黄色土塊を混入する。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。

門碑を含む。サクサクしている。

3 暗褐色土

第557図土坑実測図 ゜

ミ
1 暗褐色土土器破片を含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊を斑

点状に含む。

A
 

19号土坑

-6._ L=84.70m A' 

ニ1 暗褐色土黄色土・白色軽

石を含む。

2 暗褐色土黄色土・褐色土

の混土。

3 暗黄土色土黄色土塊主体。

4 暗褐色土黄色土塊を含む。

5 淡褐色土黄色土塊をやや

多く含む。

2m 
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A L =84.90m A' 

: 

15号土坑

E 
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ご；
II ..., 

叫 叫

1 暗褐色土軽石を含み、黄色土塊・小石

を混入する。

2 暗褐色土小石を多く含む。

3 暗褐色土軽石と小石を混在。

4 暗褐色土軽石を多く含む。

1 暗褐色土 小石・黄土粒を含む。
2 暗褐色土 小石・黄土粒をやや多く含む。

3 暗褐色土 1 層に似る。

4 暗褐色土 小石・黄土粒・塊を含む。

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 明褐色土
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< 
軽石と小石の混土。

軽石及び黄色土塊の混土。

軽石のみを主として混入する。

淡黄色土塊を主として混入。

叫

I 基本土層参照

1 褐色土 黄土粒・塊を含む。

2 黄土色土 黄土粒・塊が主体。

3 黄土色土小石を僅かに含む。

A, ¥ L f _ ¥¥ ¥ I¥' 

A
 

L =84. 70m 
A' 

1 暗褐色土 黄土塊を多麓に含む。

2 暗黄褐色土 黄色塊を多旦に含む。

3 暗褐色土 混入物少なく、やや粘質。

4 暗黄褐色土 2 層より塊が少ない。

A 
ｷ- _ - A' 
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L =83.90m 

A 
A' 

— I 基本土層参照

1 褐色土 黄土粒・、塊を含む。

2 黄土色土黄土粒・塊が主体。

3 黄土色土小石を僅かに含む。
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A L =86.20m A' 

で

1 暗褐色土 白色軽石・木炭粒

土器片を含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊を含む。

土器片を含む。

3 褐色土 黄褐色土塊多量に含む。
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\ 
｀ご二
A L=85.00m A' 
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1 暗褐色土焼土・炭混じり

2m 
第559図 1 号墓坑実測図

第558図土坑実測図
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第560図 土坑出土遺物実測図

上栗須遺跡Ill 区 土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 2 号土坑 21.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 覆土 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。内面指頭圧痕、横撫で。

2 土師器 2 号土坑 5 1.褐色 2. 細砂粒含む 胴部斜方向箆削り。内面丁寧な撫で。

甕 覆土 底部 3. 酸化焙良好 平底箆削り

3 土師器 7 号土坑 15.5 5.5 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、体上部指押さえ、未調整。・

甕 +3.5 3. 酸化焔やや軟質 底部手持ち箆削り。

4 須恵器 7 号土坑 10.6 - (2.0) 1 ．橙色 2. 砂粒含む 回転箆削り。内面カエリをもつ。

蓋 +10 3. 還元焔硬質

5 須恵器 18号土坑 5.7 5.9 7 9 1.橙色 2. 僅かに砂粒含む 短口縁撫で。肩部張る。下半から底部にかけて自然

小 壺 床直 完形 3. 還元焙硬質 釉付着。底部高台貼り付け、撫で。

6 須恵器 3 号土坑 20.4 1.灰黄色 2. 砂粒含む 口縁部回転撫で。頂部平坦。鍔貼り付け。

羽 釜 覆土 口縁部破片 3. 還元焔硬質

7 須恵器 3 号土坑 14.0 1 ．浅黄色 2. 僅かに砂粒含む 口縁部回転撫で。頂部平坦。鍔貼り付け。

羽 釜 覆土 口縁部破片 3. 還元焔硬質

8 土師器 25号土坑 15.0 - (4.5) 1 ．褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、指押さえ、末調整。

甕 +21 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。内面井状の線刻あり。

439 



第 II章上栗須遺跡

4 遺構外出土遺物
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第561図 遺構外出土遺物実測図（1)
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遺構外出土遺物観察表 第562図 遺構外出土遺物実測図（2)

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 U-138G 11. 7 6.2 4.3 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、沈線巡る。胴部指押さえ指頭痕有り

坪 完形 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

2 土師器 V-138G 11.6 2.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、沈線巡る。口唇部僅かに立ち上がる

坪 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

3 土師器 R~l36G 11.0 2.3 1.赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。胴部、底部手持ち箆削り。

坪 % 3. 酸化焙良好

4 土師器 0-132G 12.4 3.3 1.赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。胴部、底部手持ち箆削り。

坪 % 3. 酸化焔良好

5 土師器 R-133G 11.8 3.5 1 ．橙色 2. 細砂粒含む緻密 口縁部横撫で。口唇部内傾。

坪 % 3. 酸化焔良好 胴部、底部手持ち箆削り。

6 土師器 S-173G 18.0 1 ．橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、胴部未調整。底部手持ち箆削り。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好
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第 II章上栗須遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 須恵器 Q-130G 10.1 5.0 3.5 1.暗赤褐色 2. 片岩小石含む 帷轄整形。中位撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、未調整。

8 須恵器 N-136G 14.8 4.0 1.灰白色 2. 砂粒含む 胴部丸味を持つ。底部回転箆削り。

坪 % 3. 還元焔硬質

, 須恵器 U-136G 1.灰オリープ 2. 砂粒含む 頂部回転箆削り。リング状摘み貼り付け。

蓋 % 3. 還元焔硬質

10 須恵器 U-135G (8 1) - 1 ．黄灰色 2. 砂粒含む 胴部丸味を持つ。底部箆撫で。

坪 3. 還元焔硬質

11 須恵器 V-137G 11.0 (6.0) (4.2) 1.灰白色 2. 白色粒片岩小 輔櫨整形。底部回転糸切り、未調整。

坪 石含む 3. 還元焔硬質

12 須恵器 V-138G 14.0 6.3 5.0 1. にぶい褐色 2. 粘土粒砂粒 輔轄整形。底部回転糸切り、高台貼付撫で。

坪 口縁～底部％ 含む 3. 酸化焔軟質

13 須恵器 U-136G 7.8 (3.8) 1.橙色 2. 粘土粒含む 輔櫨整形。底部回転糸切り、高台貼付、撫で。

椀 底部 3. 酸化焔良好

14 須恵器 T-135G 10.8 1.青灰色 2. 白色細粒含む 体部紐造り。底部高台貼付後、撫で。

椀 底～胴部 3. 還元焔硬質 内面自然釉一部付着。

15 灰釉陶器 S-133G 14 4 1. 灰白色 2. 精選緻密 体部釉、漬け掛け。

坪 3. 還元焔良好

16 灰釉陶器 Q-134G 12.2 6.9 3. 7 1. 灰白色 2. 精選緻密 口唇部僅かに外反。体部中央やや下、箆削り。

椀 ほぼ完形 3. 還元焔良好 底部高台貼り付け、撫で。中央に削り残しの突起。

17 灰釉陶器 Q-134G 15.6 8.0 4.8 1 ．明オリーブ灰 2. 精選緻密 口唇部尖る。腰部丸味を持つ、釉、漬け掛け。

椀 口縁～底部％ 3. 還元焔硬質 底部回転撫で、高台貼り付け。

18 灰釉陶器 Q-130G 7.6 1.灰白色 2. 精選緻密 底部高台貼り付け後、撫で。底面削り。

椀 底部の％ 3. 還元焙良好

19 須恵器 S-135G 6.0 (4.0) 1.灰白色 2. 白色粒含む 肩部張る。底部箆削り後、撫で。

小型壺 口縁部欠損 3. 還元焔良好

20 須恵器 P-131G 24.0 - (7.3) 1.黒褐色 2. 粘土粒 白色細 口縁部回転撫で。頸部平坦面。

羽 釜 口縁部破片 粒含む 3. 酸化焔硬質 鍔貼り付け、撫で。

21 土 錘 Q-130G 1.6 1.灰褐色 2. 細砂粒含む 棒状具に粘土巻き付け、指押さえ。

端部欠損 3. 酸化焔良好 胴部肥厚。

22 鉄 器 S-135G 8.0 20.1zg 雁股鏃先端欠損。関箆被。

23 鉄 器 S-135G 15. 7 5.2 0.4 31.30g 完存。 関箆雁股鏃被、関部分ソケット状に茎が差し込まれ

ている。

24 須恵器 N-130G 1.灰色 2. 白色粒小石含む 口縁部回転撫で。胴部カキ目。内面撫で。

甕 頸～胴部 3. 還元焔硬質

25 須恵器 N-130G 16.6 1 ．灰色 2. 白色粒小石含む 紐造り、外面撫で。下端削り。平底未調整。

甕 胴～底部 3. 還元焔硬質 内面撫で付け。

26 丸 瓦 2 C-152 1.灰白色 2. 砂粒含む 口縁部凸面撫で。胴部布目。

G 3. 還元焔良好
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第 4 節 緊急調査区の遺構と遺物
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第 II章上栗須遺跡

この緊急調査区は、長瀞線の側溝流末確保のため

の調査である。上栗須遺跡 I 区北250m、台地末端部、

関越道藤岡インターと温井川との接点南側に位置す

る。調査では地点の示す為のグリッド配置は上栗須

遺跡が既に調査済みであるため対応が不可能となり、

l 褐色砂質土

1' 褐色砂質土焼土粒含む。

A 

_— 

゜

2 暗褐色土締りあり。

3 灰褐色砂質土

A' 

1 土
L=74.7m 

2m 

第564図 1 号住居跡実測図

工事用の杭Nnl6 と No.17 を結んだラインの延長上を A

ラインとして 5m四方のグリッドを設定し、 No.16か

ら 40m南をA-0とした。グリッドの方位はN-40°

-E の傾きを持つ。

l 竪穴住居跡

1 号住居跡（写真図版187 • 193) 

位置 A-2 グリッド 方位 E-T-S

規模北辺と西辺が路線外に伸びる。確認長東西 3

m南北3.6m 壁高 10cm前後

貯蔵穴南東隅 規模は lm程の隅丸方形状を呈

し、深さ 5cmを測る。羽釜破片出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色砂質土に褐色土塊の混土を薄く貼る。

掘形平坦に仕上げられている。

遺物南壁中央部に須恵器坪出土。

。 c
 

A' 

\ 
ヽ

゜
L=74.5m Q 

lm 

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 30cm ・幅35cm、

深さ 5cm 煙道部は調査区外に伸び、壁に焼土確認。

構築燃焼部は壁外に有り、焚口部左に礫を設置し

ている。火床面は床面より僅かに下がる。焼土・灰

の堆積は薄い。

l 黄色粘土

2 黄灰色砂質土焼土塊を

含む。

2' 黄灰色砂質土

3 黒灰色砂質土炭·焼土

僅かに含

む。

叶］司

三二上

第565図 1 号住居跡鼈実測図
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第 4 節 緊急調査区の遺構と遺物
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第566図 1 号住居跡出土遺物実測図

1 号住居緊急調査出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 1 ．にぶい褐色 2 ．細砂粘土 輔輔整形。体文内湾。内面黒色処理？

坪 % 粒含む 3. 酸化焔良好 底部右回転糸切り。

2 須恵器 竃内 11.8 5.8 3.9 1.黒褐色 2. 細砂粘土粒含 輔轄整形、口縁部外反。体部内湾。

坪 +2 % む 3. 還元焔良好 底部回転糸切り。

3 須恵器 竃内 11.2 5.4 3.8 1.黒褐色 2. 細砂小石含む 口縁部外反。体部内湾。黒色土器。

椀 +6 % 3. 中性焔軟質 底部～高台部貼り付け後、横撫で。

4 須恵器 南西 12.0 1 ．灰黄褐色 2. 黒色粒粘土 輔櫨整形、器肉厚い。口縁部横撫で。

坪 +6 底部欠損 粒含む 3. 還元焙良好

5 須恵器 覆土 (18.5) - 1 ．黒色 2. 口縁部上端面水平、肥厚。鍔貼り付け。

羽 釜 小破片 3. 酸化焔良好 断面三角形。

6 須恵器 北東 (19.0) ~ 1. 灰褐色 2. 黒色細粒含む 口縁部内傾。端部平坦面を作り内傾。

羽 釜 +0.5 破片 3. 還元焔良好 鍔、上面水平の直角三角形状を呈す。

7 須恵器 竃内 21.0 1.にぶい橙色 2. 細砂小石 口縁部内傾、器肉厚く、口唇部外反上部平坦内傾。

羽 釜 +1.5 口縁～胴部％ 含む 3. 酸化焔硬質 鍔貼り付け。断面直角三角形。

8 須恵器 覆土 (20.0) - 1.灰白色 2. 細砂粒含む 口唇部肥厚し、上部平坦面。鍔上向きの断面三角形。

羽 釜 口縁部破片 3. 還元烙良好 内面刷毛調整。
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第 II章 上栗須遺跡

ー

第 5 節

古

第 1 取付道路部分の遺構と遺物

墳
周堀 東側周堀立ち上がり部分は調査区外に伸び上

1 号古墳（写真図版187 • 193) 

端は不明。下端6.4mを測り、底面は東寄りの部分が

溝状に窪むが、全体的にフラットに掘られている。

位置

重複

取付道路東端、— N~-U-26~30グリッド

調査区内検出の北側周堀部分のみ調査を行

う。 3 号土坑に北側墳丘法面を切られる。

方位

規模

不明 形状 不明、現状では畑地内に僅

かに高まりが確認できる。

調査区内確認部分最大長は、東西37mを測り、

そのうち周堀内縁部分は東西 6mを測る。
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西側周堀は墳丘法面は緩い傾斜を持ち立ち上がる

が、周堀外縁の立ち上がりは急である。上端は14m、

下端4.5mを測る。底面はフラットに掘られている。

第 5 節第 1 取付道路部分の遺構と遺物

遺物 東側周堀底面より円筒埴輪出土。

備考墳丘部では、暗褐色土の地山の上に黄褐色土

塊主体の盛土が見られる。

ー
、

ヽ

゜o ゚o 

゜ ゜

゜
10m 

第568図 1 号古墳遺物出土状況図
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第569図 1 号古墳出土遺物実測図

1 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 円筒埴輪 周堀底面 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 頸部突帯巡る。断面三角形貼り付け。

朝顔型 頸部 3. 酸化焔良好

2 円筒埴輪 周堀底面 14.6 1.橙色 2. 粗砂粒含む 基底部～第 1 突帯、突帯貼り付け。断面台形。

3. 酸化焔良好 摩耗している。横撫で、縦方向刷毛目。

3 円筒埴輪 周堀底面 1.橙色 2. 粗砂粒含む 突帯貼り付け。断面台形、横撫で。

3. 酸化焔良好 外面縦方向刷毛目、内面斜方向刷毛目。指撫で。

4 円筒埴輪 周堀底面 13.0 1.橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部直下～基底部。突帯貼り付け。断面台形。

3. 酸化焔良好 外面縦刷毛目、内面口縁部斜方向刷毛目以下指撫で
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第 II章上栗須遺跡
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; a' 

L =80.40m 

A~邑記＝—=三＝＝←=＝二＝—-＝＝二 b' 
A' 

} 
戸a二a'

2 

10m 

~m 

L=80.40m 

b ニニ玉ニニこb'
ヘ\上//--=

2 号古墳（写真図版188)

位置 ー Y~B-31 • 32グリッド路線中央部

重複調査区内検出の北側周堀部分のみ調査を行

う。

方位不明 形状周堀及び墳丘内法面部分の

A
-
b
 

形状より、やや方形状を呈する。

規模調査区内確認部分の最大長は東西14m を測

り、そのうち周堀内縁部分の長さはllmを測る。

周堀 北側周堀部分から西側にかけてはやや直線的

に掘られているようにみられる。北側周堀部分の底

部中央は深く掘り込まれている。また、周堀内縁中

央部分は僅かに張り出している。

I~III は基本土層参照

1 褐色土 黄褐色土塊を含む。

2 暗黄褐色土褐色土塊を僅かに含む。

第570図 2 号古墳実測図

82.0m 

8
2ロ

i
 

゜ 10 m 

第571図 3 号古墳実測図
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3 号古墳（写真図版188 • 193) 

現状では高さ約 lm、直径約21mの砲台状の高ま

りとして墳丘部分が確認できる。また、この古墳は

昭和10年に県内一斉に行われた古墳調査報告書であ

る上毛古墳総覧では、小野村 3 号古墳（白山茶臼山）

として掲載されている。

位置 D~H-33~35グリッド 前橋・長瀞線との

接続部分に位置している。

重複 8 • 9 号土坑に北側周堀部分を、また上栗須

遺跡 I 区 7 号溝にも西側周堀部分を切られている。

b
 

第 5 節第 1 取付道路部分の遺構と遺物

形状 円形を呈すると考えられる。

規模 現状の墳丘部分については上述の通りである

が、周堀を含めた最大長については不明である。

周堀 北側及び西側部分の周堀を検出した。西側周

堀は、外縁の落ち込み部分のみの調査であった。北

側周堀は、上端 3m前後、下端 lm前後、深さ 50cm前

後を測るが、周堀立ち上がり部分と墳丘内法面部分

との境が不明瞭である。

遺物 周堀内全般に埴輪片出土。
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l /‘ 

/ / ---:{_/¥1-
＼ 1' ＿守‘‘‘
\、\._—ノ／‘
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第572図 3 号古墳遺物出土状況図 ヽ
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3 • 4 10cm 
1 • 2 20cm 

第573図 3 号古墳出土遺物実測図
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3 号古墳出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 周堀 38.2 1. 灰色 2. 白色細粒含む ロ縁部、二段波状文。二本の沈線がめぐる。

甕 口縁部のみ 3. 還元焔軟質

2 須恵器 周堀 1.灰色 2. 白色細粒含む 胴部外面、条線。内面同心円文重複、端横。

甕 3. 躁元焔硬質 底部撫で。

3 形象埴輪 周堀 1.灰色 2. 粗砂粒、小石含む 馬形の口部分。外面箆なで。

馬 形 3. 酸化焔良好 内面紐づくり痕。

4 円筒埴輪 周堀 1.橙色 2. 細砂粒含む 突帯貼り付け。断面台形崩れ、横撫で。

小片 3. 酸化焔硬質 外面縦刷毛。

2 土 坑

1 号土坑

A-

A L=80.20m A' 

-----¥ 
2 

0 1 号土坑
1,  
0 2 号土坑

m

m

 

l
4
2
 

一
2号土坑

1 号土坑

1 黒褐色土 As~A を含む

凶’/- II~' サラサラした

A L =80. !0m 

¥ 

土。

2 灰褐色土黄褐色土に僅

か、木炭細粒

を含む。

2 号土坑

l 茶褐色土砂礫を多く含

む。

第574図土坑実測図

1 号土坑（写真図版）

位置ーW-30グリッド 方位 N-5°-E

規模長辺0.87m、短辺0.5m、深さ 0.24m

重複無し

A' 

形状長方形

• 
A' 

遺物 人骨出土。骨の遺存状態は良好であり、頭部

から手足部分にかけての骨が発見された。頭部は南

450 

に向けられ、手足を折り曲げた横向き状態（屈葬）

で埋葬されている。表土掘削時に左側頭部を削除

してしまった。棺の痕跡は確認できなかった。また、

副葬品（古銭等）は発見されなかった。

2 号土坑（写真図版）

位置ーV-29 • 30グリッド

規模長辺1.36m、短辺0.66m、深さ 0.18m

重複小ピット絡む

3 号土坑（写真図版）

位置ー P. -Q-27. 28グリッド

方位 N-66°-W 規模長辺6.4m、短辺2.4

m、深さ lm 重複 3 号古墳周堀を切る

形状長楕円形

方位 N-0ー 

形状長方形

備考覆土全体 As-B を含

む。

4 号土坑

5 • 6 号土坑と絡むと思われたが、 6 号土坑の覆

土中の土層変化によるものである。

5 号土坑（写真図版）

位置 B-32グリッド 方位 N-0°

規模長辺1.8m、短辺1.3m、深さ 0.16m

重複 6 号土坑と絡む 形状長楕円形

6 号土坑（写真図版）

位置 B-31 • 32グリッド

規模長辺 3m、深さ 0.38m

重複 5 号土坑に絡む 形状長方形

遺物棒状の片岩系の礫出土。



第 5 節第 1 取付道路部分の遺構と遺物

I► --—,j► —`‘ 
7 号土坑（写真図版）

位置 C • D-32グリッド

方位 N-0ー 

規模長辺1.4m、短辺l.Om、深さ 0.16m

重複無し 形状隅丸長方形

遺物無し

8 号土坑（写真図版）

位置 G-33グリッド

才 ＼二
規模長辺l.Om、深さ 0.3m

重複 9 号土坑を切る 形状円形
I I I 

一B 
|l¥¥¥ \、I/)j

9 号土坑（写真図版）

位置 G • H-33 • 34グリッド

規模長辺1.8m、深さ 0.5m

重複 8 号土坑に切られる

形状円形

10号土坑（写真図版）

位置 H-34グリッド

規模長辺0.8m、深さ 0.45m

重複無し 形状円形

11号土坑（写真図版）

位置 H-34グリッド

方位 N-17ー -E 

|乏 \ I>: 規模長辺1.4m、短辺l.Om、深さ 0.31

B 
m 

B' 

重複無し 形状長円形

1 灰褐色土 As-A多量に含み僅 3 灰褐色土 1 層に似るが、暗褐色塊多く
かに黄褐色、暗褐色 含む。

土を含む。 4 暗褐色土 As-A、黄褐色土塊混じり。
2 暗褐色土黄褐色土塊含む。

12号土坑（写真図版）

位置 H-34グリッド

方位 N-17ー -E 

規模長辺1.4m、短辺l.Om、深さ 0.16

m 

重複無し 形状隅丸長方形

゜ L =80.20m 2m 

第575図 3 号土坑実測図
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一―→ A
 

i
 

A' 

号土坑ぐ均
っ

A-
L =80.40m A' 

I~II は基本土層参照

1 暗褐色土小礫混じり

2 暗褐色土 As-B ・土器破片を含む。よ

く締ったやや粘質の土。

3 暗褐色土 As-B ・褐色粘土塊を含む。

よく締ったやや粘質の土。

ーニーーニフ

A
 

L =81.00m 

I' 
.· 

I 

A
 

ー
、
一
ー

L =80.40m 

A' 

A' 

I~Vは基本土層参照 v 
1 褐色土 黄色土粒・炭化粒を含む。

2 褐色土黄色土粒・炭化粒を僅かに含む。

3 褐色土僅かに黄色土粒を含む。

4 褐色土風化軽石を多く含む。

5 褐色土黄色土粒塊を多く含む。

A' 
A L=80.30m A' 

¥/ 

A L=80.30m A' 

\ 

6 褐色土 黄色土粒塊を僅かに含む。

7 黄土色粘土塊。

8 褐色土 黄色土粒塊を多く含む。風化 A 

軽石を僅かに含む。
9 褐色土 黄色土粒塊を僅かに含む。

A' 

L =80.30m 

一＼―-一
2m 

第576図土坑実測図
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第 6 節第 2 取付道路部分の遺構と遺物

1 竪穴住居跡

1 号住居跡（写真図版）

位置ーX-38グリッド

重複北西部分のみの調査。

規模東西2.2m 南北 3m

壁高 47cm前後を測り、垂直に立ち上がる

貯蔵穴未確認 柱穴無し 周溝無し

床面 中央部分は掘形面が踏み締められ褐色土に変

色している。また、部分的に堅く締る面がある。

掘形壁際を掘り込み、中央部が高まりとして残る。

竃未確認

I► 

A
、

゜ L =84.SOm 2m 

I~III は基本土層参照

1 暗褐色土 As-B を多く含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を多く含む。

3 褐色土 黄褐色小塊、焼土粒見られる。

4 褐色土 黄褐色小塊含み、堅く踏み締まる。

第577図 1 号住居跡実測図

ウ＞

□□□ 
/ ]•<

¥:1 2 

。 10cm 2 
20cm 

第578図 1 号住居跡出土遺物実測図

1 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北壁 14.55 - (3.6) 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部箆削り。

杯 -25 底部欠損 3. 酸化烙、良好。

2 土師器 覆土 18. 7 - (4.2) 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位斜方向箆削り。

甕 3. 酸化焔良好 内面煤付着。
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-
C
>
 

。乙

朽
／

爪
〗
）

A
 

匂

g

|

 

A' 

口／口［二］7

。 L=83.70m 2m 

1 灰褐色土 白色軽石・灰黄色土粒・小石含む。しまり強い。

2 褐色土 白色軽石・灰黄色土粒・小塊・小石僅かに含む。

3 灰褐色土 灰黄色・黄白色塊・小塊含む。

4 暗褐色土 黄色粘土塊・小塊粒含む。

第579図 2 号住居跡実測図

3
 

/`‘ —— 
\ I

I
 

‘,` 

ー
/ 

2 号住居跡（写真図版）

位置ー Z _39グリッド 方位 E-18°-s 

規模東西 3m 南北3.lm 方形を呈する。

壁高 42cm前後を測り、垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊混じりの灰褐色土を踏み固める。

掘形部分的に掘り込みが深い

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅40cm 燃焼部奥行き 90cm ・幅44cm、

深さ 70cm 煙道部長さ 95cm、幅20cm

煙道部への立ち上がり 28cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、僅かに地山掘り残しの

袖を持つ。掘形は長方形を呈し、壁は垂直に立ち上

がる。火床面は、床面より数cm下がりレンズ状に掘

られ、灰が見られる。

5 灰褐色土 灰黄色塊・小塊粒多量に含む。

5' 灰褐色土 灰黄色塊・小塊粒含む。

6 灰褐色土 灰黄色塊多量に含む。

口＝：：／
゜ I • 2 10cm 

3 20cm 

—--
2 

第580図 2 号住居跡出土遺物実測図

2 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 14.0 - (4.1) 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、内湾気味、立ち上がる。

坪 % 3. 酸化焔軟質 体部底部箆削り。

2 土師器 竃内 14. 7 - (4.0) 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。内湾。

坪 -1 完形 3. 酸化焔やや軟質 体部底部箆削り。内面回転撫で。

3 土師器 覆土 21.6 - (5.8) 1.赤褐色 2. 砂粒含む 口縁～頸部横撫で、頸部上下端強い横撫で。

甕 口縁～頸部 3. 酸化焔良好 コの字状。上位横方向箆削り、頸部指頭痕有り

454 



第 6節第 2 取付道路部分の遺構と遺物

`
e
 

05 
叫

ぐ

b
 

b' 
゜ L =83.90m lm 

第581図 2 号住居跡竃実測図

1 • 2 は住居土層と同じ。

3 暗黄褐色土砂質土塊多量に含む。

3' 暗黄褐色土砂質塊

4 黄褐色土粘性が強く、僅かに焼土含む。

底面が焼ける。天井部の崩落。

5 灰褐色土 灰・炭・焼土の混土。

6 暗黄褐色土 褐色土塊・焼土粒僅かに含

む。

7 暗褐色土 黄褐色土と褐色土の混土。

8 黄褐色土僅かに褐色土含む。

3 号住居土層

1 灰褐色土

1' 灰褐色土

2 暗黄褐色土

3 暗黄褐色土

4 褐色土

5 黄褐色土

黄褐色土含む。

黄褐色土僅かに含む。

黄褐色主体、褐色土粒含む。

褐色土塊含む。

黄褐色土塊含む。

3 層に似るが、褐色土少な

い。

6 黄土色土 V層塊

□ 口

<̀| 

<r:I 

B_ 
旦：

3 号住居跡（写真図版191 ・ 194)

位置 G-40グリッド

方位 W-5ー -S 

重複 4 号掘立柱建物跡と重複している

規模東西 3m 南北3.7m

長方形を呈する

壁高 42cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる

貯蔵穴無し 柱穴無し

周溝無し

床面掘形掘削段階で中止されたものと

考えられる。

竃無し

〖□三三二二三三□ ゜ L =84.30m 2m 

第582図 3 号住居跡実測図
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口 ニニ／ □]二こ／
。 10cm 

第583図 3 号住居跡出土遺物実測図

3 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径·底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 14.3 - (2.1) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 底部欠損 3. 酸化焔やや軟質

2 土師器 覆土 5.2 (2.4) 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部箆撫で。底部平底。

坪 3. 酸化焔良好

4 号住居跡（写真図版191 • 194) 

位置 D-40グリッド 方位N-5°-W

重複 6 号住居に切られている。南側調査区外に伸

びるため未調査。

規模東西2.lm 南北2.9m 長方形を呈する。 竃

床面 黄褐色土を踏み固め床としている。

掘形全体に平らに仕上げられている。

遺物土師器坪等出土

壁高 56cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

叫

一

工

l A  

‘因
5 ゜ S

Q 
3 ¥) 

UI 

A' 

02 

叫

位置西壁中央やや南寄り

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 59cm 煙道部長さ 90cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に

立ち上がる。

構築燃焼部は壁を掘り込み構築さ

れている。壁面は垂直に立ち上がる。

火床面は、床面と同レベルである。

暗褐色土・焼土・灰の堆積見られる。

ul 

O L =84.20m 2 m 

I~II' は基本土層参照

1 暗褐色土 黄白色土粒・白色軽石含む。

2 灰褐色土 黄白色土粒小塊を多く含む。

3 暗褐色土 黄白色土粒塊混じり。褐色塊

を含む。

4 暗褐色土 黄白色土粒を含む。褐色塊を

多く含む。

5 灰黄色土 黄白色土多く含む。

6 暗褐色土黄白色土塊混じり。

7 灰褐色土 黄白色土塊粒を含む。褐色塊

混じり。

8 灰褐色土 黄白色土塊を僅かに含む。

9 灰黄色土 黄色土混じり。黄白色土粒塊

を含む。

10 暗褐色土 黄白色土粒を僅かに含む。

第584図 4 号住居跡実測図
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第 6 節第 2 取付道路部分の遺構と遺物

ｫ 
1 暗褐色土 黄白色土粒・白色軽石を含む。

` m | に 2 灰褐色土 黄白色土粒塊を多く含む。

3 暗褐色土 灰黄色土・黄色粒を含む。

3' 暗褐色土黄白色粒小塊を含む。

4 暗褐色土 僅かに黄色粒を含む。

5 黄土色粘土。

6 灰黄色土 炭・焼土粒を僅かに含む。

7 赤茶色土焼土層

8 暗褐色土灰層

8' 暗褐色土

b I I 応 11 b' I \ ヽさ、―瓜＼＼＼ 9 茶色土 黄白色土粒を僅かに含む。炭化物あり。

多少焼けている。

10 茶褐色土 やや炭化物を含む。

= 胃爪

` ］鬱

叶｀ 叶

b b' 

゜
L =84 20m lm 

第585図 4 号住居跡鼈実測図
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。 1 ~5 10cm 

6 20cm 

第586図 4 号住居跡出土遺物実測図
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4 号住居遺物観察表

番号
器種 出土位置

器形 (cm) 

1 土師器 覆土

坪

2 土師器 中央

坪 床直

3 須恵器 窟内

蓋 -3 

4 須恵器 中央

坪 -1 

5 土師器 中央

小型甕 +2 

6 土師器 竃前

甕 + 1 

< 

口径・底径・高さ

残存状況 (cm) 

13.2 5.0 3.4 

底部欠損

16.8 6.0 4.1 

完形

19.8 4.3 

完形

15.5 9.0 3 9 

完形

11 2 - (9.3) 

口縁～胴部％

18.2 

胴下～底部欠損

ノ
4 号住居

< 

A — 

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに内傾。

3. 酸化焙良好 体部、不定方向箆削り。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに外反。体部、横方向箆削り。

3. 酸化焔軟質 底部、不定方向箆削り。

1.明紫灰色 2. 砂粒 白色小 頂部、回転箆削り。摘み貼付。内面カエリ。内面

礫含む 3. 還元焔硬質 乱れた撫で痕。

1.灰白色 2. 砂粒含む 轄轄整形。

3. 還元焙硬質 底部回転箆削り後、削出高台。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

3. 酸化焔良好 胴部、下膨れ球形、横方向箆削り。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部外反、端部強い横撫で。頸部撫で。

3. 酸化焔良好 胴上部横箆削り、胴下半、斜方向箆削り。

5 号住居跡

位置 E • D-40グリッド

重複 5 号住居を切る。全体は路線外に伸びるため

未調査。 規模北壁2.8m

壁高 45cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴不明 柱穴不明 周溝無し

床面 黄褐色土混じりの暗褐色土を踏み固めている

遺物無し

竃不明

Iｷ II' は基本土層参照

1 灰褐色土黄白色土粒小塊混じり。暗褐色小塊を

含む。

2 灰黄色土 黄色土混じり。黄白色土粒塊を含む。

2' 灰黄色土 黄色土混じり。黄白色土粒塊僅かに含

む。

3 暗褐色土 黄白色土塊を僅かに含む。

3' 暗褐色土

4 灰褐色土 黄白色粒塊を含む。褐色塊混じり。

5 灰褐色土 黄白色粒塊を僅かに含む。

L=84.20m 2m 

第587固 5 号住居跡実測図

2 掘立柱建物跡

1 号掘立柱建物跡（写真図版191)

位置 D~41 グリッド

重複 2 号掘立柱建物と重複する。立て替えの可能

性も考えられる。

458 

規模 1 間(1.7m) X 1 間（1.9m)

面積 3.23吋 形状方形

柱穴 円形又はやや方形の掘形を持つ。



第 6 節第 2 取付道路部分の遺構と遺物
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゜第588図 1 号掘立柱建物跡実測図
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1 暗褐色土 As-B らしき白色軽石含む。

l' 暗褐色土僅かに黄白色土粒含む。

2 暗褐色土黄白色土小塊粒含む。

3 暗褐色土 黄白色土小塊多量に含む。

4 褐色土 締り弱い。

゜ L =84.30m 2m 

2 号掘立柱建物跡（写真図版191)

位置 D-41グリッド

重複 1 号掘立柱建物と重複する。

規模 1 間（1.7m) X 1 間 (1.5m)

面積 2.5m' 形状方形

柱穴 円形又は方形に近い掘形を持つ。

B
 

B' 

第589図 2 号掘立柱建物跡実測図

上栗須遺跡第二取付道路掘立柱建物跡柱穴規模計測表

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 号掘立柱建物跡 1 60 40 53 2 70 50 65 3 50 53 4 80 60 70 

2 号掘立柱建物跡 1 65 38 2 55 40 3 50 51 4 80 60 70 

3 号掘立柱建物跡 1 60 40 2 30 38 3 40 39 4 80 50 38 

5 50 42 6 40 36 7 80 50 44 8 45 42 

4 号掘立柱建物跡 1 40 32 2 50 32 3 40 30 4 40 33 

5 35 16 6 36 12 
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第590図 3 号掘立柱建物跡実測図

<r:I 

L=84.30m 2m 

1 暗褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

2' 暗褐色土

3 暗黄上色土

4 灰褐色土

黄色土粒・白色軽石僅かに含む。

焼土粒含む。

黄色土粒含む。

黄色土小塊・褐色塊含む。

黄色土細砂塊を主体とする。

黄色土粒・小塊混じり。

3 号掘立柱建物跡（写真図版192)

位置 F-41 グリッド 方位 N-3°-E

重複小ピット多数絡む。

規模 2 間 (3.3m) X 2 間 (2.7m) 

面積 8.9m' 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持ち、底面に凹面見られる。

4 号掘立柱建物跡（写真図版191)

位置 G-41 グリッド 方位 N- 1ー -W 

重複 3 号住居と重複する。新旧関係は不明。

規模 2 間 (3.9m) X 2 間 (2.5m)

,'.) 

5◎凡

ー
、
―

Q L=84.40m 

3 

丑— ` <̀| 

ロ• 

°•p 2 

2m 

B
 

旦
4
B

履• 
4
 

p
 

• 

面積 9.7m' 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。
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第591因 4 号掘立柱建物跡実測図
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3 土

`i:o1 

坑_ 

A' 

col 

A L=84.40m A' 

マ三こ l ＿デ
C 2 C' 2 

l' 

ーロ1

A L=84.40m 

A' 

A' 

\ 

A' A
 

L =84.30m A' 

六

一叫

A□ 
A L =84.60m A' 

<

゜

□~ L=84.00m ~ 

ロ

1 号土坑

1 褐色土

l' 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 灰褐色土

5 褐色土

白色軽石・黄土粒含む。

白色軽石・黄白色土粒僅かに含む。

暗黄土色粘土塊含む。

黄白色土粒・焼土粒・炭含む。

黄色土混じり、焼土粒やや多く含む。

黄白色土粒・焼土粒・炭僅かに含む。

2 号土坑

1 暗褐色土 As-B多旦に含む。黄色粒含む。

l' 暗褐色士 As-B ・褐色塊・混土層含む。

2 暗褐色土 As-B 多贔に含む。黄色土粒・小塊混じり。

4 号土坑

l 暗褐色土 As-B らしき白色軽石多鼠に含む。

1' 暗褐色土 As-B らしき白色軽石黄色土粒混じり。

2 暗褐色土 As-B 多旦に含む。黄色土粒・小塊混じり。

5 号土坑

1 暗褐色土 黄色土粒・小塊混じり、白色軽石含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・白色軽石含む。褐色塊あり。

2' 暗褐色土 黄色土粒・白色軽石僅かに含む。

3 褐色土 黄色土粒（大小含む）混じり。

3' 褐色土 褐色塊含む。
2m 

第592図土坑実測図

ロロニ
〇 10cm 

第593図土坑出土遺物実測図

1 号土坑（写真図版）

位置 H-40グリッド 方位 N-0ー 

規模 lm四方の方形を呈する土坑の北辺に50X60

cmの突出部を持つ。この突出部は焼土、炭化物の出

土が見られ、他の地域で検出されいる竃施設を有す

る特殊土坑と同じものと考えられる。

全長1.6m （突出部を含める）、短辺 lm、深さ 8cm

重複無し 形状方形 遺物無し

2 号土坑（写真図版）

位置 I -40グリッド

22cm 重複無し

規模長辺1.2m、深さ

形状円形 遺物無し

3 号土坑（写真図版）

位置 G-40グリッド 規模長辺1.3m、深さ

26cm 重複 3 号掘立柱建物の柱穴 7 と重複す

る 形状円形 遺物無し
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第 II章上栗須遺跡

4 号土坑（写真図版）

位置 K-41グリッド

18cm 

規模長辺90cm、深さ

5 号土坑（写真図版）

位置 Y-38グリッド 規模路線外に伸び

るため未調査長辺80cm、深さ 28cm 重複無

重複無し 形状円形 遺物礫出土 し 形状楕円形 遺物土師器坪出土

5 号土坑遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 5 号土坑 15 1 - (3.1) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焙やや軟質 体部、底部箆削り。内面指頭圧痕有り。
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第 1 節検出の遺構と遺物

第 1 節検出された遺構と遺物
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゜
50m 

56 

第594図 下大塚遺跡の遺構配置図
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第III章 下大塚遺跡

ー 竪穴住居跡

1 号住居跡（写真図版196 • 208) 

位置

規模

壁高

貯蔵穴

周溝

下端 6 cm、深さ 4 cm前後を測る。

床面

踏み固めている。

掘形

2 M-52 • 53グリッド

東西3.5m

45cm前後

無し

南北4.6m

垂直に立ち上がる。

柱穴

長方形を呈する。

無し

方位 N-90ー -E 

竃部分を除き全周する。規模は、上端10cm、

黄褐色土混じりの暗褐色土を薄く貼り、堅く

若干の凹凸は見られるが、全体的にフラット

置
模

竃
位
規 東壁南

焚口部幅80cm 燃焼部奥行き 85cm ・幅70cm • 

深さ 57cm ·煙道部長さ 90cm ・幅16cm

煙道部への立ち上がり 30cm

構築

垂直に立ち上がる。

燃焼部は壁の延長線上にあり、地山掘り残し

な面に仕上げられている。

の袖を持つ。火床面は床面よりやや低く、焼土、灰

の広がり見られる。掘形は方形状を呈し、壁面は垂

直に立ち上がる。壁面の焼けは弱い。煙道部は水平

方向やや上向きに伸びる。掘形は方形状を呈し、壁

面の焼けは弱い。

遺物 全体に散布しており、浮いている状態のもの

が多い。

一

n
]

, 
~13 

12も 8
o.8 

0。

応

B- 。。°
日 oo5

r:P4 ゜゜gy 

り

"'I 

。

゜
5
 

0

1

 。

0

召

ム

C

)

 

^) 

o
@
 

。 O
<!J 3 

。

゜ L =87.50m 2m 

B B' 

I~III基本土層参照 7：ニニロニニ：こここ二
1 暗褐色土 黄褐色塊・焼土・炭を僅かに含む

2 暗褐色土 黄褐色土・焼土を含む

3 暗褐色土 黄褐色土塊・焼土・灰混り鼈部よりの流れ込み

4 明褐色土 黄褐色土塊を多く含む。木炭も僅かに混る。

`< 
-.·-會

5

6

7

8

 

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

t
 
8
 
L
 
9
 

焼土・黄褐色土塊・木炭・灰の混入が多い

黄褐色土塊を僅かに含む。

黄褐色土塊をやや多目に含む。

黄褐色土と暗褐色土の混土（堅く踏み固められている）

第595図 1 号住居跡実測因
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第 1 節 検出の遺構と遺物

ro¥ 
゜ "'I 

b
 

b' 

1
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6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
8
1
9
2
0
2
1
 

6ILI

g<

6I

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土

褐色土

橙褐色土

暗褐色土

黄褐色土

褐色土

黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土褐色土塊含む

黄褐色土焼土塊斑点状に含む

黄褐色土焼土塊僅かに含む

暗褐色土堅くしまる

褐色土 焼土・灰・土器を含む

褐色土 焼土・灰混じり

褐色土 黄褐色土

黄褐色砂質土 黄褐色土

褐色土 堅く締っている

As-B 混じり

As-B僅かに含む

焼土・炭混じり

焼土やや多く含む

焼土含む

焼土塊

よごれた褐色土

焼土・炭僅かに含む

①
②
③
④
⑤
 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄褐色土

黄褐色土

黄褐色土塊 As-B混じり

黒褐色焼土混じり

黄褐色土、焼土混り

暗褐色土塊混じり

砂質的粘土陪

第596図 1 号住居跡鼈実測図
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第597図 1 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第III章下大塚遺跡
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第598図 l 号住居跡出土遺物実測図（2)

\ ヽ

1 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東隅 12.3 3.0 l ．明褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部内面指頭圧痕有り。

坪 -3 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部平底気味、手持ち箆削り。

2 須恵器 中央 11.0 6.8 3.5 1.灰黄褐色 2. 精選 輔轄整形、右回転糸切り、未調整。

坪 +20 完形 3. 還元焔硬質

3 須恵器 窪内 12.8 7.2 4.4 1 ．灰黄色 2. 砂粒含む 輔輯整形。

杯 +19 完形 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、未調整。

4 土師器 貯蔵穴 13.0 3.0 1.褐色 2. 精選 口縁部横撫で。体部、部分的に指撫で、

坪 +5 ％欠損 3. 酸化焙良好 内面指頭圧痕有り。底部箆削り、平底気味。

5 土師器 中央 11.6 3.2 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。

坪 +2 % 3. 酸化焙良好

6 須恵器 中央 12.5 7.5 3.8 1.灰白色 2. 精選 輔轄整形。体部直線的に開く。

坪 +15 % 3. 還元焔良好 底部箆切り離し、周縁部箆調整。
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第 1 節検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 須恵器 竃内 12.5 6 6 4.6 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形。

坪 +6 完形 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り、未調整。

8 須恵器 北東 14.5 3.9 1. 灰白色 2. 精選 口縁部端部折り返し。

蓋 +2 完形 3. 還元焔やや軟質 頂部回転箆削り。摘まみ部宝珠形。

, 須恵器 覆土 1 ．灰色 2. 白色小石砂粒含 頂部回転箆削り。

蓋 む 3. 還元焔硬質 胴部摘み部擬宝珠状。

10 須恵器 南東壁 20.0 1.灰黄色 2. 細砂粒含む 口縁端部折り返し。

蓋 +22 摘まみ部欠損 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

11 土師器 南西 12.8 1.暗褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに外反。

甕 床直 底部欠損 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向、中位～下位斜方向。

12 土師器 北東 14.3 1. iこぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 +13 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向、中位斜方向箆削り。

13 土師器 竃内 20.0 1. にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で。

甕 9.0 口縁部～底部％ 粒含む 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向、中位～下位斜方向箆削り。

14 土師器 竃前 23.0 1.赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。底部指押さえ胴

甕 +17 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 部上位横方向、中位斜方向箆削り、内面撫で。

15 土師器 中央 20.4 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +18 口縁部～胴部下％ 3. 酸化焔良好 胴部横方向、中位斜方向、下位縦方向箆削り。

2 号住居跡（写真図版196 • 209) 
<, <̀| 

位置 2 L• 2 M-54グリッド方位 N-89ー -E 

規模東西4.2m 南北2.7m 長方形を呈する。

壁高 52cm前後垂直に立ち上がる。

--/‘| 

貯蔵穴南東隅径58cm、深さ 6 cmの規模を持ち、

土師器甕出土。

柱穴無し

周溝 東壁と南壁中央東寄り部分を除き、上端10cm、

深さ 3 cm前後の規模を持ち巡る。

床面黄褐色土塊を含む暗褐色土を踏み固めてい

る。竃前に僅かに灰の広がり見られる。住居西中央

に礫がl. 2mX 1 mの範囲で長方形状に並ぶ。

掘形 北東隅に70X60cmの隅丸長方形の土坑を検出

した。また不定型の掘り込み見られる。

遺物礫及び土器片が散乱している。
1 暗褐色土 As-B 混じり 2 暗褐色土

3 暗褐色土黄褐色塊混じり 4 黒褐色土

5 黄褐色土塊を多星に含む

6 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む

゜
L =87 60m 2m 

o (J}ク I) 

コジ

2 :0 ~6 ,ff,心 ol1 I I I / l,<0 8 、 ~ lR I;;¥ I 

炉 」 l ト9,," I。
q 0 ｮ 0° 。
〇諺 19

。[ ;。、建\\1

B 
<! 

B' 

ロニニ□□
第599図 2 号住居跡実測図

'','  
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第III章下大塚遺跡

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅70cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅55cm • 

深さ 57cm 煙道部長さ 70cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 35cm 斜めに立ち上がる。

c
 

c , `p ¥ 

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部に地山掘り残し

の袖を持つ。火床面は床面より 10cm程下がり、灰の

堆積見られる。掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直

に立ち上がる。壁面の焼けは弱い。煙道部は斜めに

立ち上がる。

`:c I 

① 

仄②
④ ((’ 

d d' 

文
゜ L =87.50m 

a
 

①暗褐色土木炭混じり

②暗褐色土黄粘土混り、床的な堅

さを呈す。

③暗褐色土黄褐色塊混り、木炭混

る

④ 黄褐色土

ロ
ロニニ三］

二

lm 

..o¥ .o I 
a' l 暗褐色土 As-B を含む。 8 灰褐色土灰・木炭

2 褐色土 焼土塊、木炭混じり を主体

3 黄褐色土 よごれた黄褐色土塊 9 褐色土 よごれた

4 褐色土 黄褐色土塊・木炭・焼 褐色土層

土塊混り 10 暗褐色土木炭少鼠

5 褐色土 灰・木炭・焼土塊混り 混る。

6 灰褐色土焼土鼠が少ない。

7 灰褐色土灰・炭・焼土混じり

第600図 2 号住居跡鼈実測図

□ 
5
 

ー

ロ
口

゜ 10cm 

第601図 2 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第 1 節検出の遺構と遺物

□ 口 ＿ー ーニ 10 

三11 ニー―-―-12
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lII • □:\、14

II 
ク 16

一＼二:7\\¥ 

/‘ 
/‘ 

\ \ 

II 
// 15 

口三、8、、
゜ 8~13 10cm 14~19 20cm 

第602図 2 号住居跡出土遺物実測図（2)

2 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南西 11.8 - (3.3) 1.橙色 2. 僅かに細砂含む 口縁部横撫で。体部未調整。

坪 +11 3. 酸化焔良好 底部平底気味、手持ち箆削り。

2 土師器 掘形 13.0 - (3 1) 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部横撫で。体部未調整。

坪 +4 含む 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

3 土師器 南東 13.0 3.4 1.にぶい褐色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 床直 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り。

4 土師器 掘形 11.6 ~ (2.3) 1.褐色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ。

坪 +5 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り、平底気味。

5 土師器 北西隅 12.0 8.0 2.8 1. 明赤褐色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ。

坪 +9 % 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り。

6 土師器 竃内 12.4 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ、末調整。

坪 +5 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 底部平底、手持ち箆削り。内面紐造り痕あり。
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第III章下大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

7 土師器 覆土 8.4 2 6 1.明赤褐色 2. 精選 ロ縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。内面放射状

坪 完形 3. 酸化焔良好 暗文。底部手持ち箆削り、平底気味。

8 須恵器 南東 11.0 7.0 3. 7 1.灰白色 2. 僅かに砂粒含む 輛轄整形。

坪 +26 完形 3. 還元焔良好 底部回転糸切り、未調整。

, 須恵器 掘形 13.0 1.浅黄色 2. 砂礫粒含む 輔輯整形。

坪 +3 底部欠損 3. 還元焙良好

10 須恵器 南西 14 6 3.9 1.灰白色 2. 黒色粒含む 口縁部端部折り返し。頂部回転箆削り。

蓋 +10 完形 3. 還元焔やや軟質 摘み部リング状。

11 須恵器 竃前 12.0 1.灰色 2. 白色粒片岩小 口縁部端部折り返し。

蓋 床直 疇欠損 石含む 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

12 須恵器 北東 16.3 4.0 1.灰色 2. 片岩小石含む 口縁部端部折り返し、輔轄整形。頂部回転箆削り。

蓋 +18 完形 3. 還元焔硬質 リング状摘まみ。

13 須恵器 南西 20.0 1.灰白色 2. 片岩、小石含む 口縁部端部折り返し、輛櫨整形。

蓋 床直 紐部欠損 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

14 土師器 南東 22.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部浅い沈線あり。

甕 +25 口縁部 3. 酸化焙良好 胴部上位横箆削り。

15 土師器 南西隅 21.0 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。胴部上位横方向

甕 +16 底部欠損 3. 酸化焔良好 中位斜方向、下半縦方向箆削り、内面箆撫で。

16 須恵器 貯蔵穴 21 8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、コの字状口縁。胴部上位横方向箆削

甕 口縁部～胴部下％ 3. 酸化焔やや軟質 り、中位斜方向箆削り。内面撫で。

17 土師器 中央 16 0 1.黒褐色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で、肥厚。

甕 床直 口縁部 3. 酸化焙軟質 胴部上位縦箆削り、箆撫で。

18 須恵器 南西 13.6 1 ．灰色 2. 白色粒黒色細粒 口縁部やや内傾気味に立ち上がる、横撫で。

短頸壺 +4 口縁部～頸部 含む 3. 還元焔硬質

19 須恵器 北西 12.6 1.灰色 2. 白色細粒含む 胴部紐造り。

甕 床直 底部 3. 還元焔硬質 底部箆撫で。

3 号住居跡（写真図版197 • 210) 竃

位置 2 0-54グリッド 方位 N-86°-E 位置東壁

重複南壁で 4 号住居を切っている。また、北西半

分以上は調査区外のため未調査。

規模確認長南壁2.3m 東壁2.8m

壁高 40cm前後 やや斜めに立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土を僅かに含む暗褐色土を薄く踏み固

めている。

掘形僅かな凹凸は見られるが、全体的にフラット

な面に仕上げられている。

遺物礫が南よりで出土している。

472 

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅40cm • 

深さ 47cm 煙道部長さ 45cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあり、暗褐色土

を含む黄褐色土を貼り付けた袖を持つ。火床面は床

面より 10cm程下がり灰・焼土の堆積見られる。直上

には黄褐色土の天井部崩落土の堆積見られる。掘形

は長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。また、

底面と側壁立ち上がり周辺部分には20cm大の礫がま

とまって出土している。側壁立ち上がり部分は、 15
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4 号住

第 1 節検出の遺構と遺物

cm程掘り下げられ、礫が置かれてい

る。煙道部は斜めに立ち上がり、 U

字形に掘り込まれ、焼土塊を含む。

壁面の焼けは弱い。

I~III は基本層参照

1 暗褐色土焼土粒・木炭粒僅かに含む

2 暗褐色土 黄褐色土塊を少量含む

3 暗褐色土 やや黒味を帯び始める

4 黒褐色土 黄褐色土塊を少量含む。

5 黒褐色土強く締っている

6 黄褐色土 砂質土と黒褐色土の混土

7 暗褐色土 黄褐色土塊・焼土を僅かに含む

゜ L =88.20m 2m 

A
 I' 

A' 

鼈土層
第603図 3 号住居跡実測図 1 暗褐色土 As-B を僅かに含む。

2 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状に含む。

3 褐色土 黄褐色土塊、木炭粒僅かに含む。

3' 褐色土 色調が明るくなってくる。

` o | l 
4 褐色土 焼土塊を多量に含む

4' 褐色土 灰を多く含む

5 褐色土 褐色粘質土塊

6 黄褐色土焼土を少量含む

6' 黄褐色土焼土を多く含む。

7 暗褐色土 黄褐色土塊・焼土塊混じり

8 暗褐色土焼土塊を多量に含む。

8' 暗褐色土 やや黒味が強い

9 暗褐色土焼土塊を僅かに含む

10 褐色土 黄褐色砂質土中に、木炭・焼土

粒を僅かに含む

11 褐色土 黄褐色砂質土中に、木炭・焼土

粒を僅かに含む。

叫 に 叫 ¥0, 
゜

L ~87 50m lm 

b b' 

摩
` 9 | 

叶

第604図 3 号住居跡鼈実測図
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第III章下大塚遺跡

口

¥4  

゜ 1~ 2 10cm 3~5 20cm 

---/<
/ I,~, 3 

□□ 
第605図 3 号住居跡出土遺物実測図

3 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 ロ径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 12.0 - (3.1) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部指押さえ、撫で。

坪 +13 底部欠損 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

2 土師器 覆土 12.8 3.5 1.にぶい橙色 2. 僅かに細砂 口縁部横撫で。胴部内面指頭圧痕有り。

坪 ロ縁部～底部％ 含む 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

3 土師器 覆土 20.0 ~ (6.5) 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 口縁部小片 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。

4 土師器 南東 21 5 - (10.3) 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに内傾。

甕 +13 口縁部～頸部小片 3. 酸化烙良好 胴部上位僅かに斜方向箆削り、内面箆撫で。

5 土師器 竃内 20.4 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、コの字口縁。

甕 +17 口縁部～胴部上位 3. 酸化焙良好 胴部上位横方向箆削り。

4 号住居跡（写真図版197 • 210) 

位置 2 0 • 2 P -54 • 55グリッド方位 N-86'- E 

重複北壁を 3 号住居に切られている。また、西側

は調査区外のため一部未調査。

規模東西 3m 東壁残存長1.8m

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊含む暗褐色土を踏み固めている。

南壁中央部壁下から西側にかけて焼土、灰の高まり

見られる。竃前には焼土、灰の広がり見られる。

掘形 中央部は高まりとして残り、壁際は溝状に掘

り込まれている。

遺物 竃右袖前に胴部下半部の欠損した土師器甕が

倒立状態で出土。南壁部分に土師器甕、須恵器坪が

出土している。
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竃

位置東壁

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 45cm ・幅43cm • 

深さ 53cm 煙道部長さ 45cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 25cm 垂直に立ち上がる。

構築 燃焼部中心は壁の延長線上にあり、焚口部に

は黄白色粘質土混じりの暗黄褐色土を地山に貼り付

け袖を作っている。また、燃焼部立ち上がり部分は

固辺部をlOcn程掘り込み、天井部構築材の黄白色粘

質土を詰めている。この覆土中より、須恵器の坪が

出土している。火床面は床面より 10cm程下がり、前

方部は灰の掻き出しにより、 20cm程掘り込まれてい

る。掘形は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。

煙道部は斜めに立ち上がり、覆土中には、天井部の

崩落土である焼土塊が多量に含まれている。



第 1 節 検出の遺構と遺物
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I~III は基本土層参照

1 暗褐色土黄褐色土塊少量含む

2 黒褐色土黄褐色土塊少鼠含む

3 黒褐色土黄褐色土塊焼土混り

4 暗褐色土 黄褐色土塊を多く含む

5 暗褐色土黄褐色微細砂を含む

6 暗褐色土 混合土層堅く締っている。

7 暗褐色土 灰を含み堅く締っている。

第606図 4 号住居跡実測図

` ~ 1 ` ~ 1 
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住
居

吋

N
I
 

鼈土層

1 暗褐色土 As-B を僅かに含む

2 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む

3 暗褐色土 黄褐色土塊を含み木炭混り

4 暗褐色土 黄褐色土塊木炭微細粒混り

5 暗褐色土 黄褐色土、焼土を多く含む

5' 暗褐色土 焼土・木炭・灰を多く含む

6 暗褐色土黄褐色土塊焼土塊を含む

7 暗褐色土 黄褐色土と暗褐色土の混合

8 橙褐色土天井部崩落土

8' 橙褐色混合土焼土を多星に含む

9 暗褐色土 黄褐色土塊・木炭・灰を多

く含む

暗褐色土焼土を僅かに含む

黄褐色土塊

褐色土 暗褐色塊を含む

10 

11 

12 

三
口

゜ L =87.60m lm 

11 l! 

第607図 4 号住居跡鼈実測図

゜ 10cm 

第608図 4 号住居跡出土遺物実測図（1)
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第III章下大塚遺跡
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第609図 4 号住居跡出土遺物実測図（2)

4 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 窟内 10. 7 6. 7 4.2 1.灰白色 2. 白色小石含む 輔轍整形。

椀 +21 口縁部～底部1 3. 還元焔硬質 底部高台部貼り付け、撫で。

2 土師器 南東 10.0 3.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部未調整、内面指頭圧痕有り、

坪 +5 完形 3. 酸化焔良好 撫で。底部手持ち箆削り。

3 砥 石 南西床直 5.8 2.8 2.2 90 g 流紋岩

4 土師器 南東 22.0 - (4.7) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。

甕 +11 口縁部～頸部 3. 酸化焙良好 胴部横方向箆削り、内面箆撫で。

5 土師器 南東 4.2(10 7) 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 胴部下位縦方向箆削り。

甕 +29 胴部下～底部 む 3. 酸化焙良好 底部平底、内面箆撫で。

6 土師器 貯蔵穴 19.6 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 +29 胴部上～体部下％ 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り、中位～下半斜縦位箆削り。

5 号住居跡（写真図版198 • 210 • 211 • 212) 

位置 2 D-39 • 40グリッド方位 N-90ー -E 

規模東西3.3m 南北4.lm 長方形状を呈する。

壁高 70cm前後上端は僅かに崩れているが、下半

分の状況から、やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴南東隅 45X40cmの隅丸長方形を呈する。

また、同隅壁中位から外に張り出す形で90X40cmの

掘り込みがあり、土師器甕、坪等が出土している。

この部分も収納場所と考えられる。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊、褐色土塊の混土を踏み固めてい

る。竃前には焼土、灰の広がり見られ、堅く踏み固

められている。

476 

掘形南壁寄りに大きな掘り込みがある。北壁寄り

は礫層露出しており、やや高く残る。

遺物 中央部に土師器甕出土。南壁寄りに土師器甕、

坪、須恵器坪出土。竃内に土師器甕 2 個体正・逆位

で並び出土している。

備考覆土上面は、浅間 B軽石を多量に含む。

竃

位置東壁南

規模焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 60cm ・幅55cm • 

深さ 85cm 煙道部長さ 90cm ・幅15cm

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、焚口部に僅かに地山掘



り残しの袖を持つ。火床面は床面と同レベルであり、

掘形は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面

立ち上がり周辺部分は、中位から上30cmを外側に拡

張されている。この部分は、天井部を下げることに

より、燃焼効率を上げる目的のために掘り込まれた

第 1 節検出の遺構と遺物

と考えられる。煙道部は斜方向に伸び、煙出し部で

垂直に立ち上がる。天井部は崩落せずに残り、底面

を除き赤茶色に焼けている。掘形は方形を呈する。

煙出し部は土師器甕が埋設され、胴部の一部が煙道

部内に流れ込んでいる。
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叫
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叫
1 暗褐色土 As-B 多量に含む ' 10' 黄褐色土、暗褐色土
2 暗褐色土 As-B 混じり との混土

3 暗褐色土 炭・焼土僅かに含む ①暗灰色土、炭・焼土

4 暗褐色土 黄褐色土塊含む ② 黄灰色土

12._ "- . _!;_. 5 褐色土 黄褐色土塊混じり ③暗灰色土細砂塊

ロニロロ：0言呈言戸：着見られる
O L=87.00m 2m 第610図 5 号住居跡実測図
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第611図 5 号住居跡出土遺物実測図（1) ゜ 10cm 
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第III章下大塚遺跡

~1 I ~— 
, L =86.90m lm 

b b' 
1 暗褐色土 (As-B 含む） 9 暗褐色土焼土粒・塊を

2 暗褐色土 含む。

3 暗褐色土 10 暗褐色土焼土粒・塊を

3' 暗褐色土 含む。

4 褐色土 焼土塊・炭化物を含む。 11 黄灰色土 黄灰色砂土に

5 褐色土 少量の焼土

6 砂質褐色土焼土塊を多く含む 12 暗褐色土少量の炭化物

7 褐色土 焼土粒．塊を含む 焼土を含む

8 暗褐色土煙道部天井 VI• V は基本土層

第612図 5 号住居跡竃実測図
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゜ 6~8 
10cm 9~10 20cm 

第613図 5 号住居跡出土遺物実測区(2)
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第 1 節検出の遺構と遺物
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第614図 5 号住居跡出土遺物実測図(3)
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第III章下大塚遺跡

5 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東隅 12.7 3.6 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で。体部指押さえ。

杯 -5 % 3. 酸化焙良好 底部手持ち箆削り。

2 土師器 貯蔵穴 14.0 1. 黄橙色 2. 白色 片岩小石 体部僅かに湾曲して開く、内面下半は内湾し、上半、

杯 +ll 完形 粘土粒含む 3. 酸化焙軟質 直線的に開く。内面撫で。平底箆削り。

3 土師器 竃内 16.4 4.3 1. にぶい橙色 2. 僅かに砂粒 口縁部横撫で。体部内面撫で。

杯 +19 完形 含む 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

4 土師器 南東 13.0 3.6 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部内面指頭痕あり、内面撫で。

杯 -5 完形 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

5 土師器 南東 12.5 3.3 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部直線的に立ち上がる。横撫で。体部僅かに指

杯 +33 完形 3. 酸化焔良好 頭痕残る、内面撫で。底部手持ち箆削り、平底

6 土師器 南東隅 16.8 6.0 5.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部横方向箆削り。

杯 -9 % 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

7 須恵器 竃内 14 8 3.5 1.灰色 2. 白色片岩小石含 端部折り返し、輔櫨整形。

蓋 +17 ほぼ完形 む 3. 還元焙硬質 頂部回転箆削り、リング状摘まみ。

8 須恵器 南東 14.2 3.0 1.灰色 3. 還元焔良好 端部折り返し。

蓋 +10 ほぼ完形 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。リング状摘まみ。

, 須恵器 北西 (30.5) - l ．灰色 2. 白色細粒含む 輔轄整形。

盤 +10 3. 還元焔硬質 体部回転撫で。頂部回転箆削り。

10 土師器 南東隅 23.0 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粘土 口縁部外反、横撫で。

甕 +6 口縁部～上体部％ 粒含む 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

11 土師器 竃煙道 21 8 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位、中～下半斜位箆削り。

甕 +54 % 3. 酸化焔良好 内面箆撫で。

12 土師器 南東隅 20.7 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部内傾。

甕 +6 口縁部のみ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

13 土師器 窟内 6.5 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下半内面箆削り。外面斜方向箆削り。

甕 +2 底部～下部％ 3. 酸化焙良好 底部平底、箆削り。

14 土師器 竃内 21.0 5.5 30.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位横、中位斜、下半縦方向箆

甕 -3 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 削り。底部平底箆削り、内面タール状付着。

15 土師器 南東 6.4 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 胴部上位横、中～下位斜方向箆削り。内面下半箆削

甕 +l 頸部下～底部％ 3. 酸化焔良好 り、上半箆撫で。底部箆削り。

16 土師器 竃内 21.2 6.0 28.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位横中～下位斜方向箆削り

甕 +4 ほぼ完形 3. 酸化焙良好 内面箆撫で。平底箆削り。

17 土師器 中央 21.4 31.4 l ．にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、端部僅かに内傾、沈線巡る。胴部上

甕 +2 ロ縁部～底部％ 3. 酸化焔良好む 半縦、下半斜方向箆削り、中央部黒斑。やや尖底。

18 鉄製品 南西十 4 7 0 0.6 0.5 5_7g 棒状鉄製品。釘、断面方形。

19 鉄製品 覆土 4.8 0.5 0.5 1,gg 頭部長方形。釘
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6 号住居跡（写真図版199 • 212) 

位置 2 K • 2 L -52 • 53グリッド

方位 N-9T-E 

規模北壁は河川敷きに入り、未調査。東西2.6m

壁高 40cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径50cm、深さ 8cmの規模を持つ

第 1 節検出の遺構と遺物

柱穴無し 周溝無し

床面 暗褐色土を薄く踏み固めている。

掘形貯蔵穴周辺部が若干掘り込まれるが、他の部

分はフラットな面に仕上げられている。

遺物 土師器甕が竃前に出土している。南西隅寄り

に40cm大の偏平礫が置かれている。

ー／＼J

勺

< 

第615図 6 号住居跡実測図 ｰ L =87.50m 

叫

2m 

I~IVは基本土層参照

1 黒褐色土 As-B 、炭化物を多く

含む

2 暗褐色土 As-B 黄色土を含む

3 暗褐色土

4 黄灰色土炭化物、焼土粒子を含

む

` o | 

~ 1 

b
 

b' ゜ L =87.30m lm 

ロ

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅45cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅40cm • 

深さ 40cm 煙道部長さ 27cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 35cm 斜めに立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にある。焚口部左側は掘り残さ

れ、右側より 20cm程飛び出している。火床面は床面

より数cm下がる。掘形は方形状を呈し、壁面は垂直

に立ち上がる。煙道部は、短く斜めに立ち上がる。

遺物の出土状況は、土師器甕、台付甕の 3 個体が並

び浮いた状態で出土している。また、燃焼部左奥に

は支脚が立てられ、甕の底部からややずれて検出さ

れている。

1 褐色土 黄白色微砂土を含む

2 灰褐色土灰黄色土、焼土粒混じ

り

3 暗褐色土焼土粒多く含む

4 暗褐色土 黄色土粒わずかに含む

第616図 6 号住居跡竃実測図
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第III章下大塚遺跡

~,:-ロニーロ＼＼3
戸ニ――

こ可ニニニ如ニ―
゜

, 
5cm 

、

1
.
,
8

口
10cm 

3 • 6~8 20cm 

第617図 6 号住居跡出土遺物実測図

6 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 13.0 - (4.0) l. fこぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 小片 3. 酸化焔良好 体部未調整、指頭圧痕有り。底部箆削り。

2 須恵器 南東 10 2 6.0 3.4 1.橙色 2. 細砂粒含む 鞘櫨整形。

坪 +4 完形 3. 酸化焔良好 底部回転糸切り、未調整。

3 土師器 南東 27.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、コの字横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +2 口縁部～頸部 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

4 土師器 南東 22.0 9.2 15.1 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位横、中央～下半斜方向箆削

小型甕 +20 完形 3. 酸化焙良好 裾接合部指押さえ後撫で、中位膨らみをもつ。
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第 1 節 検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 土師器 南東 14. 2 7.8 14.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部上位横、中央～斜方向箆削り

小型甕 +25 完形 3. 酸化焙良好 底部平底、箆削り。

6 土師器 南東隅 20.2 5. 0 27. 4 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指頭圧痕有り。頸部上下撫で。胴部

甕 +15 孫 3. 酸化焔良好 上位横、中位～下半斜方向箆削り。底部箆削。

7 土師器 南東 20.2 3.8 28.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。胴部上位横、

甕 +6 % 3. 酸化焙良好 中～下半斜縦位方向箆削り。底部小さく箆削り。

8 石 窟内一 5 26.2 10.7 5 8 2,550 g 粗粒安山岩

, 鉄製品 覆上 4.1 0. 8 0. 25 1 56 g 箆被部破片。端片刀箭式鉄鏃

7 号住居跡（写真図版199 • 213) 

位置

規模

2 E -43 • 44グリッド

東壁3.2m、西壁2.6m、東西2.9m

呈する。

壁高

床面

30cm前後 僅かに傾き立ち上がる。

貯蔵穴 無し 柱穴 無し 周溝

黒褐色土を薄く入れ踏み固めている。南西部

分に炭化物が出土している。

掘形

方位 E-6 ー-S 

台形状を

無し

南半分が僅かに掘り込まれているが、中央か

置
模

竃
位
規

構築

東壁中央南寄り

焚口部幅40cm

深さ 50cm

燃焼部奥行き 50cm ・幅40cm • 

煙道部長さ 65cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 27cm 斜方向に立ち上がる。

燃焼部は壁外にあり、袖を持たない。火床面

は床面より僅かに下がり、灰層の堆積見られる。掘

形は方形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。煙道部

は斜めに伸びる。覆土中には焼土塊を含む。

ら北側にかけては礫層の露出が見られる。

遺物 竃前と西壁中央に土師器甕出土。中央に礫の

まとまり見られる。

゜ L =87.20m 2m 

2

3

4

5

6

 

黒褐色土

暗褐色土

黄灰色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土 多最の As-B と少量の炭化

物焼土粒を含む

黄色土塊を含む
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第III章 下大塚遺跡
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暗褐色土

暗褐色土

褐色上

灰層

黒褐色土

多菫の焼土塊・炭化物を含む

多量の焼土粒・炭化物を含む

炭化物を多く含む

炭化物を含む
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第 1 節 検出の遺構と遺物

7 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 13.0 9 0 3.4 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部未調整、内面撫で、

坪 -2 ｽ 3. 酸化焙良好 指頭圧痕有り。底部平底気味、手持ち箆削り。

2 須恵器 竃内 13.0 7 4 4.0 1. 灰黄色 2. 白色小礫含む 輔轄整形。

坪 +22 口縁部％、底部 3. 還元焔良好 底部右回転糸切り。

3 土師器 南東 11 8 3.5 1. にぶい橙色 2. 僅かに細砂 口縁部横撫で。体部上位未調整。

坪 -2 % 含む 3. 酸化焔良好 底部平底気味、手持ち箆削り。

4 土師器 竃前 22.8 1.橙色 2. 細砂粘土塊含む 口縁部短く外反、横撫で、コの字口縁。胴部上位横、

甕 +23 % 3. 酸化焔やや軟質 中位斜方向、下半斜縦位箆削り。

5 土師器 竃前 20.7 - (25.0) 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で、端部僅かに折り返し、指頭圧痕有り

甕 -2 口縁部～胴部下 3. 酸化焔良好 胴部上位横、上～中位斜、下半縦方向箆削り。

6 土師器 北西 4 4 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部中位斜、下位縦方向箆削り。

甕 +3 % 3. 酸化焔良好 底部不安定、箆削り。

一
4
 

。
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4

5

6

7

 

I~III基本土層参照

1 暗褐色土 As-B 、土器片僅かに含

む

暗褐色土焼土粒、炭僅かに含む

淡褐色土黄色土塊混じり

淡褐色土 黄色土塊多量に含む

褐色土 焼土粒・炭僅かに含む

褐色土 黄色土塊僅かに含む。

黒色土と黄褐色土の混土

4 

゜ L =86.60m 2m 

A' 

第621区 8 号住居跡実測図
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第III章 下大塚遺跡

8 号住居跡（写真図版200 • 213) 

位置 2 Yｷ 2 Z-31·32グリッド方位 N-90°- E 

規模

壁高

北西半分以上は、調査区外にあるため未調査。

80cm前後

貯蔵穴

斜めに立ち上がる。

径80cm、深さ 20cmの規模を持つ。

柱穴

床面

掘形

遺物

南東隅

無し 周溝 無し

黄褐色土と黒色土の混土を薄く踏み固めてい

る。窟前には焼土、灰の広がり見られる。

南寄りに、円形または不定型の掘り込み見ら

れる。他の部分はフラットな面に仕上げられている。

竃

位置

竃前に掘り込みがあり、土師器甕が出土して

規模

構築

焚口部幅60cm

深さ 65cm 煙道部長さ lm ・幅30cm

煙道部への立ち上がり 20cm

燃焼部は壁外にあり、僅かに焚口部に地山掘

り残しの袖を持つ。焚口部右袖には土師器甕が設置

され、鳥居状に組まれた天井部にも土師器甕が 3 個

体分組まれている。火床面は床面と同レベルである

が、前方部には灰の掻き出しによる掘り込みが見ら

れる。掘形は方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上が

る。立ち上がり上半部は、外側に30cm程張り出し掘

り込まれている。

燃焼部奥行き 80cm ・幅58cm • 

垂直に立ち上がる。

この掘り込みは、天井部を下げ燃

いる。

東壁中央

焼効率を高めるため、天井部を貼る位置であると考

えられる。煙道部は緩く伸び、天井部の崩落土であ

る焼土層の堆積見られる。掘形は方形状を呈し、壁

面は垂直に立ち上がる。壁面の焼けは弱い。

`
8
 

d
 

L =85.90m d, 

` c L=86.10m c' 

口
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

赤茶色土

黄茶色土

As-B 含む

As-B 含む

黄褐色土塊混じり

黄色土粒僅かに含む

黄色土塊混じり

焼土塊、黄色土混じり

焼土混じり

｀内 I

叫

゜ L =86.60m lm 

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 暗褐色土

① 褐色土

② 黒褐色土

③ 黄褐色土

焼土塊含む

As-B を少量含む

黒色味の強い土

黄色土塊や焼土粒含む

第622因 8 号住居跡竃実測図
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第 1 節検出の遺構と遺物
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第III章下大塚遺跡

8 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 12 2 3.2 1. iこぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 小片 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 覆土 13.0 3.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部未調整。底部手持ち箆削り。

3 須恵器 覆土 14.0 ~ (3.4) 1 ．灰白色 2. 細粒僅かに含む 底部表面摩耗。

坪 % 3. 還元焔軟質

4 土師器 北東 16.2 - (6.4) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +12 % 3. 酸化焙やや軟質 体部～底部表面摩耗。

5 須恵器 覆土 - (11.0) - 1. 灰色 2. 小石含む 轍輯整形、直線的に開く。

椀 底部～胴％ 3. 還元焙硬質 底部箆撫で後、高台貼り付け。

6 須恵器 覆土 9.6 - (4.9) 1.灰色 2. 細砂黒色粒含む 口縁部短く立ち上がる。
士g % 3. 還元焔硬質 輛轄整形。

7 須恵器 覆土 24.8 - (4.2) 1.灰色 2. 白色粒小石含む 口縁端部、受けをもつ。

盤 % 3. 還元焔硬質 底部回転箆調整。蓋？

8 土師器 竃内 21. 9 - (30.4) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部強く外反、横撫で。胴部上横位、中～下半斜

甕 +12 ほぼ完形 3. 酸化焔良好 位箆削り。底部小さく平底気味、箆削り。

, 土師器 竃内 23. 7 31. 7 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反、口唇部内屈。頸部くの字屈曲。

甕 +12 % 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り。

10 土師器 覆土 12 8 ~ (4.8) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で、二段。

小型甕 口縁部～頸部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

11 土師器 北西 6.8(11.7) 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部下位斜方向箆削り、内面箆撫で。

甕 +6 胴部下～底部 3. 酸化焙良好 底部平底、箆削り。

12 土師器 鼈煙道 5. 5 (24. 3) 1. 黄褐色 2. 砂粒含む 長胴。胴部縦及び斜方向箆削り、内面斜方向箆撫で

甕 +2 ほぼ完形 3. 酸化焙硬質 底部平底。

13 刀 子 覆土 8.5 1.9 0.3 13.9H 刃部先と茎端欠損。両関。

14 刀 子 覆土 3.1 1.2 0.3 4.06 g 

9 号住居跡（写真図版200 • 213 • 214) 

位置 2 I• 2 K-49•50グリッド方位 N-90°-E 

規模東壁北部分が1.8mx 1mの規模で張り出し

部を持つ。東壁4.8m 西壁 4m 東西3.9m 隅丸

の台形状を呈する。

壁高 65cm前後 やや傾いて立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径55cm、深さ 20cmの規模を持ち、

円形を呈する。土師器甕、坪出土。

柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊含む暗褐色土を踏み固めている。

488 

刃部および茎端欠損。両関。

僅かに礫が混じる。

掘形礫層まで達し、止めている。

遺物 竃前に土師器坪出土。礫が散乱している。

竃

位置東壁南

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き 80cm ・幅52cm • 

深さ 80cm 煙道部長さ 80cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 50cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、黄褐色土を貼り付け

た袖を持つ。火床面は床面より僅かに下がり、焼土、



第 1 節検出の遺構と遺物

灰の堆積見られる。覆土中に黄褐色土の堆積と焼土

塊を多量に含む層があり、天井部崩落土の一部と考

えられる。掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立

ち上がり、暗赤茶色に焼けている。煙道部は水平方

向に伸びる。覆土中には、焼土塊見られる。煙り出

し部は斜めに立ち上がる。
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l 暗褐色土 As-B 含む

l' 暗褐色土 As-B 含む

2 暗褐色土 黄色土塊・黒褐色土塊混じり

3 暗褐色土 黄色土塊・焼土塊含む

4 暗褐色土 黄色土塊・黒褐色土塊わずかに含む

5 暗褐色土 黄色土塊・焼土粒わずかに含む

6 淡褐色土黄土色土塊混じり

7 暗褐色土 茶褐色粘土が帯状に入る

8 淡褐色土黄緑色細砂混じり

9 黒褐色土黄褐色塊を含む

第624図 9 号住居跡実測図
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第III章 下大塚遺跡
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暗褐色土

暗褐色土

淡褐色土

暗黄褐色土

褐色土

As-B らしきものを含む。

黒褐色塊多く含む

黄色土粒混じり

塊混じり

灰色粘土塊、黄白色粘土

塊を含む。

カマド天井部？暗黄土色土

灰黄褐色土

褐色土 焼土塊、炭化物含む

灰黄褐色土 多量の焼土塊含む

暗灰黄褐色土焼土塊含む。灰混じり

サクサクした層

10' 灰褐色土

11 暗灰茶色土

11' 暗灰茶色土

12 暗黄緑色土

13 赤灰茶色土

14 黒褐色土

焼土塊含む

灰茶色土、焼土粒混じり

焼土粒混じり

黄緑色細砂塊多く含む

灰茶色塊、焼土塊

黄褐色塊

貯蔵穴土層

1 暗褐色土焼土粒・炭含む

2 灰黄褐色土

第626図 9 号住居跡竃実測図
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第627図 9 号住居跡出土遺物実測図(2)
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第 1 節検出の遺構と遺物
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第628図 9 号住居跡出土遺物実測図（3)

9 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

l ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 12.0 3.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部全体に表面摩耗しているため調整不明。

坪 +21 口縁部～底部％ 3. 酸化焙やや軟質

2 土師器 竃前 13.3 4.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部上位未調整、中位～底部にかけ

坪 +2 完形 3. 酸化焔やや軟質 手持ち箆削り。

3 土師器 貯蔵穴 11 0 3.0 1. 明赤褐色 2. 僅かに細砂粒 口縁部横撫で。

坪 +4 口縁部～底部％ 含む 3. 酸化焔緻密 体部～底部手持ち箆削り、黒斑あり。

4 土師器 竃内 12.2 3.5 1.明赤褐色 2. 精選 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +19 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り、内面円形の刷毛目あり。

5 土師器 竃内 13. 7 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 +12 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 底部手持ち箆削り。
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第III章下大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

6 土師器 中央 10.8 3.5 1.橙色 2. 精選緻密 口縁部横撫で。

坪 +8 完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

7 土師器 貯蔵穴 18.0 5 0 1 ．明赤褐色 2. 小石粘土粒 口唇部横撫で。

坪 +10 完形 含む 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

8 土師器 貯蔵穴前 16.7 4.0 1.にぶい褐色 2. 僅かに砂粒 口縁部横撫で、外反、弱い稜を持つ。

坪 +2 口縁部～底部％ 含む 3. 酸化焔緻密 体部～底部手持ち箆削り、内面強い撫で。

, 土師器 貯蔵穴 14.2 3 8 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部横撫で。

坪 +l 完形 含む 3. 酸化焔良好 底部円形、手持ち箆削り。

10 土師器 賓内 12.1 4 0 1.明赤褐色 2. 細砂粒僅かに 口縁部横撫で。

坪 +1 口縁部～底部％ 含む 3. 酸化焔緻密 体部～底部手持ち箆削り。

11 土師器 窟左袖 12.6 3 8 1.明赤褐色 2. 砂粒僅かに含 口縁部横撫で。

坪 +4 口縁部～底部％ む 3. 酸化焔緻密 体部～底部上位未調幣、手持ち箆削り。

12 土師器 中央 11. 7 3.3 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁端部横撫で。体部上位未調整、下半～底部にか

坪 +21 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 けて手持ち箆削り。

13 土師器 北東 15.2 3.3 1.にぶい褐色 2. 砂粒僅か 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り、内面小さ

坪 +2 口縁部～底部％ に含む 3. 酸化焙緻密 な発泡痕あり。

14 須恵器 南西隅 19.0 2.0 1.灰色 2. 白色小石含む 口縁部端部やや内傾。内面カエリを有する。

蓋 床直 小片 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

15 土師器 北東 21.0 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 + 1 底部欠損 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

16 土師器 竃前 25.2 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 -3 口縁部～胴部小片 粒含む 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り。

17 土師器 貯蔵穴 17 0 1. にぶい褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 + 1 口縁部～体部小片 3. 酸化焔緻密 胴部縦方向箆削り。

10号住居跡（写真図版201 ・ 215) 竃

位置 2K• 2L-50•51グリッド 方位 N-48°- E 

規模南西半分が河川敷内に入り、未調査。

位置東壁中央南寄り

規模 焚口部幅50cm 燃焼部奥行き lm・幅50cm•深

さ 60cm 煙道部長さ 48cm ・幅20cm東壁4.5m 北壁 4m

壁高 50cm前後 ほぽ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面黄褐色土と暗褐色土の混土を踏み固めてい

る。竃前に焼土、灰の広がり見られる。

掘形南壁寄りに不定型の掘り込み見られる。北壁

寄りは礫層露出している。

遺物 覆土中に土器と礫が多量に投げ込まれたよう

な状態で出土している。
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煙道部への立ち上がり 20cm 斜方向に立ち上がる。

構築燃焼部は壁外にあり、僅かに焚口部に地山掘

り残しの袖を持つ。火床面は床面より緩く上がり、

焼土の堆積見られる。直上には底面の焼けた黄褐色

土の天井部崩落土の堆積見られる。また、直下には

構築時に、焼土塊、黄褐色土の詰められた掘り込み

を検出した。掘形は長方形状を呈し、壁面は垂直に

立ち上がり、赤茶色に焼けている。煙道部は斜方向
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に立ち上がる。掘形は方形を呈す

る。燃焼部中央出土の胴部上半欠

損の土師器甕は、底部が埋設され

ており、支脚として利用された可

能性が考えられる。

1 暗褐色土 As-B わずかに含む。

1' 暗褐色土 焼土粒・炭含む

2 褐色土 礫•土器片を多麓に含む

3 暗黄褐色土黄白色微砂塊

4 黒褐色土 黄褐色土塊

5 黒褐色土 炭僅かに含む

6 黒褐色土と砂質黄褐色土の混土（貼床）

lm 

(((

l2345678 

褐色土

黄褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

粘質黄褐色土

粘質黄褐色土

粘質灰褐色土

灰褐色土

黒褐色土

黒褐色土

住居榎土 4 に似ている。

住居覆土 5 に似ている

焼土・黄色土粒含む

黄褐色土塊含む

焼土塊含む

粘質黄褐色土・焼土塊

の混土（火床の貼床）

第630図 10号住居跡竃実測図
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第633図 10号住居跡出土遺物実測図（2)

10号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 竃前 20.6 - (2.2) 1.灰白色 2. 白色粒含む 口縁端部折り返し。

蓋 +31 ｽ 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り。

2 土師器 中央 11.9 3.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +18 % 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部表面摩耗。

3 土師器 竃前 12. 4 3.0 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +38 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 南西 12.0 3.8 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +16 ｽ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 竃内 11. 4 3.5 1. 明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部上位未調整、下位～底部手持ち

坪 +22 % 3. 酸化焙良好 箆削り。
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第III章下大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

器形 (cm) 残存状況 (cm) 

6 土師器 中央

台付甕 +11 脚部

7 土師器 南東 14.7 4.8 

坪 +28 % 

8 土師器 北西 18.2 3. 7 

坪 +30 口縁部～底部％

, 土師器 北東 19.3 3.5 

坪 +33 完形

10 土師器 北西 18 5 - (3.9) 

坪 +3 % 

11 土師器 覆土 26.0 

甕 % 

12 土師器 中央 21.0 

甕 -29 % 

13 土師器 竜前 23.9 

甕 +30 % 

14 土師器 覆土 24.8 

甕 % 

15 土師器 中央 21.0 

甕 +21 口縁部～胴部½

16 土師器 竃内 4.8 

甕 -6 胴部～底部

17 土師器 北東 21.4 

甕 -4 口縁部～頸部

18 土師器 竃内

甕 +39 胴部～底部％

2 掘立柱建物跡

1 号掘立柱建物跡（写真図版206)

位置 0 • P-22 • 23グリッド

方位 E-5'-N 

重複 8 号溝を切る。

規模 2 間 (6.6m) X 3 間 (9.2m)

面積 60. 7m' 
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形状長方形

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴

1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 胴部接合部横撫で。

3. 酸化焔良好 底部内面黒色、台部張り付け。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、内面内傾。

3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

1 ．明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。

3. 酸化焔良好

1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

3. 酸化焔良好 体部弱い稜を持つ。底部手持ち箆削り。

1.橙色 2. 細砂小石含む ロ縁部横撫で、外反。

3. 酸化焔やや軟質 体部弱い稜を持つ。底部手持ち箆削り。

1.にぶい橙 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

3. 酸化焙良好 胴部縦方向箆削り。

1.明褐色 2. 砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

3. 酸化焔良好 胴部縦方向箆削り。

1. 灰黄褐色 2. 細砂粘土粒 口縁部外反、横撫で。口唇部沈線巡る。

含む 3. 酸化焙良好

1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で。

3. 酸化焔良好 胴部上位斜方向、中位～縦方向箆削り。

1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部にかけて外反後、内屈。

3. 酸化焔良好 胴部縦方向箆削り。

1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 胴部斜方向箆削り。

3. 酸化焙硬質 底部平底、箆削り、肥厚。

1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、外反。

3. 酸化焔硬質 胴部上位横方向箆削り。

1 ．橙色 2. 細砂粘土粒含む 胴部斜方向箆削り。

3. 酸化焔良好 底部丸底気味、箆削り。

柱穴 東辺及び南辺の中央 1 間は布掘り状の溝を持

つ。覆土中には砂礫混じりの地山黄褐色土の堆積見

られる。他の柱穴は円形又は楕円形の掘り方を持ち、

壁面は直線的に立ち上がる。柱穴の中には部分的に

スッテプ状の中断を持つものもある。覆土中に30cm

前後の柱痕を検出した。
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1 灰褐色土小石含む（柱痕）

1' 灰褐色土黄白土粒、小石混じり

2 灰褐色土 小石含み・黄白土粒混じり

3 黄青灰色土 黄白色微砂土、青味を帯びた塊、多量に含む

4 灰褐色土黄白土塊

5 黄褐色土粘質土

6 黄土色土上部粘土、下部礫混じり

7 暗褐色土小石含む、粘性あり

7' 暗褐色土黄色土塊含む

8 黄緑色微砂塊、粗砂混じり

9 黄土色粘質土

第634図 1 号掘立柱建物跡実測図（1)
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1 灰褐色土小石含む（柱痕）

1' 灰褐色土黄白土粒、小石混じり

2 灰褐色土小石含み、黄白土粒混じり

3 黄青白色土 黄白色微細土、青味を帯びた塊、多量に含む

4 灰褐色土黄白土塊

5 黄褐色土粘質土

6 黄土色土上部粘土、下部礫混じり

7 暗褐色土小石含む、粘性あり

7' 暗褐色土黄色土塊含む

8 黄緑色 微細塊、粗砂混じり

9 黄土色粘質土

第635図 1 号掘立柱建物跡実測図(2)
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3 土坑

下大塚遺跡土坑表

遺構名 位 置

1 号土坑 2 N-56 

2 号土坑 2 N-55 

3 号土坑 I • N-57 
4 号土坑 P-59 

5 号土坑 2 L~55 
6 号土坑 I • N-59 
7 号土坑 N-53 

8 号土坑 3 H-88 

9 号土坑 3H-88 

10号土坑 3 G-87 

11号土坑 3 H-87 

12号土坑 3 H-87 

13号土坑 3 I -86 

14号土坑 3 I -85 

15号土坑 3H-85 • 86 
16号土坑 3 H-85 

17号土坑 3 H-85 

18号土坑 3 G-85 

19号土坑 3 G-85 

20号土坑 3 G-85 

21号土坑 3 G-85 

22号土坑 3 G-85 

23号土坑 3 H-84 

24号土坑 2 H-85 

25号土坑 3 F-85 

26号土坑 3 F-85 

27号土坑 3 F-84 

28号土坑 3 F-84 

29号土坑 3 F-84 

30号土坑 3 H-83 

31号土坑 2 H-82 

32号土坑 3 G-83 

33号土坑 2 H-82 

34号土坑 2 H-82 

35号土坑 2 H-81 

36号土坑 2 F-82 

37号土坑 3 E-84 

38号土坑 3 D-85 

39号土坑 2 D-83 

40号土坑 3 D~83 
41号土坑 3 D-83 

42号土坑 3 C-82 

43号土坑 3 C-82 

44号土坑 3 C-82 

45号土坑 3 E-82 

46号土坑 2M-53 

47号土坑 2 L-53 

48母土坑 3 D-82 

49号土坑 3 D-82 

50号土坑 3 0-81 

51号土坑 2 H~83 
52号土坑 3 F-84 

53号土坑 3 F-84 

54号土坑 3 F-84 

55号土坑 3 F-84 

56号土坑 2 Z -73 

57号土坑 2 Z -73 

58号土坑 2 Z -72 

59号土坑 2W-72 

方 位
規

長辺 短辺

N-34"-E 1. 70m 0 80m 
N-60ー -W 1.05m 1.00m 

N-25ー -E 1.10m 1 OOm 
E -15ー-s 1.15m 0.60m 
N-90ー -E 2.10m 0 70m 
N-71"-E 1. 75m 0.60m 
N-10ー -E 4 OOm 3.50m 
N-27ー -W 3.62m 0.80m 
N-34ー -W 5 10m 0.70m 
N-37ー -W 4 65m 0.82m 
N-24"-W 5.05m 0.85m 

1 10m 
N-33"-W 2.25m 0.78m 

N-43ー -W 4 80m 0.90m 
N-39ー -W 5.60m 0 70m 
N-44ー -W 3.16m 0.60m 
N-43ー -W 2 80m 0.62m 

N-63ー -E 3 30m 0.72m 
N-46"-W 3.75m 0.75m 

N-40"-W 2.00m 0.90m 
N-49"-E 2.45m 0.75m 

N-26ー -W 3.00m 0.72m 
N-43ー -W 5.10m 0.84m 

N-37ー -W 2.45m 0.70m 
N-41ー -W 3 80m 1.05m 
N-38ー -W 3 10m 1.50m 
N-40"-W 3.30m 0.85m 

N-38'-W 5.40m 1.20m 
N-30ー -W 4.10m 0.80m 
N-35ー -W 2 40m 0.60m 
N-35"-W 2.50m 0.90m 

N-49ー -W 9 30m 0.95m 
N-46"-W 3.62m 1.00m 

N-46ー -W 2 20m 0.75m 
N-33"-W 2.60m 0.75m 

N-48ー -W 3 OOm 0.80m 
N-40"-W 4.10m 0.85m 

N-37ー-W  2.35m 1.00m 
N -39ー -W 6.90m 1.02m 

1.40m 
N-45'-E 4.10m 1.15m 
N-39ー -W 4 40m 0.55m 
N-41ー -W 4.80m 0.75m 

N-35ー -W 4.52m 0.90m 
N-38ー -W 3.30m 0.82m 

N-36ー -E 1.65m 1.55m 
N-15"-E 2 30m 0.55m 
N-43"-W 4.50m 0.80m 

N-54ー -W 4.70m 1.10m 
N-43'-W 4.35m 0.93m 

1. 30m 

N-35"-W 3.10m 0.64m 
N-35ー -W 2.55m 0.78m 

N-38ー -W 3.90m 1.00m 

N-39'-W 3.0m 1 05m 
N-87ー -W 1.35m 1.00m 

N-8T-W 2.10m 1 20m 
N-81"-E 1.90m 1.04m 

1.10m 

第 1 節検出の遺構と遺物

模
形 状 備 考

深さ

O.llm 長円形 1 号溝を切る。

0 20m 楕円形

0.19m 楕円形

0 10m 長円形

0 08m 長方形

0 4m 長円形

0.07m 長方形

O.llm 隅丸長方形

0.17m 隅丸長方形

0.15m 長方形

0.16m 長方形

0.35m 円形

0.16m 長円形

0.23m 長方形

0 50m 長方形

0.26m 長方形

O.llm 長方形

0.65m 長円形 16 • 17号土坑を切る。
0.30m 長円形 18号土坑に切られる。

0.32m 長円形 18号土坑と接する。礫出土。

0.32m 長円形

0.30m 隅丸長方形

0.39m 隅丸長方形 礫出土。

0.08m 隅丸長方形

0.17m 隅丸長方形

0.17m 隅丸長方形 58号土坑を切る。

0.07m 隅丸長方形 53号土坑を切る。

0.37m 隅丸長方形 53号土坑に切られ、 55号土坑を切っている。

0.20m 隅丸長方形 55号土坑を切る。

0.22m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0.05m 隅丸長方形 32号土坑

0.30m 隅丸長方形 31号土坑• 6 岩溝を切る。

0.24m 隅丸長方形 路線外に伸びる。

0 19m 隅丸長方形 路線外に伸びる。

0.22m 隅丸長方形 路線外に伸びる。

0 33m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0.35m 隅丸長方形

0.43m 隅丸長方形 路線外に伸びる。

0.30m 隅丸長方形

0.34m 方形

0.30m 長方形

0 36m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0.45m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0 47m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0.43m 隅丸長方形 6 号溝を切る。

0.22m 楕円形 47号土坑。焼土・灰を含む。

0.22m 楕円形 47号土坑。焼土・灰を含む

0.47m 長方形 6 号溝を切る。

0.56m 長方形 6 号溝を切る。

0.50m 長方形 6 号溝を切る。

0.27m 円形 6 号溝を切る。

0.37m 長方形

0.27m 長方形 27号土坑に切られる。

0.03m 隅丸長方形 26 • 55号土坑に切られる。
0.41m 隅丸長方形 29号土坑に切られ、 54号土坑を切る。

0.10m 長方形

0.19m 長方形

0.10m 長方形

0.20m 円形
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第III章下大塚遺跡

遺構名 位 置 方 位
規 模

形 状 備 考
長辺 短辺 深さ

60号土坑 2 U-71 1.04m 0.13m 円形

61号土坑 2 Z-75 1.64m 0.20m 方形 風倒木とからむ。礫出土。浅間B軽石が上面に堆積

している。

62A号土坑 2 y ~75 1.55m 0.22m 方形

62B号土坑 J -15 N-27"-W  1.50m 0.80m 0.08m 

63号土坑 J -15 N-20ー -W 1.80m 0.82m 0 llm 楕円形

64号土坑 K-15 N-4 "-E 2.60m 0.90m 0.08m 瓜形

65号土坑 k-16 N-38ー -W 2.00m 1.20m 0 05m 長楕円形

66号土坑 L-15 N-16"-W 4.20m 1.00m 0.08m 楕円形

67号土坑 L-16 N-10ー -W 1 90m 0.70m 0.10m 

68号土坑 L-16 N-16"-W 1.65m 0.70m 0.03m 長方形

69号土坑 L-17 N-13ー -E 2.45m 0.95m 0.09m 長楕円形

70号土坑 M-l7 N-46'-E 1.10m 0.78m 0.39m 長方形

71号土坑 0-25 N-31ー -W 1.44m 0.76m 0.12m 半円形 路線外に伸びる。礫出土。

72号土坑 R-22 0.70m 0.08m 円形

73号土坑 2 C-39 N-68ー -E 2.45m 1.10m 0.18m 長方形

74号土坑 2 C-38 N-2ｷ-w 1.15m 0.65m 0.17m 楕円形

75号土坑 A-36 N-73"-W 0.70m 0 45m 0.24m 楕円形

76号土坑 A-36 N-40"-E 0.70m 0.48m 0.35m 

77号土坑 2 A-36 N-30ー -E 1.10m 0.60m 0.24m 長方形

78号土坑 2 A-36 N-55ー -W 1. 50m 0.70m 0.20m 楕円形

79号土坑 Z-37 N-79ー -E 1.00m 0.55m 0.22m 長方形 炭化物多最に出土。

80号土坑 2A-37 N-14ー -W l.OOm 0.80m 0.15m 長方形 1 号井戸に切られる。焼土・炭含む。壁面は赤茶褐

色に焼土化している

81号土坑 2 E-41 N-16ー -W 0.90m 0.60m 0.20m 楕円形

82号土坑 2 E-41 0.90m 0.28m 方形

83号土坑 2 E-42 N-68ー -W 0.95m 0.75m 0.13m 楕円形

84号土坑 2 D-42 N-23"-E 1.10m 0.80m 0.10m 

85号土坑 Y-33 N-16ー -E 3.00m 1 90m 0.40m 楕円形

86号土坑 Z-37 N-30"-W 0.72m 0.50m 0.22m 

87号土坑 2 A-39 N-83ー -E 0.72m 0.60m 0.06m 長円形

88号土坑 2 F-45 0.90m 0.12m 円形

89号土坑 2 F-45 0 75m 0.47m 円形 断面ロート状。

90号土坑 2 F-46 N-O"-E 1 40m 1.10m 0.28m 楕円形

91号土坑 B-38 N-17ー -W 0.80m 0.50m 0.12m 長円形 小ピットと重複。

93号土坑 2 K-53 N-76"-E 2.90m 0.76m 0.09m 長円形

94号土坑 1 K-53 N-22"-E 1.20m 0.74m 0.12m 楕円形

95号土坑 2 J -53 N -25ー-E 1.85m 1.10m 0.16m 楕円形 ピットと重複する。

96号土坑 1 I -53 N-25"-E 1.30m 0.96m 0.12m 楕円形

97号土坑 2 I -52 N -l1ー-E 1. 74m 1.55m 0.18m 楕円形

98号土坑 2 J -53 1.80m 0.36m 半円形 床下へ伸びる。
99号土坑 2 G-51 1.35m 0 09m 円形
100号土坑 2 G-51 N-53"-E 1.15m 0.50m 0.16m 楕円形

102号土坑 2 E-44 0.64m 0 15m 円形
103号土坑 Y-35 N-49"-W 2.95m 1.80m 0.20m 楕円形 1 号土器溜りと重複する。

104号土坑 Z-33 N-5 ー-E 1.90m 0.60m 0.17m 隅丸長方形
105号土坑 Y-35 1 18m 0.20m 方形
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第 1 節検出の遺構と遺物

A L=87.70m A' 

1 暗褐色土黄色土塊を含む。

2 暗褐色土混入物少ない。

3 暗褐色土黄色土粒を多く含む。

¥
¥
 

¥
 

i
 

' 
[
ｭc

 I
 

ー

A
 

A L=87.60m A' 

▽□三三／
1 暗褐色土 黄色土塊を多く含む。

2 明褐色上 黄色土粒を多量に含む。

A L =87. 70m 

A' 

A' 

A~□ ¥ 
A L=87.80m A' 

でこニニニニこニー／
2 

l 暗褐色土 As-Bを多く含む。

2 褐色土

A L =87.60m 

1 暗褐色土 As-B ・炭を僅かに含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊を混る。

A' 

ー
、
一
—

A 
A' 

<1 暗褐色土 As-B を含む。

2 暗褐色土 As-B を少量含む。

3 明褐色土黄色土塊。 / 

G
 

ヽ

A' 

仝 L=87.70m A' 

1 暗褐色土 As-B を含む。

2 暗褐色土黄褐色上塊を混じる。

12号土坑

A(c I IA 

A L =89.80m A' 

口
1 暗褐色土小石と、少量の

As-B 含む。

2 暗褐色土 As-B と小石

僅かに含む。

3 暗褐色土小石を混じる。

A L=87.70m A' 

--~--~ ー＼二／ー一ーニコ

゜ 2m 

＝二＝ーーマ――
l 

1 暗褐色土 As-B ・小石を混じる。

2 褐色土 汚れた黄褐色土。

第636図土坑実測図

501 



第III章下大塚遺跡
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第 1 節検出の遺構と遺物

8 号土坑 9 号土坑 10号土坑 11号土坑
L~89.70m L =89. 70m L=89.70m L =89.80m 

¥ l - で冗
13号土坑 14号土坑 15号土坑
L =89.60m L =89.50m L =89. 70m 16号土坑

文亨 口 応

17号土坑
L ~89.60m 

18号土坑
L =89. 70m 

19号土坑
L =89.70m 

20号土坑
L=89.70m 

21号土坑
ー L =89. 70m —— 

こ 口 □;□ 
22号土坑
L ~89. 70m 

亨
23号土坑
L =89.50m 

口
30号土坑
L =89.40m 

ゴ

34号土坑
L =89.30m 

¥ 

37号土坑
L =89.60m 

44号土坑
L =89 50m 

口
3 

゜

24号土坑
L =89. 70m 

\\ 上ーノ

27号土坑
L =89.50m 

31号土坑
L ;89.40m 

1 

-====--~ 
2 

35号土坑
L =89.40m 

ロ

43号土坑

口
2m  

25号土坑

` 28号土坑

32号土坑
L=89.40m 

36号土坑
L =89.SOm 

ロ
39号土坑

42号土坑

口
第638図土坑断面図（1)

26号土坑

｀一29号土坑

33号土坑
L =89.40m 

口
38号土坑

L =89.40m 

40号土坑
L =89.50m 

口
41号土坑

L =89C30m 

¥ 
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第III章下大塚遺跡

51号土坑
L =89.40m 

52号土坑

L=89.40m 27号土坑 53号土坑
54 • 55号土坑

L =89.60m 

：□三―

50号土坑
L ~89.50m 49号土坑

□□ □0 2m 

48号土坑

L =89.SOm 45号土坑

第638 • 639図の土坑土層

l 暗褐色土 As-B と小石を混じる。

2 暗褐色土第 1 層に似るが、やや粘質。

2' 暗褐色土黒褐色土塊を混じる。

3 暗褐色土 小石と少量の As-B を混じる。

4 暗褐色土 As-B を少量含む。

第639図土坑断面図(2)

＼ロニ三/i/ ロ］／
〇 10cm 

第640図土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 99号土坑 (7.0) - 1.にぶい橙色 2. 砂粒片岩 輔轄整形。底部右回転糸切り、未調整。

坪 小石含む 3. 還元焔軟質

2 土師器 103号土 13.0 l ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部未調整。

坪 坑 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。
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第 1 節 検出の遺構と遺物

A' 

A L=88.75m A' 

2 

46号土坑

l 灰褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

47号土坑

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 褐色土

A' 

灰・焼土・炭を混じる。

焼土塊を含む。

黄褐色土塊を混じる。

黄褐色土塊を多鼠に含む。

黄褐色土粒を少量含む。

炭粒を混じる。

炭粒を混じる。

A 

-_-」二
l 灰黄色土黄色微砂粒を混じる。

1' 灰黄色土 黄色微砂粒を僅かに含む。

A
 

A L=88.65m _A: 

- --

灰黄色土 黄色微砂粒を含む。

し

A
 

1

2

3

4

5

6

 

As-B 

黒褐色土

褐色土

黒褐色土

褐色土

茶褐色土

A' 

ど／

A
 

L =89.20m A' 

゜

第641図 土坑実測図

505 



第III章下大塚遺跡

A
T
 

58号土坑 A＼二A~ロ―A\A 62号土坑
A' 

A L =88.65m. A' — -

A L=88.60m A' A L =88.60m A' 

ロニロニア 六二
58~60 • 62号土坑
1 暗褐色土 白色軽石を含む。

7
 

A L=89.00m A' 

て
、

二丁―

’ 
A
-¥

j
 

\ [
 

A' 

A L =86.SOm A' 
A L=86.00m A' 

\--l —-----/ 一 一
63~67号土坑

1 褐色土 僅かに黄褐色土塊を含む。

A-

A L~86.40m A' >\

A L=86.40m A' 

ヽ

\ \ \ 

\ \ 
\ \ 

¥ ¥ ¥ 
＼ニ
¥ --- -—- --――-＼マ—- - ~ 

66号土坑
A' 

A L =86.50m A' 

\----ニ----」攣 二
゜ 2m 

第642図土坑実測図
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第 1 節検出の遺構と遺物

ヽ
し／二：A
A 
ミーー＝ニ―-_J

L =86.40m 

A
I
 

ーこニ---~-

I~□~A 
L =86.40m 

ロ

ロ
68 • 69 • 71号土坑
1 暗褐色土僅かに黄色土粒を含む。

亡 二

A' 

A' 
A
.
 

A' 
73号土坑

A' 

A L=86.80m ~. A- A' 

L =87.50m 

2ニ
1 褐色土 黄色土と暗褐色土の混土。

2 褐色土 白色軽石を含む。

3 褐色土 (V層）

ヘ胃
1 暗褐色土

→ヂ―- l' 暗褐色土
2 淡褐色土

2' 淡褐色土

1 暗褐色土 As-B 

を含む。

2 暗褐色土黄色土

塊を混じる。

3 褐色土 (V 層）

77号土坑

Al I')¥A'  

黄色土粒を僅かに含む。

黄色土粒・白色軽石を含む。

黄色土粒・塊を含む。

黄色土粒・塊を少量含む。

/
 

A A' 
L =86.60m 

A L ~s6.80m A' 

ロニここ
2 

1 褐色土

2 黄褐色土塊

臼］＼
L=87.10m 

1 暗褐色土

1' 暗褐色土

2 暗褐色土

3 淡褐色土

4 褐色土

A L =86. 70m 

ー＼ニニシヘ／―
1 褐色土黄色土と暗褐色土の混土。

2 褐色土 白色軽石を含む。

9

9

 
A

-

A

 

A A' 
L =86.7Dm 

` 

口

ヽ

Aし口：A
• L =87.00m ~ 

ロ

ロ
゜ 2m 

1 暗褐色土

炭・焼土粒を含む。

2 暗褐色土

炭・焼土粒を多量に含む。

3 褐色土

炭・黄色土粒を含む。

1 暗褐色土

黄色土塊を含む。

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

黄色土塊を僅かに

含む。

第643図土坑実測図
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A
I
 

\ 
’ 

A
ｭ
寸
\ 

坑土

o
m

6
 

号
ー
3

8

 

8-

— L
 

Aｭ

( 
汎
＼

2ロ
1 灰褐色土 As-B を含む。

2 暗褐色土 少旦の軽石・黄色土塊を含む。
3 灰褐色土 As-B をほとんど含まない。

4 褐色土

5 黒褐色土

A' 

¥ l --ノ
1 灰褐色土 As-B を含む。

`A  

A L=86.70m A' 

ー
、
―

A 

多鼠の黄色土塊を含む。

A 
L =86.90m 

)

-

A

-

1
2
3
4
}

へ
A
·

m
 

。
2
 

7
 

8
 

= 
L
 

A_ 

｀叫

A' 

1

2

3

 

A' 

A L =87.!0m A' 

叫
A' 

暗褐色土 As-B を含む。

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

—-2 2 

暗褐色土 As-B を含む。

黄色土塊

褐色土

--J  / 1 

1

2

3

4

5

 

冒
黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

褐色土

As-B を含む。

炭化物を含む。

’ 
A
 

A

¥

 

黄褐色土塊を僅かに含む。

黄褐色土塊を含む。

91号土坑 ‘ミー

A@A  

_AL =86.SOm ~ 

A A' 
L =86.80m 

てこフ―
褐色土 黄褐色土塊を含む。

1

2

3

4

5

 

褐色土

黒褐色土

黄褐色土

褐色土

褐色土

1

2

 

A L=88.20m 

黒褐色土

黒褐色土

A' 

こ2
As-B を多鼠に含む。

_A L;87.30m A' 

A L ;87.60m 

As-B を僅かに含む。

砂質。 ｀□□□［ニニ］晨／黄褐色土塊を含む。

一A‘／ご＼ ^’ 

A' 

A

l

 

A L=87.60m 

A' 

A' 

口褐色土 As-B を僅かに含む。

黒褐色土

゜

〖ー：土
炭化物・ As-B

を含む。

2 褐色土

2m 

言1 褐色土 As-B を僅かに含む。

2 黒褐色土

3 暗褐色土

4 明褐色土

第644図土坑実測図

ロ1 黒褐色土

2 黒褐色土

3 褐色土

4 黄褐色土
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第 1 節検出の遺構と遺物

A A' 
L =87.60m 

咲
1 褐色土

2 黄褐色土

3 明褐色土

A A' 
L =87.50m 

l
j
~A 

貰
2 

1 黒褐色土 As-B を僅かに含む。

2 黄褐色土

A
 L =86.40m 

A' 

＼ー
A
 

A' 
L =87.40m 

区•--- 口よ土

A
 

— 

A
-L =86.40m 

A L =86.60m A' 

→＝＝ここロ
゜

A
 L ~87.50m 

¥ A_I 1102号＼ \/\.' 

A L=88.00m A' 

ヘ｀ニニア―
1 褐色土 As-B を含む。

2 褐色土

1 黒褐色土

少量の As-B

炭化物・焼土粒

黄色土粒を含む。

2 暗褐色土

多量の炭化物・

焼土粒・黄色土

粒を含む。

2m 

A' 

E
O
l
 ｷg
g
1
1
T
 

<t:I 

A' 

A
 

ー
、
―

\ \ / 
|
 

A
 

A L =86. 70m A' 

ー三三ニニニニニプー
1 暗褐色土 黄色土・焼土粒を僅かに含む。

2 褐色土 黄色土塊を混じる。

3 黄褐色土

第645図土坑実測図
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第III章下大塚遺跡

4 溝

1 号溝

遺跡中央部 2M~2 0-54グリッドに位置し、走

行は東西方向E-10°-S に傾く。確認全長14m、幅

0.4m、比高差10cmを測り、西側に傾斜している。 3 号溝

行は 1 号溝よりやや南に傾く。確認全長13m、幅0.4

m、比高差は無し。

2 号溝

遺跡中央部 2M~2 0-55グリッドに位置し、走

遺跡中央部 2N~2 0-55·56グリッドに位置し、

走行は 2 号溝と同じである。確認全長 9m、幅0.2m 、

比高差無し。
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第 1 節検出の遺構と遺物

4 号溝（写真図版205)

遺跡南端西隅 3 J • 3 K -86 • 87グ

リッドに位置し、中大塚遺跡 I 区とを

区切る通りに面し中大塚遺跡に向くが

同遺跡では検出されなかった。走行は

N-25°-Wに傾く。確認全長 7m、幅

0.8m、比高差無し。

5 号溝（写真図版205)

遺跡南端、 4 号溝北側に位置し走行

はほぼ同じ。確認全長14m、幅 lm、

比高差0.2mあり西に傾く。
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口 ” 三、： ］ミこ~ I ¥i 土坑群に切られている。 3A~3 I -

珍＼‘‘ 
80~84グリッドに位置し、走行はN-

75°-E に傾く。確認全長40m、上幅 9
げ ＼づ畜グヘ三＼三 逸

m、下幅 7m、深さ 0.4m、比高差0.3m も／‘ 
を測り東に傾く。覆土中には As-B を

`‘\ [ /:口：／ご□ 1 ~ 僅かに含む。法面は斜方向に立ち上が

り、底面は広く僅かに平底を呈する。 も／し

若干小礫出土。
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第III章下大塚遺跡

7 号溝（写真屈版205)

遺跡中央部南寄り、 2 Z~3 C-69~ 

73グリッドに位置し、調査区西壁に鉤の

手状に南東部分で折れ曲がる。東側部分

の走行はN-15°-E に傾く。確認長は25

m、幅1.5m、深さ O.lm前後、比高差40cm

を測り北に傾く。 As-A を鋤き込んだ棚

状遺構に切られている。覆土中には As

B を多く含む。
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第 1 節検出の遺構と遺物

8 号溝（写真図版205)

遺跡北端、上栗須遺跡III区とを画した寺

尾線を挟み両側にて検出した。 I~P-15

~24グリッドに位置し、走行はN-45°- E 

に傾く。南端は鉤の手状に東に向かい折れ

曲がり調査区東壁に入る。確認長65m、幅

6m、底面幅4.5m、深さ 0.45mを測る。比

高差30cmを測り北東に傾く。 1 号掘立柱建

物に切られている。

I~III は基本土層参照

1 褐色土 炭・焼土粒、僅かに含む

2 暗褐色土黄土色混じり
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第III章 下大塚遺跡

9 号溝（写真図版207 • 215 • 216) 

遺跡北側U~Y-31~3 4 グリッドに位置し、

走行はN-50°-Wに傾き路線を横断する。東寄りの

部分で現水路に切られている。確認長26m、幅3.7m

を測り、段掘りされている。段掘りは、南側に上端

90cm、下端30cm、深さ 30cm程の側溝状の溝が掘られ、

上端50cm、高さ 5 cm程の高まりをへて中央部に溝が

掘られる。中央部の溝の上端は70cm、下端25cm、深

さ 23cmを測る。北側法面は緩い傾斜を持って中央部

の溝に落ち込む。法面中央部には径20~30cm程の楕

円形のピットを棚列状に検出した。 このピット中に

は小礫と共に瓦破片が混じって出土し、底面は鉄分

沈着の見られる硬質の青灰色土に変色している。
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9 号溝出土遺物実測図（1)
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I~III基本土層参照

1 黒褐色土 As-B を多量に含む、少量の炭化物を含む

2 暗褐色土少量のAs-B を含む

3 黄灰色土 黄色土塊を多量に含む

4 暗褐色土 白色軽石含む

5 暗褐色土

6 暗黄土色土 黄土色塊含む
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第 1 節 検出の遺構と遺物
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第III章下大塚遺跡

9 号溝出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 瓦 覆土 8.2 10.7 2.1 1.灰色 2. 白色細粒含む 凸面、平行叩後、擦消し。

女 瓦 3. 還元焔硬質 凹面布目、桶巻。

2 瓦 覆土 6.3 13.2 3 4 1. 灰色 2. 白色粒含む 董弧文。凹面布目、桶巻。

宇 瓦 3. 還元焙硬質 凸面端部削り。

3 瓦 覆土 13.2 12.2 3.3 1. 灰色 2. 白色細粒含む 重弧文。凹面布目。

女 瓦 3. 還元焔硬質

4 須恵器 南側法面 19.0 l ．灰色 2. 白色粒含む 頂部回転箆削り。内面カエリをもつ。

蓋 +14 % 3. 還元焔硬質 不定方向撫で。

5 瓦 南側法面 6.1 1.5 1.浅黄色 2. 細砂粒含む 凹面布目。

女 瓦 ピット内 3. 酸化焔硬質

6 瓦 南側法面 7.2 6.6 1.8 1.黄色 2. 細砂粒含む 凹面布目。

女 瓦 +14 3. 還元焔硬質

7 瓦 南側法面 8.0 9.0 1.3 1.灰色 2. 白色粒片岩小石含 凸面叩擦消し。

女 瓦 ピット内 む 3. 還元焔硬質 凹面当て具痕あり。

8 瓦 南側法面 6.9 8.8 1.8 1.灰色 2. 白色細粒含む 縁部強い撫でにより、弧状の凸面で切る。

女 瓦 ピット内 3. 還元焔硬質

, 瓦 北側法面 8.7 9. 7 1.8 1.灰色 2. 白色粒含む 凹面布目桶巻き。

女 瓦 +3 3. 還元焔硬質

10 瓦 北側法面 6.5 9.5 1.9 l ．浅黄色 2. 細砂粒含む 凹面布目。

女 瓦 +2 3. 還化焔硬質

5 井戸・土器集積遺構

1 号井戸（写真図版205 • 215) 土器集積遺構（写真因版207)

位置 Z • 2 A-36 • 37グリッド

重複 80号土坑を切る。

規模上端3.5mを測り、全体をテラス状に深さ 20cm

程掘り下げ、中央部を径1.5mの楕円形に掘り込む。

テラス部分には長辺20cm前後の楕円形の小ピットが

南辺から西辺にかけて並ぶ。中央部の井戸の掘り込

みは1.8m垂直に掘られたところで中止している。覆

土下層には砂礫層が詰まり、掘削土を埋め戻したも

のと考えられる。中止理由は、中央部から下層にか

けて砂礫層が堆積し、掘削が困難となったため諦め

たためと考えられる。

518 

位置 X • Y-34• 35グリッド 方位 N-20°-W

規模東西4.2m、南北4.2mの隅丸方形状の掘り込

み面を持ち、掘り込み面内南西壁中央南寄りに1.5m

の楕円形の土坑を検出した。

遺物 確認面より多量の土器が出土している。遺物

の大半は土師器の坪破片であり、須恵器の坪が僅か

に出土している。



第 1 節検出の遺構と遺物

¥
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80号土坑
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A
 

A' 

暗褐色土 As-B 含む

暗褐色土焼土粒、炭、小石含む

3 暗褐色土焼土、炭やや多く含む

4 暗褐色土焼土粒、炭含む

5 暗褐色土

6 暗褐色土黄色土塊、礫含む

7 暗黄褐色土黄色土塊、礫混じり

8 暗褐色土

9 暗黄褐色土黄色土塊、礫混じり

10 暗褐色土黄色土塊多く含む

10 暗褐色土黄色土塊多く含む

12 暗黄褐色土黄色土塊、礫混じり

13 暗褐色土

14 暗褐色土

口＝二こ／／り1

口ニニニ
゜ 10cm 

0 L =86.50m 1 m 

第653図 l 号井戸実測図 第654図 1 号井戸出土遺物実測図

井戸出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 覆土 13.0 - (3.4) 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

杯 % 3. 酸化焔軟質

2 土師器 覆土 15.3 10.6 3.5 1.灰白色 2. 白色細粒含む 輔轄整形。底部箆調整。

坪 口縁～底部 3. 還元焔良好
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第 1 節 検出の遺構と遺物
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第III章下大塚遺跡
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第 1 節検出の遺構と遺物

集積遺構出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 12.0 4.3 1.赤褐色 2. 細砂粒含む緻密 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 +10 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好

2 土師器 北東 12.0 3. 75 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 床直 ほぼ完形 3. 酸化焔良好

3 土師器 南西 12 1 5.0 3.4 1.橙色 2. 細砂黒色粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 +8 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

4 土師器 南西 12.8 3 5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに外反。

坪 +9.0 完形 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 中央 13.4 2.9 1. 橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。体部未調整。

坪 +2.0 底部欠損 3. 酸化焙やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

6 土師器 覆土 14.7 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 % 3. 酸化焔良好

7 土師器 覆土 12.8 4.2 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 % 3. 酸化焔良好

8 土師器 覆土 12 0 - (3 8) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む緻 口縁部横撫で。弱い稜を持つ。

坪 % 密 3 ．酸化焙良好

, 土師器 覆土 11.8 3.6 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

10 土師器 中央 15.2 1, にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。体上部指頭押さえ。

坪 +17 % 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

11 土師器 覆土 12.0 1. にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 % む 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

12 須恵器 覆土 13.3 (9.6) 3.9 1.灰白色 2. 精選 輔轄整形。底部回転箆切り、箆調整。

坪 % 3. 還元焔硬質

13 土師器 南西 16 5 (10.0) (5.5) 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体下部箆調整。

坪 +14 3. 酸化焔良好

14 土師器 南西 5.0 1 ．にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴中位斜縦方向箆削り。底部箆削り。平底。

甕 +15.5 3. 酸化焔良好

15 土師器 覆土 1.暗灰黄色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部接合痕見られる。

甕 % 3. 酸化焙良好 体部横方向箆削り。

16 土師器 南西 5.0 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 胴部斜方向箆削り、内面撫で。丸底。

甕 +18.0 3. 酸化焔良好

6 遺構外出土遺物
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第 1 節検出の遺構と遺物噌

遺構外遺物出土観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 Y-34G 16.7 3.9 1. 明褐色 2. 砂、粘土粒含む 口縁部横撫で、外反、弱い稜を持つ。

坪 完形 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 Y-35G 13.2 3.3 1.にぶい橙色 2. 白色細粒細 口縁部横撫で。指押さえ、末調整。

坪 小片 砂含む。 3. 酸化焔、良好 体部～底部手持ち箆削り。

3 土師器 Y-35G 11.9 1.にぶい赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、やや内傾。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焙良好 体部指押さえ、未調整。体部～底部手持ち箆削り

4 土師器 X-34G 12.3 4.1 1.にぶい橙色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で。体部～底部手持ち箆削り。

坪 完形 3. 酸化焔良好

5 土師器 Y-35G 13 2 4.0 1.にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で。体部指押さえ。

坪 小片 む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

6 土師器 Y-35G 12.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、末調整。

坪 % 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

7 土師器 Y-35G 12.8 1.明褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り。

8 土師器 X-35G 15 6 - (5.0) 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

, 土師器 Y-35G 16.0 5.7 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焔軟質 体部～底部手持ち箆削り。

10 須恵器 Y35G 13.8 9.2 3.2 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形。腰部箆削り。

坪 口縁～底部％ 3. 還元焔硬質 底部全面箆撫で。

11 須恵器 H-51G 12.0 - 4.1 1.灰オリープ 2. 砂粒含む 輔櫨整形。

坪 % 3. 還元焙硬質 底部回転糸切り、未調整。肥厚。

12 須恵器 Y-34G 21.2 18.0 1.灰白色 2. 白色粒含む 頂部回転箆削り。体部カエリ。

蓋 3. 還元焔硬質 不定方向撫で。

13 須恵器 Y-35G 1 ．灰オリープ色 2. 粘土粒含 頂部自然釉付着。

蓋 摘み部完形 む 3. 還元焔硬質 リング状摘み、内面不定方向撫で。

14 須恵器 Y-35G 18.2 2 5 1.灰色 2. 粘土粒緻密 水平やや開く。内面カエリをもつ。

蓋 完形 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り、リング状摘み。

15 須恵器 Y-35G 17 0 12.0 4 5 1.淡黄色 2. 細砂粒含む。 輔轄整形、内面段有する。

坪 口縁～底部％ 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り、端部弱感削り出し。

16 土師器 Y-35G 13.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部短く外反、横撫で。

甕 3. 酸化焔良好 胴上部横方向箆削り。

17 土師器 Y-35G 22.2 1.にぶい黄橙色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で、外反。

甕 む 3. 酸化焔良好 胴部横方向箆削り。

18 土師器 Y-31G 5.1 5.3 1 ．にぶい赤褐色 2. 白色粒含 口縁部横撫で、直立。穿孔 1 対。

手づくね 完形 む 3. 酸化焔良好 手づくね後、指撫で。丸底。

19 須恵器 Y-35G 1.灰色 2. 精選緻密 胴部カキ目。内面当て具痕あり。

甕 胴部 3. 還元焔硬質
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第III章下大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 須恵器 Y-34G 1.灰色 2. 白色粒含む 2 段口縁、回転撫で。

甕 口縁部、小片 3. 還元焙硬質 9 本 1 単位の波状文。

21 須恵器 Y-35G 1.にぶい黄橙色 2. 砂粘土 口縁部 2 重口縁。頸部波状文、縦方向棒状工具

甕 口片 粒含む 3. 還元焔硬質

22 土師器 Y-35G 23.9 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部肥厚、外反、クの字屈曲。胴上部横方向上半

甕 口縁～胴部％ 3. 酸化焙良好 斜方向箆削り、内面撫で。

23 土師器 X-68G 20.4 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部肥厚、横撫で。頸部下端段を有す。

甕 3. 酸化焔良好

24 土師器 X-68G 1 . くすんだ橙色 2. 細砂粒含 体部斜方向箆削り。内面箆撫で。

甕 胴下部～底部 む 3. 酸化焔硬質 丸底、箆削り。

25 古 銭 表採 2 2 1. 7 2.05 g 寛永通賽。

26 古 銭 表採 2.5 2 0 2.35 g 天憎通賓。（北宋） 1017年
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第IV章中大塚遺跡





第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第660図 中大塚遺跡 I 区の遺構配置図
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第IV章中大塚遺跡
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1 号住居跡（写真図版220 • 246) 

位置 4 J -143·144グリッド 方位E-15°- S 

規模東西3.7m 南北2.9m 長方形を呈する。

壁高 40cm前後 ほぼ垂直に立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土塊含む暗褐色土を薄く貼り、踏み固

めている。富前から右寄りにかけて焼土、灰の広が

り見られる。

掘形南壁中央から南東隅にかけて、 60cm前後の幅

で10cm程掘り込み見られる。他の部分はフラットな

面に仕上げられている。

遺物 竃内及び周辺部にのみ土師器甕破片出土。

竃

位置東壁中央

規模焚口部幅53cm 燃焼部奥行き 70cm ・幅50cm • 

深さ 45cm 煙道部は煙出し部分が用水溝に切られ全

長は不明。残存長は58cm ・幅25cm

煙道部への立ち上がり 25cm なだらかに立ち上が

る。

A' 

A
 

A
 

A' 

句

叫

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあり、袖として

黄褐色粘質土を貼り付けている。この粘質土は、天

井部構築材としても利用され、壁の立ち上がり部分

周辺を幅20cm、深さ 10cm程掘り込み粘質土を貼って

いる状況が残る。火床面は床面と同レベルであり、

灰、焼土の広がり見られる。直上には、天井部崩落

土の堆積見られる。掘形は長方形状を呈し、壁面は

垂直に立ち上がる。火床面下から奥壁にかけて、黄

褐色粘質土が貼られている。壁面は煙道部に向かい

赤茶色に焼けている。煙道部は黄褐色粘質土を貼っ

た天井部が残る。口部分は20X20cmの方形を呈し、

水平方向やや上向きに伸びる。

1 暗褐色土焼土粒、炭化物粒を少麓含む。

2 明褐色土 黄色粒土を多量に混在。

3 暗褐色土 黄色粘土の小塊を少量含む。

4 暗褐色土 黄色粘土の小塊混在土。

5 明褐色土 黄色粘土の大形塊を多量に混在。

5' 明褐色土黄色粘土塊を含む。

6 暗褐色土締まりのある粘質土。

6' 暗褐色土暗褐色土塊。

7 暗褐色土黄褐色粘質土塊含む。

_- 9 
第662図 1 号住居跡実測図

L =91. !Om 2m 
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第IV章 中大塚遺跡
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叶

ù| 
① 黄褐色土

② 明褐色土

③ 褐色土

IV~V は基本土層参照

V層主体。

1

2

3

4

5

6

7

 

暗褐色土

暗褐色土

黄色粘質土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄色粘質土

焼土、炭化粒を若干含む。 8

黄褐色土多量に混在。 9 

鼈天井部崩落粘土。 10 

黄色粘質土塊。 11 

混入物が少ない。 12 

炭化物を含む。 13 

鼈天井部崩落粘土。

焼土

黒色灰土

黄色粘土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

炭化物を多量に含む黒色灰層

鼈床面

黄色粘土塊を少量含む。

焼土塊を多量に含む。

混入物少なく、やや粘質。

第663図
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1 号住居跡鼈実測図
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II 
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第664図 1 号住居跡出土遺物実測図

1 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 21. 4 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +15 口縁部～胴部上％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横、中位斜方向箆削り、指頭圧痕有り。

2 土師器 竃内 - (5.7) 1 ．にぶい橙色 2. 細砂 胴部下半斜方向箆削り、丁寧な撫で。

甕 +4 胴部下～底部小片 小石含む 3. 酸化焔良好 底部箆削り。
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2 号住居跡（写真図版220 • 221 • 246) 

本住居は焼失家屋であり、住居内には多量の焼土塊

や炭化した建築材が検出された。炭化材は棒状、板

状、茅または藁のような植物繊維のものなどがある。

出土状況は、棒状炭化材は、壁際から中央に向かい

出土し、板状炭化材や植物炭化物は壁際にて検出さ

れた。また、黄褐色土の焼けた焼土塊が壁際にて多

量に出土している。壁面もまた、赤茶色に焼け硬質

化している。

位置 4 J -133 • 134 グリッド 方位 N-64ー -E 

重複煙道部を76号土坑に切られている。北西部分

は調査区外のため未調査。

規模東西4.3m 東壁4.2m 方形状を呈する。

壁高 60cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅長辺l.lm、短辺70cm、深さ 16cmの

規模を持ち、長方形状を呈する。覆土中には焼土、

灰、炭化物混じる。

柱穴無し

\ に》

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

周溝 各壁下に径15cm前後の円形小ピットが近接し

て並ぶ。

床面 黄褐色土塊混じりの暗褐色土の上に黄褐色粘

質土を薄く貼り堅く踏み固められている。

掘形 周辺部は幅広く溝状に掘り込まれ、竃前から

中央部にかけて掘り残される。

遺物 出土遺物は土師器のみ出土しているだけであ

る。

竃

位置東壁中央南寄り

規模焚口部幅57cm 燃焼部奥行き 83cm ・幅60cm • 

深さ 70cm 煙道部長さ 90cm ・幅22cm

煙道部への立ち上がり 25cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、褐色粘

質土と黄褐色粘質土混じりの暗褐色土を袖として貼

り付けている。火床面は床面より 13cm程深く、灰の

堆積見られる。直上には、焼土塊、炭混じりの締ま

りの弱い層がある。この層以外に覆土中には、火災

による焼土、炭化物の堆積層は見られない。掘形は

箱形長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁

面の焼けは、煙道部口に向かい斜めに焼けている。

側壁立ち上がり周辺部分を、深さ 15cm、幅17cm程掘

り込み、天井を渡したものと考えられる。煙道部は、

斜方向に伸び煙出し部で垂直に立ち上がる。また、

掘形は方形状を呈し、焼けた天井部が残る。

。 2m 

第665図 2 号住居跡炭化材出土状況実測図
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第IV章 中大塚遺跡

76号土坑
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1 灰褐色土 黄色土、焼土粒・炭含む。

2 灰黄褐色土

2' 灰黄褐色土

3 灰黄褐色土

4 灰黄褐色土

5 褐色土焼土粒塊。

6 暗褐色土焼土粒小塊。

黄褐色土塊含む。 7 暗褐色土焼土粒小塊、炭混じり。

焼土粒小塊、炭多く含む。 7' 暗褐色土焼土粒・塊、炭混じり。

8 黄色粘質土焼土粒・塊、炭混じり。

9 暗褐色土

9' 暗褐色土

10 黄褐色土

11 暗褐色土

黄色粘土塊

黄色粘土塊

第666図 2 号住居跡実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

叫 司

O
I
 

叫

L =90 30m 
b b' 

C c' 

゜
L =90 90m lm 

彎し
12 暗黄褐色土黄色土塊・焼土

含む

13 黄褐色粘質土

14 暗黄褐色土焼土筋状に入る。

15 橙褐色土 焼土層

1 暗褐色土 黄色土塊斑点状に 16 黄褐色粘質土

含む 17 暗褐色土焼土塊多く含む

13 2 暗黄褐色土黄色土塊含む 18 暗褐色土黄色土粒含む

3 暗黄褐色土褐色土塊含む 19 暗褐色土黄色土塊含む

a a' 4 黄褐色土 貯蔵穴上層

5 暗褐色土 黄色土と褐色土の 1 暗黄褐色土焼土粒含む

混土 l' 暗黄褐色土

6 黄茶色土 焼土混じり 2 灰褐色土帯状に入る

7 暗黄褐色土 3 灰褐色土炭粒含む

8 暗黄褐色土焼土塊含む 4 暗褐色土黄色土粒含む

9 茶褐色土 焼土塊、灰混じり 5 灰褐色土締まり強い

10 黒灰色土 焼土塊含む 6 暗黄褐色土

11 暗褐色土 白色軽石含む 7 灰茶色土焼土塊

第668図 2 号住居跡鼈実測図
8 暗黄褐色土

9 黄褐色土

／げ 8
゜

" l, 9 

20cm 

第669図 2 号住居跡出土遺物実測図(2)
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第IV章中大塚遺跡

2 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南東 11. 6 3. 7 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +l 口縁部～底部％ 3. 酸化焔軟質 体部、底部表面摩耗。

2 土師器 南東 13.0 3.6 1.黄橙色 2. 細砂粒含む 口縁端部横、内傾。

坪 +2 完形 3. 酸化焙やや軟質 体部～底部表面摩滅、内面くすんでいる。

3 土師器 南東 14.1 4.3 1.黄橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +8 完形 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

4 上師器 北東 20.8 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反。頸部強い撫で。

甕 + 1 口縁部の％ 3. 酸化焔良好 胴部上位横箆削り。

5 土師器 覆土 15.0 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 口縁部～体部上％ 3. 酸化焙良好 胴部上位横撫で。内面箆撫で。

6 土師器 貯蔵穴 (5 2) - 1.褐色 2. 細粒含む 胴部下端横方向、下位斜方向箆削り。

甕 底部 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り、内面箆撫で。

7 土師器 南東 23 3 1.赤橙色 2. 細砂粘土粒含 口縁部横撫で、胴部上位、横位、中位斜方向箆削

甕 +5 口縁部～胴部上％ む 3. 酸化焙良好 内面箆削り。底部撫で、指頭圧痕有り。

8 土師器 北西 23.5 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で、クの字外反。内面端部薄い

甕 + 1 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位、横位、中位箆削り、内面撫で。

, 土師器 覆土 27.5 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好

3 号住居跡（写真図版222 • 246 • 247) 

位置 4 F-128 • 129 グリッド方位 N-84°- E 

規模東西3.7m 南北3.2m 長方形を呈する。

壁高 40cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴 南東隅に上師器甕胴上半部が埋設され、西

よりに底部が埋設されている。

柱穴無し

周溝上端15cm、下端 6cm、深さ 4cmの規模を持ち、

竃周辺部分を除き、全周している。

床面 黄褐色土塊を僅かに含む暗褐色土を薄く踏み

固めている。竃前には竃構築材である小石混じりの

黄褐色土と焼土の混土及び土師器甕の破片の広がり

が見られる。

掘形 竃前と南壁中央寄りに掘り込み見られる以外

は、全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物 浮いた状態で多数の土器出土。

536 

胴部上位横、中位斜箆削り。

竃

位置東壁南寄り

規模焚口部幅55cm 燃焼部奥行き60cm ・幅55cm • 

深さ 52cm 煙道部長さ 1.15m ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 18cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部中心は壁の延長線上にあり、地山掘り

残しの袖を持つ。火床面は床面より 15cm程低く掘り

込まれ、灰の堆積見られる。覆土中層に竃構築材の

小石混じりの黄褐色土が堆積している。掘形は方形

状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼けは、

煙道部に向かい赤茶色に焼けている。煙道部は水平

方向やや上向きに伸びる。覆土中には焼土塊を多く

含み、天井部は僅かにアーチ状に焼け残る。
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I 区検出の遺構と遺物

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

゜

As-B 含む

As-B 、焼土粒、炭僅か

に含む

As-B 、黄土粒、小塊

炭、焼土粒含む

黄土粒

黄土粒、炭僅かに含む

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗黄褐色土

黄褐色土砂質塊

L =90.80m 2m 
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゜

ヘ

叫
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唸
|
口l

a
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b
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①
②
③
 

黄褐色土

暗褐色土

黄褐色土

小礫含む

焼土・炭粒含む

やや砂質

第671図

：ヽ―言戸）
3 号住居跡寵実測図

l 暗褐色土 As-B 混じり

2 暗褐色土 As-B 、黄土粒含む

3 暗黄褐色土

3' 暗黄褐色土焼土塊含む

4 褐色土 黄色土塊多量に含む

5 黄褐色土塊

6 暗褐色土 黄褐色土塊含む

7 褐色土 黄褐色土粒混じり

8 暗褐色土焼土・炭混じり

8' 暗褐色土焼土・炭含む

9 暗黄褐色土

Q L=90.70m lm 
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第672図 3 号住居跡出土遺物実測図

3 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 南西 11.6 2.7 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +3 ｽ 3. 酸化焙やや軟質 胴部指押さえ、未調整。底部手持ち箆削り。

2 土師器 北東隅 13.0 1.橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。胴部指押さえ、未調整。

坪 +18 % 3. 酸化焔良好 底部灰白色粘土混じり縞模様見られる。

3 須恵器 竃前 13.3 7.5 3.3 1. 浅黄色 2. 白色、小石含む 輛櫨整形。

坪 +23 % 3. 中性焔軟質 底部回転糸切り。

4 土師器 竃前 21.0 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +4 口縁部～胴部½ 3. 酸化焔良好 胴部上位横、中位斜方向箆削り。

5 土師器 貯蔵穴 6.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒僅か 胴部斜方向箆削り。

甕 +10 底部～やや胴部％ に含む 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

6 土師器 竃前 4.3 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒含む 胴部下端横方向、下半斜方向箆削り、丁寧な撫で

甕 +12 胴部下～底部小片 3. 酸化焔良好 底部平底箆削り。

7 土師器 貯蔵穴 18.8 1.橙色 2. 細砂僅かに含む 口縁部横撫で。口唇部やや強い撫で。頸部に胴部

甕 床下 口縁部～胴部 3. 酸化焔良好 上位斜方向、中位縦方向箆削り、内面丁寧な箆削り
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

調整の特徴

8 土師器 南東 5.7 1.明褐色 2. 細砂粒多く含む 胴部下端横、下位斜縦位箆削り。

甕 掘形 底部～ほぼ胴部½ 3. 酸化焙良好 底部平底、箆削り。

, 土師器 竃前 19.1 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、接合痕見られる。

甕 +13 口縁部のみ 3. 酸化焔良好 胴部上位横箆削り。

10 土師器 竃前 22.0 1.橙色 2. 細砂粒含む ロ縁部横撫で。

甕 +13 口縁部～胴部％ 3. 酸化烙良好 胴部横、中位斜箆削り。

11 砥 石 南壁中 26.1 8.8 3.2 860 g 流絞岩

12 刀 子 竃左 13 5 4.2 0.5 21.ig 両関、刃部使用痕状となる。

20ー 
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L ~90.SOm 2m 

13 12 13 

已 1 上'
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19 

1 黒褐色土 As-B 主体。 2 暗褐色土 B軽石・小礫・土器片含む。 3 暗褐色土 礫含む。

4 暗褐色土黄土粒・小礫含む。 5 暗褐色土 黄土粒小礫含む。 6 褐色土黄土粒・小

塊・焼土粒混じり。 7 黄褐色土。 8 暗褐色土褐色塊混じり。 9 暗褐色土 褐色土塊。

10 暗褐色土 暗褐色土塊主体。 11 暗褐色土暗褐色塊主体、黄土粒含む。 12 暗褐色土 黄

土粒含む。 13 暗褐色土灰色・茶色の微鉄？混じり。 14 暗褐色土黄土色土小礫混じり。

15 暗褐色土黄土色土・小礫混じり。 16 暗褐色土黄土色土塊多く含む。

第673図 4 号住居跡実測図
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第IV章 中大塚遺跡

4 号住居跡（写真図版223 • 247 • 248) 

本住居は柱穴の重複、埋没状況及び周溝の位置等の

検討を行った結果、建て替えにより縮少された住居

であると考えられる。

位置 4 F • G -129 • 130グリッド方位N-80°- E 

規模

壁高

貯蔵穴

東西5.4m 南北6.2m と 5.4m 東西方向は

そのまま生かし、南北方向を縮少した。新しい住居

は方形を呈する。古い住居は長方形を呈する。

65cm前後

上端が柱穴と重複し、 1 mX 1. 2m、深さ 20

cmの規模を持ち、中に小ピットを持つ。覆土中に焼

土、灰を含む。

垂直に立ち上がる。

また、竃と反対側西壁中央下に、径

1.2m、深さ 15cmの円形状をした土坑があり、中から

多量の土器片出土しており、

えられる。

柱穴

この土坑も貯蔵穴と考

新しい住居柱穴は、径40cm前後の円形を呈す

る。各柱穴の芯々間の距離はP1―いは 3m、 P2―

p 3 は2.4m、p 3ーいは2.8m、 P1―いは2.4mを測

る。古い住居柱穴は、径50cm前後の円形を呈する。

各柱穴の芯々間の距離は P5-P6 は 3m、 p6-P7  

は2.5m、 P7-P8 は3.2m、 P8-P5 は2.6mを測る。

周溝 旧住居の北壁下にはない。規模は、上端10~20

cm、下端 5~15cm、深さ 8 cm前後を測り、竃部分を

除き全周する。

床面 小石、褐色土、黄褐色土、暗褐色土各塊の混

土を堅く踏み固めている。新旧の床面のレベル差は

1 • 2 層第673図と同層

3 住居覆土 6'に似る

3' 褐色土 黄褐色土塊含む

4 暗黄褐色土焼土粒含む

4' 暗黄褐色土焼土粒僅かに含む

、;.I

5

6

7

8

9

 

褐色土焼土粒・炭含む

褐色土 黄褐色土・焼土粒含む

褐色土 黄褐色土・焼土塊含む

暗黄褐色土

住居覆土13に似る。

` ~ 1 

゜
A
U
 

QJー¥ 

b
 

b' も゜
いg°ClJ

b' 

11 

。

^
3
 

10 

11 

12 

13 

14 

明褐色土 黄褐色土・焼土塊混じり

褐色土焼土多く含む

黒褐色土灰混じり

褐色土焼土粒含む

褐色土 11層に似る

叫

:::: 

貯蔵穴 b-b'

1 暗褐色土

3 暗黄褐色土塊

4 暗褐色土黄色土・焼土含む
貯蔵穴 a~a'

l 暗褐色土

2 褐色土

3 褐色土

2
 
暗褐色土

細砂含む

焼土粒土器片含む

焼土粒混じり

゜ L =90. 70m lm 

第674図 4 号住居跡鼈実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

見られない。

掘形

遺物

備考

南半分の掘り込み面の凹凸は大きく、不定型

に掘り込まれている。北半分の掘り込み面は、柱穴

周辺のみ掘り込まれ全体的にはフラットな面に仕上

げられている。

土器破片多量に出土。

覆土中層に黄褐色土主体の層が、北東隅から

住居中央にかけて落ち込んでおり、北に近接する 3

号住居掘削土の可能性が考えられる。

層には As-B 主体の層を確認した。

また、覆土上

置
模

竃
位
規

構築

東壁中央

焚口部幅70cm

深さ 73cm

燃焼部奥行き 60cm ・幅65cm • 

煙道部長さ 50cm ・幅23cm

煙道部への立ち上がり 30cm 垂直に立ち上がる。

燃焼部は壁外に掘られ、焚口部に僅かに地山

掘り残しの袖を持つ。火床面は10cm程掘り込まれ、

灰の堆積見られる。掘形は方形を呈し、壁面は垂直

に立ち上がる。壁面の焼けは、煙道部に向かい赤茶

色に焼けている。煙道部には土師器甕が伏せられ利

用されていた。

-

\ ,' 

（
＇

9
,

ー
'
|
ー
ー

1` 
゜
巳

/‘‘ 

\) A' 

1 暗褐色土

1' 暗褐色土

2 黄色土

2' 黄色土塊

3 黄褐色土

/ \ 
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＼ノ Q□ 
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゜

4

5

6
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暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

焼土粒、黄色土粒を混在する。

黄色土多く含む

黄色を主とした貼床

黄色土塊を多量に含む固く締

まった土

黄色土塊を混在、砂礫含む

よごれた黄色粘土塊を混在する。

黄色粘性土をまだらに混在する

黄色粘土粒を少量含む

3 層にかなり類似。

黄色粘性土塊の小形のものでや

やよごれている。
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第IV章 中大塚遺跡
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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五°、C、m＼ここ／三~/
4 号住居跡出土遺物実測図(2)

10cm 12~20 

4 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 13.7 3.7 1.明褐色 2. 細粒僅かに含む 口縁部横撫で、体部指押さえ、未調整。

坪 +3 ほぽ完形 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。
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第IV章中大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

2 土師器 掘形 12.6 2.1 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに稜を持つ。

皿 +6 栢 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

3 土師器 中央 12.8 - (2.3) 1.橙色 2. 細砂粒含む 表面摩耗。

坪 +2 % 3. 酸化焔やや軟質

4 土師器 西貯蔵穴 12.6 - (3.2) 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部指押さえ、未調整。

坪 覆土 ｽ 3. 酸化焙やや軟質 底部手持ち箆削り。

5 土師器 覆土 13.0 - (3.5) 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。胴部指押さえ、未調整。

坪 ｽ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

6 土師器 覆土 15.0 1.橙色 2. 粘土細粒含む 口縁部横撫で。胴部指押さえ、未調整。

坪 x 3. 酸化焔やや軟質 底部手持ち箆削り。

7 須恵器 覆土 15.0 2 5 1.灰白色 2. 小石片岩礫含 輔轄整形、折り返し。

蓋 % む 3. 還元焙硬質 頂部回転箆削り。

8 須恵器 北東隅 13.0 - (4.2) 1.灰色 2. 粗砂粒含む 輔櫨整形。

坪 +10.8 栢 3. 還元焔硬質 底部回転糸切り、箆削り。

, 須恵器 覆土 13.8 8.8 3.7 1 ．灰オリーブ 2. 精選 輔櫨整形。

坪 % 3. 還元焔硬質 底部回転箆切り離し。

10 須恵器 覆土 11 2 3.4 1. 灰白色 2. 粗砂粒含む 輔轄整形。

坪 ｽ 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り。

11 刀 子 覆土 14.5 1.65 1.7 15_27g 先端部及び茎尻欠損。関は刃部、峰部にあり鈍角

12 土師器 西貯蔵穴 (23.0) ~ 1.褐色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で。胴部横方向箆削り、中位斜方向箆削

甕 +11 +ll 3. 酸化焔良好 り。内面箆撫で。

13 土師器 掘形 22.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙やや軟質 胴部上位横方向箆削り。

14 土師器 掘形 20.6 1.明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部上位斜方向箆削り。内面箆撫で。

15 須恵器 北西 (29.2) - 1.灰色 2. 白色細粒含む 口縁部折り返し、回転撫で。頸部くの字外傾。

甕 床面 栢 3. 還元焔硬質 肩部格子目多き、内面指押さえ。

16 土師器 南東 22.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好やや軟質 胴部上位横方向箆削り。

17 土師器 掘形 2.16 (6.0) (31.0) 1.にぶい褐色 2 ．細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +7 胴部欠損 3. 酸化焙良好 胴部斜方向箆削り、内面下半丁寧な箆撫で。

18 須恵器 南東隅 29.2 1.灰色 2. 白色細粒含む ロ縁部折り返し、回転撫で。頸部くの字外傾。

甕 床面 口縁部％ 3. 還元焔硬質 肩部格子目叩き、内面指押さえ。

19 土師器 覆土 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 表面摩耗。

甕 胴部下半欠損 3. 酸化焔やや軟質

20 土師器 鼈前 (7.0) - 1 ．黒褐色 2. 細砂粒含む 底部側縁、横方向箆削り。

甕 +3 底部のみ 3. 酸化烙良好 平底箆削り。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

5 号住居跡（写真図版224 • 248 • 249) る。竃前に灰、焼土が堅く踏み固められている。

位置

重複

規模

壁高

東西4.95m

50cm前後

貯蔵穴 南東隅長径1.05m、短径70cm、深さ 23cmの規

模を持つ長円形状を呈する。土器片が多量に出土し、

覆土中には焼土、灰を含む。

柱穴

4 C-125 • 126グリッド

112号土坑に切られている。

4 本検出

さは P 1-30cm、

周溝

認。

床面

南北5.3m

P2-l0cm、

方位 N-80ー -E 

方形状を呈する。

垂直に立ち上がる。

径40~50cm程の円形状を呈し、深

P3-1Qcm、 P.-20cm。

掘形調査で壁際に幅50cm前後の掘り込み確

黄褐色土混じりの暗黄褐色土を踏み固めてい

掘形

m、深さ 20cmの円形土坑を確認した。

遺物

鼈 東壁において 3 カ所の鼈を検出し、中央、左端、

右端の順で鼈が使用されていたことが確認できた。

竃名称は右端より第一、第二、第三竃と呼ぶ。

第一鼈

規模

構築

中央部の南北方向の溝状の掘り込みと径1. 1

全面に土器片が散布している。

焚口部幅45cm

深さ 55cm

燃焼部奥行き 45cm ・幅40cm • 

煙道部長さ 1.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 垂直に立ち上がる。

燃焼部は住居内にあり、袖は褐色土塊を含む

黄褐色土主体の土を壁に貼り付け利用。火床面は床
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第680図 5 号住居跡鼈実測図

a
 

鼈 3 鼈 2 III 竃 l
a , 

> 
> 

l 褐色土 2 暗黄土色土 焼土、炭含む 2'暗黄土色土

3 暗黄土色土上面に焼土化 4 黄土色土焼土粒含む 4' 暗黄

色土 4" 暗黄土色土 5 黄褐色土粘性あり 6 褐色土焼土、

炭僅かに含む 7 褐色土 8 灰褐色土灰の混土、締まり弱い

9 暗黄褐色土黄褐色土主体 10 暗褐色土 黄土色土混じり

10' 暗褐色土黄土色土僅かに含む 11 暗褐色土焼土・炭含む

k 黄褐色土塊

b-b'、 C - C'土層

l 灰褐色土 灰白色土・焼土粒含む 2 灰褐色土 焼土・褐色土含む

2' 灰褐色土 3 灰黄色土 4 灰褐色土 黄土色土塊多量に含む

5 灰褐色土焼土・炭含む 6 暗褐色土 6' 暗褐色土焼土含む

7 暗褐色土 8 褐色土

貯蔵穴土層

1 暗褐色土炭、黄土粒混じり

1' 暗褐色土炭、僅かに含む 2 黄褐色土黄色土多量に含む

3 暗褐色土炭・焼土・灰の混土 4 暗褐色土黄色土塊含む
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第681図 5 号住居跡竃掘形実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

面よりやや低く掘り込まれ、灰、焼土が広がる。煙

道部壁面は赤茶色に焼け垂直に立ち上がる。煙り出

し部に土師器甕破片出土。

第二鼈

規模煙道部と燃焼部掘形のみ検出。煙道部長さ1.

lm ・幅20cm 煙道部への立ち上がり 20cm。

構築燃焼部掘形は、床面より 15cm程掘り込まれ、

覆土中には焼土、灰が含まれる。煙道部壁面は赤茶

色に焼けている。

第三鼈

規模煙道部と燃焼部掘形のみ検出。煙道部長さ 1

m、幅30cm、煙道部への立ち上がり 35cm。

構築燃焼部掘形は円形を呈し、床面より 25cm程掘

り込まれ、覆土中には焼土、灰が含まれ、土師器甕

等の遺物も多量に出土。煙道部の焼けは弱い。

゜ 2m 

第682図 5 局住居跡床下実測図

ロニニ／ 口／］ニニ~ ¥ I J 
-~--3  

□/ 

ロ

□ 

[ ) 8 

二三□ ::::::/ 

゜ 1 ~10 10cm 

第683図 5 号住居跡出土遺物実測図（1)

547 



第IV章中大塚遺跡

三三言二三12

二一三~，3
ニニ□＿ニニ＝ミミ、14

／

I
I
順

]
 

', 

\ \ 

¥ I 19 

i, 1 

\ 

\ 

¥
 

ー
ー

ー

\ 

\~\ 21 

ーーー

// 20 

ー ー

こニニニニュ—;-4 ロ ー一 ー属一
とーニ

26 
23 

第684図 5 号住居跡出土遺物実測図（2)

548 



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

5 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 12.1 3 2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 -6 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、黒斑あり。

2 土師器 覆土 11. 7 - (3.5) l ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部表面摩耗。

3 土師器 貯蔵穴 15 6 5 1 1.にぶい橙色 2. 砂粒含む 口縁部、胴部表面剥落、発泡痕あり。

坪 +8 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好

4 土師器 覆上 12.6 4.0 1.橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。

坪 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

5 土師器 南西 17.6 - (6.0) 1.にぶい橙色 2. 細砂僅かに 口縁部横撫で。

坪 +l 口縁部～体部小片 含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

6 土師器 北東 12 0 - (3.0) 1. 橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。

坪 +10 口縁部～底部％ 3. 酸化焙やや軟質 体部～底部表面摩耗。

7 土師器 中央 17 8 3.5 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部外反、横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +15 口縁部～底部％ 3. 酸化焔やや軟質 体部～底部手持ち箆削り。

8 土師器 覆土 18.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 % 3. 酸化焔良好 体部横方向箆削り。

, 土師器 中央 16 9 4.0 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反、横撫で、弱い稜を持つ。

坪 +23 口縁部～底部％ 3. 酸化焙良好 体部～底部手持ち箆削り、内面撫で。

10 土師器 南東 19.0 - (3 7) 1.にぶい橙色 2. 細砂粘土 口緑部横撫で、外反、弱い稜を持つ。

坪 +5 底部欠損 粒含む 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。内面撫で。

11 須恵器 北東 17 0 9 7 4.2 1.灰色 2. 白色小石片岩小 轄轄整形。

坪 +21 口縁部～底部％ 岩含む 3. 還元焔硬質 底部回転箆削り。

12 須恵器 覆土 19.0 3.5 1.灰白色 2. 黒色細粒含む 轄櫨整形、内面カエリ高い。

蓋 端部～摘まみ部％ 3. 還元焔硬質 頂部回転箆削り、摘み部リング状。

13 須恵器 覆土 19 9 3.1 1.灰白色 2. 細砂粒含む 輔櫨整形、内面カエリ。

蓋 端部％ 3. 還元焙硬質 頂部回転箆削り。

14 須恵器 覆土 19 0 - (2 5) 1.灰白色 2. 白色小石含む 輔轄整形。内面カエリ。頂部回転糸切り。

蓋 小片 3. 還元焔硬質

15 須恵器 北西 16.4 11.7 4.2 1.灰白色 2. 精選緻密 輔櫨整形。

椀 +23 底部欠損 3. 還元焙硬質 底部高台貼り付け、撫で、回転撫で消し。

16 土師器 中央 22.0 1. にぶい赤褐色 2. 細砂粒含 口縁部横撫で、大きく外反。

甕 +4 口縁部の％ む 3. 酸化焔良好 胴部上位横方向箆削り。

17 土師器 賓内 13.1 6.7 18.7 1.橙色 2. 砂粒小石含む 口縁部直立横撫で。頸部段を有する。

甕 +3 完形 3. 酸化焔良好 胴部縦方向刷毛目。底部円盤、未調整。

18 土師器 鼈左前 21 2 3 0 30.6 1.にぶい黄褐色 2. 砂粒灰 口縁部緩やかに外反。胴部縦方向箆削り。

甕 -5 完形 黄色粘土含む 3 ．酸化焔軟質 底部小さな平底、不安定。

19 土師器 南西 21.0 - (9.5) 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 口縁部横撫で、外傾。

甕 +23 口縁部～頸部小片 粒含む 3. 酸化焙良好 胴部上位斜方向箆削り、内面箆削り。
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第IV章中大塚遺跡

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

20 土師器 南東 - (17.2) 1.橙色 2. 砂粒小石含む 胴部上半斜方向、下半斜縦方向箆削り。

甕 +23 頸部～胴部 3. 酸化焔良好

21 土師器 中央 23 6 - (7.2) 1.明赤褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部沈線巡る。

甕 +26 口縁部～頸部 3. 酸化焔硬質 胴部上位斜方向箆削り。

22 土師器 南東 l ．明赤褐色 2. 砂粒粘土粒 胴部斜縦方向箆削り。

甕 +28 胴部～胴部下 含む 3. 酸化焔良好

23 土師器 南東 (6.0) - 1.にぶい橙色 2. 砂粒粘土 胴部下位斜方向箆削り。

甕 +12 % 粒含む 3. 酸化焔良好 底部平底、未調整。

24 刀 子 北東 9.4 0.9 0. 5 1 1. 7 g 刃部使用痕弧状となる。茎部欠損。

25 鉄製品 覆土 9.4 0.5 0. 5 9. 9 g 棒状鉄製品

26 刀 子 竃北西 13.2 0.8 0.6 5.H 刃先・茎部欠損。刃部弧状、両関。

6 号住居跡（写真図版225)

位置 4 C -128グリッド

重複 21号掘立柱建物跡、 91号土坑、 5 号溝に切ら

れている。

規模東西2.8m 南北2.8m 方形を呈する。

壁高 20cm前後斜めに立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 フラットに仕上げられた掘形面をそのまま使

用している。僅かに暗褐色土に変色している。

遺物 土師器破片出土している。

竃無し

1 暗褐色土 黄褐色土粒含む、焼土粒・炭含む

2 褐色土 黄褐色土塊含む

2' 褐色土 黄褐色土粒わずかに含む

91号土坑土層説明

①暗褐色土③暗褐色土 黄土色塊混じり

④暗褐色土⑤褐色土 黄土色塊混じり ⑥ 黄褐色土

7 号住居跡（写真図版225 • 249 • 250) 

位置 4 F-126グリッド 方位 E-90ー -S 

規模 北西部は調査区外のため未調査。東壁2.4m

壁高 30cm前後 やや斜めに立ち上がる。

貯蔵穴南東隅径40cm程の楕円形を呈する。

柱穴無し 周溝無し

床面暗褐色土を薄く踏み固めている。

掘形小さな凹凸が多数見られる。

遺物 須恵器坪、椀、長頸壺等が礫と混じり、やや

浮いた状態で出土している。
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第685図 6 号住居跡実測図

竃

位置南壁南寄り

規模焚口部幅30cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅35cm • 

深さ 33cm 煙道部長さ 1.lm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 15cm 垂直に立ち上がる。

構築燃焼部は住居内にあり、地山掘り残しの袖を

持つ。火床面は床面より 10cm程低く、僅かに焼土含

む。煙道部は水平方向に伸び、方形の掘形を持つ。

壁面の焼けは弱い。
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2 暗褐色土 As-B 、小石・黄色土粒含む

2' 暗黄褐色土黄色土粒含む

3 暗黄褐色土小石混じり
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第IV章 中大塚遺跡

7 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 中央 11 0 1.明褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 +5 % 3. 酸化焔やや軟質 表面摩耗。

2 須恵器 中央 18.5 10.0 6.8 1.灰白色 2. 粘土粒砂粒含 鞘櫨整形。

坪 +ll % む 3. 中性焔やや軟質 体部～底部表面摩耗。

3 須恵器 中央 12.5 3.6 1 ．灰オリープ 2. 片岩小石 鞘輯整形。

坪 +8 ｽ 含む 3. 還元焔硬質 底部回転箆切り、箆削調整。

4 須恵器 中央 (10.4) ~ 1 ．灰オリープ 2. 白色粒含む 口縁部紐造り、回転撫で。

長頸壺 +19 口縁部～頸部％ 3. 還元焔硬質

5 石 南西 12.8 4.3 3.8 540 g 硬質泥岩

6 須恵器 中央 18.8 (10.7) (4.2) 1.灰オリープ 2. 砂粒含む 輔櫨整形。

坪 +12 % 3. 還元焔硬質 体部～底部下部回転箆削調整。

7 須恵器 中央 1.浅黄色 2. 白色細粒含む 肩部張る。

長頸壺 +10 肩部～胴部 発泡見られる 3. 還元焔硬質 胴部下半箆調整、回転撫で。

8 須恵器 中央 22 0 17. 6 5.0 1.オリープ黄色 2. 砂粒粘 口縁部回転撫で。頂部平担面。

盤 +20 % 土粒含む 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け、後撫で、周辺部箆調整。

8 号住居跡（写真図版225 • 250) 
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暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

褐色土

褐色土と黄褐色土の混土、貼床

m̀ | 

As-B 多量に含む

As-B を含む

少盤の As-B 、 V層塊を含む

v層塊、少量の炭化物を含む

v層塊を多鼠と少量の炭化物を含む

A' 

叫

`46  

位置

重複

規模

を呈する。

壁高

135号土坑に東壁北側を切られている。

貯蔵穴

床面

る。

掘形

遺物

置
模

竃
位
規

3 K-95 • 96グリッド

南壁2.2m

25cm前後

無し

北壁2.7m

僅かに傾き立ち上がる。

柱穴

東壁中央

焚口部幅35cm

方位

無し

N-90ー -E 

南北2.9m

周溝

台形状

無し

黄褐色土と暗褐色土の混土を踏み固めてい

小さな凹凸が多数見られる。

須恵器坪が竃右側と西壁南寄りに 2 個体重

A' 
なって出土している。他に中央部に礫がまとまって

出土している。

燃焼部奥行き 40cm ・幅35cm • 

深さ 30cm 煙道部不明

゜ L ~s9.70m 2m 煙道部への立ち上がり 25cm ほぼ垂直に立ち上が

第689図 8 号住居跡実測図 る。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

構築 燃焼部は住居がいにあり、袖は持た

ない。火床面は床面と同レベルであり、焼

土、灰の広がり見られる。掘形は方形状を

呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁面の焼

けは弱い。
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褐色土火床の貼床
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第691図 8 号住居跡出土遺物実測図

8 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 南西 12 2 6.0 3.6 1 ．灰オリーブ 2. 砂粒含む 轄轄整形。

坪 +5 完形 3. 還元焔 底部右回転糸切り、未調整。

2 須恵器 南西 12.2 6.2 3.2 1.にぶい橙色 2. 粘土粒多く 輔轄整形、強い撫で。

坪 +5 完形 含む 3. 還元焔やや軟質 底部右回転糸切り、未調整。

3 須恵器 中央 12.8 6.0 3.2 1.にぶい黄橙色 2. 粗砂粒含 鞘櫨整形。

坪 -5 完形 む 3. 中性焔軟質 底部右回転糸切り、未調整。

4 須恵器 南東 11.8 5.6 3.8 1.にぶい橙色 2. 砂粒片岩 輛轄整形。

坪 +10 完形 含む 3. 還元焙 やや軟質 底部右回転糸切り、未調整。
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第IV章 中大塚遺跡

9 号住居跡（写真図版226 • 250) 

位置

規模

壁高

床面

掘形

遺物

3 K-94グリッド

東西3.lm

40cm前後

貯蔵穴 無し

出土している。

— 

南北2.7m

柱穴

方位

長方形状を呈する。

やや斜めに立ち上がる。

無し

E-10ー -S 

周溝 無し

褐色土を薄く貼り、踏み固めている。

全体にフラットな面に仕上げられている。

南東隅に土師器甕、小型甕、坪、須恵器坪が

また窟左側に土師器坪出土。

A' 

A' 

□三

置
模

竃
位
規

構築

東壁南寄り

焚口部幅40cm

深さ 50cm

燃焼部奥行き 80cm ・幅40cm • 

煙道部長さ 40cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm 垂直に立ち上がる。

燃焼部の中心は壁の延長線上にあり、焚口部

に僅かに地山掘り残しの袖を持つ。火床面は床面よ

り僅かに低く、灰の堆積見られる。直上には下面の

焼けた黄褐色粘質土の天井部崩落土が見られる。掘

形は長方形状を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。壁

面の焼けは煙道部に向かい、赤茶色に焼けている。

煙道部はU字形に掘り込まれており、焼けは弱い。
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8 黒色土焼土塊炭他物含む

8' 黒色土

9 黒褐色土 10 褐色土
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9 号住居出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 12.0 1 ．橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 -1 口縁部～底部％ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。平底気味。

2 須恵器 南東隅 12.8 7.5 3.7 1.灰オリープ 2. 粘土粒含む 輔轄整形、内外面火だすき痕あり。

坪 +18 % 3. 還元焔硬質 底部右回転糸切り、末調整。

3 土師器 南東隅 11.1 4.0 11.2 1.にぶい褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。肩部横箆削り。胴部下半斜方向箆削

甕 床直 完形 3. 酸化焔良好 り。底部やや丸味もつ、平底、箆削り。

4 上師器 南東隅 17.8 1. にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、指頭圧痕有り。

甕 床直 口縁部～胴上部 3. 酸化焙やや軟質 胴部横方向箆削り、内面指頭圧痕有り。

5 土師器 竃内 20.3 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部内屈、沈線巡る。頸部指頭圧

甕 + 1 口縁部～胴部％ 3. 酸化烙良好 痕有り。肩部弱い稜を持つ、横方向箆削り。

6 土師器 南東隅 20.0 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部指頭圧痕有り。

甕 +4 口縁部～胴部％ 3. 酸化焔良好 胴部横箆削り、内面指頭圧痕有り。

7 鉄製品 北西ー 2 5.5 0.7 0.2 9.8g コの字に曲がる。

8 刀 子 北西 6.2 1.4 o.3 3.rn 刃部、茎端部欠損。
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第IV章中大塚遺跡

8 号住居外出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・裔さ

1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 8 号住居 15 9 4 5 1.灰色 2. 細砂粒含む 口縁端部垂直に折曲、横撫で。 Nu 2 に被り出土。

蓋 南 lm 完形 3. 還元焔良好 頂部回転箆削り。リング状摘まみ。

2 土師器 同上 14.8 9.3 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、僅かに内湾。体部下半横方向箆削り

坪 完形

2 道路遺構および竪穴状遺構

道路遺構（写真図版244 • 251) 

3. 酸化焔良好

遺跡北側 3N~3 R-98~103グリッドに位置し、

方向は、東西方向E-60°- S の傾きをもって路線を

横断する。確認全長24m、上端6.6m、路面幅 4mを

測る。両側には上端 lm前後、下端0.5m前後、深さ

0.2mの側溝状の溝が付く。

道路構築面は、基本土層III層を掘り込み面として

おり、土層観察の結果最低 2 面あることを確認した。

下層路面は、遺構確認面より 30cm程低く、東壁寄

りでは基本土層のV層である黄褐色土まで掘り込ま

れている。路線の状況は、全体的にフラットな面に

仕上げられ、直上には細砂及び鉄分沈着も見られる。

堅く締まった層があり、構築当初の路面と考えられ

る。また、遺構東寄りの路面の中央部では長辺30cm、

短辺15cmの浅い楕円形の窪みが蛇行しながらではあ

るが 1 列確認できた。遺構中央部から西壁にかけて

は、遺構確認時の削平と地山の砂礫層の露出により

路面の確認状況は良好ではなかったが、礫層を掘り

込んで構築されていることが側溝部分の調査で確認

できた。路面幅は、東壁寄りで3.8m、中央部におい

て4.5m、西壁寄りで 5mを測る。

上層路面は、下層路面より 10cm程高い部分で検出

し、路面幅も lm前後拡張されていることが溝の状

況で確認できた。路面の状況は、全体的にフラット

な面に仕上げられ東壁寄りでは4.6m、中央部では4.

7m、西壁寄りでは 5mを測る。東側では暗灰褐色土

の堅く締まった路面を、中央部から西側にかけては

地山の片岩礫を敷いたような状況で路面を検出し

556 

底部箆削り。内面放射状暗文見られる。箆磨き。

た。また、下層路面との間層には As-B を含む淡茶

褐色土があり、下層の側溝部分の覆土にも含まれて

いる。

現状での道路遺構の路線外の痕跡は認められない

が、東側の桑園の地割り方向と中大塚遺跡 I 区と下

大塚遺跡を分けた市道（プール前通り）とがそれぞ

れ走行を同じくする。

竪穴状遺構

遺跡北側に集中して検出された。周辺には近世の

As-A を鋤き込んだ棚状遺構やピット等が多く、そ

れらに切られ遺構の残りはあまり良好ではない。特

に 1 号竪穴以外は掘形面が浅く、遺構確認の際に見

落としかねないような状況で検出された。

1 号竪穴状遺構（写真図版245)

位置 3 Q -103·104グリッド 方位 N-60°- E 

重複 1 号溝と As-A を鋤き込んだ棚状遺構に切

られる。

規模東西2.5mX 南北2.3m 方形を呈する

壁高 11cm前後垂直に立ち上がる。

貯蔵穴南東隅、径45cm程の隅丸方形状を呈し、深

さ 10cmの規模を持つ。底面には炭化物見られる。

柱穴無し 周溝無し

床面 掘形面をそのまま使用している。

掘形全体的にフラットな面に仕上げられている。

竃無し



I-V 基本土層参照

1 暗褐色土 As-B 混土層であり、やや褐色

2 黒褐色土 As-B 混土層であり、かなり黒くしまりやや弱い。

3 淡暗褐色土 As-B 混土層、細礫を含む

4 淡暗褐色土 3 層に類似するが、細礫を含まない

5 淡暗褐色土 やや粘質が強い

6 暗褐色土 粘土を多く含んだ、 As-B 混土層
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淡紫褐色粘質土 微鼠にAs-B を含む、粘土を主体

暗褐色土 As-B を少量含み、パサパサした土

淡褐色土 As-B を少量含む混土層

暗褐色土 As-B を少量含む混土層

暗茶褐色土 砂礫及び鉄分が多くかたくしまった層、路面

茶褐色砂質粘質土 細砂及び鉄分によりかなりかたくしまっている。路面

E
0
9
 

B
 

メ｀｀3P-100 

I' 

E
0
9
"
6
8
 

3N -102 

メ

3N-103 

メ

\ , 
, 

,
0

ぃ
.. 

.. 
d

u

.

 

9
 

.

.
 

,. 
o
.
n
v
.
 

. 

,
、

D
.

、
ゞ

,
 
.. 

,
 

... 

.

i

.

,

 

c5. 

E
st
.
6
8
 

゜
o
.
 

' ．
釧

すs
`
 

。

t ` `:—字．r.;.--~ひ易品品 0 : g. E ...,. • ：均

｀］］｀］［［。忠＼ •も．迅
7 ——` ヽ

• 4 

3R-98 

メ

メ3Q-102 ゜ L =89.80m 5m 

公¥-
¥

.

I

 
g
 

, Cl _o 

゜0 0 

゜
％
。匂

o
o

注

13 暗黄砂質粘土 地山・路面のふみしまった土

I -IV基本土層参照

l 後期構築面、礫混じり

2 褐色土、礫僅かに含む、粘質強い

3 暗褐色土 As-B 含む

4 暗褐色土 As-B僅かに含む

5 褐色土 礫含む、粘性あり

6 暗褐色土 As-B 含む

7 褐色土 黄褐色土塊混じり

8 褐色土 黄褐色土塊含む、やや固い層
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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第IV章中大塚遺跡

号 溝

叫

A L=90.30m 

ー／一／
2 3 

A' 
1 l' 

三4 2 

1 号竪穴状遺構

1 暗褐色土 As-B 含む

2 暗褐色土 白色軽石含む

3 暗褐色土 黄色土と黒褐色土の混土

2 • 3 竪穴状遺構

1 暗褐色土

2 黒褐色土 褐色土の大形塊を多く混在

3 黒褐色土黄褐色土塊、多く含む

4 黒褐色土黄色塊粒、多く含む
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第699図 1~3 号竪穴状遺構実測図
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2 号竪穴状遺構（写真図版245 • 251) 

位置 3 S-105·106グリッド 方位 N-10ー -E 

重複 36号土坑と重複する。

規模東西2.5mX南北3.5m 北壁部分が三角形状

に飛び出す。 貯蔵穴無し 周溝無し

壁高浅く数cmしかなく、緩やかに立ち上がる。

柱穴 住居中央部に掘形調査時に径30cm、深さ 35cm

程の楕円形を呈するピットを検出した。

床面 焼土粒子、炭化物粒子を含む小塊が散乱して

いる。黄褐色の小塊を含む暗褐色土を薄く踏み固め

ている。部分的に堅い面がある。

掘形北西部に径30~40cm前後の小ピットを検出し

た。

遺物北西部分において古銭 2 枚出土。

3 号竪穴状遺構（写真図版245)

位置 3 R • 3 S -105 • 106グリッド

方位 N-70°- E 重複無し

規模東西3.5mX 南北 2m 南壁の中央部より東

壁にかけて60cm程張り出す。

壁高数cmを測り、緩く立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

柱穴 4 本検出した。径40cm前後、深さ 10cm前後の

規模を持ち壁に沿う。

床面 褐色の塊を含む黒褐色の土を薄く踏み固めて

いる。全体的にフラットな面に仕上げられている。

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

掘形 多数の小ピットを検出した。伴うかどうかは

不明。全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物 柱穴 3 の西側部分において古銭出土。

4 号竪穴状遺構（写真図版245 • 251) 

位置 3 S -106グリッド 方位 N-85°-E

重複 40号土坑に切られ、 5 号竪穴状遺構と接する。

規模東西l.8mX南北1.7m 隅丸方形を呈する。

壁高数cmを測り、緩やかに立ち上がる。

柱穴無し 貯蔵穴無し 周溝無し

床面 褐色土を薄く踏み固めている。締まり弱い。

掘形 中央部が掘り込まれる。

遺物無し 竃無し

5 号竪穴状遺構（写真図版245 • 251) 

位置 3 R • 3 S -107グリッド

方位 N-20ー -W 重複 40号土坑に切られ、

4 号竪穴状遺構と接する。

規模東西1.8mX南北2.5m 隅丸長方形を呈す

る。

壁高数cmを測り、緩やかに立ち上がる。

貯蔵穴無し 柱穴無し 周溝無し

床面 黄褐色土の小塊を含む褐色土を薄く貼り踏み

固めている。

掘形 南寄りの部分を僅かに掘り窪めている。

遺物無し 竃無し

゜
5cm 

＼□□/II IEローロ\\4 こ5
10cm 

第700図道路遺構出土遺物実測図
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第IV章中大塚遺跡

—+/==— 
4 号竪穴

40号土坑

面

0
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C' 

D
 

D' 

ー＝亨宏＝＝ —------—— 
゜ L =90.30m 2m 

E
 

E' 
A-A'~C-C' 

1 灰褐色土 白色軽石、斑鉄あり

2 灰褐色土 白色軽石、斑鉄多く含む

3 暗褐色土 白色軽石、黄褐色土塊含む

4 淡褐色土黄褐色土塊混じり

5 暗褐色土黄褐色土含む

6 暗褐色土黄褐色土粒含む

7 暗褐色土 白色軽石、黄褐色土粒僅かに含む

8 黒褐色土 白色軽石、黄褐色土粒混じり

8' 黒褐色土 白色軽石、黄褐色土塊含む

9 黄褐色土地山V層塊主体

D-D'~E-E' 

1 暗褐色土 As-B混在

2 暗褐色土 As-B僅かに混在

3 暗褐色土黄褐色土塊混じり

第701図 4~6 号竪穴状遺構実測図
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6 号竪穴状遺構（写真図版245)

位置 3 R-106グリッド 方位 N-5°-W

規模東西1.9mX南北2.6m 隅丸長方形を呈す

る。

壁高数cmを測り、緩やかに立ち上がる。

貯蔵穴無し 周溝無し

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

柱穴 東壁南北両隅に径40cmのピットを検出した。

床面掘形面をそのまま使用している。

掘形全体的にフラットな面に仕上げられている。

遺物無し 竃無し

備考住居覆土中には As-B を含む。

0 5cm 
ヒ

第702図 竪穴状遺構周辺出土遺物実測図

道路状遺構出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1 ．色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 古 銭 南 2.4 2.0 1.5g 天聖元賓。（北宋） 1023年。

2 古 銭 中央 2.4 1. 9 2. l g 治平元賓。（北宋） 1064年。

3 須恵器 中央東 14 3 1. 灰白色 2. 砂粒小石含む 胴部下端箆削り、内面自然釉付着。

甕 床直 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け後、撫で。

4 須恵器 中央南 1.褐灰色 2. 精選緻密 頂部回転箆撫で、 3 段。

蓋 床直 3. 還元焙硬質

5 鉄製品 覆土 4.7 2.0 0.1 7.rn 板状鉄製品。

竪穴状遺構周辺出土遺物観察表

番号 種別 出土位置 外輪内輪 (cm) I 重 さ 古 銭 名

1 古 銭 2 号竪穴 2.4 1.8 2.01 g 淳？元賓。

2 古 銭 4 • 5 号 2.5 2.1 2.55 g 宣和通賓。（北宋） 1119年。

竪穴

3 古 銭 3S-105G 2.4 2.1 2. 47g 皇宋通賓。（北宋）。 1039年。

4 古 銭 3 T-105G 2.4 1.9 2. 78g 紹聖元賓。（北宋）。 1094年。

5 古 銭 3 T-106G 2.4 2.1 2.50 g 政和通賓。（北宋） llll年。
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第IV章中大塚遺跡

3 掘立柱建物跡
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第703図 掘立柱建物跡全体図
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1 号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 3 R-104グリッド 方位 N-65°- E 

重複小ピット、土坑絡む

第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

規模 1 間（1. 8m) X 3 間 (5.5m)

面積 9.9m2 形状長方形

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ

q 、 G

□言蕊
息P. •p 7 

I 
|。疇⑰巳 〇巳

／髭／宣 <I
/ / 

B' B 

l 褐色土 As-B を含む。

2 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状にわずかに含む。。

3 暗褐色土 黄褐色塊を斑点状にわずかに含む。

第704図 1 号掘立柱建物跡実測図

゜ L =90.20m 2m 

1 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。粘性強い。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を含まない。

3 暗褐色土 大きめの黄褐色土塊をまばらに含む。

4 黄褐色土暗褐色土塊を含む。
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第705図 2 号掘立柱建物跡実測函
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第IV章 中大塚遺跡

2 号掘立柱建物跡（写真図版228)

位置

方位

重複

規模

面積

柱穴

4 F • G -127 • 128グリッド

N-26ー -W 

4 号溝と重複し、路線外に伸びる。

2 間 (4.2m) X 1 +a間

不明 形状 長方形

円形の掘形を持つ

3 号掘立柱建物跡（写真図版228)

位置

方位

重複

する。

規模

面積

柱穴

備考

4 D • E-128グリッド

N-11ー -W 

4 • 5 号溝と重複し、 21号掘立柱建物と近接

2 『月 (4.5m) X 2"日~ (4.7m) 

21.lm' 形状 方形

円形又は楕円形の掘形を持つ

各柱穴に重複又は接して柱穴があり、立て替

えが考えられる。
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1

2

3

4

5

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

褐色土

焼土粒をわずかに含む。

黄褐色土をわずかに含む。

黄褐色土塊をわずかに含む。

黄褐色土塊を斑点状に含む。

黄褐色土塊を多量に含む。

6

7

8

a

b

 

暗褐色土

褐色土

褐色土

暗褐色土

暗黄色土

黄褐色土塊をわずかに含む。

黄褐色土塊を多量に含む。

黄褐色土塊。

わずかに軽石・黄土粒を含む。

黄土色粒塊を多量に含む。

第706図 3 号掘立柱建物跡実測図

566 



第 1 節 I 区検出の遺構と遺物
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4 号掘立

1 暗褐色土焼土塊を多量に含む。木炭粒含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊をわずかに含む。

3 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。

4 黄褐色土黄褐色土塊。

5 暗褐色土 第 3 層に似る。やや黄色が強い。

6 暗褐色土第 2 層に似る。

第707図 4 • 5 号掘立柱建物跡実測図

4 号掘立柱建物跡（写真図版228 • 251) 

位置 4 D • E -129 • 130 グリッド

方位 N-10ー -W 

重複 5 号掘立柱建物と重複する。

規模 2 間 (3.6m) X 2 間 (3.6m)

5 号掘立

1 暗褐色土 土器片・焼土粒を含む。粘性強い。やや締まり気味。

2 暗褐色土 黄褐色土塊をまばらに含む。粘性強い。

3 暗褐色土 第 1 層に似るが焼土粒を含まない。

4 黄褐色土粘土の大塊。粘質。

5 号掘立柱建物跡（写真図版228)

位置 4 E -129 • 130グリッド方位 N-15°-W

重複 4 号掘立柱建物と 6 号溝と重複している。

規模 2 間 (2.5m) X 2 間 (3.Om) 

面積 7.5m' 形状方形

面積 12.9m' 形状方形 柱穴 円形又は方形の掘形を持つ

柱穴 隅丸方形の掘形を持つ
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第IV章中大塚遺跡

6 号掘立柱建物跡（写真図版230)

位置 4 D • E -130 • 131グリッド

方位 N-78° —E 

重複 19号掘立柱建物を囲み、 8 号掘立柱建物・ 7

号溝と重複する。

規模 2 間（3.lm) X 2 間 (5. lm) 

面積 15.8面 形状長方形

柱穴 円形又は方形の掘形を持つ

19号掘立柱建物跡（写真図版229)

位置 4 D • E -130 • 131グリッド

方位 N-85ー -E 

重複新旧関係は不明であるが、 6 号掘立柱建物の

内側に建てられている。また、 7 号溝に切られる。

規模 2 間 (2.6m) X 2 間 (4.5m)

面積 11.2m2 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ

I I 
んI q 

In 冨◇氏
會◎p.0 Pn 

• ヰ賃‘<,閲p, <̀| L吋

。]

: p7 i Q巳
p6 •p 2 

/: ＾一I~□\皇：

10 讐 (p 4 
。応◎P

<e:'P3 叫

19号掘立

B B' 

4 ふ1-_ l
_ -

F F' 

G
 

G' E
 

E' 

゜ L=90.70m 2m 
1 暗褐色土 黄褐色土粒・焼土粒を含む。

1' 暗褐色土黄褐色土小塊を含む。

2 暗褐色土 黄褐色土粒をわずかに含む。

3 黄褐色土暗褐色土塊を含む。

4 暗褐色土黄褐色土塊を含む。

第708図 6 • 19号掘立柱建物跡実測図
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7 号掘立柱建物跡（写真図版229)

位置 4 C • D -130 • 131 グリッド

方位 N-10ー -E 

重複 7 号溝と重複し、路線外に伸びる。

規模 2 間 (2.4m) X 2 +a間

面積不明 形状長方形

柱穴 円形又は長方形の掘形を持つ

1 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊をわずかに含む。

3 褐色土 暗褐色土塊をわずかに含む。

—△'「

万，
第709図 7 号掘立柱建物跡実測図
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8 号掘立柱建物跡（写真図版229)

位置 4 E-131 • 132グリッド

方位 N-17ー -E 

重複 6 号掘立柱建物・ 7 号溝と重複する

規模 2 間 (2.9m) X 2 間 (4.6m)

面積 13.6面 形状長方形

柱穴 円形又は方形の掘形を持つ

1 暗褐色土 黄色粘土塊をわずかに含

む。 As-B を多量に含む。

2 暗褐色土 黄褐色土塊を斑点状に含む。

3 暗褐色土 黄褐色土粒を含む。粘性強い。
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第710図 8 号掘立柱建物跡実測図
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第IV章中大塚遺跡

9 号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 E -133グリッド 方位 N-10°-E

重複無し

規模 l 間（1. 2m) X l 間（1.2m)

面積 14.4面 形状方形

柱穴 円形の掘形を持つ

10号掘立柱建物跡（写真図版229 • 251) 

位置 4 C -128 • 129グリッド 方位 N-8°-W

重複 4 • 5 号溝に切られている。

規模 2 間 (3.2m) X 2 間 (3.5m)

面積 11.2m2 形状長方形

柱穴 円形又は方形の掘形を持つ。

11号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 H-129グリッド 方位 N- 0ー 

t• II 

」、q

\ I 万 石巳

I 
」

^ 
Ps/1 て）

〇巳

|0、 / p望 • Q'P3 

_| B 

じ 貯2

l 黒褐色土 As-B を多量に含む。ざらついた層。

2 黒褐色土 As-B を含む。

3 暗褐色土 As-B をわずかに含む。

重複路線外に伸びる

規模 1間(1.7m) X 1 間(1.7m) 

面積不明 形状不明

柱穴 円形の掘形を持つ

13号掘立柱建物跡（写真図版230)

位置 4 H • I -131 • 132グリッド

方位 E-17ー -S 

重複 79号土坑と重複する

規模 2 間 (3.3m) X2間 (4.0m)

面積 13.2面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。覆土中には As-B 多く

含む。東辺は 1 間の柱間であり、中央に柱があり総

柱の格好となっている。

備考確認面中には、焼土粒．塊に混じり、須恵器

や土師器の破片が多量に出土した。

G 

<•,-pG l <̀| ［ロ

B' 

，巳

B' 

じ L =91 OOm 2m 

第711図 13号掘立柱建物跡実測図
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1 暗褐色土 As-B を多量に含む。黄褐色土塊をまばらに含む。

2 暗褐色土 黄色土塊をまばらに含む。 As-B

を少量含む。粘性が強い。

3 暗褐色土 黄褐色土粒を含む。 As-B をほ

とんど含まない。粘性強い。

第712図 9 号掘立柱建物跡実測図

ご <I
ローニ〇 L =91.00m 2m 

1 暗褐色土 As-B を混じる。

2 暗褐色土 As-B ・黄土粒を

わずかに含む。

第713図 11号掘立柱建物跡実測図
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l 暗褐色土 軽石・焼土粒を混じる。

• 喧<'P, 曇 l' 暗褐色土 軽石・焼土粒をわずか

B• 佗 に含む。

.,::I 2 暗褐色土 黄褐色土粒小塊を含む。p5 1(") p4 

3 暗褐色土 黄褐色土粒をわずかに含

B B' 
む。

4 褐色土 黄褐色土わずかに含む。

゜
L =90 60m 2m 

凡 4 V:!.J 

第714図 10号掘立柱建物跡実測図
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12号掘立柱建物跡（写真図版230)

位置 4 H -130 • 131グリッド 方位 N-72°-E

重複 17号掘立柱建物と重複する

規模 2 間 (3.3m) X 3 間 (3.5m) 東辺に 2 間、南

辺に 1 間の庇を持つ

面積 11.5面 形状長方形

柱穴 円形又は方形の掘形を持ち、深く掘り込まれ

底面には小ピットが複数見られる。

備考 17号掘立柱建物と重複すると思われるが、柱

間の間隔や並びを見ると同一の掘立柱建物の可能性

も考えられる。

17号掘立柱建物跡

位置 4 H • I -130グリッド

方位 N-72ー -E 

重複 12号掘立柱建物と重複する。路線外に伸びる。

規模 1 間(1. 5m) X 1 間 (2.0m)

面積 3m' 形状不明

柱穴 円形又は方形の掘形を持つ。

1 暗褐色土軽石・黄褐色土粒を含む。

1' 暗褐色土軽石・黄褐色土粒・焼土を含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊を含む。

3 褐色土 黄褐色土をわずかに含む。

4 黄褐色土
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第715図 12 • 17号掘立柱建物跡実測図
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、<|》` 1 黒褐色土 As-B を多量に含む。

2 暗褐色土 As-B を含む。

p2 

、
\
-

〇-C'

5
◎
D

、

B

C

 

p
 D

、. 

~1 

•p 4 

P, -:i: I 旦
• B' 
<•C' 

B B' 

1 

2遠 ヽ こ2

゜
L =90 90m 2m 

1 暗褐色土軽石・焼土粒を含む。

2 暗褐色土軽石をわずかに含む。

3 暗褐色土黄褐色土を混じる。

第716図 16号掘立柱建物跡実測図 3' 暗褐色土黄褐色上を含む。

4 褐色土 黄褐色土をわずかに含む。

5 暗黄褐色土 暗褐色土をわずかに含む。
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第717図 15号掘立柱建物跡実測図
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3'L=90.60m 

゜ 2m 第718図 20号掘立柱建物跡実測図
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第IV章中大塚遺跡

15号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 E -132グリッド 方位 N- 5 ー-E 

重複無し 重複無し

規模 1 惜］（1. 2m) X 1 眉］ (1.2m) 規模 2 "月 (2.5m) X 2 間 (2.6m)

面積 l.44m2 形状方形 面積 6.5m' 形状方形総柱の掘立柱建物

柱穴 円形又は楕円形の掘形を持つ。 跡

16号掘立柱建物跡（写真図版230)

位置 4 G • H-134グリッド 方位 N-40ー -W 

重複 7 号溝と重複する。

規模 2 間 (3. 7m) X 2 間 (4.lm)

面積 15.lm' 形状長方形総柱建物

柱穴 円形の掘形を持つ。覆土中には As-B を多量

に含む

20号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 C • D-124グリッド 方位 N-5ー -E 

柱穴 円形の掘形を持つ

備考柱穴内に窪む部分が見られ、柱の当たってい

た部分と考えられる。

21号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 C-128グリッド 方位 N-70°-E

重複 4 • 5 号溝に切られ、 6 号住居を切っている。

規模 2 間 (4 m) X 2 間 (4.2m)

面積 16.8m' 形状方形

柱穴 円形の掘形を持つ
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゜ L =90. 70m 2m 
第719図 21号掘立柱建物跡実測図
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第720図 22号掘立柱建物跡実測図

21号掘立

1 暗褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗黄褐色土

5 暗褐色土

6 褐色上

22号掘立

1 暗褐色土

l' 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗黄褐色土

黄褐色土粒・焼土粒を含む。

黄褐色土粒・焼土粒を僅かに含む。

黄褐色土小塊を含む。

黄褐色土粒・焼土粒を含む。

焼土・炭を含む。

黄褐色土を含む。

黄褐色土を多く含む。

上面に軽石を含む。黄褐色土粒を含む。

黄褐色土を僅かに含む。

黄褐色土粒を含む。

黄褐色土塊を含む。

黄褐色土を僅かに含む。

22号掘立柱建物跡（写真図版231)

位置 4 F • G-126~128グリッド

方位 N-16ー -W 

重複土坑が絡む

規模 2 間 (3.8m) X 3 間 (5.8m)

面積 22吋 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ
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第721図 23号掘立柱建物跡実測図

芦］ 、『＼
23号掘立

1 暗褐色土 As-B ・黄土粒を含む。

1' 暗褐色土 As-B ・黄土粒を僅かに含

、 G q む。

2 暗褐色土黄土粒小塊有り。

~ • Pq 1 

<Ir 

2' 暗褐色土黄土粒小塊僅かに有り。

員N in
p7 ③ ゚

3 茶褐色粘質土

、 G

゜
4 暗黄土色土 黄土粒小塊を含む。

4' 暗黄土色土 黄土粒小塊を多量に含む。

゜
5 茶褐色土 黄土色粘土粒小塊含む。

l 員

` 
BP, 

゜
• り

こ |0p5Bo  ヤぅ • 
•<!P-B3 ' <| 口 26号掘立

p4 1 暗褐色土軽石・黄土粒・焼土粒を僅
かに含む。

B B' 2 褐色土 黄土粒塊を多量に含む。

3 暗褐色土黄土粒を僅かに含む。

\ 口 4 暗褐色土黄土粒小塊を混じる。

第722図 26号掘立柱建物跡実測図 ゜
L =90 70m Zm 
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第723図 27号掘立柱建物跡実測図

23号掘立柱建物跡（写真固版231)

位置 4 D • E -125 • 126グリッド

方位 N-90ー -E 

重複小ピットが絡む

規模 2 間 (3.8m) X 3 間 (4.8m)

面積 18.2面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。桁の中 1 間は柱間が狭い。

26号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 E-127グリッド 方位 N-10°-E

重複無し

規模 2 間 (2.8m) X 2 間 (3.2m)

面積 8.9面 形状僅かに菱形を呈する

柱穴 円形の掘形を持つ。北辺の柱間は 1 間、東辺

の柱間は南に寄って建てられている。

27号掘立柱建物跡

位置 3 L • M-94 • 95グリッド

方位 N-71ー -E 

重複無し

規模 2 間 (4. lm) X 1 間 (4. lm) 

面積 4.5m2 形状方形

柱穴 円形の掘形を持つ。

28号掘立柱建物跡（写真図版227)

位置 4 D -126 • 127グリッド 方位 N- 8ー -W 

重複 23号掘立柱建物と接する。また、 12号溝に切

られている。

規模 2 間 (3.0m) X 2 間 (3.2m)

面積 9.6m' 形状方形

柱穴 円形または楕円形の掘形を持つ
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第724図 28号掘立柱建物跡実測図

< :::.:::.~ 
゜ 10cm 

第725図掘立柱建物跡出土遺物実測図

掘立柱建物出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 4 号掘立 16.3 1. にぶい褐色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。胴部、底部手持ち箆削り。

坪 底部欠損 3. 酸化焔良好
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

中大塚遺跡 I 区掘立柱建物跡柱穴規模計測表

柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ 柱穴 長径 短径 深さ

1 号掘立柱建物跡 1 50 40 36 2 50 48 3 40 39 4 45 30 70 

5 30 30 6 40 40 7 50 40 24 8 25 42 

2 号掘立柱建物跡 1 40 18 2 55 33 3 50 33 4 45 34 

3 号掘立柱建物跡 1 60 33 2 70 60 46 3 50 33 4 40 41 

5 70 60 46 6 70 60 41 7 60 26 8 55 50 40 , 55 38 10 90 45 60 

4 号掘立柱建物跡 1 65 50 42 2 70 48 17 3 40 30 4 60 40 35 

5 35 25 6 70 60 40 7 55 40 40 8 70 60 48 , 50 34 

5 号掘立柱建物跡 1 40 35 24 2 60 45 17 3 35 25 4 25 10 

5 30 30 6 25 14 7 30 30 8 30 28 

6 号掘立柱建物跡 1 35 23 2 35 25 3 40 35 20 4 40 30 

5 40 30 17 6 50 40 24 7 40 11 8 30 21 , 40 27 10 36 30 

7 号掘立柱建物跡 1 45 35 27 2 55 40 30 3 60 55 20 4 30 24 

5 50 40 30 

8 号掘立柱建物跡 1 22 17 2 25 33 3 30 35 4 32 31 

6 30 27 7 30 38 8 50 40 24 , 30 24 

9 号掘立柱建物跡 1 30 18 2 25 15 3 30 13 4 25 30 

10号掘立柱建物跡 1 35 42 2 60 45 58 3 45 52 4 40 56 

5 40 40 6 45 38 7 45 40 50 8 40 34 

11 号掘立柱建物跡 1 45 23 2 45 18 3 55 18 

12号・ 17号掘立柱建物跡 1 60 55 17 2 50 43 35 3 65 46 4 65 40 

5 70 60 55 6 55 44 7 90 65 54 8 50 40 38 , 43 50 10 35 53 11 45 45 12 50 50 

13 46 46 14 80 60 50 15 78 60 42 

13号掘立柱建物跡 1 25 20 2 20 26 3 20 18 4 23 20 

5 23 10 6 20 21 7 20 20 

15号掘立柱建物跡 1 50 25 20 2 30 20 3 30 28 4 30 20 8 

16号掘立柱建物跡 1 25 14 2 30 14 3 25 15 4 20 20 

5 20 17 6 20 30 7 20 38 8 30 23 , 30 20 39 

19号掘立柱建物跡 1 25 22 2 50 24 3 34 30 4 28 28 

5 28 30 6 35 35 7 40 26 8 40 31 

20号掘立柱建物跡 1 34 27 2 30 12 3 40 43 4 36 38 

5 30 38 6 38 26 7 34 40 8 36 37 , 38 25 

21 号掘立柱建物跡 1 40 53 2 46 40 44 3 45 33 4 54 40 

5 50 53 6 40 44 7 45 46 8 45 36 

22号掘立柱建物跡 1 44 27 2 40 31 3 60 52 45 4 34 55 

5 70 40 43 6 50 42 38 7 40 37 8 48 34 , 40 38 

23号掘立柱建物跡 1 40 24 2 32 36 3 34 30 4 44 32 

5 40 32 6 60 48 39 7 45 40 48 8 56 50 26 , 48 12 10 50 45 28 11 50 44 36 12 40 19 

13 50 44 49 

26号掘立柱建物跡 1 36 42 2 33 30 25 3 42 36 4 24 15 

5 42 36 42 6 36 42 7 30 30 

27号掘立柱建物跡 1 21 21 2 21 30 3 24 36 4 36 36 

5 24 16 30 6 27 42 7 18 18 

28号掘立柱建物跡 1 48 24 2 30 10 3 42 48 4 42 30 24 

5 54 48 24 6 36 12 7 66 42 24 8 36 30 24 
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第IV章中大塚遺跡

4 土 坑

56号土坑（写真圏版231)

位置 4 G-132グリッド

物、灰、焼土の広がり見られる。壁面は赤茶色に焼

土化している。底面部分的に青炭色に変色部分見ら

れる。

方位 N-30ー -W 

規模長辺1.45m、短辺1.05m、深さ 0.3m

重複無し 形状隅丸長方形気味で、西壁に

張り出し部をもつ。張り出し部は竪穴住居竃の状態

に似ており、この部分にのみ焼土・炭等が見られ壁

面が焼けいる。しかし、他の土坑部分の壁面は全く

焼けていない。土坑部分の底面はレンズ状を呈する。

遺物土師器小破片出土

71号土坑（写真図版232)

位置 4 H-132グリッド

117号土坑（写真図版232)

位置 3 Z -124グリッド

方位 N-60ー -E 

規模長辺0.2m、短辺1.2m、深さ 0.23m

重複無し 形状楕円形 遺物無し

備考 土坑部分と東壁に竃状施設をもつ。底面は丸

底を呈し、黄褐色の地山粘土塊を入れならしている。

竃状施設以外は焼けが見られない。竃状施設の規模

は、幅70cm、奥行40cm壁は垂直に立ち上がり、天井

部があり、先端部に炭の堆積が見られる。

方位 N-70ー -E 

規模長辺1.85m、短辺0.9m、深さ 0.12m

重複無し 形状楕円形

遺物 土師器坪小破片出土

備考 東壁部分に竃状の張り出し部を持つ。張り出

し内は焼土塊や炭化物の堆積見られ、天井部僅かに

残る。炭化物は出口部分に集中して出土している。

土坑部分の底面はフラットに掘られている。

112号土坑（写真医版233)

位置 4 C-127グリッド 方位 N- 8ー -W 

規模長辺1.65m、短辺0.7m、深さ 0.31m

重複 5 号住居を切る 形状長方形

遺物無し

備考 覆土中に焼土、炭を多量に含み、底面に炭化

113号土坑（写真図版233)

位置 4 C-126グリッド 方位 N-8ー -W 

規模長辺1.6m、短辺1.0m、深さ 0.53m

重複無し 形状長方形 遺物無し

備考 覆土中に焼土、炭が多量に含み、底面に焼土・

炭化物、灰の広がり見られる。壁面は赤茶色に焼土

化している。東壁中央部上端から中位にかけて30X

30cmの U字形の掘り込み部分見られる。

119号土坑（写真図版233)

位置 4 C -125グリッド 方位 N-80ー -E 

規模長辺l.lm、短辺0.7m、深さ 0.16m

重複無し 形状長方形 遺物無し

備考炭・焼土含み、底面に木炭広がる。壁面は焼

けて、僅かに赤茶色に変色見られる。

114号土坑（写真図版240)

位置 4 D-127グリッド

規模長辺1.0m、深さ 0.13m

重複 115号土坑に切られる。 形状円形

遺物 土師器坪出土。炭化物見られる。

115号土坑（写真図版232 • 251 • 252) 

位置 4 D-127グリッド 方位 N-75°-E

規模長辺2.85m、短辺1.45m、深さ 0.12m

重複 114号土坑を切り、 12号溝に切られる。

形状 円形を呈するが、西壁部分に竃状の張り出し

部分が見られ、焼土・炭が出土し壁面も多少焼土化

している。

遺物土師器坪出土

580 



第 1 節 1 区検出の遺構と遺物

115号土坑

l 褐色土 多拭の As-B ・焼土粒・炭と少量

の黄色土粒を含む。

2 褐色土 As-B と僅かな炭を含む。

3 黄茶褐色土 As-B ・黄色土粒・塊を僅かに含

叫 ~ ¥ 1¥1¥ 
む。

3' 黄茶褐色土黄色土粒・塊を混じる。

゜
4 暗黄土色土

A I/ I 

` 
鳳

5 暗褐色土焼土粒・炭を混じる。

e 115号土坑 6 暗褐色土 灰色土粒・黄色土粒を含む。

①暗褐色土 多鼠の As-B ・少量の炭を含む。

゜ ゜
② 暗褐色土 As-B ・焼土粒・炭を混じる。

゜ ③ 暗褐色土 As-B ・焼土粒・炭を僅かに含む。

④ 暗褐色土 As-B を僅かに含む。

⑤暗褐色土 黄色土粒・小塊を混じる。

⑥ 黄色粘質土 （地山）

D
 

⑧区己仮7⑩
⑨ Aｷ _ 

£— L =90.60m 旦’叫
① ② 

で⑥ ⑤ ⑥ ー •A'

3' 

｀叫

A' 

a 

• 113号土坑
"ーI 

A
 

叫

A' 

112号土坑

1 灰褐色土 黄色土粒・塊と少想の炭． As-B を含む。

2 黄褐色土 黄色土粒・小塊を含む。

2' 暗黄褐色土 2 層より黄色土粒の混入が少ない。

3 褐色土 黄色土粒． As-B •炭・焼土粒を僅かに含む。

4 褐色土 炭・焼土粒・黄色土粒を僅かに含む。

5 黄色土粒塊

6 褐色土 黄色土粒を混じる。

7 

8 暗黄褐色土 黄色土小塊を含む。

9 褐色土 黄色土粒・炭・焼土粒を僅かに含む。

10 暗褐色土 炭・焼土粒・黄色土粒を混じる。

10' 暗褐色土 焼土塊・炭・褐色土塊を混じる。

11 茶褐色土焼土粒・炭・灰を多量に含む。

11' 茶褐色土 焼土粒・炭•青緑色土粒を多旦に含む。

/ m̀, 119号土坑、 119号土坑A□□□\A:: -i] •:已言：
と少量の黄色土粒を

m: 
A 
...:..::_ L =90.60m 

2, 

A' 

こ

含む。

3 暗褐色土黄色土粒

塊． As-B ・焼土粒

を少羹含む。

叫

A L =90.60m A' 

｀二
1 灰褐色土 As-B ・黄色土粒・塊と少輩の焼土粒・炭を含む。

2 褐色土 黄色土粒・小塊・暗褐色土塊炭・焼土粒を含む。

2' 褐色土 黄色土粒・小塊を多旦に含む。

3 暗褐色土 黄色土粒・焼土粒を僅かに含む。

3' 暗褐色土 黄色土粒・焼土粒． As-Bを僅かに含む。

4 暗赤褐色土焼土粒・炭を含む。

5 黒褐色土灰・炭を混じる。

6 黒褐色土 灰・炭を多旦に混じる。

7 黄褐色土塊
゜ 2m 

第726図土坑実測図
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第IV章中大塚遺跡

:.:i 56号土坑

吋

B L =90.50m 
B' 

下

<̀ 

co¥ I ~I 

g cm 

呂
II 

一<i::I <r:I 
C' 

\ 
2

芦5
`
7

<̀| 

B
 

B' 

56号土坑

:o: I 戸W← 1 暗褐色上 黄褐色土塊・炭・少星の白色軽石を含む。
2 暗褐色土 黄褐色土塊・少量の炭・焼土粒・白色軽石を含む。

3 暗褐色土焼土粒・炭を僅かに含む。

4 黄褐色土 黄褐色土塊と暗褐色土の混土。

5 黒褐色土焼土粒・少量の炭を含む。

6 灰褐色土 灰と多量の焼土粒を含む。

7 黒褐色土焼土粒・多量の炭を含む。

8 黄褐色土と黄褐色土の混土。

9 黄褐色土 （地山）

①暗褐色土 黄褐色土塊を斑に含む。

②茶褐色土混

②'燈褐色土 ②層が良く焼き締まった土層。
<>:I 

c
 

喜
m̀| 

叫

71号土坑

1 褐色土

2 黄褐色土

3 褐色土

4 茶褐色土

,5 暗褐色土

6 暗褐色土

C' 
<̀| 

E
O
l
'
0
6
"
 

.,::I 
B' 

72号土］□三三／
1 灰褐色土 黄色土塊を主体とする。軽石を含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・塊・少量の炭・焼土粒を僅かに含む。

3 暗褐色土 黄色土粒・炭。焼土粒を含む。

4 褐色土 黄色土粒・炭・焼土粒を僅かに含む。

黄色土粒・白色軽石を僅かに含む。

黄色土粒を混じる。

焼土粒・黄土色土粒を僅かに含む。

焼土粒・灰を含む。

焼土粒・炭を含む。

黄色粘土塊を含む。

L ~90.50m 

4文

土
土
土
土
土

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐

暗
暗
暗
暗
暗

1

2

3

4

5

 

c
 

H
 

E
O
l
'
0
6
1
1
T
4
7
,
 

) ) 

< 

(
 

／
し

ヽ

c
 

t
 

訊

r

N

1

1

9

 

c
 

I
 

, 
B
 

<r:I 

量

117号土坑

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗褐色土

炭． As-B を僅かに含む。

炭・焼土粒・黄色粘土塊を斑状に含む。

黄色粘土塊を含む。

多量の焼土塊を斑状に含む。

炭・少量の焼土塊を含む。

黄色土粒・小塊を含む。

As-B ・黄色土粒を含む。

As~B ・黄色土粒・小塊を含む。

黄色土粒・小塊・少量の軽石を含む。

As-B ・黄色土粒を僅かに含む。

炭・焼土粒を含む。

炭・焼土粒を多盤に含む。
> 2m 

第727図土坑実測図
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

中大塚遺跡 l 区土坑表

遺構名 位 置 方 位
規 模

形 状 備 考
長辺 短辺 深さ

1 号土坑 3 L-144 0.90m 0.23m 円形

2 号土坑 4 L -145 0.90m 0.07m 円形

3 号土坑 4 I -141 不明 1.20m 0.22m 半円形 水路に切られる。中に小ビット見られる

4 号土坑 4 J -144 0.90m 0.17m 円形 路線外に伸びる。小礫出土。
5 号土坑 4 M-141 N-33"-E 1 70m 0 80m 0.17m 楕円形 小ピットが董複する。

6 号土坑 4 M-142 N -30ー-E 1.25m 0.90m 0.08m 楕円形 小ピットが重複する。
7 号土坑 4 M-144 N-69"-E 1 40m 1.20m 0.10m 楕円形

8 号土坑 3 M-144 N-60ー -E 1.25m 0.80m 0.08m 長方形
9 号土坑 3 M-145 0.90m 0.08m 円形
10号土坑 3 T-103 1.19m 0.20m 円形

11号」土坑 3 U-105 N -60ー_ E 1 05m 0 88m 0.26m 楕円形
12号土坑 3 V-106 N-6ー -E 5 50m 1.00m 0.10m 溝状を呈する
13号」土坑 3 V-106 N-20ｷ-w 0.83m 0 54m 0.10m 長方形、箱形
14号土坑 3W-100 N-86ー -W 1.16m 0.50m 0 10m 長円形

15号土坑 3W-108 N-83"-W 1.60m 0.94m 0 49m 長方形
16号土坑 3 V ~106 1.04m 0 15m 円形。 壁面中央部が外に張る
17号土坑 3W-107 1.40m 0 30m 半円形 路線外に伸びる。

18号土坑 3 S -108 N-86ー -W 0.78m 0 72m 0.75m 楕円形

19号土坑 3 R-107 N-65ー -E 不明 1.05m 0 34m 長方形・箱形 路線外に伸びる。土師器坪破片、片岩礫出土。
20号土坑 3 R-107 N-55'-E 1.06m 0.60m O.llm 長方形
22号土坑 3 R-101 N-22ー -W 4.90m 0.90m 0.30m 溝状を呈する 3 号溝に切られる。

23号土坑 3 R-101 N-19"-W 4.90m 0 90m 0.30m 溝状を呈する 3 号溝に切られる。

24号土坑 3 R-101 N-60"-W 1.70m 1 10m 0.20m 溝状を呈する As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる。

25号土坑 3 R-103 N-66"-W 1.22m 1.00m 0.18m 楕円形 As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる。礫出土。

26号土坑 3 R-102 1.05m 0.36m 円形 As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる。

27号土坑 3 R ~104 N-35'-E 0.86m 0.76m 0 10m 楕円形

28号土坑 2 T-107 0.75m 0.35m 円形 As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる。

31号土坑 3 R ~105 N-5ｰ-W 1.40m 0.70m 0.10m 隅丸方形
32号土坑 3 U-107 0.65m 0 24m 円形

33号土坑 3 T-107 1.10m 0 50m 円形

34号土坑 3 R-105 0.86m 0.17m 円形

35号土坑 2 S -105 N-90'-E 0 68m 0.50m 0.08m 楕円形

36号土坑 3 T-105 N-30"-W 0.72m 0.62m 0.21m 隅丸方形 2 号竪穴状遺構と接する。

37号土坑 3 U -106 N-15"-W 2.00m 1.20m 0.17m 長方形 小ピットと重複する。

38号土坑 3 U-107 N -74ー-E 3.20m 1.30m 0.32m 長方形 小ピット、 As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる

39号土坑 3 U-107 N-36'-E 0.94m 0.68m 0 15m 楕円形 As-A を鋤込んだ棚状遺構に切られる。

48号土坑 4 L-137 1.25m 0.09m 円形 As-B を含む棚状遺構に切られる。壁面中央部が張

る。覆土中に多量にAs-B を含む。

49号土坑 4 L-135 0.72m 0.15m 円形 路線外に伸びる。

50号土坑 4 K-134 N -45ー-E 1 OOm 0 75m 0.18m 楕円形

51号土坑 4 K-134 1.35m 0.17m 円形 小石出土。

52号土坑 4 K-134 0.90m 0.12m 円形

53号土坑 4 J ~ 135 N-40ー -W 0. 90m 0.70m 0.70m 楕円形

54号土坑 4 J -135 N-77ー -W 0.50m 0.40m 0 56m 小楕円形

55号土坑 4 M-139 N-15ー -E 1.40m 1.10m 0.20m 楕円形 44号土坑を切る。覆土中に As-B を含む。

57号土坑 4 H-132 N-30ー -E 2.05m 1.10m 0 13m 長方形・箱形 覆土中に As-B を含む。

58号土坑 4 F-127 1.30m 0.20m 円形

60号土坑 3 S -106 0.60m 0.68m 円形 5 号竪穴状遺構を切っている。

61号土坑 3 J -105 0.76m 0.07m 円形 3 号竪穴状遺構を切る。

62号土坑 3 J -105 N-15"-W 不明 0.86m 0.07m 楕円形 小ピットと重複する。

63母土坑 3 J -105 0.70m 0.71m 円形

64号土坑 3 J -105 0.62m 0 10m 円形

73号土坑 4 E -131 1.00m 0.20m 円形 7 号溝と切り合う。

74号土坑 4 F-131 1.90m 0.27m 円形 75号土坑と重複する。壁面には中段を有する。

75号土坑 4 F-131 1.30m 0.26m 円形 74号土坑と重複する。土師器甕口縁部出土。中央部

に中島のような黄褐色土の掘り残しあり

77号土坑 4 G-135 N-52ー -W 2.40m 0.40m 0.08m 溝状を呈する

78号土坑 4 I -131 0.50m 0.13m 円形

79号土坑 4 J -132 1.00m 0.14m 円形 13号掘立柱建物内にある。土師器・須恵器坪片出土

80号土坑 4 J -132 N-70"-E 1.60m 0.90m 0.28m 隅丸長方形 81号土坑を切る。土師器・須恵器坪片出土。

81号土坑 4 J ~ 132 N-72ー -E 1.60m 0.90m 0.18m 隅丸長方形 80号土坑に切られる。土師器坪出土。

83号土坑 4 F-130 N-18ー -W 0.90m 0.55m 0 09m 長方形

84号土坑 4 F ~130 N-75"-W 1.35m 1.10m 0.12m 隅丸長方形 4 号掘立柱建物の柱穴 5 と重複する。
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遺構名 位 置 方 位
規 模

形 状 備 考
長辺 短辺 深さ

85号土坑 4 F-131 N-30"-E 1.00m 0 70m 0.24m 楕円形 6 • 19号掘立建物内にあり、小ピットと重複する。
土師器片出土。

86号土坑 4 F-129 0.60m O.llm 円形 4 号掘立柱建物内にある。

87号土坑 4 E-129 1.90m 0.18m 円形 88号土坑を切る。

88号土坑 3 E-129 1.00m 0.13m 円形 87号土坑に切られる。

89号土坑 4 H-129 N-63"-E 1.40m 1.05m 0.23m 長方形 土師器片出土。

90号土坑 4 E-128 N-20'-W 1. 70m 1.30m 0.25m 楕円形 5 号溝に切られる。小ピット・ 3 号掘立柱建物と重

複する。

91号土坑 4 D-127 N-31'-W 1.10m 1.00m 0.14m 楕円形 6 号住居に切られ、 21号掘立柱建物内にある。土師

器片出土

92号土坑 4 F-129 N-80'-W 0.85m 0.70m 0 13m 長方形 4 号掘立柱建物内

95号土坑 4 A-119 N-60"-W 0.90m 0.64m 0.16m 長円形

96号土坑 2 Z -116 1.20m 0 12m 方形

97号土坑 3Y-l16 0.96m 0.07m 円形

98号土坑 3W-116 0.80m 0.06m 円形

99号土坑 3 X-113 N-32'-E 2.00m 1.45m 0.27m 長方形・箱形

101号土坑 4 F-129 1.90m 0.18m 円形 3 号住居の煙道部を切り、 102 • 103号土坑と重複。
102号土坑 4 F-129 N-37ー-W  1.40m 1.20m 0 20m 楕円形 101 • 103号土坑と重複する。
103号土坑 4 F-128 N-8ー -W 2.10m 1. 70m O.llm 楕円形 4 号溝に切られ、 102号土坑と重複する。

104号土坑 4 F-128 1.55m 0 14m 円形 101~106号土坑と重複する。

105号土坑 3 V-110 N-34ー -E 1.36m 1.30m 0.20m 長方形・箱形

106号土坑 4 F-128 N-37ー -W 1.60m 1.50m 0.26m 楕円形 3 号住居を切る。 101号土坑と重複する。

107号土坑 4 C -122 1.04m 0.30m 円形

108号土坑 4 B-125 0.60m 0.16m 円形

109号土坑 4 B-125 0.60m 0 12m 円形

110号土坑 4 A-124 0.50m 0.13m 円形

111号土坑 3 Z ~125 0.84m 0.20m 円形 116号土坑に接する。土師器甕小破片、小石出土。

114号土坑 4 D-127 l.OOm 0.13m 円形 115号土坑に切られる。土師器坪出土。炭化物有り。

116号土坑 3 Z -125 0.60m 0.24m 円形 路線外に伸びる。土師器甕出土。

118号土坑 4 B ~126 N-48ー -E 0.75m 0.50m 0.16m 長方形 土師器甕口縁部破片出土。焼土粒子僅かに見られる。

120号土坑 4 H-128 0.70m 0 10m 円形

121号土坑 4 H-129 0.85m 0.12m 円形

122号土坑 4 I -129 N-36ー -E 0.85m 0.15m 半円形 路線外に伸びる。

123号土坑 4 G-127 0.95m 0.15m 円形

124号土坑 4 G-127 0.60m 0.08m 円形 22号掘立柱建物と重複する。

125号土坑 4 G-127 N-lQー-E 0.80m 0.70m O.llm 楕円形 22母掘立柱建物内。土師器小破片出土。

126号土坑 4 G-127 N-25ー -W 0.60m 0.50m 0.12m 楕円形 22号掘立柱建物内。須恵器蓋完形出土。

127号土坑 4 G-127 N-22"-W 0.85m 0.55m 0 13m 長円形 22号掘立柱建物内。

128号土坑 4 G-127 0.60m 0.13m 円形 22号掘立柱建物内。

129号土坑 4 G-127 N-86"-W 0.80m 0.65m 0 06m 楕円形 22号掘立柱建物内。

130号土坑 4 C -127 N-80"-E 1.30m 1.20m O.llm 方形 中央部円形の掘り込みが見られる。焼土塊を含む

131号土坑 4 E-127 0.80m 0.18m 円形 土師器片出土。

132号土坑 3 L-96 1.30m 0.26m 円形

133号土坑 3 L-96 1.00m 0.14m 円形 壁面中央部が外に張る。覆土中に As-B を多含。

134号土坑 3M-93 N-53ー -W 1.60m 0.95m 0.08m 隅丸長方形

135号土坑 3 K-95 1.05m 0 27m 円形

136号土坑 3M-93 N-24ー -E 2.63m 1.34m 0.28m 楕円形

137号土坑 3 K-93 N-27"-W 4.80m 0.88m 0.29m 隅丸長方形

138号土坑 3 J -91 N-30ー -W 4.20m 0.70m 0.14m 隅丸長方形

139号土坑 3 K-92 N-70ー -W 1.50m 0.53m 0.09m 隅丸長方形

140号土坑 3 L-93 N-ll"-E 1.82m 0.80m 0.06m 長楕円形

141号土坑 3 K-96 0 70m 0.24m 円形 路線外に伸びる。

142号土坑 3 ] -90 N-20-W 1.72m 0.75m O.llm 隅丸長方形 路線外に伸びる。
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□ゾ|
L =91. !Om 

夏1 暗褐色土 As-Bを含む。

2 褐色土 黄褐色土塊を含む。

A A' 

一II 

l 暗褐色土

2 暗褐色土黄色土を混入

3 暗褐色土 黄色土を多く混入

4 暗褐色土粘性に富み、固く締まる。

A：三三＼
L =91.lOm 

―\--」―
1 黒褐色土 As-Bを多く混入

\ 

A' 

A
 L =91. !0m 

A' 

丁
1 暗褐色土焼土粒を混入

2 暗褐色土褐色土を混入

ー

A' 

A' 
L =90.lOm 

A 
_c_:_ L =90.20m 

一
A' 

L=91.10m 

__ーーミこェフ―
1 暗褐色土黄色土を混入

2 暗褐色土混入物少なく、色調は暗い。

ぎー
A' ~ L~9 1.2om A' 

L ~90.20m 

¥ l --— ノ一
1 明褐色土黄色土粒を多く含む。

A
 

A' 

A' 

--ーニニこ
1 暗褐色土 黄色土を塊状に混入。

A ...__‘こニ::._y-- A' 

こl二—／一

1 黒褐色土 As-B を多く混入

[

:

 ロA

A

 

L =90.20m 

L =90.20m L =90. lOm 

こニ

1 暗褐色土砂粒を混入し、粘性に乏しい。

2 暗褐色土 黄色土粒を塊状に混入

l 暗褐色土 黄色土粒を混入、粘性

には乏しい。

2 暗褐色土 黄色土粒を多く混入

3 黄褐色土

゜

卜｀
I 

2 
ぅ
3 3 

1 暗褐色土砂粒を多く混入し、粘性に乏しい。

2 暗褐色土 黄色土を塊状に混入

3 暗褐色土 黄色土の塊を少贔混入

2m 
第728図土坑実測図
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A
 

A' 

A' 

19号土坑

A A' Aー、一ープ ＼口 A' 

L =90 20m 

A' 

L =90 20m 

一1 暗褐色土砂粒．

黄色土粒を混入し、

粘性に乏しい。

\ A〔三;)A
A 
L =90.20m 

下
1 暗褐色土黄色土粒を混入

2 暗褐色土 l に類似し、鉄分が沈着。

3 暗褐色土 黄色土粒を多く混入

\ A 

L =90. !0m 

A' 

A' 

A' 

` 1 暗褐色土 黄色粘土を塊状に混入

2 暗褐色土 黄色粘土を多く混入

3 暗褐色土 ：；門］の混入は 2 より 1

L =90.20m 

¥ ¥_..-/ 

22号土坑

A
 

A' 

L =90.lOm 

口1 灰褐色土 As-A を多く混入

2 暗褐色土 As-A と黄褐色土の混土層

A A' 

17号土坑

L =90.00m/  

II 

1 暗褐色土黄色土粒を混入

2 暗褐色土 黄色土粒を多く混入

3 暗褐色土黄色土粒を 2 層より多く混入

4 褐色土

` 
1 暗褐色土黄色土粒． As-Aを多く混入 :—--L--フ
2 暗黄色土黄色土粒． As-Aを混入

3 黒褐色土黄色土粒を混入
1 暗褐色土 As-A を少量混入

4 黒褐色土 黄色土粒を多く混入
2 茶褐色土

、三

A A' A' 

L ~90.20m 

] 
1 暗褐色土 As-A を少

量混入

2 茶褐色土

3 暗褐色土 As-A ・茶色

土塊を混入

A
 

A' 

L =89.90m 1 黄褐色土褐色土粒を多く混入

< 1 

第729図土坑実測図 二゜
2m 
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‘ミ

23号土坑

L =90.20m 

口ヽ
A
-

A 

/ 

L =90. !0m 

l 黄褐色土 黄色土粒・黄色土塊を混入

A' 

1 灰褐色土 As-A を多く渇入

2 暗褐色土 As-A ・黄色土粒を混入

3 暗褐色土 As-A ・黄色土粒を少量混入

4 黄褐色土 28号土坑

\ 

A 

L =90.!0m 

A' 

l 灰褐色土 As~A を多く混入

2 暗褐色土黄色土粒を混入

3 茶褐色土黄色土塊混入

A 

L=89.90m 

A' 

A' 

□三□

¥ 27号土坑

A□□A iA 

A A' 

L =90.20rn 

三
1 暗褐色土黄色土粒混入

2 黒褐色土

3 暗褐色土黄色土塊混入

1 灰褐色土 As-A ・黄色土粒を混入

2 暗褐色土黄色土塊混入

3 暗褐色土黄色土塊混入、締まりあり。

A A' 

L ~90.20m 

口
l 暗褐色土 As-B ・黄色土塊混入

2 暗褐色土 As-B 混入

3 暗褐色土 黄色土塊を少量混入

4 暗褐色土黄色土塊混入

゜ 2m 

第730図土坑実測図
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--= 

A
 

L=90.20m - -A' 

三l 灰褐色土 As-A を多く混入

2 灰褐色土 As-A ・褐色土粒を混入

3 灰褐色土黄色土粒を混入

4 灰黄色土

1

2

 

ロ

32号土坑

□:\: 
L =90.20m 

L =90.20m 

,—-=• 

A' 

1

2

 

口灰褐色土 As-A を多く混入

茶褐色土

35号土坑

`:A  

L =90.20m 

可
1

2

3

 

1

2

3

4

5

 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

粘土塊

暗褐色土

暗褐色土

茶褐色土

As-A• B の混土層 1 

As-B を少量混入 2 

黄色土粒を混入 3 

黄色土粒を少輩混入 4

5 

6 

7 黄色土粒を混入

黄色土粒を少量混入

A' 

36号土坑

I□ 

灰褐色土

暗褐色土

茶色土塊

暗褐色土 黄色土粒・塊を含む。

暗褐色土 黄色土粒・塊を含む。

暗黄白色土粒子・塊を含む。

暗褐色土 黄色土粒を僅かに含む。

黄色土粒・軽石を含む。

黄色土粒・軽石を含む。

/~ 

37号土坑

A 

L =90.20m 

：ニ一=1 暗褐色土 As-B を少量混入

1

2

3

4

 

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

暗褐色土

一
A三：— L=90.20m ~ 

A
 

_!:_ L =90.30m 

__[ 

A
 

38号土坑

黄色土粒を少量混入 5 

1 層より暗い色調を呈す。 6

7 

黄色土粒を混入

m
 

。
2
 

ー
, = 

L
 

\
A_ A' 

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

黄色土粒を少量混入

黄色土粒を混入

黄色土粒を混入。

A 
L =91.00m 

A' 

暗褐色土 黄色土粒を混入

1 

2 

3 

1 

＼＝ニニニ／一
2 3 

暗褐色土 As-B を含む。

褐色土 黄褐色土塊を僅かに含む。

黄褐色土 黄褐色土塊を主体とする。 ` 
l 褐色土黄色土粒を混入

2 褐色土黄色土塊を混入

3 褐色土 黄色土塊を多く混入

゜

文一
1 暗褐色土 As-B を混入

2 褐色土

2m 

第731図 土坑実測図
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A L=91.!0m 

①暗褐色土黄色土粒混入、砂質。

②暗褐色土黄色土塊混入

③暗褐色土 黄色土塊を多く混入

l 褐色土 軽石を混入

2 灰褐色土黄色土塊混入

3 褐色土 黄色土塊混入

A' 4 褐色土 黄色土塊少量混入

/ /

i

 

ー

62号土坑

` A' 

A -

L ~90.lOm 

57号土坑
A' 

A L =98.80m A' 

-----、

~ L=91.00m A' 

て
2 

1 暗褐色土軽石混入。砂質。

2 暗褐色土軽石少量混入

l 黄褐色土黄色土塊混入

2 黄褐色土 黄色土塊・焼土混入

L =90. 70m 

1 暗褐色土軽石・焼土粒子混入

2 暗褐色土 黄色土粒混入

3 暗褐色土 黄色土粒・焼土粒混入

尺

坑
土

土

A

土
土
土
号

ｷ

-

L
1
1
9
1
.

0
0
m
.

色
色
色

3

透
褐
褐
褐

7

5
 

.

1

2

3

 

は

[
5

入
入
や
し
。

合

5
5

[
A
A
2
3
3
〗
証
証1
餌
m

三
A口
巴
己

1

2

2

3

3

4

4

 

入混

A
―
入
子＿
混
粒
入

量
土
混

ｷ
 

入
少
焼
塊

,
2

混
を
•
土

1

石
石
石
色

軽
軽
軽
黄

土
土
土
上

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

暗
暗
暗
暗

’ 
入
入

□
1
1
2
3
 

／
~
湿
濃三

三
言

1

2

3

4

 

入混
入を
混
／

粒
塊
パ
＇戻

□A

1
1
2

号3
 

6
 

/
 
□
二2

土号ー6
 

黒褐色土黄色土粒混入

2 黒褐色土黄色土粒を多く混入

3 暗褐色土

゜ 2m 

L =90.20m 

文

64号土坑

□A[ 
L =90.20m 

l 

ー文コニニ／一

1 黒褐色土 As-B 混入

2 黒褐色土 As-B ・黄色土粒混入

A 

A 
- L=90.70m 

A' 

A' 

第732図土坑実測図

~2 
1 暗褐色土 As-B ・焼土粒·

炭を少量含む。

2 暗褐色土黄褐色土塊・少

量の焼土粒を含む。

3 暗褐色土 少量の炭・焼土

粒を含む。

4 暗褐色土黄褐色土塊·焼

土粒・炭を含む。

5 暗褐色土焼土粒・炭含む。
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l
_

ー

L
\
、

A

A
-

辻＼l
2 

1 黒褐色土 As-B を少量混入

1 褐色土 黄色土塊．粒混入 2 褐色土

2 暗褐色土黄色粒混入

3 暗褐色土 黄色粒・焼土粒を混入

A' 

L =90. 70m 

〖□下言：

A
ｭ

ー
、
―
.

\ 
A

-

A

 

言
〕

A

-

A

 L =91.00m 

— 3 

1 暗褐色土 As-B ・焼

土粒混入

2 暗褐色土 As-B を多

く混入

3 褐色土

A' 

L ~9 1.00m 
l 

定
3 

1 暗褐色土 As-B を多く

混入

2 暗褐色土 As-B を混入

3 暗褐色土 As-B ・焼土

粒混入

1 暗褐色土黄色土粒混入

2 暗褐色土 黄色土粒を少量混入

3 暗褐色土黄色土塊混入

\ 

v̀ 

叫 叫

1 暗褐色土 As-B •焼土粒子混入

2 灰褐色土焼土粒子を多く混入

3 暗褐色土黄色土粒を混入

①灰褐色土黄色土粒を混入

②灰褐色土 黄色土粒・焼土粒子混入

③暗褐色土黄色土粒・灰色土・少量

の焼土粒を含む。

゜
2m 
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L =90.80m 

1 褐色土 As-B ・黄色土粒混

2 褐色土黄色土粒を多く混入

3 黄褐色土

• 

□: 
L =90.80m 

A'7ミニ三三三亨―
1 灰褐色土 As-B ・黄

色土粒混入

2 褐色土

18: 
L =90.80m 

オ

戸三可
1 褐色土 黄色土粒・焼土粒子混入

2 褐色土黄色土塊混入

3 褐色土黄色土塊を多く混入

4 褐色土黄色土塊を多く混入

暗褐色土焼土粒混入

暗褐色土焼土粒子・黄色土粒混入

暗褐色土 黄色土粒を多く混入

黄褐色土

褐色土

A 
①褐色土 As-B を多く混入
②褐色土黄色土塊混入

: ::: ：］りょ：：：ゞ
3 褐色土黄色土塊混入 L =90.80m 

A' 

¥ _  
第733図土坑実測図
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l 暗褐色土 黄色土粒・軽石混入

2 褐色土 黄色土粒少量混入

3 褐色土 黄色土粒混入

ー
ー
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＼
十
ー

A
 

-iに二戸三
1 暗褐色土 As-B ・黄色土粒混入

2 暗褐色土 As-B ・焼土混入

3 暗褐色土黄色土塊混入

4 暗褐色土 As-B 混入

5 暗褐色土 As-B を多く混入

3
4
5
二
』
〖
口

1
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4
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色
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暗
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1
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A：三］：＼
L =90.40m 

A — L ~90.80m A' 

¥ l --] 

1 暗褐色土\ 
-¥  _l_ _j  

1 暗褐色土 As-B ・黄色土粒混入。

L =90.40m 

1 暗褐色土黄色土塊混入。砂質。

Ae:¥ 
—L =90.30m 

--_ l -

1 暗褐色土 As-B 混入

105号土坑

A L ;90.30m A' 

1 褐色土 As-A を多く混入

2 黄褐色土黄色土粒混入。砂質。

3 暗褐色土砂粒混入

4 暗褐色土砂粒・黄色土粒混入

5 茶褐色土

A' 

A L=90.30m A' 

1 黒褐色土 As-B を含む。

2 暗褐色土 わずかに As-B を含む。

3 褐色土 黄褐色土塊を含む。
゜ 2m 

第734図土坑実測図
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\ 

103号土坑

゜

101号土坑

m̀| 

叫

_A L=90.80m A' 

文 ミ一

1

2

3

4

5

6

 

褐色土

暗褐色土

暗褐色土

暗褐色土

灰褐色土

黄褐色土

As-B 混入

黄色土粒混入

黄色土粒・黄色土塊混入

黄色土粒混入。砂粒少量混入。

A
 

[
、
―

A 
- L=90.60m 

1

2

 

<
暗褐色土 As-B を多く混入

暗褐色土 As-B ・黄色土粒混入。

二08号土©:\
L=90.50m 

A
 

1

2

3

 

A' 

ヘ疇三三―
暗褐色土 As-B 混入。

暗褐色土 As-B 少量混入。

褐色土 黄色土粒混入。

黄褐色土

1

2

3

 

\ 
110号土坑< A

A A' 
L ~90.50m 

洛這芦］
暗褐色土 As-B ・黄色土粒混入

暗褐色土 黄色土粒を多く混入

黄褐色土

¥ 111号土坑

口~ L=90.40m 仝＿’

こ暗褐色土 As-B ・焼土粒子混入

暗褐色土 黄色土粒を多く混入

~ 116号土坑

／二冨こ
•-

B B' 
L =90.40m 

- -
I~IVは基本土層参照
1 暗褐色土軽石・焼土粒子混入

2 暗褐色土黄色土粒混入

3 褐色土 黄褐色土塊混入

゜ 2m 

第735図 土坑実測図
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1 暗褐色土炭化物・焼土粒を混入

2 暗褐色土 炭化物・焼土粒・軽石混入。

3 暗褐色土黄色土粒混入

4 暗褐色土 黄色土粒を多く混入
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A_((123号土坑］＼
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L ~90.80m 
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ー ＼ミニフ一
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l 暗褐色土軽石

黄色土粒混入

2 暗褐色土軽石・

黄色土塊混入

3 黄褐色土

A
 口

＿L
I
 

A
i

A
ｭ

三
L

\ 
9

.

 

A

＿
ざ
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/ -

1 灰褐色土

2 暗褐色土軽石混入

L ~8 1.00m 
1 

—-
2 

1 暗褐色土黄色土粒混入

2 黄褐色土

ーロ

II 

A-- -二匪三•A'

：ニロ含む

1 暗褐色土軽石混入

-¥  

l 暗褐色土黄色土粒を

少量混入

1 暗褐色土 黄色土粒を少量混入

2 暗褐色土黄色土塊混入。砂質。

3 暗褐色土黄色土塊混入

4 黄褐色土

L =90.SOm 

• 
1 暗褐色土 黄色土粒を少量混入

I
A
-

A
 

A

,

 三
＿L

ーロー
L =90.90m 

131号土坑

A：□＼ 
L=89.70m 

文3 

l 暗褐色土 As-B ・黄色土粒混入

2 暗褐色土 As-B ・小石を混入

3 暗褐色土黄色土粒混入／

へ---l こ-..  プ

1 暗褐色土小石を混入する。

A
 

A' 

A' 

A
 

入混子粒土焼
入
・
混
粒
塊
土
土
色
色
黄
黄

2
 

ー

土
土
色
色
褐
褐
暗
暗
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 ロ
1 暗褐色土 As-B • 

黄色土塊混入

A' 

A' 

L =89. 70m 

℃ 

こ2 

1 暗褐色土 As-B ・焼土粒子混入

2 暗褐色土 As-B ・焼土塊混入

3 茶褐色土

1 黒色土 As-B を多く混入

2 暗褐色土 As-B •黄色土塊混入

L =89. 70m 

第736図土坑実測図
゜

六
2 

1 灰褐色土 As-B ・黄色土塊混入

2 褐色土 黄色土塊を多く混入

2m 
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A 
- L=89.70m 

ー

A' 

こ1 褐色土 軽石を多く混入。砂質。

2 灰褐色土 黄色土塊を多く混入

3 褐色土 黄色土塊を多く混入。砂質。

A
 

137号土坑 A' A
 

138号土坑 1;A'

ー一ー／←

A
 

_A L=89.70m A' 

口

139号土坑 ネ／ク／

A A' 
..:..c... L =89. 70m 

A A' 
- L =89.70m --

A A' 
L =89. 70m □ 

¥ l プ

1 暗褐色土

1 暗褐色土 As-B ・小石

を多く混入。

口1 暗褐色土 As-B ・小石

を多く混入。

1 黒褐色土と黄色土塊の混土層

2 灰褐色土と黄色土塊の混土層

- / I-

A 

A L=89.80m 

141号土坑

I ► I ► 
r•, 

A' / II 
定

己ョ

le:: 

A' 

A L =89.SOm A' 

黒褐色土砂粒を混入

暗褐色土

3 褐色土
\ 

1 暗褐色土 As-B を混じる。
゜ 2m 

第737図土坑実測図
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口ロニl!'／□□＼
＼ロニ＝＝／ク／4:1 ／□□□□［ロニ‘‘、;

ロロニ三／―-一

¥ ¥ 

() 1 • 2 • 4~12 • 15 

土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置

器形 (cm) 

1 土師器 115土坑

坪 +6.5 

2 土師器 115土坑

坪 +11 

3 土師器 72号土坑

甕 +12.5 

4 須恵器 58号土坑

坪 +18 

-- -,  cCJ. 
▽ロロ＝二三

ロ―--/
I I 14 

// 13 

3 • 5 • 13 • 14 
10cm20cm 

ニニ --==  

15 

第738図土坑出土遺物実測図

口径・底径・高さ
1. 色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴

残存状況 (cm) 

13.8 - (3.5) 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

ｽ 3. 酸化焔やや軟質 底部手持ち箆削り。

12.8 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、末調整。

% 3. 酸化焔軟質 底部手持ち箆削り。

14.6 5.0 1 ．橙色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で。胴上部横、斜方向箆削り。

3. 酸化焔やや軟質

6.6 1.灰白色 2. 白色粒小石含 輔櫨整形。底部箆撫で。

% む 3. 還元焙良好
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番号
器種 出土位置 口径・底径・商さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

5 土師器 75 号土 20.6 1 ．橙色 2. 砂粘土粒含む 口縁部横撫で。

甕 坑＋ 13.5 3. 酸化焔良好

6 土師器 79号土坑 14 0 1.橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で。体部、底部表面摩耗。

坪 覆土 % 3. 酸化焙やや軟質

7 土師器 80号土坑 11 8 1.橙色 2. 細砂、粘土粒含む ロ縁部横撫で。体部、底部手持ち箆削り。

坪 +5.5 % 3. 酸化焔やや軟質

8 土師器 81号土坑 15.8 4.6 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部、底部表面摩耗。

坪 覆土 % 3. 酸化焔やや軟質

, 須恵器 106号土 1.灰白色 2. 細砂粒含む 肩部張り、 1 条沈線巡る。

互ギ 坑十 5 3. 還元焔硬質

10 土師器 81号土坑 17.0 1 ．橙色 2. 粘土粒含む 口縁部横撫で。体部、底部表面摩耗。

坪 覆土 3. 酸化焔良好

11 土師器 116号土 11. 2 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。指押さえ、未調整。

坪 坑床直 ｽ 3. 酸化焔軟質 底部手持ち箆削り。

12 土師器 116号土 13.0 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部表面摩耗。

坪 坑一 4 % 3. 酸化焔やや軟質

13 土師器 116号土 23.3 1.橙色 2. 砂粘土粒含む 口縁部横撫で。口唇部僅かに折り返し、頸部強い撫

甕 坑ー 4 3. 酸化焔良好 で、弱い稜を持つ。表面摩耗。

14 土師器 118号土 22. 7 1. 橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。口唇部折り返し。頸部強い撫で稜を

甕 坑＋ 17 3. 酸化焙軟質 有する。

15 須恵器 126号土 13. 9 5.0 1.灰色 2. 片岩小石含む 宝珠形摘み。口縁部直立、横撫で肩部摘まみ出し。

蓋 坑 完形 3. 還元焔硬質

5 溝

1 号溝（写真図版242) 土坑と重複する。 3 号溝、道路遺構と走行は平行し

遺跡北側に位置し、走行は南北方向N-45゜傾く。確

認全長24m、最大幅0.5m、高低差O.lm、僅かに東に

傾く。 As-A を鋤き込んだサク状遺構に切られ、 1

号竪穴状遺構を切る。箱形に掘られ、覆土下層には

水の流れた痕跡である細砂等のラミナ状の堆積が見

られる。遺物は片岩礫等が浮いた状態で出土してい

ている。

3 号溝（写真図版242)

遺跡北側、 30~3 R-99~103グリッドに位置し、

走行は南北方向E-30゜傾く。確認全長24m、最大幅

0.3~0.6m、高低差10m前後で東に緩く傾く。 22号土

坑と重複する。る。

2 号溝（写真図版242)

遺跡北側、道路状遺構南 30~3 R-99~104グリッ

ドに位置し、走行は南北方向N-30゜傾く。確認全長

24m、最大幅0.3~0.5m、高低差O.lm前後東に緩く

傾く。 As-A を鋤込んだサク状遺構に切られ、 23号

596 

4 号溝（写真図版242 • 252) 

遺跡中央南寄り、 4 B~4 G-126グリッドに位置

し、走行は東西方向に向く。確認全長24m、最大幅1.

2m、高低差O.lmで緩く傾く。周囲は掘立柱建物跡集

中部分であるため、柱穴を切っている。掘形は浅く
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A~患賢A' 口-:::勺:軽石黄褐色土塊含む
2 暗褐色土僅かに白色軽石含む

L =89. 70m 3 暗褐色土

4 灰褐色土細砂含む

5 灰褐色土細砂混じり

2.5m 

B I'B'  

弐コこ
l L=90.10m 

＼も？

c C' 
ー、一

ー文芝=-
1 

L =90.00m 

D D' 
--- —. I~III は基本土層参照

三 l 褐色土 白色軽石混じり（As-A か）
2 2 暗褐色土 白色軽石含む

L =90.00m ゜ 2.5m 

第739図 1~3 号溝実測図
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As-B らしき白色軽石を多量に含む。溝中央部より

若年の馬歯が出土している。途中から 5 号溝が別れ

出ている。また、 12号溝と平行関係にあり、その中

央部を現在の農道が通っている。

5 号溝（写真図版242)

遺跡南寄り、 4B~4 E -126グリッドに位置し、走

行は東西方向に向く。確認全長14m、最大幅0.8m、

高低差はほとんどない。 6 号住居、掘立柱建物、土

坑等を切っている。路線内中央より、 4 号溝と分岐

する。掘形は浅く、覆土中には As-B を多く含む。

6 号溝

遺跡中央南寄り、 4 F • 4 G -129 • 130グリッドに

位置し、走行は南北方向より N-30゜傾く。確認全長

llm幅0.4m、高低差は、ほとんどない。 4 号住居竃

部分を切る。覆土中には、 As-B が混じる。

7 号溝（写真図版242)

遺跡中央南寄り、 4E~4 F-127~129グリッドに

位置し、走行は東壁から始まり東西方向に向き途中

より N-40°- E の傾きをもって南西方向に変わる。

最大幅0.5m、高低差0.2m、北に向かい緩く傾いてい

る。覆土中には As-B を多く含む。 6 • 7 • 19号掘

立柱建物を切っている。

8 号溝（写真図版242 • 252) 

遺跡中央部 3Y~4 B-118~119グリッドに位置

し、走行は東西方向に向き、路線を横断する格好と

なる。西壁寄りには、長辺 4m、短辺 2m、深さ 0.38

m程の規模を持つ不定形の掘り込みがあり、須恵器

が出土している。

9 号溝

遺跡中央部 3W~3 Y-117•118グリッドに位置し、

走行は東西方向に向く。掘り込みは浅く、覆土中に

は As-B が含まれる。
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10号溝（写真図版243 • 252 • 253) 

遺跡中央部 3T~4 A-113~116グリッドに位置

し、東西方向に N-65゜の傾きをもって路線を横断す

る。確認全長33m、最大幅 7m、比高差0.2m前後あ

り、西から東に傾斜している。東よりの部分で11号

溝と合流する。掘形は断面台形の掘り込みをもつ。

河床面は多量の礫が混じる。また、底面にはウォー

ターフォールや蛇行した痕跡が認められる。遺物は、

底面の礫混じりの中から、土師器坪や須恵器の破片

及び表面の摩耗した埴輪破片等が出土している。

11号溝（写真図版242 • 243) 

遺跡中央部 3 Vｷ 3 Y-112~113グリッドに位置し、

走行は東西方向に向く。確認全長15m、最大幅1.5m、

比高差は0.2m前後であり、 10号溝との合流部分で

は、 2.5mの幅をもつ。西から東に向かい傾斜してい

る。掘形は断面台形状を呈する。

12号溝（写真図版242)

遺跡中央部南寄り 4A~4 E -126グリッドに位置

し、走行は東西方向にN-80の傾きをもつ。確認全

長16m、最大幅0.8m前後、比高差はO.lmをはかり、

僅かに東に傾斜している。 114 • 115号土坑及び20号

掘立柱建物を切っており、覆土中には、 As-B を多

く含んでいる。掘形は、浅い。また、農道及び 4 号

溝と走行を同じくしている。

13号溝

遺跡北側 3M~3 N-92~94グリッドに位置し、走

行は南北方向より 43°-E傾く。確認全長 9m、幅 1

m、高低差は殆ど見られない。 14号溝と近接する。

14号溝

遺跡北側 3 L~3M-91~94グリッドに位置し、走

行は南北方向より N-48°-E傾く。掘形は丸底を呈

する。
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

L =90.20m 
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I-III基本土層参照

1 黒褐色土 As-B、多量に含む

D' 2 暗褐色土 河線跡、細砂粘質土、互層に混じり
3 暗褐色土灰褐色土塊、小石含む

4 灰褐色土暗褐色土塊、小礫含む

5 暗黄褐色土黄土色塊、小礫混じり

① 灰褐色土 砂礫多量に含む 6 黄褐色粘質土 7 暗褐色粘質土

②灰褐色土 砂礫わずかに含む 8 暗褐色礫層

1 灰褐色土 As-B、小石 I-IV基本土層参照

2 灰褐色土 小礫、粗砂混 1 淡褐色土 As-B多量に含む

じり 2 黒褐色土 As-B、白色軽石

上 3 灰黄色土小石、細砂混 3 褐色土 白色軽石僅かに含む
＼文之三 じり 4 暗褐色土黄色細砂塊混じり

4 ② 4 灰黄色土黄緑細砂多く 5 茶色土 黄色細砂混じり

含む 6 灰茶色土灰色粘質土、鉄分沈着

7 黄白色土微砂質土5m 

第742図 8~11号溝断面図
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第744図 10号溝出土遺物実測図

溝出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 4 号溝 12.1 1.橙色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好 底部手持ち箆削り。

2 土師器 10号溝 14. 7 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 底部欠損 3. 酸化焙良好

3 土師器 10号溝 11.9 3.6 1.にぶい橙色 2. 精選 口縁部横撫で。口唇部内屈。沈線巡る。

坪 3. 酸化焔良好 体部未調整。底部手持ち箆削り。

4 須恵器 8 号溝 30.0 1.灰白色 2. 粗砂粒含む 口縁部短く外反、端部折り返し口縁。

甑 3. 還元焙硬質 胴部回転撫で。

5 須恵器 8 号溝 13.4 1.灰白色 2. 粗砂粒含む 胴上端部箆撫で。底部箆撫で。

甑 3. 還元焙硬質

6 土師器 10号溝 12.0 1.にぶい橙色 2 ．精選緻密 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 口縁～底部％ 3. 酸化焙良好 底部手持ち箆削り。

7 土師器 10号溝 17.0 4.5 l ．明赤褐色 2. 精選緻密 口縁部横撫で、弱い稜を持つ。

盤 口縁～底部％ 3. 酸化焔良好 体部～底部手持ち箆削り。

8 須恵器 10号溝 8.0 1.灰白色 2. 白色粒片岩小 帷轄整形。体部下端箆調整。

坪 , 石含む 3. 還元焔硬質 底部回転箆切り離し。

, 埴 輪 10号溝 1 ．赤橙色 2. 砂粘土粒含む 縦刷毛。 5~6 単位。内面指撫で。

破片 3. 酸化焔良好
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

10 須恵器 10号溝 1. 灰白色 2. 白色粒含む 肩部屈曲、 2 条の沈線巡る。

長頸壺 3. 還元焔硬質

11 須恵器 10号溝 26.7 1.にぶい橙色 2. 白色粒含む ロ縁部折り返し。

甕 口縁％ 3. 還元焔硬質

12 須恵器 10号溝 1.灰白色 2. 白色粒含む 頸部撫で。胴部球形。

甕 頸部％ 3. 還元焙硬質
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6 遺構外出土遺物
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第 1 節 I 区検出の遺構と遺物

遺構外出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 4 I -131 15.5 1. 明褐色 2. 砂粘土粒含む 口縁部横撫で。体部、底部表面摩耗。

坪 G 3. 酸化焔軟質

2 土師器 4 I ~ 131 12.8 1.明褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

杯 G 底部欠損 3. 酸化焔やや軟質 底部手持ち箆削り。

3 土師器 4 Q-99 12.3 4.0 1 ．褐色 2. 粗砂粒含む 口縁部横撫で。体部箆削り、内面回転撫で。

坪 G 完形 3. 酸化焔良好 底部平底、箆削り。

4 須恵器 4 H-128 13.8 3.5 1.灰黄色 2. 細砂粘土粒含 輔轄整形。底部回転箆調整。

坪 G 底部欠損 む 3. 還元焔良質

5 土師器 4 J -132 14.0 1.明褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。

坪 G 底部欠損 3. 酸化焔良好

6 土師器 4 J -132 15.0 1.にぶい橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部指押さえ、未調整。

坪 G 底部欠損 3. 酸化焙やや軟質 底部手持ち箆削り。

7 土師器 4 J -132 14.0 3 5 1.褐色 2. 粘土粒片岩小石 口縁部横撫で。体下部箆削り。

坪 G 完形 僅かに含む 3. 酸化烙軟質 平底箆削り。

8 土師器 4 J -132 13.4 3.4 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。体部、底部指押さえ、表面摩耗。

坪 G 完形 3. 酸化焔やや軟質

, 土師器 4 J -132 1. iこぶい橙色 2. 砂粒含む 体部、底部表面摩耗。

坪 G 3. 酸化焔良好

ヽ

10 須恵器 4 J -132 11.1 1 ．灰黒色 2. 白色粒粘土粒 底部高台貼り付け、撫で。

椀 G 含む 3. 中性焔軟質

11 須恵器 4 J -132 20.0 15.3 3.5 1.黄灰色 2. 白色小石 片岩 口縁部撫で。体部箆調整。

盤 G 粒含む 3. 還元焔硬質 底部高台貼り付け後、撫で。回転箆調整。

12 須恵器 4 J -132 1.灰色 2. 精選緻密 口縁部回転撫で。
g ギ G 肩部破片 3. 還元焔硬質 胴部上位 2 条の沈線巡る。

13 土師器 4 J -132 15.8 1 ．明赤褐色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で。頸部強い撫で。

甕 G 3. 酸化焔軟質 胴部、表面摩耗。

14 土師器 4 J -132 7.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 胴下半部斜方向箆削り。

甕 G 3. 酸化焙良好 平底、箆削り。

15 須恵器 4 J -132 20.2 1.暗灰色 2. 白色粒多量に 口縁端部強い撫で。

鉢 G 含む 3. 還元焔硬質 胴部紐造り。

16 須恵器 4 J -132 15.8 1.黒褐色 2. 白色粒粗砂含 胴部紐造り、下端撫で。

甕 G む 3. 還元焔硬質 底部内面のみ自然釉付着。
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

ー 竪穴住居跡

1 号住居跡（写真図版256)

置
模

竃
位
規 北壁東隅

焚口部幅50cm 燃焼部奥行き 50cm ・幅45cm • 

位置

方位

規模

壁高

貯蔵穴

床面

掘形

遺物

5 E • 5 F-181 ・ 182グリッド

N-4T-E 

る。大半は路線外に伸び未調査。

東南壁1.9mを測る。

52cm前後

無し

垂直に立ち上がる。

柱穴

重複

無し

3 号溝に切られ

周溝 無し

掘形面をそのまま使用している。

全体的にフラットな面に仕上げられている。

無し

深さ 60cm 煙道部長さ 80cm ・幅20cm

煙道部への立ち上がり 20cm

構築

垂直に立ち上がる。

燃焼部は壁外にあり、袖をもたない。掘形は

方形の箱形を呈し、壁面は垂直に立ち上がる。火床

面は、床面より 5cm程下がり灰の堆積見られる。火

床面直上には、暗灰褐色土の薄い層を挟み、天井部

崩落土である底面が焼土化した粘性の強い黄褐色土

の堆積が見られる。側壁立ち上がり部分には、幅10

cm、深さ 10cm程の拡張部分が見られる。 この部分は

天井部を渡した部分と考えられる。煙道部は斜方向

に掘られ、天井部が残る。

~I 

愈
吸

6
 

< 

゜

\ 
、V

= 

L =92.50m 

第748図

1 暗黄土色土

1' 暗黄土色土

2 暗褐色土

3 黄土色粘土

4 褐色土

5 褐色土

2m 

1 号住居跡実測図

V層塊主体

黄土色土と灰褐色土の混土

V層塊含む。

天井部崩落土。

黄土粒僅かに含む。

黄土粒塊、灰褐色塊含む。

2l .̀.c| 

1

2

3

4

5

6

7

 

a_ 
a, 

第749図

暗黄土色土

暗褐色土

黄褐色土

赤茶色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

暗灰褐色土

゜

ニ l

L =92.40m lm 

1 号住居跡竃実測図

V層塊多量に含む。

V層塊含む。

天井部崩落土

焼土層

焼土塊、炭化物含む。

v層塊少量含む。

少量の焼土、炭化物含む。
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2 号住居跡（写真図版256 • 260) 

位置

重複

5 F-182グリッド 方位 N-70ー -E 

3 号溝に竃部分を切られる。大半は調査区外

べ

g
I
 

r1 
II 

6
 

のため、未調査。

規模

壁高

東南壁2.7m を測る。

42cm前後

貯蔵穴

床面

繊維質の炭化物を含んだ炭化物が全面に広がり、火

災住居の可能性が考えられる。

掘形

遺物

無し

垂直に立ち上がる。

柱穴

掘形面をそのまま使用している。床面上には

全体的にフラットな面に仕上げられている。

竃内より土師器甕と確認部分の中央部に須恵

器坪、土師器盤出土。

無し 周溝 無し

また、 15cm前後の片岩系の棒

状礫がまとまって出土している。

゜ L ~92.40m 2m 

第750図 2 号住居跡実測図
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上

上

`
e
 

"'I 

置
模

竃
位
規 北壁隅

焚口部幅45cm

深さ 60cm

燃焼部奥行き 55cm ・幅50cm • 

煙道部は 3 号溝に切られ僅かに煙道口の

始まり部分のみ確認。

煙道部への立ち上がり 50cm

構築

垂直に立ち上がる。

燃焼部の位置は確認時において壁外に構

2~14は住居覆土参照

① V層の二次堆積土（天井部の一部か）

② v層と黒褐色土の混土。

③ 焼土を主体としたV層。

④ 焼土塊を僅かに含むV層。

築されたものと考えられたが、竃部分の精査を

行った結果、住居掘形段階では燃焼部奥壁部分

まで掘り込み、竃構築時に粘質の黄褐色土を積

め竃を構築したことが確認できた。燃焼部は箱

形を呈する。壁面は垂直に立ち上がり、赤茶色

に焼土化している。火床面は床面より 15cm程低

く、灰の堆積見られる。竃内には土師器甕 2 個

体が組まれ、焚口部天井の補強材として使用さ

れたと考えられる状況で検出された。

I ～団は基本土層参照

1 茶褐色土。

2 多量のV層塊を含む黒褐色土。

3 少量のV層塊を含む黒褐色土。

4 少星のV層塊を含む黒褐色土。

5 細かいV層塊を含む黒褐色土。

6 二次堆積のV層。

7 V層の塊を含む黒褐色土。

8 黒色土。

第751図 2 号住居跡鼈実測図

9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
 

炭化物層（焼けた上屋の部材）

黒色土。

黒褐色土と V層の混土。

V層。

僅かな黒褐色土を含むV層。

灰層。

黒褐色土と V層の混土

゜ L =92.40m lm 
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

ー

< \ 

\\ ヽ
I/ ’9 3 

9/ 

゜ 10cm 
2~5 20cm 

2 号住居遺物観察表
第752図 2 号住居跡出土遺物実測図

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 土師器 北東 15.9 4.0 1 ．橙色 2. 砂粒含む ロ縁部横撫で、弱い稜を持つ。

坪 -l 口縁部～底部％ 3. 酸化良好 体部～底部手持ち箆削り。

2 土師器 覆土 20.6 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部横撫で。胴部上位横箆撫で。

甕 口縁部～胴部％ 3. 酸化焙良好 内面箆削り。

3 土師器 竃内 23.5 1.橙色 2. 細砂粘土粒含む 口縁部外反横撫で。頸部くの字状に屈曲。

甕 -11 ほぼ完形 3. 酸化焙やや軟質 胴上部斜方向箆削り 中位～下位縦方向箆削り。

ヽ

4 土師器 竃内 22.2 30.2 1.橙色 2. 細砂粒含む 口縁部横撫で、大きく外反。口唇部撫で。

甕 -2 底部欠損 3. 酸化焔良好 頸部横位、他全面斜縦方向箆削り。内面箆撫で。

5 土師器 竃内 22.5 5.5 30.5 1. 橙色 2. 砂粒含む 口縁部横撫で、口頸部くの字。胴部上位横、中位斜

甕 床直 ほぽ完形 3. 酸化良好 め、下半縦方向箆削り、内面箆削り。
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第IV章中大塚遺跡

2 土 坑

II 区の遺構確認面は浅く地表面より 20cm~30cm程

で基本土層IV層まで達する。耕作土直下には As-A

B を含む層が見られる。土坑はこの軽石混じりの層

を掘り込み構築されている。

土坑形状の大半は円形及び楕円形を呈する土坑で

あり、 9~11号、 13号土坑は不整形のアメーバー状

を呈し、 21号、 26号、 27号、 30号土坑は長方形を呈

する。円形または楕円形を呈する土坑には、浅い掘

り込みを持つものと断面台形状の掘り込みを持つも

のの 2 種類あり、どちらも覆土全体に As-B を含ん

でいる。／

アメーバー状を呈する不整形の土坑は、 As-B を

少量含み、上面には20cm大の片岩礫がまとまって出

土している。

長方形を呈する土坑の中で21号土坑は、平らな底

面に20cm前後の片岩礫を敷き詰めたような状態で検

出された。壁面は底面から中程まで垂直に立ち上が

り、緩く開きながら上端に達する。覆土中には小礫

と白色軽石を含み、焼土や炭等は見られない。用途

は不明である。また、 30号土坑は長い長方形を呈し、

側壁はやや袋状に掘り込まれ底面が上端より広く

なっている。覆土はV層塊を多量に含み一度に埋め

戻されたような状態が見られる。

遺物は、 30号土坑より丸底の土師器の柑が、また

33号土坑より鉄製の釘が 5 本それぞれ出土してい

る。

中大塚遺跡 II 区土坑表

I 
規 模

遺構名 位 置 方 位
長辺 短辺 深さ

形 状 備 考

1 号土坑 4 U-165 0.72m 円形

2 号土坑 4 V-166 N-9 -E 1 60m 1.12m 0.55m 楕円形

3 号土坑 4 W-167 N-2-E 1.80m 1.20m 0.49m 楕円形

4 号土坑 4X-167ｷ169 N-28-E 1 92m 1.72m 0.36m 楕円形

5 号土坑 4 X-169 N-4-E 1.60m 0.20m 0.42m 楕円形

6 号土坑 4 Z -168 N-72.5-W 1 OOm 0.80m 0.16m 長円形

7 号土坑 42-167•168 1.12m 0.08m 円形

8 号土坑 5 A-169 1.36m 1.24m 0.46m 楕円形

9 号土坑 4Z•5Z-171 N-22-E 2.00m 0.88m 0.18m 不整円形

10号土坑 5 A-173 N-30-W 2.60m 1.20m 0.24m 楕円形 小ピット・土坑近接。
11号土坑 4Zｷ5A-173 N-9-W 1.40m 1.00m 0.17m 楕円形

12号土坑 5 A-173 N-23.5-E 1 20m 0.68m 0.18m 楕円形

13号土坑 5 A-173 N-9-W 3.00m 0.88m 0.12m 楕円形
14号土坑 5 A-173 N- 0.72m 0.64m 0.07m 楕円形

15号土坑 4 Z -175 l.OOm 0.06m 円形

16号土坑 4 Z -175 0.84m 0.09m 円形

17号土坑 5 B-176 1.60m 0.06m 円形

18号土坑 5 C-176 1.12m 0.15m 円形

19号土坑 5 C-176 l.OOm 0.09m 円形

20号土坑 4 Z -177 N-38-E 1.52m 0.72m 0.70m 楕円形
21号土坑 4Y•4Z-171 2.80m 0.07m 円形 底面に河原石敷きつめられている。

22号土坑 5D-177ｷ178 N-40-E 1.80m 0.84m 0.22m 楕円形 路線外に伸びる。

23号土坑 5 C-180 N-58"-W 1.30m 1.20m 0.09m 長方形 3 号溝に接する。

24号土坑 5B-183•184 N-84ー -s 0.84m 0.80m 0 15m 楕円形
25号土坑 5 B-184 0.92m 0.13m 円形

26号土坑 5 C-185 N-20.2-E 0.80m 0.40m O.llm 隅丸長方形

27号土坑 5 C-186 N-26-E 1.04m 0 36m 0.07m 隅丸長方形

28号土坑 5 G-187 N-40.5-W 1.80m 0.48m 0.10m 楕円形
29号土坑 5 D-182 0.48m O.llm 円形 3 号溝に接する。

30号土坑 5H-192ｷ193 N-21.5-E 5.40m 1.00m 0.41m 長方形
33号土坑 5 E-192 N-5-E 2.24m 1.00m 0.23m 長楕円形

34号土坑 5 E-184 N-45-W 0,75m 0.44m 0.08m 長楕円形
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

＼
ぃ

\ \ 

A- L =92.SOm 

口
1 暗褐色土 As-B を多量に含む。

2 暗褐色土 As-B ・黄色土粒を

多量に含む。

_A L~92.50m 

• 

• 

A_ 

_A_ L=92.50m 

A' 

A_’ 

2~5 • 8 • 9 号土坑

1 暗褐色土小石を混じる。

2 褐色土 暗黄色土塊を含む。

3 暗黄色土細砂を含む。

3' 暗褐色土

4 暗褐色土 As-B を含む。 \ 

• A: .A.. L=92.60m A' 

3 4 

2 

3 

文

A-

..A_ L=92.60m A' 

こここ／＝＝＝ニア

1 暗褐色土小石を混じる。

2 暗褐色土 黄色土粒わずかに含む。

\ 

_A L=92.60m 

A- A: 

\ 

A-
_A' 

•’ 

A L=92.60m A' 

□ 
三lA

゜ 2m 口

L ~92.SOm 
I 

下吏戸三
l 暗褐色土 As-B を多量に

含む。

2 暗褐色土 As-B ・黄色土

粒を混じる。

第753図土坑実測図
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第IV章中大塚遺跡

/--「ヘa ヽ

祠
I 

口` 9| 
IU 団

叫

1 暗褐色土 As-B ・少量の黄色土粒を含む。

A •’ 2 暗褐色土軽石・黄色土粒をわずかに含
む。

3 褐色土 黄色土粒・塊を混じる。

4 黄色粘土塊

m, 

13 • 14号土坑
1 暗褐色土 As-B ・黄色土粒を含む。

2 暗褐色土 黄色土粒・褐色土粒を含む。

3 茶褐色土

15 • 16号土坑
1 褐色土暗褐色土塊を含む。

A-

叫

L =92. 70m 

一
/ 

A L~92.50m A-
A L=92.50m _K..  _A_ L=92.30m _A:. 

＼＝＝二
゜

•’ 

o:il 

L =92. 70m 

三2
 

X L=92.30m 

一ヽ — ヽ、 一‘
l 

18 • 19号土坑
l 暗褐色土 As-B を多鼠に含む。

2 暗褐色土 多量の As-B ・黄色土

粒を含む。

I 

六三=---ジプ
2 

2m 

l 
\ / ／ーノ

1 褐色粘質土

• A-
A' 

L=92.30m 

\-~よ/--/

L =92.50m 

1 褐色土 わずかに軽石・黄色土粒を含む。

.Ji.. L=92.60m ..h:._ 

へ
第754図土坑実測図
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第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

21号土坑

A_ L=92.60m 

• 

叫

K o:il 

゜ー 1 0 

゜
1 暗褐色土

2 2 暗褐色土

·.‘、し｀． 3 -—〇-長
3 褐色土

4 

-A 

才
L ;92.30m 

22 • 23号土坑

I·III·IVは基本土層参照

1 暗褐色土 黄色土粒・小塊を含む。

2 褐色土 黄色土粘土粒を混じる。

-A 

A A' 
L =92.80m 

三1 暗褐色土

2 褐色土

\ 

小礫・白色軽石を含む。

小礫をわずかに含む。

小礫を混じる。

A A' 

L=92.70m 

~ r | り
30号土坑

一1 暗褐色土

黄色土粒を含む。

粘質。 .A_ L =92.90m 

, 
A
 

＼
＼
ー
ー

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
|
|
1
1

ー
ー
＼
ー
ー
―

|
l
l
)
ー

A' 

\ 

Al I 23号土坑

A L =92.50m _A:_. 

l 

｀／一→二＝
3 

゜

1 灰褐色土 As-B • V層塊を多量に
含む。

2 灰褐色土 1 層に似るが、 V層塊が

少ない。

3 暗褐色土 多量の As-B ・少量の

• •’ v層塊を含む。
L =89 90m 

4 暗褐色土 As-8 • V層塊を含ま

亡
ない。

5 灰褐色土多量のV層塊と、少量の

1 暗褐色土 As-B を多量に含む。 As-B を含む。

2 暗褐色土 As-B を含む。 6 暗褐色土 4 層に似るが、 As-B

3 褐色土 黄色土塊含む。 をほとんど含まない。
2m 7 灰褐色土多量のV層塊を含む。

第755図土坑実測図
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□□＼土坑
A-

•’ 
L =92.50m 

I 

こ
1 暗褐色土炭化物を含む。

2 暗褐色土 炭化物・黄土色小塊を含む。

3 暗褐色土

A A' 
L =92. 70m 

- :  - l 褐色土 白色軽石を含む。
2 2 褐色土 黄色土粒を少量含む。

｀口A A' 
L =92.60m 

一
33•34号土坑

1 暗褐色土 As-B ・小石を含む。

2 褐色土 粘性が強い。

、V

E
0
6
.
N
6
1
1
T
 

'"'I 
゜ 2m 第756図土坑実測図
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第757図 土坑出土遺物実測図

土坑出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (an) 

1 土師器 34号土坑 1 ．褐色 2. 細砂粒含む 胴中位横方向、底部～下位不安定方向、箆削り。

小 甕 3. 酸化焔良好 丸底。

2 鉄製品 30号土坑 4.8 0.6 0.6 5_9g 

3 釘 33号土坑 (5.2) 0.5 2.9 g 角釘の完形。木質付着。

4 釘 33号土坑 5 7 0.6 3.0 g 角釘の完形。木質付着。

5 釘 33号土坑 5.9 0.5 2 9 g 角釘の完形。木質付着。

6 釘 33号土坑 (5.6) 0.8 3.2 g 首下の木質付着部が使用木材の厚みを示す。

7 釘 33号」土坑 (4 7) 0. 7 2.6 g 角釘の完形。木質付着。
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3 溝

1 号溝

遺跡北側 4 X • 4 Y -170 • 171 グリッドに位置し、

走行はN-35°-E に傾く。確認全長10m、幅0.6m、

僅かに北側に傾く。

2 号溝（写真図版）

遺跡北側 5 B-173グリッドに位置し、走行は、西壁

から南東方向にアーチ状に曲がる。確認全長 6m、

幅0.6m、南東に傾く。

3 号溝（写真図版257 • 260) 

遺跡中央部 4Z~5 F-179~182に位置し、走行は

N-65°-E に傾く。確認全長33m、幅3.5m、深さ 60

cmを測る。比高差は余りない。路線西壁部分にて 1

号・ 2 号住居を切る。遺構は下大塚遺跡 9 号溝同様

に段堀が行われている。南東部分は確認面より 20cm

前後下がった部分に、幅 2m程の平坦面が見られる。

この上面は細砂を含み堅く締まっており、道路面と

して使用された可能性が考えられる。北西法面側に

溝があり、上端1.2m、下端0.6mの規模を持つ。覆土

中には鉄文沈着の見られる層や底面上には砂層の堆

積等が確認され、水の流れがあったと言える。 3 号

溝の方向は、溝北東方向の路線外にある農道と重複

する。このことは、上栗須遺跡 I 区の 2 号溝や上栗

須遺跡II 区の 6 号溝が農道と重複して検出された状

況に似ており、 3 号溝においても当初溝としての機

能が埋没過程において道として利用されるようにな

り、一部現在にまで残ったと考えられる。

現状では、路線西側部分について農道の痕跡や地割

りの方向性等の一致は見られない。

4 号溝（写真図版257)

遺跡中央部東寄りの 5 B • 5 D-184~188グリッド

に位置し、走行はN-25°-E に傾く。確認全長25m、

幅0.4mを測る。比高差20cmを測り、北に向かい緩い

傾斜を持つ。覆土中には As-B を含む。

第 2 節 II 区検出の遺構と遺物

5 号溝

遺跡中央部 3 号溝南東脇に位置し、 3 号溝と同一方

向に傾く。確認全長 3m、幅45cmを測る。

6 号溝（写真図版257)

遺跡南中大塚遺跡III区とを画する道路寄り 5G~5

K-198·199グリッドに位置し、走行は東西方向E-

10°— S に傾き路線を横断する。比高差15cmを測り西

に傾く。掘り方は断面台形状を呈する。覆土上層に

は As-B を含む。

615 



第IV章中大塚遺跡

\S ト ＼し 1 ¥A1 ＼心 ¥À  
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第758図 1 • 2 号溝実測図

l 褐色土 軽石を混じる。

2 号溝

1 暗褐色土 As-B を混じる。

2 暗褐色土僅かに As-B を含む。

2' 暗褐色土僅かに As-B ・黄色土粒を含む。

3 褐色土 黄色土粒を混じる。

4 暗黄色土粘土
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3 号溝出土遺物観察表

番号
器種 出土位置 口径・底径・高さ

1.色調 2. 胎土 3. 焼成 整形 調整の特徴
器形 (cm) 残存状況 (cm) 

1 須恵器 覆土 1.灰白色 2. 小石含む 頸部撫で。肩部平行叩。内面撫で。

甕 頸部破片 3. 還元焔硬質

2 須恵器 覆土 1 ．灰白色 2. 白色粒含む 口唇部断面三角形の凸帯を有する。

甕 3. 還元焔硬質 凸帯下に 6 条の波状文。

3 古 銭 覆土 2.3 1.9 2.56g 天聖元賓。（北宋） 1023年。
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1 暗褐色土 As-B と少量のV層塊を含む。

2 暗褐色土少量の As-B • V層塊を含む。

3 灰褐色土 多量の As-B と少量のV層塊を含む。

4 灰褐色土 IV層塊と灰褐色土の混土。少量の As-B を含む。
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規模 1 間（1. 9m) X 2 間 (2.6m)

面積 4.9面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ。

2 号掘立柱建物跡（写真図版261)

位置 5 O • P -219·220グリッド 方位E-15°— S

重複 4 号掘立柱建物と重複する。

規模 1 間（3.6m) X 3 間 (6.5m) 南辺に 2 間 (4.

4m) の庇を持つ。

面積 23.4面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ
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3 号掘立柱建物跡（写真図版262)

位置 5 O • P -219·218グリッド 方位E-12°— S

重複 4 号掘立柱建物と近接する。

規模 2 間 (3.lm) X 2 間 (4.lm) 東辺は 3 間の柱

間を持ち、入口か？

面積 12.7m' 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ

4 号掘立柱建物跡（写真図版262)

位置 5 0 • P -219·220グリッド 方位E -15ー-S 

重複 2 号掘立柱建物と重複する

規模 1 間 (3.2m) X 3 間 (6.0m)

1 号掘立柱建物跡柱穴規模

1 号掘立

l 灰褐色土 AS-B 多量に含

む。

l' 灰褐色土 AS-B僅かに含

む。

2 灰褐色土黄褐色土塊。

3 黄褐色土黄褐色土主体。

2 • 4 号掘立

1 暗褐色土黄褐色土。炭化

物含む。

l' 暗褐色土黄白色土粒僅か

に含む。

2 灰褐色土黄褐色土塊多量

に含む。

3 灰褐色土黄褐色土塊含む。

形状長方形面積 19.2m' 

柱穴 円形又は隅丸方形の掘形を持つ。 4 隅と数本

の柱穴にピットの重複見られ、立て替えの可能性が

考えられる。

5 号掘立柱建物跡（写真図版262)

位置 5 N • 0 -208·209グリッド 方位N-20°-E

重複 21号土坑と重複する

規模 2 間（3.3m) X 2 間 (3.5m) 南北両辺は、

3 間の柱間となる。

面積 11. 5面 形状ほぼ方形

柱穴 円形の掘形を持つ
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1 灰褐色土 黄白土粒、炭化物、

焼土粒僅かに含む。

2 灰褐色土黄白土塊含む。

6 号掘立柱建物跡（写真図版262)

位置 5 0-209 • 210グリッド 方位N-20°-E

規模 l 間（2.4m) X 2 間 (3.0m)

面積 7.2面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ
! 

、 3

D 
凡
◎

z 互凸ー

す

` 
叫髯

pl 

7 号掘立柱建物跡（写真図版263)

位置 5 P -218グリッド 方位E-18°- S 

重複 3 号掘立柱建物と重複する

規模 2 間 (2.8m) X 2 間 (3.3m) 北西隅の柱穴

未確認

面積 9.2吋 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ

8 号掘立柱建物跡（写真図版263)

位置 5 P • Q -220グリッド 方位E-15°— S

規模 2 間(l. 8m)X 2 間 (2.4m) 西・北辺は柱

p2 間 1 間

• 面積 4.3m' 升琳長方形

\ 
柱穴 円形の掘形を持つ

9 号掘立柱建物跡（写真図版263)

p5 p3 

：ロ
• p4 

•< B'<1 規模 1 間 (2.lm) X 2 間 (3.3m) 

面積 6.9対 形状長方形

旦 柱穴 円形の掘形を持つ

I 
2 

゜
2m 

2 心 1 暗褐色土黄色土粒含む。L =93 80m 

2 暗褐色土黄色土粒、小塊含む。

第767図 7 号掘立柱建物跡実測図 3 灰茶色土黄色塊、灰褐色土混じり。
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1 暗褐色土 AS~B混じり、黄白土 P5©
粒僅かに含む。

2 暗褐色土 僅かに白色土粒含む。

3 暗褐色土黄白土粒、小塊混じり。

6 号掘立 直p2

10号掘立柱建物跡（写真図版263)

PB.• ,(") 位置 5 L • M-207·208グリッド方位E-30°— S
`p3 ’ 

重複 11号掘立柱建物を囲む形に重複する

規模 2 間 (4.8m) X 3 間 (7.6m) 東辺の柱間は 1

゜
L =93.90m 2m 

間であり、 4 隅は 2 本柱穴となり、立て替えの可能 第768図 5 • 6 号掘立柱建物跡実測図
／―`―-ヘ

性が考えられる。

面積 36.5m' 形状長方形 、q 4̀a 
柱穴 円形の掘形を持つ 疇 • a <̀| 

P1 
備考 11号掘立柱建物を 1 間 X 3 間と考えた場合、

\ 
立柱建物併せて 1 軒の掘立柱建物とも考えられる。 • 
12号掘立柱建物跡

位置 5 O • P -216•217グリッド 方位N-20°-E 叶 |0 B-• • , _B'<i::I 
P'で p2 4 p3 

規模 2 間 (4.0m) X 3 間 (5.5m) 南西隅の柱穴の
豆 旦

1 

み確認出来た。 じノ 没J- 3 ヽl

面積 22m2 形状長方形

゜
L =93 90m 2m 

柱穴 円形の掘形を持つ
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11号掘立柱建物跡（写真図版263)

位置 5 L • M-207•208グリッド方位E-30°- S 

重複 10号掘立柱建物と重複する。

規模 1 間 (3.5m) X 3 間（7.0m) 東に 1 間の庇を

持つ。しかし、 10号掘立柱建物で記したように同一

掘立柱建物の可能性も考えられる。

面積 24.5面 形状長方形

柱穴 円形の掘形を持つ

備考北辺内側寄りに 3 間、西辺 l 間内側寄りに 4

間の束柱のような小ピットがある。
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8 号掘立

1 暗褐色土

1' 暗黄褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

黄白色土粒僅かに含む。

黄白色土粒、灰黄色土混じり。

黄白色土粒、小塊含む。

黄色土塊混じり。

`__---ゾ

゜ L =93.40m 2m 

第770図 9 号掘立柱建物跡実測図
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5 号掘立柱建物跡柱穴規模

□ 1 ::  I ::  I ::  I 柱： I :: I □: I ::  I 柱： I :: I ::  I □ 1 柱： I :: I □「 I 深さ 1 柱： ~I 短径 I 深さ

6 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱： I ：:I::I:: I 柱： I ：:I::I:: I 柱： I ：:I]:I :: I 柱： I ：:I::I:: I 柱： I ：:「:]|::

7 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

1 I 20 I 20 I 16 I 2 I 28 I 28 I 22 
6 I 22 I 22 I 4 

22 I 39 I 4 I 25 I 24 I 12 I 5 I 30 I 28 I 20 
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8 号掘立柱建物跡柱穴規模

柱穴 1 長径 1 短径 1 深さ I 柱穴 1 長径 1 短径 1 深さ 1 柱穴 1 長径 1 短径 1 深さ 1 柱穴 1 長径 1 短径 1 深さ I 柱穴 1 長径 1 短径 1 深さ
1 I 20 I 18 I 20 I 2 I 26 I 20 I 7 I 3 I 26 I 24 I 26 I 4 I 28 I 22 I 16 I 5 I 80 I 40 I 26 

9 号掘立柱建物跡柱穴規模
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柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ I 柱穴 I 長径 I 短径 I 深さ

2
4
1
8
 

3
0
3
0
 

3
1
3
3
 

5
1
0
 

2
0
2
4
 

2
4
3
0
 

2
6
4
2
 

4

9

 

2
0
3
2
 

2
6
2
2
 

2
6
2
8
 

3

8

 

2
0
3
2
 

3
0
3
4
 

3
2
3
6
 

2

7

 

1
2
3
0
 

3
2
3
0
 

4
4
3
0
 

1

6

 

12号掘立柱建物跡柱穴規模

柱：I :: I:: I :: I 柱：I :: I:: I :: I 柱： I:: I 口：~ l :: I 柱： I :: I :: I :: I 柱：I :: I :: I深さ

万―

p2 

v 

I □ :9 p3 g, 

• 

` 
• v m̀| 

p4 

□
C
Q
J

P
 

E
 

口
：

g
 

’ 

c
 

り

a
5
 

p
 

C_ 立

゜ L =93. 70m 2m 

第773図 12号掘立柱建物跡実測図

627 



第IV章中大塚遺跡

2 土 坑

遺構確認面は中大塚遺跡 II 区同様浅く、軽石混じ

りの層を掘り込んで構築されている。土坑の大部分

は円形を呈し、覆土は As-B を多量に含む暗褐色土

に基本土層V層の小塊が見られる 1 層のみの覆土で

ある。このことから、一度に埋められた状況が考え

られる。

III区中央を横断する水路北側で検出した 1 与～20

号土坑は、近接または重複しており、円形の掘形や

覆土の状況等同じであり、また、 27号・ 28号、 32号

~40号土坑も同様の形態を示す。これらの土坑の中

には、 4 号～ 7 号、 8 号～10号、 14号～16号、 17号・

19号・ 20号等が 3 基単位で 1 列に並んで検出されて

いる。

長方形を呈する 22号～26号土坑も形以外は、覆土

や深さ等の状況は同じである。

土坑の出土遺物はない。

中大塚遺跡III 区土坑表

遺構名 位 置 方 位
規 模

形 状 備 考
長辺 短辺 深さ

1 号土坑 4 L -212 0.80m 0 08m 円形 2 号土坑

2 号土坑 4 L -212 1.00m 0.04m 円形 1 号土坑

3 号土坑 4 L -212 0.88m 0.20m 円形

4 号土坑 4 L -213 N-33"-E 0.92m 0.15m 楕円形 5 号土坑

5 号土坑 4 L -213 1.28m 0.10m 円形 4 号土坑

6 号土坑 4Lｷ4M-213 0.72m 0.06m 円形 5 号土坑

7 号土坑 4Lｷ4M-213 0.76m 0.06m 円形 5 号土坑

8 号土坑 4 L -213 0. 96m 0.07m 円形

9 号土坑 4 L -213 0.92m O.llm 円形

10号土坑 4 M-213 0.90m 0. llrn 円形

11号土坑 4 M-213 0.80m 0.08m 円形

12号土坑 4 M-212 1.00m 0.12m 円形 13号土坑

13号土坑 4 M-212 l.OOm 0.20m 円形 12号土坑

14号土坑 4 M-211 1.00m 0.08m 円形

15号土坑 4 N-211 l.OOm 0.10m 円形

16号土坑 4 N-210 0.88m 0.08m 円形

17号土坑 4 N -210 l.OOm 0.17m 円形

18号土坑 4 N-210 0.88m 0.09m 円形

19号土坑 4 N-210 l.OOm 0.16m 円形

20号土坑 4M•4N-209 1.04m 0.20m 円形

21号土坑 4M ｷ40-209 2.96m 0.15m 楕円形 5 号掘立柱建物

22号土坑 4 T-226 N-25ー -E 2.76m 1.00m 0.10m 長方形

23号土坑 4Q-223-222 N-26ー -E 1.68m 0.72m 0.14m 長方形

24号土坑 4P-223•224 N-27ー -E 1.40m 0.84m 0.21m 隅丸長方形

25号土坑 4 0-222 N-75"-W 1.40m 0.88m 0.20m 長方形

26号土坑 4 P -218 N-32ー -W 1.16m 0.80m 0.06m 長方形

27号土坑 4 P -218 0.80m 0.21m 円形

28号土坑 4 0-211 1.08m 0.13m 円形

29号土坑 4 P -219 0.60m 0.10m 楕円形 ピットと重複する。

30号土坑 40-217-218 1.52m 0.07m 楕円形 ピットと重複する。

31号土坑 4 Q -218 N-73ー -E 0.64m 0.44m 0.15m 円形

32号土坑 4 K-208 1.04m 0.88m 0.14m 楕円形

33号土坑 4 K-208 0.96m 0.60m 円形

34号土坑 4 K-208 l.OOm O.llm 円形

35号土坑 4 K-208 1.00m 0.14m 円形

36号土坑 4 M-207 0.92m O.llm 円形

37号土坑 4 K-204 0 60m 0.14m 円形

38号土坑 4 J -204 N-36'-E 1.88m 1.52m 0.10m 長円形

39号土坑 4 J -206 N-3 ｷ-E 1.20m 0.80m 0.10m 隅丸方形

40号土坑 4 L-202 0.72m 0.10m 円形

41号土坑 4 0-220 N-22"-E 1.24m 0.88m 0.14m 楕円形
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第 3 節 LIL区検出の遺構と遺物
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第IV章 中大塚遺跡
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第 3 節 III 区検出の遺構と遺物
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第 v章調査の成果





第 1 節馬頭観音塔と馬の埋葬

県内の遺跡から時折、土坑などの埋葬施設に丁寧

に葬られている古代～近世にかけての馬骨の検出が

伝えられるが、これらの馬はどのような人達によっ

て葬られたものなのだろうか。今回の発掘調査で幸

いにも、近世における馬の埋葬に関して、僅かなが

らもその背景を垣間見ることの出来る資料を得るこ

とができたのでここに若干の考察を加えてみたい。

本遺跡の調査に際し、一箇所から馬の埋葬を目的

とした22基の土坑墓を検出することができた。土坑

墓は、覆土中に浅間山天明 3 年大噴火に供給源を持

つ浅間山A軽石を含むものと、含まないものとに大

別され、馬の埋められる方向などに規則性は認めら

れないものの、埋葬の集中状態、土坑墓の形態、覆

土の状況、老齢馬を埋葬していることなど、同一の

意識下で繰り返し埋葬が営なまれ続けたと考えら

れる。馬の埋葬場所は現状で直径14~15m高さ 1.5m

程の円墳の頂部を利用したもので、埋葬範囲の広が

りは古墳頂部中央のほぼ全域におよんでいた。古墳

は昭和13年刊行の「上毛古墳総覧』によれば「小野

村 2 号白山（馬捨場）」と記されていたことから、昭

和の始め頃までは、この場が馬を埋葬する場所とし

て地元の人達に知られていたようである。

土坑墓の存在した古墳の南裾に接して、東西に延

びる幅 2m 程の路地が有り、道に面して 1 基の馬頭

観音塔が立てられていた。塔は全高で108cmを測るこ

とができ、基礎に長辺10~20cm大の長細い礫を根石

持ち 1 辺43cm 高さ 30cmの方形台石の上に、幅30cm厚

み24.5cm高さ 61cm の角柱が、さらに高さ 17cmの笠石

が乗るもので、道に正面を向けた笠付型馬頭観音塔

である。塔の柱部正面は方形に縁取られ、さらに光

背状彫り込みを付し、頭上に 1 馬を戴き蓮台に乗り

合掌した馬頭観音が半肉彫された刻像塔である。台

石の正面左右には花立て状のくぼみが穿たれている。

塔正面に向かい柱部右面には「指込後滅畜生坂依三

宝 登菩提心為離苦得益也 上栗須邑」、左面

に「奉馬頭観世音像造立 干時宝暦元年未三月吉

第 1 節馬頭観音塔と馬の埋葬

（注 1)

日 浄雲八世隼林斐代」と上栗須村人結衆により、

馬の供養の為造塔された旨と、造立年月日と造立に

関係した僧の名前が刻まれていた。当然のことなが

ら、村の関係者と地元の寺との結び付きの中で馬頭

観音塔の造立がなされたことが明確になった。

馬頭観音塔下は、調査対象地域外であったため発

掘調査は実施されなかった。現在塔は、元の位置よ

り僅か東に移動され基礎をコンクリートで固められ

はいるが、発掘調査当時の栗石の基礎の状況から、

古墳のマウンドを利用して埋葬された不特定多数の

馬の供養の目的で造塔された蓋然性が高いものであ

る。このような馬頭観音塔は、県内に多数遺残して

おり、各市町村ごとで実施している石像物の悉皆調

査で除々にその実数が判明しつつあり、伊勢崎市で

156基、渋川市316基、新田郡新田町138基、太田市133

基のように各地域で相当数の存在が知られている。

今後、この種の報告の集計を待たねば詳細な数は不

明ながら、総数5,000基を下回らない馬頭観音塔が存

在するものと推測される。且県内の一部地域のみの

データーだけでは必ずしも正確なものとは言えない

ものの、造立の傾向を知るうえでは参考になると考

え、伊勢崎市、太田市、渋川市、新田町の各史誌と

『上小卜1 の馬頭観世音』をもとに馬頭観音塔10年単位造

立表を製作した。その傾向を見ると、 1700年代前半

の終り頃より増加の傾向が現れ1820年代に減少傾向

の認められるものの再び増加に転じ1860年代には17

80年ピーク時の数字に迫っている。表によると、本

遺跡の馬頭観音塔は県内近世馬頭観音塔の中でも初

期の造立によるものである。今回の発掘調査の結果、

土坑墓の覆土中に浅間山A軽石の混入の認められる

1 号、 2 号、 3 号土坑墓と、 A軽石を含まない14号、

15号、 19号土坑墓に別れるが、 A軽石を含まない古

い土坑墓に埋葬された馬の一群が、本馬頭観音塔の

造立の契機に成るもので、 A軽石降下以降も継続し

て埋葬が行われたと考えられ、埋葬の終焉は定かで
（注 2)

はないものの、この場に人間の埋葬が行われる以前
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第V章調査の成果

と考えられ、県内馬頭観音塔造立の推移と符合する

ように思われる。

馬頭観音塔の、 1700年代中頃以降の急激な増加は

庚申塔や、他の民間信仰がどうあったかなど複雑な

社会背景を抜きには語れないものの、馬の飼育が物

資の運搬、農耕力役とし、それ以上に「醗酵性の強
（注 3)

い厩肥の大量生産が農馬の飼育の目的であった」と

するみかたもあり、馬が近世農村になくてはならな

いものとして広く普及し、大切に飼育され、近世社

会とともに歩んで来たた結果のあらわれとも、とら

えることができよう。

馬頭観音塔の立てられる場所については「死馬捨

て場、峠や山道などの交通の難所、村はずれの追分、
（注 4)

屋敷内」とされ、県内各地にも多数遺残する馬頭観

音塔も様々な社会的背景の下に建てられたものと推

（左）

(926基）
70 

60 

50 

40 

30 

20 

基 10

ら」
1620 30 
I 
29 

測されるが、今回、不完全ながら埋葬の実態を明ら

かにし得たことは、石像物中心とならざるを得ない

この分野の研究に、僅かながら新しい資料を提供で

きたものと考える。

参考文献

「上州の馬頭観世音J 柴田鉦三郎 昭和49年

「太田市石造美術調査報告書」 太田市史編集室 昭和51年

「新田町の石造物と金工品」 新田町誌編さん室 昭和57年

「伊勢崎市の近世石造物J 伊勢崎市 昭和60年

「石造物と文化財」 渋川市市史編さん委員会 昭和61年

（注 1) 「浄雲八世 隼林斐代」とされる人物は、本遺跡西方300m

程の位置に所在する曹洞宗浄雲寺 8 世の隼林大鷹大和尚当

時54オである。浄雲寺現住職堀江雅光氏のご教示による。

（注 2) 馬の間から検出された人骨は、埋葬の状況、副葬品の数の

多さなどから遺棄葬とは考えがたく、馬をこの場所に埋葬

したことが忘れ去られつつある状況の中で葬られたもの

で、埋葬時期は副葬品の染付八角皿の示す明治時代と考え

られる。

（注 3) 「馬の民俗」 竹内利美 「馬J森浩一昭和49年

（注 4) 「日本石仏事典」庚申懇話会 昭和50年

1700 10 20 30 40 50 60 70 80 90 IIIIO 10 20 30 40 50 60 70 80 90 1900 10 20 30 40 50 60 

9 9 9 

第777図 県内馬頭観音造立基数推移表

第 2 節集落跡の概観（掘立柱建物を中心に）

本発掘調査は、道路幅25m、遺構検出範囲は約 2

kmにも及び、上栗須遺跡では I 区14号住居と 44号住

居に挟まれた場所と、 I 区 5 号住居と II 区22号住居

に挟まれてやや小規模の掘立柱建物跡と竪穴住居跡

のまとまりが確認された。また上栗須遺跡 II 区 1 号

棚列から III 区40号住居に挟まれて、その配列に規則

性を窺わせる掘立柱建物跡と竪穴住居跡の重複が認

636 

められた。上栗須遺跡III 区42号住居から下大塚遺跡

4 号住居さらに、中大塚遺跡 I 区 8 号住居に至る間

では顕著な住居のまとまりはなく、極めて散漫とし

分布である。ここでは、当該地域の古代の掘立柱建

物跡と竪穴住居跡についてその概観を紹介し、併せ

て相互関係を考えてみたい。

上栗須遺跡 I 区では、 10棟の掘立柱建物跡と、 30



数棟の竪穴住居跡の重複が認められた。検出された

掘立柱建物跡10棟の内、 1~9 号掘立柱建物は掘立

柱の当たる個所に白色粘土を置くこと、また柱穴の

覆土に共通性が看取されることから、概ね一定期間

内に営まれた掘立柱建物跡であると推測された。掘

立柱建物は、重複しながらも概ね同一方向観に基ず

いた建て方が踏襲されている。竪穴住居跡は、 8 世

紀初頭に出現し、 10世紀まで継続している。掘立柱

建物跡の建築時期を竪穴住居の新旧関係で考えると

1 号掘立柱建物跡は37号住居跡より新しく、 2 号掘

立柱建物跡も 32号竪穴住居跡より新しい。 4 号掘立

柱建物跡は28号住居跡と庇部分で切り合っていた

が、 7 号 8 号掘立柱建物跡ともに27号住居跡と重複

しているが、いずれも新旧関係は確認できなかった。

掘立柱建物跡群は、新旧関係の明確な32号竪穴住居

跡との関連から 9 世紀前半を中心とする掘立柱建物

群とみられる。 5 、 6 号あるいは 7 、 8 号掘立柱建

物跡のように同一場所での立て替えも行われており

2~3 次期にまたがる掘立柱建物跡と考えられる。

上栗須遺跡II 区北では16号住居と 22号住居の間に

17軒の竪穴住居跡と 5 棟の掘立柱建物跡が検出され

たが、掘立柱建物跡は棟筋を揃える意識の働きが窺

えない。竪穴住居跡と切合のある 10 、 11号掘立柱建

物において新旧関係を確認し得なかった。

上栗須遺跡II南～III 区北では24棟の掘立柱建物跡

と 30数軒の竪穴住居跡が検出された。この集落跡は、

北側を 1 条の棚列で区画した内側に竪穴住居跡と掘

立柱建物跡が検出された。竪穴住居跡は、北から南

に位置をずらしながら、 7 世紀後半から 10世紀まで

ほぽ継続的に存在している。掘立柱建物跡は、数箇

所で竪穴住居跡と切合関係にあり 2 号掘立柱建物跡

は、 1 号住居より新しく 12号掘立柱建物跡も 4 号住

居より新しい。 6 号掘立柱建物跡では東南の側柱と

庇柱部で 6 号および 8 号住居と重複していた。 6 号

住居と 6 号掘立柱建物の新旧は、竪穴住居の確認が

掘形面になってしまった関係上明確になし得なかっ

た。しかし、 8 号住居との重複は掘立柱建物の庇柱

が住居に切られていることを確認された。

第 1 節馬頭観音塔と馬の埋葬

この集落の掘立柱建物跡群は、建物の主軸を同一

方向に向けようとする企画性の存在が窺え、さらに、

その方向ごとのまとまりはIII 区 1 、 4 、 5 、 6 号の

A掘立柱建物跡グループ、また II 区 1 、 6 、 7 号、

III 区 2 号の B掘立柱建物跡グループ、 II 区 3 、 4 、

5 号掘立柱建物と 1 号棚列の C掘立柱建物跡グルー

プにまとまっていた。 A グループは、 4 号掘立柱建

物を除いては庇を伴うなどまとまり毎に共通した建

物にしている。また柱穴規模も長径と短径の和を平

均した数値がA掘立柱建物グループで55~59cm、 B

グループ57~67cm、 C グループ29~32cm と、グルー

プごとに同一規模の柱穴の使用が認められた。

この掘立柱建物跡グループの存続時期は、 A グ

ループのIII 区 5 号掘立柱建物柱穴No. 8 の柱抜き取り

穴から出土した土師器坪は、 3 分の 2 以上の良好な

依存状況であり、さらに柱抜き取り穴の中位部まで

入っていることから、抜き取り後間もなく周辺で使

用されていた土器が混入したものとするならば、こ

の土器の持つ年代観 8 世紀末～ 9 世紀初頭がA掘立

柱建物グループの廃絶時期を示すものと考えられ

る。 B掘立柱建物グループでは II 区 7 号掘立柱建物

の柱穴埋土中出土の須恵器蓋小破片から 8 世紀初頭

に上限を求められるもの遺構の存続時期を決定する

ものではない。さらに、 C グループに至っては年代

を推測できる遺物を持たないながらも、 1 号棚列が

本集落の北を画するという本集落の共通理念にかな

うものとするならばA, B両掘立柱建物群と余り隔

たらない時期に位置付られる。以上のことからこの

集落内での掘立柱建物の変遷は B→A→ C と移り、

竪穴住居跡との切合および出土遺物年代観から B グ

ループを 8 世紀中頃以降、 A グループを 8 世紀末

~9 世紀初頭、 C グループがこれにつながる時期と

考えたい。

中大塚遺跡は、 23棟の古代と中世の掘立柱建物跡

と、 6 軒の竪穴住居跡を中心とする集落で、 10号溝

と称した小河川跡の南に展開していた。掘立柱建物

の内、時代決定のきめてになる遺物などの出土が殆

どないものの 3 、 4 、 5 、 10 、 12 、 17、 21号掘立柱
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第V章調査の成果

建物が竪穴住居跡と同質の覆土であったことなどか

ら、竪穴住居跡と同時代の掘立柱建物跡と考えられ

た。

下大塚遺跡では 2 X 3 間で柱穴掘形が lmを越え

る大型の掘立柱建物跡が 1 棟のみ検出された。この

周辺は、以前より奈良時代前期の瓦を出土地として

知られていたが、今回の発掘調査の際にも 9 号溝を

中心に重弧文宇瓦の出土がみられ、一般の集落とは

異なる性格の遺跡と考えられる。

以上掘立柱建物跡を中心に遺構の概要を述べてき

たが、本遺跡の中での竪穴住居跡を中心とした遺構

の時間的推移は概ね共通しており、 7 世紀後半以

降、竪穴住居が出現し 9 世紀後半までほぼ同規模で

存続し、さらに上栗須遺跡II 区南～III区北の様に10

世紀に及ぶ集落も存在している。この地域に於ける

掘立柱建物の受容時期には集落毎にばらつきがあ

り、上栗須遺跡 I 区では 9 世紀前半に、同 II 区南～III

区北の集落では 8 世紀中頃、中大塚遺跡 I 区の集落

では 8 世紀の後半以降と考えられる。本遺跡内で唯

ーの 3 X 4 間の間取りの大型掘立柱建物を持つ上栗

須遺跡II 区南～III 区北の集落では、 7 世紀末～ 8 世

紀初頭に 1 辺7.5mの、本遺跡最大の竪穴住居が営ま

れておりその経済的優位性が他集落に先駆けて掘立

柱建物、即ち、 B掘立柱建物グループを生み出した

ものと考える。このように、掘立柱建物受容の時間

差は各集落ごとの経済的基盤の差とみることもでき

る。今回調査された僅かずつ異なるそれぞれの集落

が、古代社会でどのような関係にあったのかは、今

後の課題となるところである。

上栗須遺跡 I 区 上栗須遺跡 II 区南～ III 区北

知
怪

⑰ 

仕怪

上栗須遺跡 I 区 上栗須遺跡 II 区南～ III 区北

上栗須遺跡 II 区北 中央大塚遺跡 I 区

上栗須遺跡 II 区北 中大塚遺跡 I 区

第778図 掘立柱建物跡規模比較表
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1 胎土分析

1 胎土分析

群馬県工業試験場 花岡紘一

閲群馬県埋蔵文化財調査事業団 斎藤利昭

はじめに

現在、県内各地の古窯跡群の調査・研究が進み、

各窯跡群の生産品である須恵器の胎土成分が化学的

分析により地域差としてとらえられるようになって

きている。この結果、各遺跡出土須恵器と各窯跡出

土の須恵器との成分データーの比較を行うことによ

り、生産地と消費地との関係が理解されつつある。

が本郷地区にある。また近隣には吉井・藤岡古窯跡

群、乗附古窯跡などが知られており、近年藤岡市下

金井地区で同市教育委員会実施した調査において、

多数の古窯跡群が発見されている。または埼玉県と

県境を画する地域でもあり、埼玉県の窯跡群とも関

係が考えられる地域でもある。こうした環境の中で

遺跡出土の須恵器の搬入先の検討を加えるために、

胎土分析を試みた。

1. 分析資料について

今回、群馬県南地域に位置する藤岡市上栗須遺跡

の発掘調査を行い、住居や古墳より多数の須恵器を

検出した。この地は古代より窯業生産の盛んな地域

であり、古くは 6C中頃～操業されていた埴輪窯跡

分析資料は上栗須遺跡出土遺物を任意に抽出し

た。以下は、胎土の肉眼的観察は下記の通りである。

上栗須遺跡胎土分析資料観察表

Nu 資 料 器種・器形 時 期 胎 土 の 肉 眼 的 実 測 備 考

504 I 区 5 号古墳 1 須恵器 7C前半 灰色鉱物粒僅かに含み、鉱物粒角ばる。還元焔焼成で硬質に焼き上がっ 乗附？埼玉産

甕 ている。表面は淡黄色の色調を呈し、中心は灰色を呈する。

505 I 区 6 号古墳 4 須恵器 7C前半 灰色鉱物粒多く含む。黒色鉱物粒含む。爪で割れない。 乗附産

平瓶 還元焙焼成で硬質に焼き上がっている。色調は灰色を呈する。

506 I 区 8 号住居 9 須恵器 9C後半 央雑物多く、片岩粒を含む。酸化焔焼成気味に焼き上がる。 吉井産

坪 色調は、にぶい黄橙色を呈する。

507 I 区 8 号住居14 須恵器 lOC 前半 爽雑物多く、褐色細粒を含む。この褐色細粒は爪で削れる。 吉井産

椀 還元焔焼成で軟質に焼き上がる。色調は灰黄色を呈する。

508 I 区17号住居21 須恵器 7C後半 円粒状の黒色鉱物粒及び白色鉱物粒多く含む。素地はやや縞状。 吉井産

鉢 還元焔焼成で硬質に焼き上がる。色調は灰白色を呈する。

509 I 区17号住居22 須恵器 9C後半 黒色鉱物粒多い。円粒状。白色鉱物粒多い。素地はやや密。 板鼻層群

甑 還元焔焼成で硬質に焼き上がる。色調は灰色を呈する。

510 1 区44号住居24 須恵器 9C前半 灰色鉱物粒多い。酸化焔焼成で硬質に焼き上がる。色調はにぶい橙色 吉井産

坪 を呈するが、内面はにぶい灰色を呈する。

511 1 区44号住居15 須恵器 9C前半 灰色鉱物粒僅かに含む。鉱物粒はやや丸味がある。還元焙焼成で良好 西毛産

坪 に焼き上がるが、素地の木目は粗い。色調は灰白色を呈する。

512 1 区49号住居12 須恵器 8C後半 灰色鉱物粒僅かに含む。黒色鉱物粒は丸味がある。全体に粗質。 西毛産

坪 還元焔焼成でやや軟質に焼き上がる。色調は灰白色を呈する。

513 1 区49号住居11 須恵器 8C後半 白色鉱物粒含む。還元焙焼成で硬質に焼き上がる。色調は灰色を呈す 乗附 or 吉井

坪 る。 産
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No 資 料 器種・器形 時 期 胎 土 の 肉 眼 的 実 測 備 考

514 I 区グリット 25 須恵器 8C前半 白色鉱物粒含む。黒色鉱物粒角ばる。還元焔焼成で硬質に焼き上がる。 吉井産

椀 色調は灰色を呈する。

515 I 区グリット 22 須恵器 8C前半 白色鉱物粒多く含む。黒色鉱物粒角ばる。素地はやや縞状を呈する。 吉井産

椀 還元焙焼成で硬質に焼き上がる。色調は灰白色を呈する。

516 III 区 l 号住居21 須恵器 7C第 4 白色鉱物粒含む。黒色鉱物粒僅かに含む。還元焔焼成で硬質に焼き上 吉井産

坪 がる。色調は灰色を呈するが、内面は灰黄色を呈する。

517 Ill 区 1 号住居22 須恵器 7C第 4~ 白色鉱物粒僅かに含む。素地は緻密。還元焔焼成で硬質に焼き上がる。 藤岡産

蓋 8C 色調は灰色を呈する。

518 Ill 区29号住居 2 須恵器 9C前半 黒色鉱物粒、片岩粒含む。酸化焙焼成で良好に焼き上がる。 吉井産

坪 色調はにぶい褐色を呈する。

519 III 区29号住居 7 須恵器 lOC 白色鉱物粒含む。黒色鉱物粒角ばり、多く含む。酸化焙焼成で硬質に 吉井産

羽釜 焼き上がる。色調は褐色を呈する。

2. 分析方法及び測定条件

蛍光X線分析分析用試料は各試料をlOµm以下

に粉砕し、 2~3 gを径2.5cmの円板に成型して使用

した。測定条件は、次のとおりである。

計数法； Fe, Ca, K, Ti, Sr, Rb はチャートによ

り、 Si,Al,Mgは定時計数法によった。

なお走査速度は 4 ゜／min とした。

蛍光X線分析装置；理学電気跨製KG-4型

X線管球；銀対陰極 40kV, 30mA 

分光結晶： Fe, Sr, RbにはLiF (2 d=4.028A) 

Ca, K, Ti, Si, Al にはEDDT(2

d=8.808A) 

MgにはADP (2d=l0.648A) 

検出器； LiF を使用したとき、 S·C

時定数： 1 

EDDT, ADP を使用したとき、p.

C 

上栗須遺跡試料胎土分析値一覧

SiO,(%) Al203(%) Fe203(%) 

504 67.4 22.5 4.20 

505 65.8 18. 7 5 60 

506 59.6 16.9 6.8 

507 59.0 17.8 8.4 

508 68.1 20.5 3.85 

509 65.8 21.1 6. 71 

510 65.4 16. 7 5. 72 

511 69.9 19.1 5 2 

512 65.8 19.6 5.25 

513 61.4 17.9 9.4 

514 68.6 17.4 4.1 

515 69.4 20.2 6 55 

642 

．波高分析器；積分方式

測定線；FeK/3, CaKa, KK/3, TiKa, SiKa, AlKa, 

MgKa, SrKa, RbKa 各 1 次線を使用した。

X線照射面積： 20mm cf,

標準試料；群馬県埋蔵文化財調査事業団から依頼

を受けた土器 6 点（分析通番試料295,

310, 336, 345, 360, 380) を化学分析

し、標準試料とした。

3. 結果

下記のとおりです。

TiO,(%) Ca0(%) Mg0(%) 凡〇（％） Ca/K Sr/Rb 

0.89 0.84 0.42 1 11 0.92 5.51 

1.15 0 97 1.01 1.03 1.13 2.70 

1.25 1. 92 2.90 1.27 1.85 2.77 

1.21 1.89 2.55 1 20 1.92 3.18 

0.91 0.48 0. 72 1.60 0.37 1 86 

1.33 0.87 1.48 1.13 0.89 2.62 

1.04 1.09 1.09 1 20 1.10 2.42 

0.93 0.66 1.03 1.64 0.50 3.33 

0.92 0.90 1.14 1 60 0.70 2.67 

1.36 1.25 2.25 1.06 1.43 1.84 

0.97 0.60 1.02 1. 71 0.44 1.26 

0.96 0.59 0.80 1.03 0.69 3.03 
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1 胎土分析

SiO,(%) Aし03(%) Fe203(%) TiO,(%) Ca0(%) Mg0(%) K,0(%) Ca/K Sr/Rb 

516 69.8 20.2 3 62 0.92 0 40 0 43 1.45 0 34 3.13 
517 66.6 23.4 2.75 1.06 0.32 0 53 1.32 0.29 2.18 
518 64.1 16.6 6.35 0.92 1 13 1 18 1.48 0 94 2.13 
519 58.9 18.5 6 90 1.08 1 69 1 09 0.83 2 42 5 71 

秋間古窯跡群試料胎土分析値一覧

S10,(%) Al203(%) Fe203(%) TiO,(%) Ca0(%) Mg0(%) K,0(%) Ca/K Sr/Rb 

苅根支群 塚廻07 66.9 23.0 4.48 1.09 0.46 1 69 1.19 0.53 0 78 
(I~III号窯灰原）塚廻08 0.55 0. 77 

II 塚廻11 0.79 0. 71 
II 塚廻12 68.9 20.0 4. 76 0.89 0.30 1 14 1. 75 0 24 0.46 
II 411 76.0 15.8 3 83 0.88 0.49 0 88 1. 75 0 39 0.55 
II 412 61.6 26.3 8 95 1.38 0.38 0.88 1. 70 0.31 0.64 
II 413 69.9 19.8 5.13 0.96 0.40 1.00 1.52 0.36 0.68 
11 414 65.0 20.9 8.21 1.03 0 51 0.82 1.42 0.50 0.58 
II 瓦 415 66.9 18 9 7.15 0 92 0.44 0.86 1.31 0.46 0.58 
II 瓦 416 71.1 20.7 3. 95 0.98 0.24 0.93 1.24 0 27 0.68 

八重巻支群 瓦 405 71.6 20.5 6 50 1.03 0.61 0.53 1 32 0.64 0. 72 
II 406 72.3 21.3 4.43 0.85 0 37 1.06 1 95 0.26 0.51 
JI 407 73.8 17.1 5 05 0. 92 0.40 0.69 2 03 0.28 0.54 
II 408 71.6 19.0 5 75 1.01 0 73 0.89 1 57 0.64 0.75 

小日向支群 409 74.2 19 5 3.95 0.95 0 58 0.84 1.69 0.23 0.48 
II 410 74.6 15.1 4.42 0 93 0. 45 0.82 2.19 0.28 0.79 

道場 塚廻09 0.35 0.40 
II 塚廻10 68 9 13. 9 5.24 1.00 0.35 1.20 1.57 0 31 0.56 

乗附古窯跡群試料胎土分析値一覧

Si02(%) Al203(%) Fe203(%) T102(%) Ca0(%) Mg0(%) k心（％） Ca/K Sr/Rb 

南陽台支群 203 75.2 16.2 2 75 0. 99 0.29 1.28 2 25 0.14 0.51 
II 204 69.6 20.6 4.26 0. 96 0.52 0.77 1 64 0.36 1.00 

小塚支群 417 66.9 18.0 7.25 0.97 1.18 1.17 1.15 1. 41 1.82 
II 418 70.2 15.7 5.61 0.87 0. 61 0.97 1 85 0.45 1.15 
II 419 69.3 17.5 6.45 0. 78 0. 44 0.98 2. 78 0.22 1.00 
II 瓦 420 72. 7 16.6 4 25 0.81 0.35 0.64 1 96 0.24 0.78 
II 瓦 421 71.6 18.8 3. 75 0.88 0.36 0.83 1.53 0.32 0.75 

でえせえじ支群瓦 497 66.6 21.1 5 82 0. 90 0.45 1.18 1.16 0.46 0.97 
II 498 68.4 17.6 5.35 1 27 1.07 1.09 1.18 1.20 2.45 
II 499 75.4 17.0 3.12 0.82 0.19 0.38 1. 71 0.13 0.47 
II 500 69.6 21.8 4.00 0.82 0.33 0.90 1.29 0.31 0.85 
II 501 69.4 17.2 6.02 1 26 1.11 1.07 1.08 1.25 2.40 
II 502 73.1 17.2 5.20 0.82 0.31 1.11 2.13 0.18 0.48 

吉井古窯跡群試料胎土分析値一覧

SiO,(%) Al203(%) Fe203(%) Ti02(%) Ca0(%) Mg0(%) k心（％） Ca/K Sr/Rb 

五反田支群 日高 8 67.3 17. 7 3.00 0. 74 0 53 0.83 2.13 0.33 1.40 
青龍寺支群 日高 9 69.8 20.2 3.30 0.87 0 36 0.49 1.54 0 30 3.16 
長尾根支群 292 71.3 17.0 4.02 0 95 1.39 0.82 1.55 1.19 2 65 

II 瓦 293 57.5 21.3 7.45 1.16 2 19 0.60 0 78 3 68 3.28 
末沢支群 294 61.8 18.0 7.80 1.17 1. 51 2.50 1.55 1 28 1 71 

II 瓦 295 63. 7 23.8 6.70 1.21 0 66 0.73 1.35 0.65 2.39 
II 296 60.3 18.0 6.00 1.20 1. 73 3.23 1.62 1 41 1 85 

長尾根支群 297 71.3 15. 7 4.25 0.68 1 39 0.70 1.47 1.25 2.40 
末沢支群 瓦 298 65. 7 17.2 7.52 1.15 1 76 1.67 1 71 1 35 2 23 
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藤岡古窯跡群試料胎土分析値一覧

SiO,(%) Al203(%) Fe203(%) 

炉沢支群 212 65. 7 22. 7 6.85 

金山支群 213 64.1 18.3 11.35 

胎土分析結果

群馬県西部地域から南部地域にかけて現在確認さ

れている 3 大古窯跡群（秋間、乗附、吉井）の胎土

分析資料の Sr/Rb、 Ca/K の比率をもとに上栗須遺

跡出土須恵器との比較検討を行った結果、以下のよ

うにまとめられる。

(1) 秋間古窯跡群の領域内に該当する製品は見られ

ない。

(2) 乗附古窯跡群の領域内に該当する製品は、

No.505、 510、 514、 518がある。

(3) 吉井古窯跡群の領域内に該当する製品は、

No.505、 506、 507、 508、 509、 510、 511 、 512 、 513、

514、 515、 516、 517、 518がある。

(4) その他、 No.504 、 519 については、 Sr/Rb の価が

高く、近接する領域がないため現状では産地は不

明。

参考文献

T102(%) Ca0(%) Mg0(%) k心（％） Ca/K Sr/Rb 

1.28 

1. 31 

0.87 0 68 0. 94 1.07 2.15 

0.85 0.68 1.13 0.88 1. 92 

以上、現在確認できる窯跡資料とのデータの比較

を行った結果、分析資料の大半が吉井窯跡群の領域

内に含まれ、胎土の肉眼的観察結果とも一致してい

ると言える。しかし、吉井窯跡の領域内には乗附窯

跡の領域も含まれ、両者の範囲内のデータを示す土

器も含まれていることや、また近年藤岡市下金井地

区において発掘調査がなされた窯跡は、吉井窯跡と

の地質傾向が似ていることなどが指摘でき、分析値

が似る可能性も考えられる。

現状での分析結果では、吉井窯跡からの製品の搬入

が多かったのではないかと考えられるが、今後さら

に資料の増加による各窯跡群の分析値の領域設定を

行う中で搬入地の確定を行っていく必要がある。ま

た、突出した値を示す土器 (No.504 、 519) について

も同様の検討を加えて行かなければならない。

1) 「土器の胎土分析」「塚廻古墳群」（群馬県教育委員会） 1980年 花岡紘ー・石塚久則

2) 「瓦の胎土分析」「天代瓦窯遺跡」（中之条町教育委員会） 1982年 花岡・大江正行

3) 「温井遺跡出土須恵器の胎土分析」「温井遺跡」（群馬県教育委員会） 1981年 花岡・真下高幸

4) 「瓦の胎土分析について」「山玉廃寺跡第7次発掘調査報告書」（前橋市教育委員会） 1982年 花岡

5) 「土器の胎土分析について」「清里・陣場遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1982年 花岡・中沢悟

6) 「藪田東遺跡出土土器の胎土分析」「藪田東遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1982年 花岡・中沢•原雅信

7) 「大釜遺跡・金山遺跡古墳群」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1983年 花岡・大西

8) 「奥原・古墳群出土須恵器の胎土分析」「奥原古墳群」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1983年 花岡・石塚

9) 「月夜野古窯跡群の胎土分析」「土器部会研究資料No 2 」（群馬歴史考古同人会） 1983年 花岡・大江

10) 「糸井宮前遺跡出土須恵器の胎土分析」「糸井宮前遺跡 I 」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1985年 花岡·山口逸弘

11)「土器の胎土分析について」「吉田遺跡J （境町教育委員会） 1985年 花岡・加部二生

12) 「村主遺跡出土土器を中心とした胎土分析」「大原 II遺跡・村主遺跡J （群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1986年 花岡・中沢

13) 「古墳出土須恵器の胎土分析」「下触牛伏遺跡J （群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1986年 花岡・小島敦子

14) 「日高遺跡出土須恵器と瓦の胎土分析」「日高遺跡」（群馬県埋蔵文化財調査事業団） 1982年 花岡•平野進ー・大江

15) 「胎土分析」「下東西遺跡J （群馬県埋蔵文化財調在事業団） 花岡・三浦京子
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l はじめに

中大塚遺跡は、藤岡台地の北西部に位置する。藤岡台地は、最終氷期に離水した扇状地がその後の河川の下

刻によって台地化した開析扇状地である。藤岡台地の表面は平坦ではなく、旧流路等の微起伏が認められる。

今回分析を行った中大塚遺跡の調査区は、この台地上の旧流路部に位置する。

遺跡調査区内に設置されたトレンチでは、 2 通りの地質層序が確認された。（図 1 ）。一方は台地を構成する

と考えられる礫層の上位に、黄灰色砂質シルト層、さらに暗灰褐色シルト層がのる層序を示すものである。（第

1 地点）。もう一方は、下位より礫層、黄灰色砂質シルト層、さらにパッチ状に保存された黄色軽石層をはさん

で、黄褐色風化火山灰層（いわゆるローム）、クロボク土と連続する層序である。（第 2 地点）

藤岡台地上には多くの遺跡が分布しており、立地の観点から地形・地質学上の問題は無視できない。とくに

藤岡台地の地形発達史を明らかにすることは、考古学に寄与するところも大きい。本分析では、 2 通りの地質

層序の地質学的解釈および軽石層と示標テフラとの対比を行うことを目的とする。そしてその分析結果が地形

発達史の問題とどう関わるかについて考察する。

2 分析の方法

堆積物の対比を行うために本分析では、砂質シルト層およびシルト層については鉱物分析を行ない、重鉱物

組成・軽鉱物組成上の特徴から検討を行った。軽石層の同定には、重鉱物組成・軽鉱物組成上の特徴把握なら

びに屈折率の測定を行った。

鉱物分析は、次の手順で行った。砂質シルト・シルト層については、約30 gを超音波洗浄として分析対象と

した。また、軽石層については、軽石を紛砕して得られた斑昌鉱物の分析対象とした。得られた試料は、テト

ラブロムエタン（比重2. 96) によって重液分離を行い、重鉱物と軽鉱物とに区別した。次に偏光顕微鏡下で、

重・軽鉱物各々 250粒以上同定し、重鉱物組成・軽鉱物組成を明らかにした。結果をダイアグラフにして、図 2'

3 に示す。軽石については、同定の精度を向上させるため斜方輝石の屈折率（y）を、新井 (1972) の方法に従っ

て測定した。

3 分析結果

(1)砂質シルト層およびシルト層

第 I 地点•砂質シルト層 (1 -3~1 -5 ）の重鉱物は、斜方輝石、不透明鉱物、単斜輝石、黒雲母そして

少量の角閃石から構成されている。しかし大部分は、岩片等同定不能の粒子からなっており、鉱物の占める割

合は小さい。軽鉱物でも同定不能の粒子が大部分を占め、斜長石と石英がほぼ等量含まれている。

第 1 地点のシルト層 (1- 1~1 -2 ）に含まれる重鉱物は砂質シルトの傾向とは異なり、斜方輝石、不透

明鉱物が大部分を占めている。この特徴は、後述の軽石の重鉱物組成の特徴と似ている。軽鉱物組成の傾向は、

砂質シルト層とほぼ同様である。砂質シルト層およびシルト層に含まれている火山ガラスは、透明で分厚い感

じのガラスである。

第 2 地点の砂質シルト層 (2 -2~2-4 ）に含まれる重鉱物の組成は、第 1 地点の砂質シルト層と同様で
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同定不能の粒子が大部分を占めている。また重鉱物も斜方輝石、不透明鉱物、単斜輝石と少量の角閃石と良く

似ている。さらに軽鉱物組成でも同定不能の粒子が大部分を占め、斜長石と石英がほぼ等量含まれている。火

山ガラスの形態も、透明で分厚い感じがするガラスである。

いずれの地層にも同定不能の粒子（主に円磨された基盤岩に由来する岩片）が多く含まれていることから、

これらの堆積物はいずれも河川によって運搬された堆積物と考えられる。

(2)軽石層

黄色の軽石層 (2 - 1) に含まれる重鉱物は、量の多い順に斜方輝石、不透明鉱物、単斜輝石である。すな

わち角閃石や黒雲母を含まない、いわゆる両輝石型のテフラである。斜方輝石の屈折率（y)は、1.707-1. 711 

である。また、含まれている不透明鉱物の大部分は磁鉄鉱である。

地形からみて藤岡台地と本庄台地は、ほぼ同時期離水した開析扇状地と考えることができる。堀口 (1986)

は、大里ローム層と扇状地礫層との層位関係から本庄台地の形成を立川期の後期と考えている。当社の未公表

資料では、本庄台地を構成する扇状地礫層に整合にのる粘土層の上部から姶良Tn火山灰 (AT約2.1-2.2万年

前；町田・新井， 1976) の純層が発見されている。このことは、堀口 (1986) の見解と調和的である。したがっ

て、藤岡台地の離水時期は、最終氷期後半と考えて良い。

さて藤岡台地とその周辺に分布する最終氷期後半の軽石に富むテフラとしては、下位より浅間ー板鼻褐色軽

石群 (As-BP; 新井， 1962. 町田ほか， 1984) 浅間ー白糸軽石 (As-SP; 町田ほか， 1984) 、浅間ー板鼻褐色軽

石 (As-YP; 新井， 1962) などが挙げられる。中大塚遺跡で発見された軽石層は、 1) 黄色を呈すること、 2)

斜方輝石と単斜輝石に富み、角閃石を含まないこと、 3) 斜方輝石の屈折率が1.707~1. 711であることなどから、

As-YP に対比される。なお新井（1964) は前橋泥炭層中にはさまる。 As-YP の直下から、 13, 140 y.B.P. の

値を得ている。このことから、 As-YP の噴出年代は、約1. 3万年前と考えられる。

4 まとめ

分析の結果、次のようなことが明らかになった。

1) 第 1 地点と第 2 地点の砂質シルト層の間に有意な違いはなく、同じ堆積物と考えて良い。

2) 第 1 地点のシルト層は第 1, 2 両地点の砂質シルトとは異なり、重鉱物組成上で斜方輝石および単斜輝石の

割合が大きい。

3) 第 1 地点のシルト層の重鉱物組成は、 As-YP に似ている。

4) 第 2 地点で砂質シルト層整合に覆う軽石層は、 As-YP に対比される。第 1 地点では、シルト層の上位に As

-YP を流し去った河川の堆積物と考えられる。そしてシルト層の離水時期は、 As-YP の上位のロームの堆

積より新しいと言える。

5 考察ー藤岡台地における地形発達史の研究と課題一

群馬県は、六合村の野反湖周辺を除けばすべて利根川の流域である。利根川とその支流の諸河川沿いには河

岸段丘が良く発達している。藤岡台地も神流川あるいは鮎川によって形成された開析扇状地で「扇状地状の河

岸段丘」と言いかえることもできる。

藤岡台地における地形発達史の研究は少なく、これまで新井 (1962) の研究成果に負うところが大きい。新

井 (1962) は、藤岡台地の面を藤岡面 (F) と仮称した。その後、掘口 (1974) は、藤岡台地を最終氷期後半

に形成された立川面に対比している。
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藤岡台地は、比較的平坦のように感じるが、実際は、北北東ー南南西方向の旧流路があり、そこはまわりの

台地よりわずかに低くなっている。中大塚遺跡の今回の調査区も旧流路内に位置している。このような細かい

精度の論議を行う際に、「藤岡粘土層」の問題がクローズアップされてくる。藤岡台地の微地形と藤岡「藤岡粘

土層」の名称を藤岡台地上に発達する粘土について用いている。さらに新井は、上部ローム層より下位に発達

する粘土層を「下部粘土層」とよび、明らかに上部ローム層に含め得るものを「上部粘土層」とよんだ。また、

藤岡粘土層は藤岡台地だけでなく、本庄台地上にも分布していることが明らかになっている。（新井， 1962) 。

藤岡粘土層の生成の要因について、新井 (1962) は、高崎から岩鼻にかけての台地を構成する「岩鼻 Mudflow

deposit」の堆積によって上流側に停滞水域が形成され、そこで藤岡粘土層の堆積が始まったと考えている。

さて、新井 (1962) の柱状図 (P.24, 第14図）をみると、粘土層の離水層準は一様でないことに気付く。た

とえば、 No.96の地点ではBP の上位に粘土はなく、 BP も風成でのっている。また、 No.85, 87, 94では BP と

YP の間に離水層準があり、さらにNo.84, 86, 89, 90, 93, 95では、 YP直下まで粘土の堆積と言った具合で

ある。これらのうち YP まで粘土の堆積が続いた。 No.84, 95, 86 は、今回分析を行った中大塚遺跡調査区が位

置する旧流路内に相当する。このことから旧流路内は周辺の台地より低いために離水が送られたと考えられる。

また、今回の分析結果からわかるように、旧流路内でも離水がYP以降の部分もある。さらに、多くのボーリ

ング資料を整理し、野外調査を行うことによって粘土の離水過程（陸化した過程）が明らかになろう。

最後に今後に残された藤岡台地の地形・地質学上の課題挙げておく。 1 つは、藤岡台地上に分布するテフラ

層序である。藤岡台地上には新井 (1962) によって、 As-BP および As-YP が堆積していることが確認された。

As-BP は、碓井川流域や榛名火山周辺では、間に褐色風化火山灰をはさんで複数認められる。噴出年代も、1.

6~2.1万年前（町田ほか， 1984) と幅をもって考えられている。 As-BP のうち、どのテフラが藤岡台地に堆積

しているかは、まだわかっていない。さらに新井 (1962) の研究の後、新井は八ヶ岳新期第IV軽石 (Y-PmIV;

約2.5万年前）を富岡市上黒岩遺跡で確認している（稲田， 1984) 。また As-YP と As-BP の間に、浅間ー白

色軽石 (As-SP; 約1. 5万年前．町田ほか， 1984) が認められている。このような示標テフラと藤岡台地上の堆

積物との層位関係も明らかにされていない。

もう一つは、藤岡粘土層の堆積要因の問題である。高崎一岩鼻の台地を構成する岩鼻 Mudflow depositを「前

橋泥流堆積物」と改称し、榛名火山起源ではなく浅間火山起源と考えた。そして、前橋泥流堆積物中の埋木か

ら、 24,000 土 650 y.B.P. の値を得ている。最近、新井 (1985) は前橋泥流直下のシルト層中にAT を発見し、前

橋泥流の年代が約2.4万年前よりも新しくなることを述べている。ここで本庄台地での「藤岡粘土層」と AT の

関係を思い出していただきたい。 AT は、本庄台地上の「藤岡粘土層」の上部に挟在しているのである。この

ことから新井 (1962) の述べているように本庄台地上に堆積している粘土層が藤岡粘土層と同一であるならば、

粘土層の堆積は前橋泥流（岩鼻 Mudflow deposit)の堆積以降ではなく、それ以前に堆積し始めていたと考えら

れるのである。今後、藤岡粘土層の模式地である藤岡台地上で、粘土層と AT との層位関係を明らかにする必

要がある。

では、藤岡粘土層はどのようにして形成されたのであろうか。それには、多くの要因が考えられる。一つは、

扇状地が離水する過程で河川の作用によって細粒物質が堆積したとする考えである。これには、最初から粘土

が堆積したとする考え方と後の作用によって細粒物質が粘土化したとする考え方がある。もう一つは風成のテ

フラ（褐色風化火山灰等）が粘土化したとする考え方である。扇状地が離水する過程で扇状地上に細粒物質が

堆積することは、門村 (1971) によって考えられている。扇状地面が離水し河床から一段高くなると、大規模

な洪水が発生したときにのみ扇状地面の礫層の上位に洪水の堆積物が堆積する。洪水の堆積物のうち、礫は浮
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力が小さく流路内から溢れ、扇状地面にのることは殆どない。したがって扇状地を構成する礫に比べると著し

＜粒径の小さい細粒物質が堆積することになる。

後者の風成テフラが粘土化したとする考え方は、一般的にテフラがガラスに富み、しかもガラス同化し易い

ことに基づいている。扇状地礫層の上位に堆積したテフラは、その後の地下水の影響によって風化を受け、粘

土鉱物が形成されるようになり、全体的な粒径は細粒化していくのであろう。藤岡粘土層の堆積時期は最終氷

期にあたり、現在とは異なるような様式の地下水の挙動もあったのかもしれない。いずれにしても、藤岡粘土

層の層位および層序、さらには粒度組成上の特徴やその地形との関係の把握等、様々な問題を解決していなけ

ればならない。

A B 

(III 区北壁） （ III 区東壁）
cm 

100 

• 1 -2 

• 1 -3 

• 1 -4 

•1 -5 

1

2
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———— 
2

2

2

2

 

.... 

200 
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四謡瓢ぶ闊ふ出
こ］ローム
匠］軽石

区］シルト

臣砂質シルト

陸狂
区］盛土

中大塚遺跡における地質層序（数字は分析試料の番号）

第 3 図 試料採集地点位置図
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2 鉱物分折

第 1 地点 (III 区北壁）。 50 100% 

第 2 地点(III 区東壁）
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第 4 図 中大塚遺跡テラフ試料の鉱物組成
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3 人骨検査

前橋・長瀞線発掘調査により数基の土坑内より人

骨が検出された。

以下は、これらの土坑出土人骨の頭蓋骨・下顎骨

及び歯牙から推定できる年齢、性別を中心とした検

査結果である。

資料 1 上栗須遺跡 I 区 3 号古墳上墓坑群（馬捨

て場）内出土人骨

資料 2 上栗須遺跡 II 区23号土坑内出土人骨

資料 3 第 1 取付道路 1 号土坑内出土人骨

資料 1. 頭蓋骨（下顎骨を含む）

1 ．外観検査

資料は、ヒトの頭蓋骨 1 個（下顎骨を含む）であ

り色調は赤褐色、硬度は脆く指圧において容易に砕

き得る程度である。

2. 性別推定に関する形態学的検査

額鉛直形（オルトメトピカ）は鉛直を呈す。眉上

弓、眉間の隆起は弱い。

外後頭隆起の発達は弱く、上項線は識別不能で項

平面はやや平坦である。

乳様突起の発達は弱い。

眼窟上縁の厚さは薄く華奢である。下顎体（歯列

弓）はV字形で下顎角幅はやや広い。

3. 年令推定に関する歯牙咬耗度検査（栃原の分類

による）

上 顎 下 顎

左 側 右 側 左 側 右 側

1 2 ー  a 2 ー  a 死後脱落 2 ー  a 

2 2ｷa 2 ー  a 2ｷa 2ｷa 

3 2ー b 2ーb 2ー b 2ー b 

4 2ー b 2 ー  b 2ｷa 2 ー  a 

5 2 ー  a 1 ｷc 1 ー  C 2ｷa 

6 生前脱落 2ｷa 生前脱落 生前脱落

7 2 ー  a 2ｷa 1 ーC C3歯冠部％欠損

8 1 ｷc 

3 人骨検査

群馬県警察本部刑事部科学捜査研究所

法医主任緑川順

4. 年令推定に関する頭蓋縫合の癒着度検査（ブロ

カの分類）

(1)冠状縫合 ブレグマ部

゜迂曲部 0 （不鮮明～判定困難）

側頭部 0~ 1 

(2)矢状縫合 ブレグマ部

゜頭頂部 0~ 1 

孔間部 0~ 1 

下部（ラムダ部） O~l

(3)人字縫合 ラムダ部 0~1 

下部

(4)鱗状縫合

(5)顔面縫合

0~ 1 

0~ 1 

( )) ) 

顔面縫合の癒着は、縫合線の追跡可能な状態であ

る。

5. 年令推定に関する口蓋縫合の癒着度検査

切歯縫合は消失し、正中口蓋縫合の後％が癒合し、

横口蓋縫合の左右側に若干の癒合状態がみられる。

6. 資料 1 についての考察及び結果

形態学的検査から性別は、女性と推定される。年

齢は頭蓋の三大縫合及び顔面縫合が20歳代を示し、

口蓋縫合は30歳代、歯牙咬耗度は30~40歳を示して

いたことから、青年期から壮年期（現代人の年齢で

は20~40歳代）と考えられた。

資料 2. 下顎骨及び歯牙、後頭骨

1.外観検査

資料は、ヒトの下顎骨の一部及び歯牙 (2 -1) 

と後頭骨の (2 -2) である。色調は灰褐色で (2

-1)、 (2- 2) とも硬度は指圧において容易に砕き

得る程度である。

2. 資料 2 -1 （下顎骨及び歯牙）の残存状態

下顎骨は体部左を残存し、右半部は海綿質を露出

653 



付篇

している。 2. 性別推定に関する形態学的検査

残存する歯牙は、左犬歯、左第 1 小臼歯、左第 1

大臼歯、左第 2 大臼歯、上顎左第 3 大臼歯、上顎右

第 2 大臼歯である。

3. 資料 2 -2 （後頭骨の一部）の残存状態

後頭骨は大後頭孔後縁の一部から、外後頭隆起の

左側半部が残存する。

4. 性別推定に関する形態学的検査

下顎骨 下顎角幅は広い、歯列はU字形

残存する犬歯々冠部は大きい

後頭骨 外後頭隆起はやや突出

項線の識別は可能

5. 年令推定に関する歯牙咬耗度検査（栃原の分類

による）

上 顎 下 顎

左 側 右 側 左 側 右 側

1 

2 

3 2ー b 

4 2ー b 

5 

6 1 ｷc 

7 1 ー  c 2ー b 

萌出渾出時

8 
期は現代人で

普通19~22歳

頃）

6. 資料 2 についての考察及び結果

下顎骨の形態特徴、外後頭隆起の発達状態、及び歯

牙（歯冠部）が大きいことから性別は男性と思われ

る。年令は第 3 大臼歯が萌出していることから20歳

以上であり、また歯牙咬耗度から青年期後半から壮

年期の前半（現代人の年齢では30~40歳位）の年代

と考えられた。

その他

下顎左第 2 小臼歯は、生前脱落である。

資料 3. 頭蓋骨（下顎骨を含む）

1 ．外観検査

資料は、ヒトの頭蓋骨 1 個（下顎骨を含む）であ

り色調は乳白色、硬度は指圧において容易に砕き得

る程度である。

額鉛直形は斜角を呈する。

眉上弓、眉間の隆起は強い。

乳様突起は大きく、ごつごつしている。

下顎角幅は広く、下顎体、枝とも強じんな感じであ

る。

下顎体（歯列弓）はU字形。

3. 年令推定に関する歯牙咬耗度検査（栃原の分類

による）

上 顎 下 顎

左 側 右 側 左 側 右 側

1 2 ー  b 2'b 2ー b 

2 2ー b 2 ー  b 2 ー  b 

3 2 ー  b 2ー b 

4 2ー b 2ー b 

5 3. 

6 3. 3 ゜歯冠部後

％欠損

7 生前脱落

8 朋出

※一印は、咬合面を露出できず検査不能箇所であ

る。（骨硬度が弱く、土砂等の浄浄は頭蓋骨の外観を

壊す危険がある）

4. 年令推定に関する頭蓋縫合の癒着度検査

(1)冠状縫合ブレグマ部 0~1 （不鮮明～判定困

難）

右迂曲部 0~1 

左側頭部 0~1 

I
I
I
I
 

(2)矢状縫合、人字縫合は検査部位欠損のため、判定

不可能。

頭部の前頭部には、前頭縫合が形成され、癒合は

それほど強くない。（若干の癒合が点在する。）

5. 資料 3 についての考察及び結果

眉上弓、眉間の隆起、及び乳様突起の発達状態等

から性別は男性と考えられ歯牙咬耗度から青年期の

後半から壮年期の前半（現代人の年齢では30~40歳

位）の年代と考えられた。

6. その他参考事項

下顎右の第 1 大臼歯の咬耗は食物の咀咽以外に使

用されたことも考えられる。
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4 上栗須遺跡の馬骨

I はじめに

上栗須遺跡は群馬県藤岡市上栗須に位置し、鮎川

の形成した扇状地からなる藤岡台地の上にある。

発掘調査は昭和59年 5 月から昭和60年 3 月 31 日ま

で主要地方道前橋・長瀞線道路改良工事にともない

実施された。

この調査の際、馬を埋葬した22基の墓壊群が検出

され、 27頭分以上の馬骨が発掘された。墓坑は、現

状で直径14~15m、高さ 1.5mを測る小野上 2 号墳の

円墳頂部を利用して設けられたもので、頂部中央の

ほぽ全域に分布していた。当古墳の傍らには1751年

（宝暦元年）の銘のある馬頭観音石造塔が立てられ

ていて、墓坑には覆土中に浅間山を噴出源とする

1783年（天明 3 年）の浅間山A軽石を含む 1 号、 2

号、 3 号等と、 A軽石を含まないそれより古い14号、

15号、 19号等がある。従って、出土した馬骨のほと

んどは江戸時代中期のものであるとみてさしつかえ

ない。

これまで、近世の馬で、これほど明確に時代が特

定でき、個体数の多いまとまった発掘資料はなく、

断片的にしか明らかにされていなかった江戸時代の

馬の形態を知るうえで、当資料は、きわめて重要で

あるといえよう。

本報告は、次のような調査方法を用いてまとめた

ものである。

l) 計測器具は主として 1 /20mmのノギスを使用し

た。
（注 1)

2) 歯冠長・歯冠幅は仲谷に従ってエナメルを測定し、

歯冠高は頬側を計り、歯槽から脱落しているものに

ついては歯根分岐部から、歯槽に植立しているもの

については、歯槽縁から測定した。歯以外の部位の
（注 2) （注 3)

計測は Duerstに従い、その日本語訳は岡部を用い

たが、筆者が一部改変した。

4 上栗須遺跡の馬骨

群馬県立前橋第二高等学校 宮崎重雄

3) 馬の臼歯の咬合面の名称は Sinpson （長谷川、原
（注 4)

田）によった。
（注 5)

4) 馬の年齢推定は Goubaux に従い、切歯の咬合面

の模様から推定した。切歯を欠くものはあらかじめ

年齢推定のすんでいる個体と咬耗度の比較などを用

いて行った。

5) 注は引用文献の番号を意味し、本文、表とも共通

して使用した。

6) 単位は特にことわりのない限り、 mmを表す。

II 出土頭数（表 2)

当遺跡では22基の墓坑から少なくとも 28個体から

なる馬骨が出土している。墓坑のなかには重複した

り、複数個体が折り重なって埋存していたりするこ

とがあり、さらには馬骨が保存不良で、かなりの部

位を欠損していたりすることが多く、正確な個体数

の確認は不可能であった。本報告では出土した墓坑

の番号に従って、頭骨にナンバーリングし、同一墓

坑に 2 個体以上確認できた場合には個体別に a 、 b 、

C ……と符号を付けた。体幹骨、四肢骨で頭骨と同

一個体と認められるものは同じ番号をつけ、同一個

体と考えられるが、それが確認できないものについ

ては？印がついている。ただし 7 号馬に限っては 3

号墓坑から出土したもので、 7 号墓坑からのもので

はない。また、同一墓坑から出土したものでも a 、

b 、 C ……それぞれは同時に埋葬されたものと限ら

ない。

III 性別（表 2)

馬骨での性別の判定は犬歯の有無（雌にも小さな

犬歯があることもあるが、その大きさは雄とは明ら

かに違う）、寛骨の形態等で行うが、本報告では、主

として犬歯の有無を判断基準にして、寛骨は保存不

良のことが多いため、補助的な判断材料にするにと
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どめた。当遺跡の馬骨のなかで性別の確認できたの

は20個体であり、このうち雄が18頭で圧倒的に多く、

雌はわずか 2 頭のみである。江戸時代中期にこのあ

たりに飼養されていた馬になぜ雄が多いのかは一考

を要するが、それは別の機会にゆずりたい。

IV 年齢（表 2)

Hope&J ackson によれば馬の年齢は 5 オで人間

の20オに相当し、 10オで40オ、 12オで50オ、 30オで
（注7)

80オにそれぞれ相当する。また、宮下慶正によれば、

木曾馬は 7 、 8 オの頃から使い安くなり上手に使え

ば23 、 24オまで使える。 20オ前後の馬でも 4 、 5 年

間は約40貫を載せて山坂道を運ぶ。

当遺跡で検出された27頭のうち 20数オを越える老齢

馬は 9 頭、 16オから 20数オと推定される老齢馬は10

頭、 10オから 15オまでの壮齢馬は 7 頭、幼齢馬 1 頭

である。このように当遺跡では約70％が老齢馬で、

牡齢馬も高齢な方に属するものばかりである。

老齢馬が18％ほどしか含まれていない古代・中世の

遺跡の馬骨（注 8 • 9 • 10 • 11 • 12 • 13 • 14) とは

年令構成が大いに異なる。

v 体高（表 3)

当遺跡から出土した馬骨の体高推定は、林田・山
（注15)

内の方法に従ったが、頭骨の保存が悪く、有効な測

定値が得られなかったため、四肢骨の全長からのみ

行い、複数の体高推定値が得られた場合にはその平

均をもってその個体の体高とした。その結果、当遺

跡の馬の体高は最小116. lcm、最大135.1cm、平均126.

4cm、であることがわかった。
（注16)

林田は新田義貞が鎌倉攻めをした時の戦闘で死亡し

た馬、最大38個体分の体高を算出している。それに

よれば、 109cmから 140cmの間に分布し、平均は129cm

であり、対州馬の状態によく似いている。

当遺跡出土の馬は、鎌倉時代馬に比べて、最大か

ら最小までの範囲が狭く、平均で2.6cm小さい。これ

は、前者が軍馬で比較的馬格の良いものが集められ

ているのに対して、後者は農馬あるいは駄馬として
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使われていたと予想されるもので、当時は「 1 寸倍」

などという言葉があるように、体高が 1 寸多くなる

と飼料代が 2 倍かかるということで、飼料代を多く

要する大きな馬は敬遠されたためであろう。

江戸時代の馬の体高を文献によってみると「古今

要覧」には、 4 尺 (121cm) の馬を世の常とするがゆ

えに小馬、 4 尺 5 寸（136.4cm) を中馬、 5 尺(151.

5cm) を大馬といい…… 5 尺以上の馬は得がたるべ

し、とある。「考証江戸八百八街」には、体高 4 尺 (121

cm) を定尺といって標準とし、この定尺より 1 寸高

いものを「 1 寸」、 2 寸高いものを「 2 寸」と呼び、

標準の 4 尺を下回るときには何寸下回るかで「返り

何寸」と呼んだ、とある。

これを参照すると、当遺跡の馬（最小116.1cm、最

大135.1cm、平均126.4cm) は小馬に相当するものが

多く、中馬に至るものはない。当時流で表すとすれ

ば、最も小さい馬は「返り 2 寸」弱で、最も大きい

馬が、「 5 寸」弱である。また、平均では当時の馬の

標準である定尺 (121cm) を「 2 寸」弱上回ることに
（注17)

なる。坂内によれば、幕末の頃の馬の多くは 4 尺 5

寸(136cm) 以下で、 4 尺 2 、 3 寸 (127~130cm) が

普通であった。当遺跡の馬は、ほぼこの幕末の馬の

体高に相当するが、細かくみると 1 寸ほど小さめで

ある。
（注18)

次に日本の在来馬との比較を行ってみる。林田に

よれば、日本の在来馬は体高125cmから 135cmの中形

馬と、体高100cmから 125cmの小型馬に分類される。

中形馬には北海道の土産馬、長野県の木曾馬、宮崎

県の御崎馬があり、小型馬には南西諸島のトカラ馬、

宮古馬、与那国馬、四国の野間馬があり、対州馬は

両者の中間型である。これに照らすと、当遺跡の馬

は28頭のうち、 16頭が中型在来馬に相当する体高を

もち、 12頭が小型在来馬に相当し、全体的には対州

馬の体高のようすによく似ている。

VI 中手骨・中足骨の長幅指数（表13)

長幅指数とは中央幅（骨体最小幅）の最大長に対

する比のことである。



当遺跡の馬の長幅指数は、中手骨について見てみ

ると最小12.3、最大16.6、平均14.3である。この値
（注16)

は最小•最大の範囲が鎌倉馬より広がっているもの
（注16)

の、平均は両者が等しくなっている。また木曾馬の

平均にも非常に近い値となっている。中足骨では、

最小9.1、最大11.8、平均10.4で、鎌倉馬より最小、

最大でそれぞれ0.9、 0.3 下回り、平均1. 0下回ってい

る。すなわち、当遺跡馬は前肢においては鎌倉馬や

木曾馬と同様な太さをしていたが、後肢においては

これらの馬よりやや細めであったことを伺わせてい

る。

VII 異常咬耗（表 2)

当遺跡の馬には老齢馬が多いため異常咬耗が目立

つが、特に著しいものについてのみ記す。

4 号馬：上顎で咬耗が特に著しく歯槽骨が海綿質

化している。左上顎第一後臼歯 (LM.l)は近心根が

頬舌の 2 根に分離し、遠心根も頬舌に分離し、現状

では脱落している。右上顎第一後臼歯(R M.!.) は脱

落しているが、その歯槽はきわめて浅く、遠心側で

は歯槽の痕跡をほとんど残さないほどである。上顎

第二前臼歯 (L p久 RP旦）は左右とも近心側の歯冠

が咬耗のため分離し、現在は脱落している。右の下

顎咬合面は中程度の波形を呈し、第二前臼歯 (R P2) 

近心端と第三前臼歯 (R P3)•第四前臼歯 (R P-.) 

間にそれぞれ咬合面の頂点があり、 RP3中葉、 R

P.-• RM澗、 RM社包心端にそれぞれ谷がある。

6 号馬：咬耗は強く進み、 LP計ま近・遠心の 2 根

に分離している。 RP土と RM廿ま歯槽が浅くて現在

は脱落している。咬合面は左右とも波高の高い波形

を呈し、左下顎骨では LPが丘心端と LM3後葉でそ

れぞれ頂点をなし、 LP評の中葉と LMァ LMりの間

でそれぞれ谷をなしている。右下顎骨でもまった＜

同じ部位で頂点と谷が形成されている。

13号 a :左下顎骨で咬耗が進み、 L P2が近・遠心

の 2 根に分離し、そのうち近心根の方は脱落してい

る。 LM2· LM心はそれぞれの近心端が尖るように

高くなっているが、その程度は LM3の方が著しい。

4 上栗須遺跡の馬骨

咬耗面は山形を呈し、歯列弓の近心側端から遠心側

ヘだんだんと高さを増し、 LP豆の後葉で頂点をな

し、徐々に低くなって LM豆の遠心端で最低となり、

ほぼ歯槽縁近くまで至っている。

13号馬 b: 弱い波形の咬耗面をなし、右では R

P1 • R 氏間と RM,· RM澗が浅い谷になってい

る。

14号馬：咬耗面は中程度の波形と呈している。左

下顎骨では LP万•L 巧間、 LM叫コ葉、 LM退応端

の 3 カ所で頂点をなし、 L 巧近心端、 L 氏中葉、 L

Mァ LM澗の 3 カ所で谷をなす。右下顎骨では、 R

M了． R狛間がやや高くなり、 RP-.• RM澗と R

Mす•RM澗がやや低くなっている。 RM叫近心側

に傾斜して植立しているので遠心側が高くなってい

る。

15号馬：下顎骨では LP万が歯槽が浅くて脱落し

ている。 LPすと LMTが 2 根に分離し L 氏と LM2

が 2 根に分離する直前まで咬耗している。下顎骨で

は RP2が早い時期に脱落したらしく、歯槽は閉鎖し

ている。 R 氏は近・遠心の 2 根に分離し RMTと R

M齊分離する直前である。咬耗面は中程度の波形を

呈し、左下顎骨では、 LP.-· LM辻 LM註屯心端の

それぞれに頂点があり、 L P-p丘心端と LMr中葉が

谷になっている。右下顎骨の咬耗面では、 LPポの遠

心端が急な段差をなして低くなり、それからゴツゴ

ツした面をなしながら LM迂で高まっていく。

16号馬：上顎では右の方がやや咬耗が進んでい

る。咬耗面は、中程度の波形を呈し、下顎骨では左

が緩く凹湾しているのに対し、右では逆に RP埓後葉

で最も高い凸湾状を呈し、その湾曲の程度は左より

強い。

18号馬 a :咬耗が激しく進んでいて、金属のよう

な堅いものを咬み続けていたと思われる。左下顎骨

では特に咬耗が激しく、 LPすと LPずではわずかに

歯根が残るのみで、 LM,では歯冠エナメルが完全に

咬耗し尽くされている。 LM丑咬耗が著しくエナメ

ルは遠心側と頬側の縁にみられるだけである。 LP.

と LM叫脱落している。両者とも歯槽が浅く、歯根
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のみ残存していたようである。また、右下顎骨でも

ほとんどの歯が周囲にエナメルを残すだけとなって
はみ （注19)

いる。衡を咬み続けた場合には、 Bokりny:が鉄器時

代の馬の例を報告しているように、近心端の前臼歯

に咬耗が限られる。手綱を咬んだ場合も Clutton-
（注20)

Broek の報告のように前臼歯に限られる。

19号馬：咬耗が激しいわりには珍しく、上・下顎

とも左右等しく咬耗が進んでいる。 P:r•P3とも歯根

が 2 根に分離し、 P.-、 MTの歯根が 2 根に分離する直

前まで至っている。

22号馬：下顎では左右とも P万、 Pすの歯根が 2 根

に分離する直前まで至っている。左下顎では咬耗に

よる波形がひどく、垂れ幕形を呈し、 LPが近心端、

LM直心端、 LM遠心端にそれぞれ頂点をもち、 L

P2、 LM計こそれぞれ谷が存在する。

これらの波形咬耗している個体では、近遠心方向

の咬耗が困難で、唯咽が十分に行なわれず、栄養失

調となり、寿命を縮めたものと思われる。歯冠エナ

メルが咬耗し尽されている個体についても同様であ

る。

VIII 病理（表 2)

老齢馬では辺縁性歯周炎を患っている個体が見ら
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表 1 頭骨計測値

上顎骨

A 長さに関する測定部位

2 Vertex の長さ

3 鼻骨の長さ

10 切歯中央縁一鼻骨上顎縫合

B 幅に関する測定部位

1 前額の幅

2 口の幅

3 鼻骨前頭縫合間の距離

4 鼻骨幅（前部）

5 屈骨幅（後部）

7 前頭の幅, 最大幅

10 後頭の幅

11 後頭顆の幅

12 後頭顆最下縁の距離

15 眼裔後方における最大幅

17 顔の幅

19 口蓋の幅（ 1)

20 口蓋の幅 (2)

21 口蓋の幅（ 3)

22 口蓋弓の直径

C 高さに関する測定部位

4 鼻骨先端の高さ

5 鼻骨上顎切痕最後点の高さ

6 眼裔最前点の高さ

5 P4 -M 1 における垂直高

下顎骨

A 長さに関する測定部位

1 下顎骨の長さ

2 槽間縁の長さ

4 下顎間軟骨結合の長さ

5 M3 ー下顎角の長さ

6 下顎体の長さ

7 下顎枝の長さ

8 下顎骨基底の長さ, 下顎骨前部の長さ

10 下顎骨中部の長さ

11 下顎骨後部の長さ

B 幅に関する測定値

1 関節突起幅

2 下顎間軟骨結合の最大幅

2' 下顎間軟骨結合の最小幅

3 P2 ー間の幅

4 P4 -Ml 境界部間の幅

5 M3 間の幅

10 下顎角最大幅

C 高さに関する測定部位

1 関節突起の高さ

4 P2 の高さ

5 P4 -Ml の高さ

6 M3 の高さ

7 筋突起の高さ

1 号

168.0 

128.0 

77 0 

168.0 

164.0 

61. 7 

135.2 

48 8 

104.0 

1 号 a

369.6 

82.0 

71.5 

108 0 

248.5 

133 0 

355 0 

97.0 

143.0 

106.0 

42.2 

35.0 

35 0 

33.0 

57. 7 

24. 7 

46.5 

68 6 

97.8 

120.3 

4 上栗須遺跡の馬骨

4 号 5 号 a 8 号 a 11号 18号 19号 20号 2

624.0 

153.8+ 

149 o+ 

72.8 

38. 7 

57.1 

61. 7 

113.6 

85. 7 

34.0? 35.0? 

70.8 61 5 60.4 58.0 60 4 

134.0 118.9 125.4 138.6 111.6 

113.4+ 116. 7 108.0 

53.0 46.8 

60.6 

72.4 

25.0+ 

3 号 a 4 号 5 号 a 6 号 a 8 号 a 10号 a 11号 12号 13号 b

380.0 308.6+ 419.4 

86.3 56.8+ 74.8 

53.6 89.0 

114.8 106.0 118.0 

244.0 263.0 277.1 

146.8 129.3 150.0 

358.0 349.4 375.0 

79.2 115.5 

156.3 157.0 

117.4 90.0 106.0 

215.0 

33.0+ 

39.5 39.2 

37.6 39.4 

47.4 52.0 

65.2 65.4 

21.5 17.2 16.9 

24 4 185.0 

62.0 65.0 51.6 60.8 

74. 7 81.3 70.6 67.0 

93. 7 92.7 91. 7 
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下顎骨

A 長さに関する測定部位

1 下顎骨の長さ

2 槽間縁の長さ

4 下顎間軟骨結合の長さ

5 M3 一下顎角の長さ

6 下顎体の長さ

7 下顎枝の長さ

8 下顎骨基底の長さ, 下顎骨前部の長さ

10 下顎骨中部の長さ

11 下顎骨後部の長さ

B 幅に関する測定値

1 関節突起幅

2 下顎間軟骨結合の最大幅

2' 下顎間軟骨結合の最小幅

3 P2 間の幅

4 P4 -Ml 境界部間の幅

5 M3 間の幅

10 下顎角最大幅

C 高さに関する測定部位

1 関節突起の高さ

4 P2 の高さ

5 P4-Ml の高さ

6 M3 の高さ

7 筋突起の高さ

表 2 上栗須出土馬骨概要

1号 2号 3号

1 性別 ? ? 辛

2 年令 16~20数オ 16~20数オ 13~15オ

5 異常咬耗 弱波形 弱波形

6 病理

14号 15号 16号 a

1 性別 d 辛 d 

2 年令 20数才以上 20数才以上 16~20数オ

5 異常咬耗 中波形 中波形 中波形

6 病理 歯周炎

表 3 推定体高

個体 1 号 2 号 3 号 a

体高 118.6 125.8 131 0 

14号 15号

130.7 117.4 

156.5 

159.6 

25 0 19 4 

229 8 

61 0 

83.7 77.6 

110.5 108 0 

4号 5号 a

d 5 

20数才以上 16~20数オ

中波形

歯槽膿漏

16号 b 16号 C

? c?' 

16~20数オ 20数才以上

3 号 b 4 号

128.3 124.8 

ロ 12 号 13号 a 13号 b 13号 C? 14 号

127.5 129. 7 120.3 127.2 126.6 

個体 21号 b 22 号

体高 132.1 132.6 

660 

16号

107.6 

21.4 

52.6 

71.2 

96.9 

5号 b

ざ

20数才以上

17号

ざl

13~15オ

5 号 a

122.6 

15 号

123 7 

17号 18号 19号 20号 a 20号 b 22号

422.0 

82.6 

107. 7 112.0 101.6 

253.3 263.0 

85.4 106 4 

71.5 163.0 154. 7 

99.3 

58.4 

35. 7 31.4 

32.2 39.2 

75 5 44.6 

42.7+ 

22.0 23. 7 19.6 

192 4 211.5 

47.2 53.0 56.8 57.0 56.6 58.0 

67.0 74.5 73 4 70 6 71.8 78.5 

98.6 101 7 108.0 92.2 100.2 102.7 

6号 a 7号 8号 a 10号 a 11号 12号 13号 a 13号 b

6 ? ? 夕 6 d ci" 夕

20散才以上 3 士 13-15 13-15 16~20薮才 20 土 20薮才以上 16~20数オ

強波形 中波形 弱波形

歯槽膿漏 飛節腫 歯周炎 歯周炎

18号 19号 a 19号 b 20号 a 20号 b 20号 C 22号

ざ ざl ? が c?' ? ci" 

16~20薮才 20数才以上 20数才以上 13~15オ 13~15オ 13~15オ 16~20数オ

強波形 強波形

歯周炎

5 号 b 6 号 a 6 号 b 8 号 a 8 号 b 10 号 11 号

125.1 130 8 116.1 129.6 119.2 125.0 135.1 

16号 a 16号 C ? 17 号 19号 a 20 号 20号 b 21号 a

123.0 131.6 121.7 127.4 120.9 132.1 125.8 



4 上栗須遺跡の馬骨

表 4 肩甲骨計測値

1 号 2 方ロ 4 号 a ? 5 号 a 6 号 a 8 号 a 10号 a 11号 12号 13号 a

N(l, N⑲ No.8 N吐 Nu5 Nu25 No No Nu22 N釘 Nu2 N(l13 NQ 

L R L R R L R L L L L R R 

1 生理的長 254.0+ 217.4+ 214.8+ 108.0+ 315.0+ 275.6+ 252.6+ 256.6+ 255.4+ 190. 7+ 291.8+ 310.0+ 249.5+ 

8 肩甲頸部幅 54.6 54.5 53 9+ 57.3 56 6 53.6 52.8 54.0 52 0 60.4 61.0 50.7 

10 肩関節部頭尾径 76.0+ 79 4+ 83.0 83.6 87.6 83 3 76.0 75.8 76.0 83.2 74.0 

12 烏口突起長 44.8+ 47.6 42.0+ 37.4 39.7 34.0 34 0 38.0 39.5 35.8 

13 肩関節裔横径 39.0 39.1 38.9 31.1 + 43.8 44 4 38.2 38.6 38.4 38.2 43 6 36.6 

16 肩峰幅 10.2 11.0 11 6 10.4 11. 4 11. 4 12.4 12.1 11.6 8.9 

13号 a 13号 b 13号 b 14 号 15 号 a 16号 a 17 号 18号？ 19号 a? 20 号 a ? 22 号

No19 Nu21 No.19 NQ14 Nul7 Nul6 Nu31 Nul2 N叫 Nu Nul2 No.14 No 

L R L R R L L R L R L R 

1 生理的長 244.8+ 320.0 330.0 255.0+ 253 4+ 245.0+ 252.2+ 235.5+ 272 0+ 211.0+ 226.0+ 223.0+ 231.2+ 

8 肩甲頸部幅 61.2 59 6 60.0 55.6 56.9 56.8 54.3 63.9 51.4 53.5 50.3 

10 肩関節部頭尾径 75.3 80 4 83.0+ 86.3+ 80.2 82. 9 81. 8R 77 0 83.2 85.7 78.8 87.5 

12 烏口突起長 34.4 44.2 45.2 48 4 43.3 38. 7 42.2 

13 肩関節裔横径 33.3 39 1 40.1 42.0+ 39 4 41.0 39 4R 33 6 32.0+ 43.0 45.1 36.0 32.8 

16 肩峰幅 8.3 11 2 12.0 12.8 9.2 9 4 10.2 10.3 11.1 12.4L 10. 2 12. 2 

表 5 上腕骨計測値

1 号 2 芍にコ 3 号 a 5 号 a 8 号 a 13 号 a 14 方ロ

N(l 6 Nu 1 Nu 2 No Nul2 No 9 Nal3 NC115 Nu Nu22 Nul5 N叫4

L R L R R L R L R L R L 

1 最大長 246.0 216.2+ 259.2 127.2+ 238.0+ 260.0 269.2 264.4 264.0 

2 生理的長 234.0 249.0 82.5+ 255 6 254.0 263.6 261.3 262.4 

8 近位部最大幅 53.0+ 64.0+ 71.8+ 63.8+ 63.2 

9 骨体最小幅 28.7 28.7 29.9 33.6 31 6 31 0 29.0 29.0 30.0 33.5 32.2 

10 遠位部最大幅 67.0 62 4+ 61. 7 61 6 63.7 65 8 62.0 68.0 53 6+ 

11 滑車幅 58.6 60 o+ 69.8 56.3 62.3 61.1 61.8 

12 尺骨頭窟幅 20.1 17.2+ 23.8 23.0 25.0 22.5 22.0 

16 骨体最小径 32.0 37.1 36.8 37.0 32.4 36.9 35.2 34.4 41.0 39.0 

17 内側滑車径 39.2 38.9 75. 7 75. 7 72.0 70.6 

18 外側滑車径 43.6 42 1 42 5 46 6 47. 7 45.5+ 46.4 

21 滑車最小径 32 6 32 9 33 0 36.5 33.4 33.2 32. 7 31.2 31 5 

23 滑体最小周 98.0 110.0 112.0 112.0 105.0 100 0 118.0 

15 号 a 16 号 a 16号 b? 17 号 18号？ 19 号 a 20 号 a 22 号 a

Nul4 Nul3 N(l Nu 2 No.21 NolO Nu 5 N(l Nu 6 Nu N(l Na Nu 

R L R L L R R R L R L R L 

1 最大長 262 0 190.0+ 257 4 218.0 168.0+ 263.2 228.0+ 206.6+ 

2 生理的長 250.8 250.8 252.2 252.2 256 5 253.0 253.8 247.5 

8 近位部最大幅 66.4 

9 骨体最小幅 32.2 32.4 33.4 32.6 33.8 29.7 30.6 29.8 29 3 28.8 30.1 31.6 30.4 

10 遠位部最大幅 68.3+ 63.6+ 68.1 67 1 66.7 71.6 

11 滑車幅 56.4 58.0 61.9 58.0 60.3 

12 尺骨頭窟幅 24.4 19 0 22.2 

16 骨体最小径 36 7 36.8 37.4 39 4 36.7 32.8 34.4 34.2 

17 内側滑車径 74.0 77.5 69 5 76.2 74.0 74.6 75.5 

18 外側滑車径 45.0+ 39.8 49.4 

21 骨車最小径 33.0 32.0 31. 9 33 2 33.6 33.7 32.0 31.6 

23 骨体最小周 112.0 113.0 115.2 114.0 115.2 104 8 112 5 109.5 108.0 111.0 
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表 6 撓骨計測値

2 号 a 3 号 a ? 5 号 b 6 号 a ? 8 号 a 8 号 b 10号 a 10号 b

No Nol Nu2 No9 No.8 No12 No14 N(l11 N(l 

R L R L R L R R L R 

l 生理的内長 307.4 330.6 318.4 319.5 306.0 

2 最大長 319.2 74.2+ 315.0 294 2+ 328.6 332.6 330.1 331.5 254.6+ 220.0+ 318.0 245 4+ 

6 近位端幅 64.2+ 71.0 56.5+ 64.5 56.0+ 66.0 61.8+ 

8 骨体中央最小幅 32.6 33.0 30 4+ 31.0 31.2 31.0 34. 0 35.1 31.5 

9 遠位端幅 61.5+ 64.2+ 72. 7 56.2+ 51.4+ 59.6 44.5+ 61. 7 60.6 

10 腕関節面幅 53.0+ 56.4 56.4 55.5 48.0 

12 近位端小頭径 40.4 42.8 38.0 37.0 40.6 37.0 38. 7 42.3 

13 近位関節面 32.2 34.0 30.1 30.7 31.8+ 32.4 31. 7 32.3 

14 骨体中央径 22.1 22.2 23.0 22.4 23.2 25.5+ 24.0 22.0 26.6 

15 遠位端径 36.6+ 42.0 45.0 38.4 39.0 35.3 

18 骨最小周 93.1 88.0+ 93.0 90.0 

10号 b 11 号 13 号 14 弓ロ 15 万ロ 16 号 a 17 号

Nu 9 N(l 2 NQ N(l Nu 1 Nu 2 Nul5 Nul2 Nu28 Nu31 NCl9 

L L R L R L R L R L R 

1 生理的長 318.0 329.2 283.6+ 21s o+ 308.6 306 2 

2 最大長 255.0+ 332.4 337.2 312.0+ 313.4 330.6 330.0 309.8 292 2 315 5 

6 近位端幅 78.2 66 4+ 69 9 59.6+ 67.0 58 6+ 65. 7 64.4 

8 骨体中央最小幅 35.0 36.2 35.4 31.2 35.8 35.7 35.9 33.8 34.3 31 5 

9 遠位端幅 64.3+ 62.4 60.0+ 61.0+ 54 3+ 50.0 

10 腕関節面幅 54.4+ 41.0+ 

12 近位端小頭径 46.2 42.4 39.9 39.2 40.2 39.3 37.5+ 41.0 40.3 39.2 

13 近位関節面径 34.4 32.0 32.2 31.0 28.5 

14 骨体中央径 27.2 26.7 28. 7 22.0 24.0 25.2 25.8 24.3 23.8 

15 遠位端径 34.6+ 38.6 

18 骨最小周 90.0 103.8 103.0 98 0 90.0 

表 7 中手骨計測値

2 号 3 号 a 5 号 a ? 6 号 a ? 8 号 a 10 号 a 11号 13号 C

No.3 NulO N(l 7 N(l15 Nu 8 No. No. Na 2 Na l N(l10 N(l 5 N(l Na 

L R L R L R L R L R L L R 

1 最大長 212 6 218 4 212.2+ 177.0+ 205.8 214.5 215.0 214.4 213.2 214 2 214. 2 231.0 214.0 

2 外側の長さ 209.8 214.8 200.8 211.0 207.2 205.0 204.5 207.4 208.0 213.0 205.3 

3 生理的な長さ 210 0 218.0 212.0+ 204.8 213.0 214.2 214.4 212.2 213.0 213.4+ 222.6 213.3 

4 内側の長さ 203.2 211 1 209.1 198 o+ 212.1 206 6 210.4 211. 4 217.0 

9 近位端最大幅 42.2 43.0 40.4+ 43.5 39.5+ 36 l+ 44 2 44.8 36.6+ 45.5 42.0 43 8+ 48.0 

10 近位関節面最大幅 28.7 32.2 31.1 29.5 42.4 42. 7 42.6 37.0+ 43.8 

11 骨体最小幅 26.1 34.2 37.2 29.5 16 o+ 27 2 27 0 26.1 + 29.0 33.4 35.6 

14 遠位端最大幅 43 6 43.0 40.8 43.3 38.8 37.4 36.6+ 39.4+ 41.6 40.8 44 8 

18 近位骨端径 28 2 30.0 29.1? 30.0 26. 7 38.5 31.8 29.7 28.0 28 4+ 20.1 31 7 

20 骨体最小径 19.4 17.6 18.2 16.8 18 0 17.3 17.6 20.3 20.5 

23 遠位関節従櫛最大径 32.4 30.0 28.9+ 33.6 30.3 31.0 32 6 34 0 32 4 

24 内側関節面径 25.7 25.7 27.1 25.1 27.2 21.o+ 

25 外側関節面径 22.7 23.2 26.8 28.4 27.0 26.4 29.7 
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14 号 15号？ 16号 a 16号 b? 19 号 a 20号 b? 21 号 a 21号 b 22 号？

N(l3 Nu2 Nu28 Nu3 Null NalO NQ N(l Nu No N(l N(l 

R L L L R L L R L L R L 

1 最大長 83.4+ 137.o+ 198 7 218.2 213.2 213.7 216.1 207 4 209.1 215.8 215.0 220.4 

2 外側の長さ 193 2 205.6 

3 生理的な長さ 198.3 213 2 212.4 208.4 

4 内側の長さ 191.2 204 6 

9 近位端最大幅 46 2 43.3 41.1 46.4 48.6 

10 近位関節面最大幅 38.0 43.2 35.0 

11 骨体最小幅 31.6 29 5 30.0 30.0 29.0 28.9 29.8 32 4 31.4 35.0 

14 遠位端最大幅 41.8 42.4 45.3 

18 近位骨端径 32.4 29.8 28.8 30. 7 32.2 

20 骨体最小径 20. 7 20.3 22.6 25.5 

23 遠位関節従櫛最大径 20 o+ 35.2 30.0 33.3 34.4 

24 内側関節面径 28.3 28.2 27.4 29.2 

25 外側関節面径 25.6+ 27.2 27.5 

器

表 8 寛骨計測値

1 号 3 号 a 4 号？ 8 号 a 13 号 a 13 号 b 17 号 a 19号 a 20号？ 21号 a

Nu 3 No N叫8 Nu21 No 2 No16 Nol2 No20 Nul5? Nu 8 Nu 1 Na Nu 

R R L R L R L R L L L L 

1 寛骨長 192.3+ 106. 9+ 216 2+ 320.2+ 330 o+ 319.2 79.2+ 298.4+ 233. 7+ 266.5+ 280 0+ 

7 寛骨臼長 67.1 56 4 53.8 60.1 59.8 56.2 57. 7 56.8 54.0 63.6 52.2 56.5 

9 閉鎖孔長径 71.1 59 7 68. 7 70.8 69.8 61 0 61.8 60.5 

13 寛骨臼切痕最小長径 29.0 23.2 33.4 32.6 30.0 31.4 38.0 

15 腸骨体最小幅 33.8 45.0 42.1 42.6 32.3 37.7 35 5 40.4 

19 坐骨外側枝幅 29.6 24.3 28 2 29 0 21 2 20 6 24.8 26.0 24. 7 25 4 

22 坐骨板最大幅 24.2 24.1 

4 寛骨臼間幅 217.2 175.0+ 230.0 

5 骨盤入口中央幅 161.0 107.2+ 

6 骨盤入口腹側幅 107 8 llO 0 

9 坐骨切痕問最小 97.2 33 1 

表 9 大腿骨計測値

1 号 3 号 a? 5 号 a 8 号 a 10号 a 13号 a 13号 b 13号 C 16号 a 16号 b? 17号 20号 a? 21号 a

Nu 2 Nal3 N(l17 Nn20 Nul5 N()10 Nu 1 N(l14 No 3 Nul4 Nu 3 NQ 

R R R L R L R L L L? R 

1 生理的長 271 0+ 333.4+ 231. 7+ 335.0 305.6+ 326.5 249.2+ 279 3+ 280.0+ 180.0+ 312.0 258.0+ 

2 転子からの長さ 358 6+ 350.0 352. 7 377.4 323.3 

3 骨頭からの長さ 335 o+ 333. 7 360.5 

6 大腿骨頭高 52.3 51.3 49.4 47.0 50.7 

12 近位端最大幅 107.5 98.4 103.4 98.9 111.2 

13 頭最大幡 52.8 46 6+ 

16 骨体最小幅 31.0 37.0 31.0 33.2 30.3 36.3 32.0 36 8 35. 7 38.4 

18 遠位端最大幅 73.0+ 77.4+ 29.2+ 74.5 68.6 

19 顆最大幅 72.0 77.4+ 79.2 75.0+ 

23 頭最大幅 50.9+ 50.0 45.8+ 57.4 

25 近位骨端径 56.6+ 55.2+ 

28 骨体最小径 42.0 43.6 42.0 38.4 38.0 46.2 45.0 

29 骨体遠位端最小径 45.4 42.5 

30 遠位最大径 106.6 82.0 

34 骨体中央周 117.2+ 150.0 120.0 135.0 110.0 135.5 118 5 
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表10 腟骨計測値

1 号 2 号 3 号 b 4 号？ 6 号 a 8 号 a 8 号 b 10号 a 10号 b 12号 a 13号 a

Nu 4 Nu 6 Nu29 Nul5 Nu 8 NQll Nol9 Nul4 N(l12 No. N(l 4 Nu 7 No24 

R R R R L L R R L R 

l 最大長 324 0 325.5 328.0 243.0 303.0 338.0 337.4 172 6+ 319.1 248.8+ 328.0 323.4 313.0 

3 内側長 306.0 311 0 317.2 316.2 297.5 291 6 294.0 295.5 

4 外側長 306.0 295 5 320 0 298.6 311.0 292.3 296.0 290.3 

5 中央軸長 306.4 317.6 319.0 309.1 306.4 299 6 

6 近位骨端最大幅 64.0+ 69.0+ 74 3+ 72.2 71 8 74.0+ 63.0 62 4+ 72.2 

7 近位関節面最大幅 62 7+ 67.4 68.4 63.3+ 

9 骨体最小幅 31.5 33.4 35.6 30.0 35.1 31 4 33.4 35.3 34 5 32.2 

10 遠位骨端最大幅 53 2+ 64.6 50 0 56.8 61 5 62.3 65.9 64.4 

12 近位骨体最大径 55.6+ 71.0+ 77 0 64.4+ 66.5+ 73.4+ 60.7+ 57.8+ 

13 骨体最小径 23.4 23. 7 25.1 + 23.2 23.6 23 2 23.5 25.2 26.4 24.4 

14 遠位骨端最大径 31.8+ 39.4 38.0+ 44.3 37.0 39.3 40 0 39.1 

22 遠位関節面径 43.3 43.6+ 47.8 47.8 52.0 53.0 52.6 

23 遠位外側関節径 21 0 22.0 26.4 19. 7+ 25.0 25.0 21.0 

24 遠位内側関節径 18. 9 21.6 22.0 16.0+ 20 0 20.5 24.9 

26 遠位関節面径 39.3 36.0 36 0 32.0 35.4 35.4 34.03 

27 骨体中央周 94 0 100.0 130.0 102.0 94.0 94.0 93.0 100 0 100.0 94.0 

28 骨体最小周 91 0 98.0 110.0 101.0 89.0 91 0 100.0 100.0 94.0 

13号 b 13号 b 15号 a 16 号 a 16号 b? 16号 C ? 19号 a 20 号 a 20号 b? 21号 a

N114 No 3 Nu 4 Nu27 N(l26 N(l16 N(l21 N(l13 Nu 3 Nu 3 Nu 

R L R R L L R L R L L R 

1 最大長 346.4 340.0 275 6+ 323.5 300.0+ 331.4 238. 7+ 266.9+ 305.2 308.4 264.1+ 

3 内側長 330.6 325.0 308.0 

4 外側長 322 0 310.2+ 

5 中央軸長 328 8 325.0 290.4 

6 近位骨端最大幅 70.6+ 82.0+ 68 7 85.5 

7 近位関節面最大幅

9 骨体最小幅 38.2 38.0 34.8 35 5? 36.5 34.6 34 3 31 6 32.4 32.4 

10 遠位骨端最大幅 61 7 50 0+ 50.3 69.0 69 5 

12 近位骨体最大径 94.8 71.4 

13 骨体最小径 27 6 26.0 25.0 25.1 26.7 

14 遠位骨端最大径 39 8 40.5 36 2 38.6 

22 遠位関節面径 47.4 48 7 47.2 43.0+ 50.4 44 2 

23 遠位外側関節径 27.8 

24 遠位内側関節径 19.0 

26 遠位関節面径 33.6 33.3 37.8 31.8 38.2 34.4 

27 骨体中央周 110.0 108.0 110.1 101. 0 110.2 99.0 

28 骨体最小周 105.0 

表11 中足骨計測値

2 号 3 号 a 6 号 a 6 号 b 8 号 a 8 号 b 10 号 a

N() 3 No 3 No 6 Nu 6 Nu 3 N()_ No 6 No 5 N(l 6 Nu? Nu 4 Na 7 

R R L R L R L R L R L 

1 最大長 253.0 265.4 264.0 258.8 258.4 236.0 254.0 256.8 233.7 235.0 246.0 258.0 

2 外側の長さ 253 0 252.5 255.6 230.6 251.3 254 0 230.3 253 0 251.0 

3 生理的な長さ 250 0 265 3 259.0 254.2 256.3 234.0 253.7 256 4 238.0 257 6 261.0 

4 内側の長さ 249.4 258.3 254.2 250.4 251.4 226.2 246.5 246.6 226.0 247 6 248 6 

9 近位端最大幅 44.2 43 1 43 2 41.3 42.0 43 8 43.0 42 0 44.4 43.8+ 46.4 44.6+ 

10 近位関節面最大幅 42.3 37.7+ 42.0 43.8 37.o+ 41.6 43.4 40.0+ 

11 骨体最小幅 25.4 28. 7 28.8 27.6 2s o+ 23.2 24.8 25.6 25.2 27 6 24.1 23.9 

14 遠位端最大幅 25.3 43.0 42 1 40.5 43 4 42.1 40.0 37.1 + 41.3 
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2 号 3 号 a 6 号 a 6 号 b 8 号 a 8 号 b 10 号 a

N(l 3 No.3 Nu 6 Nu 6 Nu 3 Nu No 6 N(l 5 Nu 6 No.? No. 4 Nn 7 

R R L R L R L R L R L 

18 近位骨端径 40.0 39.3 43.6 39 8 37.6 43 6? 38.8 36.1 43 0 39.8+ 

19 近位関節面最大径 35.4? 37.0 31.8 18 4+ 21 8 20.5+ 23.8 

20 骨体最小径 22.2 24.4 25.3 18.0 20.5 20.1 26.2 24.2 19.4 

23 遠位関節従櫛最大径 32.6 30.4 33.8 32 2 30 2 33.5 32.2 34.3 

24 内側関節面径 30.5+ 37.0 22. 9 21.0 26 0 27.7 

25 外側関節面径 22 9 23.0 23.0 24.5 

10号 b 12 号 a 13 号 a 16 号 a 16号 b? 18号？ 19号 a 20号 a? 21号 a 22 号

No. 5 No.2 No.9 Nu 8 No. 7 No27 Nn26 Nu5 No 6 N(l13 N(l 3 Nu N(l 

R L R L R L L R L L R R 

l 最大長 227.2+ 255.2 254.3 259.0 257.0 246.4 244.6 267.4 247.6+ 259.8+ 242.4 187.2+ 

2 外側の長さ 247 6 246 1 255 0 255 2 236.0 238.0 256 2 

3 生理的な長さ 253.4 250.6 244.6 243.6 264.9 262.2 

4 内側の長さ 244.4 245.8 240 0 236 2 261.5 

9 近位端最大幅 36.4 43.3+ 44.1 38.7+ 46.6 46.0 43.0 38.7 42.8 

10 近位関節面最大幅 42.3 40.0 43 2 44.2 42.3 25.2 

11 骨体最小幅 26.6 25.0 27.9 30.5 30.4 28 0 27 3 24.3 29 1 26.2 25.2 29.0 

14 遠位端最大幅 37.9 37.9 40.6+ 44.6 43.0 40.6+ 

18 近位骨端径 39 6 40 9 37. 7 37.6+ 38 8 44 0 39 0 

20 骨体最小径 23.2 37.6 

22 遠位関節面幅 24.4 23.3 24.5 

23 遠位関節従櫛最大幅 33.8 24.0 25.8 24.8 27.1 

24 内側関節面径 28.8 29 0 24.4 31.0 

25 外側関節面径 25. 7+ 27.4+ 25 5 27 2 28.1 

表12 中手骨長幅指数

2 号 a 3 号 4 号 a ? 6 号 a 8 号 a 10号 a 11号 a 13号 C 16号 a 16号 b 19号 a

長幅指数 12.3 15. 7 14.3 12. 7 12 6 13 5 14.5 16.6 15 1 13. 7 13 6 

19号 a 21号 b 21号 a 21号 b 22号

長幅指数 13.5 14.4 15.5 14.6 15. 9 

表13 中足骨長幅指数

2 号 a 3 号 a 6 号 a 6 号 b 8 号 a 8 号 a | 8 号 b I 8 号 b I 10号 a I 10号 a I 12号 a I 12号 a

長幅指数 10.0 10.8 10.7 9.8 9.8 10.0 I 10 s I 11.1 I 9.9 I 9.3 I 9.s I 11.0 

13号 a 13号 a 16号 a 16号 a 16号 b 20号

長幅指数 11. 8 11. 8 9.9 11.2 9.1 10.4 

表14 中手骨・中足骨の長幅指数比較表

中 手 骨 中 足 骨・

最 小 最 大 平 均 最 小 最 大 平 均

上 栗 須 馬 12.3 16.6 14.3 9.1 11.8 10.5 

鎌 倉 馬16 13.2 15.6 14.3 10.0 12 1 11.4 

木 曽 馬16 13.2 15.5 14.1 10.2 12.4 11.1 
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表15 全臼歯列長

1 号 3 号 a 4 号 5 号 a 5 号 b 6 号 a 8 号 a 10号 a 11 号 12 号 13号 a 13号 b 14号

咬耗面 140.5 134.8+ 152.2 150.0 142.4 151. 7 155.0 147.6 152.5 
L 歯槽縁 134.9+ 143 7 154 4 156.0 154.4 146.6 

上顎 R 咬耗面 151 7 

歯槽縁 152.6 

L 咬耗面 143. 7 151. 8 154.6 145 5 160.2 159.2 142.2 159.2 156.6 153.3 

歯槽縁 154.5 158.2 162.0 145. 9 159.4 

下顎 R 咬耗面 152.0 138.6 152.5 142. 7+ 160.4 140. 6 157 9 

歯槽縁 158.2 143.4 156 3 161.8 143. 7 

15 号 16号 a 16号 b 17 号 18 号 19号 a 19号 b 20号 a 20号 b 20号 C 22 号

咬耗面 153.4 150.0 152.5 154.0 151.0 152. 7 156.3 156.3 158.3+ 143.5 
L 歯槽縁 153.5 153.2 

上顎 咬耗面 150.2 152. 2 157 1 157.6 161. 2 144.5 
R 歯槽縁 150.6 

咬耗面 150.8 153.6 147.8 155 4 151.4 158.8 145.0 
L 歯槽縁

下顎 R 咬耗面 150.6 151.3 154.3 151.0 151. 7 143.6 

歯槽縁 152.6 

0 5  004 に〗3 ご〗 辱l
下顎臼歯

00, 口 ロ □
4
 

ロ
4
臼 攣 国

上顎臼歯

第 5 図 馬歯咬耗段階分類図
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4 上栗須遺跡の馬骨

表16 臼歯計測値

1 号馬上顎臼歯計測値 第二即臼歯 第三月IJ臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 27.0+ 23.8 23.2 21.3 22.2 29.6 

右 35.1 24 5 23.3 20.1 19.8 
(27. 7) 

歯冠幅 左 21.1 23.8 24.4 23.5 23.1 20.7 

右 19. 7 24.6 24.0 22.4 22.1 

歯冠尚 左 12 5 14.0 14.0 17.5 18.4 21.0 

右 17.1 16.6 14.9 17.0 16.3 

咬耗度 左 3 3 4 2 1 

右 4 3 3 4 3 

1 号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三月IJ臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 31.3 23.0 22 1 19.7 20.6 31.4 

右 29.3 22.0 21.3 20.0 20.0 29.5 

(33.4) 

歯冠幅 左 13.3 13.2 13.8 13.6 11. 3 12.6 

右 13.6 13.7 13 9 13.7 11.2 11.2 

歯冠尚 左 16.4 12.0 11.4 9.5 10.1 10.8 

右 10.6 10.8 10.8 10 9 10 5 11. 0 

咬耗度 左 2 3 2 2 

右 2 2 3 3 3 2 

2 号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 19.6 20.3 29.2 

歯冠幅 左 23.8 23. 7 20.8 

歯冠高 左 11.0 12.9 9.2 

咬耗度 5 5 

3 号馬下顎臼歯計測値 第二削臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 30.0 25.5 24.0 22.0 23.5 

右 30. 7 25.5 24.0 22.8 23.5 29.7 

歯冠幅 左 13.8 14.5 15.0 13.7 12. 7 13.7 

右 13.8 15.0 15.0 13.8 12. 7 13.3 

歯冠高 左 14.0 12 0 12.2 13.9 15.3 13.0 

右 12.4 12.8 12.0 13.6 15.3 14.5 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 1 1 1 1 

4 号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三月IJ臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 23.1 + 24.1 21.2 27.5 

右 23.1 + 24.6 21. 7 21.4 26.0 

歯冠幅 左 16. 9 22.4 23.0 

右 16.2 22.0 22. 7 22.3 20.1 

咬耗度 左 7 4' 4' 7 5 4' 

4 号馬下顎臼歯計測値 第二即臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 27.5 23.0 20.0 20.3 22.4 30 4 

右 26.3 22.4 21.2 19.0 21 7 29.8 

歯冠幅 左 13.6 13.6 12.7 13. 7 11.4 8.8 

右 13.3 13.4 13.2 13. 7 11. 2 11. 7 

歯冠高 右 17 0 13.1 13 8 13.1 13.1 10.3 

咬耗度 左 3 3 2 3 2 2 

右 2 3 2 3 2 2 

667 



付篇

5 号馬 a 上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 37.0 25.0 23.0 21 0 21 6 28.6 

右 34.7 26.1 23 4 

歯冠幅 左 19.7 23.4 25.4 23.0 21.4 20.4 

右 19.3 22.8 23.3 

歯冠高 左 14 0 16.0 15.3 13.5 15.2 13.0 

右 14.5 16.3 14.6 

咬耗度 左 2 1 2 4 4 2 

右 2 1 

5 号馬 a 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 27.4 25.2 23.2 23.0 22 7 29 8 

右 28.0 24.8 24 9 22.1 22.6 29.5 

歯冠輻 左 13.9 14.6 15.0 15.3 14.7 11. 3 

右 14.0 13 9 14.6 15 0 13 0 11. 5 

歯冠高 左 14.3 11.8 12.0 13.0 13.4 8. 7 

右 17.2 14. 9 16.6 15 5 15 8 11. 7 

咬耗度 左 3 3 2 2 2 2 

右 2 2 2 2 2 2 

5 号馬 b 上顎臼歯計測値 第二月I」臼歯 第三月1」臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 18.6+ 22 8 23. 7 21.0 20.2 30.5 

右 22.0 24.4 21.2 20.4 

歯冠幅 左 18.5+ 21. 7 25.0 23.0 21.0 17.6 

右 22.4 24. 9 23.6 20.4 

咬耗度 左 7 5 4 4 4 6 

右 5 4 4' 4' 

6 号馬 a 上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 22.6 21 8 20.5 18.8 18.2 18.0+ 

右 31.6 22.4 18.3 30.9 

歯冠幅 左 17 5 21.4 21 5 25.6 20 2 17 4 

右 17.6 21.0 21.2 18.6 

歯冠高 左 25 6 18.4 11. 0 3.4 16.5 12.3 

右 25. 7 20.4 16.4 14 4 

咬耗度 左 4 4' 4 6 5 5' 

右 4 4' 4 4 

6 号馬 a 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 26.4 24.8 24.0 23.9 21.6 31.6 

右 26.7 23.0 24.6 20.5 20.2 32.0 

歯冠幅 左 13.2 13.4 13.6 11.5 10.5 

右 12.6 13.9 13.3 13.0 11. 0 11. 8 

歯冠高 左 21.5 4.0 5.0 9.6 15. 7 20.6 

右 19.8 2.7 11. 7 24.0 15.8 15.0 

咬耗度 左 3 4 3 3 3 1 

右 3 3 2 2 2 1 

8 号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 37.0 25.5 23. 7 20.2 21.4 26 1 

右 37.0 24.4 20.8 23.7 20.5 26.4 

歯冠幅 左 20. 7 24.5 25 0 24.9 22.6 21.5 

右 21.8 23.4 23.6 21.0 23.3 21.9 

歯冠高 左 19.3 18. 7 13.8 13.0 13.9 14.7 

右 16.6 16. 9 14.0 12.3 15.0 13.4 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 
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10号馬上顎臼歯計測値 第二月IJ臼歯 第三即臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 33.5 26.6 26.4 23.2 23.0 26 8 

右 34.0 27.0 26.0 22.6 24.0 27.8 

歯冠幅 左 22.0 25.3 25 5 24.0 24.6 21.4 

右 22.0 25.2 25.1 24.4 24.6 21.6 

歯冠高 左 28.9 30.9 37.0 43.0 30 8 42.8 

右 26.0 28.0 36.5 31.0 42.6 42.8 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 1 1 1 1 

10号馬下顎臼歯計測値 第二即臼歯 第三即臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 30.6 26.4 26.6 24.0 24.9 31.1 

右 30.5 26 2 25.6 24 5 25.3 30.6 

歯冠幅 左 13.0 15.4 15.3 13.7 12. 4 12.1 

右 13.1 15.2 15.3 13.7 12.6 12.6 

歯冠高 左 12.6 13.4 13 4 12.7 10.4 8.4 

右 13.8 12.0 12.4 12.7 10.4 10.0 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 1 1 1 1 

11号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 34.8 23.8 22.2 22.4 20.9 26.2 

右 35.8 23.0 21.1 21.4 21.0 26. 7 

歯冠幅 左 19.0 24.3 25.2 25.4 23.3 20.8 

右 17.5 25.2 24.6 25.1 24.0 21.5 

歯冠高 左 13.5 16.5 11.2 19.0 17.0 20.0 

右 9.7 12.0 14.7 16.5 19.0 23.0 

左 4 4 4 4 4' 4 

右 4 4 4' 4' 4 4 

12号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 36.0 25.1 22.0 19.5 19.8 30 2 

右 25.1 22.7 20.4 20.0 22.9 

歯冠幅 左 18.3 23.3 24.0 23.7 22.3 23 0 

右 23.4 24.5 23.8 22. 9 

歯冠高 左 8.0 14.8 16.2 14.4 12.0 13.8 

右 15. 7 17.6 15.0 17.0 

咬耗度 左 2 1 4 4 2 

右 2 1 4 4 

12号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 27.0 23.3 21.2 14.2 20.8 30. 7 

右 26.2 23 1 22.0 19. 7 21.4 30.0 

歯冠幅 左 13 4 13 7 14.5 14.6 13.7 13.6 

右 13.4 14. 7 14.8 14.1 14.1 13.2 

歯冠高 左 11.4 13.7 12.3 12.0 13.0 13.0 

右 13.8 9.6 11. 0 10.5 10.8 12.4 

咬耗度 左 4 3 2 2 1 1 

右 4 3 2 2 1 1 

13号馬 a 上顎臼歯計測値 I 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 35. 7 25.2 24.4 20.5 21.4 28.9 

歯冠幅 左 21.0 24.0 25.8 26.0 23.0 23.0 

歯冠高 左 12.6 18.0 14.0 15.0 15.0 17.0 

咬耗度 左 4 4 4 4' 4 2 
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13号馬 a 下顎臼歯計測値 I 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 30.4 22.9 20. 7 21.0 21.0 35.0 

歯冠幅 左 14.4 12.8 12.4 12.4 11 6 9.6 土

歯冠高 左 13.0 10.2 12.6 13.3 12. 7 12.4 

咬耗度 左 4 3 2 2 2 3 

13号馬 b 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 30.3 24.6 23.1 20.9 22.6 32.4 

右 29.6 24. 7 23.1 20.6 22.7 33.1 

歯冠幅 左 13.0 13.5 14.2 13.6 13.3 14. 2? 

右 12. 7 14.1 14.0 12.4 12 6 11.3 

歯冠高 左 16.0 11.5 12.6 12.2 13.2 11.3 

（歯槽縁） 右 21 2 17.6 15.2 14.4 12.4 11.2 

咬耗度 左 4 3 2 2 2 3 

右 2 2 2 2 2 1 

14号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 37 2 27.3 23.2 21.0 19 9 23.6+ 

右 28.0 22.5 19.0 20. 7 32.0 

歯冠幅 左 17. 7 24.1 25.0 24 1 23.4 

右 24 3 24.6 22.6 20.0 

歯冠高 左 3.6 8.3 13. 7 12.5 16.1 

右 7 0 9 8 3.5 10.6 5.8 

咬耗度 右 4 5 5 4 5 

14号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 29 9 24.2 22.7 20.2 21. 9 31.2 

右 26.2 23.0 18.8 24 0 31.5 

歯冠福 左 13 6 13.9 15.0 13.2 13.0 12.1 

歯冠高 左 3.2 10.2 14.5 11.5 12.9 21.2 

咬耗度 左 3 3 3 3 2 1 

右 3 3 2 1 1 

15号 a 上顎臼歯計測値 第二即臼歯 第三月IJ臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 37.2 24.4 23.0 19.9 20.6 30 8 

右 29.2+ 21.0 23.0 20.2 23.0 28 8 

歯冠幅 左 21.2 24.6 24.0 20.4 20.8 19.3+ 

右 20.2 21. 7 24. 9 23.3 25.4 23.1 

歯冠尚 左 15. 4 23.4 14.0 23.2 18.6 8 0 

右 10.0 17.4 24 8 21 4 13.8 14.0 

咬耗度 左 2 1 4' 4' 4 4 

右 3 4 4 4 

15号馬 a 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 29.4 29.5 25.5 21.8 22.4 30.0 

右 31.0 14.0+ 24.0 21.5 22.0 32.1 

歯冠幅 左 14.8 13.8 17.4 14.0 9.6 

右 11. 8 

歯冠高 左 6.8 3 6 8.0 

右 9.6 

咬耗度 左 4 4 3 4 3 2 

右 3 4 3 1 3 2 
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16号馬 a 上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 36. 7 25.0 23. 7 19.5 20.7 27.7 

右 37. 7 24 3 23.5 20 8 21.1 27 7 

歯冠幅 左 21.0 24.4 25.6 23.1 2.3.4 21. 7 

右 20.3 23.6 25 7 23.4 23.1 22.0 

歯冠高 左 10.0 17.4 14.2 11.3 12.4 16.1 

右 14.0 18.0 14.5 11.2 14.0 14.1 

咬耗度 左 1 1 2 4 2 2 

右 1 1 2 4' 4 2 

16号馬 a 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 30.0 26.1 24. 7 21.2 21.4 29.6 

右 30. 7 24.3 24.0 21.0 21.5 30.0 

歯冠幅 左 13.6 15. 7 15.0 14.2 13.6 13.2 

右 13.5 15.3 15 5 14.3 13.6 13.2 

歯冠高 左 11.5 14.1 14.5 10.8 13.0 10. 7 

右 14 6 13. 7 10.3 10.5 10.7 9.6 

咬耗度 左 2 2 2 2 2 2 

右 2 2 2 2 2 2 

16号馬 b 上顎臼歯計測値 第二即臼歯 第三月IJ臼歯 第四月IJ臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 33.9 26.7 29.6 20.2 20.8 27.1 

右 33.1 26.5 29.5 20.3 20.7 26.3 

歯冠幅 左 22.8 22.7 21.1 23.1 22. 7 21.3 

右 22.2 23.7 22.2 23.5 22. 9 21.2 

歯冠高 左 14.5 15.2 11. 0 14.2 12.2 10.4 

右 10.0 13.8 11.4 11 4 12.0 11 0 

咬耗度 左 4 5 4 4 4 4 

16号馬 b 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 25 0 24.0 22.7 21.4 30.6 

右 30.0 24.8 24 0 20.8 21. 4 32.4 

歯冠幅 左 14.6 14.2 13. 7 12.4 11. 0 

右 13.6 15.0 15.2 14.6 13 3 13.2 

歯冠高 左 23.4 23.7 14.8 11 4 13.0 

右 16.5 14.0 14.0 13 0 12.7 10 6 

16号馬 C 上顎臼歯計測値 | 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 31.5 24.0 23.0 21.3 21.2 25.0 

歯冠幅 左 19.5 21.8 22 5 22.6 21.5 20.6 

歯冠高 左 13.0 9.4 8.5 13.0 7.6 6.6 

咬耗度 左 4' 5 4' 4' 4' 4' 

17号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 29.0 25.5 24.4 23.6 23.0 26.6 

右 30.7 24 8 24.4 23.3 24.0 26 8 

歯冠幅 左 13.6 14. 4 15.4 13.3 13.0 13.5 

右 13.0 15.6 15.8 13.4 13.1 12.8 

歯冠高 左 12.4 11. 9 11. 2 16.0 13.0 11 8 

右 12.8 14.8 12.8 12.6 10.0 10.8 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 1 1 1 1 
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18号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 38.6 24 3 22. 7 22.0 27.5 

右 38.0 24. 9 24 6 22.0 21.6 27.2 

歯冠幅 左 22.7 24.6 26 6 25 4 21.1 + 

右 21. 7 24.0 26.0 25.2 23.6 22 7 

歯冠尚 左 16.5 24.0 20. 7 12.0 

右 18.6 20.4 20.1 14.6 21.0 23 7 

咬耗度 左 1 1 1 2 2 

右 1 1 1 3 1 1 

18号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 右 28.5 25.8 21.8 21.2 21 6 28.8 

歯冠幅 右 12 8 14.2 13.9 14.6 12.7 12.6 

歯冠尚 右 9.0 8.2 13.6 12.7 17 0 11. 2 

咬耗度 左 5 5 3-4 3 

右 3 3 3 2 3 2 

19号馬 a 上顎臼歯計測値 I 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 36.5 24.7 22.0 20.8 20.0 26 6 

歯冠幅 左 22.0 24.4 25 5 23 7 22.6 19.2 

歯冠高 左 13.4 14.4 13 6 7 4 11.4 6.0 

咬耗度 左 2 4 4 4 4 4 

19号馬 a 下顎臼歯計測値 I 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 23.8 19.2 20.8 31.0 

歯冠幅 左 15.2 13.2 11. 7 11.0 

歯冠尚 左 8.3 10.7 11 0 12.5 

咬耗度 左 1 1 2 2 2 4 

19号馬 b 上顎臼歯計測値 | 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 右 24.0 22. 7 22.2 20.9 24.0+ 

歯冠幅 右 23.8 24. 7 24.6 23.6 19.9 

歯冠高 右 11 7 12.6 13.8 16.0 4.6 

咬耗度 右 4 4 4 4 6 

19号馬 b 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四即臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 24 2 24.5 24.1 22.1 23.6 33.6 

右 24.1 24.4 22.4 24.0 35.3 

歯冠幅 左 13 7 13.5 13.6 13.3 12.4 12.1 

右 13.5 13.0 14.0 12.6 10.8 

歯冠高 左 8.1 10.7 18.0 17. 7 18.0 12.8 

右 17.8 18. 7 16.0 15.4 21. 9 

咬耗度 左 2 3 3 3 3 

右 1 2 3 3 3 4 

20号馬 a 上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第二月IJ臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 34.8 28.6 24.4 21.8 24.0 23.0 

右 35.6 26.0 25.6 22.0 23.0 31. 9 

歯冠輻 左 20.7 24 4 24. 7 24 6 22.5 23.6 

右 22.0 24 8 24.0 25.3 23.4 24.0 

歯冠尚 左 27 0 35.0 32 0 29.0 29.0 25.0 

右 19.5 25.0 34.0 24.0 29.0 32.0 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 1 1 1 1 
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20号 a 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三月IJ臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 右 30.5 25.4 23.5 21 0 21.6 30.4 

右 30.4 24.6 23.3 22.0 21. 9 30.8 

歯冠幅 左 13. 7 14.9 15.0 15.3 12.8 11. 8 

右 13 2 14.3 14.6 14.0 13. 7 11. 7 

歯冠高 左 15. 7 16.0 15.0 17.8 14.2 13.0 

右 14. 9 14.2 14 5 15.0 16.0 13.4 

咬耗度 左 3 2 2 2 2 

右 2 2 2 2 2 2 

20号馬 b 上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 37.0 26.3 23.2 22 8 23 5 31.2 

右 36.7 26.2 23.6 22. 2 22.7 29 2 

歯冠幅 左 21.6 25.9 27.4 25.8 24.6 22.5 

右 22.0 25.0 26.5 26.0 25.2 29.1 

歯冠高 左 25.6 27 7 28 6 22.8 24.0 18.3 

右 15.3 28.4 24.0 23.0 29.2 21. 9 

咬耗度 左 1 1 1 1 1 1 

右 1 1 2 1 1 1 

20号馬 b 下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 23.2+ 25.9 25.0 21.8 23.3 30.0 

右 29.0 25 0 24.6 21.8 23.3 30.1 

歯冠幅 左 13.9 15 2 15.6 13.7 14.1 11. 2 

右 13.5 15.2 15.6 13.7 14.1 11.2 

歯冠高 左 8.6 8. 7 12.1 9.8 11. 6 11. 6 

右 11. 4 10.8 15.3 12.2 11. 6 12.1 

咬耗度 左 3 2 2 2 2 

右 2 2 2 2 2 2 

20号馬 C 上顎臼歯計測値 第二月IJ臼歯 第三即臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 31.2 24.0 21.5 19.5 18.8 28.6 

右 31.0 24.3 21.4 18.2 19.4 25.2 

歯冠幅 左 22 8 24.9 24.4 23 3 23.0 21.9 

右 25.2 25.4 24.1 25.5 23.2 21.8 

歯冠高 左 10.4 15.0 10.8 7.0 9.6 8 0 

右 6. 7 14.0 10.8 6.3 14.7 16.8 

咬耗度 左 4 2 4 4 4 2 

右 5' 3 4 2 2 1 

22号馬上顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 31.2 24.0 21.5 19.5 18.8 28.6 

右 31 0 24.3 21.4 18.2 19.4 25.2 

歯冠幅 左 22.8 24.9 

歯冠高 左 10 4 15.0 10.8 7.0 9.6 8.0 

右 6. 7 14.0 10.8 6.3 14.7 16.8 

咬耗度 左 4 2 4 4 4 2 

右 5' 3 4 2 2 1 

22号馬下顎臼歯計測値 第二前臼歯 第三月IJ臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第三後臼歯

歯冠長 左 28.9 24.0 24.8 14.3 23 0 28.5 

右 28.3 11.5 12.3 11.4 8. 7 

歯冠幅 左 15.3 14.5 14 0 12.7 12.3 12.4 

右 14.3 14.0 13.4 12.7 12. 7 11.3 

歯冠高 左 6 2 5.0 13.5 14.5 8.2 9 0 

歯槽から 右 3.0 4.3 11. 5 12.3 11. 4 8 7 

咬耗度 左 3 3 2 2 2 2 

右 3 3 2 2 2 2 
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